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出版履歴

次の版が発行されるまでの間に、間違いの訂正や製品マニュアルの変更を反映したアッ
プデート版が発行されることもあります。 アップデート版や新しい版を確実に入手するた
めには、対応する製品のサポートサービスにご登録ください。 詳細については、HPの営
業担当にお問い合わせください。

表 1 出版履歴

製品ガイド版製品番号

Data Protector リリース A.06.002006年7月B6960-96002

Data Protector リリース A.06.102008年11月B6960-96036

Data Protector リリース A.06.112009年9月B6960-90152

Data Protector リリースA.06.202011年3月
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本書について

本書では、以下について説明します。

• Data Protectorネットワーク製品のインストール

• Install手順の開始前に満たす必要がある前提条件

• アップグレードとライセンス

対象読者
本書は、環境のインストールおよび保守を担当する管理者と、バックアップ環境の計画、
インストール、および管理を担当するバックアップ管理者を対象としています。

概念的な情報は、『 HP Data Protectorコンセプトガイド』を参照してください。 Data
Protectorに関する基礎知識とモデルについてよく理解するためにも、一読することをお
勧めします。

ドキュメントセット
その他のドキュメントおよびオンラインヘルプには、関連情報が記載されています。

ガイド

Data Protectorのガイドは、電子的なPDF形式で利用できます。 PDFファイルは、Data
Protectorのセットアップ時に、Windowsの場合は英語のドキュメント(ガイド、ヘル
プ)コンポーネントを、UNIXの場合はOB2-DOCSコンポーネントを、それぞれ選択してイン
ストールします。 インストールしたガイドは、Windowsの場合はData_Protector_home\
docsディレクトリに、UNIXの場合は/opt/omni/doc/Cディレクトリにあります。

これらの資料は、HP Business Support CenterのWebサイトの[Manuals]ページから入手
できます。

http://www.hp.com/support/manuals

[Storage]セクションの[Storage Software]をクリックし、ご使用の製品を選択してください。
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• 『HP Data Protectorコンセプトガイド』

このガイドでは、Data Protectorのコンセプトを解説するとともに、Data Protectorの動
作原理を詳細に説明しています。 手順を中心に説明しているオンラインヘルプとあ
わせてお読みください。

• 『HP Data Protectorインストールおよびライセンスガイド』

このガイドでは、Data Protectorソフトウェアのインストール方法をオペレーティングシ
ステムおよび環境のアーキテクチャごとに説明しています。 また、Data Protectorの
アップグレード方法や、環境に適したライセンスの取得方法についても説明していま
す。

• 『HP Data Protectorトラブルシューティングガイド』

このガイドでは、Data Protectorの使用中に起こりうる問題に対するトラブルシューティ
ングの方法について説明します。

• 『HP Data Protectorディザスタリカバリガイド』

このガイドでは、ディザスタリカバリの計画、準備、テスト、および実行の方法について
説明します。

• 『HP Data Protectorインテグレーションガイド』

このガイドでは、さまざまなデータベースやアプリケーションをバックアップおよび復元
するための、Data Protectorの構成方法および使用法を説明します。 このガイドは、
バックアップ管理者やオペレータを対象としています。 6種類のガイドがあります。

• 『HP Data Protector Microsoftアプリケーション用インテグレーションガイド
－SQL Server、SharePoint Portal Server、およびExchange Server』

このガイドでは、Microsoft SQL Server、Microsoft SharePoint Server、Microsoft
Exchange ServerといったMicrosoftアプリケーションに対応するData Protectorの
統合ソフトウェアについて 説明します。

• 『HP Data Protectorインテグレーションガイド－Oracle、SAP』

このガイドでは、Oracle Server、SAP R/3、SAP MaxDBに対応するData Protector
の統合ソフトウェアについて説明します。

• 『HP Data Protector Integration Guide for IBMアプリケーション: Informix,
DB2, and Lotus Notes/Domino』

このガイドでは、Informix Server、IBM DB2 UDB、Lotus Notes/Domino Serverと
いったIBMアプリケーションに対応するData Protectorの統合ソフトウェアについ
て 説明します。

• 『HP Data Protector Integration Guide for Sybase, Network Node Manager,
and Network Data Management Protocol Server』

このガイドでは、Sybase Server、HP Network Node Manager、およびNetwork Data
Management Protocol Serverに対応するHPの統合ソフトウェアについて説明しま
す。
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• 『HP Data Protector Integration Guide for Virtualization Environments』

このガイドでは、Data Protectorと仮想環境(VMware仮想インフラストラクチャおよ
びVMware vSphere、Microsoft Hyper-V、およびCitrix XEN Server)との統合につ
いて説明します。

• 『HP Data Protector Integration Guide for Microsoft Volume Shadow Copy
Service』

このガイドでは、Data ProtectorとMicrosoftボリュームシャドウコピーサービスの統
合について説明します。 また、ドキュメントアプリケーションライターの詳細につい
ても説明します。

• 『HP Data Protector Integration Guide for HP Operations Manager for UNIX』

このガイドでは、UNIX版のHP Operations ManagerとHP Service Navigatorを使用し
て、Data Protector環境の健全性と性能を監視および管理する方法について説明し
ます。

• 『HP Data Protector Integration Guide for HP Operations Manager for
Windows』

このガイドでは、Windows版のHP Operations Managerを使用して、Data Protector環
境の健全性と性能を監視および管理する方法について説明します。

• 『HP Data Protectorゼロダウンタイムバックアップコンセプトガイド』

このガイドでは、Data Protectorゼロダウンタイムバックアップとインスタントリカバリのコ
ンセプトについて解説するとともに、ゼロダウンタイムバックアップ環境におけるData
Protectorの動作原理を詳細に説明します。 手順を中心に説明している『HP Data
Protector Zero Downtime Backup Administrator's Guide』および『HP Data
Protector Zero Downtime Backup Integration Guide』とあわせてお読みください。

• 『HP Data Protector Zero Downtime Backup Administrator's Guide』

このガイドでは、HP StorageWorks P6000 EVAディスクアレイファミリ、HP StorageWorks
P9000 XPディスクアレイファミリ、HP StorageWorks P4000 SANソリューション、EMC
Symmetrix Remote Data FacilityおよびTimeFinderに対応するData Protector統合ソ
フトウェアの構成方法および使用方法を説明します。 このガイドは、バックアップ管理
者やオペレータを対象としています。 ファイルシステムとディスクイメージのゼロダウン
タイムバックアップ、インスタントリカバリ、および復元についても説明します。

• 『HP Data Protector Zero Downtime backup Integration guide』

このガイドでは、Oracle Server、SAP R/3、Microsoft Exchange Server、Microsoft SQL
Serverの各データベースに対して、そのゼロダウンタイムバックアップ、インスタントリ
カバリ、標準復元を実行するためのData Protectorの構成方法および使用方法につ
いて説明します。

• 『HP Data Protector Granular Recovery Extension for Microsoft SharePoint
Serverユーザーガイド』
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このガイドでは、Microsoft SharePoint Server用にData Protector Granular Recovery
Extensionを構成し使用する方法について説明します。 Data Protector Granular
Recovery ExtensionはMicrosoft SharePoint ServerのCentral Administrationに組み
込まれ、個々のアイテムをリカバリできるようになります。 このガイドは、Microsoft
SharePoint Server管理者およびData Protectorバックアップ管理者を対象としていま
す。

• 『HP Data Protector Granular Recovery Extension User Guide for VMware
vSphere』

このガイドでは、VMware vSphere用Data Protector Granular Recovery Extensionの
構成方法および使用方法について説明します。 Data Protector Granular Recovery
ExtensionはVMware vCenter Serverに組み込まれ、個々のアイテムをリカバリできる
ようになります。 このガイドは、VMware vCenter ServerユーザーおよびData Protector
バックアップ管理者を対象としています。

• 『HP Data Protector Media Operations User Guide』

このガイドは、システムの保守とバックアップを担当するネットワーク管理者を対象に、
オフラインストレージメディアの追跡と管理に関する情報を提供します。 アプリケーショ
ンのインストールと構成、日常のメディア操作、およびレポート作成のタスクについて
説明します。

• 『HP Data Protector製品案内、ソフトウェアノート、リファレンス』

このガイドでは、HP Data Protector 6.20の新機能について説明しています。 また、
インストール要件、必要なパッチ、制限事項、報告されている問題とその回避方法な
どの情報も記載されています。

• 『HP Data Protector Product Announcements, Software Notes, and References
for Integrations to HP Operations Manager』

このガイドは、HP Operations Manager統合ソフトウェアに対して同様の機能を果たし
ます。

• 『HPData Protector Media Operations Product Announcements, Software Notes,
and References』

このマニュアルは、Media Operationsに対して同様の機能を果たします。

• 『HP Data Protector Command Line Interface Reference』

このガイドでは、Data Protectorコマンドラインインタフェース、コマンドオプション、使
用方法を、コマンドラインの基本例とともに説明しています。

オンラインヘルプ

Data Protector には、WindowsおよびUNIXの各プラットフォーム用にヘルプトピックとコン
テキスト依存([F1]キー)ヘルプが用意されています。
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Data Protectorをインストールしていない場合でも、インストールDVD-ROMの最上位ディ
レクトリからオンラインヘルプにアクセスできます。

• Windowsの場合: DP_help.zipを解凍し、DP_help.chmを開きます。

• UNIXの場合:圧縮されたtarファイルDP_help.tar.gzをアンパックし、DP_help.htm
経由でオンラインヘルプシステムにアクセスします。

ドキュメントマップ

略称

次の表は、ドキュメントマップで使用される略称の説明です。 ガイドのタイトルには、すべ
て先頭にHP Data Protectorが付きます。

ガイド略称

Command Line Interface ReferenceCLI

コンセプトガイドConcepts

ディザスタリカバリガイドDR

スタートアップガイドGS

Granular Recovery Extension for Microsoft SharePoint Serverユーザー
ガイド

GRE-SPS

Granular Recovery Extension User Guide for VMware vSphereGRE-VMware

オンラインヘルプHelp

Integration Guide for IBM Applications: Informix, DB2, and Lotus
Notes/Domino

IG-IBM

Microsoftアプリケーション用インテグレーションガイド－ SQL Server、
SharePoint Server、およびExchange Server

IG-MS

インテグレーションガイド - Oracle、SAPIG-O/S

インテグレーションガイド - HP Operations Manager for UNIXIG-OMU

Integration Guide for HP Operations Manager for WindowsIG-OMW
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ガイド略称

Integration Guide for Sybase, Network Node Manager, and Network
Data Management Protocol Server

IG-Var

Integration Guide for Virtualization Environments: VMware, Microsoft
Hyper-V, and Citrix XEN Server

IG-VirtEnv

Integration Guide for Microsoft Volume Shadow Copy ServiceIG-VSS

インストールおよびライセンスガイドInstall

Media Operations Getting Started GuideMO GS

Media Operations Product Announcements, Software Notes, and
References

MO RN

Media Operations User GuideMO UG

製品案内、ソフトウェアノート、リファレンスPA

トラブルシューティングガイドTrouble

ZDB Administrator's GuideZDB Admin

ZDBコンセプトガイドZDB Concept

ZDB Integration GuideZDB IG

対応表

以下の表は、各種情報がどのドキュメントに記載されているかを示したものです。セルが
塗りつぶされているドキュメントを最初に参照してください。

本書について24



統合ソフトウェア

以下のソフトウェアアプリケーションとの統合に関する詳細については、該当するガイドを
参照してください。

ガイドソフトウェアアプリケーション

IG-VarHP Network Node Manager (NNM)

IG-OMU、IG-OMWHP Operations Manager

IG-IBMIBM DB2 UDB
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ガイドソフトウェアアプリケーション

IG-IBMInformix Server

IG-IBMLotus Notes/Domino Server

MO UserMedia Operations

IG-MS、ZDB IGMicrosoft Exchange Server

IG-VirtEnvMicrosoft Hyper-V

IG-MS、ZDB IG、GRE-SPSMicrosoft SharePoint Server

IG-MS、ZDB IGMicrosoft SQL Server

IG-VSSMicrosoftボリュームシャドウコピーサービス(VSS)

IG-Varネットワークデータ管理プロトコル(NDMP)サーバー

IG-O/S、ZDB IGOracle Server

IG-O/SSAP MaxDB

IG-O/S、ZDB IGSAP R/3

IG-VarSybase Server

IG-VirtEnv、GRE-VMwareVMware vSphere

以下のディスクアレイシステムファミリとの統合に関する詳細については、該当するガイド
を参照してください。

ガイドディスクアレイファミリ

すべてのZDBEMC Symmetrix

ZDB Concept、ZDB Admin、
IG-VSS

HP StorageWorks P4000 SANソリューション

すべてのZDBHP StorageWorks P6000 EVAディスクアレイファミリ
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ガイドディスクアレイファミリ

すべてのZDBHP StorageWorks P9000 XPディスクアレイファミリ

表記上の規則および記号
表 2 表記上の規則

要素規則

相互参照リンクおよび電子メールアドレス青色のテキスト: 表2（27ページ）

Webサイトアドレス青色の下線付きテキスト: http://www.hp.com

テキストの強調斜体テキスト

• ファイル名とディレクトリ名

• システム出力

• コード

• コマンド、コマンド引数、引数の値

等幅テキスト

• コード変数

• コマンド変数
等幅、斜体テキスト

強調された等幅テキスト等幅、太字テキスト

注意：

指示に従わなかった場合、機器設備またはデータに対して損害をもたらす可能性が
あることを示します。

重要：

詳細情報または特定の手順を示します。
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注記：

補足情報を示します。

ヒント：

役に立つ情報やショートカットを示します。

Data Protectorグラフィカルユーザーインタフェース
Data Protectorでは、クロスプラットフォーム(WindowsとUNIX)のグラフィカルユーザーイン
タフェースを提供します。オリジナルのData ProtectorGUI (Windowsのみ)またはData
ProtectorJava GUIを使用できます。Data Protectorグラフィカルユーザーインタフェース
に関する詳細は、オンラインヘルプを参照してください。
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図 1 Data Protectorグラフィカルユーザーインタフェース

一般情報
Data Protectorに関する一般的な情報は、http://www.hp.com/go/dataprotectorにあり
ます。

HPテクニカルサポート
各国のテクニカルサポート情報については、以下のアドレスのHPサポートWebサイトを参
照してください。

http://www.hp.com/support

HPに問い合わせる前に、以下の情報を集めておいてください。

• 製品のモデル名とモデル番号

• 技術サポートの登録番号(ある場合)

• 製品のシリアル番号

• エラーメッセージ

• オペレーティングシステムのタイプとリビジョンレベル

• 詳細な質問内容
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メールニュース配信サービス
ご使用の製品を以下のアドレスのメールニュース配信登録Webサイトで登録することをお
勧めします。

http://www.hp.com/go/e-updates

登録すると、製品の強化機能内容、ドライバの新バージョン、ファームウェアのアップデー
トなどの製品リソースに関する通知が電子メールで届きます。

HP Webサイト
その他の情報については、次のHP Webサイトを参照してください。

• http://www.hp.com

• http://www.hp.com/go/software

• http://www.hp.com/support/manuals

• http://h20230.www2.hp.com/selfsolve/manuals

• http://www.hp.com/support/downloads

ドキュメントに関する意見
HPでは、皆さまのご意見をお待ちしております。

製品ドキュメントに関するご質問やお気づきの点があれば、DP.DocFeedback@hp.comま
でメッセージを送信してください。お知らせいただいた内容は、すべてHPに帰属すること
になります。

本書について30

http://www.hp.com/go/e-updates
http://www.hp.com
http://www.hp.com/go/software
http://www.hp.com/support/manuals
http://h20230.www2.hp.com/selfsolve/manuals
http://www.hp.com/support/downloads


1 インストール手順の概要

この章の内容
この章では、Data Protectorのインストール手順の概要およびインストールに関する概念
を説明します。また、この章では、Data Protector Cell ManagerおよびData Protectorに
ついても説明します。

インストール手順の概要
Data Protectorのバックアップ環境は、 同じタイムゾーンに所属し、同じLANまたはSAN
上に存在する複数のシステムで構成されます。 これらのシステムでは、共通のバックアッ
プ方針が適用されます。このネットワーク環境をData Protector セルと呼びます。通常、
セルは1つのCell Manager、複数のインストールサーバー、クライアント、およびバックアッ
プデバイスから構成されています。

Cell Managerは、 セルを集中管理するメインシステムです。Cell Managerは、Data Protector
内部データベース(IDB)を含み、Data ProtectorのコアソフトウェアおよびSession Manager
を実行します。

IDBには、バックアップしたファイルに関する情報とセルの構成に関する情報が記録され
ます。

インストールサーバー (IS)は、 クライアントのリモートインストールに使用されるData
Protectorソフトウェアレポジトリを含む、別のシステムまたはCell Managerコンポーネント
です。このData Protectorの機能によって、特にリモートクライアントのソフトウェアのインス
トール手順が容易になります。

通常、セルは、1つのCell Managerと複数のクライアントから構成されています。Data
Protectorソフトウェアコンポーネントがコンピュータシステムにインストールされると同時
に、そのシステムは、Data Protectorクライアントになります。システムにインストールされ
るクライアントコンポーネントは、バックアップ環境におけるシステムの役割によって異なり
ます。Data Protectorコンポーネントは、1台のシステムにローカルに、またはインストール
サーバーから複数のシステムにインストールすることができます。

ユーザーインタフェースコンポーネントは、 Data Protector機能にアクセスするために必
要です。すべての構成作業および管理作業は、ユーザーインタフェースを使用して行わ
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れます。ユーザーインタフェースコンポーネントは、バックアップ管理に使用するシステム
にインストールする必要があります。Data Protectorには、グラフィカルユーザーインタ
フェース(GUI)とコマンドラインインタフェース(CLI)があります。

バックアップが必要なディスクがあるクライアントシステムには、適切なData Protector Disk
Agentコンポーネントがインストールされている必要があります。Disk Agentでは、クライア
ントディスクからのデータのバックアップまたはその復元ができます。

バックアップデバイスに接続されているクライアントシステムには、Media Agent コンポー
ネントがインストールされている必要があります。このソフトウェアでは、バックアップデバ
イスおよびメディアを管理します。Data Protectorには、General Media AgentおよびNDMP
Media Agentという2つのMedia Agentがあります。NDMP Media Agentは、NDMPサーバー
のバックアップを制御するクライアントシステム(NDMP専用ドライブを制御するクライアント
システム)にのみ必要です。それ以外の場合は、これらの2つのMedia Agentは置き換え
可能です。

Data Protectorをネットワークにインストールする前に、以下の項目を決定しておく必要が
あります。

• Cell Managerがインストールされるシステム。サポートされるオペレーティングシステム
およびバージョンについては、最新のサポート一覧(http://www.hp.com/support/
manuals)を参照してください。

セルごとに設定できるCell Managerは1つだけです。Cell Managerがインストールされ
ていないと、Data Protectorは実行できません。

• ユーザーインタフェースを介して、Data Protectorの機能へのアクセスに使用されるシ
ステム。これらのシステムには、ユーザーインタフェースコンポーネントがインストール
されている必要があります。

• バックアップされるシステム。これらのシステムには、ファイルシステムのバックアップ
用のDisk Agentコンポーネント、およびオンラインデータベース統合用の関連
Application Agentコンポーネントがインストールされている必要があります。

• バックアップデバイスの接続先となるシステム。これらのシステムには、Media Agentコ
ンポーネントをインストールする必要があります。

• Data Protector インストールサーバーがインストールされるシステム(1台または複数)。
ソフトウェアのリモートインストールには、UNIXクライアントとWindowsクライアント用の2
つのタイプのインストールサーバーを使用できます。

インストールサーバーとして選択するコンピュータは、Cell Managerおよびユーザーイ
ンタフェースがインストールされているシステムとは無関係です。Cell Managerおよび
インストールサーバーは、同一のシステム(同じプラットフォームで実行される場合)、
または別々のシステムにインストールできます。

1つのインストールサーバーを複数のData Protectorセル間で共有することもできま
す。
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注記：

Windows用インストールサーバーは、Windowsシステムにインストールする必要があ
ります。UNIX用インストールサーバーは、HP-UX、Solaris、またはLinuxシステムにイ
ンストールする必要があります。サポートされるオペレーティングシステムのバージョ
ンについては、最新のサポート一覧(http://www.hp.com/support/manuals)を参照し
てください。

重要：

Data Protector Cell Manager、インストールサーバー、またはクライアントをSolarisシ
ステムにインストールする場合は、/usr/omniディレクトリのすべてのファイルを別の
ディレクトリに保存してください。Data Protectorをインストールすると、/usr/omniディ
レクトリのすべてのファイルは削除されます。

Data Protectorセル内における各システムの役割を決定したら、インストール作業を行い
ます。一般的な手順は以下のとおりです。

1. Installの前提条件が満たされていることをチェックします。

2. Data Protector Cell Managerをインストールします。

3. インストールサーバーおよびユーザーインタフェースをインストールします。

4. クライアントシステムをリモートでインストールするか(推奨)、またはインストール
DVD-ROMからローカルにインストールします。

注記：

インストールサーバーをすでにインストールしてあるWindowsシステムには、Data
Protectorクライアントをリモートでインストールすることはできません。同一システム
上にインストールサーバーとクライアントコンポーネントをインストールする場合は、
クライアントをData Protector WindowsインストールDVD-ROMからローカルにインス
トールする必要があります。[カスタムセットアップ]ウィンドウで、必要なクライアントコ
ンポーネントとインストールサーバーコンポーネントをすべて選択してください。

リモートインストールは、Windows XP Home Edition、Novell NetWare、HP OpenVMS
クライアントでも実行できません。ローカルにインストールする必要があります。
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図 2 Data Protectorセル

リモートインストールの概念

Data Protector Cell Manager、ユーザーインタフェース、およびインストールサーバー
(UNIX、Windowsともに少なくとも1台のインストールサーバーが必要)をインストールする
と、リモートインストールがサポートされているオペレーティングシステムを使用して、Data
Protectorソフトウェアをクライアントに配布できます。図3（36ページ）を参照してください。

リモートインストールを実行するたびに、GUIを介してインストールサーバーにアクセスし
ます。ユーザーインタフェースコンポーネントはCell Managerにインストールできますが、
これは前提条件ではありません。さまざまな場所からCell Managerにアクセスできるよう
に、ユーザーインタフェースを複数のシステムにインストールすることをお勧めします。

クライアントソフトウェアは、Windows用のインストールサーバーから、Windows XP Home
Edition以外のWindowsシステムに配布できます。

Windows XP Home Editionクライアントシステムは、Data ProtectorのWindowsインストー
ルDVD-ROMからローカルにインストールする必要があります。

Data Protectorでは、Novell NetWareクライアントもサポートされていますが、クライアント
のリモートインストールは使用できません。インストールは、Novellネットワークに接続され
たWindowsシステムを使用して行います。
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クライアントソフトウェアは、HP-UX、Solaris、Linux、AIX、およびその他のサポートされて
いるUNIXオペレーティングシステムに、UNIX用のインストールサーバーからリモートでイ
ンストールできます。サポートされるプラットフォームの一覧は、『HP Data Protector製
品案内、ソフトウェアノート、リファレンス』を参照してください。

Install先のシステムがリモートインストールをサポートしていないUNIXオペレーティングシ
ステムである場合や、UNIX用のインストールサーバーをインストールしていない場合は、
Data ProtectorのUNIX用インストールDVD-ROMを使用して、UNIXクライアントをローカ
ルにインストールできます。

ただし、一部のOS環境については、リモートインストールしか実行できない場合がありま
す。

さまざまなData Protectorクライアントのそれぞれのインストール方法の詳細は、「Data
Protectorクライアントのインストール」（72ページ）を参照してください。

UNIXクライアントのローカルアンインストールの手順は、「UNIXおよびMac OS Xクライア
ントのローカルインストール」（146ページ）を参照してください。
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図 3 Data Protectorのインストールの概念

Data ProtectorのインストールDVD-ROM

Data Protectorでは、さまざまなオペレーティングシステムおよび複数のプロセッサアーキ
テクチャがサポートされています。すべてのプラットフォームに対応するために、DVD-ROM
が3枚用意されています。DVD-ROMに収録されているコンポーネントの一覧は、表3（37
ページ）を参照してください。
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注記：

Windows Vista、Windows 7、およびWindows Server 2008オペレーティングシステム
用のData Protectorインストールファイルは、Data Protectorによってデジタル署名さ
れています。

表 3 Data Protector DVD-ROMの一覧

内容DVD-ROMのタイトルDVD
番号

• Windows 32ビット/64ビット(AMD64/Intel
EM64T)システム用のCell Managerおよびインス
トールサーバー

• HP AutoPass1

• PDF形式の英語版マニュアル一式(DOCSディレ
クトリ)

• Windows IA-64クライアント

• Novell NetWareクライアント

• HP OpenVMSクライアント(AlphaおよびIA64シス
テム)

• Windowsプラットフォーム用の製品デモ

• 製品情報

• HPソフトウェア統合パッケージ

• HP Data Protector Media Operationsのインス
トールパッケージ

Data Protector Starter Pack for
Windows

Media Operations、Novell
Netware用のエージェント、HP
OpenVMSクライアントが含まれて
います。

1

• HP-UXシステム用のCell Manager、インストー
ルサーバー、およびクライアント

• その他のUNIXシステムのクライアント

• Mac OS Xシステム用のクライアント

• HP AutoPass2

• PDF形式の英語版マニュアル一式(DOCSディレ
クトリ)

• HPソフトウェア統合パッケージ

Data Protectorスターターパック
(HP-UX用)

HP-UX、Solaris、およびLinuxクラ
イアント用エージェントを含みま
す。

2
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内容DVD-ROMのタイトルDVD
番号

• SolarisおよびLinux用のCell Manager、インストー
ルサーバー、およびクライアント

• その他のUNIXシステムのクライアント

• Mac OS Xシステム用のクライアント

• HP AutoPass2

• PDF形式の英語版マニュアル一式(DOCSディレ
クトリ)

• HPソフトウェア統合パッケージ

Data Protectorスターターパック
(HP-UX、Solaris、およびLinux用)

HP-UX、Solaris、およびLinuxクラ
イアント用エージェントを含みま
す。

3

1Windows Server 2003 x64、Windows Vista x64、Windows Server 2008 x64上ではHP AutoPassは使用できま
せん。
2Linux上ではHP AutoPassは使用できません。

Cell Managerシステムの選択
Cell Managerは、Data Protectorセル内のメインシステムです。Cell Managerの機能は次
のとおりです。

• セルを集中管理します。

• IDB(バックアップセッション、復元セッション、およびメディア管理セッションに関する
情報を格納するファイル)を維持します。

• Data Protectorのコアソフトウェアを実行します。

• Session Managerを実行します。Session Managerは、バックアップセッションおよび復
元セッションの開始と停止を制御し、セッション情報をIDBに書き込みます。

お使いの環境のどのシステムをCell Managerとして使用するかを決定する際には、以下
の点に留意してください。

• サポート対象プラットフォーム

Cell Managerは、Windows、HP-UX、SolarisまたはLinuxプラットフォームのいずれか
にインストールできます。これらのプラットフォームのサポートされるバージョンまたはリ
リースの詳細は、最新のサポート一覧(http://www.hp.com/support/manuals)を参照
してください。

• Cell Managerシステムの信頼性

Cell Manager上ではIDBが保持されており、Cell Managerが正常に動作していないと
バックアップや復元を実行できなくなるため、お使いの環境では特に信頼性の高いシ
ステムを選択してください。

• データベースのサイズの増加および 必要なディスクスペース
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Cell Managerは、Data Protector内部データベース(IDB)を保持しています。IDBには、
バックアップデータとそのメディア、セッションメッセージ、およびデバイスに関する情
報が含まれます。環境によっては、IDBのサイズがかなり増加する可能性があります。
たとえば、バックアップの大部分がファイルシステムバックアップの場合は、標準的な
IDBのサイズは、バックアップされたデータに使用されるディスクスペースの2%となりま
す。IDB_capacity_planning.xlsの表(Data ProtectorインストールDVD-ROMに収
納)を使用して、IDBのサイズを見積ることができます。

データベースのサイズおよび拡張に関する計画および管理の詳細は、オンラインヘ
ルプの索引「IDBのサイズ増加とパフォーマンス」を参照してください。

IDBに必要な最小ディスクスペースについては、『HPData Protector製品案内、ソ
フトウェアノート、リファレンス』を参照してください。

注記：

Cell Managerをグラフィカルユーザーインタフェースシステムとして使用する必要はあ
りません。たとえば、UNIX用Cell Managerを使用していても、ユーザーインタフェース
コンポーネントがWindowsクライアントにインストールされている場合があります。

この次に行う作業

「Data Protector Cell Manager (CM)およびCell Manager (IS)のインストール」（44ページ）
を参照して、将来のCell Managerシステムの最小要件を決定します。

Data Protectorユーザーインタフェースシステムの選択
Data Protectorでは、GUI およびCLIを Windows、HP-UX、Solaris、およびLinuxプラット
フォームに提供します。ユーザーインタフェースは、Data Protectorソフトウェアコンポー
ネントとしてインストールされます。

セルの制御用に選択したシステムは、ネットワーク管理者またはバックアップオペレータ
が使用することになります。

ただし大規模なコンピュータ環境では、複数のシステム上でユーザーインタフェースを使
用できる方が便利です。また、混在環境では、プラットフォームの異なる複数のシステム
上にユーザーインタフェースを配置するのが理想的です。

たとえば、混在UNIXネットワークで、少なくとも1台のSolarisまたはHP-UXシステムにユー
ザーインタフェースがインストールされている場合は、そのユーザーインタフェースの表示
をXサーバーが実行されているその他の任意のUNIXシステムにエクスポートすることがで
きます。ただし、パフォーマンスを保つために、Data Protectorセルを制御するために使
用されるすべてのシステムにData ProtectorGUIをインストールすることをお勧めします。
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多くのWindowsシステムをバックアップする必要があるオフィスでは、利便性のために、
ローカルのバックアップおよび復元作業をローカルのWindowsシステムから制御する方が
望ましい場合があります。この場合は、ユーザーインタフェースコンポーネントをWindows
システムにインストールします。また、ロケールを変更する必要がないため、異機種環境
ではWindowsシステムのData Protector GUIを使用した方が簡単に処理できます。

UNIX Cell Managerプラットフォームでは、Data Protector Java GUI(サポートされている
場合)またはomniusersコマンドを使用して、Cell Managerのリモートユーザーアカウントを
作成できます。このユーザーアカウントを使用して、Data ProtectorGUIがインストールさ
れているその他の任意のシステムでGUIを起動し、Cell Managerに接続できます。詳細
は、omniusersのマンページを参照してください。

ユーザーインタフェースについてサポート対象のオペレーティングシステムのバージョン
やリリースの詳細は、http://www.hp.com/support/manualsを参照してください。ローカル
言語サポート、およびファイル名に非ASCII文字を使用することについては、オンラインヘ
ルプの索引「言語設定、カスタマイズ」を参照してください。

セル内のシステムにユーザーインタフェースをインストールすると、そのシステムからCell
Managerにリモートでアクセスできます。Cell Managerでグラフィカルユーザーインタフェー
スシステムを使用する必要はありません。

Data Protectorグラフィカルユーザーインタフェース

Data Protector GUIは高機能ユーザーインタフェースであり、Data Protectorの機能に簡
単にアクセスできます。メインウィンドウには、[Clients]、[Users]、[Devices & Media]、
[Backup]、[Restore]、[Object Operations]、[Reporting]、[Monitor]、[Instant Recovery]、
[Internal Database]などのビューがあり、関連するすべての作業をこれらのビューで行うこ
とができます。

たとえば、[Clients]ビューでは、すべての対象システム、および指定したインストールサー
バーに送られるインストールパスとオプションを指定することによって、クライアントをリモー
トでインストール(追加)できます。クライアントでセットアップが稼動している場合は、インス
トール固有のメッセージがモニターウィンドウに表示されます。
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図 4 Data Protectorグラフィカルユーザーインタフェース

本書の前書きにある図1（29ページ）も参照してください。この図にはData Protector GUI
の主な領域が示されています。

注記：

UNIXでは、Data Protector GUIを起動する前に、GUIが稼動しているシステムのロー
カル設定を調整する必要があります。これによって、GUIの文字エンコードを切り換え
られ、ファイル名およびセッションメッセージに含まれる非ASCII文字を表示するため
の正しいエンコードを選択できるようになります。詳細は、オンラインヘルプの索引
「設定、UNIXのGUIのロケール」を参照してください。
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2ネットワークへのData Protectorのイ
ンストール

この章の内容
この章では、以下の各作業について詳細な手順を示します。

• Data Protector Cell Manager (CM)およびCell Manager (IS)のインストール詳細につ
いては、「Data Protector Cell Manager (CM)およびCell Manager (IS)のインストール」
（44ページ）を参照してください。

• Data Protectorクライアントのインストール。詳細については、「Data Protectorクライア
ントのインストール」（72ページ）を参照してください。

• Data Protector統合クライアントのインストール。詳細については、「Data Protector統
合クライアントのインストール」（151ページ） を参照してください。

• 各国語版Data Protectorユーザーインタフェースのインストール。詳細については、
「各国語版Data Protectorユーザーインタフェースのインストール」（187ページ）を参照
してください。

• Data Protectorシングルサーバー版のインストール詳細については、「Data Protector
シングルサーバー版のインストール」（191ページ）を参照してください。

• Data Protector Web Reportingのインストール。詳細については、「Data Protector
Web Reportingのインストール」（192ページ）を参照してください。

• MC/ServiceGuardへのData Protectorのインストール。詳細については、
「MC/ServiceGuardへのData Protectorのインストール」（193ページ）を参照してくださ
い。

• Microsoft Cluster ServerへのData Protectorのインストール詳細については、「Microsoft
Cluster ServerへのData Protectorのインストール」（195ページ）を参照してください。

• Veritas ClusterへのData Protectorクライアントのインストール。詳細については、
「Veritas ClusterへのData Protectorクライアントのインストール」（207ページ）を参照し
てください。

• Novell NetWare ClusterへのData Protectorクライアントのインストール。詳細につい
ては、「Novell NetWare ClusterへのData Protectorクライアントのインストール」（208
ページ）を参照してください。
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Data Protector Cell Manager (CM)およびCell Manager
(IS)のインストール

Install手順は、図5（44ページ）およびを参照してください。

図 5 インストール手順

Cell Managerとインストールサーバーを同一システム上にインストールする場合は、この
作業を1つにまとめて実施できます。
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重要：

Data Protectorセル内の構成情報やセッション情報に関するファイルはすべて、Cell
Manager上に保存されます。これらの情報を後から別のシステムに移動するのは困
難です。そのため、適正に管理されている安定した環境内の信頼性の高いシステム
を、Cell Managerとして選択してください。

UNIX用Cell Managerのインストール

この項では、UNIX用Cell Managerのインストール手順について、順を追って詳しく説明し
ます。Windows用Cell Managerのみをインストールする場合は、「Windows用Cell Manager
のインストール」（55ページ）を参照してください。

前提条件

• Cell Managerとして機能させるHP-UX、Solaris、またはLinuxシステムは、以下の条件
を満たしていなければなりません。

• Data Protectorソフトウェアをインストールするのに十分な大きさの空きディスクス
ペースがあること。詳細については、『HP Data Protector製品案内、ソフトウェ
アノート、リファレンス』を参照してください。ディスク容量の不足については、リン
クディレクトリにインストールすることで解決できますが、最初に「HP-UX、Solaris、
およびLinuxにインストールされるディレクトリの構造」（50ページ）および「Cell
Managerのインストール用に割り当てるディスクスペースを増やす」（54ページ）を
必ずお読みください。

• IDBを作成するのに十分な大きさの空きディスクスペース(バックアップ対象データ
の約2%)があること。詳細は『HP Data Protector製品案内、ソフトウェアノート、
リファレンス』を参照してください。現在のIDBの仕様では、データベースのサイズ
が大きくなった場合に、必要に応じてデータベースのバイナリファイルを再配置で
きます。オンラインヘルプの索引「IDB、サイズの計算」を参照してください。

• ロングファイル名がサポートされていること。使用しているファイルシステムでロン
グファイル名がサポートされているかどうかを調べる場合は、getconf NAME_MAX
directoryコマンドを使用します。

• inetdまたはxinetdデーモンが正常に稼働していること。

• ポート番号5555 (デフォルト)が利用可能であること。このポート番号がすでに使用
されている場合は、「Data Protectorのデフォルトのポート番号の変更」（388ペー
ジ）を参照してください。

• TCP/IPプロトコルがインストールされており、実行されていること。このプロトコルを
使って、ホスト名を解決できること。

• DVD-ROMドライブにアクセスできること。
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• NISサーバーを使用する場合は、Cell Managerを認識するように構成されているこ
と。詳細については、「NISサーバーの準備」（394ページ）を参照してください。

• Java GUIサーバーまたはJava GUIクライアントをインストールする場合は、ポート
番号5556を利用可能にします。

• Java GUIクライアントの場合、Java実行時環境のサポート対象バージョンが必要で
す。HP Data Protector製品案内、ソフトウェアノート、リファレンス、または最
新のサポート一覧(http://www.hp.com/support/manuals)を参照してください。

• ターゲットシステムに対するrootパーミッションが必要です。

注記：

Cell Managerでは元のData Protector GUIがサポートされません。Data Protector
Java GUIを使用するか、Data Protector GUIがサポートされているシステムに元の
Data Protector GUIをインストールしてください。新しいCell Manager上にリモートユー
ザーアカウントを作成するには、omniusersコマンドを使用します。これにより、Data
Protector GUIをインストールした任意のシステム上でこのユーザーアカウントを使っ
てGUIを起動し、新しいCell Managerに接続できます。詳細はomniusersのマンペー
ジを参照してください。

クラスター対応Cell Manager

クラスター対応Cell Managerをインストールする場合は、前述の説明以外にも必要となる
前提条件および手順があります。詳細については、「クラスター対応Cell Managerのイン
ストール」（194ページ）を参照してください。

注記：

マルチセル環境(MoM)では、すべてのCell Managerに同じバージョンのData Protector
をインストールする必要があります。

推奨事項

• UNIXプラットフォームでは、ラージファイルサポート(LFS)の使用をお勧めします。推
奨事項は、2 GBを超える可能性があるDCバイナリファイルが格納された内部データ
ベースを保持するファイルシステムに適用されます。
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カーネルパラメータの設定

HP-UXの場合、カーネルパラメータmaxdsiz(最大データセグメントサイズ)または
maxdsiz_64 (64ビットシステムの場合)を134217728バイト(128MB)以上に、また、カーネ
ルパラメータsemmnu (セマフォ取り消し構造体の数)を256以上に、それぞれ設定すること
をお勧めします。パラメータを変更したときは、カーネルを再コンパイルし、マシンを再起
動してください。

Solarisの場合、/etc/system内のカーネルパラメータshmsys:shminfo_shmmax(最大共
有メモリーセグメントサイズ(SHMMAX))を67108864バイト(64MB)以上に設定することをお
勧めします。パラメータを変更したときは、この変更を確定し、マシンを再起動してくださ
い。

インストール手順

ヒント：

Cell Managerとインストールサーバーを同じシステム上にインストールする場合は、
omnisetup.sh -CM -ISコマンドを使用して、この作業をワンステップで実行できま
す。

omnisetup.shコマンドの説明については、DVD-ROMのMount_point/LOCAL_INSTALL
ディレクトリにあるREADMEファイル、またはDVD-ROMのMount_point/DOCS/C/MAN
ディレクトリにある『HP Data Protector Command Line Interface Reference』を
参照してください。

HP-UXシステム、Solarisシステム、またはLinuxシステムにCell Managerをインストールす
るには、以下の手順に従ってください。
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1. HP-UX用またはSolarisおよびLinux用のインストールDVD-ROMをドライブに挿入
し、マウントポイントにマウントします。

たとえば、次のように入力してください。

mkdir /dvdrom

mount /dev/dsk/c0t0d0 /dvdrom

必要であれば、Data Protectorをディスク上のデポからインストールすることもできま
す。その場合は、以下の手順に従ってください。

• Installファイルが格納されているディレクトリをローカルディスクにコピーする場合
は、以下のコマンドを実行します。

mkdir directory

cp -r /dvdrom/platform_dir/DP_DEPOT directory

cp -r /dvdrom/LOCAL_INSTALL directory

ここで、platform_dirには、以下のいずれかの値を指定します。

hpux HP-UXシステム

linux_x86_64 AMD64/Intel EM64T上のLinuxシステム

Solaris Solarisシステム

• DVD-ROM全体をローカルディスクにコピーするには、以下のコマンドを実行し
ます。

cp -r /dvdrom dvd_image_dir
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2. omnisetup.shコマンドを実行します。

このコマンドをDVD-ROMから実行するには、以下のコマンドを実行します。

cd /dvdrom/LOCAL_INSTALL

./omnisetup.sh -CM

ディスクからインストールを開始するには、以下の手順に従ってください。

• Installディレクトリをローカルディスクのdirectoryにコピーした場合は、以下の
コマンドを実行します。

cd directory/LOCAL_INSTALL

./omnisetup.sh -CM

• DVD-ROM全体をdvd_image_dirにコピーした場合は、-CMパラメータを指定し
てomnisetup.shコマンドを実行します。

cd dvd_image_dir/LOCAL_INSTALL

./omnisetup.sh -CM

3. HP-UXおよびSolarisの場合、omnisetup.shコマンドを実行するとプロンプトが表
示され、購入済みライセンスのパスワードをHP Password Delivery CenterのWebサー
バーからインターネットを介して直接ダウンロードしてインストールする場合は、HP
AutoPassユーティリティをインストールまたはアップグレードするよう指示されます。
AutoPassユーティリティの詳細は、「HP AutoPassユーティリティを使用した恒久パス
ワードの取得とインストール」（328ページ）およびHP AutoPassのオンラインヘルプを
参照してください。AutoPassはできるだけインストールすることをお勧めします。

AutoPassをMC/ServiceGuardにインストールする場合は、すべてのノードにインス
トールする必要があります。

確認が表示されたら、[Return]キーを押して、AutoPassをインストールまたはアップ
グレードします。AutoPassをインストールまたはアップグレードしたくない場合は、nを
入力します。

Linuxシステムでは、HP AutoPassはインストールされません。
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注記：

Solaris 9またはSolaris 10上でCell Managerをインストールした場合は、インストール
の完了後にインストールサーバーを使用してCell Manager上にDisk Agentをリモート
インストールすることができます。これにより、汎用のSolaris Disk AgentがSolaris 9
Disk AgentまたはSolaris 10 Disk Agentに置き換えられます。Solaris 10では、Cell
Manager上でのMedia Agentのリモートインストールも必要です。詳細は、「Data
Protectorクライアントのリモートインストール」（82ページ）を参照するか、または
ob2installのマンページを参照してください。

UNIX用のインストールサーバーをCell Manager上にインストールする場合は、この段階
でインストールしてください。必要な手順の詳細は、「UNIX用のインストールサーバーの
インストール」（63ページ）を参照してください。

HP-UX、Solaris、およびLinuxにインストールされるディレクトリの構造

Data Protectorのコアソフトウェアは/opt/omni/binディレクトリにインストールされ、UNIX
用のインストールサーバーは/opt/omni/databases/vendorディレクトリにインストールさ
れます。以下の一覧はData Protectorのサブディレクトリとその内容を示したものです。

重要：

Data Protectorは、たとえば次のようなリンクディレクトリにインストールすることがで
きます。

/opt/omni/ -> /prefix/opt/omni/

/var/opt/omni/ -> /prefix/var/opt/omni/

/etc/opt/omni/ -> /prefix/etc/opt/omni/

このようにする場合は、インストール前にリンクを作成しておき、インストール先ディレ
クトリが存在することを確認しておかなければなりません。

詳細は、「Cell Managerのインストール用に割り当てるディスクスペースを増やす」（54
ページ）を参照してください。

/opt/omni/bin すべてのコマンド

/opt/omni/help/C オンラインヘルプファイル

/opt/omni/lbin Data Protector内部コマンド
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/opt/omni/sbin スーパーユーザー用コマンド

/opt/omni/sbin/install Install用スクリプト

/etc/opt/omni 構成情報

/opt/omni/lib 圧縮、データ暗号化、デバイス処理の
ための共有ライブラリ

/opt/omni/doc/C 電子的なPDF形式のガイド(省略可能)

/var/opt/omni/log and /var/opt/omni/
server/log

ログファイル

/opt/omni/lib/nls/C メッセージカタログファイル

/opt/omni/lib/man マンページ

/var/opt/omni/tmp 一時ファイル

/var/opt/omni/server/db40 IDBファイル。オンラインヘルプの索引
「IDB、ディレクトリの場所」を参照してく
ださい。

/opt/omni/java/server Java GUIサーバーの実行可能ファイル
が格納されているディレクトリ

/opt/omni/java/client Java GUIクライアントの実行可能ファイ
ルが格納されているディレクトリ

自動での起動とシャットダウンの構成

Data Protectorのインストール時には、システムの再起動時にすべてのData Protectorプ
ロセスが自動的にシャットダウンおよび起動されるように構成されます。この構成の一部
は、オペレーティングシステムによって異なります。

以下のファイルが自動的に構成されます。

HP-UX:

/sbin/init.d/omni
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起動処理およびシャットダウン処理を実行するスクリプト。

/sbin/rc1.d/K162omni

Data Protectorをシャットダウンする/sbin/init.d/omniスクリプトへのリンク。

/sbin/rc2.d/S838omni

Data Protectorを起動する/sbin/init.d/omniスクリプトへのリンク。

/etc/rc.config.d/omni

omni変数が格納されます。この変数は、以下のいずれかの値をとります。

omni=1 システムの再ブート時にData Protectorの自動停止および自動起動
を行います。デフォルトでは、この値が適用されます。

omni=0 システムの再ブート時にData Protectorの自動停止および自動起動
を行いません。

Solarisの場合:

/etc/init.d/omni

起動処理およびシャットダウン処理を実行するスクリプト。

/etc/rc1.d/K09omni

Data Protectorをシャットダウンする/etc/init.d/omniスクリプトへのリンク。

/etc/rc2.d/S97omni

Data Protectorを起動する/etc/init.d/omniスクリプトへのリンク。

Linuxの場合:

/etc/init.d/omni

起動処理およびシャットダウン処理を実行するスクリプト。

/etc/rcinit_level.d/K10omni

Data Protectorをシャットダウンする/etc/init.d/omniスクリプトへのリンク。

init_levelは1および6です。

/etc/rcinit_level.d/S90omni

Data Protectorを起動する/etc/init.d/omniスクリプトへのリンク。

init_levelは2、3、4、および5です。

Install中には、Cell Managerシステムのシステムファイルのうち、以下のファイルが修正さ
れます。

HP-UX:

/etc/services

Data Protectorのサービス用ポート番号がファイルに追加されます。
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/opt/omni/lbin/crs

Data Protector CRSサービスが追加されます。

Installが完了すると、以下のプロセスがCell Manager上で動作するようになります。

/opt/omni/lbin/crs

Data Protector Cell Request Server (CRS)サービス Cell Managerシステム上で
実行され、Cell Managerソフトウェアがシステムにインストールされると起動されます。
CRSは、セル内のバックアップセッションおよび復元セッションの開始および制御に
使用されます。

/opt/omni/lbin/rds

Data Protector Raima Database Server (RDS)サービス Cell Managerシステム上
で実行され、Cell Managerソフトウェアがシステムにインストールされると起動されま
す。RDSは、IDBの管理に使用されます。

/opt/omni/lbin/mmd

Data Protector Media Management Daemon (MMD)サービス Cell Manager上で実行
され、Cell Managerソフトウェアがシステムにインストールされると起動されます。MMD
は、デバイスおよびメディアの管理操作に使用されます。

/opt/omni/lbin/inetd

Data Protector 常駐サービス ネットワーク上の他のシステムでData Protectorサービ
スと通信できます。Inetサービスは、Data Protectorセル内のすべてのシステム上で
実行することが必要です。

/opt/omni/lbin/kms

Data Protector Key Management Server (KMS)サービス Cell Manager上で実行さ
れ、Cell Managerソフトウェアがシステムにインストールされると起動されます。KMS
は、Data Protector暗号化機能のキーを管理します。

/opt/omni/java/server/bin/uiproxyd

システムにCell Managerソフトウェアをインストールすると、Cell Managerシステム上で
Data Protector Java GUIサーバー(UIProxyサービス)が実行されます。UIProxyサー
ビスは、Java GUIクライアントとCell Manager間の通信を行います。

環境変数の設定

先に説明したUNIX用Cell Managerのインストール時には、Data Protectorのユーザーイ
ンタフェースもインストールされます。

ユーザーインタフェース(グラフィカルユーザーインタフェースまたはコマンドラインインタ
フェース)を使用する場合は、事前に次の内容を環境変数に追加してください。

/opt/omni/bin、/opt/omni/lbin、および、/opt/omni/sbinを、PATH変数に追加しま
す。

/opt/omni/lib/manをMANPATH変数に追加します。
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/opt/omni/libおよび/opt/omni/lib/armをLD_LIBRARY_PATH変数に追加します。

さらに、グラフィカルユーザーインタフェースを使用する前に、DISPLAY変数とロケール設
定が正しく設定されていることも確認してください。

注記：

Data Protectorユーザーインタフェースを使用して複数のプラットフォームでバックアッ
プまたは復元を行う場合は、その際の制限事項についてはHP Data Protector製
品案内、ソフトウェアノート、リファレンスを、Data Protector GUIでの言語設定のカ
スタマイズ方法についてはオンラインヘルプの索引「言語設定のカスタマイズ」をそ
れぞれ参照してください。

Cell Managerのインストール用に割り当てるディスクスペースを増やす

UNIX用Cell Managerをインストールする場合は、特に、/optディレクトリと、データベース
の保存先となる/varディレクトリに、十分な空きディスクスペース(バックアップ対象データ
の約2%)が必要です。必要となるディスクスペースの詳細は、『HP Data Protector製品
案内、ソフトウェアノート、リファレンス』を参照してください。ディスクスペースが足りない
場合はリンクディレクトリを使用することも可能ですが、その場合はインストール前にリンク
を作成しておき、インストール先ディレクトリが存在することを確認しておかなければなりま
せん。

この次に行う作業

この段階で、Cell Manager(および選択した場合はUNIX用のインストールサーバー)がイ
ンストールされています。準備が整ったら、以下の作業を実施します。

1. UNIX用のインストールサーバーを同一システム上にインストールしなかった場合は、
「UNIX用のインストールサーバーのインストール」（63ページ）を参照してください。

2. ソフトウェアをWindowsクライアントにリモートインストールしたい場合は、Windows用
のインストールサーバーをインストールします。詳細については、「Windows用のイン
ストールサーバーのインストール」（68ページ）を参照してください。

3. ソフトウェアをクライアントに配布します。詳細については、「Data Protectorクライア
ントのインストール」（72ページ）を参照してください。
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Windows用Cell Managerのインストール

前提条件

Windows Cell Managerをインストールするには、Administrator権限が必要です。Cell
Managerシステムとして使用するWindowsシステムは、以下の条件を満たしている必要が
あります。

• サポート対象のWindowsオペレーティングシステムがインストールされていること。Cell
Managerでサポートされているオペレーティングシステムの詳細は、http://www.hp.com/
support/manualsを参照してください。

• Microsoft Internet Explorer 5.0以上がインストールされていること。

• Data Protector Cell Managerソフトウェアをインストールするのに十分な容量の空き
ディスクスペースがあること。詳細については、『HPData Protector製品案内、ソフ
トウェアノート、リファレンス』を参照してください。

• IDBを作成するのに十分な容量の空きディスクスペース(バックアップ対象データの約
2%)があること。詳細は、『HP Data Protector製品案内、ソフトウェアノート、リファ
レンス』を参照してください。

• ポート番号5555 (デフォルト)が利用可能であること。このポート番号がすでに使用さ
れている場合は、「Data Protectorのデフォルトのポート番号の変更」（388ページ）を参
照してください。

• Cell Managerのインストール先のシステムには、静的なIPアドレスが必要です。DHCP
クライアントとして構成されているシステムの場合は、そのIPアドレスが変更されます。
そのため、システムに恒久DNSを割り当てる(再構成する)か、DHCPサーバーでシス
テムの静的IPアドレス(IPアドレスはシステムのMACアドレスにバインドされる)を構成す
る必要があります。

• Microsoft社のTCP/IPプロトコルがインストールされており、実行されていること。この
プロトコルを使って、ホスト名を解決できること。コンピュータの名前とホスト名は同じで
なければなりません。

• DVD-ROMドライブにアクセスできること。

• Java GUIサーバーまたはJava GUIクライアントをインストールする場合は、ポート番号
5556を利用可能にします。

• Java GUIクライアントの場合、Java実行時環境のサポート対象バージョンが必要です。
『HPData Protector製品案内、ソフトウェアノート、リファレンス』、または最新のサ
ポート一覧(http://www.hp.com/support/manuals)を参照してください。

• ネットワークアクセスユーザー権限が、インストールを実行するアカウントのWindows
ローカルセキュリティポリシーの下に設定されていることを確認します。
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Microsoftターミナルサービスクライアント

• Microsoftターミナルサービスクライントを介してWindows上にData Protectorをインス
トールする場合は、Data Protectorのインストール先システムで、[ターミナルサーバー
モード]が[リモート管理]に設定されていることを確認してください。

1. Windowsの[コントロールパネル]で[管理ツール]をクリックし、次に[ターミナルサー
ビス構成]をクリックします。

2. [ターミナルサービス構成]ダイアログボックスで、[サーバー設定]をクリックします。
ターミナルサービスサーバーがリモート管理モードで実行中であることを確認し
てください。

推奨事項

• Data Protector 6.20のインストール前に Microsoft Installer (MSI) 2.0があることを確
認します。MSIのバージョンが古い場合は、Data Protectorセットアッププログラムによ
り、自動的にバージョン2.0にアップグレードされます。この場合、Data Protectorによっ
て、アップグレードの最後の段階でMSIがアップグレードされたことが通知されます。
MSIがアップグレードされた場合は、システムを再起動することを強く推奨します。

Data Protector 6.20をインストールする前に、MSIをバージョン2.0にアップグレードす
ることをお勧めします。

• DCバイナリファイルが2GBを超える可能性がある場合(ファイルシステムの設定によっ
てのみ制限される)、NTFSファイルシステムの使用をお勧めします。

クラスター対応Cell Manager

クラスター対応Cell Managerをインストールする場合は、前述の説明以外にも必要となる
前提条件および手順があります。詳細については、「クラスター対応Cell Managerのイン
ストール」（195ページ）を参照してください。

インストール手順

Windowsシステムに新規でインストールするには、以下の手順に従ってください。

1. WindowsインストールDVD-ROM

Windows Server 2008の場合は、[ユーザーアカウント制御]ダイアログボックスが表示
されます。[続行]をクリックしてインストールを続けます。

2. HP Data Protectorウィンドウで[インストールData Protector]を選択し、Data Protector
のセットアップ用ウィザードを開始します。

3. セットアップ用ウィザードの指示に従って操作を行い、ライセンス契約を十分にお読
みください。記載内容に同意する場合は、[Next]をクリックして次に進みます。
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4. [Installation Type]ページで、[Cell Manager]を選択します。[Next]をクリックすると、
選択したData Protector Cell Managerソフトウェアがインストールされます。

図 6 インストールの種類の選択

5. Data Protectorサービスを実行するアカウントの、ユーザー名とパスワードを入力し
ます。[Next]をクリックし、次に進みます。

6. Data Protectorをデフォルトフォルダにインストールする場合には、[Next]をクリックし
ます。

それ以外の場合は、[Change]をクリックして[Change Current Destination Folder]ウィ
ンドウを開き、別のパスを入力します。
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7. [Component Selection]ページで、インストールするコンポーネントを選択します。Data
Protectorコンポーネントのリストと説明は、「Data Protectorコンポーネント」（76ペー
ジ）を参照してください。

図 7 ソフトウェアコンポーネントの選択

[Disk Agent]、[General Media Agent]、[User Interface]、および[インストールサー
バー]はデフォルトで選択されています。[Next]をクリックします。

8. Data ProtectorによってシステムにWindowsファイアウォールが検出されると、
[Windows Firewall configuration]ページが表示されます。Data Protectorのセットアッ
ププログラムによって、必要なすべてのData Protector実行可能ファイルが登録され
ます。デフォルトでは、[Initially, enable newly registered Data Protector binaries to
open ports as needed]オプションが選択されています。この時点で、Data Protector
によってポートがオープンされないようにするには、オプションを選択解除します。た
だし、Data Protectorを適切に機能させるには、実行可能ファイルを有効にする必要
があります。

[Next]をクリックします。
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9. コンポーネントのサマリーリストが表示されます。[Install]をクリックして、選択したコン
ポーネントのインストールを開始します。この処理には、数分かかる場合があります。

図 8 コンポーネントのサマリーリスト

10. [Installation status]ページが表示されます。[Next]をクリックします。

図 9 [Installation Status]ページ
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11. HPパスワードセンタのWebサーバーからインターネットを介して直接購入したライセ
ンスのパスワードをダウンロードしてインストールする場合は、セットアップ用ウィザー
ドでHP AutoPassユーティリティをインストールまたはアップグレードできます。AutoPass
ユーティリティの詳細は、「HP AutoPassユーティリティを使用した恒久パスワードの
取得とインストール」（328ページ）およびHP AutoPassのオンラインヘルプを参照して
ください。

デフォルトでは、[Start AutoPass installation]オプションまたは[Upgrade AutoPass
installation]オプションが選択されています。HP AutoPassユーティリティをインストー
ルすることをお勧めします。AutoPassをインストールまたはアップグレードしない場合
は、オプションを選択解除します。

Windows Server 2003 x64、Windows Vista x64、およびWindows Server 2008 x64シ
ステムでは、HP AutoPassはインストールされません。

セットアップ後すぐにData Protectorを使用するには、[Start the Data Protector
Manager]を選択します。

『HP Data Protector製品案内、ソフトウェアノート、リファレンス』を表示するに
は、[Open the Product Announcements]を選択します。

図 10 AutoPassをインストール対象として選択する場合

[Finish]をクリックします。

インストール後の状態

Windows Server 2008:セットアップが完了するとすぐに、Cell Managerプログラムとデー
タファイルはData_Protector_homeおよびData_Protector_program_dataのディレクトリ
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にそれぞれ配置されますが、ソフトウェアデポはData_Protector_program_data\Depot
ディレクトリに配置されます。

他のWindowsシステムの場合: セットアップが完了するとすぐに、Cell Managerファイル
はData_Protector_homeディレクトリに配置され、ソフトウェアデポは
Data_Protector_home\Depotディレクトリに配置されます。

Installが完了すると、以下のプロセスがCell Managerシステム上で動作するようになりま
す。

crs.exe Data Protector Cell Request Server (CRS)サービス
Cell Managerシステム上で実行され、Cell Manager
ソフトウェアがシステムにインストールされると起動さ
れます。CRSは、セル内のバックアップセッションお
よび復元セッションの開始および制御に使用されま
す。Data_Protector_home\binディレクトリで実行さ
れます。

rds.exe Data Protector Raima Database Server (RDS)サー
ビス Cell Managerシステム上で実行され、Cell
Managerソフトウェアがシステムにインストールされる
と起動されます。RDSは、IDBの管理に使用されま
す。Data_Protector_home\binディレクトリで実行さ
れます。

mmd.exe Data Protector Media Management Daemon (MMD)
サービス Cell Managerシステム上で実行され、Cell
Managerソフトウェアがシステムにインストールされる
と起動されます。MMDは、デバイスおよびメディアの
管理操作に使用されます。Data_Protector_home\
binディレクトリで実行されます。

OmniInet.exe Cell Managerが他のシステムでエージェントを起動
できるようにするData Protectorクライアントサービス
Data Protector Inetサービス は、Data Protector
セルのすべてのシステムで実行する必要がありま
す。Data_Protector_home\binディレクトリで実行さ
れます。

kms.exe Data Protector Key Management Server (KMS)サー
ビス Cell Managerシステム上で実行され、Cell
Managerソフトウェアがシステムにインストールされる
と起動されます。KMSは、Data Protector暗号化機
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能のキーを管理します。Data_Protector_home\bin
ディレクトリで実行されます。

uiproxy.exe Data Protector Java GUIサーバー (UIProxyサービ
ス) Data_Protector_home\java\server\binディ
レクトリのCell Managerシステム上で実行されます。
UIProxyサービスは、Java GUIクライアントとCell
Manager間の通信を行います。

注記：

複数プラットフォームにわたるバックアップや復元をData Protectorユーザーインタ
フェースを使用して実行するよう計画している場合は、『HPData Protector製品案
内、ソフトウェアノート、リファレンス』を参照して制限事項を確認してください。

ヒント：

Data Protector GUIで適切なエンコーディングが使用できない場合は、ファイル名を
正しく表示するために、コードページ変換テーブルを追加でインストールすることが可
能です。手順の詳細は、オペレーティングシステムのマニュアルを参照してください。

トラブルシューティング

セットアップを正常に完了できない場合は、セットアップ自体がチェックする前提条件
を検証し、その条件が満たされていなかった場合にエラーの原因となる項目を調べてく
ださい。前提条件（55ページ）を参照してください。

セットアップがチェックする前提条件を以下に示します。

• サービスパックのバージョン

• NSLookupを実行して、Data Protectorがホスト名を解決できることが確認されているこ
と。

• ディスク容量

• 管理者権限

この次に行う作業

この段階で、Cell Managerがインストールされます。また、選択した場合はWindows用のイ
ンストールサーバーもインストールされます。準備が整ったら、以下の作業を実施します。
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1. オペレーティングシステムが混在するバックアップ環境の場合は、UNIX用のインス
トールサーバーをインストールします。詳細については、「インストールサーバーのイ
ンストール」（63ページ）を参照してください。なお、UNIX用のインストールサーバー
が不要な場合は、この作業は省略できます。

2. ソフトウェアをクライアントに配布します。詳細については、「Data Protectorクライア
ントのインストール」（72ページ）を参照してください。

インストールサーバーのインストール

インストールサーバーは、Cell Managerシステム上にインストールすることも、LANを介し
てCell Managerと接続されているサポート対象システム上にインストールすることも可能で
す。インストールサーバーでサポートされているオペレーティングシステムの詳細は、http:/
/www.hp.com/support/manualsを参照してください。

Cell Managerとは別のシステム上にインストールサーバーを配置する場合は、該当するソ
フトウェアデポをローカルにインストールしてください。この項では、手順の詳細を説明し
ます。

UNIX用のインストールサーバーのインストール

前提条件

インストールサーバーシステムとして使用するシステムは、以下の条件を満たしている必
要があります。

• HP-UX、Solaris、Linuxのいずれかのオペレーティングシステムがインストールされて
いること。インストールサーバーでサポートされているオペレーティングシステムの詳
細は、『HPData Protector製品案内、ソフトウェアノート、リファレンス』を参照して
ください。

• inetdまたはxinetdデーモンが稼働していること。

• ポート番号5555 (デフォルト)が利用可能であること。このポート番号がすでに使用さ
れている場合は、「Data Protectorのデフォルトのポート番号の変更」（388ページ）を参
照してください。

• TCP/IPプロトコルがインストールされており、実行されていること。このプロトコルを使っ
て、ホスト名を解決できること。

• 完全なData Protectorソフトウェアデポを作成するのに十分な空きディスクスペースが
あること。詳細は『HP Data Protector製品案内、ソフトウェアノート、リファレンス』
を参照してください。

• DVD-ROMドライブがあること。

• Data Protectorセル内のCell Managerは、バージョン6.20であること。
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重要：

Data Protectorをリンクディレクトリにインストールするには、たとえば次のような手順
を実行します。

/opt/omni/ -> /prefix/opt/omni/

/etc/opt/omni/ -> /prefix/etc/opt/omni/

/var/opt/omni/ -> /prefix/var/opt/omni/

Install前にリンクを作成しておき、インストール先ディレクトリが存在することを確認し
ます。

注記：

ネットワーク上のデバイスからソフトウェアをインストールする場合は、まず、インス
トール対象のコンピュータにソースディレクトリをマウントします。

インストール手順

UNIX用のインストールサーバーをHP-UXシステム、Solarisシステム、またはLinuxシステ
ムにインストールするには、以下の手順に従ってください。
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1. HP-UX用またはSolarisおよびLinux用のインストールDVD-ROMをドライブに挿入
し、マウントポイントにマウントします。

たとえば、次のように入力します。

mkdir /dvdrom

mount /dev/dsk/c0t0d0 /dvdrom

必要であれば、Data Protectorをディスク上のデポからインストールすることもできま
す。その場合は、以下の手順に従ってください。

• Installファイルが格納されているディレクトリをローカルディスクにコピーする場合
は、以下のコマンドを実行します。

mkdir directory

cp -r /dvdrom/platform_dir/DP_DEPOT directory

cp -r /dvdrom/LOCAL_INSTALL directory

ここで、platform_dirには、以下のいずれかの値を指定します。

hpux HP-UXシステム

linux_x86_64 AMD64/Intel EM64T上のLinuxシステム

solaris Solarisシステム

• DVD-ROM全体をローカルディスクにコピーするには、以下のコマンドを実行し
ます。

cp -r /dvdrom dvd_image_dir
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2. omnisetup.shコマンドを実行します。

このコマンドをDVD-ROMから実行するには、以下のコマンドを実行します。

cd /dvdrom/LOCAL_INSTALL

./omnisetup.sh -IS

ディスクからインストールを開始するには、以下の手順に従ってください。

• Installディレクトリをローカルディスクのdirectoryにコピーした場合は、以下の
コマンドを実行します。

cd directory/LOCAL_INSTALL

./omnisetup.sh -IS

• DVD-ROM全体をdvd_image_dirにコピーした場合は、-CMパラメータを指定し
てomnisetup.shコマンドを実行します。

cd dvd_image_dir/LOCAL_INSTALL

./omnisetup.sh -IS

omnisetup.shコマンドの説明については、DVD-ROMのMount_point/ディレクトリ
にあるREADMEファイルか、DVD-ROMのMount_point/DOCS/C/MANディレクトリにある
『HP Data Protector Command Line Interface Reference』を参照してください。

Installが終了すると、UNIX用のソフトウェアデポは、/opt/omni/databases/vendorディ
レクトリにインストールされます。

omnisetup.shコマンドを実行すると、インストールサーバーのすべてのパッケージがイン
ストールされます。パッケージの一部のみをインストールする場合は、swinstallコマンド
(HP-UXの場合)、pkgaddコマンド(Solarisの場合)、またはrpmコマンド(Linuxの場合)を使
用する必要があります。詳細については、「ネイティブツールを使用した、HP-UX、Solaris、
およびLinuxシステムへのインストール」（361ページ）を参照してください。

重要：

ネットワーク上にUNIX用のインストールサーバーをインストールしない場合は、HP-UX
用またはSolarisおよびLinux用のインストールDVD-ROMを使用して、すべてのUNIX
クライアントをローカルにインストールする必要があります。
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注記：

ユーザーインタフェースコンポーネント(グラフィカルユーザーインタフェースまたはコ
マンドラインインタフェース)を使用する場合は、事前に環境変数を更新してください。
詳細は、「環境変数の設定」（53ページ）を参照してください。

複数プラットフォームにわたるバックアップや復元をData Protectorユーザーインタ
フェースを使用して実行するよう計画している場合は、『HPData Protector製品案
内、ソフトウェアノート、リファレンス』を参照して制限事項を確認してください。

この次に行う作業

この時点で、UNIX用のインストールサーバーがネットワーク上にすでにインストールされ
ていなければなりません。準備が整ったら、以下の作業を実施します。

1. インストールサーバーをCell Managerとは別のシステムにインストールした場合は、
そのシステムをData Protectorセルに追加(インポート)する必要があります。詳細に
ついては、「セルへのインストールサーバーのインポート 」（216ページ）を参照してく
ださい。

注記：

インストールサーバーをインポートすると、Cell Manager上の/etc/opt/omni/
server/cell/installation_servers が更新されて、インストールしたリ
モートインストールパケットが更新されます。CLIからこのファイルを使用し
て、使用可能なリモートインストールパケットを確認できます。このファイル
を最新状態に保つために、リモートインストールパケットをインストールまた
は削除したときは、インストールサーバーのエクスポートと再インポートを必
ず実行してください。これは、インストールサーバーをCell Managerと同じシ
ステムにインストールしてある場合も同様です。

2. Data ProtectorセルにWindowsシステムがある場合は、Windows用のインストールサー
バーをインストールします。詳細については、「Windows用のインストールサーバー
のインストール」（68ページ）を参照してください。

3. ソフトウェアをクライアントに配布します。詳細については、「Data Protectorクライア
ントのインストール」（72ページ）を参照してください。
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Windows用のインストールサーバーのインストール

前提条件

インストールサーバーシステムとして使用するWindowsシステムは、以下の条件を満たし
ている必要があります。

• サポート対象のWindowsオペレーティングシステムがインストールされていること。イン
ストールサーバーでサポートされているオペレーティングシステムの詳細は、http://
www.hp.com/support/manualsを参照してください。

• Microsoft Internet Explorer 5.0以上がインストールされていること。

• 完全なData Protectorソフトウェアデポを作成するのに十分な空きディスクスペースが
あること。詳細については、『HP Data Protector製品案内、ソフトウェアノート、リ
ファレンス』を参照してください。

• DVD-ROMドライブにアクセスできること。

• Microsoft社のTCP/IPプロトコルがインストールされており、実行されていること。この
プロトコルを使って、ホスト名を解決できること。コンピュータの名前とホスト名は同じで
なければなりません。

制限事項

Windowsオペレーティングシステムのセキュリティ規制により、インストールサーバーを使
用してクライアントをリモートにインストールできるのは、同一ドメイン内に限られます。

推奨事項

Data Protector 6.20のインストールを開始するにあたって、Microsoft Installer (MSI) 2.0
がインストールされていることを確認してください。MSIのバージョンが古い場合は、Data
Protectorセットアッププログラムにより、自動的にバージョン2.0にアップグレードされます。
この場合、Data Protectorによって、アップグレードの最後の段階でMSIがアップグレード
されたことが通知されます。MSIがアップグレードされた場合は、システムを再起動するこ
とを強く推奨します。個々のWindowsオペレーティングシステムに対するMSI 2.0の前提
条件については、Microsoft Supportにお問い合わせください。

Data Protector 6.20をインストールする前に、MSIをバージョン2.0にアップグレードするこ
とをお勧めします。
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重要：

ネットワーク上にWindows用のインストールサーバーをインストールしない場合は、
DVD-ROMを使用して、すべてのWindowsクライアントをローカルにインストールしな
ければなりません。

注記：

インストールサーバーをすでにインストールしてあるWindowsシステムには、Data
Protectorクライアントをリモートでインストールすることはできません。同一システム
上にインストールサーバーとクライアントコンポーネントをインストールする場合は、
クライアントをローカルにインストールする必要があります。この場合はインストール
手順の中で、必要なクライアントコンポーネントとインストールサーバーコンポーネン
トをすべて選択してください。詳細については、「Windows用クライアントのインストー
ル」（92ページ）を参照してください。

インストール手順

Windows用のインストールサーバーをインストールするには、以下の手順に従ってくださ
い。

1. WindowsインストールDVD-ROM

Windows Server 2008の場合は、[ユーザーアカウント制御]ダイアログボックスが表示
されます。[続行]をクリックしてインストールを続けます。

2. HP Data Protectorウィンドウで[インストールData Protector]を選択し、Data Protector
のセットアップ用ウィザードを開始します。

3. セットアップ用ウィザードの指示に従って操作を行い、ライセンス契約を十分にお読
みください。記載内容に同意する場合は、[Next]をクリックして次に進みます。
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4. [Installation Type]ページで、[インストールサーバー]を選択します。[Next]をクリック
すると、選択したData Protectorソフトウェアデポがインストールされます。

図 11 インストールの種類の選択

5. Data Protectorをデフォルトフォルダにインストールする場合には、[Next]をクリックし
ます。

それ以外の場合は、[Change]をクリックして[Change Current Destination Folder]ウィ
ンドウを開き、別のパスを入力します。

6. Data ProtectorによってシステムにWindowsファイアウォールが検出されると、
[Windows Firewall configuration]ページが表示されます。Data Protectorのセットアッ
ププログラムによって、必要なすべてのData Protector実行可能ファイルが登録され
ます。デフォルトでは、[Initially, enable newly registered Data Protector binaries to
open ports as needed]オプションが選択されています。この時点で、Data Protector
によってポートがオープンされないようにするには、オプションを選択解除します。た
だし、Data Protectorを適切に機能させるには、実行可能ファイルを有効にする必要
があります。

[Next]をクリックします。
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7. コンポーネントのサマリーリストが表示されます。[Install]をクリックして、選択したコン
ポーネントのインストールを開始します。この処理には、数分かかる場合があります。

図 12 コンポーネント選択サマリーページ

8. Installステータスのページが表示されます。[Next]をクリックします。

図 13 [Installation Status]ページ

9. 『HP Data Protector製品案内、ソフトウェアノート、リファレンス』を表示するに
は、[Open the Product Announcements]を選択します。

[Finish]をクリックします。
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Installが終了すると、ソフトウェアはデフォルトでData_Protector_program_data\Depotディ
レクトリ(Windows Server 2008の場合)、またはData_Protector_home\Depotディレクトリ
(その他のWindowsシステム)にインストールされます。ソフトウェアは共有されるため、ネッ
トワークからアクセスできます。

この次に行う作業

この時点で、Windows用のインストールサーバーがネットワーク上にインストールされてい
なければなりません。準備が整ったら、以下の作業を実施します。

1. 独立した形で(たとえば、Cell Managerとは別のシステムに)インストールサーバーを
セットアップした場合は、このシステムをData Protectorセルに手作業で追加(イン
ポート)する必要があります。詳細については、「セルへのインストールサーバーのイ
ンポート 」（216ページ）を参照してください。

2. オペレーティングシステムが混在するバックアップ環境の場合は、HP-UXシステム、
Solarisシステム、またはLinuxシステム上に、UNIX用のインストールサーバーをイン
ストールします。詳細については、「UNIX用のインストールサーバーのインストール」
（63ページ）を参照してください。

3. ソフトウェアをクライアントに配布します。詳細については、「Data Protectorクライア
ントのインストール」（72ページ）を参照してください。

Data Protectorクライアントのインストール
Data Protectorクライアントは、インストールサーバーを使って配布することによりリモート
でインストールでき、また、該当するインストールDVD-ROMからローカルにインストール
することもできます。

Data ProtectorインストールDVD-ROMのリストについては、「Data Protectorのインストー
ルDVD-ROM」（36ページ）を参照してください。

Data ProtectorクライアントをインストールしてData Protectorセル内にインポートした後に
は、インストール結果を確認し、不正アクセスからクライアントを保護することを強くお勧め
します。クライアントのインストール結果を確認する手順は、「Data Protectorクライアントの
インストール結果の確認 」（352ページ）を参照してください。セキュリティ保護の詳細は、
「保護について」（223ページ）を参照してください。
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「Data Protectorクライアントのインストール」（72ページ）は、Data Protectorクライアントシ
ステムの一覧と詳細説明の参照先を示したものです。

表 4 Data Protectorクライアントシステムのインストール

インストールの種類とリファレンスクライアントシステ
ム

リモートおよびローカルインストール。「Windows用クライアントのインス
トール」（92ページ）を参照してください。

Windows

リモートおよびローカルインストール。「HP-UXクライアントのインストー
ル」（99ページ）を参照してください。

HP-UX

リモートおよびローカルインストール。「Solaris用クライアントのインストー
ル」（102ページ）を参照してください。

Solaris

リモートおよびローカルインストール。「Linuxクライアントのインストール」
（109ページ）を参照してください。

Linux

リモートおよびローカルインストール。「ESX Serverクライアントのインス
トール」（114ページ）を参照してください。

ESX Server

リモートおよびローカルインストール。「Mac OS Xクライアントのインストー
ル」（114ページ）を参照してください。

Mac OS X

リモートおよびローカルインストール。「AIXクライアントのインストール」
（115ページ）を参照してください。

AIX

リモートおよびローカルインストール。「Tru64クライアントのインストール」
（117ページ）を参照してください。

Tru64

リモートおよびローカルインストール。「SCOクライアントのインストール」
（119ページ）を参照してください。

SCO

リモートおよびローカルインストール。「ADIC/GRAUライブラリ用または
StorageTekライブラリ用のMedia Agentのインストール」（122ページ）を参
照してください。

DASクライアント

リモートおよびローカルインストール。「ADIC/GRAUライブラリ用または
StorageTekライブラリ用のMedia Agentのインストール」（122ページ）を参
照してください。

ACSクライアント

ローカルインストール。「Novell NetWareクライアントのローカルインス
トール」（131ページ）を参照してください。

Novell NetWare
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インストールの種類とリファレンスクライアントシステ
ム

ローカルインストール。「HP OpenVMSクライアントのローカルインストー
ル」（139ページ）を参照してください。

HP OpenVMS

ローカルインストール。「UNIXおよびMac OS Xクライアントのローカルイ
ンストール」（146ページ）を参照してください。

その他のUNIXクライア
ント

統合

Data Protector統合ソフトウェアは、Data Protectorを使用してデータベースアプリケーショ
ンのバックアップを可能にするソフトウェアコンポーネントです。MS Exchange Serverデー
タベースのバックアップにはMS Exchange Integrationコンポーネントを使用し、Oracle
データベースのバックアップにはOracle Integrationコンポーネントを使用するというよ
うに、適切な統合ソフトウェアを選択すれば、データベースアプリケーションを実行するシ
ステムをWindowsクライアントシステムおよびUNIXクライアントシステムと同じ方法でインス
トールできます。詳細は本章の表5（74ページ）を参照してください。

表 5 統合ソフトウェアソフトウェアのインストール

リファレンスソフトウェアアプリ
ケーションまたは
ディスクアレイファミ
リ

「Microsoft Exchange Serverクライアント」（155ページ）を参照してくださ
い。

Microsoft Exchange
Server

「Microsoft SQL Serverクライアント」（157ページ）を参照してください。Microsoft SQL Server

「Microsoft SharePoint Serverクライアント」（157ページ）を参照してくださ
い。

Microsoft SharePoint
Server

「Microsoft Hyper-Vクライアント」（164ページ）を参照してください。Microsoft Hyper-V

「Sybaseクライアント」（159ページ）を参照してください。Sybase Server

「Informix Serverクライアント」（159ページ）を参照してください。Informix Server

「SAP R/3クライアント」（ページ）を参照してください。SAP R/3

「SAP MaxDBクライアント」（161ページ）を参照してください。SAP MaxDB
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リファレンスソフトウェアアプリ
ケーションまたは
ディスクアレイファミ
リ

「Oracle Serverクライアント」（161ページ）を参照してください。Oracle Server

「VMwareクライアント」（162ページ）を参照してください。VMware

「DB2クライアント」（165ページ）を参照してください。IBM DB2 UDB

「NNMクライアント」（165ページ）を参照してください。HP Network Node
Manager (NNM)

「NDMP Serverクライアント」（165ページ）を参照してください。Network Data
Management Protocol
(NDMP) Server

「Microsoftボリュームシャドウコピーサービスクライアント」（166ページ）を
参照してください。

Microsoftボリューム
シャドウコピーサービ
ス(VSS)

「Lotus Notes/Domino Serverクライアント」（166ページ）を参照してくだ
さい。

Lotus Notes/Domino
Server

「EMC Symmetrix用統合ソフトウェア」（181ページ）を参照してください。EMC Symmetrix

「HP StorageWorks P9000 XPディスクアレイファミリ用統合ソフトウェア」
（174ページ）を参照してください。

HP StorageWorks
P9000 XPディスクアレ
イファミリ

「HP StorageWorks P6000 EVAディスクアレイファミリ用統合ソフトウェ
ア」（167ページ）を参照してください。

HP StorageWorks
P6000 EVAディスクア
レイファミリ

表 6 他のインストール

リファレンス設置

(「VLS自動移行クライアント」（186ページ）を参
照)。

仮想ライブラリシステム(VLS)自動移行

インストールおよびライセンスガイド 75



リファレンス設置

「各国語版Data Protectorユーザーインタフェー
スのインストール」（187ページ）を参照してくだ
さい。

各国語版ユーザーインタフェース

「Data Protector Web Reportingのインストー
ル」（192ページ）を参照してください。

Webレポート

「MC/ServiceGuardへのData Protectorのイン
ストール」（193ページ）を参照してください。

MC/ServiceGuard

「Microsoft Cluster ServerへのData Protector
のインストール」（195ページ）を参照してくださ
い。

Microsoft Cluster Server

「Veritas ClusterへのData Protectorクライアン
トのインストール」（207ページ）を参照してくださ
い。

Veritas Cluster Server

「Novell NetWare ClusterへのData Protector
クライアントのインストール」（208ページ）を参照
してください。

Novell NetWare Cluster

詳細は、「Data ProtectorのIBM HACMP
Clusterへのインストール」（210ページ）を参照
してください。

IBM HACMP Cluster

Data Protectorコンポーネント

サポートされるプラットフォームの最新情報については、http://www.hp.com/support/
manualsのHP Data Protectorホームページを参照してください。

選択可能なData Protectorコンポーネントとその説明を以下に示します。

ユーザーインタフェース ユーザーインタフェースコンポーネントには、Data
Protectorのグラフィカルユーザーインタフェース
(Windowsシステム)とコマンドラインインタフェースの
一部(WindowsシステムおよびUnixシステム)が含ま
れます。Data Protector Cell Managerにアクセスす
るには、このコンポーネントが必要です。セルの管理
用システムには、このコンポーネントを必ずインストー
ルする必要があります。
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注記：

Data Protectorコマンドラインインタ
フェースの特定のコマンドは、他のData
Protectorコンポーネントに含まれてい
ます。詳細は、『HP Data Protector
Command Line Interface
Reference』を参照してください。

異種混合環境でData Protectorのユー
ザーインタフェースを使用する前に、
『HP Data Protector製品案内、ソフ
トウェアノート、リファレンス』を参照し
て制限事項を確認してください。

Java GUIクライアント Data Protector Java GUI クライアントサーバーアー
キテクチャを持つJavaベースのグラフィカルユーザー
インタフェースです。これには、Cell Managerのグラ
フィカルユーザーインタフェースおよびManager-of-
Managers(MoM)のグラフィカルユーザーインタフェー
スが含まれます。デフォルトでは、Java GUIクライア
ントはインストールするよう選択されていません。Java
GUIクライアントは手動で選択する必要があります。
Java GUIがインストールされているクライアントにコマ
ンドラインインタフェースをインストールするには、シ
ステムにユーザーインタフェースまたは他の適切な
Data Protectorコンポーネントもインストールしてくだ
さい。

英語版マニュアル(ガイド、ヘル
プ)

これは、Data Protectorの英語のマニュアルおよび
オンラインヘルプ(OLH)ファイルセットです。

フランス語版マニュアル(ガイド、
ヘルプ)

これは、Data Protectorのフランス語のマニュアルお
よびオンラインヘルプ(OLH)ファイルセットです。

日本語版マニュアル(ガイド、ヘ
ルプ)

これは、Data Protectorの日本語のマニュアルおよ
びオンラインヘルプ(OLH)ファイルセットです。

簡体字中国語版マニュアル(ガイ
ド、ヘルプ)

これは、Data Protectorの簡体字中国語のマニュア
ルおよびオンラインヘルプ(OLH)ファイルセットです。
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Manager-of-Managersユーザー
インタフェース

Manager-of-Managersユーザーインタフェースには、
Data Protectorのグラフィカルユーザーインタフェー
スが含まれます。Data ProtectorのManager-of-
Managers機能にアクセスしてマルチセル環境を管
理するには、このコンポーネントが必要です。
Manager-of-Managersユーザーインタフェースと
Managerユーザーインタフェースは、共通アプリケー
ションとして使用できます。

Disk Agent Disk Agentコンポーネントは、Data Protectorによる
バックアップの対象となるディスクを持つシステムに
インストールする必要があります。

General Media Agent General Media Agentは、Data Protectorで管理する
バックアップデバイスに接続されているシステムか、
Data Protectorで管理するライブラリロボティクスに
アクセス可能なシステムにインストールする必要があ
ります。

VLS自動移行 VLS自動移行コンポーネントは、Data Protectorを使
用してVirtual Library System (VLS)のスマートメディ
アをコピーするクライアントにインストールする必要
があります。

自動ディザスタリカバリモジュー
ル

自動ディザスタリカバリコンポーネントは、自動ディ
ザスタリカバリ方法を使用した復旧を可能にするシ
ステムと、拡張ディザスタリカバリのDR CD ISOイメー
ジを作成してディザスタリカバリを自動的に準備する
システムにインストールする必要があります。

SAP R/3用統合ソフトウェア SAP R/3用統合コンポーネントは、Data Protectorに
よるバックアップの対象となるSAP R/3データベース
があるシステムにインストールする必要があります。

SAP DB用統合ソフトウェア SAP DB用統合ソフトウェアコンポーネントは、Data
Protectorによるバックアップの対象となるSAP MaxDB
データベースがあるシステムにインストールする必要
があります。

Oracle用統合ソフトウェア Oracle用統合ソフトウェアコンポーネントは、Data
Protectorによるバックアップの対象となるOracleデー
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タベースがあるシステムにインストールする必要があ
ります。

VMware用統合ソフトウェア(レガ
シー)

VMware用統合ソフトウェア(レガシー)コンポーネント
は、VirtualCenterシステム(存在する場合)、および
Data Protectorでバックアップを行うすべてのESX
Serverシステムにインストールする必要があります。
また、VCBfileまたはVCBimageのバックアップ方法
を採用する場合は、統合ソフトウェアコンポーネント
をバックアッププロキシーシステムにもインストール
する必要があります。

仮想環境統合ソフトウェア 仮想環境統合ソフトウェアのコンポーネントは、Data
Protectorの仮想環境統合ソフトウェアを使って仮想
マシンのバックアップおよび復元を制御する際にバッ
クアップホストとして使用するシステムにインストール
する必要があります。Microsoft Hyper-Vシステムを
バックアップおよび復元する場合は、この統合ソフト
ウェアコンポーネントを、MSボリュームシャドウコピー
用統合ソフトウェアコンポーネントとともに、バックアッ
プ対象となるすべてのMicrosoft Hyper-Vシステム
にもインストールする必要があります。

DB2用統合ソフトウェア DB2用統合ソフトウェアコンポーネントは、Data
Protectorによるバックアップの対象となるDB2 Server
があるシステムすべてにインストールする必要があり
ます。

Sybase用統合ソフトウェア Sybase用統合ソフトウェアコンポーネントは、Data
Protectorによるバックアップの対象となるSybaseデー
タベースがあるシステムにインストールする必要があ
ります。

Informix用統合ソフトウェア Informix用統合ソフトウェアコンポーネントは、Data
Protectorによるバックアップの対象となるInformix
Serverデータベースがあるシステムにインストールす
る必要があります。

MS Exchange用統合ソフトウェア MS Exchange Server用統合ソフトウェアコンポーネ
ントは、Data Protector Microsoft Exchange Server
2003/2007用統合ソフトウェアまたはData Protector
Microsoft Exchange Single Mailbox用統合ソフトウェ
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アを使用してバックアップを行うMicrosoft Exchange
Server 2003/2007システムにインストールする必要
があります。

また、Data Protector Microsoft Exchange Single
Mailbox用統合ソフトウェアを使用してバックアップを
行うMicrosoft Exchange Server 2010システムにもイ
ンストールする必要があります。

MS Exchange Server 2010統合ソ
フトウェア

MS Exchange Server用統合ソフトウェアコンポーネ
ントは、Data Protector Microsoft Exchange Server
2010用統合ソフトウェアを使用してバックアップを行
うMicrosoft Exchange Server 2010システムにインス
トールする必要があります。

MS SQL用統合ソフトウェア SQL用統合ソフトウェアコンポーネントは、Data
Protectorによるバックアップの対象となるMicrosoft
SQL Serverデータベースがあるシステムにインストー
ルする必要があります。

MS SharePoint Portal Server用
統合ソフトウェア

MS SharePoint Portal Server用統合ソフトウェアコン
ポーネントは、Data Protectorによるバックアップの
対象となるMicrosoft SharePoint Portal Serverシステ
ムにインストールする必要があります。

MS SharePoint Server 2007/2010
用統合ソフトウェア

MS SharePoint 2007/2010用統合ソフトウェアコン
ポーネントは、Data Protectorによるバックアップの
対象となるMicrosoft SharePoint Server 2007/2010
システムにインストールする必要があります。

MS ボリュームシャドウコピー用統
合ソフトウェア

MSボリュームシャドウコピー用統合ソフトウェアコン
ポーネントは、ボリュームシャドウコピーサービスによ
るバックアップを実行するWindows Server 2003シス
テムにインストールする必要があります。

HP StorageWorks P6000 EVA
SMI-S Agent

HP StorageWorks P6000 EVA SMI-S Agentコンポー
ネントは、HP StorageWorks P6000 EVAディスクアレ
イファミリをData Protectorと統合する場合に、アプリ
ケーションシステムとバックアップシステムにインス
トールする必要があります。
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HP StorageWorks P9000 XP
Agent

HP StorageWorks P9000 XP Agentコンポーネント
は、HP StorageWorks P9000 XPディスクアレイファミ
リをData Protectorと統合する場合に、アプリケーショ
ンシステムとバックアップシステムにインストールする
必要があります。

HP StorageWorks P4000 Agent HP StorageWorks P4000 Agentコンポーネントは、
HP StorageWorks P4000 SANソリューションをData
Protectorと統合する場合に、アプリケーションシステ
ムとバックアップシステムにインストールする必要が
あります。

EMC Symmetrix Agent EMC Symmetrix Agentコンポーネントは、EMC
SymmetrixをData Protectorと統合する場合に、アプ
リケーションシステムとバックアップシステムにインス
トールする必要があります。

HP Network Node Manager用統
合ソフトウェア

NNM用統合ソフトウェアコンポーネントは、セル内で
Data Protectorによるバックアップの対象となるNNM
データベースがあるすべてのシステムにインストー
ルする必要があります。

NDMP Media Agent NDMP Media Agentコンポーネントは、NDMPサー
バーを介してNDMP専用ドライブにデータをバック
アップしているすべてのシステムにインストールする
必要があります。

Lotus用統合ソフトウェア Lotus用統合ソフトウェアコンポーネントは、セル内で
Data Protectorによるバックアップを実行するLotus
Notes/Domino Serverデータベースがあるすべての
システムにインストールする必要があります。

MS SharePoint Granular
Recovery Extension

Microsoft SharePoint Server向けData Protector
Granular Recovery Extensionは、Microsoft
SharePoint Serverサーバーの全体管理システムに
インストールする必要があります。

VMware Granular Recovery
Extension Web Plug-In

VMware仮想マシンを細かな単位で復旧するには、
Data Protector VMware Granular Recovery
Extension Web Plug-InコンポーネントをVMware
Virtual Serverシステムにインストールする必要があ
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ります。リモートインストールのみがサポートされてい
ます。

VMware Granular Recovery
Extension Agent

VMware仮想マシンの復元と、細かな単位での復旧
を行うには、Data Protector VMware Granular
Recovery Extension Agentコンポーネントをマウント
プロキシシステムにインストールする必要があります。
リモートインストールのみがサポートされています。

注記：

General Media AgentとNDMP Media Agentを同じシステムにインストールすることは
できません。

Data Protectorクライアントのリモートインストール

この項では、インストールサーバーを使ってData Protectorソフトウェアをクライアントに配
布する手順(リモートインストールまたはアップグレード手順)を説明します。

Data Protectorユーザーインタフェースを使って、ソフトウェアコンポーネントをクライアン
トに配布します。プラットフォームが異なるクライアントへのインストールも可能です。

前提条件

• Installの前提条件および推奨事項については、対象となるクライアントシステムに応
じたインストール手順の説明をお読みください。説明は、表4（73ページ）および表5
（74ページ）に示すとおりです。

• サポートされるプラットフォーム、Data Protectorコンポーネント、およびディスクスペー
ス要件については、http://www.hp.com/support/manualsおよび『HPData Protector
製品案内、ソフトウェアノート、リファレンス』を参照してください。

• この手順を開始する前に、Cell Managerおよびインストールサーバーをネットワークに
インストールしておく必要があります。

• Windows用のインストールサーバーは、ネットワーク上の他のコンピュータからアクセ
スできるように、共有ディレクトリに格納する必要があります。

推奨事項

• UNIXシステムの場合: セキュリティ上の理由から、Data Protectorリモートインストー
ルにはセキュアシェルを使用することをお勧めします。セキュアシェルを使用できない
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場合は、従来のUNIXツールであるrshおよびrexecがData Protectorのリモートインス
トールで自動的に使用されます。

セキュアシェルを使用するには、クライアントおよびインストールサーバーの両方に
OpenSSHをインストールしてセットアップします。秘密キーが暗号化されている場合
は、インストールサーバー上にkeychainをインストールしてセットアップします。（「セ
キュアシェルを使用したリモートインストール」（83ページ）を参照）。

注記：

別のData Protectorセル内のクライアントにソフトウェアを配布することはできません。
ただし独立したインストールサーバーがある場合は、それを複数のセルにインポート
することも可能です。こうすることで、各セルのCell Managerに接続されたGUIを順番
に使用することにより、それぞれのセル内にソフトウェアを配布できます。

セキュアシェルを使用したリモートインストール

セキュアシェルインストールでは、安全な方法でData Protectorコンポーネントがインストー
ルされるため、クライアントとインストールサーバーのセキュリティ保護に役立ちます。以下
の処理により、高度な保護が実現されます。

• 公開-秘密キーペアメカニズムによって保護された方法で、クライアントにアクセスす
るインストールサーバーのユーザーを認証します。

• Installパッケージを暗号化してからネットワーク上で転送します。

注記：

セキュアシェルインストールは、UNIXシステムでのみサポートされています。

OpenSSHのセットアップ

クライアントおよびインストールサーバーの両方にOpenSSHをインストールしてセットアッ
プします。
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1. OpenSSHがシステムにインストールされていることを確認します。詳細は、お使いの
オペレーティングシステムまたはディストリビューションのマニュアルを参照してくださ
い。

OpenSSHパッケージがお使いのOSディストリビューションに含まれていない場合は、
OpenSSHをhttp://www.openssh.orgからダウンロードして、Data Protectorクライアン
トとインストールサーバーの両方にインストールします。

HP-UXでは、代わりにHP-UX Secure Shellを使用できます。

注記：

セキュアシェルインストールのデフォルトの場所は/opt/sshです。

2. インストールサーバー上で、ssh-keygenを実行して公開キーペアを生成します。公
開キーはクライアントに転送しますが、秘密キーはインストールサーバー上に維持し
ます。暗号化された(パスフレーズで保護された)秘密キーを使用する場合は、インス
トールサーバー上にkeychainをセットアップする必要がある点に注意してください。
詳細はkeychainのセットアップ（86ページ）を参照してください。

ssh-keygenの詳細については、
http://www.openbsd.org/cgi-bin/man.cgi?query=ssh-keygen&sektion=1を参照して
ください。
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3. クライアント上では、$HOME/.sshディレクトリにauthorized_keysという名前で公開
キーを保存します。

注記：

通常、$HOME/.sshは、rootユーザーのホームディレクトリです。

SSHプロトコルのバージョン(SSH1またはSSH2)を設定するには、以下のファイルを開
いて、protocolパラメータの設定を変更します。

1. インストールサーバーの場合:

ssh_install_directory/ssh/etc/ssh_config

このファイルは、sshコマンドにより使用されます。

2. クライアントの場合:

ssh_install_directory/ssh/etc/sshd_config

このコマンドはsshデーモン(sshd)によって使用されます。

なお、上記の2つのファイルは同期させる必要があります。

注記：

SSHプロトコルのデフォルトバージョンは、SSH2です。

4. クライアント上で、以下のコマンドを実行してsshデーモンを起動します。

ssh_install_directory/ssh/sbin/sshd

5. 次のコマンドを実行して、インストールサーバー上の$HOME/.ssh/known_hostsにあ
る既知のホストのリストにクライアントを追加します。

ssh root@client_host

なお、client_hostは、次の例のような完全修飾DNS名でなければなりません。

ssh root@client1.company.com

6. インストールサーバー上で、omnirc変数OB2_SSH_ENABLEDを1に設定します。omnirc
変数の詳細は、『HP Data Protectorトラブルシューティングガイド』を参照してく
ださい。
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keychainのセットアップ

keychainは、パスフレーズを手動で入力しなくても秘密キーを復号化できるようにするツー
ルです。このツールは、秘密キーが暗号化されている場合にのみ必要です。keychainを
セットアップするには以下の手順に従ってください。

1. http://www.gentoo.org/proj/en/keychain/index.xmlからインストールサーバーに
keychainをダウンロードします。

2. $HOME/.profileファイルに以下の2行を追加します。

HP-UX、Solarisの場合:

keychain_install_directory/keychain-keychain_version/keychain $HOME/
.ssh/private_key

. $HOME/.keychain/'hostname'-sh

Linuxの場合:

/usr/bin/keychain $HOME/.ssh/private_key

. $HOME/.keychain/'hostname'-sh

3. インストールサーバー上で、omnirc変数OB2_ENCRYPT_PVT_KEYを1に設定します。
omnirc変数の詳細は、『HPData Protectorトラブルシューティングガイド』を参照
してください。

この次に行う作業

OpenSSHとkeychainのセットアップが終了したら、GUIを使用するか(クライアントのセルへ
の追加（87ページ）の手順を参照)、CLIからob2installコマンドを実行することにより、ク
ライアントをセルに追加します。CLIコマンドとそのパラメータについては、『HP Data
Protector Command Line Interface Reference』を参照してください。

注記：

コマンドの実行に失敗するためセキュアシェルインストールを実行できない場合は、
警告メッセージが表示されます。ただし、Data Protectorの標準リモートインストール
方法によりインストールは続行されます。
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クライアントのセルへの追加

クライアントのセルへの追加

Data Protectorセルにまだ含まれていないクライアントにData Protectorソフトウェアを配
布するには、以下の手順に従ってください。

1. Data Protector GUIの起動:

• オリジナルのData Protector GUI (Windowsの場合のみ):

• [スタート] > [プログラム] > [HP Data Protector] > [Data Protector][Manager]
を選択します。

• Data Protector Java GUI:

• Windowsの場合: [スタート] > [プログラム] > [HP Data Protector] > [Data
Protector][Java GUI Manager]を選択します。

[Connect to a Cell Manager]ダイアログで、Cell Managerの名前を選択する
か入力して[Connect]をクリックします。

• UNIXの場合、次のコマンドを実行します。

/opt/omni/java/client/bin/javadpgui.sh

Data Protectorグラフィカルユーザーインタフェースの詳細は、「Data Protectorグラ
フィカルユーザーインタフェース」（40ページ）およびオンラインヘルプを参照してく
ださい。

2. Data Protector Managerで、[クライアント]コンテキストを選択します。

3. Scopingペインで[クライアント]を右クリックし、[クライアントの追加]をクリックします。

4. 複数のインストールサーバーが構成されている場合は、インストールするクライアン
トのプラットフォーム(UNIXまたはWindows)と、クライアントのインストールに使用する
インストールサーバーを選択します。[次へ]をクリックします。
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5. クライアントの名前を直接入力できるほか、Windows GUIを使用している場合は図14
（88ページ）およびで説明されているようにインストールするクライアントを検索する
こともできます。[次へ]をクリックします。

図 14 クライアントの選択
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6. 図15（89ページ）に示すように、インストールするData Protectorコンポーネントを選
択します。なお、Media Agentは1種類しか選択できません。「Data Protectorコンポー
ネント」（76ページ）を参照してください。

図 15 コンポーネントの選択

デフォルトのユーザーアカウントとインストール先ディレクトリ(Windowsのみ)を変更す
る場合は、[オプション]をクリックします。

複数のクライアントを選択した後、クライアントごとに異なるコンポーネントをインストー
ルするには、[クライアントシステムのオプションを個別にカスタマイズする]をクリック
し、[次へ]をクリックします。その後、インストール対象のコンポーネントをクライアント
ごとに個別に選択します。

[完了]をクリックしてインストールを開始します。

7. Install中にメッセージが表示されたら、目的のクライアントシステムにアクセスするた
めに必要なデータ(ユーザー名、パスワード、およびWindowsの場合はドメイン)を入
力し、[OK]をクリックします。

システムにData Protectorソフトウェアがインストールされ、Data Protectorセルに追加され
るとすぐに、Data Protectorクライアントとなります。
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注記：

クライアントシステム上でData Protector GUIを起動する前に、そのシステムを使用
するユーザーを適切なData Protectorユーザーグループに追加しておいてください。
ユーザーグループへの追加手順と選択可能なユーザー権限の詳細は、オンライン
ヘルプを参照してください。

トラブルシューティング

リモートインストールが完了すると、GUIを使用して[Actions]および[Restart Failed Clients]
をクリックすることにより、失敗したインストール手順を再開できます。インストールが再度
失敗する場合は、第6章（343ページ）を参照してください。

クライアントへのコンポーネントの追加

既存のクライアントとCell Managerには、追加のData Protectorソフトウェアコンポーネント
をインストールできます。コンポーネントは、リモートまたはローカルに追加できます。ロー
カルインストールについては、「Data Protectorソフトウェアコンポーネントの変更」（257ペー
ジ）を参照してください。

MC/ServiceGuardクライアント

MC/ServiceGuardクラスター環境では、コンポーネントの追加先のノードがアクティブに
なっていることを確認してください。

前提条件

対応するインストールサーバーが利用可能であること。

Data Protectorセル内のクライアントにData Protectorソフトウェアを配布するには、以下
の手順に従ってください。

1. Data Protector Managerで、[クライアント]コンテキストを選択します。

2. Scopingペインで[クライアント]を展開し、クライアントを右クリックし、[クライアントの追
加]をクリックします。

3. 複数のインストールサーバーが構成されている場合は、コンポーネントをインストー
ルするクライアントのプラットフォーム(UNIXまたはWindows)と、コンポーネントのイン
ストールに使用するインストールサーバーを選択します。[次へ]をクリックします。
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4. 図16（91ページ）に示すように、コンポーネントをインストールするクライアントを選択
します。[次へ]をクリックします。

図 16 クライアントの選択
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5. 図17（92ページ）に示すように、インストールするData Protectorコンポーネントを選
択します。なお、Media Agentは1種類しか選択できません。「Data Protectorコンポー
ネント」（76ページ）を参照してください。

図 17 コンポーネントの選択

複数のクライアントを選択した後、クライアントごとに異なるコンポーネントをインストー
ルするには、[クライアントシステムのオプションを個別にカスタマイズする]をクリック
し、[次へ]をクリックします。その後、コンポーネントをクライアントごとに個別に選択し
ます。

[完了]をクリックしてインストールを開始します。

Windows用クライアントのインストール

特定のWindowsオペレーティングシステムでサポートされるプラットフォームとコンポーネ
ントの詳細は、http://www.hp.com/support/manualsを参照してください。

前提条件

Windowsクライアントをインストールするには、Administrator権限が必要です。Data
Protectorクライアントシステムとして使用するWindowsシステムは、以下の条件を満たして
いる必要があります。

• Microsoft Internet Explorer 5.0以上がインストールされていること。
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• Data Protectorクライアントソフトウェアをインストールするのに十分な容量の空きディ
スクスペースがあること。詳細は、『HP Data Protector製品案内、ソフトウェアノー
ト、リファレンス』を参照してください。

• ポート番号5555 (デフォルト)が利用可能であること。

• Microsoft社のTCP/IPプロトコルがインストールされており、実行されていること。この
プロトコルを使って、ホスト名を解決できること。コンピュータの名前とホスト名は同じで
なければなりません。

• Java GUIクライアントの場合、Java実行時環境のサポート対象バージョンが必要です。
『HPData Protector製品案内、ソフトウェアノート、リファレンス』、または最新のサ
ポート一覧(http://www.hp.com/support/manuals)を参照してください。

• ネットワークアクセスユーザー権限が、インストールを実行するアカウントのWindows
ローカルセキュリティポリシーの下に設定されていることを確認します。

制限事項

• Windowsオペレーティングシステムのセキュリティ規制により、インストールサーバーを
使用してクライアントをリモートにインストールできるのは、同一ドメイン内に限られま
す。

• Windows XP Home Editionでは、Data Protectorクライアントはローカルにのみインス
トールできます。

• Windows Vista、Windows 7、またはWindows Server 2008システムにクライアントをリ
モートでインストールするときは、次のいずれかのアカウントを使用する必要がありま
す。

• リモートシステム上の組み込み管理者アカウント。このアカウントは、管理者承認
モードを無効にした状態で有効にしておく必要があります。

• ドメインユーザーアカウント。このアカウントは、リモートシステムのローカル管理者
ユーザーグループのメンバーです。

推奨事項

Data Protector 6.20のインストールを開始するにあたって、各Windowsクライアント上に
Microsoft Installer (MSI) 2.0がインストールされていることを確認してください。MSIのバー
ジョンが古い場合は、Data Protectorセットアッププログラムにより、自動的にバージョン
2.0にアップグレードされます。この場合、Data Protectorによって、アップグレードの最後
の段階でMSIがアップグレードされたことが通知されます。MSIがアップグレードされた場
合は、システムを再起動することを強く推奨します。個々のWindowsオペレーティングシス
テムに対するMicrosoft Installer 2.0の前提条件については、Microsoft Supportにお問い
合わせください。

MSIの古いバージョンでData Protectorのインストールを開始した場合は、Data Protector
セットアッププログラムにより、自動的にバージョン2.0にアップグレードされます。ただし、
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アップグレードを有効にするには、システムを再ブートする必要があります。システムの再
ブートが完了したら、インストールを初めからやり直してください。

自動ディザスタリカバリモジュール

ディザスタリカバリの準備を自動実行するには、自動ディザスタリカバリで復旧したいクラ
イアント、および拡張ディザスタリカバリ用のDR CD ISOイメージを準備するシステムに、
自動ディザスタリカバリコンポーネントをインストールする必要があります。

クラスター対応クライアント

クラスター対応クライアントをインストールする場合は、上記以外にも必要となる前提条件
があります。詳細は、「クラスター対応クライアントのインストール」（204ページ）を参照して
ください。

Install手順を開始する前に、どのコンポーネントをクライアントシステムにインストールする
かを決定しておいてください。Data Protectorソフトウェアコンポーネントのリストと説明は、
「Data Protectorコンポーネント」（76ページ）を参照してください。

ローカルインストール

Windowsクライアントは、WindowsインストールDVD-ROMからローカルにインストールする
ことができます。以下の手順に従ってください。

1. WindowsインストールDVD-ROM

Windows Vista、Windows 7、およびWindows Server 2008システムの場合は、[ユー
ザーアカウント制御]ダイアログボックスが表示されます。[続行]をクリックしてインス
トールを続けます。

2. HP Data Protectorウィンドウで[インストールData Protector]を選択し、Data Protector
のセットアップ用ウィザードを開始します。

3. セットアップ用ウィザードの指示に従って操作を行い、ライセンス契約を十分にお読
みください。記載内容に同意する場合は、[Next]をクリックして次に進みます。

4. [Installatoin Type]ページで、[Client]を選択します。Itaniumクライアントの場合は、
自動的にタイプが選択されます。
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5. Cell Managerの名前を入力します。詳細については、図18（95ページ）を参照してく
ださい。

Cell Managerでデフォルトポート番号5555以外の番号を使用する場合は、ポート番
号を変更します。[Check response...]をクリックすると、Cell Managerがアクティブかど
うかと、選択したポート番号が使用されているかどうかをテストできます。

[Next]をクリックします。

図 18 Cell Managerの選択

6. Data Protectorをデフォルトフォルダにインストールする場合には、[Next]をクリックし
ます。

それ以外の場合は、[Change]をクリックして[Change Current Destination Folder]ペー
ジを開き、パスを入力します。

7. Install対象のData Protectorコンポーネントを選択します。

その他のData Protectorコンポーネントの詳細は、「Data Protectorコンポーネント」
（76ページ）を参照してください。

[Next]をクリックします。
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8. Data ProtectorによってシステムにWindowsファイアウォールが検出されると、
[Windows Firewall configuration]ページが表示されます。Data Protectorのセットアッ
ププログラムによって、必要なすべてのData Protector実行可能ファイルが登録され
ます。デフォルトでは、[Initially, enable newly registered Data Protector binaries to
open ports as needed]オプションが選択されています。この時点で、Data Protector
によってポートがオープンされないようにするには、オプションを選択解除します。た
だし、Data Protectorを適切に機能させるには、実行可能ファイルを有効にする必要
があります。

[Next]をクリックします。

9. コンポーネント選択サマリーページが表示されます。[Install]をクリックして、選択した
コンポーネントをインストールします。

図 19 コンポーネント選択サマリーページ

ネットワークへのData Protectorのインストール96



10. Installステータスのページが表示されます。[Next]をクリックします。

図 20 インストールサマリーページ

11. セットアップ後すぐにData Protectorを起動するには、[Launch Data Protector
Manager]を選択します。

『HP Data Protector製品案内、ソフトウェアノート、リファレンス』を表示するに
は、[Open the Product Announcements]を選択します。

[Finish]をクリックします。

Windowsシステムへのバックアップデバイスの接続

Media Agentコンポーネントのインストール後は、バックアップデバイスをWindowsシステム
に接続できます。以下の手順に従ってください。

1. 利用可能なSCSIアドレスを確認し、接続するバックアップデバイスのドライブおよび
制御デバイス(ロボティクス)に割り当てるSCSIアドレスを決定します(なおWindows上
では、SCSIアドレスのことをSCSIターゲットIDと呼びます)。詳細については、
「Windowsシステム上の未使用のSCSIターゲットIDの取得」（415ページ）を参照してく
ださい。

2. まだ使用されていないSCSIターゲットIDを、ドライブおよび制御デバイス(ロボティ
クス)に割り当てます。デバイスの種類にもよりますが、通常はターゲットIDをデバイス
上のスイッチで設定できます。詳細は、使用するデバイスのマニュアルを参照してく
ださい。

サポート対象のデバイスの詳細は、http://www.hp.com/support/manualsも参照し
てください。
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3. コンピュータの電源を切り、バックアップデバイスを本体に接続します。

4. デバイスとコンピュータの電源を順に投入し、ブート処理が完了するまで待ちます。

5. 新しいバックアップデバイスがシステムによって正しく認識されていることを確認しま
す。Data_Protector_home\binディレクトリからdevbra -devコマンドを実行してくだ
さい。

画面に表示されたリストに新しいデバイスが含まれていることを確認します。devbra
-devコマンドの出力例を以下に示します。

• 使用しているデバイスのテープドライバがロードされている場合。

HP:C1533A

tape3:0:4:0

DDS

...

1行目はデバイスの仕様を表し、2行目はデバイスファイル名を示します。

この例の場合、ドライブインスタンス番号3のHP DDSテープデバイスがSCSIバス
0に接続されており、SCSIターゲットID 4およびLUN番号0が割り当てられていま
す。

• 使用しているデバイスのテープドライバがロードされていない場合。

HP:C1533A

scsi1:0:4:0

DDS

...

1行目はデバイスの仕様を表し、2行目はデバイスファイル名を示します。

この例の場合、HP DDSテープデバイスがSCSIバス0上のSCSIポート1に接続さ
れており、テープドライブにSCSIターゲットID 4およびLUN番号0が割り当てられ
ています。

デバイスのネイティブテープドライバをロードまたはアンロードする方法は、「Windowsで
のテープドライバおよびロボティクスドライバの使用」（397ページ）を参照してください。デ
バイスファイル名の作成方法は、「Windows上でのデバイスファイル(SCSIアドレス)の作成」
（400ページ）を参照してください。

この次に行う作業

クライアントコンポーネントをインストールし、バックアップデバイスを接続したら、バックアッ
プデバイスおよびメディアプールを構成します。オンラインヘルプの索引「構成、バック
アップデバイス」を参照して、構成タスクの詳細をご確認ください。
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HP-UXクライアントのインストール

HP-UXクライアントは、HP-UX用またはSolaris/Linux用インストールDVD-ROMを使って
ローカルにインストールすることも、UNIX用のインストールサーバーを使ってリモートでイ
ンストールすることもできます。

Install手順を開始する前に、どのコンポーネントをクライアントシステムにインストールする
かを決定しておいてください。Data Protectorソフトウェアコンポーネントのリストと説明は、
「Data Protectorコンポーネント」（76ページ）を参照してください。

前提条件

• システム要件、ディスクスペース要件、サポートされているプラットフォーム、プロセッ
サとData Protectorコンポーネントについては、『HP Data Protector製品案内、ソ
フトウェアノート、リファレンス』を参照してください。

• この時点で、Cell ManagerおよびUNIX用のインストールサーバーをネットワーク上に
インストールしておく必要があります。まだインストールしていない場合は、「Data
Protector Cell Manager (CM)およびCell Manager (IS)のインストール」（44ページ）の
説明にしたがってインストールしてください。

• Installを実行するには、rootユーザーによるアクセスか、またはrootユーザーの権限
付きのアカウントが必要です。

• Java GUIクライアントの場合、Java実行時環境のサポート対象バージョンが必要です。
『HPData Protector製品案内、ソフトウェアノート、リファレンス』、または最新のサ
ポート一覧(http://www.hp.com/support/manuals)を参照してください。

ローカルインストール

お使いの環境にUNIX用のインストールサーバーがない場合は、HP-UX用または
Solaris/Linux用インストールDVD-ROMを使用して、ローカルインストールを行う必要があ
ります。この手順については、「UNIXおよびMac OS Xクライアントのローカルインストー
ル」（146ページ）を参照してください。

ローカルインストール後には、クライアントシステムをセルに手作業でインポートする必要
があります。「セルへのクライアントのインポート 」（213ページ）も参照してください。

リモートインストール

UNIXクライアントソフトウェアは、Data Protectorグラフィカルユーザーインタフェースを
使ってUNIX用のインストールサーバーからリモートにインストールできます。ソフトウェア
のリモートインストール手順は、「Data Protectorクライアントのリモートインストール」（82
ページ）を参照してください。

リモートインストールが終了すると、クライアントシステムは自動的にData Protectorセルの
メンバーになります。
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クライアントにMedia Agentをインストールしたら、バックアップデバイスをシステムに物理
的に接続しなければなりません。また、デバイスの種類に応じた適切なデバイスドライバ
がカーネルに組み込まれているかどうかを確認するため、バックアップの実行前にカーネ
ルの構成をチェックしておかなければなりません。

クラスター対応クライアント

クラスター対応クライアントをインストールする場合は、上記以外にも必要となる前提条件
があります。詳細は、「クラスター対応クライアントのインストール」（194ページ）を参照して
ください。

HP-UXのカーネル構成のチェック

HP System Administration Manager (SAM)ユーティリティを使って、HP-UX 11.x上
のカーネルの構成をチェックおよびビルドするには、以下の手順に従ってください。なお、
カーネルを手作業でビルドする手順は、「HP-UX上のSCSIロボティクス構成」（401ページ）
を参照してください。

HP System Administration Manager (SAM)ユーティリティを使ってカーネルをビルド
するには、以下の手順に従ってください。

1. rootユーザーとしてログインし、端末を開いてsamと入力します。

2. [System Administration Manager]ウィンドウで[Kernel Configuration]と[Drivers]を順
にダブルクリックします。
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3. [Kernel Configuration]ウィンドウで、以下の条件が満たされていることを確認します。

• 使用するデバイスのドライバがインストール済みドライバのリストに含まれているこ
と。図21（101ページ）を参照してください。目的のドライバがリストに含まれていな
い場合は、/usr/sbin/swinstallユーティリティを使ってインストールする必要
があります。たとえば、次のものが必要です。

• テープデバイスにはテープデバイスドライバが必要です。システムにテープ
デバイスを接続する場合は、適切なテープデバイスドライバがインストールさ
れていることを確認してください。たとえばstapeドライバはDLTやLTOなどの
汎用的なSCSIテープドライブで使用され、tape2ドライバはDDSデバイスで使
用されます。

• テープライブラリデバイスのロボティクスを制御するには、使用するハードウェ
アに応じて、SCSIパススルードライバ(sctlまたはspt)か、オートチェンジャロ
ボティクスドライバ(schgr)が必要です。

詳細は、「HP-UX上のSCSIロボティクス構成」（401ページ）を参照してくださ
い。

図 21 [Kernel Configuration]ウィンドウ

• [Current State]列でドライバのステータスが[In]に設定されていることを確認しま
す。ステータスが[Out]に設定されている場合は、以下の操作を行ってください。

1. リスト内のドライバを選択します。[Actions]をクリックして[Add Driver to Kernel]
を選択します。[Pending State]列のステータスが[In]に変化したことを確認
します。

これを、[Current State]列が[In]に設定されている各ドライバに対して繰り返
します。
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2. [Actions]をクリックして[Create a New Kernel]を選択し、変更内容を確定し
ます。これにより、[Pending Kernel]のラベルが[Current Kernel]に変化しま
す。ただし、システムを再起動する必要があります。

必要なドライバをカーネルに組み込んだら、以下の手順に従って、バックアップデバイス
をコンピュータに接続してください。

HP-UXシステムへのバックアップデバイスの接続

1. ドライブおよび制御デバイス(ロボティクス)に割り当てるSCSIアドレスを決定します。
システムコマンドの/usr/sbin/ioscan -fを使います。

詳細は、「HP-UX上の未使用のSCSIアドレスの取得」（408ページ）を参照してくださ
い。

2. デバイスのSCSIアドレスを設定します。デバイスの種類にもよりますが、通常はSCSI
アドレスをデバイス上のスイッチで設定できます。詳細は、使用するデバイスのマニュ
アルを参照してください。

サポート対象のデバイスの詳細は、http://www.hp.com/support/manualsを参照し
てください。

3. デバイスをコンピュータに接続し、デバイスとコンピュータの電源を順に投入します。
ブート処理が完了するまで待ちます。通常、デバイスファイルは、ブート処理中に生
成されます。

4. 新しいバックアップデバイスがシステムによって正しく認識されていることを確認しま
す。ioscanユーティリティを以下のコマンドで実行してください。

/usr/sbin/ioscan -fn

このコマンドを実行すると、接続されている各バックアップデバイスに対するデバイス
ファイルのリストが表示されます。デバイスファイルがブート時に自動生成されない場
合は、手作業でデバイスファイルを作成する必要があります。詳細については、
「HP-UX上のデバイスファイルの作成」（406ページ）を参照してください。

Install手順が完了し、バックアップデバイスが正しくシステムに接続されたら、オンライン
ヘルプの索引「構成、バックアップデバイス」を参照して、デバイスおよびメディアプール
またはData Protectorのその他の構成タスクの詳細を確認してください。

Solaris用クライアントのインストール

Solarisクライアントは、HP-UX用またはSolaris/Linux用インストールDVD-ROMを使って
ローカルにインストールすることも、UNIX用のインストールサーバーを使ってリモートイン
ストールすることもできます。
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Install手順を開始する前に、どのコンポーネントをクライアントシステムにインストールする
かを決定しておいてください。Data Protectorソフトウェアコンポーネントのリストと説明は、
「Data Protectorコンポーネント」（76ページ）を参照してください。

前提条件

• システム要件、ディスクスペース要件、サポートされているプラットフォームとData
Protectorコンポーネントについては、『HP Data Protector製品案内、ソフトウェア
ノート、リファレンス』を参照してください。

• この時点で、Cell ManagerおよびUNIX用のインストールサーバーをネットワーク上に
インストールしておく必要があります。手順については、「Data Protector Cell Manager
(CM)およびCell Manager (IS)のインストール」（44ページ）を参照してください。

• Solarisクライアントをインストールするには、rootユーザーによるアクセスか、またはroot
権限付きのアカウントが必要です。

• Java GUIクライアントの場合、Java実行時環境のサポート対象バージョンが必要です。
『HPData Protector製品案内、ソフトウェアノート、リファレンス』、または最新のサ
ポート一覧(http://www.hp.com/support/manuals)を参照してください。

ローカルインストール

お使いの環境にUNIX用のインストールサーバーがない場合は、HP-UX用または
Solaris/Linux用インストールDVD-ROMを使用して、ローカルインストールを行う必要があ
ります。手順については、「UNIXおよびMac OS Xクライアントのローカルインストール」（146
ページ）を参照してください。

リモートインストール

UNIXクライアントソフトウェアは、Data Protectorグラフィカルユーザーインタフェースを
使ってUNIX用のインストールサーバーからリモートにインストールできます。ソフトウェア
のリモートインストール手順は、「Data Protectorクライアントのリモートインストール」（82
ページ）を参照してください。

注記：

ユーザーインタフェースコンポーネント(グラフィカルユーザーインタフェースとコマ
ンドラインインタフェースが含まれる)を使用する場合は、事前に環境変数を更新する
必要があります。詳細は、「環境変数の設定」（53ページ）を参照してください。

Solaris 2.6クライアントにユーザーインタフェースをインストールした場合、コマンドラ
インインタフェースのみを使用できます。

クライアントコンポーネントのインストールが完了したターゲットシステムは、自動的にData
Protectorセルに追加されます。
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重要：

Data Protectorは、たとえば次のようなリンクディレクトリにインストールすることがで
きます。

/opt/omni/ -> /prefix/opt/omni/

/etc/opt/omni/ -> /prefix/etc/opt/omni/

/var/opt/omni/ -> /prefix/var/opt/omni/

このようにする場合は、インストール前にリンクを作成しておき、インストール先ディレ
クトリが存在することを確認しておかなければなりません。

クラスター対応クライアント

クラスター対応クライアントをインストールする場合は、上記以外にも必要となる前提条件
があります。詳細は、「クラスター対応クライアントのインストール」（207ページ）を参照して
ください。

インストール後の構成

構成ファイル

クライアントシステムにMedia Agentコンポーネントをインストールした後は、使用するデバ
イスの種類に応じて、構成ファイル(/kernel/drv/st.conf)の内容をチェックする必要が
あります。

• Exabyteデバイス(8 mm)を使用する場合は、/kernel/drv/st.confファイルの内容を
変更する必要はありません。

• HP DATデバイス(4 mm)を使用する場合は、/kernel/drv/st.confファイルに以下
の行を追加してください。

tape-config-list =

"HP HP35470A", "HP DDS 4mm DAT", "HP-data1", "HP HP35480A", "HP DDS-DC
4mm DAT", "HP-data1", "HP C1533A", "HP DDS2 4mm DAT", "HP-data2", "HP
C1537A", "HP DDS3 4mm DAT", "HP-data3", "HP C1553A", "HP DDS2 4mm
DATloader", "HP-data2", "HP C1557A", "HP DDS3 4mm DATloader", "HP-data3";
HP-data1 = 1,0x34,0,0x8019,3,0x00,0x13,0x03,2; HP-data2 =
1,0x34,0,0x8239,4,0x0,0x13,0x24,0x3,3; HP-data3 =
1,0x34,0,0x8239,4,0x0,0x13,0x24,0x3,3;
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重要：

これらのHPデータエントリは、HPのサポートで通常推奨しているデフォルトエントリと
は異なっています。これらの行は必ず上に示したとおりに記述してください。記述に
誤りがあると、そのドライブをData Protectorで使用できなくなります。

• DLT、DLT1、SuperDLT、LTO1、LTO2、およびSTK9840デバイスを使用する場合
は、/kernel/drv/st.confファイルに以下の行を追加してください。

tape-config-list =

"HP Ultrium 1-SCSI", "HP Ultrium 1-SCSI", "LTO-data", "HP
Ultrium 2-SCSI", "HP_LTO", "HP-LTO2", "DEC DLT2000",
"Digital DLT2000", "DLT2k-data", "Quantum DLT4000","Quantum
DLT4000", "DLT4k-data", "QUANTUM DLT7000", "Quantum DLT7000",
"DLT7k-data", "QUANTUM DLT8000", "Quantum DLT8000", "DLT8k-data",
"HP C9264CB-VS80","HP DLT vs80 DLTloader","HP_data1"
"QUANTUM SuperDLT1", "QUANTUM SuperDLT", "SDLT-data",
"TANDBERGSuperDLT1", "TANDBERG SuperDLT", "SDL-data", "STK
9840", "STK 9840", "CLASS_9840";

DLT2k-data =
1,0x38,0,0x8639,4,0x17,0x18,0x80,0x81,3; DLT4k-data =
1,0x38,0,0x8639,4,0x17,0x18,0x80,0x81,3; DLT7k-data =
1,0x38,0,0x8639,4,0x82,0x83,0x84,0x85,3; DLT8k-data =
1,0x77,0,0x1D639,4,0x84,0x85,0x88,0x89,3; HP_data1 =
1,0x3a,0,0x8639,4,0x40,0x86,0x87,0x7f,0; LTO-data =
1,0x7a,0,0x1d679,4,0x00,0x00,0x00,0x40,3; HP-LTO2 =
1,0x7a,0,0xd639,4,0x00,0x00,0x00,0x42,3; SDLT-data =
1,0x79,0,0x8639,4,0x90,0x91,0x90,0x91,3; CLASS_9840 =
1,0x78,0,0x1d679,1,0x00,0;

• HP StorageWorks 12000e (48AL)オートローダー(HP C1553A)を使用する場合は、/
kernel/drv/st.confファイル内のHPデータエントリに加えて、以下のエントリを追加
してください。

name="st" class="scsi" target=ID lun=0; name="st" class="scsi" target=ID lun=1;

IDの箇所にオートローダーのSCSIアドレスを指定し、オートローダーのオプション番
号スイッチを5に設定します(このスイッチは、デバイスの背面パネルにあります)。さら
に、デバイスのDIPスイッチの設定を11111001に変更します(これらのスイッチは、オー
トローダーの底面から操作できます)。
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注記：

HP StorageWorks 12000eライブラリには、ピッカーデバイス専用のSCSI IDはありま
せんが、同じSCSI IDからデータドライブアクセスコマンドとピッカーコマンドの両方を
受け付けるようになっています。ただし、データドライブアクセスコマンドはSCSI lun=0
にリダイレクトし、ピッカーコマンドはSCSI lun=1にリダイレクトする必要があります。

他のすべてのデバイスについて、st.confファイルに必要なエントリがあるかどうか、
st.conf.templテンプレートファイル(/opt/omni/sptにあります)をチェックします。これは
単なるテンプレートファイルであり、st.confファイルの代用となるものではありません。

• Solaris上でSCSIパススルードライバとともにSCSIエクスチェンジャデバイスを使用する
場合は、SCSIパススルードライバをまず最初にインストールしてから、SCSIデバイスを
インストールする必要があります。

SCSIパススルードライバをインストールするには、以下の手順に従ってください。

1. sstモジュールを/usr/kernel/drv/sparcv9ディレクトリにコピーし、構成ファイ
ルsst.confを/usr/kernel/drvディレクトリにコピーします。以下のコマンドを実
行してください。

32ビット版Solarisの場合:

$cp /opt/omni/spt/sst /usr/kernel/drv/sst

$cp /opt/omni/spt/sst.conf /usr/kernel/drv/sst.conf

64ビット版Solarisの場合:

$cp /opt/omni/spt/sst.64bit /usr/kernel/drv/sparcv9/sst

$cp /opt/omni/spt/sst.conf /usr/kernel/drv/sst.conf

2. /etc/devlink.tabファイルに以下の行を追加します。

重要：

/etc/devlink.tabファイルの編集には、スペース文字を使用しないでく
ださい。タブ文字のみを使用してください。

“type=ddi_pseudo;name=sst;minor=character rsst\A1”

この行を追加すると、devlinks(1M)によって、/dev/rsstX (XはSCSIターゲット番
号)形式の名前のデバイスへのリンクが生成されます。
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3. 以下のコマンドを入力して、システムにドライバをインストールします。

add_drv sst

4. ここまでの段階で、SCSIデバイスをインストールする準備は完了です。インストー
ルを開始する前に、各ドライブおよびエクスチェンジャデバイスのロボティクス(ピッ
カー)に正しいSCSIアドレスを割り当てておく必要があります。選択するアドレス
は、システム上の他のデバイスに使用されていないものでなければなりません。

SCSI構成をチェックするには、最初に以下のコマンドを入力してシステムをシャッ
トダウンします。

shutdown -i0

次にokプロンプトからprobe-scsi-allコマンドを実行して、割り当て済みのアド
レスをチェックします。

ok probe-scsi-all

チェックが完了したら、以下のコマンドでシステムを再起動します。

ok boot -r

SCSIデバイスをインストールするには、以下の手順に従ってください。

a. /kernel/drv/st.confを編集し、割り当てたSCSIポートを使用するようにデ
バイスのドライブパラメータを構成します。詳細は、デバイスのマニュアルを
参照してください。

なお、ここでは、SCSIポート5をSCSIドライブに割り当て、SCSIポート4をADIC
SCSI制御デバイス(ピッカー)に割り当てて、ADIC-VLS DLTデバイスをセッ
トアップする場合を想定しています。

例

tape-config-list =“DEC DLT2000", "ADIC DLTDlib”,"ADIC2000-data";
ADIC2000-data = 1,0x38,0,0x8639,4,0x17,0x18,0x80,0x81,3;
name=”st”class= “scsi” target=5 lun=0; name=”st” class= “scsi”
target=4 lun=0;

上の例に示されたデータは、

/kernel/drv/st.confファイルになければなりません。

b. /usr/kernel/drv/sst.confファイルを編集して、割り当てたSCSIポート4を
使用するようにADIC SCSI制御デバイスをセットアップします。ADICドライブ
に関して以下のデータを/usr/kernel/drv/sst.confファイルに追加しま
す。

name=”sst” class= “scsi” target=4 lun=0;
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/kernel/drv/st.confファイルおよび/usr/kernel/drv/sst.confファイルを変更し終
えたら、システムにバックアップデバイスを接続する準備が完了したことになります。

Solarisシステムへのバックアップデバイスの接続

Solarisシステムにバックアップデバイスを接続するには、以下の手順に従ってください。

1. reconfigureファイルを作成します。

touch /reconfigure

2. 次に、$shutdown -i0コマンドを入力してシステムをシャットダウンし、コンピュータの
電源を切ってから、デバイスをSCSIバスに物理的に接続します。選択したSCSIアド
レスが他のデバイスに使用されていないことをチェックしてください。

サポート対象のデバイスの詳細は、http://www.hp.com/support/manualsを参照し
てください。

注記：

Data Protectorは、Solarisシステム上ではクリーニングテープを自動認識し
ません。HP StorageWorks 12000e (48AL)デバイスで使用されているクリー
ニングテープをData Protectorが検出して挿入した場合は、テープドライバ
は未定義の状態となり、システムの再ブートが必要になります。Data
Protectorがクリーニングテープのロード要求を出した場合は、手作業でロー
ドしてください。

3. コンピュータの電源を投入し、ブート処理の途中でStop-Aキーを押して、ブート処理
を中断させます。okプロンプトにコマンドをprobe-scsi-allと入力して、新しいデバ
イスが正しく認識されているかどうかを確認します。

ok > probe-scsi-all

次に

ok > go

と入力して操作を続行します。
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4. この時点で、デバイスが正しく動作していることを確認します。ドライブのデバイスファ
イルは/dev/rmtディレクトリに格納する必要があり、SCSI制御デバイス(ピッカー)の
デバイスファイルは/devディレクトリに格納する必要があります。

注記：

Solarisシステム上では(特に64ビット版Solarisの場合は)、SCSI制御デバイ
ス(ピッカー)へのリンクが自動的に生成されないことがあります。この場合
はシンボリックリンクを作成してください。以下に例を示します。ln -s /
devices/pci@1f,4000/scsi@3,1/sst@4,1:character /dev/rsst4

デバイスの動作は、Data Protectorのumaユーティリティで確認できます。前に例示し
たSCSIエクスチェンジャデバイス(SCSIポート4を使用)のピッカーの動作をチェックす
るには、以下のように入力します。

echo “inq”|/opt/omni/lbin/uma -ioctl /dev/rsst4

ピッカーは、SCSI-2デバイスライブラリとして動作しなければなりません。ライブラリ
は、強制的に初期化することでチェックできます。以下のコマンドを入力してくださ
い。

echo “init”|/opt/omni/lbin/uma -ioctl /dev/rsst4

Berkeleyスタイルのデバイスファイルを必ず使用してください。この例の場合、エクスチェ
ンジャドライブには、/dev/rmt/0hではなく/dev/rmt/ohbを使用し、SCSI制御デバイス
(ピッカー)には/dev/rsst4を使用する必要があります。

この次に行う作業

Install手順が完了し、バックアップデバイスが正しくSolarisクライアントに接続されたら、オ
ンラインヘルプの索引 「構成、バックアップデバイス」を参照して、バックアップデバイス、
メディアプール、またはその他の構成タスクの詳細を確認してください。

Linuxクライアントのインストール

Linuxクライアントシステムは、HP-UX用またはSolaris/Linux用インストールDVD-ROMを
使ってローカルにインストールすることも、UNIX用のインストールサーバーを使ってリモー
トインストールすることもできます。

Install手順を開始する前に、どのコンポーネントをクライアントシステムにインストールする
かを決定しておいてください。Data Protectorソフトウェアコンポーネントのリストと説明は、
「Data Protectorコンポーネント」（76ページ）を参照してください。
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前提条件

• システム要件、ディスクスペース要件、サポートされているプラットフォームとData
Protectorコンポーネントについては、『HP Data Protector製品案内、ソフトウェア
ノート、リファレンス』を参照してください。

• この時点で、Cell ManagerおよびUNIX用のインストールサーバーをネットワーク上に
インストールしておく必要があります。この手順については、「Data Protector Cell
Manager (CM)およびCell Manager (IS)のインストール」（44ページ）を参照してくださ
い。

• rpmユーティリティをインストールして、セットアップしておく必要があります。その他の
パッケージングシステム(debなど)はサポートされていません。

• Java GUIクライアントの場合、Java実行時環境のサポート対象バージョンが必要です。
『HPData Protector製品案内、ソフトウェアノート、リファレンス』、または最新のサ
ポート一覧(http://www.hp.com/support/manuals)を参照してください。

• Data Protectorコンポーネントをリモートシステムにインストールする場合は、リモート
システム上で以下の前提条件を満たしている必要があります。

• inetdまたはxinetdサービスが実行またはセットアップされ、Data Protectorが開
始可能である。

• sshサービス、またはsshがインストールされていない場合にはrexecサービスが有
効になっている。

• カーネルがSCSIデバイス(SCSI support、SCSI tape support、SCSI generic
supportの各モジュール)をサポートしていることを確認してください。パラメータProbe
all LUNa on each SCSI deviceは省略可能です。

LinuxカーネルでのSCSIサポートの詳細は、お使いのLinuxディストリビューションまた
はLinuxカーネルのマニュアルを参照してください。

注記：

オリジナルのData Protector GUIがサポートされていないCell Managerのプラットフォー
ムでは、Data Protector Java GUIを使用するか、オリジナルのData Protector GUIが
サポートされているシステムにインストールできます。新しいCell Manager上にリモー
トユーザーアカウントを作成するには、omniusersコマンドを使用します。これにより、
Data Protector GUIをインストールした任意のシステム上でこのユーザーアカウント
を使ってGUIを起動し、新しいCell Managerに接続できます。詳細はomniusersのマン
ページを参照してください。
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注記：

Data Protectorはデフォルトでポート番号5555を使用します。 そのため、このポート
番号が他のプログラムで使われていないことを確認する必要があります。一部の
Linuxバージョンでは、このポート番号が別の目的で使われています。

ポート番号5555がすでに使われている場合は、Data Protectorで使えるようにこの
ポート番号を空けるか、あるいは、デフォルトのポート番号を未使用の番号に変更し
てください。「Data Protectorのデフォルトのポート番号の変更」（388ページ）を参照し
てください。

MC/ServiceGuardクラスター

MC/ServiceGuardクラスターの場合は、Data Protectorエージェント(Disk Agent、Media
Agent)を、共有ディスク上ではなく、各クラスターノード(ローカルディスク)上に個別にイ
ンストールしなければなりません。

Installが終了したら、仮想ホスト(アプリケーションパッケージ)をクライアントとしてセルにイ
ンポートする必要があります。そのため、アプリケーションパッケージ(Oracleなど)はクラス
ター上で、クラスターの仮想IPを使って実行されていなければなりません。クライアントを
インポートする前に、cmviewcl -vコマンドを使用して、この点をチェックしてください。

インストールサーバーのインストールにパッシブノードを使用できます。

Novell Open Enterprise Server (OES)

Novell OESシステムの場合は、Data ProtectorによってOES対応のDisk Agentが自動的
にインストールされます。ただし、次のようなNovell OES固有の状況がいくつかあります。

• Novell OESを32ビットSUSE Linux Enterprise Server 9.0 (SLES)にインストールする場
合は、Data Protector Linuxクライアントをシステムにインストールした後に、Data
Protectorクライアントもアップグレードする必要があります。

アップグレード処理中に、新しいNovell OES対応Disk Agentがクライアントシステムに
リモートでインストールされます。

• Novell OESコンポーネントをSLESから削除する場合は、Data Protectorクライアントを
再インストールする必要があります。

ローカルインストール

お使いの環境にUNIX用のインストールサーバーがない場合は、HP-UX用または
Solaris/Linux用インストールDVD-ROMを使用して、ローカルインストールを行う必要があ
ります。この手順については、「UNIXおよびMac OS Xクライアントのローカルインストー
ル」（146ページ）を参照してください。
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リモートインストール

Linuxクライアントシステムは、UNIX用のインストールサーバーからLinuxシステムにData
Protectorコンポーネントを配布することにより、リモートでインストールできます。この操作
には、Data Protectorグラフィカルユーザーインタフェースを使用します。ソフトウェア配布
手順の詳細は、「Data Protectorクライアントのリモートインストール」（82ページ）を参照し
てください。

クライアントコンポーネントのインストールが完了したターゲットシステムは、自動的にData
Protectorセルに追加されます。

リモートインストールのトラブルシューティング

Linuxクライアントシステムへのリモートインストール中に問題が発生した場合は、rootア
カウントに、execサービスまたはshellサービスを使ってシステムにアクセスする権限があ
るかどうかを確認します。以下の手順に従ってください。

1. /etc/xinetd.confを編集します。execサービスとshellサービスの定義を見つけ、
これらの2つのサービスの定義に次の行を追加します。

server_args = -h

以下に例を示します。

service shell { socket_type = stream
protocol = tcp wait = no user = root server = /usr/sbin/in.rshd server_args =
-L -h } service exec { socket_type = stream protocol = tcp wait = no user =
root server = /usr/sbin/in.rexecd server_args = -h }

注記：

一部のLinuxディストリビューションでは、これらのサービスが/etc/xinetd.d
ディレクトリ内の個別のファイル内に構成されていることがあります。この場
合は、適切なファイル(/etc/xinetd.d/rexecおよび/etc/xinetd.d/rsh)を
探して、上記の変更を行ってください。

2. HUPシグナルを使用して、inetdプロセスを停止します。

kill -HUP $(ps ax|grep inet|grep -v grep|cut -c1-6)

3. ~root/.rhostsファイルを作成して次のエントリを追加します。
my_installation_server root これにより、インストールサーバーから管理アクセ
スが可能になります。

Data Protectorのインストールが終了したら、このエントリを-root/.rhostsファイルから削
除し、-hフラグを/etc/xinetd.confファイル(Red Hat Enterprise Linuxの場合は/etc/
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inetd.confファイル)から削除してもかまいません。その後、手順ステップ 2（112ページ）
のkillコマンドを繰り返します。

詳細は、rexecd(8)、rexec(3)、rshd(8)、rsh(1)、pam(8)のマンページを参照してください。
問題が発生した場合は、「UNIXおよびMac OS Xクライアントのローカルインストール」（146
ページ）を参照してください。

Linuxシステムへのバックアップデバイスの接続

LinuxクライアントにMedia Agentコンポーネントをインストールした後は、以下の手順に
従って、システムにバックアップデバイスを接続してください。

1. cat /proc/scsi/scsiコマンドを実行して、ドライブおよび制御デバイス(ロボティク
ス)用に使用可能なSCSIアドレスを調べます。

2. デバイスのSCSIアドレスを設定します。デバイスの種類にもよりますが、通常SCSIア
ドレスはデバイス上のスイッチで設定できます。詳細は、使用するデバイスのマニュ
アルを参照してください。

サポート対象のデバイスの詳細は、http://www.hp.com/support/manualsを参照し
てください。

3. デバイスをコンピュータに接続し、デバイスとコンピュータの電源を順に投入して、
ブート処理が完了するまで待ちます。ブート処理中にデバイスファイルが生成されま
す。(RedHat Linuxの場合は、コンピュータに新しいデバイスを接続すると、ブート処
理中にアプリケーションKudzuが起動されます。任意のキーを押してアプリケーショ
ンを開始し、[Configure]ボタンをクリックしてください。

4. 新しいバックアップデバイスをシステムが正しく認識しているかどうかを検証するた
め、cat /proc/scsi/scsiを実行し、次に、dmesg |grep scsiを実行します。接続
されている個々のバックアップデバイスについて、デバイスファイルが一覧表示され
ます。

例

ロボティクスの場合は、dmesg |grep scsiコマンドの出力は次のようになります。

Detected scsi generic sg2 at scsi2, channel 0, id 4, lun 0, type 8

ドライブの場合は次のようになります。

Detected scsi tape st0 at scsi2, channel 0, id 5, lun 0
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5. デバイスファイルは/devディレクトリ内に生成されます。次のコマンドを実行して、デ
バイスファイルへのリンクが作成されていることを確認します。

ll /dev | grep device_file

たとえば、次のように入力してください。

ll /dev | grep sg2

このコマンドの出力は次のようになります。

lrwxrwxrwx 1 root root 3 Nov 27 2001 sg2 -> sgc

/dev/sg2はデバイスファイル/dev/sgcへのリンクです。これは、Data Protectorで使
用されるデバイスファイルが、ロボティクス用は/dev/sgc、デバイス用は/dev/st0で
あることを意味しています。ロボディクス用のデバイスファイルはsga、sgb、sgc、…
sghで、ドライブ用のデバイスファイルはst0、st1、... st7です。

この次に行う作業

Install手順が完了し、バックアップデバイスが正しくLinuxクライアントシステムに接続され
たら、オンラインヘルプの索引 「構成、バックアップデバイス」を参照して、バックアップデ
バイスおよびメディアプール、またはその他の構成タスクの詳細を確認してください。

ESX Serverクライアントのインストール

ESX Serverは、Modified Linuxオペレーティングシステムです。ESX ServerシステムにData
Protectorコンポーネントをインストールする方法については、「Linuxクライアントのインス
トール」（109ページ）を参照してください。

Mac OS Xクライアントのインストール

Mac OS Xクライアントは、HP-UX用またはSolaris/Linux用インストールDVD-ROMを使っ
てローカルにインストールすることも、UNIX用のインストールサーバーを使ってリモートイ
ンストールすることもできます。

Disk Agent(DA)のみがサポートされています。

前提条件

• システム要件、ディスクスペース要件、サポートされているOSバージョン、およびData
Protectorコンポーネントについては、『HP Data Protector製品案内、ソフトウェア
ノート、リファレンス』を参照してください。

• この時点で、Cell ManagerおよびUNIX用のインストールサーバーをネットワーク上に
インストールしておく必要があります。その手順については、「Data Protector Cell
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Manager (CM)およびCell Manager (IS)のインストール」（44ページ）を参照してくださ
い。

ローカルインストール

お使いの環境にUNIX用のインストールサーバーがない場合は、HP-UX用または
Solaris/Linux用インストールDVD-ROMを使用して、ローカルインストールを行う必要があ
ります。その手順については、「UNIXおよびMac OS Xクライアントのローカルインストー
ル」（146ページ）を参照してください。

リモートインストール

Mac OS Xクライアントソフトウェアは、Data Protectorグラフィカルユーザーインタフェース
を使ってUNIX用のインストールサーバーからクライアントにインストールできます。ソフト
ウェアのリモートインストール手順の詳細は、「Data Protectorクライアントのリモートインス
トール」（82ページ）を参照してください。

クライアントコンポーネントのインストールが完了したターゲットシステムは、自動的にData
Protectorセルに追加されます。

AIXクライアントのインストール

AIXクライアントは、HP-UX用またはSolaris/Linux用インストールDVD-ROMを使ってロー
カルにインストールすることも、UNIX用のインストールサーバーを使ってリモートインストー
ルすることもできます。

Install手順を開始する前に、どのコンポーネントをクライアントシステムにインストールする
かを決定しておいてください。Data Protectorソフトウェアコンポーネントのリストと説明は、
「Data Protectorコンポーネント」（76ページ）を参照してください。

前提条件

• システム要件、ディスクスペース要件、サポートされているプラットフォームとData
Protectorコンポーネントについては、『HP Data Protector製品案内、ソフトウェア
ノート、リファレンス』を参照してください。

• この時点で、Cell ManagerおよびUNIX用のインストールサーバーをネットワーク上に
インストールしておく必要があります。手順については、「Data Protector Cell Manager
(CM)およびCell Manager (IS)のインストール」（44ページ）を参照してください。
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重要：

AIXシステムにDisk Agentコンポーネントをインストールする前に、ポートマッパーが
動作していることを確認する必要があります。/etc/rc.tcpipファイルを開き、ポート
マッパーを起動する行が以下のように記述されていることを確認してください。

start /usr/sbin/portmap “$src_running”

srcmstrデーモンが実行されている場合は、src_runningフラグは1に設定されます。
srcmstrデーモンは、System Resource Controller (SRC)です。srcmstrデーモンは、サ
ブシステムの生成と管理、サブシステムステータスに関するショートリクエストの処理、サ
ブシステムへのリクエストの送信、エラー通知の処理を行います。

IBM HACMP Cluster

IBM High Availability Cluster Multi-processing environment for AIXの場合、すべての
クラスターノードにData Protector Disk Agentコンポーネントをインストールします。クラス
ター対応アプリケーションデータベースがインストールされたクラスター環境にData
Protectorをインストールする方法については、「Data Protector統合クライアントのインス
トール」（151ページ）を参照してください。

Installが終了したら、クラスターノードと仮想サーバー(仮想環境パッケージのIPアドレス)
をData Protectorセルにインポートします。

ローカルインストール

お使いの環境にUNIX用のインストールサーバーがない場合は、HP-UX用または
Solaris/Linux用インストールDVD-ROMを使用して、ローカルインストールを行う必要があ
ります。構成手順については、「UNIXおよびMac OS Xクライアントのローカルインストー
ル」（146ページ）を参照してください。

リモートインストール

AIXクライアントソフトウェアは、Data Protectorグラフィカルユーザーインタフェースを使っ
てUNIX用のインストールサーバーからリモートにインストールできます。ソフトウェアのリ
モートインストール手順は、「Data Protectorクライアントのリモートインストール」（82ペー
ジ）を参照してください。

クライアントコンポーネントのインストールが完了したターゲットシステムは、自動的にData
Protectorセルに追加されます。
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AIXクライアントへのバックアップデバイスの接続

AIXクライアントにMedia Agentをインストールした後は、以下の作業を実行してください。

1. コンピュータをシャットダウンし、バックアップデバイスをSCSIバスに接続します。バッ
クアップデバイスに使用するSCSIアドレスが、他のデバイスに使用されていないこと
を確認してください。

サポート対象のデバイスの詳細は、http://www.hp.com/support/manualsを参照し
てください。

2. コンピュータの電源を投入し、ブート処理が完了するまで待ちます。AIXシステム管
理ツールのsmitを起動し、新しいバックアップデバイスがシステムによって正しく認
識されていることを確認します。

重要：

smitを使って、デバイスのデフォルトブロックサイズを0 (可変長ブロック)に
変更してください。

3. /devディレクトリから適切なデバイスファイルを選択し、Data Protectorバックアップデ
バイスを構成します。

重要：

巻き戻しなしのデバイスファイルのみを使用してください。たとえば、/dev/rmt0では
なく、/dev/rmt0.1を選択してください。

この次に行う作業

Install手順が完了し、バックアップデバイスが正しくAIXシステムに接続されたら、オンライ
ンヘルプの索引 「構成、バックアップデバイス」を参照して、バックアップデバイス、メディ
アプール、またはData Protectorのその他の構成タスクの詳細を確認してください。

Tru64クライアントのインストール

Tru64クライアントは、HP-UX用またはSolaris/Linux用インストールDVD-ROMを使って
ローカルにインストールすることも、UNIX用のインストールサーバーを使ってリモートイン
ストールすることもできます。
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Install手順を開始する前に、どのコンポーネントをクライアントシステムにインストールする
かを決定しておいてください。Data Protectorソフトウェアコンポーネントのリストと説明は、
「Data Protectorコンポーネント」（76ページ）を参照してください。

前提条件

• システム要件、ディスクスペース要件、サポートされているプラットフォームとData
Protectorコンポーネントについては、『HP Data Protector製品案内、ソフトウェア
ノート、リファレンス』を参照してください。

• この時点で、Cell ManagerおよびUNIX用のインストールサーバーをネットワーク上に
インストールしておく必要があります。この手順については、「Data Protector Cell
Manager (CM)およびCell Manager (IS)のインストール」（44ページ）を参照してくださ
い。

ローカルインストール

お使いの環境にUNIX用のインストールサーバーがない場合は、HP-UX用または
Solaris/Linux用インストールDVD-ROMを使用して、ローカルインストールを行う必要があ
ります。この手順については、「UNIXおよびMac OS Xクライアントのローカルインストー
ル」（146ページ）を参照してください。

リモートインストール

Tru64クライアントソフトウェアは、Data Protectorグラフィカルユーザーインタフェースを
使ってUNIX用のインストールサーバーからリモートにインストールできます。ソフトウェア
のリモートインストール手順は、「Data Protectorクライアントのリモートインストール」（82
ページ）を参照してください。

クライアントコンポーネントのインストールが完了したターゲットシステムは、自動的にData
Protectorセルに追加されます。

Tru64クラスター

すべてのターゲットシステムに対するrootパーミッションが必要です。

Data Protectorは、Tru64クラスターの共有ディスクにローカルまたはリモートにインストー
ルする必要があります。インストールを実行するには、クラスターノードのいずれかを使用
します。

Install後、クラスター仮想ホスト名および個々のノードをData Protectorセルにインポート
する必要があります。詳細な手順については、「セルへのクラスター対応クライアントのイ
ンポート」（217ページ）を参照してください。

ネットワークへのData Protectorのインストール118



Tru64クライアントへのバックアップデバイスの接続

Tru64クライアントにMedia Agentをインストールした後は、以下の作業を実施してくださ
い。

1. コンピュータをシャットダウンし、バックアップデバイスをSCSIバスに接続します。

注記：

バックアップデバイスをハードディスクドライブと同じSCSIバスに接続するこ
とは、お勧めしません。

バックアップデバイス用に選択したSCSIアドレスが、他のデバイスに使用されていな
いことを確認します。

サポート対象のデバイスの詳細は、http://www.hp.com/support/manualsを参照し
てください。

2. コンピュータの電源を投入し、ブート処理が完了するまで待ちます。新しいバックアッ
プデバイスがシステムによって正しく認識されていることを確認します。

この次に行う作業

Install手順が完了し、バックアップデバイスが正しくTru64システムに接続されたら、オン
ラインヘルプの索引 「構成、バックアップデバイス」を参照して、バックアップデバイス、メ
ディアプール、またはData Protectorのその他の構成タスクの詳細を確認してください。

SCOクライアントのインストール

SCOクライアントは、HP-UX用またはSolaris/Linux用インストールDVD-ROMを使ってロー
カルにインストールすることも、UNIX用のインストールサーバーを使ってリモートインストー
ルすることもできます。

なお、UnixWareでは、リモートインストールができません。

Install手順を開始する前に、どのコンポーネントをクライアントシステムにインストールする
かを決定しておいてください。Data Protectorソフトウェアコンポーネントのリストと説明は、
「Data Protectorコンポーネント」（76ページ）を参照してください。
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前提条件

• システム要件、ディスクスペース要件、サポートされているプラットフォームとData
Protectorコンポーネントについては、『HP Data Protector製品案内、ソフトウェア
ノート、リファレンス』を参照してください。

• この時点で、Cell ManagerおよびUNIX用のインストールサーバーをネットワーク上に
インストールしておく必要があります。この手順については、「Data Protector Cell
Manager (CM)およびCell Manager (IS)のインストール」（44ページ）を参照してくださ
い。

ローカルインストール

お使いの環境にUNIX用のインストールサーバーがない場合は、HP-UX用または
Solaris/Linux用インストールDVD-ROMを使用して、ローカルインストールを行う必要があ
ります。この手順については、「UNIXおよびMac OS Xクライアントのローカルインストー
ル」（146ページ）を参照してください。

リモートインストール

SCOクライアントソフトウェアは、Data Protectorグラフィカルユーザーインタフェースを使っ
てUNIX用のインストールサーバーからリモートにインストールできます。ソフトウェアのリ
モートインストール手順は、「Data Protectorクライアントのリモートインストール」（82ペー
ジ）を参照してください。

クライアントコンポーネントのインストールが完了したターゲットシステムは、自動的にData
Protectorセルに追加されます。

SCOシステムへのバックアップデバイスの接続

SCOクライアントシステムにMedia Agentコンポーネントをインストールした後は、以下の手
順に従って、システムにバックアップデバイスを接続してください。

1. /etc/conf/cf.d/mscsiファイルをチェックして、利用可能なSCSIアドレスを調べま
す。このファイルには、現在接続されているSCSIデバイスのリストが示されます。

サポート対象のデバイスの詳細とデバイスのマニュアルは、http://www.hp.com/
support/manualsを参照してください。

2. コンピュータをシャットダウンし、バックアップデバイスをSCSIバスに接続します。

3. コンピュータを再起動します。
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4. mkdev tapeコマンドを使用してデバイスを構成します。テープドライブデバイスのリ
ストからGeneric SCSI-1 / SCSI-2 tape driveを選択します。

注記：

UNIT IDは、mkdev tapeコマンドの実行時に表示されます。デバイスファイ
ル名を認識するには、このIDが必要となります。

5. デバイスを構成し、システムを再起動した後、/etc/conf/cf.d/mscsiファイルを
チェックし、デバイスが正しく接続されていることを確認します。

6. /devディレクトリから、適切なデバイスファイル名を選択します。

名前の末尾にデバイスのUNIT IDを付けます。UNIT IDを#とすると、nrStp#のように
指定してください。デバイスのUNIT IDは、手順ステップ 4（121ページ）で定義されて
います。図22（122ページ）では、デバイスファイル/dev/nrStp#を例に、デバイスファ
イル名について説明しています。

注意：

可変長ブロックサイズの非巻き戻しデバイスファイルのみを使用してください。tape
-s getblk /dev/nrStp#コマンドを使って、可変長ブロックサイズを確認してくださ
い。可変長ブロックサイズの値は0にする必要があります。値が0でない場合、tape
-a 0 setblk /dev/nrStp#コマンドを使用してブロックサイズの値を0に設定してくだ
さい。
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図 22 デバイスファイル名の形式

この次に行う作業

Install手順が完了し、バックアップデバイスが正しくSCOクライアントシステムに接続され
たら、オンラインヘルプの索引 「構成、バックアップデバイス」を参照して、バックアップデ
バイスおよびメディアプール、またはその他の構成タスクの詳細を確認してください。

ADIC/GRAUライブラリ用またはStorageTekライブラリ用のMedia Agent
のインストール

Data Protectorには、専用のADIC/GRAUとStorageTek ACSライブラリが用意されていま
す。 ポリシーは、Data ProtectorバックアップデバイスとしてのADIC/GRAUライブラリ ま
たはStorageTek ACSライブラリの構成に使用されます。ADIC/GRAUライブラリ内または
StorageTekライブラリ内のドライブに物理的に接続されるすべてのシステムに、Data
Protector Media Agent (General Media AgentまたはNDMP Media Agent)をインストール
する必要があります。また、マルチホスト構成の場合は、ADIC/GRAUライブラリまたは
StorageTekライブラリのロボティクスを制御するシステムにも、Data Protector Media Agent
をインストールする必要があります。なお、マルチホスト構成とは、ライブラリとドライブが互
いに別のコンピュータに接続される構成を意味します。

ADIC/GRAUライブラリでは、Media Agentソフトウェアがインストールされ、GRAU/ADIC
DAS Serverを介してライブラリロボティクスにアクセスする各システムは、DASクライアント
と呼ばれます。STK ACS用統合ソフトウェアでは、Media Agentソフトウェアがインストール
され、STK ACS Serverを介してライブラリロボティクスにアクセスする各システムは、ACS
クライアントと呼ばれます。
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注記：

StorageTekライブラリ内で使用するドライブおよびスロットの数によっては、特殊なラ
イセンスが必要になります。詳細は、第5章（309ページ）を参照してください。

ライブラリドライブの接続

Media Agentソフトウェアのインストール先のシステムにライブラリドライブを物理的に接続
します。

サポート対象のADIC/GRAUまたはSTKライブラリの詳細は、http://www.hp.com/support/
manualsを参照してください。

バックアップデバイスをシステムに物理的に接続する方法は、「HP-UXクライアントのイン
ストール」（99ページ）を参照してください。また、ADIC/GRAUライブラリまたはStorageTek
ライブラリのマニュアルも参照してください。

バックアップデバイスをサポート対象のWindowsシステムに物理的に接続する方法は、
「Windows用クライアントのインストール」（92ページ）を参照してください。また、ADIC/GRAU
ライブラリまたはStorageTekライブラリのマニュアルも参照してください。

ADIC/GRAUライブラリを使用するData Protectorクライアントの準備作業

Media Agentソフトウェアをインストールする前に、以下の手順でADIC/GRAUライブラリを
構成してください。

1. DASサーバーがOS/2をベースに稼動している場合は、Data ProtectorのADIC/GRAU
バックアップデバイスを構成する前に、DASサーバーコンピュータ上のC:\DAS\ETC\
CONFIGファイルを作成または更新してください。このファイルには、すべてのDASク
ライアントを定義する必要があります。Data Protectorの場合は、ライブラリロボティク
スを制御することが可能な各Data Protectorクライアントをファイルに定義する必要
があります。

各DASクライアントは、たとえばDP_C1のように、スペースを含まない一意のクライアン
ト名で定義されています。C:\DAS\ETC\CONFIGファイルには、たとえば、以下のよう
なリストを記述します。

client client_name = DP_C1, #
hostname = AMU,"client1" ip_address = 19.18.17.15, requests = complete, options
= (avc,dismount), volumes = ((ALL)), drives = ((ALL)), inserts = ((ALL)),
ejects = ((ALL)), scratchpools = ((ALL))
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2. ADIC/GRAU DASライブラリロボティクスへのアクセスを必要とするData Protector
Media Agentがインストールされた各Data Protectorクライアント上で、omnircファイ
ル(Windowsの場合はData_Protector_home\omnircファイル、HP-UXおよびSolaris
の場合は/opt/omni/.omnircファイル、AIXの場合は/usr/omni/omnircファイル)
を開いて以下の変数を設定します。

DAS_CLIENT DASサーバー上に定義される一意なGRAUクラ
イアント名です。たとえば、クライアントの名前が
“DP_C1”の場合、omnircファイルの該当する行
はDAS_CLIENT=DP_C1です。

DAS_SERVER DASサーバー名です。

3. ADIC/GRAUライブラリスロットの割り当て方針には、静的な割り当てと動的な割り当
ての2種類があるため、現在、そのどちらの方針が適用されているかを確認する必要
があります。割り当て方針の種類をチェックする方法は、『AMUReferenceManual』
を参照してください。

静的割り当て方針では各volserごとにスロットがあらかじめ指定されていますが、動
的割り当て方針ではスロットがランダムに割り当てられます。静的方針の場合は、以
下のようなData Protectorの構成作業が必要です。

静的割り当て方針が設定されている場合は、ライブラリのロボティクスを制御するシ
ステムに、以下のomnirc変数を追加する必要があります。

OB2_ACIEJECTTOTAL = 0

注記：

これは、HP-UXおよびWindowsに当てはまります。

ADIC/GRAUライブラリの構成に関して、さらに詳しい情報が必要な場合は、最寄り
のADIC/GRAUサポートに問い合わせるか、ADIC/GRAUのマニュアルなどを参照
してください。

ADIC/GRAUライブラリ用のMedia Agentのインストール

前提条件

Media Agentをインストールするシステムは、以下の条件を満たしている必要があります。

• ADIC/GRAUライブラリが構成済みで、実行されていること。ADIC/GRAUライブラリの
マニュアルを参照してください。
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• Data Protectorのインストールと構成が完了していること。この章の「Data Protector
Cell Manager (CM)およびCell Manager (IS)のインストール」（44ページ）を参照してく
ださい。

• DASサーバーが実行されていること。

ADIC/GRAUライブラリを制御するには、DASクライアントソフトウェアが必要です。各
DASクライアントには、DASクライアントソフトウェアをインストールする必要があります。
Data Protectorからメディアおよびデバイスに対して開始されたアクションは、DASクラ
イアントを介してDASサーバーに送信されます。さらに、ADIC/GRAUライブラリ内で、
ロボティクスの制御と、メディアの移動またはロードを受け持つ部分(AMU - AML
Management Unit)に渡されます。アクションが完了すると、DASサーバーがDASクライ
アントに応答を返します。ADIC/GRAUライブラリのマニュアルを参照してください。

• Media Agentをインストールする前に、以下の情報を用意しておく必要があります。

• DAS Server (OS/2上で実行されるアプリケーション)のホスト名。

• 対応するDAS名とともにドライブを示すリスト。取得されたドライブ名は、Data
ProtectorにADIC/GRAUドライブを構成する際に使用されます。

ADIC/GRAUシステムに対してDASクライアントがすでに定義されている場合は、
以下のいずれかのdasadminコマンドでこのリストを取得できます。

dasadmin listd2 client

dasadmin listd client

ここで、clientは予約済みのドライブを表示するDASクライアントの名前です。

dasadminコマンドは、OS/2ホスト上のC:\DAS\BINディレクトリから実行できます。
他のシステムにインストールした場合は、DASクライアントソフトウェアがインストー
ルされているディレクトリから実行できます。UNIXクライアントシステムの場合、通
常、このディレクトリは/usr/local/aci/binシステムディレクトリとなります。

• 利用可能な挿入/取り出しエリア、および、対応するフォーマット仕様のリスト。

OS/2ホスト上のAMSのグラフィカル構成(AML Management Software)では、以下
の手順で、利用可能な挿入/取り出しエリアのリストを取得できます。

1. [Admin] - [Configuration]メニューをクリックして、この構成を起動します。
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2. [I/O unit]アイコンをダブルクリックして[EIF-Configuration]ウィンドウを開き、
[Logical Ranges]フィールドをクリックします。このテキストボックスに、利用可
能な挿入/取り出しエリアのリストが表示されます。

注記：

1つのData Protectorライブラリデバイスでは、1つのメディアタイプの
み処理できます。挿入/取り出し領域のそれぞれに所属するメディア
の種類を把握しておくことが重要です。このデータは、後でData
Protectorライブラリ用の挿入/取り出し領域を構成するときに必要に
なります。

• ドライブに対応するUNIXデバイスファイルのリスト ― Media AgentをUNIXシステ
ムにインストールする場合。

この情報を表示するには、システムコマンドのioscan -fnを実行します。

UNIXデバイスファイルの詳細は、「HP-UXシステムへのバックアップデバイスの接
続」（102ページ）を参照してください。

• ドライブに対応するSCSIアドレスのリスト ― Media AgentをWindowsシステムにイ
ンストールする場合。たとえば、scsi4:0:1:0のようなアドレスです。

SCSIアドレスの詳細は、「Windowsシステムへのバックアップデバイスの接続」（97
ページ）を参照してください。

設置

Install手順は以下のとおりです。

1. Data Protectorグラフィカルユーザーインタフェースとインストールサーバーを使っ
て、クライアントにMedia Agentコンポーネントを配布します。この章の「Data Protector
クライアントのリモートインストール」（82ページ）を参照してください。

ネットワークへのData Protectorのインストール126



2. ADIC/GRAUライブラリをインストールします。

• Windowsシステムでは、以下の操作を行ってください。

a. aci.dll、winrpc32.dll、およびezrpc32.dllの各ライブラリを
Data_Protector_home\binディレクトリにコピーします。これらの3つのライ
ブラリは、ADIC/GRAUライブラリに付属するDASクライアントソフトウェアの
一部です。インストールメディア、またはAMU-PCのC:\DAS\AMU\ディレクト
リに含まれています。

b. この3つのファイルは、%SystemRoot%\system32ディレクトリにもコピーしてく
ださい。

c. PortinstサービスおよびPortmapperサービスをDASクライアントにコピーし
ます。(これらは、ADIC/GRAUライブラリとともに出荷されているDASクライア
ントソフトウェアの要件です。インストールメディアに記載されています。

d. コントロールパネルの[管理ツール] - [サービス]から、portinstを起動
してportmapperをインストールします。portmapperサービスを実行するに
は、DASクライアントを再起動する必要があります。

e. システムを再ブートした後、portmapperサービスとrpcサービスがともに実
行されているか確認します(コントロールパネルの[管理ツール] - [サービス]
で、これらのサービスの状態を確認します)。

• HP-UXシステムの場合は、共有ライブラリlibaci.slを/opt/omni/libディレクト
リにコピーします。このディレクトリにアクセスするには、適切なパーミッションが必
要です。すべてのユーザー(rootとそのユーザーグループ、およびその他[others])
に対する読み取りパーミッションと実行パーミッションが共有ライブラリに設定され
ていることを確認してください。libaci.sl共有ライブラリは、ADIC/GRAUライブ
ラリに付属するDASクライアントソフトウェアの一部です。インストールメディアに
含まれています。

• AIXシステムの場合は、共有ライブラリlibaci.oを/usr/omni/libディレクトリに
コピーします。このディレクトリにアクセスするには、適切なパーミッションが必要
です。すべてのユーザー(rootとそのユーザーグループ、およびその他[others])
に対する読み取りパーミッションと実行パーミッションが共有ライブラリに設定され
ていることを確認してください。libaci.o共有ライブラリは、ADIC/GRAUライブラ
リに付属するDASクライアントソフトウェアの一部です。インストールメディアに含
まれています。

この時点で、ハードウェアが正しく接続されており、DASソフトウェアが適切にインストール
されている必要があります。

次のコマンドを実行して、ライブラリドライブがシステムに正しく接続されているかどうかを
チェックします。

Windowsシステムの場合: Data_Protector_home\bin\devbra -dev

HP-UXシステムの場合: /opt/omni/lbin/devbra -dev
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AIXシステムの場合: /usr/omni/bin/devbra -dev

ライブラリデバイスが正しく接続されていれば、ライブラリデバイスおよび対応するデバイ
スファイルがリストに表示されます。

この次に行う作業

Media Agentがインストールされ、ADIC/GRAUライブラリが物理的にシステムに接続され
たら、オンラインヘルプの索引「構成、バックアップデバイス」を参照して、その他の構成
タスク(バックアップデバイスやメディアプールの構成など)の詳細を確認してください。

StorageTekライブラリを使用するData Protectorクライアントの準備作業

Media Agentをインストールするシステムは、以下の条件を満たしている必要があります。

• StorageTekライブラリが構成済みで、実行されていること。StorageTekライブラリのマ
ニュアルを参照してください。

• Data Protectorのインストールと構成が完了していること。「Data Protector Cell Manager
(CM)およびCell Manager (IS)のインストール」（44ページ）を参照してください。

• Media Agentソフトウェアをインストールする前に、以下の情報を用意しておく必要が
あります。

• ACSLSを実行するホストのホスト名。

• Data Protectorで使用するACSドライブIDのリスト。取得されたドライブIDは、Data
ProtectorにStorageTekドライブを構成する際に使用されます。このリストを表示す
るには、ACSLSを実行しているホストにログインし、以下のコマンドを実行します。

rlogin “ACSLS hostname” -l acssa

端末の種類を入力し、コマンドプロンプトが表示されるまで待ちます。ACSSAプロ
ンプトが表示されたら、次のコマンドを入力します。

ACSSA&gt; query drive all

ACSドライブのフォーマット仕様は、以下のように定義されていなければなりませ
ん。

ACS DRIVE:ID:#,#,#,# - (ACS num, LSM num, PANEL, DRIVE)

• 利用可能なACS CAP IDのリストとACS CAPフォーマットの仕様。このリストを表示
するには、ACSLSを実行しているホストにログインし、以下のコマンドを実行しま
す。

rlogin “ACSLS hostname” -l acssa

端末の種類を入力して、コマンドプロンプトが表示されるまで待ちます。ACSSAプ
ロンプトが表示されたら、次のコマンドを入力します。

ACSSA&gt; query cap all

ACS CAPのフォーマット仕様は、以下のように定義されていなければなりません。
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ACS CAP:ID:#,#,# - (ACS num, LSM num, CAP num)

• ドライブに対応するUNIXデバイスファイルのリスト ― Media AgentをUNIXシステ
ムにインストールする場合。

この情報を表示するには、システムコマンドのioscan -fnを実行します。

UNIXデバイスファイルの詳細は、「HP-UXシステムへのバックアップデバイスの接
続」（102ページ）を参照してください。

• ドライブに対応するSCSIアドレスのリスト ― Media AgentをWindowsシステムにイ
ンストールする場合。たとえば、scsi4:0:1:0のようなアドレスです。

SCSIアドレスの詳細は、「Windowsシステムへのバックアップデバイスの接続」（97
ページ）を参照してください。

• Data Protectorで使用するドライブがオンライン状態になっていることを確認します。
ドライブがオンライン状態になっていない場合は、ACSLSホスト上で次のコマンドを
実行して状態を切り替えます。vary drive drive_id online

• Data Protectorに使用するCAPがオンライン状態になっており、動作モードが手動
になっていることを確認します。

CAPがオンライン状態になっていない場合は、次のコマンドを実行して状態を切り
替えます。vary cap cap_id online

CAPが手動操作モードになっていない場合は、次のコマンドを実行してモードを切り
替えます。set cap manual cap_id

StorageTekライブラリ用のMedia Agentのインストール

Install手順は以下のとおりです。

1. Data ProtectorグラフィカルユーザーインタフェースとUNIX用インストールサーバー
を使って、クライアントにMedia Agentコンポーネントを配布します。この章の「Data
Protectorクライアントのリモートインストール」（82ページ）を参照してください。
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2. 以下に示すように、各ACSクライアントでACSのssiデーモンを起動します。

• HP-UXとSolarisのACSクライアントの場合は、以下のコマンドを実行します。

/opt/omni/acs/ssi.sh start ACS_LS_hostname

• Windows ACSクライアントの場合は、LibAttachサービスをインストールします。
詳細は、ACSのマニュアルを参照してください。LibAttachサービスの構成時に
は、必ず適切なACSLSホスト名を入力してください。構成が正常に完了すると、
LibAttachサービスが自動的に開始されます。それ以降は、システムを再ブート
すると、必ずこのサービスが自動的に開始されます。

• AIX ACSクライアントの場合は、以下のコマンドを実行します。

/usr/omni/acs/ssi.sh start ACS_LS_hostname

注記：

LibAttachサービスをインストールし終えたら、libattach\binディレクトリ
がシステムパスに自動的に追加されていることを確認します。追加されてい
ない場合は、手作業で追加してください。

LibAttachサービスの詳細は、StorageTekライブラリのマニュアルを参照してくださ
い。

3. 次のコマンドを実行して、ライブラリドライブがシステムに正しく接続されているかどう
かをチェックします。

• HP-UX、Solaris、およびLinux ACSクライアントの場合: /opt/omni/lbin/devbra
-dev

• Windows ACSクライアントの場合: Data_Protector_home\bin\devbra -dev

• AIX ACSクライアントの場合: /usr/omni/bin/devbra -dev

ライブラリドライブおよび対応するデバイスファイル/SCSIアドレスのリストが表示され
ます。

この次に行う作業

Media Agentがインストールされ、StorageTekライブラリが物理的にシステムに接続された
ら、オンラインヘルプの索引 「構成、バックアップデバイス」を参照して、バックアップデバ
イスおよびメディアプールの構成などのその他の構成タスクの詳細を確認してください。
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Novell NetWareクライアントのローカルインストール

Novell NetWareクライアントのインストールは、Novellネットワークに接続されているサポー
ト対象のWindowsシステムから行わなければなりません。

Data Protector Disk AgentおよびGeneral Media Agentは、Novell NetWareを実行してい
るシステムにインストールすることができます。Data Protectorコンポーネントの詳細は、
「Data Protectorコンポーネント」（76ページ）を参照してください。

サポート対象のデバイスやNovell NetWareプラットフォームバージョンの詳細、これまで
に報告されている問題とその解決策については、『HPData Protector製品案内、ソフ
トウェアノート、リファレンス』を参照してください。

前提条件

Novell NetWareプラットフォームにData Protectorをインストールする前に、以下の条件が
満たされていることを確認してください。

• システム要件、ディスクスペース要件、サポートされているプラットフォームとData
Protectorコンポーネントについては、『HP Data Protector製品案内、ソフトウェア
ノート、リファレンス』を参照してください。

• TCP/IPプロトコルがインストールされており、正しく動作していること。

• Windowsシステム上で、以下のサービスのいずれかが実行されていることを確認して
ください。

• Novell NetWare用のGateway Service。

このサービスは、Windows Serverからインストールを行うときに、Windows上で実行
されている必要があります。

• Windows用のNovell Client、またはNetWare用のMicrosoft Client Service。

このサービスは、Windowsワークステーションからインストールを行うときに、Windows
上で実行されている必要があります。

• Windowsシステムから、ターゲットのNetWareサーバー(または適切なNDS/eDirectory
ツリー)にログインします。

• ターゲットのNetWareサーバーのSYSボリュームにスーパバイザ権限があることを確認
してください。

• Windowsシステム上に、利用可能なローカルデバイス名が少なくとも1つあることを確
認してください。
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クラスター対応クライアント

クラスター対応クライアントをインストールする場合は、上記以外にも必要となる前提条件
があります。詳細は、「クラスター対応クライアントのインストール」（208ページ）を参照して
ください。

設置

このインストール手順は、Data ProtectorのWindows用DVD-ROMから実行できます。
Novell NetWareのインストールは、インストールサーバーからは実行できない点に注意し
てください。

Novell NetWareサーバーにData Protectorをインストールするには、以下の手順に従っ
てください。

1. Windowsシステム上でコマンドプロンプトを実行して、現在のパスをDVD-ROMのルー
トディレクトリに変更します。
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2. Installスクリプトを実行します。

Data Protector Novell NetWareクライアントをインストールするには、現在のパスを
NetWareディレクトリに変更して次のように入力します。

NWInstall target server name ALL|DA|MA port_number

2番目のパラメータは、Data Protector Novell Clientのどの機能をインストールする
かを定義します。

• すべてのData Protector Novell NetWareクライアント機能をインストールするに
は、ALLと入力します。

• Novell NetWare用のData Protector Disk Agentのみインストールする場合は、DA
と入力します。

• Novell NetWare用のData Protector General Media Agentのみインストールする
場合は、MAと入力します。

注記：

Novell NetWareにData Protectorをインストールする場合、Novell NetWare
のバージョンに関わらず、ポート番号は任意に指定できます。番号を指定し
なければ、デフォルトのポート番号5555が使われます。

Data ProtectorでサポートされていないNovell NetWare OSのバージョンを使用して
いる場合、インストールは可能ですが警告が表示されます。

Installを行う段階で、ターゲットサーバーにすでにData Protectorファイルが存在す
るかどうかが確認されます。ファイルがすでに存在する場合、すでにインストールさ
れているData Protectorは、SYS:\usr\Omni.oldディレクトリに移されます。

インストールおよびライセンスガイド 133



インストールされているNetWareクライアントのバージョンに応じて、サーバー上で
OMNIINET.NLM、HPINET.NLMまたはHPBRAND.NLMが実行されていないか確認します。
いずれかが実行されている場合は、Novell NetWareコンソールから以下のコマンド
を実行してモジュールをアンロードしてください。

UNLOAD HPINET (UNLOAD OMNIINET / UNLOAD HPBRAND)

Installを行うと、自動的にData Protectorのディレクトリ構造が作成され、ターゲット
サーバーにData Protectorのすべてのファイルがコピーされます。

3. 以下のモジュールがシステムにロードされていることを確認してください。

• NETDB.NLM

• TSAFS.NLM

• TSANDS.NLM

上記のモジュールによって、ローダーは、HPINET.NLMをロードする際に、パブリック
シンボルを解決できます。

Novell NetWare 6.xシステム上にNovell NetWare Cluster Servicesが構成されてい
る場合は、NCSSDK.NLMモジュールがロードされていることを確認してください。

4. HPINET.NLMをロードするには、Novell NetWareコンソールで以下のコマンドを入力
します。

SEARCH ADD SYS:USR\OMNI\BIN

LOAD HPINET.NLM

注記：

デフォルトのポート番号5555を使用しない場合は、-port port_numberオ
プションを追加してLOADコマンドを実行し、ポート番号を指定します。たとえ
ば、次のように入力してください。

LOAD HPINET.NLM -port port_number

Novell NetWareのインストールを行うと、Novell NetWareサーバーが自動的にData
Protector Cell Managerを認識できるように、AUTOEXEC.NCFファイルに自動的に上記
のコンソールコマンドが追加されます。 これにより、HPINET.NLMファイルが常にロー
ドされ、Novell NetWareサーバーがいつでもData Protector Cell Managerに接続で
きる状態になります。
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注記：

Installが完了したら、AUTOEXEC.NCFファイルを確認してください。必要なコンソールコ
マンドがAUTOEXEC.NCFファイルに追加されていない場合は、手作業で追加してく
ださい。

NDS/eDirectoryデータベースのバックアップと復元を可能にするには、以下の手順を
行ってください。

1. NDS/eDirectoryのバックアップと復元の実行時に使用するユーザーアカウントを定
義します。

2. Novell NetWareコンソールから、HPLOGIN.NLMモジュールをロードします。

LOAD HPLOGIN.NLM
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3. NDS/eDirectoryデータベースにログインできるように、以下のユーザー情報を
HPLOGIN.NLMファイルに追加します。

• NDS/eDirectoryコンテキスト:

ユーザーオブジェクトが格納されているコンテナを指定します。コンテナ名は、完
全修飾名構文として指定する必要があります。たとえば、次のように入力してくだ
さい。

OU=SDM.O=MYDOMAIN

• NDS/eDirectoryオブジェクト名:

これは、Data Protector Disk AgentがNDS/eDirectoryのバックアップ/復元を実
行する際に、正規のNDS/eDirectoryユーザーがNDS/eDirectoryデータベース
へのログインに使用するユーザーオブジェクトの共通名です。この正規のNDS
ユーザーは、前述のコンテキスト内に記述されている必要があります。たとえば、
次のように入力してください。

CN=MarcJ

選択したユーザーの完全修飾名は、.CN=MarcJ.OU=SDM.O=MYDOMAINとなりま
す。

• NDS/eDirectoryオブジェクトパスワード:

正規のユーザーパスワードは、NDS/eDirectoryデータベースへログインする際、
またはNDS/eDirectoryデータベースのバックアップや復元を開始する際に、ユー
ザー名とともに使用します。

HPLOGINモジュールに入力されたユーザー情報は暗号化され、SYS:SYSTEMディ
レクトリに保存されます。Novell NetWare SMSモジュールのロードにも、パスワー
ドが使用されます。

注記：

HPLOGINモジュールで選択するユーザーアカウントには、NDS/eDirectory
データベースのバックアップと復元を実行するためのパーミッションがなけ
ればなりません。

NDS/eDirectoryユーザーオブジェクトに対して変更を行った場合(別のコン
テナへの移動、削除、名前の変更、パスワードの変更)、SYS:SYSTEMディレ
クトリで暗号化されている情報をHPLOGINモジュール内で更新する必要があ
ります。
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4. Novell NetWare Storage Management Services (SMS)でNDS/eDirectoryをバックアッ
プおよび復元するには、NDS/eDirectoryツリー内の1つ以上のサーバー上に
SMDR.NLMモジュールおよびTSANDS.NLMモジュールをロードする必要があります。
TSANDS.NLMとSMDR.NLMの最新バージョンは、Webページhttp://support.novell.com/
filefinder/からダウンロードできます。

Installが完了すると、LOAD TSANDS.NLM行がAUTOEXEC.NCFファイルに追加されます。
これにより、Novell NetWareサーバーは、TSANDS.NLMをすぐに認識できるようになり
ます。Novell NetWareのSMSモジュールのSMDR.NLMは、TSANDS.NLMがロードされる
とすぐにロードされます。

注記：

Install後、コンソールコマンドがAUTOEXEC.NCFファイルに追加されていなければ、手
作業で追加してください。

ヒント：

バックアッププロセス中のネットワーク負荷を最小限にするには、 最大のNDS/
eDirectoryパーティションのレプリカを含むサーバー上にモジュールをロードします。

以上で、NDS/eDirectoryのバックアップおよび復元の要件を満たしたことになります。オ
ンラインヘルプの索引「構成」を参照して、その他の構成タスクの手順についてご確認く
ださい。

Media Agentの構成

この時点で、Data Protectorコンポーネントはすべてインストールされています。ただし、
インストールの始めの段階でALLまたはMAパラメータを選択している場合は、Data Protector
General Media AgentがNovell NetWareサーバーに接続されているバックアップデバイス
を使用するための追加の構成作業が必要です。

Data Protectorでは、Adaptec SCSIホストアダプタコントローラとそれに対する.HAMドライ
バがサポートされています。Data Protector Media Agentは、.HAMドライバと直接通信し
て、SCSIホストアダプタにアクセスできます。そのため、SCSIホストアダプタドライバをイン
ストールしておく必要があります。Adaptecドライバの最新バージョンは、http://
www.adaptec.comからダウンロードできます。

STARTUP.NCFファイルにLOADコマンドが追加されていれば、サーバーが再起動時される
たびにドライバが自動的にロードされます。このコマンドには、ドライバのロケーション、使
用可能なオプション、およびスロット番号を指定しなければなりません。使用可能なオプ
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ションのリストとスロット番号の計算については、『Adaptec Driver User’s Guide』を参照
してください。

例

サーバーが再起動されるたびにAHA-2940 AdaptecドライバがNovell NetWare 6.xサー
バーに自動的にロードされるようにするには、STARTUP.NCFファイルに次の行を追加しま
す。

SET RESERVED BUFFERS BELOW 16 MEG=200

LOAD AHA2940.HAM SLOT=4 lun_enable=03

SLOTには、ホストアダプタデバイスが格納されているスロット番号を指定します。また、
lun_enableは、すべてのターゲット上で特定のLUN (論理ユニット番号)をスキャンするマ
スクを指定します。

各LUNをすべてのSCSIアドレスに対してスキャンするには、そのLUNに対応するビットを
1に設定します。上の例ではlun_enable=03と指定していますが、この場合、LUN 0およ
びLUN 1がすべてのターゲット上でスキャンされます。

注記：

lun_enableは、SCSI LUNが0より大きいデバイスを使用する場合にのみ指定する必
要があります。たとえば、HP StorageWorks 12000eテープライブラリデバイスを構成
する場合などです。

ヒント：

サーバーが再起動されるたびに、Novell NetWareサーバーに接続されたすべてのデ
バイスとそのLUNを自動的にスキャンするには、AUTOEXEC.NCFファイルに次の行を
追加します。

SCAN FOR NEW DEVICES

SCAN ALL LUNS

以上で、General Media Agentの構成が完了します。

この次に行う作業

Novell NetWareプラットフォームにGeneral Media Agentソフトウェアをインストールした後
は、Data Protector General Media Agentのインストール状態をチェックすることをお勧め
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します。「Novell NetWare上にインストールしたGeneral Media Agentのチェック」（431ペー
ジ）を参照してください。

Install状態を確認したら、Novell NetWareクライアントをData Protectorグラフィカルユー
ザーインタフェースを使ってData Protectorセルにインポートします。オンラインヘルプの
索引「Novell NetWare」を参照して、その他の構成タスクの詳細をご確認ください。

HP OpenVMSクライアントのローカルインストール

OpenVMSクライアントのインストール手順は、サポートされているOpenVMSシステムでロー
カルに行う必要があります。リモートインストールはサポートされていません。

Data Protector Disk Agent、General Media Agent、およびそのユーザーインタフェース
(コマンドラインインタフェースのみ)は、OpenVMS 7.3-2/IA64 8.2-1を実行しているシス
テムにインストールできます。また、Oracle Integrationコンポーネントは、OpenVMS 7.3-2
以上を実行しているシステムにインストールできます。Data Protectorコンポーネントの詳
細は、「Data Protectorコンポーネント」（76ページ）を参照してください。

サポートされているデバイス、OpenVMSプラットフォームのバージョン、制限事項、既知の
問題および回避策の詳細は、HPData Protector製品案内、ソフトウェアノート、リファ
レンスを参照してください。

OpenVMS固有の詳細情報については、SYS$COMMON:[SYSHLP]DPA0611.RELEASE_NOTES
など、OpenVMSのデフォルトのヘルプドキュメントのディレクトリにあるOpenVMSリリース
ノートを参照してください。

前提条件

OpenVMSプラットフォームにData Protectorクライアントをインストールする前に、以下を
確認してください。

• HP TCP/IPトランスポートプロトコルがインストールおよび実行されていること。

• SYS$MANAGER:UTC$TIME_SETUP.COMコマンドで、システムのTIMEZONEが設定されて
いること。

• OpenVMSシステムのSYSTEMアカウントにログインしていること。適切なパーミッション
が必要であることに注意してください。

• クライアントのインストールパッケージを収録したData ProtectorのインストールDVD-
ROMにアクセスできること。

設置

このインストール手順は、Data ProtectorのWindows用インストールDVD-ROMから実行
できます。OpenVMSインストールは、インストールサーバーの機能の一部ではないことに
注意してください。
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OpenVMSシステムにData Protectorクライアントをインストールするには、以下の手順に
従ってください。

1. PCSIインストールファイルがすでにある場合は、手順ステップ 2（140ページ）に進み
ます。PCSIインストールファイルを取得するには、OpenVMSサーバー上のインストー
ルDVDをマウントして、あて先ロケーションにコピーしてください。Windowsシステム
からPCSIファイルをFTPで取得することもできます。

2. 次のコマンドを実行します。

$ PRODUCT INSTALL DP /SOURCE=device:[directory]

device:[directory]は、.PCSIインストールファイルがある場所です。

3. プロンプトにYESと応答して、キットのバージョンを確認します。

The following product has been selected:HP AXPVMS DP A06.20-xx Layered
Product Do you want to continue?[YES]

4. Installするソフトウェアコンポーネントを選択します。デフォルトでは、Disk Agent、
General Media Agent、およびユーザーインタフェースがインストールされます。各コ
ンポーネントを個別に選択することもできます。

選択した製品がインストールされるほか、ソフトウェアの依存関係を満たすために必
要な製品もインストールされます。これらの製品に関するオプションを選択するように
促すプロンプトが表示されます。

例

HP IA64VMS DP A06.20-xx:HP OpenVMS IA64 Data Protector V6.20

COPYRIGHT HEWLETT-PACKARD COMPANY 2010

Do you want the defaults for all options?[YES] NO

Do you wish to install Disk Agent for this client node?

[YES] YES

Do you wish to install Media Agent for this client node?

[YES] YES

Do you wish to install Command Language Interface for this client
node?

[YES] YES
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Do you wish to install Oracle Integration Agent for this client node?

[YES] YES

Do you want to review the options?

[NO] YES

HP IA64VMS DP X06.20-xx:HP OpenVMS IA64 Data Protector V6.20
[Installed]

Do you wish to install Disk Agent for this client node?

YES

Do you wish to install Media Agent for this client node?

YES

Do you wish to install Command Language Interface for this client
node?

YES

Do you wish to install Oracle Integration Agent for this client node?

[YES] YES

Are you satisfied with these options?

[YES] YES

Data Protectorディレクトリとファイルのデフォルト位置は、以下のとおりです。

SYS$SYSDEVICE:[VMS$COMMON.OMNI]

ディレクトリ構造は自動的に作成され、ファイルはこのディレクトリツリー内に格納され
ます。

Data Protectorの起動コマンドプロシジャおよびシャットダウンコマンドプロシジャは、
以下のディレクトリに格納されます。

SYS$SYSDEVICE:[VMS$COMMON.SYS$STARTUP]

このディレクトリには、OpenVMSクライアントに常に表示される4つのファイルと、CLI
オプションを選択した場合にのみ存在する5つ目のファイルがあります。これら5つの
ファイルを以下に示します。
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• SYS$STARTUP:OMNI$STARTUP.COMノード上でData Protectorを起動するためのコ
マンドプロシジャです。

• SYS$STARTUP:OMNI$SYSTARTUP.COMOMNI$ROOTの論理名を定義するためのコマ
ンドプロシジャです。このクライアントに必要な他の論理名も、このコマンドプロシ
ジャに追加できます。

• SYS$STARTUP:OMNI$SHUTDOWN.COMノード上でData Protectorをシャットダウンす
るためのコマンドプロシジャです。

• OMNI$ROOT:[BIN]OMNI$STARTUP_INET.COMTCP/IP INETプロセスを起動するの
に使用するコマンドプロシジャです。その後、Cell Managerにより送信されたコマ
ンドが実行されます。

• OMNI$ROOT:[BIN]OMNI$CLI_SETUP.COMData Protector CLIの起動に必要なシ
ンボルを定義するためのコマンドプロシジャです。インストール中にCLIオプショ
ンが選択された場合のみ、システム上に存在します。

CLIを使用するすべてのユーザに対して、login.comプロシジャからこのコマンド
プロシジャを実行してください。このプロシジャには、CLIコマンドを正しく実行す
るために必要ないくつかの論理名が定義されています。

5. SYS$MANAGER:SYSTARTUP_VMS.COMに以下の行を挿入します。

@sys$startup:omni$startup.com

6. SYS$MANAGER:SYSHUTDWN.COMに以下の行を挿入します。

@sys$startup:omni$shutdown.com

7. OpenVMSクライアントから、Cell Managerの可能なすべてのTCP/IPのエイリアスに
接続できることを確認してください。

8. 「セルへのクライアントのインポート 」（213ページ）で説明されているように、Data
Protectorのグラフィカルユーザーインタフェースを使用して、OpenVMSクライアント
をData Protectorのセルにインポートします。

OMNIADMINという名前のアカウントがインストール中に作成されます。OMNIサービスは、
このアカウントの下で実行されます。

このアカウントのログインディレクトリはOMNI$ROOT:[LOG]で、ここにOMNI$STARTUP_INET.LOG
というログファイルがData Protectorコンポーネントの起動ごとに作成されます。このログ
ファイルには、要求を実行しているプロセスの名前、使用されているData Protectorイメー
ジの名前、要求のオプションが記録されます。

予期しないエラーは、すべてこのディレクトリのDEBUG.LOGファイルに記録されます。
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注記：

OpenVMS 8.3以降では、Data Protectorインストールで次のメッセージが表示されま
す。

%PCSI-I-CANNOTVAL, cannot validate [PATH]HP-AXPVMS-DP-A0611

-XXX-1.PCSI;1 -PCSI-I-NOTSIGNED, product kit

is not signed and therefore has no manifest file

警告が表示されないようにするには、製品のインストールコマンドに/OPTION=
NOVALIDATE_KITを指定します。

クラスター環境でのインストール

共用システムディスクを使用する場合、クライアントソフトウェアのインストールが一度のみ
必要になります。ただし、OMNI$STARTUP.COMプロシジャは、Data Protectorクライアントと
して使用する各ノードで実行する必要があります。共用システムディスクを使用しない場
合、クライアントソフトウェアは各クライアントにインストールする必要があります。

クラスターのTCP/IPエイリアス名を使用する場合で、クラスターの共用システムディスクを
使用する場合、クライアントのエイリアス名も定義できます。エイリアスクライアントを定義
すれば、個々のクライアントノードで構成作業を行う必要はありません。クライアント定義
かエイリアス定義のいずれかを選択し、クラスター内でバックアップや復元の作業を実行
できます。使用する構成によって、テープデバイスやテープライブラリに対する直接パス
を、保存や復元に使用できる場合と、使用できない場合があります。

Disk Agentの構成

OpenVMSのData Protector Disk Agentは、マウントされたFILES-11 ODS-2およびODS-5
のディスクボリュームをサポートしています。OpenVMS Disk Agentを構成する必要はあり
ません。ただし、Disk Agentを使用するバックアップ仕様の作成時には、いくつか留意点
があります。以下に留意点を示します

• GUIに入力される、またはCLIに受け渡されるファイル仕様の構文は、UNIXスタイル
である必要があります。以下に例を示します。

/disk/directory1/directory2/.../filename.ext.n

• 文字列はスラッシュ(/)で始め、その後にディスク、ディレクトリ、ファイル名をスラッ
シュで区切って記述します。

• ディスク名の後ろにコロンを付けないでください。

• バージョン番号の前には、セミコロンではなくピリオドを使用します。

• OpenVMSファイルのファイル仕様は、ODS-5ディスクに常駐するファイル以外は大
文字小文字を区別しません。
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例

OpenVMSのファイル仕様

$1$DGA100:[USERS.DOE]LOGIN.COM;1

Data Protectorでは、以下の形式で指定する必要があります。

/$1$DGA100/USERS/DOE/LOGIN.COM.1

注記：

暗黙に使用されるバージョン番号はありません。バージョン番号は必ず指定する必
要があり、バックアップ対象として指定されたファイルバージョンのみがバックアップ
されます。

一部のオプションでは、バージョン番号のワイルドカードをアスタリスク(*)に置き換え
ることが可能です。

バックアップにすべてのバージョンのファイルを含めたい場合は、GUIでそれらをすべ
て選択するか、CLIで-onlyオプションの後ろにファイル指定を含める必要がありま
す。以下のように、バージョン番号にワイルドカードを使用します。以下に例を示しま
す。

/DKA1/dir1/filename.txt.*

Media Agentの構成

OpenVMSとハードウェアマニュアルをガイドとして使用して、OpenVMSシステム上のデバ
イスを構成する必要があります。最初に、テープライブラリの擬似デバイスを、SYSMANを
使用して以下のように作成する必要があります。

$ RUN SYS$SYSTEM:SYSMAN

SYSMAN&gt; IO CONNECT gcan/NOADAPTER/DRIVER=SYS$GcDRIVER

内容は以下のとおりです。

• c = K (直接接続型のSCSIテープライブラリの場合)

• a = A、B、C、…(SCSIコントローラのアダプタの文字)

• n =テープライブラリロボティクス制御デバイスのユニット番号

注記：

このコマンドは、システムのブート後に実行する必要があります。
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テープライブラリに接続されたSANの場合、SANのガイドラインに従ってSANドライブを構
成すると、OpenVMSにテープドライブとロボットデバイス名が自動的に表示されます。

Data Protectorで使用するテープジュークボックスをインストールする場合は、Data
Protectorでの構成前に、ハードウェアが正常動作することを確認してください。ハードウェ
アの検証には、Hewlett-PackardからMedia Robot Utility (MRU)を入手して使用すること
ができます。

注記：

これらのデバイスを手動または自動で構成するには、通常Data Protector GUIを使
用します。

ただし、一部の旧型テープライブラリや、HSxコントローラに接続されたテープライブ
ラリでは、自動構成ができません。これらのデバイスをData Protectorに追加するに
は、手作業で構成してください。

クラスターのMedia Agent

クラスターシステムに接続されたデバイスは、以下のように取り扱います。

1. 各テープデバイスと各テープライブラリを構成し、各ノードからアクセスできるようにし
ます。

2. デバイスを識別するため、デバイス名の最後にノード名を付加します。

3. テープデバイスでは、Devices/Properties/Settings/Advanced/Otherに共通の
Device Lock Nameを設定します。

例

ノードAとノードBで構成されているクラスター内で、TZ89がノードAに接続され、MSCPが
ノードBで動作しているとします。TZ89_Aという名前のデバイスを、ノードAでクライアントと
して構成し、TZ89_Bという名前のデバイスを、ノードBでクライアントとして構成します。TZ89
は、両方のデバイスに共通なデバイスロック名です。これで、Data Protectorでは、いずれ
のパスを介した場合でも、両方が1つのデバイスであると認識されたうえで、デバイスが使
用されます。TZ89_Aを使用してノードBでバックアップを実行すると、Data Protectorによ
りデータがノードBからノードAのデバイスに移動されます。TZ89_Bを使用してノードBで
バックアップを実行すると、OpenVMS MSCPサーバーによりデータがノードBからノードA
のデバイスに移動されます。
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注記：

クラスター内のMSCPにより機能するテープデバイスで、HSxコントローラまたはファ
イバーチャネルを介して接続されるすべてのテープデバイスの場合、オンラインヘル
プの索引「SAN、デバイスの構成」のSAN構成のガイドラインに従ってください。

コマンドラインインタフェース

OpenVMSでData Protectorのコマンドラインインタフェースを使用する前に、以下のように
CLIコマンドのセットアップ手順を実行する必要があります。

$ @OMNI$ROOT:[BIN]OMNI$CLI_SETUP.COM使用可能なCLIコマンドの説明は、『HPData
Protector Command Line Interface Reference』を参照してください。

Oracle用統合ソフトウェア

『HPData Protectorインテグレーションガイド－Oracle、SAP』の手順に従ってOracle
用統合ソフトウェアのインストールと構成を完了したら、
OMNI$ROOT:[CONFIG.CLIENT]omni_infoに-key Oracle8エントリが含まれていることを
確認します。例を次に示します。

-key oracle8 -desc “Oracle Integration” -nlsset 159 -nlsId 12172 -flags
0x7 -ntpath ““ -uxpath ““ -version 6.20

このエントリが存在しない場合は、OMNI$ROOT:[CONFIG.CLIENT]omni_formatからコピー
してください。このエントリが含まれていないと、OpenVMSクライアント上でOracle用統合
ソフトウェアがインストール済みとして示されません。

この次に行う作業

オンラインヘルプの索引「HP OpenVMS」を参照して、その他の構成タスクの詳細をご確
認ください。

UNIXおよびMac OS Xクライアントのローカルインストール

ネットワーク上にUNIX用のインストールサーバーがない場合、または何らかの理由により
クライアントシステムをリモートインストールできない場合は、HP-UX用インストールまたは
Solaris/Linux用インストールDVD-ROMを使用してData Protectorクライアントをローカル
にインストールできます。

Install手順を開始する前に、どのコンポーネントをクライアントシステムにインストールする
かを決定しておいてください。Data Protectorソフトウェアコンポーネントのリストと説明は、
「Data Protectorコンポーネント」（76ページ）を参照してください。
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前提条件

• システム要件、ディスクスペース要件、サポートされているプラットフォーム、プロセッ
サ、およびData Protectorコンポーネントについては、『HP Data Protector製品案
内、ソフトウェアノート、リファレンス』を参照してください。

• すべてのターゲットシステムに対するrootパーミッションが必要です。

インストールするには、POSIXシェル(sh)が必要です。

注記：

以下の手順を実行することにより、UNIXクライアントをローカルにアップグレードする
ことも可能です。スクリプトを実行すると、従来のインストール状況が検出されて、アッ
プグレードを促すメッセージが表示されます。

手順

UNIXおよびMac OS Xクライアントをローカルにインストールするには、以下の手順に従っ
てください。

1. HP-UX用またはSolarisおよびLinux用のDVD-ROMをドライブに挿入し、マウントポ
イントにマウントします。
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2. Mount_Point/LOCAL_INSTALLディレクトリから、omnisetup.shコマンドを実行します。

このコマンドの構文は、以下のとおりです。

omnisetup.sh [-source directory] [-server name] [-install
component_list]

内容は以下のとおりです。

• directoryには、インストールDVD-ROMのマウント位置を指定します。指定し
なければ、カレントディレクトリが使用されます。

• nameには、クライアントのインポート先となるセルのCell Managerの完全なホスト
名を指定します。指定しなければ、クライアントが自動的にセルにインポートされ
ることはありません。

注記：

Cell Manager以外のシステムのクライアントをアップグレードする場合は、
-install component_listを指定する必要はありません。この場合、プロン
プトは表示されず、アップグレード前にシステムにインストールされていたの
と同じコンポーネントが自動的に選択されます。

ただし、Cell Managerに存在するクライアントコンポーネントをアップグレード
するには、Cell Managerのアップグレードが完了した後に、 -install
component_listパラメータを設定してomnisetup.shコマンドを実行します。

• component_listには、インストールするコンポーネントコードの一覧をカンマで
区切って指定します。スペースは使用できません。-installパラメータを指定し
なければ、システムで利用可能な各コンポーネントについて、インストールする
かどうか確認するプロンプトが個別に表示されます。

注記：

クライアントをアップグレードする場合に-installパラメータを指定しなけれ
ば、メッセージは返されず、アップグレード開始前にシステム上にインストー
ルされていたのと同じコンポーネントが自動的に選択されます。

次の表はコンポーネントの一覧を示したものです。使用可能なコンポーネントの
正確な一覧は、システムによって異なります。コンポーネントの説明については、
「Data Protectorコンポーネント」（76ページ）を参照してください。

表 7 Data Protectorコンポーネントコード
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コンポーネントコンポーネントコード

ユーザーインタフェースcc

Disk Agentda

General Media Agentma

NDMP Media Agentndmp

Informix用統合ソフトウェアinformix

Lotus用統合ソフトウェアlotus

Oracle用統合ソフトウェアoracle

VMware用統合ソフトウェア(レガシー)vmware

仮想環境統合ソフトウェアveagent

HP Network Node Managerov

Sybase用統合ソフトウェアsybase

SAP R/3用統合ソフトウェアsap

SAP DB用統合ソフトウェアsapdb

DB2用統合ソフトウェアdb2

EMC Symmetrix Agentemc

HP StorageWorks P9000 XP Agentssea

HP StorageWorks P6000 EVA SMI-S Agentsmisa

VLS自動移行vls_am

Javaグラフィカルユーザーインタフェース(グ
ラフィカルユーザーインタフェース、
Manager-of-Managersユーザーインタフェー
ス)

javagui

インストールおよびライセンスガイド 149



コンポーネントコンポーネントコード

英語版マニュアル(ガイド、ヘルプ)docs

フランス語版マニュアル(ガイド、ヘルプ)fra_ls

日本語版マニュアル(ガイド、ヘルプ)jpn_ls

簡体字中国語版マニュアル(ガイド、ヘルプ)chs_ls

例

次の例は、Disk Agent、General Media Agent、ユーザーインタフェース、およ
びInformix用統合ソフトウェアの各コンポーネントを、Cell Manager
computer.company.comを使用してセルに自動的にインポートされるクライアントにイ
ンストールする方法を示しています。

./omnisetup.sh -server computer.company.com -install da,ma,cc,informix

3. Installが完了している場合や、クライアントがData Protectorセルにインポートされて
いる場合は、そのことを示すメッセージが表示されます。

いずれかのソフトウェアコンポーネントがインストール対象として選択されると、CORE
コンポーネントが最初にインストールされます。

いずれかの統合ソフトウェアコンポーネントがインストールまたは再インストール対象
として選択されると、CORE-INTEGコンポーネントが最初にインストールされます。

ハードディスクからのインストール実行

InstallDVD-ROMをお使いのコンピュータにコピーして、UNIXおよびMac OS Xクライアン
トのインストールまたはアップグレードをハードディスクから実行するには、少なくともhpux/
DP_DEPOTまたはsolaris/DP_DEPOTディレクトリ、およびLOCAL_INSTALLディレクトリをコ
ピーしてください。

注記：

Linuxデポではローカルインストールはサポートされません。Linuxシステム上でも、
HP-UXデポ(HP-UX用インストールDVDからクライアントをインストールする場合)また
はSolarisデポ(Solaris/Linux用インストールDVDからクライアントをインストールする
場合)のいずれかをコピーする必要があります。この制限は、DVDからインストール
する場合には適用されません。
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たとえば、インストールパッケージを/var/dp62にコピーする場合、ディレクトリは/var/
dp62のサブディレクトリでなければなりません。

# pwd

/var/dp62

# ls

DP_DEPOT

LOCAL_INSTALL

これをハードディスクにコピーした後、LOCAL_INSTALLディレクトリに変更してから、次のコ
マンドを実行します。

omnisetup.sh [-server name] [-install component_list]

たとえば、次のように入力します。

./omnisetup.sh -install da

ディスク容量の制約などにより、DP_DEPOTディレクトリを別のディレクトリにコピーした場合
は、-sourceオプションも必要になります。

この次に行う作業

Install時にCell Managerの名前を指定しておかなければ、クライアントはセルにインポー
トされません。この場合は、Data Protectorグラフィカルユーザーインタフェースを使用し
て、後からインポートする必要があります。作業手順は、「セルへのクライアントのインポー
ト 」（213ページ）を参照してください。追加の構成作業の詳細は、オンラインヘルプを参
照してください。

Data Protector統合クライアントのインストール
Data Protector用統合ソフトウェアは、Oracle ServerやMicrosoft Exchange Serverなどの
データベースアプリケーションのオンラインバックアップをData Protectorで実行可能にす
るソフトウェアコンポーネントです。Data Protector ZOB用統合ソフトウェアは、HP
StorageWorks P6000 EVAディスクアレイファミリなどのディスクアレイを使用してゼロダウ
ンタイムバックアップおよびインスタントリカバリを実行可能にするソフトウェアコンポーネ
ントです。

データベースアプリケーションを実行しているシステムは、統合クライアントと呼ばれ、バッ
クアップとデータの保存にZDBディスクアレイを使用するシステムはZDB統合クライアント
と呼ばれます。これらのクライアントは、WindowsやUNIX上の他のクライアントと同じ手順
でインストールできますが、そのためには適切なソフトウェアコンポーネントを選択してお
くことが必要です(たとえば、MS Exchange ServerデータベースのバックアップにはMS
Exchange用統合ソフトウェアコンポーネント、HP StorageWorks P6000 EVAディスクア
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レイファミリによるZDBおよびIRにはHP StorageWorks P6000 EVA SMI-S Agentコンポー
ネントなど)。

前提条件

• システム要件、ディスクスペース要件、サポートされているプラットフォーム、プロセッ
サとData Protectorコンポーネントについては、『HP Data Protector製品案内、ソ
フトウェアノート、リファレンス』を参照してください。

• データベースアプリケーションでData Protector用統合ソフトウェアを使用する場合
は、ライセンスが必要です。ライセンスの詳細は「Data Protector 6.20の製品構成とラ
イセンス」（336ページ）を参照してください。

• この時点で、Cell Managerおよびインストールサーバー (リモートインストールを行う場
合)をネットワーク上にインストールしておく必要があります。この手順については、
「Data Protector Cell Manager (CM)およびCell Manager (IS)のインストール」（44ペー
ジ）を参照してください。

インストール手順を開始する前に、統合コンポーネントとともにクライアントシステムにイン
ストールするその他のData Protectorソフトウェアコンポーネントを決定しておいてくださ
い。Data Protectorソフトウェアコンポーネントのリストと説明は、「Data Protectorコンポー
ネント」（76ページ）を参照してください。

以下に示すように、特定のData Protectorコンポーネントのインストールが必要となる場合
があります。

• Data Protectorを使ってファイルシステムデータをバックアップする場合、Disk Agent
コンポーネントが必要。Disk Agentは、以下の目的に使用することができます。

• データベースアプリケーションバックアップ機能を使用してバックアップできない重
要なデータがあるファイルシステムで、バックアップを実行する。

• データベースアプリケーションサーバー(Oracle ServerやMS SQL Serverなど)の
ファイルシステムでテストバックアップを実行する。データベースアプリケーション
でData Protector用統合ソフトウェアを構成し、アプリケーションとData Protector
に関連する通信やその他の問題点を解決する前に、ファイルシステムバックアッ
プをテストする必要があります。

• ディスクイメージとファイルシステムのZDBを実行する。

• SAP R/3 ZDB統合ソフトウェアを使用する場合に、LAN上でバックアップメディア
からアプリケーションシステムに復元する。

• Data Protector統合クライアント上でData Protector GUIおよびData Protector CLIを
利用する場合、ユーザーインタフェースコンポーネントが必要。

• Data Protector統合クライアントに接続されたバックアップデバイスがある場合、General
Media Agentコンポーネントが必要。NDMPサーバーを介してNDMP専用ドライブに
アクセスするためにData Protectorクライアントを使用する場合は、NDMP Media Agent
が必要です。
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統合クライアントは、Windows用、HP-UX用またはSolaris/Linux用インストールDVD-ROM
を使ってローカルにインストールすることも、Windows用またはUNIX用のインストールサー
バーを使ってリモートインストールすることもできます。

個々の統合クライアントに関するその他の詳細は、以下の該当する項を参照してくださ
い。

• 「Microsoft Exchange Serverクライアント」（155ページ）

• 「Microsoft SQL Serverクライアント」（157ページ）

• 「Microsoft SharePoint Serverクライアント」（157ページ）

• 「Microsoft Hyper-Vクライアント」（164ページ）

• 「Sybaseクライアント」（159ページ）

• 「Informix Serverクライアント」（159ページ）

• 「SAP R/3クライアント」（160ページ）

• 「SAP MaxDBクライアント」（161ページ）

• 「Oracle Serverクライアント」（161ページ）

• 「VMwareクライアント」（162ページ）

• 「DB2クライアント」（165ページ）

• 「NNMクライアント」（165ページ）

• 「NDMP Serverクライアント」（165ページ）

• 「Microsoftボリュームシャドウコピーサービスクライアント」（166ページ）

• 「Lotus Notes/Domino Serverクライアント」（166ページ）

• 「EMC Symmetrix用統合ソフトウェア」（181ページ）

• 「HP StorageWorks P9000 XPディスクアレイファミリ用統合ソフトウェア」（174ページ）

• 「HP StorageWorks P6000 EVAディスクアレイファミリ用統合ソフトウェア」（167ページ）

• 「VLS自動移行クライアント」（186ページ）

上の項に示すData Protector統合クライアントへのData Protector統合ソフトウェアのイン
ストールが完了していれば、適切な『HP Data Protectorインテグレーションガイド』、
『HP Data Protector Zero Downtime Backup Administrator's Guide』、または『HP
Data Protector Zero Downtime Backup Integration Guide』を参照して、Data Protector
統合クライアントを構成します。

ローカルインストール

お使いの環境にそれぞれのオペレーティングシステム用のインストールサーバーがない
場合は、クライアントをインストールするプラットフォームに応じて、Windows用、HP-UX
用、またはSolaris/Linux用のインストールDVD-ROMを使用して、ローカルインストールを
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行う必要があります。詳細は「Windows用クライアントのインストール」（92ページ）か「UNIX
およびMac OS Xクライアントのローカルインストール」（146ページ）を参照してください。

Installする際にCell Managerを選択しなかった場合、ローカルインストール後にクライアン
トシステムをセルに手動でインポートする必要があります。「セルへのクライアントのイン
ポート 」（213ページ）も参照してください。

リモートインストール

クライアントソフトウェアは、Data Protectorグラフィカルユーザーインタフェースを使ってイ
ンストールサーバーからリモートにインストールできます。ソフトウェアのリモートインストー
ル手順は、「Data Protectorクライアントのリモートインストール」（82ページ）を参照してく
ださい。

リモートインストールが終了すると、クライアントシステムは自動的にData Protectorセルの
メンバーになります。

クラスター対応統合ソフトウェアのインストール

Data Protectorクラスター対応統合クライアントは、各クラスターノードで、DVD-ROMから
ローカルにインストールする必要があります。ローカルクライアントのセットアップ中には、
他のクライアントソフトウェアコンポーネントに加え、適切な統合ソフトウェアコンポーネント
(Oracle IntegrationやHP Data Protector P6000 EVA SMI-S Agentなど)をインストー
ルしてください。

Data Protector Cell Managerには、クラスター対応データベースアプリケーションとZDB
Agentもインストールできます。Cell Managerのセットアップ中に、適切な統合ソフトウェア
コンポーネントを選択してください。

Install手順は、統合クライアントをインストールするクラスター環境により、異なります。該
当するオペレーティングシステムのクラスター化に関する項を参照してください。

• 「MC/ServiceGuardへのData Protectorのインストール」（193ページ）

• 「Microsoft Cluster ServerへのData Protectorのインストール」（195ページ）.

• 「Veritas ClusterへのData Protectorクライアントのインストール」（207ページ）

• 「Novell NetWare ClusterへのData Protectorクライアントのインストール」（208ページ）

• 「Data ProtectorのIBM HACMP Clusterへのインストール」（210ページ）

クラスターリングの詳細は、オンラインヘルプの索引「クラスター、MC/ServiceGuard」およ
びHP Data Protectorコンセプトガイドを参照してください。
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この次に行う作業

Installの完了後に統合ソフトウェアを構成する方法は、適切な『HP Data Protectorイン
テグレーションガイド』を参照してください。

Microsoft Exchange Serverクライアント

Microsoft Exchange Serverシステムにインストールする必要があるData Protectorコンポー
ネントは、使用するバックアップおよび復元のソリューションによって異なります。以下のソ
リューションから選択できます。

• 「Data ProtectorMicrosoft Exchange Server 2003/2007用統合ソフトウェア」（155ペー
ジ）

• 「Data Protector Microsoft Exchange Server 2010用統合ソフトウェア」（155ページ）

• 「Data Protector Microsoft Exchange Server Single Mailbox用統合ソフトウェア」（156
ページ）

• 「Data Protector Microsoftボリュームシャドウコピーサービス用統合ソフトウェア」（157
ページ）

Data ProtectorMicrosoft Exchange Server 2003/2007用統合ソフトウェア

ここでは、Microsoft Exchange Serverが正しく動作していることが前提となります。

Microsoft Exchange Serverデータベースをバックアップできるようにするには、Microsoft
Exchange ServerシステムにMS Exchange用統合ソフトウェアコンポーネントをインストー
ルします。

Microsoft Exchangeシングルメールボックス用統合ソフトウェアエージェントは、Data
Protector Microsoft Exchange Serverの統合パッケージの一部としてインストールされま
す。

Data Protector Microsoft Exchange Server 2010用統合ソフトウェア

ここでは、Microsoft Exchange Server 2010環境が正しく稼働していることが前提となりま
す。

Microsoft Exchange Serverデータベースをバックアップできるようにするには、Microsoft
Exchange Serverシステムに次のData Protectorコンポーネントを必ずインストールします。

• MS Exchange Server 2010統合ソフトウェア

• MS ボリュームシャドウコピー用統合ソフトウェア

• 適切なData Protectorディスクアレイエージェント(Microsoft Exchange Serverデータ
がディスクアレイに存在する場合)
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注記：

VSSトランスポータブルバックアップセッションでは、バックアップシステムにMS ボ
リュームシャドウコピー用統合ソフトウェアコンポーネントと適切なDataProtector
ディスクアレイエージェントもインストールする必要があります。

DAG環境では、DAG仮想システム(ホスト)もData Protectorセルにインポートする必要が
あります。Data Protectorセルにクライアントをインポートする方法については、オンライン
ヘルプの索引「インポート、クライアントシステム」を参照してください。

注記：

• Data ProtectorのMS Exchange Server 2010用統合ソフトウェアはVSS技術に基
づいているため、MS Exchange Server 2010用統合ソフトウェアコンポーネン
トのインストール時に、自動的にMS ボリュームシャドウコピー用統合ソフト
ウェアコンポーネントがインストールされます。MS ボリュームシャドウコピー
用統合ソフトウェアコンポーネントがすでにインストールされている場合は、アッ
プグレードされます。

• MS Exchange Server 2010用統合ソフトウェアコンポーネントをシステムから
削除しても、MS ボリュームシャドウコピー用統合ソフトウェアコンポーネン
トは自動的に削除されません。MS Exchange Server 2010用統合ソフトウェア
コンポーネントがインストールされているシステムからMS ボリュームシャドウ
コピー用統合ソフトウェアコンポーネントを削除することはできないので注意
してください。

Data Protector Microsoft Exchange Server Single Mailbox用統合ソフトウェア

ここでは、Microsoft Exchange Serverが正しく動作していることが前提となります。

Microsoft Exchange Serverのメールボックスフォルダとパブリックフォルダの項目をバック
アップできるようにするには、Microsoft Exchange ServerシステムにMS Exchange用統合
ソフトウェアコンポーネントをインストールします。DAG環境では、DAGの一部に含ま
れるすべてのMicrosoft Exchange Serverシステムにこのコンポーネントをインストールしま
す。

Microsoft Exchange Server 2007システムの場合、追加パッケージをインストールして、
Data Protector Microsoft Exchange Single Mailbox用統合ソフトウェアの機能を有効にす
る必要があります。パッケージは、Microsoft Exchange Server MAPIクライアントおよび
Collaboration Data Objects (ExchangeMapiCdo.EXE)という名前で、Microsoft Webサイト
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http://www.microsoft.com/downloads/Search.aspx?DisplayLang=enから無料でダウン
ロードできます。

Data Protector Microsoftボリュームシャドウコピーサービス用統合ソフトウェア

「Microsoftボリュームシャドウコピーサービスクライアント」（166ページ）を参照してください。

Microsoft SQL Serverクライアント

ここでは、Microsoft SQL Serverが正しく動作していることが前提となります。

Microsoft SQL Serverデータベースをバックアップできるようにするには、インストール手
順でMS SQL用統合ソフトウェアコンポーネントを選択する必要があります。

Microsoft SharePoint Serverクライアント

Microsoft SharePoint Server環境にインストールする必要があるData Protectorコンポー
ネントは、使用するバックアップおよび復元のソリューションによって異なります。以下のソ
リューションから選択できます。

• 「Data Protector Microsoft SharePoint Server 2003用統合ソフトウェア」（157ページ）

• 「Data Protector Microsoft SharePoint Server 2007/2010用統合ソフトウェア」（158ペー
ジ）

• 「Data Protector Microsoft SharePoint Server 2007/2010 VSSを使用する ソリューショ
ン」（158ページ）

• 「Data Protector Microsoftボリュームシャドウコピーサービス用統合ソフトウェア」（158
ページ）

• 「Microsoft SharePoint Server向けData Protector Granular Recovery Extension」（159
ページ）

Data Protector Microsoft SharePoint Server 2003用統合ソフトウェア

ここでは、Microsoft SharePoint Portal Serverインスタンスと関連するMicrosoft SQL Server
インスタンスが正しく動作していることが前提となります。

Microsoft SharePoint Portal Serverオブジェクトをバックアップできるようにするには、次の
Data Protectorコンポーネントをインストールします。

• MS SharePoint用統合ソフトウェア - Microsoft SharePoint Portal Serverシステム
上

• MS SQL用統合ソフトウェア - Microsoft SQL Serverシステム上
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Data Protector Microsoft SharePoint Server 2007/2010用統合ソフトウェア

ここでは、Microsoft SharePoint Serverインスタンスと関連するMicrosoft SQL Serverイン
スタンスが正しく動作していることが前提となります。

Microsoft SharePoint Serverオブジェクトをバックアップできるようにするには、次のData
Protectorコンポーネントをインストールします。

• MS SharePoint 2007/2010用統合ソフトウェア - Microsoft SharePoint Serverシ
ステム上

• MS SQL用統合ソフトウェア - Microsoft SQL Serverシステム上

Data Protector Microsoft SharePoint Server 2007/2010 VSSを使用する ソリューショ
ン

ここでは、Microsoft SharePoint Serverインスタンスと関連するMicrosoft SQL Serverイン
スタンスが正しく動作していることが前提となります。

Microsoft SharePoint Serverオブジェクトをバックアップできるようにするには、次のData
Protectorコンポーネントをインストールします。

• MS ボリュームシャドウコピー用統合ソフトウェア - Microsoft SharePoint Server
システムおよびMicrosoft SQL Serverシステム上にインストールします。少なくとも次の
サービスのいずれか 1 つが有効である必要があります。

Microsoft Office SharePoint Server 2007

• Windows SharePoint Services Database

• Windows SharePoint Serviceヘルプ検索

• Office SharePoint Server Search

Microsoft SharePoint Server 2010

• SharePoint Foundation Database

• SharePoint Foundation Help Search

• SharePoint Server Search

• ユーザーインタフェースコンポーネント - MS ボリュームシャドウコピー用統合
ソフトウェアがインストールされたMicrosoft SharePoint Serverの 1 つ、およびバッ
クアップを構成し開始する予定のMicrosoft SharePoint Serverにインストールします。

Data Protector Microsoftボリュームシャドウコピーサービス用統合ソフトウェア

「Microsoftボリュームシャドウコピーサービスクライアント」（166ページ）を参照してください。
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Microsoft SharePoint Server向けData Protector Granular Recovery Extension

ここでは、Microsoft SharePoint Serverインスタンスと関連するMicrosoft SQL Serverイン
スタンスが正しく動作していることが前提となります。

Microsoft SharePoint Server の各オブジェクトを復元できるようにするには、Microsoft
SharePoint Serverの全体管理システムにMS SharePoint Granular Recovery Extension
をインストールします。

• コンポーネントをローカルにインストールすると、Data Protectorインストールウィザー
ドにMS SharePoint GREオプションのダイアログボックスが表示されます。ファーム管
理者のユーザー名とパスワードを指定します。

• このコンポーネントをリモートにインストールするには、[MS SharePoint Granular
Recovery Extension]を選択して[構成]をクリックし、MS SharePoint GREオプション
のダイアログボックスにファーム管理者ユーザー名とパスワードを指定します。

注記：

Microsoft SharePoint Serverデータをバックアップするために必要なData Protector
コンポーネントもMicrosoft SharePoint Server環境にインストールされていることを確
認します。

Sybaseクライアント

Sybase Backup Serverはすでに実行されているものとします。

Sybaseデータベースをバックアップする場合は、インストール手順で以下のData Protector
コンポーネントを選択する必要があります。

• Sybase用統合ソフトウェア - Sybaseデータベースをバックアップする場合

• Disk Agent - 以下の2つの理由でDisk Agentをインストールする場合

• Sybase Backup Serverのファイルシステムバックアップを行うため。Sybase用統合
ソフトウェアを構成し、Sybase Backup ServerとData Protectorに関連するすべて
の問題点を解決する前に、このバックアップを行ってください。

• Sybase Backup Serverを使用してバックアップできない重要なデータがあるファイ
ルシステムでのバックアップを実行するため。

Informix Serverクライアント

Informix Serverはすでに実行されているものとします。
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Informix Serverデータベースをバックアップする場合は、インストール手順で以下のData
Protectorコンポーネントを選択する必要があります。

• Informix用統合ソフトウェア - Informix Serverデータベースをバックアップする場
合

• Disk Agent - 以下の2つの理由でDisk Agentをインストールする場合

• Informix Serverのファイルシステムバックアップを行うため。Informix用統合ソフト
ウェアを構成し、Informix ServerとData Protectorに関連するすべての問題点を解
決する前に、このバックアップを行ってください。

• ON-Barを使用してバックアップできない重要なInformix Serverデータ(ONCONFIG
ファイル、sqlhostsファイル、ON-Bar緊急ブートファイル、
oncfg_INFORMIXSERVER.SERVERNUM、構成ファイルなど)があるファイルシステムで
のバックアップを実行するため。

IBM HACMP Cluster

If Informix ServerがIBM HACMPクラスター環境にインストールされている場合は、すべ
てのクラスターノードにInformix用統合ソフトウェアコンポーネントをインストールしま
す。

SAP R/3クライアント

前提条件

• 次のOracleソフトウェアがインストールされて構成されていることを確認します。

• Oracle Enterprise Server (RDBMS)

• Oracle Net8ソフトウェア

• SQL*Plus

• SAP R/3 Database Serverはすでに実行されているものとします。

注記：

Data ProtectorのSAP R/3用統合ソフトウェアのバックアップ仕様では、以前のバー
ジョンのData Protectorに対する互換性が完全に確保されています。Data Protector
では、旧バージョンのData Protectorで作成したバックアップ仕様をすべて実行でき
ます。ただし、最新バージョンのDataProtectorで作成したバックアップ仕様を、旧バー
ジョンのData Protectorで使用することはできません。
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SAP R/3データベースをバックアップする場合は、インストール手順で以下のコンポーネ
ントを選択する必要があります。

• SAP R/3用統合ソフトウェア

• Disk Agent

Data Protectorでは、Disk Agentをバックアップサーバー(バックアップされるファイル
システムデータがあるクライアント)にインストールする必要があります。

SAP MaxDBクライアント

SAP MaxDBサーバーはすでに実行されているものとします。

SAP MaxDBデータベースのバックアップを可能にするには、インストール手順で以下の
Data Protectorコンポーネントを選択する必要があります。

• SAP DB用統合ソフトウェア - SAP MaxDBデータベースの統合オンラインバックアッ
プを実行する場合

• Disk Agent - SAP MaxDBデータベースの非統合オフラインバックアップを実行する
場合

Oracle Serverクライアント

Oracle Serverはすでに実行されているものとします。

Oracleデータベースをバックアップする場合は、インストール手順でOracle用統合ソフ
トウェアコンポーネントを選択する必要があります。

HP OpenVMS

HP OpenVMSでは、HP Data Protectorインテグレーションガイド－Oracle、SAPで説
明されているようにOracle用統合ソフトウェアをインストールして構成した後、-key Oracle8
エントリがOMNI$ROOT:[CONFIG.CLIENT]omni_infoに表示されていることを確認します。
次に例を示します。

-key oracle8 -desc “Oracle Integration” -nlsset 159 -nlsId 12172 -flags
0x7 -ntpath ““ -uxpath ““ -version 6.20

このエントリが存在しない場合は、OMNI$ROOT:[CONFIG.CLIENT]omni_formatからコピー
してください。このエントリが含まれていないと、OpenVMSクライアント上でOracle用統合
ソフトウェアがインストール済みとして示されません。
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VMwareクライアント

VMwareシステムへのインストールが必要になるData Protectorコンポーネントは、使用す
るバックアップと復元ソリューションによって異なります。以下のソリューションから選択で
きます。

• 「Data Protector仮想環境統合ソフトウェア」（162ページ）

• 「Data ProtectorVMware(レガシー)用統合ソフトウェア」（162ページ）

• 「VMware vSphere向けData Protector Granular Recovery Extension」（163ページ）

Data Protector仮想環境統合ソフトウェア

バックアップホストはすでに実行されているものとします。

バックアップホストとして使用する各システム上にData Protector 仮想環境統合ソフト
ウェアコンポーネントをインストールします。

Data ProtectorVMware(レガシー)用統合ソフトウェア

VirtualCenter Serverシステム(存在する場合)およびESX Serverシステムはすでに実行さ
れているものとします。VMwareクライアントをインストールできるようにするには、最初に
OpenSSHを設定します。詳細は、オンラインヘルプの索引「インストール、クライアントシス
テム」を参照してください。

Data Protector VMware用統合ソフトウェア（レガシー）コンポーネントを以下のクラ
イアントにインストールします。

• 仮想マシンをバックアップするすべてのESX Serverシステム

• VirtualCenterシステム(存在する場合)

• バックアッププロキシーシステム(VCBfileおよびVCBimageバックアップ方式を使用す
る場合)

• 仮想マシンのファイルシステムを復元するWindowsシステム(物理または仮想l)

注記：

Data Protector VMware用統合ソフトウェア(レガシー)コンポーネントは､ESXi
Serverシステムにはインストールできません｡そのため、ESXi Serverシステム上で実
行している仮想マシンに使用できないバックアップおよび復元機能が存在します。
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Clusters

クラスター内のESX ServerシステムまたはVirtualCenterシステムの有無に関係なく、VMware
用統合ソフトウェア(レガシー)コンポーネントを両方のクラスターノードにインストール
します。

VMware vSphere向けData Protector Granular Recovery Extension

Data Protectorの仮想環境統合ソフトウェアが『HP Data Protector Integration Guide
for Virtualization Environmentsガイド』の手順に従ってインストールおよび構成されて
いることと、復元を行う仮想マシンにバージョン４.x以降のVMwareツールがインストールさ
れていることが前提となります。

制限事項

• VMware向けData Protector Granular Recovery Extensionでは、リモートインストール
のみがサポートされています。

マウントプロキシシステムに次のData Protectorコンポーネントをリモートインストールして
ます。詳細については、オンラインヘルプの索引「インストール、クライアントシステム」を
参照してください。

• ユーザーインタフェース

• 仮想環境統合ソフトウェア

• VMware Granular Recovery Extension Agent

Virtual Center (vCenter) Serverシステムで、次の手順を実行します。

1. VMware Granular Extension Web Plug-Inコンポーネントをリモートインストールし
ます。

2. Data Protector GUIを使用して、vCenter ServerシステムをVMware vCenterタイプの
Data Protectorセルにインポートします。詳細は、オンラインヘルプの索引「インポー
ト、クライアントシステム」を参照してください。
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注記：

vCenter Serverに仮想システム統合ソフトウェアをインストールすると、そのシステム
には他のData Protectorコンポーネントをリモートインストールできなくなります。仮想
環境統合ソフトウェアをインストールしたvCenter ServerにVMware Granular Extension
Web Plug-Inをインストールするには、次の手順を実行します。

1. vCenter Serverを、Data Protector ClientタイプのData Protectorセルにインポー
トします。

2. vCenter Serverシステムを、VMware vCenterタイプのData Protectorセルにイン
ポートします。

3. VMware Granular Extension Web Plug-Inコンポーネントをリモートインストー
ルします。

Microsoft Hyper-Vクライアント

Microsoft Hyper-Vシステムにインストールする必要があるData Protectorコンポーネント
は、使用するバックアップおよび復元のソリューションによって異なります。以下のソリュー
ションから選択できます。

• 「Data Protector仮想環境統合ソフトウェア」（162ページ）

• 「Data Protector Microsoftボリュームシャドウコピーサービス用統合ソフトウェア」（164
ページ）

Data Protector仮想環境統合ソフトウェア

バックアップホストと、バックアップおよび復元の対象となるMicrosoft Hyper-Vシステムは
すでに稼働中であることが前提となります。

次のData ProtectorコンポーネントをバックアップホストとMicrosoft Hyper-Vシステムの両
方にインストールします。

• 仮想環境統合ソフトウェア

• MSボリュームシャドウコピー用統合ソフトウェア

Data Protector Microsoftボリュームシャドウコピーサービス用統合ソフトウェア

Microsoft Hyper-Vシステムにインストールする必要があるコンポーネントの詳細につい
ては、「Microsoftボリュームシャドウコピーサービスクライアント」（166ページ）を参照してく
ださい。
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DB2クライアント

DB2 Serverはすでに実行されているものとします。

DB2データベースをバックアップする場合は、インストール手順でDB2用統合ソフトウェ
アコンポーネントおよびDisk Agentコンポーネントを選択する必要があります。

物理的にパーティション化された環境の場合は、データベースが置かれている各物理
ノード(システム)にDB2用統合ソフトウェアコンポーネントおよびDisk Agentコンポーネ
ントをインストールします。

注記：

rootとしてログオンした後、インストールを実行します。

NNMクライアント

NNMシステムはすでに実行されているものとします。

NNMデータベースをバックアップできるようにするには、インストール手順でHP NNM Backup
用統合ソフトウェアコンポーネントとDisk Agentコンポーネントを選択する必要があり
ます。Disk Agentでは、バックアップ目的でバックアップ前スクリプトとバックアップ後スクリ
プトを実行する必要があります。

NDMP Serverクライアント

NDMP Serverはすでに実行されているものとします。

Install手順中で、NDMP Media Agentを選択し、NDMP専用ドライブにアクセスするすべて
のData Protectorクライアントにインストールします。

注記：

Data Protectorクライアントが、NDMP Serverを介したNDMP専用ドライブへのアクセ
スに使用されず、ライブラリロボティクスの制御のみに使用される場合、そのようなク
ライアントには、NDMP Media AgentかGeneral Media Agentのいずれかをインストー
ルできます。

1台のData Protectorクライアントには、1つのMedia Agentしかインストールできないこと
に、注意してください。
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Microsoftボリュームシャドウコピーサービスクライアント

VSSライター、またはVSSを使用したファイルシステムのみをバックアップするには、アプリ
ケーションシステム(ローカルバックアップの場合)、またはアプリケーションシステムとバッ
クアップシステムの両方(トランスポータブルバックアップの場合)に、以下のData
Protectorソフトウェアをインストールします。

• MS ボリュームシャドウコピー用統合ソフトウェア

• ディスクアレイを(ハードウェアプロバイダとともに)使用する場合は、適切なディスクア
レイエージェント(HP StorageWorks P6000 EVA SMI-S Agent、HP StorageWorks
P9000 XP Agent、またはHP StorageWorks P4000 Agent)。

VSS用統合ソフトウェアをインストールした後、ディスクへのZDBセッションおよびディスク+
テープへのZDBセッション(インスタントリカバリが有効なセッション)を実行する場合は、ア
プリケーションシステム上のソースボリュームを解決する必要があります。セルのVSSクラ
イアントからの解決操作は、以下のように実行します。

omnidbvss –resolve {–apphost ApplicationSystem | –all}

ただし、アプリケーションシステムを解決しないか解決に失敗する場合、omnircファイル
内でOB2VSS_DISABLE_AUTO_RESOLVE変数が0(デフォルト)に設定されていれば、アプリ
ケーションシステムが自動で解決されます。この場合、複製作成のバックアップ時間が長
くなります。

詳細は、『HP Data Protector Zero Downtime backup Integration guide』を参照して
ください。

Lotus Notes/Domino Serverクライアント

Lotus Notes/Domino Serverはすでに実行されているものとします。

Lotus Notes/Domino Serverデータベースのバックアップを可能にするには、インストール
手順でLotus用統合ソフトウェアコンポーネントとDisk Agentコンポーネントを選択す
る必要があります。以下の目的で、Data Protectorでファイルシステムデータをバックアッ
プできるようにするには、Disk Agentコンポーネントが必要です。

• Lotus統合エージェントを使用してバックアップできない重要なデータのバックアップ
を実行するため。これらは、非データベースファイルと呼ばれており、notes.ini、
desktop.dsk、すべての*.idファイルなどがあります。Lotus Notes/Domino Serverで
は、データを完全に保護するため、これらのファイルのバックアップを実行する必要が
あります。

• アプリケーションとData Protectorに関連する通信やその他の問題点を解決する目的
で、ファイルシステムバックアップをテストするため。
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Lotus Domino Cluster

Install the Lotus用統合ソフトウェアおよびDisk Agentのコンポーネントを、バックアッ
プに使用するDominoサーバーにインストールします。また、Dominoデータベースをこの
データベースの複製を含む他のDominoサーバーに復元する場合は、これらのDomino
サーバーにもコンポーネントをインストールします。

HP StorageWorks P6000 EVAディスクアレイファミリ用統合ソフトウェア

HP StorageWorks P6000 EVAディスクアレイファミリをData Protectorと統合する場合は、
以下のData Protectorソフトウェアコンポーネントをアプリケーションシステムとバックアッ
プシステムにインストールします。

• HP StorageWorks P6000 EVA SMI-S Agent

• General Media Agent

General Media Agentコンポーネントは、バルクデータをバックアップする場合に、
バックアップシステムにインストールします。またアーカイブログのバックアップやアプ
リケーションシステムへの復元を行う場合は、アプリケーションシステムにインストール
します。

• Disk Agent

Disk Agentコンポーネントは、ディスクイメージおよびファイルシステムのZDBを実行
する場合に、アプリケーションシステムとバックアップシステムにインストールします。
Disk Agentがインストールされていないクライアントは、ZDBバックアップ仕様を作成
する際に、[アプリケーションシステム]ドロップダウンリストおよび[バックアップ
システム]ドロップダウンリストに表示されません。

重要：

Microsoft Windows Server 2008システムでは、Data Protector HP StorageWorks
P6000 EVAディスクアレイファミリ用統合ソフトウェアを正常に動作させるために、2つ
のWindows Server 2008修正プログラムをインストールする必要があります。必要な
修正プログラムパッケージは、Microsoft Web サイ
トhttp://support.microsoft.com/kb/952790からダウンロードできます。

クラスターへのインストール

HP StorageWorks P6000 EVAディスクアレイファミリ用統合ソフトウェアは、クラスター環境
にインストールできます。サポート対象のクラスター構成とインストール要件の詳細は、
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『HP Data Protector Zero Downtime Backup Administrator's Guide』を参照してくだ
さい。

他のアプリケーションの統合

HP StorageWorks P6000 EVAディスクアレイファミリ用統合ソフトウェアをデータベースア
プリケーションと組み合わせてインストールする場合は、この組み合わせに必要なData
Protectorコンポーネントをアプリケーションシステムとバックアップシステムにインストール
し、この組み合わせ特有のインストール作業を実行してください。HP StorageWorks P6000
EVAディスクアレイファミリ用統合ソフトウェアは、Oracle Server、SAP R/3、Microsoft
Exchange Server、Microsoft SQL Server、およびMicrosoftボリュームシャドウコピーサー
ビスと組み合わせてインストールできます。

HP StorageWorks P6000 EVAディスクアレイファミリとOracle Serverの統合

前提条件

• アプリケーションシステムと、バックアップセットZDBの方法のバックアップシステムに
は、以下のソフトウェアをインストールし、構成を完了しておく必要があります。

• Oracle Enterprise Server (RDBMS)

• Oracle Net Services

• SQL*Plus

バックアップシステム上のOracleソフトウェアは、アプリケーションシステムと同じディレ
クトリにインストールする必要があります。また、バックアップシステム上のバイナリは、
アプリケーションシステム上のバイナリと同一に設定する必要があります。これは、ア
プリケーションシステムからバックアップシステムにファイルとシステム環境をコピーす
るか、アプリケーションシステムと同じインストールパラメータを使用して、バックアップ
システムでOracleバイナリのクリーンインストールを実行することにより、実現できます。

• アプリケーションシステムで使用されるOracleデータファイルは、インストールしたSMI-
S Agentを使用してレプリケートされるソースボリュームにインストールする必要があり
ます。

Oracleの制御ファイル、オンラインREDOログファイル、およびOracle SPFILEの配置
場所は、次の2つのオプションから選択できます。

• Oracle制御ファイル、オンラインREDOログファイル、およびOracle SPFILEを、
Oracleデータファイルとは異なるボリュームグループ(LVMを使用する場合)または
ソースボリュームに配置する。

この構成では、デフォルトでインスタントリカバリが使用可能です。

• Oracle制御ファイル、オンラインREDOログファイル、およびOracle SPFILEを、
Oracleデータファイルと同じボリュームグループ(LVMを使用する場合)またはソー
スボリュームに配置する。
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この構成では、デフォルトではインスタントリカバリは使用不可です。インスタントリ
カバリを使用可能にするには、ZDB_ORA_INCLUDE_CF_OLF、ZDB_ORA_INCLUDE_SPF、
およびZDB_ORA_NO_CHECKCONF_IR omnirc変数を設定します。詳細については、
HP Data Protector Zero Downtime Backup Integration Guideを参照してくだ
さい。

OracleのアーカイブREDOログファイルは、ソースボリュームに配置する必要はありま
せん。

Oracleデータファイルの一部がシンボリックリンクにインストールされている場合、バッ
クアップシステムにもこれらのリンクを作成する必要があります。

インストール手順

Install作業は、以下のとおり実行します。

1. Oracleのリカバリカタログデータベースをインストールします。このカタログデータベー
スは、非ミラー化ディスク上の個々のシステムにインストールすることをお勧めします。
リカバリカタログは、登録しない状態で残しておきます。データベースのインストール
方法については、Oracleのマニュアルを参照してください。

2. 以下のData Protectorソフトウェアコンポーネントをインストールします。

• HP StorageWorks P6000 EVA SMI-S Agent – アプリケーションシステムとバッ
クアップシステムの両方

• Oracle用統合ソフトウェア – アプリケーションシステムとバックアップシステム
の両方

注記：

• バックアップシステムのData Protector Oracle用統合ソフトウェアコ
ンポーネントは、バックアップセットZDB方式にのみ必要です。プロキシー
コピーZDBのプロキシーコピー方法の場合は必要ありません。

• RACクラスター環境の場合、Oracleアプリケーションデータベースは、複
数のOracleインスタンスによりアクセスされます。そのため、Oracleイン
スタンスを実行するすべてのシステムにData Protector Oracle用統合
ソフトウェアおよびHP StorageWorks P6000 EVA SMI-S Agentコン
ポーネントをインストールしてください。

• Oracleリカバリカタログデータベースが個々のシステムにインストールさ
れている場合は、そこにData Protectorソフトウェアコンポーネントをイン
ストールする必要はありません。
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HP StorageWorks P6000 EVAディスクアレイファミリとSAP R/3の統合

前提条件

• アプリケーションシステムには、以下のOracleソフトウェアがインストールされている必
要があります。

• Oracle Enterprise Server (RDBMS)

• Oracle Net Services

• SQL*Plus

• SAP準拠のZDBセッション(アプリケーションシステムではなくバックアップシステムで開
始されたBRBACKUP)を実行する場合、バックアップシステムを構成します。詳細は、
Oracle用のSAPデータベースガイド(スプリットミラーバックアップ、ソフトウェア構成)を
参照してください。

• アプリケーションシステム上のデータベースは、ディスクイメージ、論理ボリューム、ま
たはファイルシステムにインストールすることが可能です。

• Oracleのデータファイルは、ディスクアレイに配置する必要があります。

• オンラインバックアップの場合、オンラインのREDOログをディスクアレイに配置す
る必要はありません。オンラインSAP対応ZDBセッションは例外です。コントロール
ファイルはディスクアレイに配置する必要があります。

• オフラインバックアップの場合、コントロールファイルとオンラインのREDOログは
ディスクアレイに配置する必要があります。

• アーカイブされたREDOログファイルは、ディスクアレイに配置する必要はありませ
ん。

Oracle制御ファイル、オンラインREDOログファイル、およびOracle SPFILEを、Oracle
データファイルと同じLVMボリュームグループまたはソースボリュームに配置する場
合、Data ProtectorのZDB_ORA_NO_CHECKCONF_IR、ZDB_ORA_INCLUDE_CF_OLF、
ZDB_ORA_INCLUDE_SPF omnirc変数を設定します。設定しないと、ZDB–to–diskセッ
ションとZDB–to–disk+tapeセッションを実行できません。詳細は、『HPData Protector
Zero Downtime Backup Integration Guide』を参照してください。

注記：

Oracleデータファイルの一部がシンボリックリンクにインストールされている場合、
バックアップシステムにもリンクを作成します。

UNIXの場合のみ、Oracleデータベースがrawパーティション(rawディスクまたは
raw論理ボリューム)にインストールされている場合、アプリケーションシステムと
バックアップシステムでのボリューム/ディスクグループ名が同じであることを確認
してください。
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• UNIXの場合、アプリケーションシステムに以下のユーザーが存在しているかどうかを
確認します。

• プライマリグループがdbaのoraORACLE_SID

• UNIXグループsapsysに属するORACLE_SIDadm

• SAP R/3ソフトウェアは、アプリケーションシステムに正しくインストールする必要があり
ます。

SAP R/3のインストール後にアプリケーションシステムにインストールする必要がある
標準ディレクトリのリストは、以下のとおりです。

注記：

ディレクトリの場所は、環境変数(UNIXシステムの場合)またはレジストリ(Windows
システムの場合)によって異なります。詳細は、SAP R/3のマニュアルを参照して
ください。

• ORACLE_HOME/dbs(UNIXシステムの場合)ORACLE_HOME\database (Windowsシ
ステムの場合) - OracleとSAPのプロファイル

• ORACLE_HOME/bin (UNIXシステムの場合) ORACLE_HOME\bin (Windowsシステ
ムの場合) - Oracleのバイナリ

• SAPDATA_HOME/sapbackup (UNIXシステムの場合)またはSAPDATA_HOME\
sapbackup(Windowsシステムの場合) - BRBACKUPログファイルが置かれる
SAPBACKUPディレクトリ

• SAPDATA_HOME/saparch (UNIXシステムの場合) SAPDATA_HOME\saparch (Windows
システムの場合) - BRARCHIVEログファイルが置かれるSAPARCHディレクトリ

• SAPDATA_HOME/sapreorg (UNIXシステムの場合)またはSAPDATA_HOME\sapreorg
(Windowsシステムの場合)

• SAPDATA_HOME/sapcheck (UNIXシステムの場合)またはSAPDATA_HOME\sapcheck
(Windowsシステムの場合)

• SAPDATA_HOME/saptrace (UNIXシステムの場合)またはSAPDATA_HOME\saptrace
(Windowsシステムの場合)

• /usr/sap/ORACLE_SID/SYS/exe/run (UNIXシステム)

c:\Oracle\ORACLE_SID\sys\exe\run (Windowsシステム)

注記：

インスタントリカバリを行う場合、sapbackup、saparch、およびsapreorgの各
ディレクトリが、Oracleデータファイルとは異なるソースボリュームに存在して
いることを確認します。
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UNIXシステム

UNIXシステムでは、最後の6つのディレクトリが前述の場所にない場合、適切なリンク
を作成してください。

UNIXシステムの場合、ディレクトリ/usr/sap/ORACLE_SID/SYS/exe/runの所有者は、
UNIXユーザーoraORACLE_SIDでなければなりません。SAP R/3ファイルの所有者
は、UNIXユーザーoraORACLE_SIDであり、setuidビットがセットされた(chmod 4755
...) UNIXグループdbaに属していなければなりません。例外はBRRESTOREファイル
の場合で、その所有者はUNIXユーザーORACLE_SIDadmでなければなりません。

UNIXでの例

ORACLE_SIDがPROの場合、/usr/sap/PRO/SYS/exe/runディレクトリ内のパーミッ
ションは、以下のとおりに設定する必要があります。

-rwsr-xr-x 1 orapro dba 4598276
Apr 17 2010 brarchive -rwsr-xr-x 1 orapro dba 4750020 Apr 17 2010 brbackup
-rwsr-xr-x 1 orapro dba 4286707 Apr 17 2010 brconnect -rwsr-xr-x 1 proadm
sapsys 430467 Apr 17 2010

brrestore -rwsr-xr-x 1 orapro dba 188629 Apr 17 2010 brtools

インストール手順

1. SAP R/3 BRTOOLSを、アプリケーションシステムにインストールします。

2. 以下のData Protectorソフトウェアコンポーネントを、アプリケーションシステムとバッ
クアップシステムの両方にインストールします。

• HP StorageWorks P6000 EVA SMI-S Agent

• SAP R/3用統合ソフトウェア

• Disk Agent

注記：

SAP R/3 Integrationは、バックアップシステムでBRBACKUPが開始されるSAP対
応ZDBセッションを実行する場合にのみインストールする必要があります。

Windowsシステムの場合、Data ProtectorソフトウェアコンポーネントをSAP R/3管理
者用ユーザーアカウントを使用してインストールする必要があります。また、このアカ
ウントは、SAP R/3インスタンスが実行されているシステム上のORA_DBAローカルグ
ループかORA_SID_DBAローカルグループに含まれている必要があります。
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HP StorageWorks P6000 EVAディスクアレイファミリとMicrosoft Exchange Serverの
統合

前提条件

Microsoft Exchange Serverデータベースは、アプリケーションシステムのソースボリューム
上にインストールする必要があります。以下のオブジェクトは、ソースボリュームに配置す
る必要があります。

• Microsoft Information Store (MIS)

• Key Management Service (KMS) (オプション)

• Site Replication Service (SRS) (オプション)

トランザクションログをバックアップする場合は、Microsoft Exchange Serverの循環ログを
無効に設定します。

インストール手順

以下のData Protectorソフトウェアコンポーネントをインストールします。

• HP StorageWorks P6000 EVA SMI-S Agent – アプリケーションシステムとバックアッ
プシステムの両方

• MS Exchange用統合ソフトウェア – アプリケーションシステムのみ

HP StorageWorks P6000 EVAディスクアレイファミリとMS SQLの統合

前提条件

Microsoft SQL Serverは、アプリケーションシステムにインストールする必要があります。
ユーザーデータベースは、ディスクアレイのソースボリュームに配置することが必要です
が、システムデータベースは任意の場所にインストールできます。ただし、システムデータ
ベースがディスクアレイ上にもインストールされている場合は、システムデータベースは
ユーザーデータベースとは異なるソースボリューム上にインストールすることが必要です。

インストール手順

以下のData Protectorソフトウェアコンポーネントを、アプリケーションシステムとバックアッ
プシステムの両方にインストールします。

• HP StorageWorks P6000 EVA SMI-S Agent – アプリケーションシステムとバックアッ
プシステムの両方

• MS SQL用統合ソフトウェア – アプリケーションシステムのみ
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HP StorageWorks P9000 XPディスクアレイファミリ用統合ソフトウェア

HP StorageWorks P9000 XPディスクアレイファミリをData Protectorと統合する場合は、以
下のData Protectorソフトウェアコンポーネントをアプリケーションシステムとバックアップシ
ステムにインストールします。

• HP StorageWorks P9000 XP Agent

• General Media Agent

General Media Agentコンポーネントは、バルクデータをバックアップする場合に、
バックアップシステムにインストールします。またアーカイブログのバックアップやアプ
リケーションシステムへの復元を行う場合は、アプリケーションシステムにインストール
します。

• Disk Agent

Disk Agentコンポーネントは、ディスクイメージおよびファイルシステムのZDBを実行
する場合に、アプリケーションシステムとバックアップシステムにインストールします。
Disk Agentがインストールされていないクライアントは、ZDBバックアップ仕様を作成
する際に、[アプリケーションシステム]ドロップダウンリストおよび[バックアップ
システム]ドロップダウンリストに表示されません。

重要：

Microsoft Windows Server 2008システムでは、Data Protector HP StorageWorks
P9000 XPディスクアレイファミリ用統合ソフトウェアを正常に動作させるために、2つ
のWindows Server 2008修正プログラムをインストールする必要があります。必要な
修正プログラムのパッケージは、MicrosoftのWebサイト
http://support.microsoft.com/kb/952790および
http://support.microsoft.com/kb/973928からダウンロードしてください。

クラスターへのインストール

HP StorageWorks P9000 XPディスクアレイファミリ用統合ソフトウェアは、クラスター環境
にインストールできます。サポート対象のクラスター構成とインストール要件の詳細は、
『HP Data Protector Zero Downtime Backup Administrator's Guide』を参照してくだ
さい。

他のアプリケーションの統合

HP StorageWorks P9000 XPディスクアレイファミリ用統合ソフトウェアをデータベースアプ
リケーションと組み合わせてインストールする場合は、この組み合わせに必要なData
Protectorコンポーネントをアプリケーションシステムとバックアップシステムにインストール
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し、この組み合わせ特有のインストール作業を実行してください。HP StorageWorks P9000
XPディスクアレイファミリ用統合ソフトウェアは、Oracle Server、SAP R/3、Microsoft
Exchange Server、Microsoft SQL Server、およびMicrosoftボリュームシャドウコピーサー
ビスと組み合わせてインストールできます。

HP StorageWorks P9000 XPディスクアレイファミリとOracle Serverの統合

前提条件

• アプリケーションシステムと、バックアップセットZDBの方法のバックアップシステムに
は、以下のソフトウェアをインストールし、構成を完了しておく必要があります。

• Oracle Enterprise Server (RDBMS)

• Oracle Net Services

• SQL*Plus

バックアップシステム上のOracleソフトウェアは、アプリケーションシステムと同じディレ
クトリにインストールする必要があります。また、バックアップシステム上のバイナリは、
アプリケーションシステム上のバイナリと同一に設定する必要があります。これは、ア
プリケーションシステムからバックアップシステムにファイルとシステム環境をコピーす
るか、アプリケーションシステムと同じインストールパラメータを使用して、バックアップ
システムでOracleバイナリのクリーンインストールを実行することにより、実現できます。

• アプリケーションシステム上のOracleデータファイルは、バックアップシステムにミラー
リングされるHP StorageWorks P9000 XPディスクアレイファミリ LDEVにインストールす
る必要があります。

バックアップセット方法を使用する場合で、Oracleデータファイルの一部がシンボリッ
クリンクにインストールされている場合、バックアップシステムにもこれらのリンクを作成
する必要があります。

Oracleの制御ファイル、オンラインREDOログファイル、およびOracle SPFILEの配置
場所は、次の2つのオプションから選択できます。

• Oracle制御ファイル、オンラインREDOログファイル、およびOracle SPFILEを、
Oracleデータファイルとは異なるボリュームグループ(LVMを使用する場合)または
ソースボリュームに配置する。

この構成では、デフォルトでインスタントリカバリが使用可能です。

• Oracle制御ファイル、オンラインREDOログファイル、およびOracle SPFILEを、
Oracleデータファイルと同じボリュームグループ(LVMを使用する場合)またはソー
スボリュームに配置する。

この構成では、デフォルトではインスタントリカバリは使用不可です。インスタントリ
カバリを使用可能にするには、ZDB_ORA_INCLUDE_CF_OLF、ZDB_ORA_INCLUDE_SPF、
およびZDB_ORA_NO_CHECKCONF_IR omnirc変数を設定します。詳細については、
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HP Data Protector Zero Downtime Backup Integration Guideを参照してくだ
さい。

OracleのアーカイブREDOログファイルは、ソースボリュームに配置する必要はありま
せん。

インストール手順

Install作業は、以下のとおり実行します。

1. Oracleのリカバリカタログデータベースをインストールします。このカタログデータベー
スは、非ミラー化ディスク上の個々のシステムにインストールすることをお勧めします。
リカバリカタログは、登録しない状態で残しておきます。データベースのインストール
方法については、Oracleのマニュアルを参照してください。

2. 以下のData Protectorソフトウェアコンポーネントをインストールします。

• HP StorageWorks P9000 XP Agent – アプリケーションシステムとバックアップシ
ステムの両方

• Oracle用統合ソフトウェア – アプリケーションシステムとバックアップシステム
の両方

注記：

• バックアップシステムのData Protector Oracle用統合ソフトウェアコ
ンポーネントは、バックアップセットZDB方式にのみ必要です。プロキシ
コピーZDBのプロキシコピー方法の場合は必要ありません。

• RACクラスター環境の場合、Oracleアプリケーションデータベースは、複
数のOracleインスタンスによりアクセスされます。そのため、Oracleイン
スタンスを実行するすべてのシステムにData Protector Oracle用統合
ソフトウェアおよびHP StorageWorks P9000 XP Agentコンポーネン
トをインストールしてください。

• Oracleリカバリカタログデータベースが個々のシステムにインストールさ
れている場合は、そこにData Protectorソフトウェアコンポーネントをイン
ストールする必要はありません。

HP StorageWorks P9000 XPディスクアレイファミリとSAP R/3の統合

前提条件

• 以下のOracleソフトウェアを、アプリケーションシステムにインストールし、構成を完了
しておく必要があります。
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• Oracle Enterprise Server (RDBMS)

• Oracle Net Services

• SQL*Plus

• SAP準拠のZDBセッション(アプリケーションシステムではなくバックアップシステムで開
始されたBRBACKUP)を実行する場合、バックアップシステムを構成します。詳細は、
Oracle用のSAPデータベースガイド(スプリットミラーバックアップ、ソフトウェア構成)を
参照してください。

• アプリケーションシステム上のデータベースは、ディスクイメージ、論理ボリューム、ま
たはファイルシステムにインストールすることが可能です。

• Oracleのデータファイルは、ディスクアレイに配置する必要があります。

• オンラインバックアップの場合、オンラインのREDOログをディスクアレイに配置す
る必要はありません。オンラインSAP対応ZDBセッションは例外です。コントロール
ファイルはディスクアレイに配置する必要があります。

• オフラインバックアップの場合、コントロールファイルとオンラインのREDOログは
ディスクアレイに配置する必要があります。

• アーカイブされたREDOログファイルは、ディスクアレイに配置する必要はありませ
ん。

Oracle制御ファイル、オンラインREDOログファイル、およびOracle SPFILEを、Oracle
データファイルと同じLVMボリュームグループまたはソースボリュームに配置する場
合、Data ProtectorのZDB_ORA_NO_CHECKCONF_IR、ZDB_ORA_INCLUDE_CF_OLF、
ZDB_ORA_INCLUDE_SPF omnirc変数を設定します。設定しないと、ZDB–to–diskセッ
ションとZDB–to–disk+tapeセッションを実行できません。詳細は、『HPData Protector
Zero Downtime Backup Integration Guide』を参照してください。

注記：

Oracleデータファイルの一部がシンボリックリンクにインストールされている場合、
バックアップシステムにもリンクを作成します。

UNIXの場合のみ、Oracleデータベースがrawパーティション(rawディスクまたは
raw論理ボリューム)にインストールされている場合、アプリケーションシステムと
バックアップシステムでのボリューム/ディスクグループ名が同じであることを確認
してください。

• UNIXの場合、アプリケーションシステムに以下のユーザーが存在しているかどうかを
確認します。

• プライマリグループがdbaのoraORACLE_SID

• UNIXグループsapsysに属するORACLE_SIDadm
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• SAP R/3ソフトウェアは、アプリケーションシステムに正しくインストールする必要があり
ます。

SAP R/3のインストール後にアプリケーションシステムにインストールする必要がある
標準ディレクトリのリストは、以下のとおりです。

注記：

ディレクトリの場所は、環境変数(UNIXシステムの場合)またはレジストリ(Windows
システムの場合)によって異なります。詳細は、SAP R/3のマニュアルを参照して
ください。

• ORACLE_HOME/dbs (UNIXシステム)

ORACLE_HOME\database (Windowsシステム) - OracleおよびSAP R/3プロファイ
ル

• ORACLE_HOME/bin (UNIXシステム)または

ORACLE_HOME\bin (Windowsシステム) - Oracleバイナリ

• SAPDATA_HOME/sapbackup (UNIXシステム)

SAPDATA_HOME\sapbackup (Windowsシステム) -

BRBACKUPログファイルが置かれるSAPBACKUPディレクトリ

• SAPDATA_HOME/saparch (UNIXシステム)

SAPDATA_HOME\saparch (Windowsシステム) - BRARCHIVE

ログファイルが置かれるSAPARCHディレクトリ

• SAPDATA_HOME/sapreorg (UNIXシステム)

SAPDATA_HOME\sapreorg (Windowsシステム)

• SAPDATA_HOME/sapcheck (UNIXシステム)

SAPDATA_HOME\sapcheck (Windowsシステム)

• SAPDATA_HOME/saptrace (UNIXシステム)

SAPDATA_HOME\saptrace (Windowsシステム)

• /usr/sap/ORACLE_SID/SYS/exe/run (UNIXシステム)

c:\Oracle\ORACLE_SID\sys\exe\run (Windowsシステム)

ネットワークへのData Protectorのインストール178



注記：

インスタントリカバリを行う場合、sapbackup、saparch、およびsapreorgの各
ディレクトリが、Oracleデータファイルとは異なるソースボリュームに存在して
いることを確認します。

UNIXシステム

UNIXシステムでは、最後の6つのディレクトリが前述の場所にない場合、適切なリンク
を作成してください。

UNIXシステムの場合、ディレクトリ/usr/sap/ORACLE_SID/SYS/exe/runの所有者は、
UNIXユーザーoraORACLE_SIDでなければなりません。SAP R/3ファイルの所有者
は、UNIXユーザーoraORACLE_SIDであり、setuidビットがセットされた(chmod 4755
...) UNIXグループdbaに属していなければなりません。例外はBRRESTOREファイル
の場合で、その所有者はUNIXユーザーORACLE_SIDadmでなければなりません。

UNIXでの例

ORACLE_SIDがPROの場合、/usr/sap/PRO/SYS/exe/runディレクトリ内のパーミッ
ションは、以下のとおりに設定する必要があります。

-rwsr-xr-x 1 orapro dba 4598276
Apr 17 2010 brarchive -rwsr-xr-x 1 orapro dba 4750020 Apr 17 2010 brbackup
-rwsr-xr-x 1 orapro dba 4286707 Apr 17 2010 brconnect -rwsr-xr-x 1 proadm
sapsys 430467 Apr 17 2010

brrestore -rwsr-xr-x 1 orapro dba 188629 Apr 17 2010 brtools

インストール手順

1. SAP R/3 BRTOOLSを、アプリケーションシステムにインストールします。

2. 以下のData Protectorソフトウェアコンポーネントを、アプリケーションシステムとバッ
クアップシステムの両方にインストールします。

• HP StorageWorks P9000 XP Agent

• SAP R/3用統合ソフトウェア

• Disk Agent
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注記：

SAP R/3 Integrationは、バックアップシステムでBRBACKUPが開始されるSAP対
応ZDBセッションを実行する場合にのみインストールする必要があります。

Windowsシステムの場合、Data ProtectorソフトウェアコンポーネントをSAP R/3管理
者用ユーザーアカウントを使用してインストールする必要があります。また、このアカ
ウントは、SAP R/3インスタンスが実行されているシステム上のORA_DBAローカルグ
ループかORA_SID_DBAローカルグループに含まれている必要があります。

HP StorageWorks P9000 XPディスクアレイファミリとMicrosoft Exchange Serverの統
合

前提条件

Microsoft Exchange Serverデータベースは、アプリケーションシステムのHP StorageWorks
P9000 XPディスクアレイファミリボリューム(LDEV)にインストールする必要があります。この
ボリュームは、バックアップシステムにミラーリングされます。ミラーリングは、HP BC P9000
XPまたはHP CA P9000 XPで設定でき、データベースはファイルシステムにインストール
されます。以下のオブジェクトは、ミラーリングされるボリュームに配置する必要がありま
す。

• Microsoft Information Store (MIS)

• Key Management Service (KMS) (オプション)

• Site Replication Service (SRS) (オプション)

トランザクションログをバックアップする場合は、Microsoft Exchange Serverの循環ログを
無効に設定します。

インストール手順

以下のData Protectorソフトウェアコンポーネントをインストールします。

• HP StorageWorks P9000 XP Agent – アプリケーションシステムとバックアップシステ
ムの両方

• MS Exchange用統合ソフトウェア – アプリケーションシステムのみ
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HP StorageWorks P9000 XPディスクアレイファミリとMicrosoft SQL Serverの統合

前提条件

Microsoft SQL Serverは、アプリケーションシステムにインストールする必要があります。
ユーザーデータベースは、ディスクアレイのソースボリュームに配置することが必要です
が、システムデータベースは任意の場所にインストールできます。ただし、システムデータ
ベースがディスクアレイ上にもインストールされている場合は、システムデータベースは
ユーザーデータベースとは異なるソースボリューム上にインストールすることが必要です。

インストール手順

以下のData Protectorソフトウェアコンポーネントを、アプリケーションシステムとバックアッ
プシステムの両方にインストールします。

• HP StorageWorks P9000 XP Agent

• MS SQL用統合ソフトウェア

HP StorageWorks P4000 SANソリューション用統合ソフトウェア

HP StorageWorks P4000 SANソリューションをData Protectorと統合する場合は、以下の
Data Protectorソフトウェアコンポーネントをアプリケーションシステムとバックアップシステ
ムにインストールします。

• MS ボリュームシャドウコピー用統合ソフトウェア

• HP StorageWorks P4000 Agent

EMC Symmetrix用統合ソフトウェア

EMC SymmetrixをData Protectorと統合する場合は、以下のData Protectorソフトウェア
コンポーネントをアプリケーションシステムとバックアップシステムにインストールします。

• EMC Symmetrix Agent (SYMA)

EMC Symmetrix Agentコンポーネントをリモートでインストールする前に、次の2つの
EMCコンポーネントをインストールします。

• EMC Solution Enabler

• EMC Symmetrix TimeFinderまたはEMC Symmetrix Remote Data Facility (SRDF)
マイクロコードとライセンス

• General Media Agent

General Media Agentコンポーネントは、バルクデータをバックアップする場合に、
バックアップシステムにインストールします。またアーカイブログのバックアップやアプ
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リケーションシステムへの復元を行う場合は、アプリケーションシステムにインストール
します。

• Disk Agent

Disk Agentコンポーネントは、ディスクイメージおよびファイルシステムのZDBを実行
する場合に、アプリケーションシステムとバックアップシステムにインストールします。
Disk Agentがインストールされていないクライアントは、ZDBバックアップ仕様を作成
する際に、[アプリケーションシステム]ドロップダウンリストおよび[バックアップ
システム]ドロップダウンリストに表示されません。

クラスターへのインストール

EMC Symmetrix用統合ソフトウェアは、クラスター環境にインストールできます。サポート
対象のクラスター構成とインストール要件の詳細は、『HPData Protector ZeroDowntime
Backup Administrator's Guide』を参照してください。

他のアプリケーションの統合

EMC Symmetrix用統合ソフトウェアをデータベースアプリケーションと組み合わせてイン
ストールする場合は、この組み合わせに必要なData Protectorコンポーネントをアプリケー
ションシステムとバックアップシステムにインストールし、この組み合わせ特有のインストー
ル作業を実行してください。EMC Symmetrix用統合ソフトウェアは、OracleとSAP R/3と組
み合わせてインストールできます。

EMC Symmetrix用統合ソフトウェアとOracleの組み合わせ

前提条件

• 以下のソフトウェアを、アプリケーションシステムにインストールし、構成を完了してお
く必要があります。

• Oracle Enterprise Server (RDBMS)

• Oracle Net Services

• SQL*Plus

• アプリケーションシステムで使用されるOracleデータベースファイルは、バックアップシ
ステムにミラーリングされるEMC Symmetrixデバイスにインストールする必要がありま
す。

データベースは、ディスクイメージ、論理ボリューム、またはファイルシステムにインス
トールすることが可能です。以下のOracleファイルは、ミラーリングする必要がありま
す。

• データファイル

• 制御ファイル
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• オンラインREDOログファイル

アーカイブREDOログファイルは、非ミラー化ディスクに配置する必要があります。

インストール手順

Install作業は、以下のとおり実行します。

1. Oracleのリカバリカタログデータベースをインストールします。このカタログデータベー
スは、非ミラー化ディスク上の個々のシステムにインストールすることをお勧めします。
リカバリカタログは、登録しない状態で残しておきます。データベースのインストール
方法については、Oracleのマニュアルを参照してください。

2. 以下のData Protectorソフトウェアコンポーネントをインストールします。

• EMC Symmetrix Agent – アプリケーションシステムとバックアップシステムの両方

• Oracle用統合ソフトウェア – アプリケーションシステムとバックアップシステム
の両方

注記：

• バックアップシステムのData Protector Oracle用統合ソフトウェアコ
ンポーネントは、バックアップセットZDB方式にのみ必要です。プロキシー
コピーZDBのプロキシーコピー方法の場合は必要ありません。

• RACクラスター環境の場合、Oracleアプリケーションデータベースは、複
数のOracleインスタンスによりアクセスされます。そのため、Oracleイン
スタンスを実行するすべてのシステムにData Protector Oracle
IntegrationおよびEMC Symmetrix Agentコンポーネントをインストール
してください。

• Oracleリカバリカタログデータベースが個々のシステムにインストールさ
れている場合は、そこにData Protectorソフトウェアコンポーネントをイン
ストールする必要はありません。

EMC Symmetrix用統合ソフトウェアとSAP R/3との組み合わせ

前提条件

• 以下のOracleソフトウェアを、アプリケーションシステムにインストールし、構成を完了
しておく必要があります。

• Oracle Enterprise Server (RDBMS)

• Oracle Net8ソフトウェア

• SQL*Plus
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• SAP準拠のZDBセッション(アプリケーションシステムではなくバックアップシステムで開
始されたBRBACKUP)を実行する場合、バックアップシステムを構成します。詳細は、
Oracle用のSAPデータベースガイド(スプリットミラーバックアップ、ソフトウェア構成)を
参照してください。

• アプリケーションシステム上のデータベースは、ディスクイメージ、論理ボリューム、ま
たはファイルシステムにインストールすることが可能です。

• Oracleのデータファイルは、ディスクアレイに配置する必要があります。

• オンラインバックアップの場合、オンラインのREDOログをディスクアレイに配置す
る必要はありません。オンラインSAP対応ZDBセッションは例外です。コントロール
ファイルはディスクアレイに配置する必要があります。

• オフラインバックアップの場合、コントロールファイルとオンラインのREDOログは
ディスクアレイに配置する必要があります。

• アーカイブされたREDOログファイルは、ディスクアレイに配置する必要はありませ
ん。

注記：

Oracleデータファイルの一部がシンボリックリンクにインストールされている場合、
バックアップシステムにもリンクを作成します。

UNIXの場合のみ、Oracleデータベースがrawパーティション(rawディスクまたは
raw論理ボリューム)にインストールされている場合、アプリケーションシステムと
バックアップシステムでのボリューム/ディスクグループ名が同じであることを確認
してください。

• UNIXの場合、アプリケーションシステムに以下のユーザーが存在しているかどうかを
確認します。

• プライマリグループがdbaのoraORACLE_SID

• UNIXグループsapsysに属するORACLE_SIDadm

• SAP R/3ソフトウェアは、アプリケーションシステムに正しくインストールする必要があり
ます。

SAP R/3のインストール後にアプリケーションシステムにインストールする必要がある
標準ディレクトリのリストは、以下のとおりです。

注記：

ディレクトリの場所は、環境変数によって変わります。詳細は、SAP R/3のマニュ
アルを参照してください。
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• ORACLE_HOME/dbs - OracleおよびSAP R/3のプロファイル

• ORACLE_HOME/bin - Oracleバイナリファイル

• SAPDATA_HOME/sapbackup - BRBACKUPログファイルが置かれるSAPBACKUP
ディレクトリ

• SAPDATA_HOME/saparch - BRARCHIVEログファイルが置かれるSAPARCHディレ
クトリ

• SAPDATA_HOME/sapreorg

• SAPDATA_HOME/sapcheck

• SAPDATA_HOME/saptrace

• /usr/sap/ORACLE_SID/SYS/exe/run

注記：

インスタントリカバリを行う場合、sapbackup、saparch、およびsapreorgの各
ディレクトリが、Oracleデータファイルとは異なるソースボリュームに存在して
いることを確認します。

最後の6つのディレクトリが前述の場所にない場合は、適切なリンクを作成してくださ
い。

ディレクトリ/usr/sap/ORACLE_SID/SYS/exe/runの所有者は、UNIXユーザー
oraORACLE_SIDでなければなりません。SAP R/3ファイルの所有者は、UNIXユー
ザーoraORACLE_SIDであり、setuidビットがセットされた(chmod 4755 ...) UNIXグルー
プdbaに属していなければなりません。例外はBRRESTOREファイルの場合で、その
所有者はUNIXユーザーORACLE_SIDadmでなければなりません。

例

ORACLE_SIDがPROの場合、/usr/sap/PRO/SYS/exe/runディレクトリ内のパーミッ
ションは、以下のとおりに設定する必要があります。

-rwsr-xr-x 1 orapro dba 4598276
Apr 17 2010 brarchive -rwsr-xr-x 1 orapro dba 4750020 Apr 17 2010 brbackup
-rwsr-xr-x 1 orapro dba 4286707 Apr 17 2010 brconnect -rwsr-xr-x 1 proadm
sapsys 430467 Apr 17 2010 brrestore -rwsr-xr-x 1 orapro dba 188629 Apr 17
2010 brtools

インストール手順

1. SAP R/3 BRTOOLSを、アプリケーションシステムにインストールします。
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2. 以下のData Protectorソフトウェアコンポーネントを、アプリケーションシステムとバッ
クアップシステムの両方にインストールします。

• EMC Symmetrix Agent

• SAP R/3用統合ソフトウェア

• Disk Agent

注記：

SAP R/3 Integrationは、バックアップシステムでBRBACKUPが開始されるSAP対
応ZDBセッションを実行する場合にのみインストールする必要があります。

EMC Symmetrix用統合ソフトウェアとMicrosoft SQL Serverとの組み合わせ

前提条件

Microsoft SQL Serverは、アプリケーションシステムにインストールする必要があります。
ユーザーデータベースは、ディスクアレイのソースボリュームに配置することが必要です
が、システムデータベースは任意の場所にインストールできます。ただし、システムデータ
ベースがディスクアレイ上にもインストールされている場合は、システムデータベースは
ユーザーデータベースとは異なるソースボリューム上にインストールすることが必要です。

インストール手順

以下のData Protectorソフトウェアコンポーネントを、アプリケーションシステムとバックアッ
プシステムの両方にインストールします。

• EMC Symmetrix Agent

• MS SQL用統合ソフトウェア

VLS自動移行クライアント

Data Protectorメディアコピー機能では、バックアップ実行後にメディアをコピーできます。
HP StorageWorks仮想ライブラリシステム(VLS)との統合によって、内部VLSコピー機能を
Data Protectorメディア管理機能や監視機能と組み合わせたソリューションが提供される
こととなり、メディアコピー機能が強化されました。

Data ProtectorとVLSの自動移行機能を統合してスマートメディアコピー機能を実行する
には、VLS自動移行Data Protectorソフトウェアコンポーネントをインストールします。
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前提条件

この場合、以下の手順を実行します。

1. 必要に応じてCommand View VLSを使用してVLS仮想記憶領域を構成します。詳細
については、VLSのドキュメントを参照してください。

2. 1つまたは複数の物理テープライブラリをVLSに接続します。

3. Data ProtectorセルにVLSクライアントをインポートします。

各国語版Data Protectorユーザーインタフェースのイン
ストール

Data Protector 6.20には、WindowsおよびUNIXシステム上で動作する各国語版Data
Protectorユーザーインタフェースがあります。これは、各国語版のData Protector GUIお
よびCLIで構成されています。各国語版のドキュメント(ガイドおよびオンラインヘルプ)も
用意されています。各国語版にローカライズされたData Protectorドキュメントセットにつ
いては、『HP Data Protector製品案内、ソフトウェアノート、リファレンス』を参照して
ください。

注記：

デフォルトでは、Data Protectorのインストール時に、サポートされるすべての言語の
言語サポートがインストールされ、システムの地域設定にあわせてData Protector
ユーザーインタフェースが起動されます。

トラブルシューティング

英語以外の言語サポートをインストールした後、英語のData Protectorの元のGUIが起動
した場合は、以下を確認してください。
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1. 以下のファイルが存在するかを確認します。

フランス語のサポートの場合:

• Windowsの場合: Data_Protector_home\bin\OmniFra.dll

• HP-UXの場合: /opt/omni/lib/nls/fr.iso88591/omni.cat

• Solarisの場合: /opt/omni/lib/nls/fr.ISO8859-1/omni.cat

日本語のサポートの場合:

• Windowsの場合: Data_Protector_home\bin\OmniJpn.dll

• HP-UXの場合: /opt/omni/lib/nls/ja.eucJP/omni.catおよび/opt/omni/
lib/nls/ja.SJIS/omni.cat

• Solarisの場合: /opt/omni/lib/nls/ja.eucJP/omni.catおよび/opt/omni/
lib/nls/ja.PCK/omni.cat

簡体字中国語のサポートの場合:

• Windowsの場合:Data_Protector_home\bin\OmniChs.dll

• HP-UXの場合:/opt/omni/lib/nls/zh_CN.gb18030/omni.catおよび/opt/
omni/lib/nls/zh_CN.gb18030/omni.cat

• Solarisの場合:/opt/omni/lib/nls/zh_CN.GB18030/omni.catおよび/opt/
omni/lib/nls/zh_CN.GB18030/omni.cat

2. システムの地域設定を確認します。

• Windowsの場合: Windowsのコントロールパネルで、[地域のオプション]を
クリックし、地域と言語の設定で適切な言語が選択されているかを確認してくだ
さい。

• UNIXの場合: 以下のコマンドを実行して地域設定(ロケール)環境を設定してく
ださい。

export LANG=lang locale

ここでは、langは次のフォーマットでロケール環境設定を示しています。
language[_territory].codeset.

たとえば、日本語ロケールの場合はja_JP.eucJP、ja_JP.SJIS、または
ja_JP.PCK、簡体字中国語ロケールの場合はzh_CN.GB18030、フランス語ロケー
ルの場合はfr_FR.iso88591となります。LANG変数のcodeset部分は必須であり、
対応するディレクトリ名のcodeset部分と一致している必要があります。
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各国語版Data Protectorマニュアルのインストール

Windowsシステムへの各国語版Data Protectorマニュアルのインストー
ル

ローカルインストール

Windowsシステムに各国語版Data Protectorマニュアルをローカルにインストールするに
は、セットアップウィザードの[カスタムセットアップ]ページで、必要なコンポーネントを選
択します。図23（189ページ）を参照してください。

ローカルインストール手順については、「Data Protector Cell Manager (CM)およびCell
Manager (IS)のインストール」（44ページ）を参照してください。

図 23 セットアップ時の各国語版マニュアルの選択

リモートインストール

インストールサーバーを利用してData Protector各国語版マニュアルをリモートで配布す
るには、[コンポーネント追加]ウィザードの[コンポーネント選択]ページで、必要な各国語
版マニュアルを選択します。図24（190ページ）を参照してください。

Data Protectorソフトウェアコンポーネントをクライアントにリモートで追加する手順は、「Data
Protectorクライアントのリモートインストール」（82ページ）を参照してください。
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図 24 各国語版マニュアルのリモートでのインストール

UNIXシステムへの各国語版Data Protectorマニュアルのインストール

ローカルインストール

日本語、フランス語または簡体字中国語のマニュアルのローカルインストールは、
omnisetup.shコマンドを使用して、Data Protectorクライアント上でのみ行えます。必要
な言語サポートに応じて、jpn_ls、fra_ls、またはchs_lsソフトウェアコンポーネントを指
定してください。手順の詳細は、「UNIXおよびMac OS Xクライアントのローカルインストー
ル」（146ページ）を参照してください。

Data Protector Cell Managerまたはインストールサーバーのインストールにswinstall、
pkgadd、またはrpmユーティリティを使用している場合は、英語版のマニュアルしかインス
トールできません。各国語版Data ProtectorマニュアルをCell Managerまたはインストール
サーバーと同じシステムにインストールしたい場合は、それらの言語パックをリモートでイ
ンストールする必要があります。
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リモートインストール

インストールサーバーを利用してData Protector各国語版マニュアルをリモートで配布す
るには、[コンポーネント追加]ウィザードの[コンポーネント選択]ページで、必要な各国語
版マニュアルを選択します。図24（190ページ）を参照してください。

Data Protectorソフトウェアコンポーネントをクライアントにリモートで追加する手順は、「Data
Protectorクライアントのリモートインストール」（82ページ）を参照してください。

Data Protectorシングルサーバー版のインストール
Data Protectorのシングルサーバー版(SSE: Single Server Edition)は、1つのCell Manager
に接続された1台のデバイス上でのみバックアップを実行するような、小規模な環境向け
に設計されたものです。シングルサーバー版は、サポート対象のWindowsプラットフォー
ム、およびサポート対象のHP-UXまたはSolarisプラットフォーム上で使用できます。

Cell Managerと(必要に応じて)インストールサーバーをインストールする手順は、「Data
Protector Cell Manager (CM)およびCell Manager (IS)のインストール」（44ページ）を参
照してください。

制限事項

SSEライセンスを使用する場合、以下の制限があることに注意してください。

Windows用SSEの制限
• SSEでバックアップを行う場合、一度にバックアップできるのは1台のCell Managerに接

続されている1台のデバイスのみです。

• 10スロットのDDSオートチェンジャを1台だけ使用できます。

• UNIX (HP-UX)クライアントとサーバーはサポートされていません。UNIXのマシンに対
してバックアップを行おうとすると、セッションが中止されます。

• Windows用Cell Managerを使用するセルの場合は、バックアップ対象はWindowsクラ
イアントに限られます。Novell Netwareクライアントへのバックアップはサポートされて
いません。

• 拡張製品をSSEに追加することはできません。

• SSEでクラスター化を行うことはできません。

• SSEでディザスタリカバリを行うことはできません。

Windowsクライアントの数に制限はありません。

サポート対象のデバイスについては、『HP Data Protector製品案内、ソフトウェアノート、
リファレンス』を参照してください。
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HP-UXおよびSolaris用のSSEの制限事項
• SSEでバックアップを行う場合、一度にバックアップできるのは1台のCell Managerに接

続されている1台のデバイスのみです。

• 10スロットのDDSオートチェンジャを1台だけ使用できます。

• UNIX用Cell Managerでは、サーバーのバックアップはできません。UNIX、Windows、
Solaris、およびNovell NetWareの各クライアントのバックアップのみが可能です。

• 拡張製品をSSEに追加することはできません。

• SSEでクラスター化を行うことはできません。

クライアント(UNIX、Windows)の数に制限はありません。

サポート対象のデバイスについては、『HP Data Protector製品案内、ソフトウェアノート、
リファレンス』を参照してください。

パスワードのインストール

Cell Managerへのパスワードの詳しいインストール手順は、「Data Protectorパスワード」
（327ページ）を参照してください。

Data Protector Web Reportingのインストール
Data Protector Web Reportingは、デフォルトで他のData Protectorコンポーネントととも
にローカルシステムにインストールされます。

したがって、システムからローカルに使用する場合は、このコンポーネントを明示的にイン
ストールする必要はありません。Data Protector Web Reportingは、Webサーバーにもイ
ンストールできます。

前提条件

システムでData Protector Web Reportingを使用する場合の前提条件と制限は、『HP
Data Protector製品案内、ソフトウェアノート、リファレンス』を参照してください。

設置

Data Protector Web ReportingをWebサーバーにインストールするには、以下の手順に
従ってください。
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1. 以下のData Protector Java Reportingファイルをサーバーにコピーします。コピー先
のサーバーは、Data Protectorクライアントでなくてもかまいません。

• WindowsシステムにData Protectorユーザーインタフェースをインストールしてい
る場合は、以下のディレクトリからWeb Reporting用のファイルをコピーします。

Data_Protector_home\java\bin

• UNIXシステムにData Protectorユーザーインタフェースをインストールしている
場合は、以下のディレクトリからWeb Reporting用のファイルをコピーします。

/opt/omni/java/bin

2. ブラウザでWebReporting.htmlファイルを開くと、Data Protector Web Reportingが
表示されます。

このファイルは、Web Reportingのユーザーが完全なURLを通じてアクセスできるよう
に設定しておく必要があります。たとえば、イントラネットサイトからこのファイルにアク
セスするためのリンクなどを用意します。

ヒント：

デフォルトでは、Data Protector Web Reportingはパスワードなしで使用できます。
Web Reportingへのアクセスを制限したい場合は、パスワード保護を追加できます。
手順については、オンラインヘルプの索引「Webレポート、アクセスの制限」を参照し
てください。

この次に行う作業

Installが完了したら、オンラインヘルプの索引「Webレポートのインタフェース、通知の構
成」を参照して、構成上の問題および独自のレポートを作成する方法を確認してくださ
い。

MC/ServiceGuardへのData Protectorのインストール
Data Protectorは、HP-UX用およびLinux用のMC/ServiceGuard (MC/SG)をサポートし
ています。サポート対象オペレーティングシステムのバージョンの詳細は、『HP Data
Protector製品案内、ソフトウェアノート、リファレンス』を参照してください。

Cell Managerをクラスター対応にする場合は、ライセンスで仮想サーバーIPアドレスを使
用する必要があります。
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クラスター対応Cell Managerのインストール

前提条件

MC/SeviceGuardにData Protector Cell Managerをインストールする前に、以下の条件が
満たされていることを確認してください。

• 1次Cell Managerとなるシステムと2次Cell Managerとなるシステムが決定されているこ
と。これらのシステムのすべては、MC/ServiceGuardがインストールされ、クラスターの
メンバーとして構成されていること。

• Data Protector Cell Manager (推奨パッチ適用済み)と、クラスター内に必要な統合ソ
フトウェア用のその他すべてのData Protectorソフトウェアコンポーネントが、一次ノー
ドと各二次ノードにインストールされていること。

これらのインストール手順は、Cell Managerシステムを標準構成でインストールする場
合と同じです。「Data Protector Cell Manager (CM)およびCell Manager (IS)のインス
トール」（44ページ）を参照してください。

この次に行う作業

Installが完了したら、インストールした1次Cell Managerと2次Cell Manager、およびCell
Managerパッケージを構成する必要があります。オンラインヘルプの索引「クラスター、
MC/ServiceGuard」を参照して、MC/ServiceGuardとData Protectorとの構成の詳細をご
確認ください。

インストールサーバーのクラスターノードへのインストール

インストールサーバーを二次MC/ServiceGuardノードにインストールし、リモートインストー
ルに利用できます(「UNIX用のインストールサーバーのインストール」（63ページ）)。

クラスター対応クライアントのインストール

重要：

Data Protectorクラスター対応クライアントは、クラスター内のすべてのノードにイン
ストールする必要があります。

Install手順は、Data Protectorを標準構成のUNIXクライアントにインストールする場合と
同じです。詳細な手順については、「HP-UXクライアントのインストール」（99ページ）と
「Linuxクライアントのインストール」（109ページ）を参照してください。

ネットワークへのData Protectorのインストール194



この次に行う作業

Installが完了したら、仮想サーバー(クラスターパッケージで指定されたホスト名)をData
Protectorセルにインポートする必要があります。「セルへのクラスター対応クライアントの
インポート」（217ページ）を参照してください。

オンラインヘルプの索引「構成」を参照して、バックアップデバイスおよびメディアプール
の作成方法、またはData Protectorのその他の構成タスクの詳細をご確認ください。

Microsoft Cluster ServerへのData Protectorのインス
トール

Microsoft Cluster Server用統合ソフトウェアでサポートされているオペレーティングシステ
ムについては、http://www.hp.com/support/manualsの最新のサポート一覧を参照してく
ださい。

注記：

Cell Managerをクラスター対応にする場合は、Cell Managerの仮想サーバーIPアドレ
スをライセンスに使用する必要があります。

クラスター対応Cell Managerのインストール

前提条件

クラスター対応のData Protector Cell Managerをインストールするには、次の前提条件を
満たす必要があります。

• すべてのクラスターノード上にクラスター機能が正しくインストールされていること。た
とえば、ディスク共有の問題なしに、グループをノード間で必要な回数だけ移動でき
る必要があります。

• クラスター内に以下の名前を持つリソースが存在しないこと。

OBVS_MCRS、OBVS_VELOCIS、OmniBack_Share

Data Protectorでは、これらの名前がData Protector仮想サーバーに使用されます。
そのようなリソースが存在する場合は、削除するか名前を変更してください。

以下の手順に従ってください。

1. [スタート] > [プログラム] > [管理ツール] > [クラスターアドミニストレータ]をクリッ
クします。
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2. リソースのリストを確認し、必要な場合はリソースの削除または名前の変更を行い
ます。

• クラスター内の最低1つのグループにファイルクラスータリソースが定義されているこ
と。Data Protectorは、このファイルクラスターリソースの一部のデータファイルを指定
したフォルダにインストールします。

Windows Server 2008の場合、データファイルはインストール時にユーザーが選択し
た共有フォルダの下にあるFile Serverリソースにインストールされます。

その他のWindowsシステムの場合、データファイルはファイルクラスターリソースが作
成されたときに指定したフォルダの下にあるFile Shareリソースにインストールされ
ます。

ファイルクラスターリソースを定義する方法については、各クラスターのマニュアルを
参照してください。ファイルクラスターリソースのファイル共有名をOmniBackにすること
はできません。

• ファイルクラスターリソースと同じグループ内に仮想サーバーが存在しない場合は、
登録済みのIPアドレスのうち未使用のものを使って新しい仮想サーバーを作成し、こ
れをネットワーク名と関連付けます。

• Data Protectorのインストール先となるファイルクラスターリソースのIPアドレス、ネッ
トワーク名、および物理ディスクが、ファイルクラスターリソースの依存関係に含ま
れていること。これでData Protectorクラスターグループが、他のグループと関係なく、
いずれのノード上でも実行できることを確認できます。

• クラスター管理者だけがファイルクラスターリソースの共有フォルダへのアクセス権(フ
ルアクセス権限)を持つことを確認します。

• Data Protectorは、すべてのクラスターノード上で同じ場所(ドライブとパス名)にインス
トールされます。これらのインストール場所に空きがあることを確認してください。

• クラスター対応Cell Managerのインストールをネットワーク共有から開始する場合、す
べてのクラスターノードからこの共有にアクセスする必要があります。

• あらゆるクラスターノードで、その他のMicrosoftインストーラーベースのインストールが
実行されていないことを確認してください。

• クラスターの各システム(ノード)が適切に稼動していること。

• Windows Server 2008上でMicrosoft Cluster Service (MSCS)が実行されているサー
バークラスターに、クラスター対応のData Protector Cell Managerをインストールでき
るようにするには、「Data ProtectorインストールのためのWindows Server 2008上で実
行するMicrosoftサーバークラスターの準備」（390ページ）で説明されている手順を実
行します。

留意事項

• ファイルクラスターリソースの共有フォルダに直接アクセスできるように、ファイルクラス
ターリソースがアクティブになっているシステム(ノード)上のクラスターサービスアカウ
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ントでセットアップを起動すること。リソースのオーナー(リソースがアクティブになって
いるシステム)は、クラスター管理ユーティリティを使うと確認できます。

• クラスター対応Data Protector Cell Managerをインストールおよび構成するために、イ
ンストール時に以下のユーザー権限のドメインアカウントを用意すること。

• Cell Managerシステムに対する管理者権限を付与します。

• クラスター内でのクラスター管理者権限を付与します。

• [パスワードを無期限にする]オプションを選択します。

• [サービスとしてログオン]オプションを選択します。

• [ユーザーはパスワードを変更できない]オプションを選択します。

• ログオン時間をすべて可能に設定します。

重要：

Microsoft Cluster Serverをインストールするには、すべてのクラスターシステム
(ノード)に対する管理者権限を付与されたアカウントが必要です。Data Protector
のインストールにも、このアカウントを使用する必要があります。そうしなかった場
合は、Data Protectorのサービスが、クラスター対応モードではなく通常のモード
で稼動することになります。

ローカルインストール手順

クラスター対応Data Protector Cell Managerは、DVD-ROMからローカルにインストール
する必要があります。この場合、以下の手順を実行します。

1. WindowsインストールDVD-ROM

Windows Server 2008の場合は、[ユーザーアカウント制御]ダイアログボックスが表示
されます。[続行]をクリックしてインストールを続けます。

2. HP Data Protectorウィンドウで[インストールData Protector]を選択し、Data Protector
のセットアップ用ウィザードを開始します。

3. セットアップ用ウィザードの指示に従って操作を行い、ライセンス契約を十分にお読
みください。記載内容に同意する場合は、[Next]をクリックして次に進みます。
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4. [Installation Type]ページで、[Cell Manager]を選択します。[Next]をクリックすると、
選択したData Protector Cell Managerソフトウェアがインストールされます。

図 25 インストールの種類の選択
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5. セットアップはクラスター環境で実行していることを自動的に検出します。[Install
cluster-aware Cell Manager]を選択して、クラスターセットアップを有効にします。

クラスターグループ、仮想ホスト名と、Data Protectorの共有ファイルおよびデータ
ベースのインストール先となるファイルクラスターリソースを選択します。

注記：

[Install Cell Manager on this node only]を選択した場合、Cell Managerはク
ラスター対応にはなりません。詳細については、「Windows用Cell Manager
のインストール」（55ページ）を参照してください。

図 26 SWindows Server 2008でのクラスターリソースの選択
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図 27 Windowsシステムでのクラスターリソースの選択

6. Data Protectorサービスの起動に使用されるアカウントのユーザー名とパスワードを
入力します。

図 28 アカウント情報の入力

7. Data Protectorをデフォルトフォルダにインストールする場合には、[Next]をクリックし
ます。

それ以外の場合は、[Change]をクリックして[Change Current Destination Folder]ウィ
ンドウを開き、別のパスを入力します。

ネットワークへのData Protectorのインストール200



8. [Component Selection]ウィンドウで、すべてのクラスターノードおよびクラスター仮想
サーバーにインストールするコンポーネントを選択します。[Next]をクリックします。

MS Cluster Supportファイルは自動的にインストールされます。

選択されたコンポーネントは、クラスター内のすべてのノードにインストールされます。

図 29 コンポーネント選択ページ

9. Data ProtectorによってシステムにWindowsファイアウォールが検出されると、
[Windows Firewall configuration]ページが表示されます。Data Protectorのセットアッ
ププログラムによって、必要なすべてのData Protector実行可能ファイルが登録され
ます。デフォルトでは、[Initially, enable newly registered Data Protector binaries to
open ports as needed]オプションが選択されています。この時点で、Data Protector
によってポートがオープンされないようにするには、オプションを選択解除します。た
だし、Data Protectorを適切に機能させるには、実行可能ファイルを有効にする必要
があります。

[次へ]をクリックします。

10. コンポーネント選択サマリーページが表示されます。[インストール]をクリックします。
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11. [Installation setup]ページが表示されます。[Next]をクリックします。

図 30 [Installation Status]ページ

12. Install後すぐにData Protectorを起動するには、[Start the Data Protector Manager]
を選択します。

『HP Data Protector製品案内、ソフトウェアノート、リファレンス』を表示するに
は、[Open the Product Announcements]を選択します。

Windows Server 2003 x64およびWindows Server 2008 x64以外のオペレーティング
システムで、HP AutoPassユーティリティをインストールまたはアップグレードするに
は、[Start AutoPass installation]オプションまたは[Upgrade AutoPass installation]
オプションを選択します。

HP AutoPassユーティリティは、すべてのノードではなく1つのノードにのみインストー
ルされるため、HP AutoPassユーティリティをMicrosoftサーバークラスターにインス
トールすることはお勧めしません。ただし、AutoPassをインストールする場合は、Data
Protectorをシステムから削除するために、インストールされているノードと同じノード
からData Protectorをアンインストールする必要があります。

Windows Server 2003 x64およびWindows Server 2008 x64システムでは、HP AutoPass
はインストールされません。

13. [Finish]をクリックしてインストールを完了します。

インストールのチェック

セットアップ手順が完了したら、Data Protectorソフトウェアが正しくインストールされてい
るかどうかチェックできます。以下の手順に従ってください。
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1. クラスターサービスアカウントが各クラスターノードのData Protector Inetサービスに
割り当てられていることを確認します。さらに、同じユーザーがData Protector admin
ユーザーグループに割り当てられていることを確認します。ログオンアカウントの種
類は、図31（203ページ）とに示すように、[アカウント]に設定する必要があります。

図 31 Data Protectorユーザーアカウント

2. Data_Protector_home\binディレクトリへ移動し、以下のコマンドを実行します。

omnirsh host INFO_CLUS

hostには、クラスター仮想サーバーの名前を指定します。このコマンドを実行する
と、クラスター内のシステムの名前のリストと仮想サーバーの名前が表示されます。0
“NONE”のような出力が表示された場合は、Data Protectorがクラスター対応モー
ドでインストールされていません。

3. Data Protector GUIを起動し、[クライアント]コンテキストを選択して、[MS Cluster]を
クリックします。新たにインストールしたシステムが結果エリアに表示されていることを
確認してください。

Data Protector InetサービスとCRSサービス

必要に応じて、Data Protector InetサービスとCRSサービスを実行しているアカウントを変
更してください。
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クラスター対応クライアントのインストール

前提条件

クラスター対応のData Protectorクライアントをインストールするには、次の前提条件を満
たす必要があります。

• すべてのクラスターノード上にクラスター機能が正しくインストールされていること。た
とえば、ディスク共有の問題なしに、グループをノード間で必要な回数だけ移動でき
る必要があります。

• クラスターの各システムが適切に稼動していること。

• Windows Server 2008上でMicrosoft Cluster Service (MSCS)が実行されているサー
バークラスターに、クラスター対応のData Protectorクライアントをインストールできるよ
うにするには、「Data ProtectorインストールのためのWindows Server 2008上で実行
するMicrosoftサーバークラスターの準備」（390ページ）で説明されている手順を実行
します。

ローカルインストール手順

Data Protectorのクラスター対応クライアントは、DVD-ROMを使用して各クラスターノード
にローカルにインストールする必要があります。クラスターノード(Data Protectorクラスター
クライアント)は、インストールプロセス中に指定したセルにインポートされます。その後、仮
想サーバー名をインポートする必要があります。

Installを実行する際には、クラスター管理者のアカウントが必要です。この点を除けば、ク
ラスタークライアントのセットアップは、通常のWindowsクライアントのセットアップと同じで
す。MS Cluster Supportファイルは自動的にインストールされます。

Data Protector Windowsクライアントシステムをローカルにインストールする方法は、
「Windows用クライアントのインストール」（92ページ）を参照してください。

Data Protectorインストールでは、クラスターが検出されたことが通知されます。[クラスター
対応モードでクライアントをインストールする]を選択します。
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図 32 クラスター対応インストールモードの選択

Data ProtectorのOracle用統合ソフトウェアをインストールする場合、セットアップ手順は、
Oracleリソースグループのすべてのクラスターノード上と仮想サーバー上で実行する必要
があります。

注記：

クラスター対応クライアントは、標準のCell Managerが管理するData Protectorセル、
またはクラスター対応のCell Managerが管理するData Protectorセルのどちらにでも
インポートできます。

インストールのチェック

セットアップ手順が完了したら、Data Protectorソフトウェアが正しくインストールされてい
るかどうかチェックできます。以下の手順に従ってください。
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1. クラスターサービスアカウントが各クラスターノードのData Protector Inetサービスに
割り当てられていることを確認します。さらに、同じユーザーがData Protectoradmin
ユーザーグループに割り当てられていることを確認します。ログオンアカウントタイプ
は、図33（206ページ）に示すように、[アカウント]に設定する必要があります。

図 33 Data Protectorユーザーアカウント

2. Data_Protector_home\binディレクトリに移動します。

3. 次のコマンドを実行します。

omnirsh host INFO_CLUS

hostには、クラスタークライアントシステムの名前を指定します。クラスター対応のク
ライアントシステムのリストが出力されます。0 “NONE”のような出力が表示された場
合は、Data Protectorがクラスター対応モードでインストールされていません。

Veritas Volume Manager

クラスター上にVeritas Volume Managerがインストールされている場合は、Microsoft Cluster
ServerへのData Protectorのインストールが完了した後に、追加作業が必要になります。
追加作業の手順は「Veritas Volume ManagerがインストールされたMicrosoft Cluster
ServerへのData Protectorのインストール」（393ページ）を参照してください。
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この次に行う作業

Installが完了したら、仮想サーバーのホスト名(クラスター対応アプリケーション)をData
Protectorセルにインポートする必要があります。「セルへのクラスター対応クライアントの
インポート」（217ページ）を参照してください。

オンラインヘルプの索引「構成」を参照して、バックアップデバイスおよびメディアプール
の作成方法、またはData Protectorのその他の構成タスクの詳細をご確認ください。

InetアカウントとCRSアカウントの変更

必要に応じて、Data Protector InetサービスとCRSサービスを実行しているアカウントを変
更してください。

Veritas ClusterへのData Protectorクライアントのインス
トール

Data Protectorクライアントは、クラスター外にあるCell Managerを使用して、Veritas Cluster
ノード上にインストールできます。この構成では、ローカルディスクのバックアップがサポー
トされます。

共有ディスクまたはクラスター対応アプリケーションをバックアップする必要がある場合は、
仮想サーバーのIPアドレスをライセンスに使用する必要がある点に注意してください。

重要：

Data Protectorの場合、フェイルオーバー時のクラスター対応バックアップはサポー
トされていません。

クラスター対応クライアントのインストール

Install手順は、Data Protectorを標準構成のSolarisクライアントシステムにインストールす
る場合と同じです。詳細な手順については、「Solaris用クライアントのインストール」（102
ページ）を参照してください。

この次に行う作業

Installが完了したら、以下の作業を行います。

• 仮想サーバーをバックアップする必要がある場合は、仮想サーバーをセルにインポー
トしてください。
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• 物理ノードをバックアップする必要がある場合は、物理ノードをセルにインポートして
ください。

「セルへのクラスター対応クライアントのインポート」（217ページ）を参照してください。オン
ラインヘルプの索引「構成」を参照して、バックアップデバイスおよびメディアプールの作
成方法、またはData Protectorのその他の構成タスクの詳細をご確認ください。

Novell NetWare ClusterへのData Protectorクライアント
のインストール

Data Protectorクライアントは、クラスター外にあるCell Managerを使用して、Novell NetWare
6.0 Cluster Servicesクラスターノード上にインストールすることができます。この構成を使
用して、ローカルディスクのバックアップと仮想サーバーを使用した共有クラスタープール
のバックアップが行えます。Novell NetWare Clusterでサポートされているオペレーティン
グシステムの詳細は、『HP Data Protector製品案内、ソフトウェアノート、リファレンス』を
参照してください。

共有ディスクまたはクラスター対応アプリケーションをバックアップする必要がある場合は、
仮想サーバーのIPアドレスをライセンスに使用する必要がある点に注意してください。

重要：

フェイルオーバー時のクラスター対応バックアップは、サポートされていません。フェ
イルオーバーが発生した場合は、バックアップまたは復元セッションを、手動で再起
動する必要があります。

バックアップデバイスは、仮想サーバーではなくクラスターノード上で構成されている必要
があります。これは、クラスターノードがデバイスを制御するためです。

クラスター対応クライアントのインストール

インストール前

Novell NetWare Cluster Servicesクラスターノード上にData Protectorクライアントをインス
トールする前に、クラスター内のすべての仮想サーバーのアンロードスクリプトを編集す
ることをお勧めします。そうすることにより、仮想サーバーから他のノードへの移行中でも、
セカンダリIPアドレスはアクティブのままになります。アンロードスクリプトを編集するには、
Novell Console Oneユーティリティ、またはNetWare Remote Managerを使用します。使用
方法はNovell NetWareのマニュアルを参照してください。
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例

すべての仮想サーバーに対するデフォルトのアンロードスクリプトは、以下のとおりです。

del secondary ipaddress 10.81.1.173 CLUSTER CVSBIND DEL TREENW6_CLUSTER_FIRST_SERVER
10.81.1.173 NUDP DEL TREENW6_CLUSTER_FIRST_SERVER 10.81.1.173 nss
/pooldeactivate=FIRST /overridetype=question

すべての仮想サーバーに対する変更済みのアンロードスクリプトは、以下のとおりです。

nss /pooldeactivate=FIRST
/overridetype=question del secondary ipaddress 10.81.1.173 CLUSTER CVSBIND DEL
TREENW6_CLUSTER_FIRST_SERVER 10.81.1.173 NUDP DEL TREENW6_CLUSTER_FIRST_SERVER 10.81.1.173

変更済みのアンロードスクリプトでは、最初に仮想サーバー上のすべてのクラスター共有
プールをディスマウントおよび非アクティブ化し、その後セカンダリIPアドレスを削除しま
す。これにより、セカンダリIPアドレスは移行中もアクティブのままとなります。

変更済みのアンロードスクリプトをアクティブにするには、優先ノード上で仮想サーバーを
オフラインにし、再びオンラインに戻します。

smsrun.basスクリプトの編集

アンロードスクリプトの編集後、クラスターのサポートを無効にするパラメータを使用して
TSA600.NLMモジュールまたはTSAFS.NLMモジュール(使用するモジュールによって異な
る)をロードするように、smsrun basスクリプトを編集する必要があります。詳細は、「Known
Backup/Restore Issues for NetWare 6.x」の「Novell Support Knowledge database」を参
照してください。

smsrun.basスクリプトの編集は、以下の手順で行います。

1. SYS:NSN/user/smsrun.basスクリプトの書き込み保護を読み込み専用から読み込
み/書き込みに変更して、標準のコンソールエディタで開きます。

2. Sub Main()セクションのnlmArray = Array(“SMDR”, “TSA600”,
“TSAPROXY”) (またはnlmArray = Array(“SMDR”, “TSAFS /NoCluster”))
行を次のように変更します。

• nlmArray = Array(“SMDR”, “TSA600 /cluster=off”, “TSAPROXY”)
(TSA600がインストールされている場合)

• nlmArray = Array(“SMDR”, “TSAFS /NoCluster”) (TSAFSがインストー
ルされている場合)

変更した内容を保存します。

3. ファイルサーバーのコンソールで、SMSSTOPと入力します。

4. ファイルサーバーのコンソールで、SMSSTARTと入力します。

クラスター共有ボリュームがTSA600.NLM (TSAFS.NLM)モジュールにより表示されます。
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インストール

Install手順は、Data Protectorを標準構成のNovell NetWareクライアントにローカルインス
トールする場合と同じです。詳細な手順については、「Novell NetWareクライアントのロー
カルインストール」（131ページ）を参照してください。

この次に行う作業

Installが完了したら、以下の作業を行います。

• 物理ノードをバックアップする必要がある場合は、物理ノードをセルにインポートして
ください。

• 仮想サーバー(共有クラスターボリューム)をバックアップする必要がある場合は、仮想
サーバーをセルにインポートしてください。

「セルへのクラスター対応クライアントのインポート」（217ページ）を参照してください。オン
ラインヘルプの索引「構成」を参照して、バックアップデバイスおよびメディアプールの作
成方法、またはData Protectorのその他の構成タスクの詳細をご確認ください。

Data ProtectorのIBM HACMP Clusterへのインストール
Data Protectorは、IBM High Availability Cluster Multi-processing for AIXをサポートし
ています。

重要：

Data Protector Disk Agentコンポーネントをすべてのクラスターノードにインストール
します。

クラスター対応クライアントのインストール

Data Protectorコンポーネントをクラスターノードにインストールするには、Data Protector
を標準構成のUNIXシステムにインストールする場合と同じ手順を使用します。詳細につ
いては、「UNIXおよびMac OS Xクライアントのローカルインストール」（146ページ）または
「Data Protectorクライアントのリモートインストール」（82ページ）を参照してください。

この次に行う作業

Installが終了したら、クラスターノードと仮想サーバー(仮想環境パッケージのIPアドレス)
をData Protectorセルにインポートします。「セルへのクラスター対応クライアントのインポー
ト」（217ページ）を参照してください。
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バックアップデバイス、メディアプール、または追加Data Protector構成タスクの構成方法
については、オンラインヘルプの索引「構成」を参照してください。
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3 インストールの保守

この章の内容
この章では、バックアップ環境の構成を変更するために最も頻繁に実行される手順につ
いて説明します。以降の項では、以下の情報を提供します。

• グラフィカルユーザーインタフェースを使用してクライアントをセルにインポートする方
法。詳細は、「セルへのクライアントのインポート 」（213ページ）を参照してください。

• グラフィカルユーザーインタフェースを使用してインストールサーバーをセルにイン
ポートする方法。詳細は、「セルへのインストールサーバーのインポート 」（216ページ）
を参照してください。

• グラフィカルユーザーインタフェースを使用してクラスターや仮想サーバーをインポー
トする方法。詳細は、「セルへのクラスター対応クライアントのインポート」（217ページ）
を参照してください。

• グラフィカルユーザーインタフェースを使用してクライアントをエクスポートする方法。
詳細は、「Data Protectorソフトウェアのアンインストール」（242ページ）を参照してくだ
さい。

• グラフィカルユーザーインタフェースを使用して保護を設定する方法。詳細は、「保護
について」（223ページ）を参照してください。

• インストール済みのData Protectorパッチを確認する方法。詳細は、「どのData
Protectorパッチがインストールされているかを確認する」（240ページ）を参照してくだ
さい。

• Data Protectorソフトウェアをアンインストールする方法。詳細は、「Data Protectorソフ
トウェアのアンインストール」（242ページ）を参照してください。

• Data Protectorソフトウェアコンポーネントを追加または削除する方法。詳細は、「Data
Protectorソフトウェアコンポーネントの変更」（257ページ）を参照してください。

セルへのクライアントのインポート
インストールサーバーを使用してソフトウェアコンポーネントをクライアントに配布すると、
クライアントシステムが自動的にセルに追加されます。リモートインストールが完了すると、
クライアントはセルのメンバーになります。
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いつインポートを行うか

インストールCD-ROMからローカルにインストールされたNovell NetWare、HP OpenVMS、
およびWindows XP Home Editionなどの一部のクライアントは、インストール後にセルに
インポートする必要があります。インポート とは、Data Protectorソフトウェアのインストー
ル後にセルにコンピュータを追加することを意味します。Data Protectorセルに追加され
ると、システムはData Protectorクライアントになります。システムがセルのメンバーになる
と、この新しいクライアントに関する情報は、Cell Manager上のIDBに書き込まれます。

クライアントがメンバーになれるのは、1つのセルだけです。クライアントを他のセルに移動
する場合は、まずクライアントを現在のセルからエクスポートしてから、新しいセルにイン
ポートします。クライアントをエクスポートする手順は、「セルからのクライアントのエクスポー
ト」（220ページ）を参照してください。

重要：

Data Protectorクライアントのインストール、およびクライアントのセルへのインポート
が完了したら、不要なセル権限によるアクセスからクライアントを保護することを、強
くお勧めします。詳細は、「クライアントの保護設定」（227ページ）を参照してください。

インポート方法

グラフィカルユーザーインタフェースを使ってクライアントシステムをインポートするには、
以下の手順に従ってください。

1. コンテキストリストで[クライアント]をクリックします。

2. Scopingペインで[クライアント]を右クリックし、[クライアントのインポート]をクリックし
ます。
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3. インポートするクライアント名を入力します。Windows GUIを使用している場合は、
ネットワークを参照して目的のクライアントを選択することもできます。詳細は、図34
（215ページ）を参照してください。

図 34 セルへのクライアントのインポート

複数のLANカードが構成されたクライアントをインポートする場合は、[仮想ホスト]オ
プションを選択します。このオプションにより、同一システムに割り当てられている複
数のホスト名をすべてインポートします。

NDMPクライアントをインポートする場合は、[NDMPサーバー]オプションを選択し、
[次へ]をクリックします。NDMP Serverに関する情報を指定します。

HP OpenVMSクライアントをインポートする場合は、OpenVMSクライアントのTCP/IP
名を、[名前]テキストボックスに入力します。

VLSデバイスをインポートする場合は、VLSデバイスオプションを選択して、[次へ]を
クリックします。VLSデバイスの情報を指定します。

Data ProtectorのMicrosoft Exchange Server 2010用統合ソフトウェアで使用する
Microsoft Exchange Server 2010 DAG仮想ホストをインポートする場合は、[仮想ホ
スト]を選択します。

Data Protectorの仮想環境統合ソフトウェアで使用するクライアントをインポートする
場合は、[VMware ESX(i)](スタンドアロンのESX(i) Serverシステムの場合)、[VMware
vCenter](VMware vCenter Serverシステムの場合)、[Hyper-V](Microsoft Hyper-V
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システムの場合)のいずれかを選択します。[次へ]をクリックし、ログイン資格情報を
入力します。

[Finish]をクリックしてクライアントをインポートします。

インポートしたクライアントの名前が結果エリアに表示されます。

セルへのインストールサーバーのインポート

いつ追加を行うか

以下の状況では、インストールサーバーをセルに追加する必要があります。

• 独立した形で、たとえばCell Managerとは別のシステム上にUNIXインストールサー
バーをインストールした場合。

この場合、インストールサーバーをセルに追加するまでは、セル内のクライアントに対
するリモートインストールは実行できません。

• Cell Managerにインストールしているが、他のセルでもリモートインストールを実行する
場合。この場合は、他のセルのCell Managerに接続されたGUIを使用して、他のセル
にも追加する必要があります。

クライアントとは異なり、インストールサーバーは複数のセルのメンバーにすることができ
ます。したがって、インストールサーバーは、いずれかのセルから削除(エクスポート)しな
くても、他のセルに追加(インポート)できます。

追加方法

インストールサーバーのインポートプロセスは、クライアントのインポートプロセスに似てい
ます。この作業は、インストールサーバーを追加するセルのCell Managerに接続された
Data ProtectorGUIを使用して、以下の手順に従って実行します。

1. コンテキストリストで[クライアント]をクリックします。

2. Scopingペインで、[インストールサーバー]を右クリックし、[インストールサーバーの
追加]をクリックして、ウィザードを起動します。詳細は、図34（215ページ）を参照して
ください。

3. インポートするシステムの名前を入力または選択します。[完了]をクリックしてインス
トールサーバーをインポートします。
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セルへのクラスター対応クライアントのインポート
Data Protectorソフトウェアをクラスター対応クライアント上にローカルにインストールした
後、そのクラスター対応クライアントを表す仮想サーバーをData Protectorセルにインポー
トします。

前提条件

• すべてのクラスターノード上にData Protectorがインストールされていること。

• クラスター内ですべてのクラスターパッケージが実行されていること。

Microsoft Cluster Server

Microsoft Cluster ServerクライアントをData Protectorセルにインポートするには、以下の
手順に従ってください。

1. [Data Protector ]で、[クライアント]コンテキストを選択します。

2. Scopingペインの[MS Cluster]を右クリックし、[クラスターのインポート]をクリックしま
す。
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3. インポート対象のクラスタークライアントを表す仮想サーバーの名前を入力するか、
ネットワークをブラウズして仮想サーバーを選択します。詳細は、図35（218ページ）
を参照してください。

図 35 セルへのMicrosoft Cluster Serverクライアントのインポート

4. [完了]をクリックしてクライアントをインポートします。

ヒント：

特定のクラスターノードまたは仮想サーバーをインポートするには、Scopingペインで
そのクラスターを右クリックし、[クラスターノードのインポート]また
は[クラスター仮想サーバーのインポート]をクリックします。

その他のクラスター

Tru64 Clusterの前提条件

クラスターのホスト名をインポートする前に、以下の点を確認してください。

• クラスター内の共有ディスク上にData Protectorがインストールされていること。
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• Tru64 Cluster内ですべてのTru64 Clusterノードが実行されていること。

• Data Protector 各ノード上でinetdプロセスが実行されていること。

手順

MC/ServiceGuard、Veritas、Tru64 Cluster、IBM HACMP Cluster、Novell NetWare
Cluster ServicesのいずれかのクライアントをData Protectorセルにインポートするには、
以下の手順に従ってください。

1. [Data Protector Manager]で、[クライアント]コンテキストを開きます。

2. Scopingペインで[クライアント]を右クリックし、[クライアントのインポート]をクリックし
ます。

3. 仮想サーバーのホスト名をアプリケーションクラスターパッケージで指定されていると
おりに入力します。Windows GUIを使用している場合は、ネットワークを参照して目
的の仮想サーバーを選択することもできます。

[仮想ホスト]オプションを選択し、これがクラスター仮想サーバーであることを示しま
す。詳細は、図36（220ページ）を参照してください。

4. [完了]をクリックして仮想サーバーをインポートします。
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図36 MC/ServiceGuardクライアント、Veritasクライアント、またはNovell NetWare Cluster
Servicesクライアントのセルへのインポート

ヒント：

クラスターノードのローカルディスク上にあるデータのバックアップも構成できるように
するには、Data Protectorクライアントを表すクラスターノードをインポートする必要が
あります。インポート手順は、「セルへのクライアントのインポート 」（213ページ）を参
照してください。

セルからのクライアントのエクスポート
Data Protectorセルからのクライアントのエクスポートは、クライアントからソフトウェアをア
ンインストールすることなく、Cell ManagerのIDBからその参照を削除することを意味しま
す。この作業は、Data Protector GUIを使用して行います。

エクスポート機能を使うと、以下のような作業を実施できます。

• クライアントを他のセルに移動できます。
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• ネットワークに現在含まれていないクライアントを、Data Protectorセルから削除できま
す。

• ライセンスの不足によって発生した問題を解決できます。

セルからクライアントをエクスポートすると、そのシステムで使用していたライセンスを
他のシステムで使用できるようになります。

前提条件

クライアントをエクスポートする前に、以下の条件が満たされていることを確認してくださ
い。

• 存在するすべてのクライアントがバックアップ仕様から削除されていること。削除され
ていない場合、Data Protectorは不明なクライアントのバックアップを実行しようとする
ため、バックアップ仕様のこのシステムに対応する部分が正常に実行されません。オ
ンラインヘルプの索引「変更、バックアップ仕様」を参照して、バックアップ仕様を変更
する手順を確認してください。

• クライアントに接続済みおよび構成済みのバックアップデバイスが存在しないこと。シ
ステムがエクスポートされると、Data Protectorは元のセルのバックアップデバイスを使
用できなくなります。

エクスポート方法

Data Protector GUIを使用してクライアントをセルからエクスポートするには、以下の手順
に従ってください。

1. コンテキストリストで[クライアント]をクリックします。
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2. Scopingペインで、[クライアント]をクリックします。次に、エクスポート対象のクライア
ントシステムを右クリックし、[削除]をクリックします。詳細は、図37（222ページ）を参照
してください。

図 37 クライアントシステムのエクスポート

3. Data Protectorソフトウェアをアンインストールするかどうかを尋ねるメッセージが表示
されます。クライアントをエクスポートする場合は、[いいえ]をクリックし、[完了]をクリッ
クします。

選択したクライアントが[結果エリア]のリストから削除されます。

注記：

エクスポートするクライアントと同じシステムにCell Managerがインストールされてい
る場合は、Data Protectorクライアントをエクスポートまたは削除することはできませ
ん。ただし、クライアントとインストールサーバーのみがインストールされているシステ
ムからクライアントをエクスポートすることはできます。この場合は、インストールサー
バーはセルからも削除されます。
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Microsoft Cluster Serverクライアント

Microsoft Cluster ServerクライアントをData Protectorセルからエクスポートするには、以
下の手順に従ってください。

1. コンテキストリストで[クライアント]をクリックします。

2. Scopingペインで[MS Clusters]を展開し、エクスポートするクライアントを右クリックし
て、[削除]をクリックします。

3. Data Protectorソフトウェアをアンインストールするかどうかを尋ねるメッセージが表示
されます。[いいえ]をクリックして、クラスタークライアントのみエクスポートします。

選択したクラスタークライアントが[結果エリア]のリストから削除されます。

ヒント：

特定のクラスターノードまたは仮想サーバーをエクスポートするには、Scopingペイン
でクラスターノードまたは仮想サーバーを右クリックし、[削除]をクリックします。

保護について
ここでは、Data Protectorの保護について説明します。Data Protectorの保護を強化する
ために使用できる高度な設定、およびその前提条件や留意事項について説明します。

環境全体での保護の強化には、さらなる作業も必要となるため、多くの保護機能は、デ
フォルトでは有効になっていません。

この章で説明する内容は、保護設定を変更する場合だけではなく、新しいユーザーを構
成する場合、クライアントを追する場合、Application Agentを構成する場合、または留意
事項の対象となるその他の変更を加える場合にも従う必要があります。保護設定の変更
は、セル全体に影響を及ぼす可能性があるため、慎重に計画する必要があります。

セキュリティ層

Data Protectorを安全に運用するためには、セキュリティが重要な以下の層に対して、セ
キュリティ対策を計画、テスト、および実現する必要があります。セキュリティ対策が必要
な層は、Data Protectorクライアント、Cell Manager、およびユーザーです。ここでは、これ
らの各層の保護の構成方法について説明します。
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クライアントの保護

セル内のクライアントにインストールされているData Protectorエージェントは、システム上
のすべてのデータへのアクセスなど、多数の強力な機能を備えています。これらの機能
は、セル権限(Cell Managerおよびインストールサーバー)で実行されるプロセスにのみ使
用できるようにし、それ以外の要求はすべて拒否することが重要です。

クライアントを保護する前に、信頼されるホストのリストを確認することが重要です。このリ
ストには、以下が含まれます。

• Cell Manager

• 対応するインストールサーバー

• クライアントによっては、ロボティクスにリモートでアクセスするクライアントのリスト

重要：

リストには、接続元になる可能性のあるすべてのホスト名(またはIPアドレス)が含ま
れている必要があります。上記のホストのいずれかがマルチホーム(複数のネットワー
クアダプタや複数のIPアドレスを持つ)またはクラスターの場合は、複数のクライアン
ト名が必要になることがあります。

セル内のDNS構成が一律でない場合は、他にも考慮すべき事項が存在することが
あります。詳細は、「クライアントの保護設定」（227ページ）を参照してください。

セル内のすべてのクライアントを常に保護する必要があるわけではありませんが、他のク
ライアントに信頼される以下のようなコンピュータについては、保護設定が重要です。

• Cell Manager / MoM

• インストールサーバー

• Media Agent(MA)クライアント

注記：

ユーザーインタフェースクライアントを信頼されるクライアントのリストに追加する必要
はありません。ユーザー権限によっては、GUIを使用してData Protectorの全機能、
または一部のコンテキストのみにアクセスできます。

Data Protectorユーザー

Data Protectorユーザーの構成時には、以下の点について十分に考慮してください。
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• 一部のユーザー権限は非常に強力です。たとえば、User configurationおよび
Clients configurationユーザー権限を持つユーザーは保護設定を変更できます。
Restore to other clientsユーザー権限も非常に強力です。Back up as rootま
たはRestore as rootユーザー権限のいずれかと組み合わせた場合は、特に強力
です。

• それほど強力ではないユーザー権限にも、常にリスクは伴います。Data Protectorを
構成して一定のユーザー権限を制限し、これらのリスクを削減できます。これらの設定
については、本章で後述します。「[バックアップ仕様を開始]ユーザー権限」（238ペー
ジ）も参照してください。

• Data Protectorでは、少数のユーザーグループが事前に定義されています。Data
Protector環境内のユーザーの種類ごとに特定のグループを定義し、最小限の権限
だけをユーザーに割り当てることをお勧めします。

• ユーザーグループのメンバーシップによるユーザー権限の割り当てに加えて、さらに
特定のユーザーグループの操作をData Protectorセルの特定のシステムのみに制限
することもできます。このポリシーは、user_restrictions ファイルを構成することによっ
て実装できます。詳細は、オンラインヘルプを参照してください。

• ユーザーの構成とユーザーのチェックは、密接な関係にあります(「ホスト名厳密チェッ
ク」（233ページ）を参照)。ユーザーのチェックを強化しても注意してユーザーを構成し
ないと意味がなく、逆に、細心の注意を払ってユーザーを構成してもユーザーのチェッ
クを強化しないと機能しない可能性があります。

• Data Protectorのユーザーリストに「脆弱な」ユーザー仕様が存在しないようにするこ
とが重要です。

注記：

ユーザー仕様のホスト部分は、(特にチェックを強化した場合)強度がある部分で
すが、ユーザー部分とグループ部分は、確実にチェックすることができません。
強力なユーザー権限を持つユーザーは、そのユーザーがData Protectorを管理
する際に使用する特定のクライアントに対して構成する必要があります。複数の
クライアントを使用する場合は、そのユーザーをユーザー、グループ、<任意>と
して指定するのではなく、クライアントごとにエントリーを追加するようにします。
信頼されていないユーザーにはこれらのシステムへのログインを許可しないよう
にする必要があります。

ユーザーを構成する方法の詳細については、オンラインヘルプの索引「構成、ユーザー」
を参照してください。
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Cell Managerの保護

Cell Managerは、セル内のすべてのクライアントとデータにアクセスできるため、その保護
は重要です。

Cell Managerの保護は、ホスト名厳密チェック機能によって強化できます。ただし、Cell
Managerがクライアントとしても保護され、Data Protectorユーザーが十分に検討された上
構成されていることが重要です。

必ずしもセル内のすべてのクライアントのセキュリティを強化する必要はありませんが、ほ
かのクライアントから信頼されるコンピュータについては、セキュリティの強化が重要です。
この点は、Cell Managerだけではなく、インストールサーバーやMedia Agentのクライアン
トについても同様です。

Cell ManagerおよびData Protectorセル内のすべてのクライアントのセキュリティは、暗号
制御通信を有効化することにより、さらに強化することができます。

詳細は、「ホスト名厳密チェック」（233ページ）、「クライアントの保護設定」（227ページ）、お
よび「セキュアな通信の有効化」（235ページ）を参照してください。

その他のセキュリティ保護について

他に考慮すべきセキュリティ保護は、以下のとおりです。

• ユーザーが信頼されるクライアント(Cell Manager、インストールサーバー、MA、ロボ
ティクスクライアント)にアクセスできないようにする必要があります。匿名ログオンやFTP
アクセスも、全体的なセキュリティに重大なリスクをもたらす可能性があります。

• メディアおよびテープライブラリ(および接続先クライアント)を、許可されていないユー
ザーや信頼されていないユーザーから物理的に保護する必要があります。

• バックアップ、復元、オブジェクトまたはメディアのコピー、オブジェクト集約、またはオ
ブジェクト検証の最中に、データがネットワーク経由で転送されます。ネットワークのセ
グメント化によって信頼されていないネットワークから完全に分離されていない場合
は、ローカルに割り当てられたデバイス、Data Protector暗号化テクニック、またはカ
スタムエンコードライブラリを使用します。エンコードライブラリを変更した後は、フル
バックアップを実行する必要があります。

• さらに、Data Protectorセル内で暗号制御通信を有効にすると、システムへの不正な
アクセスを防止し、セキュリティを強化できます。

その他のセキュリティ関連事項は、オンラインヘルプおよび『HP Data Protectorコンセ
プトガイド』を参照してください。
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クライアントの保護設定

Data Protectorクライアントのインストール、およびクライアントのセルへのインポートが完
了したら、権限のない他のクライアントによるアクセスからクライアントを保護することを、強
くお勧めします。

Data Protectorでは、クライアントがどのセル権限(Cell Manager、MoM、、およびインストー
ルサーバー)からData Protectorポート5555で要求を受け付けるかを指定できます。その
結果、他のコンピュータからそのクライアントにアクセスできなくなります。「クライアントの
保護」（224ページ）も参照してください。

注記：

ライブラリロボティクスに対してリモートアクセスを行うクライアントは、ライブラリロボ
ティクスクライアントのセル権限リストに追加する必要があります。

バックアップや復元、実行前または実行後スクリプトの起動、クライアントのインポートやエ
クスポートなどの作業について、クライアントは、Data Protectorポート(デフォルト5555)を
介してこれらの作業を開始するコンピュータが、その作業を許可されているかどうかを
チェックします。この保護メカニズムによって、クライアントは、指定されたセル権限からの
みアクションを受け付けるよう指示されます。

例外的状況に対する考慮

クライアントへのアクセスを制限する前に、問題を引き起こす可能性がある以下の状況に
ついて 考慮してください。

• セル権限に、複数のLANカードや複数のIPアドレス/クライアント名がある場合。

• クラスター対応のCell Managerを使用する場合。

• テープライブラリのロボティクスが別個の(または専用の)システム上で構成されている
場合。

Data Protectorでは、クライアントに接続するためのセル権限が明示的に認められたシス
テムを、1つだけではなく、 リストで指定することができます。障害を回避するために、事
前にすべての適したクライアント名のリストを代わりのセル権限として用意しておきます。

リストには、以下の情報を含めるようにしてください。

• セル権限で使用している、追加分を含めた(すべてのLANカードに対応する)クライア
ント名。

• Cell Managerがフェイルオーバーする可能性のあるすべてのクラスターノードのクライ
アント名およびクラスター仮想サーバーのホスト名。
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• セル権限の全ハードウェアがダウンした場合に、セル権限の移動先となるターゲット
システムの名前。このターゲットシステムは、ディザスタリカバリ対象として事前に定義
されている必要があります。

• ライブラリのロボティクスを制御するクライアントへのアクセスが許可されているクライア
ントについては、そのライブラリのドライブを使用するすべてのクライアント名。

アクセスの許可および拒否は、Data Protectorがインストールされているすべてのシステ
ムに適用できます。たとえば、Cell Managerからクライアント、Cell ManagerからCell
Manager、インストールサーバーからクライアント、またはクライアントからクライアントへの
アクセスを許可または拒否できます。

注記：

Cell Manager以外のシステムにあるインストールサーバーが許可されたクライアント
のリストに追加されていない場合は、保護されたクライアントにアクセスできません。
この場合は、インストールサーバーに依存している操作(インストールのチェック、コ
ンポーネントの追加、クライアントの削除など)は失敗します。保護されているクライア
ント上でこれらの操作を実行できるようにするには、インストールサーバーを許可さ
れているクライアントのリストに追加してください。

クライアントの保護方法

クライアント側でセル権限を確認できるようにする(クライアントを保護する)には、Data
Protector GUIで以下の手順を行ってください。

1. コンテキストリストで[クライアント]をクリックします。
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2. Scopingペインで[クライアント]を展開し、保護対象のクライアントを右クリックした後、
[保護]をクリックします。図38（229ページ）を参照してください。

図 38 クライアントの保護設定
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3. 選択されたクライアントへのアクセスを許可するシステムの名前を入力するか、[ネッ
トワーク]または[検索]タブを使用してシステムを検索します。[追加]をクリックして、リ
ストに各システムを追加します。図39（230ページ）を参照してください。

図 39 選択したクライアントの保護を使用可能にする

Cell Managerは、自動的にアクセスが許可され、信頼されるクライアントのリストに追
加されます。リストからCell Managerを削除することはできません。

4. [完了]をクリックして、選択したシステムをallow_hostsファイルに追加します。

どのような処理が行われるか

クライアントは、各要求に対してソースを確認し、[選択したクライアント上でセキュリティを
有効にする]ウィンドウで選択されているクライアントからの要求だけを受信します。これら
のクライアントは、allow_hostsallow_hostsファイルセキュリティallow_hostsファ
イルファイル allow_hostsファイルにリストされています。 要求が拒否されると、イベン
トは、以下のディレクトリのinet.log ファイルに記録されます。
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• Windows Vista、Windows 7、Windows Server 2008の場
合:Data_Protector_program_data\log

• その他のWindowsシステムの場合: Data_Protector_home\log

• HP-UX、Solaris、およびLinuxの場合: /var/opt/omni/log

• その他のUNIXシステムおよびMac OS Xシステムの場合:/usr/omni/log

セル内のすべてのクライアントに保護を設定する場合は、Data Protector GUI上で以下
の手順に従ってください。

1. コンテキストリストで[クライアント]をクリックします。

2. セル内のすべてのクライアントへのアクセスを許可するシステムの名前を入力する
か、[ネットワーク] (Windows GUIの場合)または[検索]タブで検索します。[追加]
をクリックして、リストに各システムを追加します。図40（231ページ）を参照してくださ
い。

図 40 セル内のすべてのクライアントに対する保護の設定

3. [完了]をクリックして、選択したシステムをallow_hostsファイルに追加します。

どのような処理が行われるか

クライアントは、各要求に対してソースを確認し、[Cell Manager上でセキュリティを有効に
する]ウィンドウで選択されているクライアントからの要求だけを受信します。これらのクライ
アントは、allow_hostsallow_hostsファイルセキュリティallow_hostsファイルファ
イルallow_hostsファイルにリストされています。要求が拒否されると、イベントは、以下
のディレクトリのinet.logファイルに記録されます。

インストールおよびライセンスガイド 231



• Windows Vista、Windows 7、Windows Server 2008の場
合:Data_Protector_program_data\log

• その他のWindowsシステムの場合: Data_Protector_home\log

• HP-UX、Solaris、およびLinuxの場合: /var/opt/omni/log

• その他のUNIXシステムおよびMac OS Xシステムの場合:/usr/omni/log

セル全体を保護すると、そのセル内に存在するすべてのクライアントが同時に保護されま
す。セルに新しいクライアントを追加する場合は、追加したクライアントも保護する必要が
あります。

保護の解除方法

選択したシステムの保護を解除する場合は、Data Protector GUI上で以下の手順に従っ
てください。

1. コンテキストリストで[クライアント]をクリックします。

2. Scopingペインで、保護を解除するクライアント(複数選択可能)を右クリックし、[保護
を解除]をクリックします。

3. [はい]をクリックして、選択したクライアント(複数選択可能)に対するアクセスを許可
することを確認します。

セル内のすべてのクライアントの保護を解除する場合は、以下の手順に従ってください。

1. コンテキストリストで[クライアント]をクリックします。

2. Scopingペインの[クライアント]をマウスの右ボタンでクリックし、[セルの保護解除]を
選択します。

3. [はい]をクリックして、セル内のすべてのクライアントへのアクセスを許可することを確
認します。

allow_hostsファイルとdeny_hostsファイル

クライアントに保護を設定すると、クライアントへのアクセスが許可されているシステムのク
ライアント名がallow_hostsファイルに書き込まれます。特定のコンピュータからのクライ
アントへのアクセスを明示的に拒否することもできます。 拒否するには、拒否するホスト名
をdeny_hostsファイルに追加します。これらのファイルは、次のディレクトリに配置されま
す

• Windows Vista、Windows 7、およびWindows Server 2008の場
合:Data_Protector_program_data\Config\client

• その他のWindowsシステムの場合: Data_Protector_home\Config\client

• HP-UX、Solaris、およびLinuxシステムの場合: /etc/opt/omni/client
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• その他のUNIXシステムおよびMac OS Xシステムの場合:/usr/omni/config/client

各クライアント名は行を分けて指定してください。

注記：

クライアントへのアクセスが誤って拒否されるようになった場合は、そのクライアント
上のallow_hostsファイルを 手動で編集(または削除)できます。

これらのファイルは、Windowsシステムでは2バイトのUNICODE形式で保存され、HP-UX
システム、Solarisシステム、およびLinuxシステムでは1バイト形式またはマルチバイト形式
(Shift-JISなど)で保存されます。

inet.logファイルに大量のログが記録される

クライアントに保護が設定されず、Cell ManagerがMC/ServiceGuard環境に構成される
か、 複数の名前またはIP番号が割り当てられている場合に、inet.logファイルに以下の
ようなエントリーが多数含まれていることがあります。

A request 0 came from host name.company.com which is not a Cell Manager
of this client

これは、保護されていないクライアントがCell Managerのプライマリホスト名しか認識しな
いために発生します。その他のクライアントからの要求もすべて許可されますが、要求は
inet.logファイルに記録されます。

クライアントに保護が設定されている場合は、allow_hostsファイルに記載されているクラ
イアントからの要求は承認されるため、ログに記録されることはありません。その他のクラ
イアントからの要求は拒否されます。

クライアントの保護は、inet.logファイルへの不要なエントリーを回避する方法として使用
できます。ただし、Cell Managerのすべてのクライアント名は、各クライアントのallow_hosts
ファイルにリストされている必要があります。これによってフェイルオーバー時もクライアン
トへのアクセスが可能になります。

何らかの理由でユーザー環境でこの回避策を使用できない場合は、クライアントを保護
し、アクセスを許可するシステムのIPアドレスの範囲として*を指定します。これによって、
クライアントは、すべてのシステム(任意のIPアドレス)からの要求を受け付け、事実上保護
されていない状態となりますが、大量のログが記録される問題は解決します。

ホスト名厳密チェック

デフォルトでは、Cell Managerによって、比較的簡単な方法を使ってユーザーのチェック
が行われます。ユーザーインタフェースまたはApplication Agent が開始されるクライアン
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ト上で認識されているホスト名が使用されます。この方法は、セキュリティが“推奨”される
(たとえば、悪意のある攻撃の可能性があまり高くない)環境で、中レベルのセキュリティを
より簡単に構成および実現する場合に適しています。

一方、ホスト名によるチェックの設定を使用すると、ユーザーのチェックが強化されます。
このチェックでは、Cell Managerで接続から取得したIPを基にDNS逆引き参照を行ってホ
スト名を解決し、そのホスト名を使用します。この方法には、以下の制限事項および留意
事項があります。

制限事項

• IPベースのユーザーチェックは、ネットワークのスプーフィング対策程度の強度しかあ
りません。セキュリティ設計者は、特定のセキュリティ要件を満たすレベルのスプーフィ
ング対策が既存のネットワークに施されているかどうかを確認する必要があります。ス
プーフィング対策は、ファイアウォール、ルーター、VPNなどを使ってネットワークをセ
グメント化することによって追加できます。

• 特定のクライアント内でユーザーを分離しても、クライアント間で分離した場合ほど強
度はありません。高レベルのセキュリティ環境では、標準ユーザーと強力な権限を持
つユーザーが同じクライアント上で混在しないようにしてください。

• ユーザー仕様に含まれるホストは、DHCPを使用するように構成してはいけません(固
定IPを割り当てるように設定し、DNSに登録しているホストを除きます)。

ホスト名厳密チェックを使用することで達成できる安全度を正しく判断するためには、これ
らの制限に留意する必要があります。

ホスト名の解決

以下の状況では、Data Protectorで検証に使用されるホスト名が、デフォルトのユーザー
検証を行う場合とホスト名厳密チェックを行う場合で異なることがあります。

• DNS逆引き参照で別のホスト名が返される。これは、意図的に行うこともありますが、ク
ライアントまたはDNS逆引き参照用テーブルの不正な設定を示していることもありま
す。

• クライアントがマルチホーム構成である(複数のネットワークアダプタや複数のIPアドレ
スを持つ)。マルチホームクライアントにこの留意事項が該当するかどうかは、そのクラ
イアントのネットワーク内での役割やDNSでの構成方法によって異なります。

• クライアントがクラスターの場合。

この設定で有効になるチェックの特性によっては、Data Protectorユーザーを再構成する
必要があります。既存のData Protectorユーザーの仕様をチェックして、上記のいずれか
の理由により影響されるかどうかを確認する必要があります。状況によっては、既存の仕
様を変更するか、新しい仕様を追加して、接続元になる可能性のあるすべてのIPを含め
る必要があることがあります。
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なお、ホスト名によるチェックを有効にするときにユーザー仕様を変更する必要があった
場合は、デフォルトのユーザーチェックに戻すときにユーザーを再構成する必要がありま
す。そのため、継続的に使用するユーザーチェックを事前に決定することをお勧めしま
す。

信頼性の高いDNS逆引き参照を行うための前提条件は、保護されたDNSサーバーを使
用することです。許可されていないユーザーからの物理アクセスやログオンを防ぐ必要が
あります。

ホスト名の代わりにIPを使用してユーザーを構成すると、DNSに関連する検証上の問題
の一部を回避することができます。ただし、このように構成すると保守が困難になります。

要件

チェックを強化した場合、一部の内部接続へのアクセス権が自動的に付与されません。
そのため、このチェックを使用する場合は、以下のそれぞれについて、新しいユーザーを
追加する必要があります。

• Windowsクライアント上のApplication Agent (OB2BAR)。Windowsクライアントの場合、
Application Agent がインストールされている各クライアントにユーザーSYSTEM、NT
AUTHORITY、clientを追加する必要があります。特定のアカウントを使用するようにク
ライアントのInetを構成する場合は、そのアカウントが既に構成されている必要があり
ます。詳細は、オンラインヘルプの索引「厳密なホスト名の確認」を参照してください。

• Webレポートを使用する場合は、Webレポートの提供元になる各ホスト名について、
java、applet、hostnameを追加する必要があります。Webレポートの全機能を使用
するためには、ユーザーがadminグループに属している必要があります。したがって、
これらのクライアントは信頼済みクライアントである必要があります。また、(Webサー
バー経由などで)Webレポートの機能を他のユーザーが使用できるようにする前に、
全般的に使用可能にするデータのセキュリティについても検討してください。

ユーザー構成の詳細は、オンラインヘルプの索引「構成、ユーザー」を参照してください。

機能を使用可能にする

ホスト名厳密チェックを有効に設定するには、グローバルオプションファイルで、
StrictSecurityFlagsフラグを0x0001に設定します。

グローバルオプションファイルの詳細は、『HP Data Protectorトラブルシューティング
ガイド』を参照してください。

セキュアな通信の有効化

Data Protectorの暗号制御通信により、Data Protectorセル内の不正なアクセスを防止で
きます。Data Protector GUIまたはCLIを使用して、Data Protectorセル内のすべてのクラ
イアントの暗号制御通信をリモートで有効化できます。
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CLIで暗号制御通信を有効化するには、以下のコマンドを実行します。

omnicc -encryption -enable

詳細は、omniccのマンページまたは『HP Data Protector Command Line Interface
Reference』を参照してください。

重要：

暗号制御通信は、Cell Managerまたはセル内で暗号制御通信がすでに有効になっ
ているクライアントからのみ、有効にすることができます。

暗号制御通信を有効化する方法

暗号制御通信を有効化するには、Data Protector GUI上以下の手順を実行してくださ
い。

注記：

最初にCell Manager上で暗号制御通信を有効化し、その後にセル内のクライアント
上で有効化します。

1. コンテキストリストで[クライアント]をクリックします。

2. Scopingペインで[Data Protectorセル]と[クライアント]を順に展開します。すべての
クライアントが表示されます。

3. 変更するクライアントをクリックします。

4. [接続]プロパティページで、[暗号制御通信]オプションを選択します。

5. [証明書チェーン]ドロップダウンリストで、証明書を選択します。

6. [秘密キー]ドロップダウンリストで、秘密キーを選択します。

7. [信頼済み証明書]ドロップダウンリストで、信頼済み証明書を選択します。

8. [適用]をクリックして変更内容を保存します。

複数のクライアントで暗号制御通信を有効化するには、Data Protector GUIで以下の手
順を実行してください。

1. コンテキストリストで[クライアント]をクリックします。

2. Scopingペインで[Data Protectorセル]と[クライアント]を順に展開します。すべての
クライアントが表示されます。
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3. 暗号制御通信の有効化の実行元となるクライアントを右クリックし、[暗号通信を有効
にする]をクリックします。

4. 暗号制御通信を有効化するクライアントを 1 つ以上選択します。［次へ］をクリックし
ます。

5. [証明書チェーン]ドロップダウンリストで、証明書を選択します。

6. [秘密キー]ドロップダウンリストで、秘密キーを選択します。

7. [信頼済み証明書]ドロップダウンリストで、信頼済み証明書を選択します。

8. [完了]をクリックして変更内容を保存します。

どのような処理が行われるか

暗号化はクライアントごとに有効化されます。つまり、選択したクライアントのすべての制
御通信の暗号化が有効化または無効化されます。

セキュリティの例外リストにクライアントを追加する方法

何らかの理由により保護された通信がサポートされていないクライアントは、Cell Manager
例外リストに追加し、特定のクライアントの非暗号化モードによる通信を許可することがで
きます。

セキュリティの例外リストにクライアントを追加するには、Data Protector GUIで以下の手
順を実行してください。

1. コンテキストリストで[クライアント]をクリックします。

2. Scopingペインで[Data Protectorセル]と[クライアント]を順に展開します。すべての
クライアントが表示されます。

3. 変更するCell Managerをクリックします。

4. セル内のセキュリティの例外リストに追加するシステムの名前を入力するか、[ネット
ワーク](Windows GUIのみ)または[検索]タブでシステムを検索します。

5. [追加]をクリックしてシステムをリストに追加し、[適用]をクリックして変更内容を保存
します。

server configurationファイル

プレーンテキストモードで許可されるクライアントは、Cell Manager上の以下のディレクトリ
にあるserver configurationファイルに書き込まれます。

• Windows Vista、Windows Server 2008の場合:Data_Protector_program_data\
Config\server\config

• 他のWindowsシステムの場合:Data_Protector_home\Config\server\config
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• HP-UX、Solaris、およびLinuxの場合:/etc/opt/omni/server/config

システムをセキュリティの例外リストから削除するには、手順1～4を実行して[削除]をクリッ
クし、[適用]をクリックして変更内容を保存します。

制限事項

• 非暗号化通信を使用するクライアントと暗号制御通信が有効化されたクライアントの
間の通信はサポートされていません。つまり、Data Protectorの操作は実行されませ
ん(たとえば、インストールサーバーからのリモートインストールは暗号制御通信が有
効化されたクライアントに対して非暗号化通信を使用するため成功しません)。

ただし、Cell ManagerはData Protectorセル内の両方の種類のクライアントと通信でき
ます。

[バックアップ仕様を開始]ユーザー権限

Data Protectorのユーザーおよびユーザー権限の一般的な情報は、オンラインヘルプの
索引「ユーザー」を参照してください。

[バックアップ仕様を開始]ユーザー権限だけでは、GUIの[バックアップ]コンテキストを
使用することができません。ユーザーは、omnibの-datalistオプションを使用してコマンド
ラインからバックアップ仕様を起動できます。

注記：

[バックアップ仕様を開始]を[バックアップ開始]ユーザー権限と組み合わせる
ことにより、ユーザーは、GUIに構成されたバックアップ仕様を参照することができる
ようになり、バックアップ仕様や会話型バックアップを起動できます。

ユーザーには、必ずしも対話式バックアップの実行を許可する必要はありません。バック
アップ使用を保存する権限を持つユーザーのみに対話式バックアップを許可するには、
グローバルオプションファイルでStrictSecurityFlagsフラグを0x0200に設定します。

グローバルオプションファイルに関する詳細は、『HPData Protectorトラブルシューティ
ングガイド』を参照してください。

バックアップ仕様の内容にアクセスできないようにする

高レベルのセキュリティ環境では、保存されたバックアップ仕様の内容が慎重に取り扱う
べき情報、または秘密情報として認識される場合があります。Data Protectorを構成して、
Save backup specificationユーザー権限を持つユーザー以外のユーザーのバックアッ
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プ仕様を隠すことができます。仕様を隠すには、グローバルオプションファイルの
StrictSecurityFlagsフラグを0x0400に設定します。

グローバルオプションファイルに関する詳細は、『HPData Protectorトラブルシューティ
ングガイド』を参照してください。

ホストの信頼

ホスト信頼機能を使用すると、一定数以下のクライアントの間で1つのクライアントから別
のクライアントにデータを復元するだけのユーザーに対して「別のクライアントへ復元」ユー
ザー権限を割り当てる手間を減らすことができます。このためには、相互に信頼してデー
タをやり取りできるホストのグループを定義します。データのやり取りにおいて相互に信頼
し合うホストのグループを定義することができます。

ホストの信頼は、通常、以下のような場合に使用します。

• クライアントがクラスター(ノードおよび仮想サーバー)内に存在する場合。

• クライアントのホスト名を変更した後、古いバックアップオブジェクトのデータを復元す
る必要が生じた場合。

• DNSの問題が原因で、クライアントのホスト名とバックアップオブジェクトの間に不適合
がある場合。

• 複数のクライアントを所有していて、1つのクライアントのデータを別のクライアントに復
元する必要がある場合。

• 1つのホストのデータを別のホストに移行する場合。

構成

トラストホストを構成するには、Cell Manager上にファイルData_Protector_program_data\
Config\Server\cell\host_trusts(Windows Server 2008の場合)、Data_Protector_home\
Config\Server\cell\host_trusts (その他のWindowsシステムの場合)、または/etc/
opt/omni/server/cell/host_trusts(UNIXシステムの場合)を作成します。

相互に信頼し合うホストのグループを定義するには、ホスト名のリストを中括弧で囲みま
す。以下に例を示します。

例

GROUP="cluster.domain.com" {
cluster.domain.com node1.domain.com node2.domain.com } GROUP="Bajo" {
computer.domain.com anothercomputer.domain.com }
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保護イベントのモニター

Data Protectorの使用時に問題が発生した場合は、ログファイルの情報を使用して問題
を割り出すことができます。たとえば、ログに記録されたログが、誤って構成されたユー
ザーまたはクライアントの特定に役立つことがあります。

クライアントの保護イベント

クライアントの保護イベントは、セル内の各クライアントのinet.logファイルに記録されま
す。

• Windows Vista、Windows 7、およびWindows Server 2008の場合:
Data_Protector_program_data\log

• その他のWindowsシステムの場合: Data_Protector_home\log

• HP-UX、Solaris、およびLinuxの場合: /var/opt/omni/log

• その他のUNIXシステムおよびMac OS Xシステムの場合:/usr/omni/log

Cell Manager保護イベント

Cell Managerの保護イベントは、Cell Managerのsecurity.logファイルに記録されます。

• Windows Server 2008の場合: Data_Protector_program_data\log\server

• その他のWindowsシステムの場合: Data_Protector_home\log\server

• UNIXシステムの場合: /var/opt/omni/server/log

どのData Protectorパッチがインストールされているかを
確認する

セル内の各システムにどのData Protectorパッチがインストールされているかについては、
確認が可能です。

前提条件

この機能を使用するには、ユーザーインタフェースコンポーネントまたはJava GUIクライア
ント コンポーネントがインストールされている必要があります。

注記：

サイト特定パッチのインストール後は、それが以降のパッチに含まれていたとしても、
常にパッチレポートに表示されます。
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セル内の特定のシステムにインストール済みのData Protectorパッチを確認するには、
Data Protector GUIまたはCLIを使用します。

制限事項

パッチの確認には、以下の制限があります。

• このコマンドは、同じセル内のメンバーに対してのみ、インストール済みのパッチの確
認を行います。

GUIを使用したData Protectorパッチの確認

Data Protector GUIを使用して、特定のクライアントにインストールされたパッチを確認す
るには、以下の手順に従ってください。

1. コンテキストリストで、[クライアント]を選択します。

2. Scopingペインで、[クライアント]を展開し、インストール済みのパッチを確認するセル
内のシステムを選択します。

3. [結果エリア]で[パッチ]をクリックすると、[パッチ]ウィンドウが開きます。

図 41 インストール済みパッチの確認

システム上でパッチが見つかった場合、各パッチのレベルと説明、インストール済み
のパッチ数が表示されます。

システム上にData Protectorパッチがない場合は、空のリストが返されます。

確認対象のシステムがセルのメンバーでない場合や利用不能な場合、またはエラー
が発生した場合は、エラーメッセージが表示されます。

4. [OK]をクリックしてウィンドウを閉じます。
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CLIを使用したData Protectorパッチの確認

Data Protector CLIを使用して、特定のクライアントにインストールしてあるパッチを確認
するには、以下のディレクトリからomnicheck -patches -host hostnameコマンドを実行
します。

• Windowsの場合: Data_Protector_home\bin

• UNIXの場合: /opt/omni/bin

ここで、hostnameは、確認対象システムの名前を表します。

omnicheckコマンドの詳細は、omnicheckマンページを参照してください。

Data Protectorソフトウェアのアンインストール
システム構成を変更した場合は、Data Protectorソフトウェアをシステムからアンインストー
ルしたり、一部のソフトウェアコンポーネントを削除したりすることが必要になる場合があり
ます。

アンインストールすると、システムからすべてのData Protectorソフトウェアコンポーネント
が削除され、さらに、Cell Manager上のIDBからそのシステムへのすべての参照が削除さ
れます。ただし、デフォルトでは、以降のData Protectorのアップグレードに必要になるこ
とがあるため、Data Protector構成データはシステム上に残されます。Data Protectorソフ
トウェアのアンインストール後に構成データを削除する場合は、Data Protectorがインス
トールされていたディレクトリを削除してください。

Data Protectorがインストールされているディレクトリに他のデータが含まれる場合は、Data
Protectorをアンインストールする前にそのデータを別の場所にコピーしてください。この
作業を行わなければ、アンインストール処理中にデータが削除されます。

Data Protectorソフトウェアをセルからアンインストールするには、以下の手順に従ってく
ださい。

1. GUIを使用してData Protectorクライアントソフトウェアをアンインストールします。詳
細は、「Data Protectorクライアントのアンインストール」（243ページ）を参照してくださ
い。

2. Data Protector Cell Managerおよびインストールサーバーをアンインストールします。
詳細は、「Cell Managerとインストールサーバーのアンインストール」（245ページ）を参
照してください。

Cell Managerやクライアントをアンインストールせずに、Data Protectorソフトウェアコンポー
ネントをアンインストールすることも可能です。「Data Protectorソフトウェアコンポーネント
の変更」（257ページ）を参照してください。
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UNIXの場合は、Data Protectorソフトウェアを手作業で削除することも可能です。詳細は、
「UNIXでのData Protectorソフトウェアの手動による削除」（255ページ）を参照してくださ
い。

前提条件

Data Protectorソフトウェアをコンピュータからアンインストールする前に、以下の条件が
満たされていることを確認してください。

• コンピュータへのすべての参照がバックアップ仕様から削除されていることを確認しま
す。削除されていない場合、Data Protectorは不明なシステムのバックアップを実行
しようとするため、バックアップ仕様のこのシステムに対応する部分が正常に実行され
ません。オンラインヘルプの索引「変更、バックアップ仕様」を参照して、バックアップ
仕様を変更する手順を確認してください。

• アンインストールを行うシステム上で接続および構成されているバックアップデバイス
が存在しないことを確認します。システムがエクスポートされると、Data Protectorは元
のセルのバックアップデバイスを使用できなくなります。

Data Protectorクライアントのアンインストール

注記：

リモートでアンインストールを行う場合は、Data Protectorソフトウェアのアンインス
トールを実行するプラットフォームにインストールサーバーがインストールされている
必要があります。

Data Protector GUIで以下の手順を実行すると、クライアントをリモートでアンインストール
できます。

1. コンテキストリストで、[クライアント]コンテキストに切り替えます。

2. Scopingペインで[クライアント]を展開し、アンインストール対象のクライアントを右ク
リックした後、[削除]をクリックします。Data Protectorソフトウェアをアンインストール
するかどうかを尋ねるメッセージが表示されます。

3. [はい]をクリックして、クライアントからすべてのソフトウェアコンポーネントをアンイン
ストールするように指定し、[完了]をクリックします。

選択したクライアントが[結果エリア]のリストから削除され、Data Protectorソフトウェアがそ
のシステムのハードディスクから物理的に削除されます。

Data Protector構成データはクライアントシステムに残ります。構成データを削除する場
合は、Data Protectorがインストールされていたディレクトリを削除してください。
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Data Protectorをアンインストールすると、Java GUIクライアントも削除されます。 Data
Protectorのアンインストール時に[Permanently delete configuration data]チェックボック
スが選択されていない限り、Java GUI構成データはシステムに残ります。

クラスタークライアント

Data Protector環境内にクラスター対応クライアントがあり、それらをアンインストールする
場合は、アンインストールをローカルに実行する必要があります。アンインストール手順
は、Cell Managerおよびインストールサーバーのアンインストール手順と同じです。詳細
は、「Cell Managerとインストールサーバーのアンインストール」（245ページ）を参照してく
ださい。

選択したクラスタークライアントが[結果エリア]のリストから削除され、Data Protectorソフト
ウェアがそのシステムのハードディスクから物理的に削除されます。

TruCluster

TruClusterクライアントをアンインストールするには、まず仮想ノードをエクスポートします。
エクスポート後にData Protectorクライアントをノードからアンインストールします。

HP OpenVMSクライアント

Data Protector OpenVMSクライアントは、インストールサーバーを使用してリモートで削
除することはできません。ローカルにアンインストールする必要があります。

OpenVMSシステムからData Protectorクライアントをアンインストールするには、以下の手
順に従ってください。

1. まず、 「セルからのクライアントのエクスポート」（220ページ）の説明に従って、Data
Protector GUIを使用してData Protectorセルから対象クライアントをエクスポートしま
す。

Data Protectorソフトウェアもアンインストールするかどうかを確認するメッセージが表
示されたら、[いいえ]を選択します。

2. 実際のData Protectorクライアントソフトウェアを削除するには、OpenVMSクライアン
トのSYSTEMアカウントにログインし、以下のコマンドを実行します。$ PRODUCT REMOVE
DP.プロンプトに対してYESを選択します。

重要：

これでData Protectorサービスが停止され、OpenVMSシステムのData
Protectorに関連付けられたすべてのディレクトリ、ファイル、およびアカウン
トが削除されます。
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Cell Managerとインストールサーバーのアンインストール

ここではData Protector Cell ManagerとインストールサーバーソフトウェアをWindows、
HP-UX、Solaris、およびLinuxシステムからアンインストールする方法について説明しま
す。

Windowsシステムからのアンインストール

Microsoftサーバークラスターからのアンインストール

HP AutoPassユーティリティと共にData ProtectorをMicrosoftサーバークラスターノードに
インストールしている場合は、Data Protectorを同じノードからアンインストールする必要
があります。アンインストールしない場合は、AutoPassがアンインストールされません。

Data ProtectorソフトウェアをWindowsシステムからアンインストールするには、以下の手
順に従ってください。

1. すべてのData Protectorセッションが終了され、GUIが閉じていることを確認します。

2. Windowsの[コントロールパネル]で[プログラムの追加と削除]をクリックします。
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3. HP AutoPassをインストールしたかどうか、またはData Protectorの構成データを削
除するかどうかによって、アクションが異なります。

重要：

Data Protectorのアンインストール後も構成データをシステム上に残してお
き、後からそのシステムに、アンインストールしたバージョンよりも古いData
Protector Cell Managerをインストールすると、構成データが使用できなくな
ることに注意してください。

古いバージョンを適切にインストールするには、構成データを削除するオプ
ションをインストール中に選択する必要があります。

以下の手順を実行します。

• AutoPassユーティリティがData Protectorとともにインストールされている場合

[HP Data Protector 6.20]を選択し、[変更]、[次へ]の順にクリックします。[プログ
ラムの保守]ダイアログボックスで、[削除]を選択します。Data Protectorの構成
データを完全に削除するには、[環境設定を削除]を選択します。削除しない場
合は、[次へ]をクリックします。

Data Protectorと共にAutoPassがインストールされていて、Data Protectorでのみ
使用している場合は、AutoPassが削除されます。他のアプリケーションでも使用
されている場合は、Data Protectorへの登録のみ解除され、AutoPassはインス
トールされたままになります。AutoPassを手動で削除するには、以下のコマンド
を実行します。

msiexec.exe /X Package_GUI_ID /qr INSTALLSTANDALONE=1

You can obtain the GUI ID by reading the registry entry HKEY_LOCAL_MACHINE\
SOFTWARE\Hewlett-Packard\HpOvLic.

• AutoPassがインストールされていない場合

• Data Protectorをアンインストールして、Data Protectorの構成データをシス
テム上に残しておく場合は、[HP Data Protector 6.20]を選択し、[削除]をク
リックします。

• Data Protectorをアンインストールし、Data Protector構成データを削除する
には、[HP Data Protector 6.20]を選択して、[変更]、[次へ]の順にクリックし
ます。[プログラムの保守]ダイアログボックスで、[削除]を選択します。[環境
設定を削除]を選択し、[次へ]をクリックします。

4. アンインストールが完了したら、[完了]をクリックして、ウィザードを終了します。

Cell Managerのアンインストールの際にAutoPassが削除された場合は、[プログラム
の追加と削除]ウィンドウで[F5]キーを押すと、インストールされているプログラムとコ
ンポーネントのリストが更新されます。

インストールの保守246



HP-UXシステムからのアンインストール

重要：

Data Protectorのアンインストール後も構成データをシステム上に残しておき、後か
らそのシステムに、アンインストールしたバージョンよりも古いData Protector Cell
Managerをインストールすると、構成データが使用できなくなることに注意してくださ
い。

古いバージョンを適切にインストールするには、アンインストールの終了後に、残って
いるData Protectorディレクトリをシステムから削除する必要があります。

Data Protectorソフトウェアをアンインストールする前に、Cell Managerシステムおよびイン
ストールサーバーシステム上で実行されているData Protectorプロセスをシャットダウンす
る必要があります。

1. rootユーザーとしてログインし、/opt/omni/sbinディレクトリからomnisv -stopコマ
ンドを実行します。

2. ps -ef | grep omniコマンドを実行して、すべてのプロセスがシャットダウンされて
いるかどうかをチェックします。ps -ef | grep omniの実行後は、Data Protectorプ
ロセスがリストされていてはなりません。

実行中のData Protectorプロセスがある場合は、アンインストールを開始する前に、
kill process_IDコマンドを実行して、そのプロセスを停止してください。

3. /usr/sbin/swremove DATA-PROTECTORコマンドを実行して、Data Protectorソフト
ウェアをアンインストールします。

4. HP AutoPassユーティリティは、Data Protectorのアンインストール処理中は削除され
ません。AutoPassユーティリティは、/usr/sbin/swremove HPOVLICコマンドをroot
ユーザーとして実行することにより、手動で削除できます。

残っているData Protectorディレクトリをシステムから削除する方法は、「UNIXでのData
Protectorソフトウェアの手動による削除」（255ページ）を参照してください。

MC/ServiceGuard上に構成されているCell Managerおよびインストールサーバーの
アンインストール

MC/ServiceGuardクラスター上にCell Managerやインストールサーバーを構成している場
合は、以下の手順に従ってソフトウェアをアンインストールしてください。
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一次ノード

一次ノードにログオンし、以下の手順に従ってください。

1. Data Protectorパッケージを停止します。

cmhaltpkg pkg_name

pkg_nameには、クラスターパッケージの名前を指定します。

例:

cmhaltpkg ob2cl

2. ボリュームグループのクラスターモードを非アクティブ化します。

vgchange -c n vg_name

(vg_nameには、/devディレクトリのサブディレクトリ内に存在するボリュームグループ
のパス名を指定します)。

例:

vgchange -c n /dev/vg_ob2cm

3. ボリュームグループをアクティブ化します。

vgchange -a y -q y vg_name

例:

vgchange -a y -q y /dev/vg_ob2cm

4. 論理ボリュームを共有ディスクにマウントします。

mount lv_path shared_disk

(lv_pathには論理ボリュームのパス名、shared_diskにはマウントポイントまたは共
有ディレクトリを指定します。)

例:

mount /dev/vg_ob2cm/lv_ob2cm /omni_shared

5. swremoveユーティリティを使用して、Data Protectorを削除します。

6. ソフトリンクを削除します。

rm /etc/opt/omni

rm /var/opt/omni

7. バックアップディレクトリを削除します。

rm -rf /etc/opt/omni.save

rm -rf /var/opt/omni.save
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8. Data Protectorディレクトリを、その内容とともに削除します。

rm -rf /opt/omni

9. ユーザールートとして/usr/sbin/swremove HPOVLICコマンドを実行すると、HP
AutoPassユーティリティを削除できます。

10. 共有ディスクのマウントを解除します。

umount shared_disk

例:

umount /omni_shared

11. ボリュームグループを非アクティブ化します。

vgchange -a n vg_name

例:

vgchange -a n /dev/vg_ob2cm

二次ノード

二次ノードにログオンし、以下の手順に従ってください。

1. ボリュームグループをアクティブ化します。

vgchange -a y vg_name

2. 共有ディスクをマウントします。

mount lv_path shared_disk

3. swremoveユーティリティを使用して、Data Protectorを削除します。

4. ソフトリンクを削除します。

rm /etc/opt/omni

rm /var/opt/omni

5. バックアップディレクトリを削除します。

rm -rf /etc/opt/omni.save

rm -rf /var/opt/omni.save

6. Data Protectorディレクトリを、その内容とともに削除します。

rm -rf /opt/omni
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7. 共有ファイルシステム内のディレクトリを削除します。

rm -rf shared_disk/etc_opt_omni

rm -rf shared_disk/var_opt_omni

例:

rm -rf /omni_shared/etc_opt_omni

rm -rf /omni_shared/etc_opt_omni

8. ユーザールートとして/usr/sbin/swremove HPOVLICコマンドを実行すると、HP
AutoPassユーティリティを削除できます。

9. 共有ディスクのマウントを解除します。

umount shared_disk

10. ボリュームグループを非アクティブ化します。

vgchange -a n vg_name

以上でData Protectorがシステムから完全に削除されました。

Solarisシステムからのアンインストール

Cell Manager

Solaris用のCell Managerは、omnisetup.shコマンドを使用して、常にローカルにインス
トールされています。したがって、pkgrmユーティリティを使用して、ローカルにアンインス
トールする必要があります。

重要：

Data Protectorのアンインストール後も構成データをシステム上に残しておき、後か
らそのシステムに、アンインストールしたバージョンよりも古いData Protector Cell
Managerをインストールすると、構成データが使用できなくなることに注意してくださ
い。

古いバージョンを適切にインストールするには、アンインストールの終了後に、残って
いるData Protectorディレクトリをシステムから削除する必要があります。

Data Protector Cell Managerをアンインストールするには、以下の手順に従ってください。

1. すべてのData Protectorセッションを終了し、グラフィカルユーザーインタフェースを
閉じておきます。
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2. pkginfo | grep OB2コマンドを入力して、Cell Manager上にインストールされている
すべてのパッケージを一覧表示します。

Cell Managerに関連するパッケージは以下のとおりです。

OB2-CORE Data Protectorのコアソフトウェア

OB2-C-IS インストールサーバーソフトウェア

OB2-CS Cell Managerソフトウェア

OB2-CC Cell Consoleソフトウェアには、グラフィカルユーザーインタ
フェースとコマンドラインインタフェースが含まれます。

システム上にData Protectorクライアントやインストールサーバーがインストールされ
ている場合は、一覧内にその他のパッケージも表示されます。

注記：

インストールされているData Protectorコンポーネントの中に残しておきたい
ものがある場合は、OB2-COREパッケージを削除しないでください。これは、
他のパッケージとの関連性を保つためです。

3. インストールとは逆の順番で、ステップ 2（251ページ）で挙げたパッケージを削除しま
す。pkgrm package nameコマンドを実行し、プロンプトに従ってください。

4. HP AutoPassユーティリティは、Data Protectorのアンインストール処理中は削除され
ません。ユーティリティは、rootユーザーとして以下のコマンドを実行することによっ
て手動で削除できます。

swremove HPOvLic

インストールサーバー

UNIX用のインストールサーバーはSolarisで、omnisetup.shコマンドを使用して、常にロー
カルにインストールされています。. したがって、pkgrmユーティリティを使用して、ローカ
ルにアンインストールする必要があります。.

Data Protector インストールサーバーをアンインストールするには、以下の手順に従って
ください。

1. すべてのData Protectorセッションが終了され、GUIが閉じていることを確認します。
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2. pkginfo | grep OB2コマンドを実行して、すべてのインストール済みData Protector
パッケージのリストを表示します。

インストールサーバーに関連するパッケージは以下のとおりです。

OB2-CORE Data Protectorのコアソフトウェア

OB2-C-IS インストールサーバーのコアソフトウェア

OB2-CFP すべてのUNIXシステム用の共通インストールサーバー
パケット

OB2-CCP すべてのUNIXプラットフォーム用のCell Consoleリモート
インストールパケット

OB2-DAP すべてのUNIXプラットフォーム用のDisk Agentリモートイ
ンストールパケット

OB2-MAP すべてのUNIXプラットフォーム用のMedia Agentリモート
インストールパケット

システム上にその他のData Protectorコンポーネントもインストールされている場合
は、一覧内にその他のコンポーネントも示されます。

全コンポーネントのリストおよびそれぞれの依存関係については、表9（259ページ）を
参照してください。

注記：

インストールされているData Protectorコンポーネントの中に残しておきたい
ものがある場合は、OB2-COREパッケージを削除しないでください。これは、
他のパッケージとの関連性を保つためです。

3. インストールとは逆の順番で、前述の手順で挙げたパッケージを削除します。pkgrm
package nameコマンドを実行し、プロンプトに従ってください。
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Linuxシステムからのアンインストール

Cell Manager

Linux用のCell Managerは、omnisetup.shコマンドを使用して、常にローカルにインストー
ルされています。 したがって、rpmユーティリティを使用して、ローカルにアンインストール
する必要があります。

重要：

Data Protectorのアンインストール後も構成データをシステム上に残しておき、後か
らそのシステムに、アンインストールしたバージョンよりも古いData Protector Cell
Managerをインストールすると、構成データが使用できなくなることに注意してくださ
い。

古いバージョンを適切にインストールするには、アンインストールの終了後に、残って
いるData Protectorディレクトリをシステムから削除する必要があります。

Data Protector Cell Managerをアンインストールするには、以下の手順に従ってください。

1. すべてのData Protectorセッションを終了し、グラフィカルユーザーインタフェースを
閉じておきます。
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2. rpm -qa | grep OB2コマンドを入力して、Cell Manager上にインストールされている
すべてのData Protectorパッケージを一覧表示します。

Cell Managerに関連するパッケージは以下のとおりです。

OB2-CORE Data Protectorのコアソフトウェア

OB2-CORE-IS インストールサーバーソフトウェア

OB2-CS Cell Managerソフトウェア

OB2-CC Cell Consoleソフトウェア(コマンドラインインタフェースを
含む)

システム上にData Protectorクライアントやインストールサーバーがインストールされ
ている場合は、一覧内にその他のパッケージも表示されます。

注記：

InstallされているData Protectorコンポーネントの中に残しておきたいものが
ある場合は、OB2-COREパッケージを削除しないでください。これは、他の
パッケージとの関連性を保つためです。

3. Installとは逆の順番で、前述の手順で挙げたパッケージを削除します。rpm -e
package nameコマンドを実行し、プロンプトに従ってください。

インストールサーバー

UNIX用のインストールサーバーはLinuxで、omnisetup.shコマンドを使用して、常にロー
カルにインストールされています。. したがって、rpmユーティリティを使用して、ローカル
にアンインストールする必要があります。.

Data Protector インストールサーバーをアンインストールするには、以下の手順に従って
ください。

1. すべてのData Protectorセッションが終了され、GUIが閉じられていることを確認しま
す。
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2. rpm -qa | grep OB2コマンドを入力して、インストールサーバーシステムにインス
トールされているすべてのData Protectorパッケージを一覧表示します。

インストールサーバーに関連するパッケージは以下のとおりです。

OB2-CORE Data Protectorのコアソフトウェア

OB2-CORE-IS インストールサーバーのコアソフトウェア

OB2-CFP すべてのUNIXシステム用の共通インストールサーバー
パケット

OB2-CCP すべてのUNIXプラットフォーム用のCell Consoleリモー
トインストールパケット

OB2-DAP すべてのUNIXプラットフォーム用のDisk Agentリモー
トインストールパケット

OB2-MAP すべてのUNIXプラットフォーム用のMedia Agentリモー
トインストールパケット

システム上にその他のData Protectorコンポーネントもインストールされている場合
は、一覧内にその他のコンポーネントも示されます。

全コンポーネントのリストおよびそれぞれの依存関係については、表10（260ページ）
を参照してください。

注記：

InstallされているData Protectorコンポーネントの中に残しておきたいものが
ある場合は、OB2-COREパッケージを削除しないでください。これは、他の
パッケージとの関連性を保つためです。

3. Installとは逆の順番で、前述の手順で挙げたパッケージを削除します。rpm -e
package nameコマンドを実行し、プロンプトに従ってください。

UNIXでのData Protectorソフトウェアの手動による削除

UNIXクライアントのアンインストールを開始する前に、そのクライアントをセルからエクス
ポートする必要があります。詳細は、「セルからのクライアントのエクスポート」（220ページ）
を参照してください。
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HP-UXシステム

HP-UXシステムからファイルを手作業で削除するには、以下の手順に従ってください。

1. /usr/sbin/swremove DATA-PROTECTORコマンドを実行して、Data Protectorソフト
ウェアを削除します。

2. rmコマンドを使って、以下のディレクトリを削除します。

rm -fr /var/opt/omni

rm -fr /etc/opt/omni

rm -fr /opt/omni

この時点で、Data Protectorへの参照がシステム内に残っていないことを確認してく
ださい。

Solarisシステム

Solarisシステムからファイルを手作業で削除するには、これらのファイルを以下のディレク
トリから削除し、次にrmコマンドを使用してディレクトリを削除してください。

rm -fr /var/opt/omni

rm -fr /etc/opt/omni

rm -fr /opt/omni

Linuxシステム

Linuxシステムからファイルを手作業で削除するには、これらのファイルを以下のディレク
トリから削除し、次にrmコマンドを使用してディレクトリを削除してください。

rm -fr /var/opt/omni

rm -fr /etc/opt/omni

rm -fr /opt/omni

その他のUNIXシステムおよびMac OS Xシステム

以下のディレクトリからファイルを削除し、次にrmコマンドを使用してディレクトリを削除し
てください。

rm -fr /usr/omni
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Data Protectorソフトウェアコンポーネントの変更
ここでは、Data ProtectorソフトウェアコンポーネントをWindows、HP-UX、Solaris、および
Linuxシステムに対して削除および追加する方法について説明します。各オペレーティン
グシステムでサポートされているData Protectorコンポーネントの一覧は、『HP Data
Protector製品案内、ソフトウェアノート、リファレンス』を参照してください。

Data Protectorソフトウェアコンポーネントは、Data Protector GUIを使用して、Cell Manager
またはクライアント上で追加できます。インストールサーバー機能を使用して、選択された
コンポーネントをリモートでインストールします。手順の詳細は、「Data Protectorクライア
ントのリモートインストール」（82ページ）を参照してください。

Data Protectorコンポーネントは、Cell Managerまたはクライアントからローカルに削除で
きます。

Windowsシステムの場合

Windowsシステム上でData Protectorソフトウェアコンポーネントを追加または削除するに
は、以下の手順を行います。

1. Windowsの[コントロールパネル]で、[プログラムの追加と削除]を開きます。

2. [HP Data Protector 6.20]を選択し、[変更]をクリックします。

3. [次へ]をクリックします。

4. [プログラムの保守]ウィンドウで[変更]をクリックして[次へ]をクリックします。

5. [カスタムセットアップ]ウィンドウで、追加するソフトウェアコンポーネントを選択、また
は削除するコンポーネントを選択解除します。[次へ]をクリックします。

6. [インストール]をクリックして、ソフトウェアコンポーネントのインストールまたは削除を
開始します。

7. Installが完了したら、[完了]をクリックします。

クラスター対応クライアント

クラスター対応クライアント上でData Protectorソフトウェアコンポーネントを変更する場合
は、各クラストノードで、DVD-ROMからローカルに変更する必要があります。変更後、GUI
を使用して、Data Protectorセルに仮想サーバーホスト名を手動でインポートする必要が
あります。
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HP-UXシステムの場合

インストールサーバー機能を使用して新しいコンポーネントを追加できます。HP-UXシス
テムでは、Data Protectorソフトウェアコンポーネントが相互に依存しているため、コンポー
ネントを削除すると他のコンポーネントが正常に動作しなくなる可能性があります。コン
ポーネントとその依存関係を、次の表に示します。

表 8 HP-UX上のData Protectorソフトウェアコンポーネントの依存関係

依存関係コンポーネント

Cell Manager

OMNI-COREOMNI-CC

OMNI-CORE、OMNI-CCOMNI-CS

OMNI-COREOMNI-DA、OMNI-MA、OMNI-JAVAGUI、
OMNI-DOCS

インストールサーバー

OMNI-COREOMNI-CORE-IS

OMNI-CORE-ISOMNI-CF-P

OMNI-CORE-IS、OMNI-CF-POMNI-CC-P、OMNI-JGUI-P、OMNI-DA-P、
OMNI-MA-P、OMNI-NDMP-P、OMNI-AUTODR-P、
OMNI-DOCS-P、OMNI-CHS-LS-P、
OMNI-FRA-LS-P、OMNI-JPN-LS-P、
OMNI-PEGASUS-P、OMNI-INTEG-P、
OMNI-VMW-P

OMNI-INTEG-P、OMNI-CORE-IS、
OMNI-CF-P

OMNI-DB2-P、OMNI-EMC-P、OMNI-INF-P、
OMNI-LOTUS-P、OMNI-OR8-P、OMNI-OV-P、
OMNI-SAPDB-P、OMNI-SAP-P、OMNI-SSEA-P、
OMNI-SYB-P

OMNI-CORE-IS、OMNI-CF-P、
OMNI-PEGASUS-P

OMNI-SMISA-P、OMNI-VLSAM-P

手順

Data Protectorソフトウェアコンポーネントを削除するには、以下の手順を行います
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1. rootユーザーとしてログインし、swremoveコマンドを実行します。

2. [B6960MA]、[DATA-PROTECTOR]、および[OB2-CM]を順にダブルクリックして、
Data Protectorコンポーネントのリストを表示します。

3. 削除対象のコンポーネントを選択します。

4. [Actions]メニューで[Mark for Remove]をクリックして、削除対象のコンポーネントを
マークします。

5. 削除対象のコンポーネントをマークした後、[Actions]メニューで[Remove]をクリック
し、[OK]をクリックします。

注記：

削除するData Protectorコンポーネントをマークしたときに、そのコンポーネントを削
除すると他のコンポーネントが正常に動作しなくなる場合
は、[Dependency Message Dialog]ボックスが表示されて、依存するコンポーネントの
リストが示されます。

Oracle固有の問題

Oracleサーバー上のData ProtectorOracle用統合ソフトウェアをアンインストールしても、
OracleサーバーソフトウェアのData Protectorデータベースライブラリへのリンクはそのま
ま残ります。このリンクを削除しなければ、Oracle用統合ソフトウェアを削除した後にOracle
サーバーを起動できません。詳細は、『HP Data Protectorインテグレーションガイド』
の「Data Protector Oracle用統合ソフトウェア削除後のOracleの使用」を参照してくださ
い。

Solarisシステムの場合

インストールサーバー機能を使用して新しいコンポーネントを追加できます。Solarisシス
テムでは、Data Protectorソフトウェアコンポーネントが相互に依存しているため、コンポー
ネントを削除すると他のコンポーネントが正常に動作しなくなる可能性があります。コン
ポーネントとその依存関係を、次の表に示します。

表 9 Solaris上のData Protectorソフトウェアコンポーネントの依存関係

依存関係コンポーネント

Cell Manager

OB2-COREOB2-CC、OB2-DA、OB2-MA、OB2-JAVAGUI、
OB2-DOCS
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依存関係コンポーネント

OB2-CORE、OB2-CCOB2-CS

インストールサーバー

OB2–COREOB2-C-IS

OB2-C-ISOB2-CF-P

OB2-C-IS、OB2-CF-POB2-CCP、OB2-JGUIP、OB2-DAP、OB2-MAP、
OB2-NDMPP、OB2-AUTODRP、OB2-DOCSP、
OB2-CHSP、OB2-FRAP、OB2-JPNP、OB2-INTGP、
OB2-VMWP

OB2-INTGP、OB2-C-IS、OB2-CF-POB2-DB2P OB2-EMCP OB2-INFP OB2-LOTP
OB2-OR8P OB2-OVP OB2-SAPDP OB2-SAPP
OB2-SSEAP OB2-SYBP

OB2-C-IS、OB2-CF-P、OB2-PEG-POB2-SMISP OB2-VLSAMP

Linuxシステムの場合

インストールサーバー機能を使用して新しいコンポーネントを追加できます。Linuxシステ
ムでは、Data Protectorソフトウェアコンポーネントが相互に依存しているため、コンポー
ネントを削除すると他のコンポーネントが正常に動作しなくなる可能性があります。コン
ポーネントとその依存関係を、次の表に示します。

表 10 Linux上のData Protectorソフトウェアコンポーネントの依存関係

依存関係コンポーネント

Cell Manager

OB2-COREOB2-CC、OB2-DA、OB2-MA、OB2-JAVAGUI、
OB2-DOCS

OB2-CORE、OB2-CCOB2-CS

インストールサーバー

OB2-COREOB2-CORE-IS

OB2-CORE-ISOB2-CF-P

インストールの保守260



依存関係コンポーネント

OB2-CORE-IS、OB2-CF-POB2-CCP、OB2-JGUIP、OB2-DAP、OB2-MAP、
OB2-NDMPP、OB2-AUTODRP、OB2-DOCSP、
OB2-CHSP、OB2-FRAP、OB2-JPNP、OB2-INTEGP、
OB2-VMWP

OB2-INTEGP、OB2-CORE-IS、
OB2-CF-P

OB2-DB2P OB2-EMCP OB2-INFP OB2-LOTP
OB2-OR8P OB2-OVP OB2-SAPDP OB2-SAPP
OB2-SSEAP OB2-SYBP

OB2-CORE-IS、OB2-CF-P、
OB2-PEG-P

OB2-SMISP OB2-VLSAMP

手順

LinuxシステムからData Protectorソフトウェアコンポーネントを削除するには、以下の手順
を実行します。

1. すべてのData Protectorセッションが終了され、GUIが閉じていることを確認します。

2. rpm | grep OB2コマンドを入力して、インストールされているすべてのData Protector
パッケージを一覧表示します。

3. Installとは逆の順番で、ステップ 2（261ページ）で挙げたパッケージを削除します。
rpm -e package nameコマンドを実行し、プロンプトに従ってください。

その他のUNIXシステムの場合

SolarisまたはHP-UX以外のUNIXシステムでData Protectorクライアントからコンポーネン
トを手動で削除する場合は、/usr/omni/bin/install/omni_infoのomni_infoファイル
を 更新します。

アンインストールした各コンポーネントについて、対応するコンポーネントバージョン文字
列をomni_infoファイルから削除してください。

コンポーネントをData Protectorクライアントから削除し、クライアントがセルからエクスポー
トされていない場合は、cell_infocell_infoファイル構成ファイルcell_infoファイ
ル(Cell Manager上)のセル構成を更新する必要があります。セル構成を更新するには、
セル内のCell Consoleがインストールされているシステムで以下のコマンドを実行します。

/opt/omni/bin/omnicc -update_host HostName
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4 Data Protector 6.20へのアップグ
レード

この章の内容
この章では、Data Protectorのアップグレードと移行の手順について説明します。

アップグレードの概要

作業を開始する前に

既存のプロダクトバージョンをData Protector 6.20にアップグレードする前に、以下の点
を考慮してください。

• サポート対象およびサポート対象外のプラットフォームおよびバージョンについては、
http://www.hp.com/support/manualsにある最新のサポート一覧を参照してください。

• アップグレード後は、Cell Manager、およびインストールサーバーに同じバージョンの
Data Protectorがインストールされていなければなりません。Data ProtectorのDisk
AgentおよびMedia Agentの古いバージョンは同一セル内ではサポートされています
が、Data Protectorコンポーネントのバージョンが同じクライアントをインストールするこ
とを強くお勧めします。

アップグレード後の古いバージョンのDisk AgentおよびMedia Agentによる制限事項
については、『HPData Protector製品案内、ソフトウェアノート、リファレンス』を参
照してください。

• マルチセル(MoM)環境のアップグレード後は、すべてのCell Managerに同じバージョ
ンのData Protectorがインストールされていなければなりません。

• Data Protector A.06.00、Data Protector A.06.10、または Data Protector A.06.11の
恒久ライセンスを取得している場合は、 その恒久ライセンスをData Protector 6.20で
も使用できます。

上記のいずれにも当てはまらない場合は、暫定ライセンスを使用することになります。
この場合、ライセンスの有効期間は、最初のインストール後60日間です。

インストールおよびライセンスガイド 263

http://www.hp.com/support/manuals


ライセンスの詳細は、第5章（309ページ）を参照してください。

前提条件

• 既存のCell Managerシステムと内部データベース(IDB)をバックアップしてください。

• Cell ManagerをData Protector A.06.00、Data Protector A.06.10、またはData Protector
A.06.11のシステムからData Protector 6.20のシステムに移行する場合は、まず既存
のCell ManagerをData Protector 6.20にアップグレードする必要があります。

制限事項

• Data Protector 6.20へのアップグレードは、Data Protector A.06.00、Data Protector
A.06.10、Data Protector A.06.11、およびApplication Recovery Manager A.06.00の
みサポートされています。

• 以前のバージョンのData Protectorで作成した内部データベースのバックアップをData
Protector 6.20で復元することはできません。Cell Managerのアップグレードが終了し
たら、Data Protectorの使用を継続する前に、内部データベースを必ずバックアップ
してください。

• Cell Managerプラットフォームの変更は、Data Protectorの6.20 リリースでサポートさ
れていません。アップグレードは同一のCell Managerプラットフォーム上でのみ可能
です (HP-UXからHP-UXへ、SolarisからSolarisへ、LinuxからLinuxへ、および Windows
からWindowsへ)。

• Windows上でData Protector 6.20へのアップグレードを実行し、Microsoft Installer
(MSI) 2.0 以前のバージョンを使用している場合は、Data Protectorセットアッププログ
ラムにより、自動的にバージョン2.0にアップグレードされます。この場合、DataProtector
によって、アップグレードの最後の段階でMSIがアップグレードされたことが通知され
ます。MSIがアップグレードされた場合は、システムを再起動することを強く推奨しま
す。個々のWindows オペレーティングシステムに対するMSI 2.0の前提条件について
は、Microsoft Supportにお問い合わせください。

お使いのシステム上のMSIのバージョンを調べる場合は、エクスプローラでc:\winnt\
system32\msi.dllファイルを右クリックし、[プロパティ]を選択します。[プロパティ]ダ
イアログボックスで、[バージョン]を選択します。

アップグレードの手順

旧バージョンからData Protector 6.20にセルをアップグレードするには、以下の手順で行
います。

1. Cell ManagerおよびインストールサーバーをData Protector 6.20にアップグレードし
ます。手順は、UNIXプラットフォームとWindowsプラットフォームで異なります。

インストールサーバーをアップグレードする前に、まず、現在のセルのCell Manager
をアップグレードする必要があることに注意してください。
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2. GUIクライアントをアップグレードします。

3. オンラインアプリケーション統合ソフトウェア(Oracle、SAP R/3、Informix Server、
Microsoft SQL Server、Microsoft Exchange Serverなど)がインストールされているク
ライアントをアップグレードします。

4. Media Agent (MA)がインストールされているクライアントをアップグレードします。Cell
Managerと同一のプラットフォームを使用するすべてのMAクライアントでMAがアップ
グレードされると、バックアップを実行できるようになります。

5. ファイルシステムDisk Agent (DA)がインストールされているクライアントを、2週間以
内にアップグレードすることをお勧めします。

MoM環境でのアップグレード

MoM環境をData Protector 6.20にアップグレードするには、まずMoM Managerシステム
をアップグレードする必要があります。アップグレード完了後は、アップグレードされてい
ないすべての以前のバージョンのCell Managerで、Central MMDBおよびライセンスの集
中管理にアクセスして、バックアップを実行できるようになります。ただし、その他のMoM
機能は使用できません。Data Protector 6.20 MoMセルと製品の旧バージョンがインストー
ルされたセル間のデバイスの共有はサポートされていません。MoM環境でのアップグレー
ド処理中は、MoM環境のCell Managerがすべて非稼動状態になっている必要がありま
す。

暗号化キーの自動移行

Cell Manager、インストールサーバー、およびすべてのクライアントをData Protector 6.20
にアップグレードすると、omnikeymigrateコマンドにより、セル内のすべてのクライアント
システムから既存のkeystoreファイルがすべて移行され、Data Protector 6.20 Cell
Managerの中央keystoreファイルにインポートされます。指定されたクライアントシステム
からアクティブになっている暗号化キーが移行されると、この暗号化キーと共にこのクライ
アントシステムに関連付けられたすべてのバックアップ仕様が自動的に移行されます。イ
ンポート後は、移行されたすべての暗号化キーが無効になります。

何らかの理由で、自動移行が機能していない場合は、手動で暗号化キーを移行できま
す。詳細は、omnikeymigrateマンページまたはHP Data Protector Command Line
Interface Referenceを参照してください。
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Data Protector A.06.00、A.06.10、およびA.06.11から
のアップグレード

Data Protector A.06.00、A.06.10、およびA.06.11リリースバージョンは、UNIXおよび
WindowsプラットフォームのData Protectorに直接アップグレードできます。

ライセンス

既存のData Protector A.06.00、A.06.10、A.06.11ライセンスは、Data Protector 6.20との
互換性を完全に確保し、Data Protector 6.20の使用に有効です。ライセンスの詳細は、
第5章（309ページ）を参照してください。

作業を開始する前に

アップグレード開始前に、アップグレード手順の制限の詳細について、「アップグレードの
概要」（263ページ）を参照してください。

UNIX用Cell Managerとインストールサーバーのアップグレード

前提条件

• /opt/omni/sbin/omnisv -stopコマンドを実行して、Data Protectorサービスを停止
します。

• Solairs上で古いパッチがインストールされている場合は、アップグレード前にそれらを
アンインストールします。

• Installには、POSIXシェル(sh)が必要です。

• アップグレードを実行するにはroot パーミッションが必要です。

HP-UX、Solaris、またはLinux インストールサーバーが Cell Managerとともにインストール
されている場合は、omnisetup.shコマンドの実行時に自動的にアップグレードされます。

HP-UX、Solaris、またはLinux インストールサーバーが 別のシステムにインストールされ
ている場合は、「インストールサーバーのアップグレード」（270ページ）を参照してください。

Cell Managerのアップグレード

HP-UX、Solaris、またはLinux Cell Managerは、 omnisetup.shコマンドの実行時に自動
的にアップグレード されます。

HP-UXでは、このコマンドによって既存のパッケージセットがswinstallユーティリティを
使用して直接アップグレードされます。Solarisでは、このコマンドによって、既存のパッケー
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ジセットがpkgrmユーティリティを使用して削除され、pkgaddユーティリティを使用して新し
いパッケージがインストールされます。Linuxでは、このコマンドによって、既存のパッケー
ジセットがrpmを使用して直接アップグレードされます。

インストールサーバーがクライアントコンポーネントとともにインストールされている場合は、
omnisetup.shコマンドによって削除されます。この場合は、omnisetup.sh -ISコマンド
を使用して新しいインストールサーバーデポをインストールしてから、アップグレードした
インストールサーバーを再度インポートします。詳細は、「セルへのインストールサーバー
のインポート 」（216ページ）を参照してください。

MC/ServiceGuard

MC/SGで構成されているCell Managerのアップグレード手順は、MC/SG環境で実行され
ていないCell Managerのアップグレード手順とは異なります。手順の詳細は、
「MC/ServiceGuard上で構成されているCell Managerのアップグレード」（301ページ）を参
照してください。

カーネルパラメータの設定

HP-UXシステムでは、カーネルパラメータmaxdsiz(最大データセグメントサイズ)または
maxdsiz_64 (64ビットシステムの場合)を134217728バイト(128MB)以上に、また、カーネ
ルパラメータsemmnu (セマフォ取り消し構造体の数)を256以上に、それぞれ設定すること
をお勧めします。パラメータを変更したときは、カーネルを再コンパイルし、マシンを再起
動してください。

Solarisの場合、/etc/system内のカーネルパラメータshmsys:shminfo_shmmax(最大共
有メモリーセグメントサイズ(SHMMAX))を67108864バイト(64MB)以上に設定することをお勧
めします。この変更を実行したら、マシンを再起動してください。

アップグレード手順

HP-UX用、Solaris用またはLinux用のCell ManagerをData Protector 6.20にアップグレー
ドするには、以下の手順に従います。
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1. UNIXインストールDVD-ROMをドライブに挿入し、マウントポイントにマウントします。

例:

mkdir /dvdrom mount /dev/c0d0t0 /dvdrom

オプションで、ディスク上のデポからData Protectorをインストールする場合は、以下
の手順を実行します。

• Installファイルが格納されているDP_DEPOTディレクトリ、AUTOPASSディレクトリ、お
よびLOCAL_INSTALLディレクトリをローカルディスクにコピーする場合は、以下の
コマンドを実行します。

mkdir directory

cp -r /dvdrom/platform_dir/DP_DEPOT directory

cp -r /dvdrom/platform_dir/AUTOPASS directory

cp -r /dvdrom/LOCAL_INSTALL directory

ここで、platform_dirには、以下のいずれかの値を指定します。

hpux IA-64およびPA-RISCシステム上のHP-UX

solaris Solarisシステム

linux Linuxシステム

• DVD-ROM全体をローカルディスクにコピーする場合は、以下のコマンドを実行
します。

cp -r /dvdrom dvd_image_dir

Data Protector 6.20へのアップグレード268



2. omnisetup.shコマンドを実行します。

このコマンドをDVD-ROMから実行するには、以下のようにして実行します。

cd /dvdrom/LOCAL_INSTALL ./omnisetup.sh

ディスクからインストールを開始する場合は、以下の手順を実行します。

• DP_DEPOTディレクトリ、AUTOPASSディレクトリ、およびLOCAL_INSTALLディレクトリを
ローカルディスク上のdirectoryにコピーした場合は、omnisetup.shコマンドが
格納されているこのディレクトリに移動して以下を実行します。

cd directory/LOCAL_INSTALL

./omnisetup.sh

• DVD-ROM全体をdvd_image_dirにコピーした場合は、omnisetup.shコマンド
をパラメータなしで実行します。

cd dvd_image_dir/LOCAL_INSTALL

./omnisetup.sh

3. HPパスワードセンターのWebサーバーからインターネットを介して直接購入したライ
センスのパスワードをダウンロードしてインストールする場合は、omnisetup.shによ
り、HP AutoPassユーティリティをインストールまたはアップグレードするためのプロン
プトが表示されます。AutoPassユーティリティの詳細は、HP AutoPassのオンラインヘ
ルプを参照してください。AutoPassをインストールすることをお勧めします。

AutoPassをMC/ServiceGuardにインストールする場合は、すべてのノードでインス
トールまたはアップグレードしなければなりません。

メッセージが表示されたら、[Return]キーを押してAutoPassをインストールまたはアッ
プグレードします。AutoPassをインストールまたはアップグレードしない場合は、nと
入力します。

Data ProtectorのA.06.00、A.06.10、またはA.06.11バージョンの検出後に、アップグ
レード手順が自動的に開始されます。クリーンインストール(以前のバージョンのデー
タベースは削除されます)を実行するには、旧バージョンをアンインストールし、イン
ストールを初めからやり直します。

Installの詳細は、「UNIX用Cell Managerのインストール」（45ページ）および「UNIX
用のインストールサーバーのインストール」（63ページ）を参照してください。

アップグレード完了後、Data Protectorが使用できるようになります。

omnisetup.shコマンドの説明については、DVD-ROMのMount_point/LOCAL_INSTALL
ディレクトリにあるREADMEファイルか、DVD-ROMのMount_point/DOCS/C/MANディレクトリ
にある『HPData Protector Command Line Interface Reference』を参照してください。
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この次に行う作業

• Cell Managerシステムとインストールサーバーシステムのアップグレードが完了したら、
構成ファイルの変更が必要かどうかを確認します。「構成の変更のチェック」（276ペー
ジ）を参照してください。

• 以前のバージョンのData Protectorで作成され、Data Protector 6.20へのアップグレー
ド後にデフォルトで1 TBに設定されている仮想テープライブラリのライブラリ容量
(VTLCAPACITY)を、手動で調整する必要があります。「構成の変更のチェック」（276ペー
ジ）を参照してください。

• HP-UX 11.23および11.31 (Itanium)およびSuSE Linux (x86-64)でデータベースファ
イルの最大サイズがデフォルトの最大サイズの2 GBを超える場合があります。その結
果、Data Protector 6.20へのアップグレード時に、データベースファイルの最大サイ
ズを調整するように勧める警告メッセージが表示されます。この調整は、データベー
スのサイズによってはかなり時間がかかるため、アップグレード処理後に行ってくださ
い。（『「アップグレードのトラブルシューティング」（353ページ）』を参照）。

インストールサーバーのアップグレード

HP-UX、Solaris、またはLinux インストールサーバーは、 omnisetup.shコマンドの実行
時に自動的にアップグレード されます。

HP-UXでは、このコマンドによって既存のパッケージセットがswinstallユーティリティを
使用して直接アップグレードされます。Solarisでは、このコマンドによって、既存のパッケー
ジセットがpkgrmユーティリティを使用して削除され、pkgaddユーティリティを使用して新し
いパッケージがインストールされます。Linuxでは、このコマンドによって、既存のパッケー
ジセットがrpmを使用して直接アップグレードされます。

インストールサーバーがクライアントコンポーネントとともにインストールされている場合は、
omnisetup.shコマンドによって削除されます。この場合は、omnisetup.sh -ISコマンド
を使用して新しいインストールサーバーデポをインストールしてから、アップグレードした
インストールサーバーを再度インポートします。詳細は、「セルへのインストールサーバー
のインポート 」（216ページ）を参照してください。

重要：

まずCell Managerをアップグレードしなければ、インストールサーバーをアップグレー
ドすることはできません。

アップグレード手順

HP-UX用またはSolaris用のインストールサーバーをData Protector 6.20にアップグレー
ドするには、以下の手順に従います。
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1. UNIXインストールDVD-ROMをドライブに挿入し、マウントポイントにマウントします。

例:

mkdir /dvdrom mount /dev/c0d0t0 /dvdrom

オプションで、ディスク上のデポからData Protectorをインストールする場合は、以下
の手順を実行します。

• Installファイルが格納されているDP_DEPOTディレクトリおよびLOCAL_INSTALLディ
レクトリをローカルディスクにコピーする場合は、以下のコマンドを実行します。

mkdir directory

cp -r /dvdrom/platform_dir/DP_DEPOT directory

cp -r /dvdrom/platform_dir/AUTOPASS directory

cp -r /dvdrom/LOCAL_INSTALL directory

platform_dirは、Data Protectorのアップグレードを実行するオペレーティン
グシステムおよびプロセッサからなるプラットフォームに応じて、以下のようになり
ます。

hpux_ia IA-64システム上のHP-UX

hpux_pa PA-RISCシステム上のHP-UX

solaris Solarisシステム

linux Linuxシステム

• DVD-ROM 全体をローカルディスクにコピーするには、以下を実行します。

cp -r /dvdrom dvd_image_dir
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2. omnisetup.shコマンドを実行します。

このコマンドをDVD-ROMから実行するには、以下のようにして実行します。

cd /dvdrom/LOCAL_INSTALL ./omnisetup.sh

ディスクからインストールを開始するには、以下のいずれかの操作を行います。

• DP_DEPOTディレクトリおよびLOCAL_INSTALLディレクトリをローカルディスク上の
directoryにコピーした場合は、omnisetup.shコマンドが格納されているこの
ディレクトリに移動して以下を実行します。

cd directory/LOCAL_INSTALL ./omnisetup.sh

• DVD-ROM全体をdvd_image_dirにコピーした場合は、omnisetup.shコマンド
をパラメータなしで実行します。

cd dvd_image_dir/LOCAL_INSTALL ./omnisetup.sh

アップグレード完了後、Data Protectorが使用できるようになります。

omnisetup.shコマンドの説明については、DVD-ROMのMount_point/LOCAL_INSTALL
ディレクトリにあるREADMEファイルか、DVD-ROMのMount_point/DOCS/C/MANディレクトリ
にある『HPData Protector Command Line Interface Reference』を参照してください。

この次に行う作業

インストールサーバーシステムのアップグレードが完了したら、構成ファイルの変更が必
要かどうかを確認します。「構成の変更のチェック」（276ページ）を参照してください。

Windows Cell Managerとインストールサーバーのアップグレード

Data Protectorの以前のバージョンが検出されると、オペレーティングシステムでは、イン
ストール済みのものと同じコンポーネントセットが想定されます(削除されるコンポーネント
なし)。既存のパッケージセットは削除され、新しい(クリーン)インストールとして新しいパッ
ケージセットがインストールされます。

Windows インストールサーバーが Cell Managerと同じシステム上にインストールされてい
る場合は、Windows インストールサーバーはアップグレード手順によって自動的にアップ
グレードされます。古いインストールサーバーデポは削除され、インストール時にインス
トールサーバーコンポーネントが選択されている場合は、新しいインストールサーバー
デポがその場所にコピーされます。

インストールサーバーがData Protectorクライアントとともにインストールされており、このク
ライアントが(Data Protector GUIを使用して)リモートでアップグレードされた場合は、イン
ストールサーバーも同時にアップグレードされます。
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重要：

Install手順の終了後にアップグレード済みのインストールサーバーを再度インポート
します。詳細は、「セルへのインストールサーバーのインポート」（216ページ）を参照
してください。

Microsoft Cluster Server

Microsoft Cluster Server環境で実行されているCell Managerのアップグレード手順は、
Microsoft Cluster Serverでの使用向けに構成されていないCell Managerのアップグレー
ド手順とは異なります。手順の詳細は、「Microsoft Cluster Server上で構成されているCell
Managerのアップグレード」（305ページ）を参照してください。

アップグレード手順

Windows用のCell ManagerとインストールサーバーをData Protector 6.20にアップグレー
ドするには、以下の手順に従います。

1. WindowsインストールDVD-ROMをドライブに挿入し、Windows_other\i386\
setup.exeコマンドを実行します。以前行ったData Protectorインストールが検出さ
れます。[Next]をクリックして、アップグレードを開始します。

2. [Component Selection]ページで、以前にシステムにインストールされたコンポーネ
ントが選択されています。コンポーネントは、追加のコンポーネントを選択または選
択解除することによって変更できます。選択済みのコンポーネントの説明について
は、ウィザードの次の手順を参照してください。[Next]をクリックします。

3. Data ProtectorによってシステムにWindowsファイアウォールが検出されると、
[Windows Firewall configuration]ページが表示されます。Data Protectorのセットアッ
ププログラムによって、必要なすべてのData Protector実行可能ファイルが登録され
ます。デフォルトでは、[Initially, enable newly registered Data Protector binaries to
open ports as needed]オプションが選択されています。この時点で、Data Protector
によってポートがオープンされないようにするには、オプションを選択解除します。た
だし、Data Protectorを適切に機能させるには、実行可能ファイルを有効にする必要
があります。

[Next]をクリックします。
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4. コンポーネントのサマリーリストが表示されます。[Install]をクリックして、アップグレー
ドを開始します。

図 42 コンポーネント選択サマリーページ

5. [Installation status]ページが表示されます。[Next]をクリックします。

図 43 [Installation status]ページ
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6. この手順はCell Managerのアップグレード時にのみ実行されます。Cell Manager 以
外のクライアントにインストールされているインストールサーバーをアップグレードす
る場合は、この手順は発生しません。

HPパスワードセンタのWebサーバーからインターネットを介して直接購入したライセ
ンスのパスワードをダウンロードしてインストールする場合は、セットアップ用ウィザー
ドでHP AutoPassユーティリティをインストールまたはアップグレードできます。AutoPass
ユーティリティの詳細は、「HP AutoPassユーティリティを使用した恒久パスワードの
取得とインストール」（328ページ）を参照してください。

デフォルトでは、[Start AutoPass installation]オプションまたは[Upgrade AutoPass
installation]オプションが選択されています。HP AutoPassユーティリティをインストー
ルすることをお勧めします。AutoPassをインストールまたはアップグレードしない場合
は、オプションを選択解除します。

セットアップ後すぐにData Protectorを起動するには、[Start the Data Protector
Manager GUI]を選択します。

『HP Data Protector製品案内、ソフトウェアノート、リファレンス』を表示するに
は、[Open the Product Announcements]を選択します。

図 44 AutoPassをインストール対象として選択する場合

7. [完了]をクリックします。

アップグレード完了後、Data Protectorが使用できるようになります。
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この次に行う作業

• Cell Managerシステムとインストールサーバーシステムのアップグレードが完了したら、
構成ファイルの変更が必要かどうかを確認します。「構成の変更のチェック」（276ペー
ジ）を参照してください。

• 以前のバージョンのData Protectorで作成され、Data Protector 6.20へのアップグレー
ド後にデフォルトで1 TBに設定されている仮想テープライブラリのライブラリ容量
(VTLCAPACITY)を、手動で調整する必要があります。「構成の変更のチェック」（276ペー
ジ）を参照してください。

構成の変更のチェック

グローバルオプションファイル

アップグレード時には、UNIX Cell Managerでは/etc/opt/omni/server/optionsディレクト
リまたはWindows Cell ManagerではData_Protector_home\Config\server\Optionsディ
レクトリに存在する古いグローバルオプションファイルのコンテンツがCell Manager上の新
しい(デフォルト) グローバルオプションファイルのコンテンツとマージされます。

• /opt/omni/newconfig/etc/opt/omni/server/options (UNIX Cell Managerの場
合)

• Data_Protector_home\NewConfig\Server\Options (Windows Cell Managerの場
合)

globalという名前が付けられたマージ後のファイルは、古いファイルと同じ場所である/
etc/opt/omni/server/optionsディレクトリ(UNIX Cell Managerの場合)、または
Data_Protector_home\Config\server\Options (Windows Cell Managerの場合)に置
かれ、アップグレードされたバージョンの製品によって使用されます。古いグローバルオ
プションファイルの名前は、実行されたアップグレード数に応じてglobal.1、global.2...
に変更されます。

マージファイルの作成時には、以下が適用されます。

• 古いファイルでアクティブ(コメント解除)だったグローバルオプションファイル変数は、
マージファイルでもアクティブなままとなります。古いファイルから変数の値がコピーさ
れたことを示す以下のコメントがマージファイルに付加されます。

variable=value # Data Protector 6.20 # This value was automatically copied
from previous version.

• 使用されなくなったグローバルオプションファイル変数は、マージ後のファイルではコ
メント化(非アクティブ化)され、その変数がもう使用されないことを示す以下のコメント
が付加されます。

#variable=value # Data Protector 6.20 # This value is no longer in use.
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• サポート対象外となった値を持つ変数については、マージファイルにコメント(非アク
ティブ化)が付加されます。テンプレート(variable_template)を含み、この変数の以
前の値を示す以下のコメントが付加されます。

# variable=variable_template # Data Protector 6.20 # This variable cannot be
transferred automatically.# The previous setting was:# variable=value

• 古いファイルのコメントは、マージ後の新しいファイルには移されません。

Windowsシステムでは、グローバルオプションファイルはUnicode形式で、メモ帳などを使
用して編集できます。このファイルを編集した後は、必ずUnicode形式で保存してくださ
い。

新しいオプションについての説明は、マージ後のグローバルオプションファイルに含まれ
ています。場所は、/etc/opt/omni/server/options/global (UNIX Cell Managerの場合)、
またはData_Protector_home\Config\server\options\global (Windows Cell Manager
の場合)です。グローバルオプションの使用方法については、『HPData Protectorトラブ
ルシューティングガイド』を参照してください。

手動で行う作業

以下に示す一覧は、アップグレードが正常に完了した後に手動で行う必要がある作業を
まとめたものです。

• Omnirc ファイル

Cell Managerおよびインストールサーバーシステムのアップグレード後は、omnircファ
イルを編集することもできます。ファイルの編集方法については、『HPData Protector
トラブルシューティングガイド』の「Omnircオプションの使用方法」を参照してくださ
い。

• コマンドライン

変更されたコマンドや機能が拡張されたコマンドのリストについては、付録D（437ペー
ジ）を参照してください。古いコマンドを使用しているスクリプトを確認および変更する
必要があります。使用法については、該当するマンページまたはHPData Protector
Command Line Interface Referenceを参照してください。

• DCBFディレクトリのデフォルトの最大サイズ

すでに存在するDCBFディレクトリのデフォルト設定は、アップグレード後は変更され
ません。新しく作成されたディレクトリのデフォルトの最大サイズのみが16GBに設定さ
れます。デフォルトの最大サイズを増やすときには、DCBFバイナリファイルに必要な
ディスクの空き容量(最大サイズの10～25%を推奨)も調整する必要があります。DCディ
レクトリの最大サイズを手動で変更するには、以下のコマンドを実行します。

omnidbutil -modify_dcdir directory -maxsize size_MB -spacelow size_MB

サイズの大きなドライブ(LTO 4など)を使用してテープに1000万個以上のファイルを
バックアップする場合は、設定を変更する必要があります。また、DCディレクトリの存
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在するファイルシステムがサイズの大きなファイルをサポートしていることを確認しま
す。

• hostsファイルに、computer.company.com形式の完全修飾ドメイン名(FQDN)が含ま
れていることを確認します。この形式でない場合は、ホストのファイルをFQDNで構成
します。ファイルの場所は、オペレーティングシステムによって異なります。

Windowsシステム: %SystemRoot%\system32\drivers\etc\

UNIXシステム: /etc/hosts

• アドバンストバックアップ使用権

以前のバージョンのData Protectorで作成された仮想テープライブラリのライブラリ容
量(VTLCAPACITY)は、Data Protector 6.20へのアップグレード後にデフォルトで1 TB
に設定されます。そのため、グラフィカルユーザーインタフェース(GUI)またはコマンド
ラインインタフェース(CLI)を使用して、手動でライブラリ容量の推定値を入力する必
要があります。

例

Data Protector 6.20へのアップグレード前は、「VTL」という名前の構成済み仮想テー
プライブラリについての情報は以下のようになります。

#omnidownload -library VTL NAME "VTL" DESCRIPTION
"" HOST computer.company.com POLICY SCSI-II TYPE DDS REPOSITORY "SCSI
repository" MGMTCONSOLEURL ""

Data Protector 6.20へのアップグレード後に、新しい文字列VTLCAPACITYが追加さ
れ、ライブラリ容量はデフォルトで1 TBに設定されます。

#omnidownload -library VTL NAME "VTL" DESCRIPTION
"" HOST computer.company.com POLICY SCSI-II TYPE DDS LIBVIRTUAL VTLCAPACITY 1
IOCTLSERIAL "" CONTROL "SCSI address" REPOSITORY "SCSI repository"
MGMTCONSOLEURL ""

「C:\Temp」ディレクトリにある「libVTL.txt」というASCIIファイル内の、「VTL」という名
前の仮想テープライブラリのライブラリ容量(VTLCAPACITY)を変更するには、次のコマ
ンドを実行します。

omnidownload -library VTL -file C:\Temp\libVTL.txt

ライブラリ容量の推定値として、たとえば163と入力し、次のコマンドを実行します。

omniupload -modify_library VTL -file C:\Temp\libVTL.txt
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注記：

推定仮想ライブラリ容量消費量の値(VTLCAPACITY)は、指定したVTL容量は無効
ですというエラーメッセージを避けるために、テラバイト(TB)単位で整数で指定す
る必要があります。

構成を確認するには、次のコマンドを実行します。

omnidownload -library VTL

#omnidownload -library VTL NAME "VTL" DESCRIPTION
"" HOST computer.company.com POLICY SCSI-II TYPE DDS LIBVIRTUAL VTLCAPACITY 163
IOCTLSERIAL "" CONTROL "SCSI address" REPOSITORY "SCSI repository"
MGMTCONSOLEURL ""

この次に行う作業

Cell Managerおよびインストールサーバーをインストールし、必要な変更をすべて実施し
たら、ソフトウェアをクライアントに配布します。「クライアントのアップグレード」（279ページ）
を参照してください。

クライアントのアップグレード

アップグレード手順

クライアントのアップグレード手順は「アップグレードの概要」（263ページ）を参照してくだ
さい。

クライアントのリモートアップグレード

インストールサーバーを使用してクライアントをアップグレードする手順は、「Data Protector
クライアントのリモートインストール」（82ページ）を参照してください。UNIXシステムでは、
新しいコンポーネントを追加する前に、既存のコンポーネントをアップグレードする必要が
あります。新しいコンポーネントを追加すると、以前のバージョンのコンポーネントはData
Protectorに表示されません。この場合は、再度インストールする必要があります。

クライアントのローカルアップグレード

ネットワーク上にインストールサーバーがない場合、または何らかの理由によりData
Protectorソフトウェアをクライアントシステムに配布できない場合は、Data Protectorクライ
アントをローカルにアップグレードできます。
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Windowsクライアントのローカルアップグレード方法は、「Windows用クライアントのインス
トール」（92ページ）を参照してください。

UNIXクライアントのローカルアップグレード方法は、「UNIXおよびMac OS Xクライアント
のローカルインストール」（146ページ）を参照してください。

制限事項

Windows、HP-UX、およびLinuxシステムでData Protector 6.20にアップグレードする場
合、拡張増分バックアップデータベースは新しいバージョンに移行されません。古い拡張
増分バックアップレポジトリはData_Protector_home\enhincrdb\mount_pointディレクト
リから削除されます。クライアントアップグレード後の最初のフルバックアップ時に、同じ場
所に新しいレポジトリが作成されます。アップグレード後の最初のバックアップは、フルバッ
クアップを実行する必要があります。

Novell NetWare

アップグレードしたシステムにNovell NetWareクライアントが含まれている場合は、
NDS/eDirectoryデータベースのバックアップと復元を可能にするための追加手順が必要
になります。詳細は、「Novell NetWareクライアントのローカルインストール」（131ページ）を
参照してください。

Linuxクライアント

inetdサービスではなくxinetdサービスを使用している場合は、/etc/xinetd.d/omniファ
イルは置き換えられないため、設定は変更されません。xinetdサービスが実行されてい
るかどうかを確認するには、以下のコマンドを実行します。

ps -e | grep xinetd

設定をデフォルト設定に戻す、または破損したファイルを置き換えるには、ファイルを削
除し、任意のData ProtectorソフトウェアコンポーネントをData Protector GUIからリモート
でアップグレードします。/etc/xinetd.d/omniファイルがデフォルトの設定でインストー
ルされます。

重要：

/etc/xinetd.d/omniファイルを置き換えると、変更内容は失われます。変更内容を
保持するには、バックアップコピーを事前に作成しておき、アップグレードの完了後
に、新しくインストールしたファイルに設定を手動で移動します。
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MC/ServiceGuard上で構成されているクライアントのアップグレード

アップグレードされるData Protector用統合ソフトウェアコンポーネントがCell Managerと同
じノードにインストールされる場合、MC/ServiceGuardを使用しているクライアントのアップ
グレードを行うには、最初に物理ノードをアップグレードしてから、以下の手順を行いま
す。

1. 以下のコマンドを実行して仮想ホストをエクスポートします。

omnicc -export_host virtual_hostname

2. 次のコマンドを実行して仮想ホストを再度インポートします。

omnicc -import_host virtual_hostname -virtual

統合ソフトウェアがインストールされたクライアントのアップグレード

統合ソフトウェア(Oracle、SAP R/3、Microsoftボリュームシャドウコピーサービス、または
HP StorageWorks P6000 EVAディスクアレイファミリ用統合ソフトウェア、自動ディザスタリ
カバリモジュール、Microsoft Exchange Server、Microsoft SQL Server、HP StorageWorks
P9000 XPディスクアレイファミリ、またはEMC Symmetrix用統合ソフトウェアなど)がインス
トールされたData Protectorクライアントのアップグレードを正常に行うには、以降の項に
記述された手順に従ってください。

• Oracle用統合ソフトウェアのアップグレード方法の詳細は、「Oracle用統合ソフトウェア
のアップグレード」（282ページ）を参照してください。

• SAP R/3用統合ソフトウェアのアップグレード方法の詳細は、「SAP R/3用統合ソフト
ウェアのアップグレード」（283ページ）を参照してください。

• Microsoftボリュームシャドウコピーサービス用統合ソフトウェアのアップグレード方法
の詳細は、「Microsoftボリュームシャドウコピーサービス用統合ソフトウェアのアップグ
レード」（284ページ）を参照してください。

• HP StorageWorks P6000 EVAディスクアレイファミリ用統合ソフトウェアのアップグレー
ド方法の詳細は、「HP StorageWorks P6000 EVAディスクアレイファミリ用統合ソフト
ウェアのアップグレード」（285ページ）を参照してください。

• 自動ディザスタリカバリモジュールのアップグレード方法の詳細は、「自動ディザスタリ
カバリモジュールのアップグレード」（285ページ）を参照してください。

• Microsoft Exchange Server、Microsoft SQL Server、HP StorageWorks P9000 XPディ
スクアレイファミリ、EMC Symmetrix用統合ソフトウェア、またはその他の統合ソフトウェ
エアのアップグレード方法の詳細は、「他の統合ソフトウェアのアップグレード」（286
ページ）を参照してください。
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Oracle用統合ソフトウェアのアップグレード

Oracle用統合ソフトウェアがインストールされているクライアントは、omnisetup.sh -install
oracle8コマンド(UNIXシステムの場合)またはsetup.exeコマンド(Windowsシステムの場
合)を実行してローカルにアップグレードするか、Data Protector GUIを使用してリモート
からOracle用統合ソフトウェアエージェントをリモートでインストールしてアップグレードし
ます。UNIXでは、Cell Managerにないクライアントをアップグレードする場合に-install
oracle8オプションを指定する必要はありません。この場合、プロンプトは表示されず、アッ
プグレード前にシステムにインストールされていたコンポーネントと同じコンポーネントが
自動的に選択されます。

ユーザールートは必要ありません。

UNIXクライアントの場合、ユーザールートの下にData Protector Oracle Server用統合ソ
フトウェアを構成し、その構成を確認し、Oracleデータベースをブラウズする必要はありま
せん。これらの操作は、バックアップ仕様で指定したオペレーティングシステムのユーザー
アカウントの下で実行されます。したがって、ユーザールートをData Protectorユーザー
グループから安全に削除できます。

注記：

ZDBおよびインスタントリカバリセッションの場合、ユーザールートはこれまでどおり
必要です。

アップグレードした場合は、Data Protectorがオペレーティングシステムのユーザ アカウ
ント(バックアップオーナー)を、バックアップ仕様から対応するData Protector Oracleデー
タベース構成ファイルへとコピー中に、各Oracleデータベースの構成チェックを実行する
こともお勧めします。

構成チェックを実行しないと、構成ファイルは更新されません。このような場合、復元処理
の実行中、Data ProtectorはOracleデータベースを、直前のバックアップセッションのバッ
クアップオーナーでブラウズします。過去3か月間にこのようなバック アップセッションが
作成されなかった場合、最後のオプションとしてルートユーザーが使用されます。

Data Protector MML

Data Protector A.06.00 UNIXクライアントのアップグレード後は、Data Protector MMLへ
のシンボリックリンクは必要がなくなるため、削除します。

1. ディレクトリをORACLE_HOME/libに変更します。
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2. ORACLE_HOME/libディレクトリにlibobk.sl.orig (libobk.so.orig)ファイルが存在
する場合は、以下のコマンドを実行します。

HP–UX:mv libobk.sl.orig libobk.sl

その他のUNIXシステムの場合: mv libobk.so.orig libobk.so

libobk.sl.orig (libobk.so.orig)は、統合ソフトウェアの構成前から存在していた
Oracleソフトリンクです。

インスタントリカバリのためのOracleインスタンスの構成

制御ファイル、リカバリカタログ、またはアーカイブREDOログファイルが、データベースファ
イルと同じボリュームグループ(LVM使用時)またはソースボリュームに置かれている場合
は、Oracleインスタンスを再構成するか、またはZDB_ORA_INCLUDE_CF_OLF、
ZDB_ORA_INCLUDE_SPF、ZDB_ORA_NO_CHECKCONF_IRの各omnirc変数を設定する必要が
あります。『HP Data Protector Zero Downtime Backup Integration Guide』を参照し
てください。

データストレージ用にHP StorageWorks P6000 EVAディスクアレイファミリを使用したOracle ASMの
構成

自動ディザスタリカバリモジュール(ASM)を使用する構成のP6000 EVAアレイ上で、Oracle
Serverデータの整合性のある複製の作成をサポートするためには、Oracle用統合ソフト
ウェアおよびHP StorageWorks P6000 EVA SMI-S Agentの両方のData Protectorコン
ポーネントを、アプリケーションシステムとバックアップシステムでアップグレードする必要
があります。

SAP R/3用統合ソフトウェアのアップグレード

SAP R/3用統合ソフトウェアがインストールされているクライアントは、omnisetup.sh
-install sapコマンド(UNIXシステムの場合)またはsetup.exeコマンド(Windowsシステ
ムの場合)を実行してローカルにアップグレードするか、Data Protector GUIを使用してリ
モートからSAP R/3用統合ソフトウェアエージェントをリモートでインストールしてアップグ
レードします。UNIXでは、Cell Managerにないクライアントをアップグレードする場合は、
-install sapオプションを指定する必要はありません。この場合、プロンプトは表示され
ず、アップグレード前にシステムにインストールされていたのと同じコンポーネントが自動
的に選択されます。

Data Protector MML

Data Protector A.06.00 UNIX SAP R/3クライアントのアップグレード後は、Data Protector
MMLへのシンボリックリンクは必要がなくなるため、削除します。詳細については、「Data
Protector MML」（282ページ）を参照してください。
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SAP対応ZDBセッション

SAP標準では、ZDBセッション(SAP対応ZDBセッション)処理中に、BRBACKUPをバック
アップシステムで開始することをお勧めします。Data Protector 6.20を使用すると、これら
の標準に対応できます。まず、バックアップシステムをOracle用のSAPガイドの説明に従っ
て構成し(スプリットミラーバックアップ、ソフトウェア構成)、Data Protector SAP R/3
Integrationコ ンポーネントをバックアップシステムにインストールします。それから、『HP
Data Protector Zero Downtime Backup Integration Guide』の説明に従ってSAP対応
ZDBセッション用にData Protectorを構成します。

インスタントリカバリのためのOracleインスタンスの構成

制御ファイル、リカバリカタログ、またはアーカイブREDOログファイルが、データベースファ
イルと同じボリュームグループ(LVM使用時)またはソースボリュームに置かれている場合
は、以下の3つのオプションがあります。

• Oracleインスタンスを再構成します。

• ZDB_ORA_INCLUDE_CF_OLF、ZDB_ORA_INCLUDE_SPF、および
ZDB_ORA_NO_CHECKCONF_IR omnirc変数を設定します。

• BRBACKUPをバックアップシステム(SAP対応ZDBセッション)で開始するよう Data
Protectorを構成します。

詳細は、『HP Data Protector Zero Downtime backup Integration guide』を参照して
ください。

Microsoftボリュームシャドウコピーサービス用統合ソフトウェアのアップグレード

HP Data Protector A.06.00からのアップグレード

アップグレード後は、HP Data Protector A.06.00 VSSバックアップ仕様は使用できなくな
ります。すべてのHP Data Protector A.06.00 VSSバックアップ仕様を再作成する必要が
あります。

インスタントリカバリが有効なバックアップセッションは、アップグレード後はインスタントリ
カバリに使用できなくなります。アップグレードを開始する前に、omnidbvssコマンドを使
用してセッションを削除してください。

HP Data Protector A.06.10またはHP Data Protector A.06.11からのアップグレード後のインスタント
リカバリが有効なバックアップセッション

VSS用統合ソフトウェアをData Protectorの古いバージョンからアップグレードした後、ディ
スクへのZDBセッションおよびディスク/テープへのZDBセッションを実行する場合は、ア
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プリケーションシステム上のソースボリュームを解決する必要があります。この処理を実行
しないと、ディスクへのZDBセッションは失敗し、ディスク/テープへのZDBセッションはディ
スクアレイに複製を維持しないテープへのバックアップでのみ完了します。セルのVSSク
ライアントからの解決操作は、以下のように実行します。

omnidbvss –resolve {–apphost ApplicationSystem | –all}

詳細は、『HP Data Protector Zero Downtime backup Integration guide』を参照して
ください。

HP StorageWorks P6000 EVAディスクアレイファミリ用統合ソフトウェアのアップグ
レード

留意事項

• Data Protector 6.20にアップグレードする場合、P6000 EVAアレイ上での複製作成の
緩和スナップショットポリシーは、Data Protectorバージョン6.20ではサポートされてい
ません。このディスクアレイに関するすべてのZDBセッションは、暗黙的に厳格スナッ
プショットポリシーを使用します。アップグレード後に緩和スナップショットポリシーを
使用するZDBセッションが実行された場合は、警告が報告され、厳格スナップショット
ポリシーが代わりに使用されますが、ZDBバックアップ仕様自体は更新されません。
このような警告を回避するためには、上記のようなZDBバックアップ仕様を手動で更
新する必要があります。

ZDBバックアップ仕様を手動で更新して暗黙的に厳格スナップショットポリシーを使
用するには、Data Protector GUIでバックアップ仕様を開き、そのオプションのいずれ
かを変更してから元に戻し、最後に[適用]をクリックしてバックアップ仕様を保存しま
す。

P6000 EVAアレイ上での複製作成のスナップショットポリシーについては、『HPData
Protector Zero Downtime Backup Administrator's Guide』およびオンラインヘル
プを参照してください。

自動ディザスタリカバリモジュールのアップグレード

Data Protector 6.20の自動ディザスタリカバリモジュール(拡張自動ディザスタリカバリお
よびワンボタンディザスタリカバリ機能)は、モジュールのA.06.00バージョン(DPWIN_00270
パッチがインストールされていないバージョン)に完全には対応していません。
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表11（286ページ）には、すべての組み合わせと互換性の問題が一覧表示されています。

表 11 アップグレード後のEADRおよびOBDRの互換性

結果Data Protectorのクライアントのバージョン

イメージの作成バックアップ

イメージが作成さ
れます。

A.06.00 (DPWIN_00270パッチなし)A.06.00 (DPWIN_00270パッチなし)

エラー。
A.06.00 (DPWIN_00270パッチあり)、
A.06.10、A.06.11または6.20

A.06.00 (DPWIN_00270パッチなし)

エラー。A.06.00 (DPWIN_00270パッチなし)
A.06.00 (DPWIN_00270パッチあり)、
A.06.10、A.06.11または6.20

イメージが作成さ
れます。

A.06.00 (DPWIN_00270パッチあり)、
A.06.10、A.06.11または6.20

A.06.00 (DPWIN_00270パッチあり)、
A.06.10、A.06.11または6.20

EADRおよびOBDRの手順の変更点の詳細は、HP Data Protectorディザスタリカバリ
ガイドを参照してください。

他の統合ソフトウェアのアップグレード

Data ProtectorクライアントにMicrosoft Exchange Server、Microsoft SQL Server、HP
StorageWorks P9000 XPディスクアレイファミリ、EMC Symmetrix、またはその他の統合ソ
フトウェアがインストールされている場合は、omnisetup.sh -install component_list
コマンド(UNIXシステム)、またはsetup.exeコマンド(Windowsシステム)を実行してローカ
ルにクライアントをアップグレードするか、リモートからData Protector GUIを使用してクラ
イアントをアップグレードします。Data Protectorコンポーネントコードの一覧は、「UNIXお
よびMac OS Xクライアントのローカルインストール」（146ページ）を参照してください。Cell
Managerにないクライアントをアップグレードする場合は、-install component_listオ
プションを指定する必要はありません。この場合、プロンプトは表示されず、アップグレー
ド前にシステムにインストールされていたコンポーネントと同じコンポーネントが自動的に
選択されます。

MoM環境でのアップグレード

MoM環境は逐次的にアップグレードできます。ただし、以下の制限事項に注意してくだ
さい。
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制限事項

• すべてのCell ManagerがData Protector 6.20にアップグレードされるまで、分散ファイ
ルメディア形式をファイルライブラリで使用することはできません。

MoM環境をData Protector 6.20にアップグレードするには、以下の手順に従ってくださ
い。

1. MoM Manager/CMMDB ServerをData Protector 6.20にアップグレードします。

アップグレード処理中は、MoM環境内のCell Managerが非稼動状態になければな
りません。アップグレード後も、MoM Managerは古いCell Managerと連携可能です。

2. MoM環境内の各クライアントCell Managerをアップグレードします。

アップグレード手順は、「UNIX用Cell Managerとインストールサーバーのアップグレー
ド」（266ページ）および「Windows Cell Managerとインストールサーバーのアップグレー
ド」（272ページ）を参照してください。

3. 構成したデバイスでクライアントをアップグレードします。

4. アプリケーション統合ソフトウェアでクライアントをアップグレードします。

ここまでのアップグレード手順が完了すると、Data Protector 6.20 MoM GUIでファイ
ルシステムと統合ソフトウェアをバックアップおよび復元することが可能になります。

シングルサーバー版からのアップグレード
以下のいずれかのアップグレードが可能です。

• 旧バージョンのシングルサーバー版(SSE)からData Protector 6.20シングルサーバー
版へ。詳細は、「旧バージョンのSSEからData Protector 6.20 SSEへのアップグレード」
（287ページ）を参照してください。

• Data Protector 6.20シングルサーバー版からData Protector 6.20へ。詳細は、「Data
Protector 6.20 SSEからData Protector 6.20へのアップグレード」（288ページ）を参照
してください。

旧バージョンのSSEからData Protector 6.20 SSEへのアップグレード

旧バージョンのSSEからData Protector 6.20 SSEへのアップグレード手順は、旧バージョ
ンのData ProtectorからData Protector 6.20へのアップグレード手順と同じです。詳細は、
「Data Protector A.06.00、A.06.10、およびA.06.11からのアップグレード」（266ページ）を
参照してください。
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Data Protector 6.20 SSEからData Protector 6.20へのアップグレード

ライセンス

Data Protector 6.20シングルサーバー版からData Protector 6.20にアップグレードする
には、 ライセンスが必要です。ライセンスの詳細は、第5章（309ページ）を参照してくださ
い。

Data Protector 6.20シングルサーバー版からData Protector 6.20へのアップグレードに
ついては、次の2つの状況が考えられます。

• Data Protectorシングルサーバー版を1つのシステム(Cell Manager)にのみインストー
ルしている場合。「Cell Managerのアップグレード」（288ページ）を参照してください。

• Data Protectorシングルサーバー版を複数のシステムにインストールしており、それら
のセルをマージする場合。「複数のシステムからのアップグレード」（288ページ）を参
照してください。

注記：

以前のバージョンのシングルサーバー版をData Protectorのフルインストール版に
アップグレードする場合は、最初にシングルサーバー版を同じバージョンレベルのフ
ルインストール版にアップグレードする必要があります。このフルインストール版を
Data Protector 6.20にアップグレードする方法は、「Data Protector A.06.00、A.06.10、
およびA.06.11からのアップグレード」（266ページ）を参照してください。

Cell Managerのアップグレード

シングルサーバー版のCell Managerをアップグレードするには、以下の手順に従ってくだ
さい。

1. 次のコマンドを実行して、シングルサーバー版のライセンスを削除します。

• Windowsの場合: del Data_Protector_home\Config\server\Cell\lic.dat

• UNIXの場合:rm /etc/opt/omni/server/cell/lic.dat

2. Data Protector GUIを起動し、恒久パスワードを追加します。

複数のシステムからのアップグレード

複数のシステムにインストールされているData Protectorシングルサーバー版をアップグ
レードするには、以下の手順に従ってください。
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1. 既存のシングルサーバー版システムのうち、新しいCell Managerとなるシステムを1
つ選択します。「Cell Managerシステムの選択」（38ページ）を参照してください。

2. 選択したCell Managerを以下のようにアップグレードします。

a. 次のコマンドを実行して、シングルサーバー版のライセンスを削除します。

del Data_Protector_home\Config\server\Cell\lic.dat (Windowsシステ
ム)または

rm /etc/opt/omni/server/cell/lic.dat (UNIXシステム)

b. Data Protector GUIを起動し、恒久パスワードを追加します。

3. GUIを使用して、他のシングルサーバー版システムを新たに作成したCell Manager
システムに、クライアントとしてインポートします。

4. 他のシステムからData Protectorシングルサーバー版をアンインストールします。
「Data Protectorソフトウェアのアンインストール」（242ページ）を参照してください。

5. 必要に応じて、新しいCell Managerにメディアをインポートします。

他のシングルサーバー版システムで作成したメディアから頻繁に復元を実行する場
合に、この手順を実行します。こうした復元を実行する可能性が比較的低い場合は、
List from mediaによる復元方法を使用できます。オンラインヘルプの索引「イン
ポート、メディア」を参照して、メディアのインポート方法およびList from mediaに
よる復元方法の詳細をご確認ください。

HP StorageWorks Application Recovery Manager
A.06.00からのアップグレード

概要

Application Recovery Managerは、ExchangeおよびSQLアプリケーションデータの自動
バックアップおよび復旧機能を提供し、数分単位のデータ復旧によってアプリケーション
の可用性を高めるスケーラブルな復旧ソフトウェアソリューションです。

Data Protector 6.20では、Application Recovery Manager A.06.00からのアップグレード
およびすべてのApplication Recovery Manager A.06.00 機能がサポートされています。
構成および内部データベースはアップグレード後も維持されます。

制限事項

• Cell Managerプラットフォームの変更は、Data Protectorの6.20リリースでサポートされ
ていません。アップグレードは同一のCell Managerプラットフォーム上でのみ可能で
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す(32ビットWindowsから32ビットWindowsへ、または64ビットWindowsから64ビット
Windowsへ)。

アップグレード手順

Application Recovery Manager A.06.00からData Protector 6.20へのアップグレード手順
は、旧バージョンのData ProtectorからData Protector 6.20へのアップグレード手順と同
じです。Cell Managerのアップグレードおよびクライアントのアップグレードを参照してくだ
さい。

アップグレード後の内部データベースのバックアップ

dbtool.plによって作成された内部データベースの古いバックアップは、Data Protector
で使用できません。内部データベースおよび構成をバックアップするには、新しいバック
アップ仕様を構成する必要があります。オンラインヘルプの索引「IDB, configuring backups」
を参照してください。

テープデバイスを使用する以外に、Data ProtectorでのIDBバックアップは、以下の点で
Application Recovery Managerと異なります。

• dbtool.plのように、バックアップ中にData Protectorサ ービスが停止されることはあ
りません。

• VSSデータベースはバックアップされません

バックアップ仕様のアップグレード

Application Recovery Managerのバックアップ仕様には、テープデバイスが含まれていま
せん。Data Protectorへのアップグレード後は、ディスクへのZDBのみにバックアップ仕様
を使用できます。テープ機能(ディスク/テープへのZDB、テープへのZDB)を使用するに
は、テープデバイスを指定し、バックアップ仕様を再構成する必要があります。

omnib使用方法の変更点

オプションが指定されていない場合は、Data Protectorは、デフォルトでディスク/テープ
へのZDBに設定されます。omnibコマンドを使用してCLIから開始したApplication Recovery
Managerのバックアップセッションは、テープデバイスが見つからないため失敗します。
ディスク/テープへのZDB用に再構成せずに既存のバックアップ仕様を維持するには、
-disk_onlyオプションを使用してディスクへのZDBを実行します。
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Solaris 8からSolaris 9へのアップグレード
Solaris 8にData Protector 6.20 Disk Agent (DA)がインストールされ、オペレーティングシ
ステムをSolaris 9にアップグレードする場合は、アップグレードがData Protectorに及ぼす
影響を考慮してください。Data Protectorの適切な動作を確保し、拡張属性のバックアッ
プなどの高度なバックアップオプションをSolaris 9で使用できるようにするには、システム
にインストールされている汎用Solaris DAをSolaris 9 DAに置き換えることをお勧めします。

以下の順番でアップグレードしてください。

1. オペレーティングシステムをSolaris 8からSolaris 9にアップグレードします。詳細は
Solarisのマニュアルを参照してください。

2. インストールサーバーを使用して、アップグレードしたシステムにDisk Agentをリモー
トインストールします。これにより、汎用のSolaris Disk AgentがSolaris 9 Disk Agent
に置き換えられます。「Data Protectorクライアントのリモートインストール」（82ペー
ジ）を参照するか、またはob2installのマンページを参照してください。

HP-UX 11.x (PA-RISC)からHP-UX 11.23/11.31 (IA-64)
への移行

ここでは、既存のCell ManagerをPA-RISC アーキテクチャベースのHP-UX 11.xシステム
からIntel Itanium 2 (IA-64) アーキテクチャ対応のHP-UX 11.23/11.31に移行する手順
を述べます。

制限事項

サポートされているオペレーティングシステムのバージョン、プラットフォーム、プロセッサ
のアーキテクチャ、およびData Protectorのコンポーネント、必要なパッチ、一般的な制限
事項、およびインストールの前提条件の詳細は、HP Data Protector製品案内、ソフト
ウェアノート、リファレンスを参照してください。

• サポートされている移行は、PA-RISCベースのHP-UX 11.xシステム上のData Protector
6.20 Cell Managerからの移行だけです。

• サポートされているMoM構成の組み合わせについては、「MoM 固有の手順」（295ペー
ジ）を参照してください。

前提条件

• 移行を開始する前に、PA-RISCベースのHP-UX 11.xシステム上のData Protector
Cell ManagerをData Protector 6.20にアップグレードする必要があります。
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ライセンス

新しいCell Manager (IA-64 system)のIPアドレスは古いCell Managerとは異なるため、移
行前にライセンスの移行を適用してください。一定期間は、両方のシステムでライセンス
は有効になります。ライセンスがIPの範囲に基づいており、新しいCell ManagerのIPアドレ
スがこの範囲内にある場合は、ライセンスを再構成は必要ありません。詳細は、「Data
Protector 6.20へのライセンス移行」（339ページ）を参照してください。

注記：

Cell Managerでは元のData Protector GUIがサポートされません。Data Protector
Java GUIを使用するか、Data Protector GUIがサポートされているシステムにData
Protector GUIをインストールしてください。omniusersコマンドを使用して、新しいCell
Manager上にリモートユーザーアカウントを作成します。作成すると、Data Protector
GUIをインストールした任意のシステム上でこのユーザーアカウントにより、GUIを起
動して新しいCell Managerに接続できます。詳細は、omniusersのマンページを参照
してください。

移行手順

以下の手順に従って移行してください。

1. IA-64システム上にData Protectorクライアントをインストールし、それを古いCell
Managerのセルにインポートします。Data Protectorをクラスター内に構成する場合
は、一次ノード上にクライアントをインストールします。「HP-UXクライアントのインス
トール」（99ページ）を参照してください。

2. 古いCell Manager上で以下のコマンドを実行し、保護が設定されたクライアントの信
頼されるホスト一覧にIA-64システムのホスト名を追加します。

omnimigrate.pl -prepare_clients New_CM_Name (ここでNew_CM_Nameは、前の手順
のIA-64システムのクライアント名です。)

信頼されるホストとData Protectorクライアントの保護設定の詳細は、「クライアントの
保護設定」（227ページ）および「ホストの信頼」（239ページ）を参照してください。

3. IDBをバックアップします。新しいCell Managerシステム上で、以後も使用済みメディ
アにアクセスできることを確認してください。オンラインヘルプの索引「IDBバックアッ
プ」を参照してください。

4. IDBをIA-64システム上の一時保存場所に復元します。オンラインヘルプの索引「IDB
復元」を参照してください。

5. Data ProtectorクライアントをIA-64システムからアンインストールします。「Data
Protectorクライアントのアンインストール」（243ページ）を参照してください。
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6. IA-64システムにData Protector Cell Managerをインストールします。Data Protector
をクラスターに構成する場合は、Cell Managerをスタンドアロン Cell Manager (非ク
ラスター対応)として一次ノードにインストールします。「Data Protector Cell Manager
(CM)およびCell Manager (IS)のインストール」（44ページ）を参照してください。

7. 古いCell Manager上のデフォルトのData Protector Inetポートを変更した場合は、新
しいCell Manager上にも同じInetポートを設定します。「Data Protectorのデフォルト
のポート番号の変更」（388ページ）を参照してください。

8. 新しいCell Managerの一時保存場所にある復元されたIDBと構成データを、新しい
Cell Manager上の、古いCell Managerと同じ場所に移動します。オンラインヘルプの
索引「IDB復元」を参照してください。

古いCell Managerがクラスター対応である場合は、/etc/opt/omni/server/sg/
sg.confファイルのSHARED_DISK_ROOT 変数とCS_SERVICE_HOSTNAME変数をコメント
アウトします。この作業は、新しいCell Managerがクラスター対応の場合も必要です。
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9. IDBおよびクライアントを新しいCell Managerに移行し、Cell Managerの設定を再構
成するには、新しい Cell Manager上で以下の手順を実行します。

• スタンドアロンIA-64 Cell Managerを構成する場合は、omnimigrate.pl -
configureコマンドを実行します。詳細は、omnimigrate.plのマンページを参
照してください。

• クラスター対応 IA-64 Cell Managerを構成する場合は、以下の手順に従ってく
ださい。

a. omnimigrate -configure_idbコマンドを実行して、古いCell Managerから
から移したIDBを、新しいCell Managerで使えるように構成します。詳細は、
omnimigrate.plのマンページを参照してください。

b. omnimigrate -configure_cmコマンドを実行して、古いCell Managerから
移した構成データを、新しいCell Manager上で使えるように再構成します。
詳細は、omnimigrate.plのマンページを参照してください。

c. omnicc -export_host Old_CM_Nameを実行して、古い仮想サーバーをセ
ルからエクスポートします。

d. 一次および二次Cell Managerを構成します。オンラインヘルプの索引
「MC/ServiceGuard用統合ソフトウェアの構成」を参照してください。

e. omnimigrate -configure_clientsコマンドを実行して、古いCell Manager
から新しいCell Managerにクライアントを移行します。古いCell Managerの構
成ファイルにはクライアントが残っていることに注意してください。そのクライ
アントのCell Managerは存在しません。

注記：

/etc/opt/omni/serverディレクトリが共有クラスターボリュームにある場合
は、omnimigrate.plスクリプトによる構成の変更がクラスターのすべての
ノードに影響します。

注記：

古いCell Managerは、自動的に新しいセルのクライアントとなります。古い
Cell Manager上ではCell Managerコンポーネントが不必要なため、アンイン
ストールしても構いません。「Data Protectorソフトウェアコンポーネントの変
更」（257ページ）を参照してください。

10. 新しいCell Manager上でライセンスを構成します。「Data Protector 6.20の製品構成
とライセンス」（336ページ）を参照してください。
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11. 新しいCell Managerでリモートユーザーアカウントを作成し、Data Protector GUIをイ
ンストールした他のシステム上で新しく作成したユーザーアカウントを使用して、GUI
を起動して新しいCell Managerに接続します。詳細は、omniusersのマンページを
参照してください。

12. 以下に該当する場合は、さらに手順を実行する必要があります。

• セルがMoM環境の一部である場合。詳細は、「MoM 固有の手順」（295ページ）
を参照してください。

• セルがファイアウォールを越えて機能する場合。新しいCell Manager上にファイ
アウォールに関連するすべての設定を再構成します。オンラインヘルプの索引
「ファイアウォール環境」を参照してください。

• 新しいCell Manager上にインストールサーバーを配置する場合。「インストール
サーバー 固有の手順」（296ページ）を参照してください。

MoM 固有の手順

新しいCell ManagerをMoM構成にする場合、基本的な移行手順が完了した後にさらに
手順を実行する必要があります。必要な手順は、環境における新旧のCell Managerに対
するMoM構成によって異なります。以下の組み合わせがサポートされています。

• 古いCell ManagerはMoMクライアントでした。新しいCell Managerは同じMoM Manager
のMoMクライアントになります。

この場合、以下の手順を実行します。

1. MoM Managerで、古いCell ManagerをMoM Managerセルからエクスポートし、新
しいCell Managerをインポートします。オンラインヘルプの索引「クライアントシス
テムのエクスポート」を参照してください。

2. MoM 管理者を新しいCell Managerのユーザーリストに追加します。オンラインヘ
ルプの索引「MoM管理者、追加」を参照してください。

• 古いCell ManagerはMoM Managerでした。新しいCell ManagerはMoM Managerにな
ります。

古いMoM ManagerがMoMで唯一のクライアントである場合、処理は必要ありません。
それ以外の場合、以下の手順を実行してください。

1. 古いMoM Manager (古いCell Manager)で、すべてのMoMクライアントをエクス
ポートします。

2. 新しいMoM Manager (新しいCell Manager)で、すべてのMoMクライアントをイン
ポートします。

3. すべてのMoMクライアントのユーザーリストにMoM 管理者を追加します。

インストールおよびライセンスガイド 295



注記：

Cell Managerでは元のData Protector GUIがサポートされません。Data Protector
Java GUIを使用するか、Data Protector GUIがサポートされているシステムにData
Protector GUIをインストールしてください。omniusersコマンドを使用して、新しいCell
Manager上にリモートユーザーアカウントを作成します。作成すると、Data Protector
GUIをインストールした任意のシステム上でこのユーザーアカウントにより、GUIを起
動して新しいCell Managerに接続できます。詳細は、omniusersのマンページを参照
してください。

インストールサーバー 固有の手順

インストールサーバーの移行はCell Managerの移行の一部として行われません。古いCell
Manager上にインストールサーバーをインストールしている場合は、インストールサーバー
が新しいCell Managerに移行されずにセルに残ります。

新しいCell Managerもインストールサーバーとしても使用する場合は、移行後に新しいCell
Manager上にインストールサーバーコンポーネントをインストールし、セルにインポートしま
す。オンラインヘルプの索引 「インストールサーバー」を参照してください。

32ビット/64ビットWindowsから64ビットWindows/Windows
Server 2008への移行

このセクションでは、既存のCell Managerを32ビットWindowsシステムから64ビットWindows
システムに、または64ビットWindowsシステムから64ビットWindows Server 2008システムに
移行する手順について説明します。

制限事項

サポートされているオペレーティングシステムバージョン、サポートされているプラットフォー
ム、サポートされているプロセッサ、サポートされているData Protectorコンポーネント、必
要なパッチ、一般情報、およびインストールの前提条件については、『HP Data Protector
製品案内、ソフトウェアノート、リファレンス』を参照してください。

前提条件

• 移行を開始する前に、32ビットWindowsシステム上のData Protector Cell Managerを
Data Protector 6.20にアップグレードする必要があります。
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ライセンス

新しいCell ManagerのIPアドレスは古いCell Managerとは異なるため、移行前にライセン
スの移行を適用してください。一定期間は、両方のシステムでライセンスは有効になりま
す。ライセンスがIPの範囲に基づいており、新しいCell ManagerのIPアドレスがこの範囲
内にある場合は、ライセンスを再構成は必要ありません。詳細は、「Data Protector 6.20
へのライセンス移行」（339ページ）を参照してください。

移行手順

以下の手順に従って移行してください。

1. 新しいCell Managerになる64ビットWindowsシステムまたは64ビットWindows Server
2008システムに、Data Protectorクライアントをインストールします。詳細は、「Windows
用クライアントのインストール」（92ページ）を参照してください。

2. システムを古いCell Manager’のセルにインポートします。

3. 古いCell Manager上で、保護が設定されたクライアントの信頼されるホスト一覧に新
しいCell Managerのホスト名を追加します。Data_Protector_home\binディレクトリか
ら以下のコマンドを実行してください。

perl winomnimigrate.pl -prepare_clients New_CM_Name

New_CM_Nameには、前の手順の新しいCell Managerのクライアント名を指定します。
winomnimigrate.plの詳細は、『HP Data Protector Command Line Interface
Reference』を参照してください。

信頼されるホストとData Protectorクライアントの保護設定の詳細は、「クライアントの
保護設定」（227ページ）および「ホストの信頼」（239ページ）を参照してください。

4. IDBをバックアップします。新しいCell Managerシステム上で、以後も使用済みメディ
アにアクセスできることを確認してください。オンラインヘルプの索引「IDBバックアッ
プ」を参照してください。

5. IDBを新しいCell Manager上の一時保存場所に復元します。IDBバックアップで選択
するオプションによっては、デバイスを構成し、適切なメディアからカタログをインポー
トする必要があります。IDBバックアップオブジェクトがIDB内にあると、構成データを
新しいシステムに移動させるためにIDBを復元することができます。オンラインヘル
プの索引「IDB復元」を参照してください。

6. Data Protectorクライアントを新しいCell Managerからアンインストールします。「Data
Protectorクライアントのアンインストール」（243ページ）を参照してください。

7. 新しいCell Manager上でのData Protector Cell Managerのインストール「Data
Protector Cell Manager (CM)およびCell Manager (IS)のインストール」（44ページ）
を参照してください。
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8. 古いCell Manager上でデフォルトのData Protector Inetポートを変更していた場合
は、新しいCell Manager上でも同じInetポートを設定します。「Data Protectorのデ
フォルトのポート番号の変更」（388ページ）を参照してください。

9. 新しいCell Managerの一時保存場所にある復元されたIDBと構成データを、新しい
Cell Manager上の、古いCell Managerと同じ場所に移動します。Data Protectorの
サービスを再起動しないでください。オンラインヘルプの索引「IDB復元」を参照して
ください。

注記：

32ビット/64ビットのWindowsから64ビットのWindows/Windows Server 2008
への移行時は、IDBファイルは新しいデフォルトのディレクトリに再配置され
ます。そのため、IDBファイルが移行前と同じディレクトリ
(Data_Protector_program_dataではなくData_Protector_home以下)に
あるようにする必要があります。
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10. IDBとクライアントを新しいCell Managerに移行し、Cell Managerの設定を再構成す
るため、新しい Cell Manager上で以下の手順を実行します。

• スタンドアロンCell Managerを構成するData_Protector_home\binディレクトリか
ら以下のコマンドを実行します。

perl winomnimigrate.pl -configure

Cell Managerを64ビットWindows Server 2008システムに移行する場合は、オプ
ション-keep_dcdirsを指定して、移行したIDBの追加DCBFディレクトリに対する
参照を無条件に維持することができます。

perl winomnimigrate.pl -configure -keep_dcdirs

• クラスター対応のCell Managerを構成する場合は、以下の手順に従ってくださ
い。

a. Data_Protector_home\binディレクトリからperl winomnimigrate.pl -
configure_idbコマンドを実行して、古いCell Managerから移したIDBを、新
しいCell Manager上で使えるように構成します。

Cell Managerを64ビットWindows Server 2008システムに移行する場合は、
オプション-keep_dcdirsを指定して、移行したIDBの追加DCBFディレクトリ
に対する参照を無条件に維持することができます。perl winomnimigrate.pl
-configure_idb -keep_dcdirs

b. Data_Protector_home\binディレクトリからperl winomnimigrate.pl -
configure_cmコマンドを実行して、古いCell Managerから移した構成デー
タを、新しいCell Manager上で使えるように再構成します。

c. omnicc -export_host Old_CM_Nameコマンドを実行して、古い仮想サー
バーをセルからエクスポートします。

d. Data_Protector_home\binディレクトリからperl winomnimigrate.pl -
configure_clientsコマンドを実行して、クライアントを古いCell Managerか
ら新しいCell Managerに移行します。古いCell Managerの構成ファイルには
クライアントが残っていることに注意してください。そのクライアントのCell
Managerは存在ません。

注記：

古いCell Managerは、自動的に新しいセルのクライアントとなります。古い
Cell Manager上ではCell Managerコンポーネントが不必要なため、アンイン
ストールしても構いません。「Data Protectorソフトウェアコンポーネントの変
更」（257ページ）を参照してください。
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11. 古いCell Managerがインストールされていたディレクトリ以外のディレクトリに新しい64
ビットCell Managerをインストールした場合も、IDBの内部リンクには古いCell Manager
のパスが含まれます。新しいCell ManagerでData Protector GUIを使用して、Detail
Catalog (DC)ディレクトリの新しいパスを手動で追加します。オンラインヘルプの索
引「DCディレクトリの作成」を参照してください。

12. 新しいCell Manager上でライセンスを構成します。「Data Protector 6.20の製品構成
とライセンス」（336ページ）を参照してください。

13. 以下の場合は追加の手順が必要になります。

• セルがMoM環境の一部である場合。「MoM 固有の手順」（300ページ）を参照し
てください。

• セルがファイアウォールを越えて機能する場合。新しいCell Manager上にファイ
アウォールに関連するすべての設定を再構成します。オンラインヘルプの索引
「ファイアウォール環境」を参照してください。

• 新しいCell Manager上にインストールサーバーを配置する場合。「インストール
サーバー 固有の手順」（301ページ）を参照してください。

MoM 固有の手順

新しいCell ManagerをMoM構成にする場合、基本的な移行手順が完了後にさらに手順
を実行する必要があります。必要な手順は、環境における新旧のCell Managerに対する
MoM構成によって異なります。以下の組み合わせがサポートされています。

• 古いCell ManagerはMoMクライアントでした。新しいCell Managerは同じMoM Manager
のMoMクライアントになります。

この場合、以下の手順を実行します。

1. MoM Managerで、古いCell ManagerをMoM Managerセルからエクスポートし、新
しいCell Managerをインポートします。オンラインヘルプの索引「クライアントシス
テム、エクスポート」を参照してください。

2. MoM 管理者を新しいCell Managerのユーザーリストに追加します。オンラインヘ
ルプの索引「MoM管理者、追加」を参照してください。

• 古いCell ManagerはMoM Managerでした。新しいCell ManagerはMoM Managerにな
ります。

古いMoM ManagerがMoMで唯一のクライアントである場合、処理は必要ありません。
それ 以外の場合は、以下の手順を実行してください。

1. 古いMoM Manager (古いCell Manager)で、すべてのMoMクライアントをエクス
ポートします。

2. 新しいMoM Manager (新しいCell Manager)で、すべてのMoMクライアントをイン
ポートします。
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3. すべてのMoMクライアントのユーザーリストにMoM 管理者を追加します。

インストールサーバー 固有の手順

インストールサーバーの移行はCell Managerの移行の一部として行われません。古いCell
Manager上にインストールサーバーをインストールしている場合は、インストールサーバー
が新しいCell Managerに移行されません。

新しいCell Managerもインストールサーバーとしても使用する場合は、移行後に新しいCell
Manager上にインストールサーバーコンポーネントをにインストールし、セルにインポート
します。オンラインヘルプの索引「インストールサーバー」を参照してください。

MC/ServiceGuard上で構成されているCell Managerの
アップグレード

アップグレード時には、データベースのみがアップグレードされて、古いバージョンの製
品は削除されます。Data Protector 6.20はデフォルトで選択されるエージェントとともにイ
ンストールされ、その他のエージェントは削除されます。アップグレード前と同じ構成にし
たい場合は、必要なエージェントをアップグレード時に手作業で選択するか、各物理ノー
ド上に後から再インストールしなければなりません。

Data Protector A.06.00、A.06.10、または A.06.11からのアップグレードでは、一次ノード
と二次ノードのアップグレードが必要です。以下の手順に従ってください。

一次ノード

一次ノードにログオンし、以下の手順に従ってください。

1. cmhaltpkg pkg_nameコマンドを実行して(pkg_nameにはクラスターパッケージの名
前を指定)、古いData Protectorパッケージを停止します。例:

cmhaltpkg ob2cl

2. 以下のようにボリュームグループを排他モードでアクティブ化します。

vgchange -a e -q y vg_name

例:

vgchange -a e -q y /dev/vg_ob2cm
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3. 論理ボリュームを共有ディスクにマウントします。

mount lv_path shared_disk

lv_pathパラメータには論理ボリュームのパス名を、shared_diskパラメータにはマ
ウントポイントまたは共有ディレクトリを指定します。例:

mount /dev/vg_ob2cm/lv_ob2cm /omni_shared

4. 以下の手順に従って、Cell Managerをアップグレードします。Data Protector 6.20に
アップグレードする製品のバージョンによって、手順が一部異なります。「UNIX用Cell
Managerとインストールサーバーのアップグレード」（266ページ）を参照してください。

5. 実行されているData Protectorサービスがあれば、停止します。

/opt/omni/sbin/omnisv -stop

6. 共有ディスクのマウントを解除します。

umount shared_disk

例:

umount /omni_shared

7. ボリュームグループを非アクティブ化します。

vgchange -a n vg_name

例:

vgchange -a n /dev/vg_ob2cm

二次ノード

二次ノードにログオンし、以下の手順に従ってください。

1. 以下のようにボリュームグループを排他モードでアクティブ化します。

vgchange -a e -q y vg_name

2. 論理ボリュームを共有ディスクにマウントします。

mount lv_path shared_disk

3. Cell Managerをアップグレードします。Data Protector 6.20にアップグレードする製
品のバージョンによって、手順が異なります。「UNIX用Cell Managerとインストール
サーバーのアップグレード」（266ページ）で説明されている手順に従ってください。
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4. /etc/opt/omni/server/sgディレクトリのcsfailover.sh起動スクリプトと
mafailover.ksh起動スクリプトの名前をcsfailover_DP55.shや
mafailover_DP55.kshに変更し、新しいcsfailover.shスクリプトとmafailover.ksh
スクリプトを/opt/omni/newconfig/etc/opt/omni/server/sgディレクトリから/etc/
opt/omni/server/sgディレクトリにコピーします。

古い起動スクリプトをカスタマイズしていた場合は、新しい起動スクリプトにも変更を
再実装します。

5. 実行されているData Protectorサービスがあれば、停止します。

/opt/omni/sbin/omnisv -stop

6. 共有ディスクのマウントを解除します。

umount shared_disk

7. ボリュームグループを非アクティブ化します。

vgchange -a n vg_name

一次ノード

一次ノードに再度ログインし、以下の手順に従ってください。

1. Data Protectorパッケージを再起動します。

cmrunpkg pkg_name

パッケージ切り替えおよびノード切り替えオプションが有効になっていることを確認
します。

2. Cell Managerを構成します。スクリプトを実行するときに/etc/opt/omniディレクトリや
/var/opt/omniディレクトリ、あるいはサブディレクトリに配置しないようにします。/
etc/opt/omniまたは/var/opt/omniにサブディレクトリがマウントされていないことも
確認してください。以下のコマンドを実行します。

/opt/omni/sbin/install/omniforsg.ksh -primary -upgrade

3. 実行されているData Protectorサービスがあれば、停止します。

/opt/omni/sbin/omnisv -stop

4. 共有ディスクのマウントを解除します。

umount shared_disk

5. ボリュームグループを非アクティブ化します。

vgchange -a n vg_name

インストールおよびライセンスガイド 303



二次ノード

二次ノードにもう一度ログオンし、以下の手順に従ってください。

1. Data Protectorパッケージを再起動します。

cmrunpkg pkg_name

パッケージ切り替えおよびノード切り替えオプションが有効になっていることを確認
します。

2. Cell Managerを構成します。スクリプトを実行するときに/etc/opt/omniディレクトリ
や/var/opt/omniディレクトリ、あるいはサブディレクトリに配置しないようにします。/
etc/opt/omniまたは/var/opt/omniにサブディレクトリがマウントされていないことも
確認してください。以下のコマンドを実行します。

/opt/omni/sbin/install/omniforsg.ksh -secondary /share -upgrade

3. 実行されているData Protectorサービスがあれば、停止します。

/opt/omni/sbin/omnisv -stop

4. 共有ディスクのマウントを解除します。

umount shared_disk

5. ボリュームグループを非アクティブ化します。

vgchange -a n vg_name

一次ノード

一次ノードに再度ログインし、以下の手順に従ってください。

1. Data Protectorパッケージを再起動します。

cmrunpkg pkg_name

パッケージ切り替えおよびノード切り替えオプションが有効になっていることを確認
します。

2. 仮想ホストを再度インポートします。

omnicc -import_host virtual_hostname -virtual

3. IDB内のCell Managerの名前を変更します。

omnidbutil -change_cell_name

4. インストールサーバーがCell Managerと同じパッケージにある場合は、以下のインス
トールサーバー 仮想ホスト名をインポートします。

omnicc -import_is virtual_hostname
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注記：

Cell Managerからのすべての要求は、クライアント上の/var/opt/omni/log/inet.log
ファイルに 記録されます。不要なログエントリーが書き込まれないようにするには、
クライアントに保護を設定します。セルに保護を設定する方法については、「保護に
ついて」（223ページ）を参照してください。

Microsoft Cluster Server上で構成されているCell
Managerのアップグレード

Microsoft Cluster Server (MSCS)上のData Protector A.06.00、A.06.10、またはA.06.11
Cell ManagerをData Protector 6.20にアップグレードするには、Windows用インストール
DVD-ROMからローカルに実行する必要があります。

注記：

すべてのクラスターノードにMSI 2.0をインストールすることを お勧めします。

前提条件

• アップグレードオプションがサポートされるのは、以前にインストールされたData
Protectorソフトウェアがクラスター対応モードでインストールされたCell Managerであ
る場合のみです。クラスター内のシステムにData Protectorソフトウェアがクラスター非
対応でインストールされている場合、セットアップを開始する前にこのソフトウェアをア
ンインストールする必要があります。

アップグレード手順

アップグレードは、以下の手順で行ってください。

1. Windows用インストールDVD-ROMを挿入し、\Windows_other\i386\setup.exeを
実行します。現在アクティブ化されている仮想サーバーノードでセットアップを開始
することをお勧めします。

自動的に旧バージョンの製品が検出され、Data Protector 6.20にアップグレードす
るよう促すメッセージが表示されます。

[Next]をクリックし、次に進みます。
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2. Install済みのコンポーネントがData Protectorによって自動的に選択されます。

図 45 コンポーネントの選択

3. コンポーネント選択サマリーリストが表示されます。[Install]をクリックして、アップグ
レードを開始します。

アップグレード後には、すべてのノ―ドに同じコンポーネントセットがインストールされ
ます。

図 46 コンポーネント選択サマリーページ
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4. [Installation status]ページが表示されます。[Next]をクリックします。

図 47 [Installation status]ページ

5. セットアップ後すぐにData Protectorを起動するには、[Start the Data Protector
Manager GUI]を選択します。

『HP Data Protector製品案内、ソフトウェアノート、リファレンス』を表示するに
は、[Open the Product Announcements]を選択します。

HP AutoPassユーティリティは、すべてのノードではなく1つのノードにのみインストー
ルされるため、HP AutoPassユーティリティをMicrosoft Cluster Serverにインストール
することはお勧めしません。ただし、AutoPassをインストールする場合は、Data
Protectorをシステムから削除するために、インストールされているノードと同じノード
からData Protectorをアンインストールする必要があります。

[Finish]をクリックします。

注記：

クラスター対応クライアントをアップグレードする場合は、まずすべてのクラスターノー
ドを個別にアップグレードしてから、仮想サーバーを再度インポートします。リモート
アップグレードはサポートされていません。
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5 Data Protectorライセンス

この章の内容
この章は、次の項目で構成されています。

• Data Protectorライセンスチェック機能とレポート機能

• Data Protectorパスワードの取得とインストール

• Data Protectorの製品構成とライセンス

概要
Data Protector 6.20製品構成およびライセンスには、 3つの主なカテゴリがあります。

1. スターターパック

2. ドライブとライブラリの使用権

3. 機能拡張

注記：

UNIX用の製品ライセンスは、どのプラットフォーム上でも使用でき、すべてのプラット
フォームでその機能を提供します。一方、Windows用の製品ライセンスは、Windows、
Linux、およびNetWareプラットフォーム上でしか使用できません。

パスワードはCell Managerに割り当てられ、Data Protectorセル全体に対して有効です。
クライアントでは、ファイルシステムまたはディスクイメージバックアップのライセンスは不要
です。
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ライセンスチェック機能とレポート機能
Data Protectorライセンスは、さまざまなData Protectorオペレーション中にチェックされ、
見つからない場合にはレポートされます。以下に例を示します。

• たとえば、Data Protectorのチェックおよび保守メカニズムの一環としてライセンスが
チェックされ、ライセンスが見つからない場合は、Data Protectorイベントログに記録さ
れます。Data Protectorイベントログは、Cell Manager上の
Data_Protector_program_data\log\server\Ob2EventLog.txt(Windows Server
2008の場合)、Data_Protector_home\log\server\Ob2EventLog.txt(その他の
Windowsシステムの場合)、/var/opt/omni/server/log/Ob2EventLog.txt(UNIXシ
ステムの場合)に置かれています。Data Protectorチェックおよび保守機構の詳細に
ついては、オンラインヘルプの索引「イベントログ」を参照してください。

• ライセンスが見つからないというレポートがData Protectorイベントログに記録されてい
る場合、Data Protectorのユーザーインタフェースの起動時に、イベントログの通知が
表示されます。Data Protectorイベントログの詳細は、オンラインヘルプの索引「イベ
ントログ」を参照してください。

• Data Protectorセッションの起動時には、ライセンスがチェックされ、もし見つからな
かった場合はレポートされます。

Data Protectorライセンス では、以下のような特性がグループ化されます。

• Cell Manager関連ライセンス

• エンティティーベースのライセンス

• 容量ベースのライセンス

Cell Manager関連ライセンス

Data Protector Cell Managerには、以下の関連ライセンスがあります。

• スターターパック

• Manager-of-Managers使用権

• シングルサーバー版

Cell Manager (スターターパックに含まれる)やManager-of-Managers(MoM)などの一部の
Data Protectorコンポーネントがセル内に存在する場合は、必要とされる基本または特別
ライセンスの存在のみがチェックされます。

エンティティーベースのライセンス

Data Protectorのエンティティーベースのライセンスは、以下のとおりです。
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• 61-250スロットライブラリ使用権(1台)、および、スロット数無制限ライブラリ使用権(1台)

• SAN、すべてのプラットフォーム用追加ドライブ使用権、およびWindows、NetWare、
Linux用追加ドライブ使用権

• UNIX用オンラインバックアップ使用権(システム1台)、およびWindows、Linux用オンラ
インバックアップ使用権(システム1台)

• Data Protectorクライアントシステム暗号化使用権(1台)

• 1台のデータベースサーバーのGranular Recovery extension

前述のいずれかのエンティティーベース使用権の対象となる製品がセル内で構成されて
いる場合は、必要なエンティティーベース使用権の存在とその数がチェックされます。

Data Protectorでは、構成されているエンティティーベース項目の数とエンティティーベー
スのライセンスの数を比較します。ライセンスの数が構成されている項目の数より少ない
場合は、通知が発生します。

前述の最初の2つのライセンスでは、以下の作業も必要です。

バックアップデバイスがSAN環境内の複数のData Protectorクライアントに対して構成され
ている場合は、Multipath機能を使って、Data Protectorで1台のバックアップデバイスとし
て認識されるようにする必要があります。

容量ベースのライセンス

Data Protectorの容量ベースのライセンスは、以下のとおりです。

• UNIXゼロダウンタイムバックアップ使用権(1TB、10TB)

• UNIXインスタントリカバリ使用権(1TB、10TB)

• Linuxゼロダウンタイムバックアップ使用権(1TB、10TB)

• Linuxインスタントリカバリ使用権(1TB、10TB)

• Windowsゼロダウンタイムバックアップ使用権(1TB、10TB)

• Windowsインスタントリカバリ使用権(1TB、10TB)

• NDMPダイレクトバックアップ使用権(1TB、10TB)

• アドバンストバックアップ使用権(1TB、10TB、100TB)

容量ベースのライセンス(アドバンストバックアップ使用権以外)のチェックでは、バックアッ
プされる論理ユニット上の合計ディスク容量が、インストールされているライセンス数と比
較されます。

ライセンスのチェックは、ライセンスを受けている容量を使い果たした場合でも、インスタン
トリカバリまたはバックアップの実施の妨げにならないよう行われます。容量がなくなると、
バックアップセッション中に、ライセンスを受けた容量を越えたことを示す警告メッセージ
が表示されます。
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使用されたディスクの容量は、各ZDBバックアップセッションから集めた履歴情報を基に
計算されます。考慮される期間は24時間です。Data Protectorでは、過去24時間以内に
発生したすべてのセッションで使用されたディスクを基に使用ディスク容量が計算され、
算出された容量をライセンスを受けた容量と比較します。

ライセンス違反が起こると、バックアップ処理中に警告メッセージが表示されます。さらに、
ライセンスレポートツールは毎日実行され、ライセンスを受けた容量を越えるとData
Protectorイベントログに通知が書き込まれます。

使用容量の計算

使用される容量の計算では、過去24時間以内に使用されたディスクアレイごとに、ライセ
ンスを受けている容量を算出します。指定した期間内に複数回使用されたディスクは、1
回だけカウントされます。ディスクアレイユニットは、各アレイに使用されている識別番号
によって識別されます。アレイの識別番号を使用すると、既にカウント済みのアレイの認
識が可能です。

インスタントリカバリが含まれたZDBバックアップを実行している場合は、ZDBに使用され
た各ディスクアレイの容量に加え、インスタントリカバリに使用された各ディスクアレイの容
量が、元の単位の総容量の計算対象になります。

たとえば、2台のP6000 EVA ディスクアレイがあるとします。1台のアレイには、データ保護
のために使用される200GBの容量のディスク(App.1)が1台あります。インスタントリカバリ
オプションは、1日に3回起動される各バックアップセッションに含まれています。一度に3
つのスナップショットが保存され、インスタントリカバリ用にローテーションされます。もう1台
のディスクアレイには、150GBと120GBの容量の2台のディスク(App.2とApp.3)があります。
ディスクApp.2では1日に1回バックアップが実行され、データがテープに移動された後、
スナップショットは削除されます。App.3では、1日に3回バックアップが実行され、インスタ
ントリカバリ用に5つのスナップショットがローテーションされます。詳細は、図48（313ペー
ジ）を参照してください。
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図 48 使用容量の計算シナリオ

過去24時間のバックアップセッションで使用されたすべてのディスクをZDB使用容量とし
て計算すると、200GB (App.1) + 150GB (App.2) + 120GB (App.3) = 470GB。

インスタントリカバリ使用容量の計算では、インスタントリカバリ用にデータを残したZDB
セッションのソース容量を計算します。同じディスクは1度しか計算されず、200 GB (App.1)+
120GB (App.3) = 320GB。

アドバンストバックアップ使用権

Data Protectorファイルライブラリにバックアップするには、アドバンストバックアップ使用
権(LTU)が必要です。仮想テープライブラリ(VTL)には、ドライブおよびライブラリライセン
スの代わりに、このアドバンストバックアップ使用権を使用できます。このライセンスは、バッ
クアップディスクストレージで利用可能なネイティブ容量(TB)ごとに必要です。

• Data Protectorファイルライブラリの使用可能なネイティブ容量は、そのファイルライブ
ラリで使用されるすべてのファイルのディスクのサイズです。このサイズは、ファイルシ
ステムにより報告されます。

• 合成フルまたは仮想フルバックアップに統合される仮想フルバックアップおよび増
分バックアップは、このライセンスを必要とするData Protectorファイルライブラリに
保存する必要があります。

• Data ProtectorでVTLのみを使用している場合は、VTLの物理容量と同量のライセン
スが必要です。これは使用可能なネイティブ容量とも呼ばれます。

• 「VTLの使用可能なネイティブ容量は、Data Protector内部データベースに従って保
護バックアップや保護バックアップのコピーおよびミラーが格納されるスペースです。

• VTLごとに、ディスクにバックアップを取るライセンスモデルにするのか、テープド
ライブにバックアップを取るライセンスモデルにするのかを選択できます。1つの
VTLで、この両方の方法を合わせて使用することはできません。
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• バックアップデータをディスクキャッシュから別のディスクまたはテープに移行する
ための組み込み容量がVTLにある場合は、移行されるストレージ容量を完全にラ
イセンスする必要があります。VTLにより排他的に制御されるテープライブラリに
はドライブおよびライブラリライセンスは必要ありませんが、物理テープライブラリ
のすべてのテープで使用される容量はライセンスする必要があります。ただ
し、バックアップデータを別のディスクまたはテープに移行するためにDataProtector
のオブジェクトコピー機能が使用されている場合は、この方法は使用できません。

• デフォルトでは、Data Protectorは、VTLデバイスを通常のライブラリ(SCSI IIライブ
ラリなど)として扱います。SCSIライブラリ、外部制御、ADIC/GRAU DASライブラリ、
およびStorageTek ACSライブラリには、容量ベースのライセンス(アドバンストバッ
クアップ使用権)を使用できます。アドバンストバックアップ使用権を利用するには、
デバイスの構成時にデバイスにVTLのマークを付ける必要があります。VTLをコマ
ンドラインインタフェース(CLI)を使用して構成する方法は、後述の例（314ページ）
を参照してください。VTLをグラフィックユーザーインタフェース(GUI)を使用して構
成する方法は、オンラインヘルプの索引「仮想テープライブラリ」を参照してくださ
い。

• Manager-of-Managers (MoM)でライセンスを集中管理している場合は、ディスクへの
アドバンストバックアップ機能を使用して、最低でも1TBを各セルに割り当てる必要が
あります。

注記：

Data Protectorは、最新の仮想テープライブラリおよび’ファイルライブラリをホストし
ている一部のファイルサーバーの装備およびインタフェースが欠けているために、必
要なライセンスの容量をレポートできません。ライセンス定義と一致するようにライセ
ンスを容量に割り当てるのは、ユーザーの責任です。

例

omniuploadコマンドを使用してコマンドラインインタフェース(CLI)で「VTL_2010」という名
前の仮想テープライブラリを構成する場合は、構成ファイルのVTLCAPACITY文字列に対
してライブラリ容量の推定消費量を指定する必要があります。この推定値は、結果的にラ
イセンスチェッカーレポートのアドバンストバックアップ使用権に使用される容量に追加さ
れます。

注記：

推定仮想ライブラリ容量消費量の値(VTLCAPACITY)は、「指定したVTL容量は無効で
す」というエラーメッセージを避けるために、テラバイト(TB)単位で整数で指定する必
要があります。
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「C:\Temp」ディレクトリにある「libVTL.txt」という名前の構成ファイル内で、ライブラリ容量
の推定消費量として、たとえば11と入力し、次のコマンドを実行します。

omniupload -create_library VTL_2010 -file C:\Temp\libVTL.txt

構成を確認するには、次のコマンドを実行します。

omnidownload -library VTL_2010

#omnidownload -library VTL_2010 NAME "VTL2010"
DESCRIPTION "" HOST computer.company.com POLICY SCSI-II TYPE DDS LIBVIRTUAL
VTLCAPACITY 11 IOCTLSERIAL "" CONTROL "SCSI address" REPOSITORY "SCSI
repository" MGMTCONSOLEURL ""

ライセンス確認では、使用されているライセンス容量がレポートされます。これは、ファイ
ルライブラリ(FL)に使用されているディスク上のスペースで、仮想テープライブラリ上のディ
スクスペースの推定サイズです。たとえば、バックアップによりFLで2TBのディスクスペー
スを使用していて、VTL上に10TBのディスク容量を使用しているものとします。使用中の
合計容量は12TBです。5TBのライセンス容量しかインストールされていない場合には、ア
ドバンストバックアップ使用権(1TB)がさらに7つ必要であるという通知が表示されます。

#omnicc –check_licenses –detail
----------------------------------------------------------------
ライセンスカテゴリ :アドバンストバックアップ使用権(1TB)
インストールされたライセンス容量 :5TB 使用されているライセンス容量
:12.0TB 必要な追加のライセンス容量:7TB

サマリー ------- 説明 必要なライセンス
アドバンストバックアップ使用権(1TB) 7

容量ベースのライセンスの例

ここでは、容量ベースのライセンスの計算方法の例を示します。

例1

図49およびでは、800GBの論理ユニット1つからのデータが、ディスクへのZDB
(ZDB-to-Disk)セッションで1日に3度バックアップされる状況が例として示されています。
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図 49 ディスクへのZDBセッション

インスタントリカバリに備えて、3つのスプリットミラーコピーまたはスナップショットコピー(複
製)がローテーションおよび保管されます。この場合、容量ベースのライセンスは、以下の
ように計算します。

800GBの論理ユニット1つを使用するディスクへのZDB (ZDB-to-Disk)セッション:

1 x 800GB = 0.8TB用として「ゼロダウンタイムバックアップ使用権(1 TB)」ライセンス

インスタントリカバリに備えて、同じ800GBの論理ユニットの3つの複製が保管されます。な
お、ライセンスの対象となるのは、複製の容量ではなく、ソースボリュームの容量です。

1 x 800GB = 0.8TB用として「インスタントリカバリ使用権(1TB)」ライセンス

「ゼロダウンタイムバックアップ使用権(1TB)」ライセンスが1つ、および「インスタントリカバ
リ使用権(1TB)」ライセンスが1つ必要です。

例2

図50（317ページ）では、800GBの論理ユニット1つからのデータが、テープへのZDB
(ZDB-to-Tape)セッションで1日に2度バックアップされる状況が例として示されています。
したがって、インスタントリカバリ用のスプリットミラーコピーまたはスナップショットコピー(複
製)は保管されません。この場合、容量ベースのライセンスは、以下のように計算します。

800GBの論理ユニット1つを使用するディスクへのZDB (ZDB-to-Disk)セッション:

1 x 800GB = 0.8TB用として「ゼロダウンタイムバックアップ使用権(1TB)」ライセンス

この場合は、「ゼロダウンタイムバックアップ使用権(1TB)」ライセンスが1つ必要です。
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図 50 テープへのZDBセッション

例3

図51（318ページ）では、800GBの論理ユニット1つからのデータが、ディスク/テープへの
ZDB (ZDB-to-Disk+Tape)セッションで1日に3度バックアップされる状況が例として示され
ています。インスタントリカバリに備えて、5つのスプリットミラーコピーまたはスナップショッ
トコピー(複製)がローテーションおよび保管されます。この場合、容量ベースのライセンス
は、以下のように計算します。

ディスク/テープへのZDB (ZDB-to-Disk+Tape)セッションに800GBの論理ユニットを1つ
使用するため、以下のライセンスが必要です。

1 x 800GB = 0.8TB用として「ゼロダウンタイムバックアップ使用権(1TB)」ライセンス

インスタントリカバリに備えて、同じ800GBの論理ユニットの5つの複製が保管されます。な
お、ライセンスの対象となるのは、複製の容量ではなく、ソースボリュームの容量です。

1 x 800GB = 0.8TB用として「インスタントリカバリ使用権(1TB)」ライセンス

この場合は、「ゼロダウンタイムバックアップ使用権(1TB)」ライセンスが1つ、および「イン
スタントリカバリ使用権(1 TB)」ライセンスが1つ必要です。
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図 51 ディスク+テープへのZDBセッション

例4

ZDBセッションで、200GBの論理ユニットが1つ、500GBの論理ユニットが1つ、120 GBの
論理ユニットが1つ、および300GBの論理ユニットが1つ使用されるため、以下のライセン
スが必要です。

1 x 200GB + 1 x 500GB + 1 x 120GB + 1 x 300GB = 1.12TB用として「ゼロダウンタイム
バックアップ使用権(1TB)」ライセンス

200GBの論理ユニット1つ、120GBの論理ユニット1つ、300GBの論理ユニット1つのスプ
リットミラーまたはスナップショットコピーが、インスタントリカバリの目的で保存されます。

1 x 200GB+ 1 x120GB + 1 x 300GB = 0.62TB用として「インスタントリカバリ使用権(1 TB)」
ライセンス

図49（316ページ）から図51（318ページ）までの3つの例すべてがセル内で構成されている
場合は、「ゼロダウンタイムバックアップ使用権(1TB)」ライセンス1つ、およびで十分です。

必要に応じたライセンスレポートの作成

セルからの関連情報のライセンスについてレポートを生成するには、以下を実行します。

omnicc -check_licenses [-detail]

-detailオプションが指定されなかった場合は、Data Protectorライセンスが存在するか
どうかを示す情報が返されます。以下の情報が返されます。レポートが生成された時刻、
ライセンスモード、およびライセンスサーバーの情報が返されます。

-detailオプションを指定すると、詳細なレポートが作成されます。ライセンス確認処理か
ら、セルの各ライセンスについて、ライセンス名、インストールされているライセンス、使用
されているライセンス、および必要な追加ライセンス(容量)の情報が返されます。
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ドライブ使用権LTUの場合、ライセンス確認では構成されたドライブと推奨された追加ラ
イセンスに関する情報が返されます。いずれかの時点で使用するドライブの台数と同じ数
のライセンスが必要です。これは、すべてのドライブを同時に使用できるようにするため、
通常は構成されたドライブの総数になります。

なお、ライセンスの有効期限は表示されません。環境とインストールされているライセンス
によっては、レポートの作成に若干時間がかかることがあります。ライセンスの有効期限に
関する情報を取得するには、次のコマンドを実行します。

omnicc -password_info

重要：

CMMDBが構成されたMoM環境で、ライブラリとドライブのライセンスの対象となる製
品のライセンスレポートを作成する場合は、CMMDBがインストールされたCellManager
で、omniccコマンドを実行する必要があります。

詳細は、omniccのマンページまたは『HP Data Protector Command Line Interface
Reference』を参照してください。

Data Protector 6.20以前のライセンスのチェックとレポート

Data Protector 6.20のライセンス確認では、特定のライセンスが以前のData Protectorリ
リースから新しいData Protector製品構造にマッピングされ、新しいライセンスとしてレポー
トされます。ライセンスの適用時に制限事項が発生する場合があります。詳細は、『HP
Data Protector製品案内、ソフトウェアノート、リファレンス』の制限事項を参照してくだ
さい。

この章は、次の項目で構成されています。

• 「マルチドライブサーバー使用権のレポート」（319ページ）

• 「以前のオンラインライセンスのレポート」（322ページ）

• 「NDMPダイレクトバックアップ使用権のレポート」（323ページ）

• 「スロットライブラリ使用権のレポート」（324ページ）

• 「以前のZDBおよびIRのライセンスのレポート」（324ページ）

マルチドライブサーバー使用権のレポート

UNIX用マルチドライブサーバー使用権は、6つのSAN、すべてのプラットフォーム用追加
ドライブ使用権としてレポートされます。

マルチドライブ使用権は、GUIでクライアントを選択する際に[詳細設定]タブ以下の[クラ
イアント]コンテキストで[クライアントをデバイスサーバーとして設定する]オプションを設
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定した場合に、デバイスサーバーのみで使用されます。このオプションが設定されていな
い場合は、マルチドライブ使用権はインストールされていても使用されません。

InstallされているSAN、すべてのプラットフォーム用追加ドライブ使用権の数は、6つ単位
で増加します。たとえば、UNIX用マルチドライブサーバー使用権1ライセンスとSAN、す
べてのプラットフォーム用追加ドライブ使用権1ライセンスがデバイスサーバーにインストー
ルされているとします。ライセンス確認では、SAN、すべてのプラットフォーム用追加ドライ
ブ使用権が7ライセンス(1シングルドライブ、および1マルチドライブから6つ)インストール
されていることが示されます。

システム上に10台のドライブが構成されている場合、ライセンス確認では、すべてのドラ
イブを同時に使用するために、SAN、すべてのプラットフォーム用追加ドライブ使用権3ラ
イセンスの追加が推奨されることがレポートされます。

#omnicc –check_licenses –detail ライセンスカテゴリ
:インストールされているSAN、すべてのプラットフォーム用追加ドライブ使用権 :7
構成されているドライブ :10 推奨する追加ライセンス: 3

サマリー 説明 推奨する追加のドライブライセンス
SAN、すべてのプラットフォーム用追加ドライブ使用権 3

警告:いかなるときも、操作(フォーマット、バックアップ、復元、メディアとオブジェクトの
コピー、メディアとオブジェクトの検証、オブジェクトのミラーリング、スキャン、ディザス
タリカバリなど)に使用しているドライブと同数のライセンスが必要になります。すべてのドラ
イブを同時に使用できるようにするには、構成されているドライブと同数のライセンスが必要
です。

ライセンスがカバーされています。

Windowsシステムのライセンスについても同様です。Windows/NetWare用マルチドライブ
サーバー使用権もライセンス確認のレポートから削除され、Windows、NetWare、Linux用
追加ドライブ使用権4ライセンス分としてレポートされます。Windows、NetWare、Linux用
追加ドライブ使用権の数は、4つ単位で増加します。10台のドライブが構成されている環
境で、マルチドライブ使用権1ライセンスとシングルドライブ使用権1ライセンスがインストー
ルされている場合、ライセンス確認では、すべてのドライブを同時に使用するために、
Windows、NetWare、Linux用追加ドライブ使用権5ライセンス(10必要で、うち5つは1マル
チドライブからの4つと1シングルドライブからの1つでカバー済み)の追加が推奨されるこ
とがレポートされます。

#omnicc –check_licenses –detail
ライセンスカテゴリ :Windows、NetWare、Linux用追加ドライブ使用権
インストールされたライセンス :5 構成されているドライブ :10
推奨する追加ライセンス: 5
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サマリー 説明 推奨する追加のドライブライセンス
SAN、すべてのプラットフォーム用追加ドライブ使用権 5

警告:いかなるときも、操作(フォーマット、バックアップ、復元、メディアとオブジェクトの
コピー、メディアとオブジェクトの検証、オブジェクトのミラーリング、スキャン、ディザス
タリカバリなど)に使用しているドライブと同数のライセンスが必要になります。すべてのドラ
イブを同時に使用できるようにするには、構成されているドライブと同数のライセンスが必要
です。

ライセンスがカバーされています。

また、以前の組み合わせライセンスとして、UNIX用Cell Managerおよびマルチドライブ
サーバーと、Windows/NetWare用Cell Managerおよびマルチドライブサーバーがありま
す。

UNIX用Cell Managerおよびマルチドライブサーバー使用権1ライセンスがインストールさ
れている場合、omniccコマンドでは、すべてのプラットフォーム用Cell Manager使用権1ラ
イセンスと、UNIX用マルチドライブサーバー使用権1ライセンスがインストールされている
ことがレポートされます。

#omnicc ライセンスモード :ローカルライセンスサーバー :computer.company.com

カテゴリ ライセンスの数 すべてのプラットフォーム用Cell
Manager 1 Windows/Linux用Cell
Manager 0
SAN、すべてのプラットフォーム用追加ドライブ 0
Windows、NetWare、Linux用追加ドライブ 0
UNIX用マルチドライブサーバー 1
Windows/NetWare用マルチドライブサーバー 0

この組み合わせの使用権は、UNIX用Cell Managerおよびシングルドライブサーバー1ラ
イセンス、およびSAN、すべてのプラットフォーム用追加ドライブ使用権5ライセンス分とし
てレポートされます。つまり、ライセンス確認では、すべてのプラットフォーム用CellManager
使用権1ライセンスと、SAN、すべてのプラットフォーム用追加ドライブ使用権6ライセンス
がレポートされます。

システム上に10台のドライブが構成されていて、UNIX用Cell Managerおよびマルチドライ
ブサーバー使用権1ライセンスがインストールされている場合、ライセンス確認では、すべ
てのドライブを同時に使用するために、SAN、すべてのプラットフォーム用追加ドライブ使
用権4ライセンス(10必要で、うち6つはマルチドライブ使用権でカバー済み)の追加が推
奨されることがレポートされます。

#omnicc –check_licenses –detail
ライセンスカテゴリ :インストールされているすべてのプラットフォーム用Cell
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Manager使用権 :1 使用されているライセンス :1
必要な追加ライセンス : 0

ライセンスカテゴリ:インストールされているWindows、NetWare、Linux用追加ドライブ使用権
:6 構成されているドライブ :10 推奨する追加のライセンス: 4

サマリー 説明 推奨する追加のライセンス
SAN、すべてのプラットフォーム用ドライブ使用権 4

警告:いかなるときも、操作(フォーマット、バックアップ、復元、メディアとオブジェクトの
コピー、メディアとオブジェクトの検証、オブジェクトのミラーリング、スキャン、ディザス
タリカバリなど)に使用しているドライブと同数のライセンスが必要になります。すべてのドラ
イブを同時に使用できるようにするには、構成されているドライブと同数のライセンスが必要
です。

ライセンスがカバーされています。

Windowsシステムの組み合わせライセンスについても同様です。Windows/NetWare用Cell
Managerおよびマルチドライブサーバー使用権は、Windows用Cell Manager およびシン
グルドライブサーバー使用権1ライセンスと、Windows、NetWare、Linux用追加ドライブ使
用権4ライセンス分としてレポートされます。ライセンス確認では、Windows/Linux用Cell
Manager使用権1ライセンスと、Windows、NetWare、Linux用追加ドライブ使用権5ライセ
ンスがインストールされていることがレポートされます。

ライセンス確認では足りないライセンスの数がレポートされますが、バックアップ中、インス
トールされているライセンスのチェックは変更されません。ドライブサーバーにインストー
ルされたマルチドライブ使用権では、構成済みドライブの数は無制限に同時に使用する
ことは可能です。しかし、構成済みドライブサーバーがないにも関わらずマルチドライブ
使用権がインストールされている場合は、ライセンス確認で十分なシングルドライブ使用
権がインストールされているとレポートされていても、バックアップができない場合がありま
す。

以前のオンラインライセンスのレポート

UNIX用オンラインバックアップ使用権およびWindows/Linux用オンラインバックアップ使
用権は、セル内のすべてのクライアントに有効です。以前のData Protectorリリースのオ
ンラインバックアップ使用権は、インストールされている現在のライセンスの数が1ずつ増
加します。

ライセンス確認では、セル内のシステムが多数ある場合に、追加のオンラインバックアッ
プ使用権が必要であるとレポートされる場合があります。たとえば、セル内にオンライン
バックアップを使用する5つのWindowsシステムがあり、Windows用オンラインバックアップ
使用権1ライセンスがインストールされているものとします。インストールされているライセ
ンスでは1つのシステムがカバーされるため、他の4つのシステム用に、4ライセンスの追加
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が必要となります。ライセンス確認では、Windows/Linux用オンラインバックアップ使用権
(システム1台)4ライセンスが必要であることがレポートされます。

#omnicc –check_licenses –detail
ライセンスカテゴリ
:インストールされているWindows/Linux用オンラインバックアップ使用権(システム1台)1
使用されているライセンス :5 必要な追加ライセンス: 4

サマリー 説明 必要なライセンス
Windows/Linux用オンラインバックアップ使用権(システム1台) 4

ライセンスがカバーされていません。

さらに3つのWindows/Linux用オンラインバックアップ使用権(システム1台)がインストール
されている場合は、Windows/Linux用オンラインバックアップ使用権(システム1台)がもう1
ライセンス(5つ必要で、うち4つは以前のもの1つとシステム1台用3つでカバー済み)必要
であるという通知が表示されます。

#omnicc –check_licenses –detail
ライセンスカテゴリ
:インストールされているWindows/Linux用オンラインバックアップ使用権(システム1台)4
使用されているライセンス :5 必要な追加ライセンス: 1

サマリー 説明 必要なライセンス
Windows/Linux用オンラインバックアップ使用権(システム1台) 1

ライセンスがカバーされていません。

NDMPダイレクトバックアップ使用権のレポート

NDMPサーバー使用権(1台)は、NDMPダイレクトバックアップ使用権(1TB)1ライセンス分
としてレポートされます。1つ目はエンティティーベースのライセンスで、つまり、1つのNDMP
サーバーごとに1つのライセンスが必要になります。一方、NDMPダイレクトバックアップ使
用権(1TB)は容量ベースのライセンスで、1つのNDMPサーバーで1 TBのバックアップを
するために必要となります。

InstallされているNDMPダイレクトバックアップ使用権(1TB)のライセンス容量は、インストー
ルされているNDMPサーバー使用権(1台)の数ごとに増加します。たとえば、NDMPダイレ
クトバックアップ使用権(1TB) 1ライセンスと、NDMPダイレクトバックアップ使用権(1TB) 1
ライセンスがインストールされている場合は、インストールされているライセンス容量は合
計で2 TBとなります。結果として、ライセンス確認で追加のライセンスが必要であるとレ
ポートされる場合があります。たとえば、NDMPを使用して5 TBのバックアップを行う際に、
NDMPサーバー使用権(1台) 1ライセンスと1つのNDMPダイレクトバックアップ使用権(1TB)
1ライセンスがインストールされているものとします。ライセンス確認では、NDMPダイレクト
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バックアップ使用権(1TB) 3ライセンス(5つ必要、2つは以前の1つと新しいライセンス1つ
でカバー済み)が必要であるとレポートされます。

#omnicc –check_licenses –detail
ライセンスカテゴリ
:インストールされているNDMPダイレクトバックアップ使用権(1TB)ライセンス容量 :2TB
使用されているライセンス容量 :5.0TB 必要な追加のライセンス容量:3TB

サマリー 説明 必要なライセンス
NDMPダイレクトバックアップ使用権(1TB) 3

スロットライブラリ使用権のレポート

プラットフォーム固有のライブラリ使用権(1つはWindowsシステム用、1つはUNIXシステム
用)は、プラットフォームに依存しないライセンスとしてレポートされます。

Installされている61-250スロットライブラリ使用権(1台)の数は、インストールされているプ
ラットフォーム固有の61-250スロットライブラリ使用権の数ごとに増加します。また、プラッ
トフォーム固有の無制限ライセンスがインストールされているスロット数無制限ライブラリ使
用権(1台)の数に追加されます。

UNIX用スロット数無制限ライブラリ使用権1ライセンスとWindows用スロット数無制限ライ
ブラリ使用権1ライセンスがインストールされている場合、ライセンス確認では、スロット数
無制限ライブラリ使用権(1台) 2ライセンス分がインストールされていることがレポートされ
ます。

#omnicc –check_licenses –detail
ライセンスカテゴリ
:インストールされている61-250スロットライブラリ使用権(1台) :2
使用されているライセンス :0 必要な追加ライセンス:0
ライセンスカテゴリ
:インストールされているスロット数無制限ライブラリ使用権(1台) :2
使用されているライセンス :0 必要な追加ライセンス: 0

プラットフォームに依存しないスロットライブラリ使用権により、ライセンスの履行はライセン
スのチェックよりも強力になります。バックアップ中に、Data Protectorは異なるプラット
フォームのライセンスをチェックします。ライセンス確認で十分かつ適切なライセンスがシ
ステムにインストールされているとレポートされていても、特定のプラットフォームでライセ
ンスが足りないためにバックアップが実行できない場合があります。

以前のZDBおよびIRのライセンスのレポート

• ゼロダウンタイムバックアップ使用権(1TB) (B7025CA)は、以前のData Protectorリリー
スのディスクアレイ固有のゼロダウンタイムバックアップ使用権を置き換えます。
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• HP StorageWorks Modular SAN Array 1000用ZDB使用権(1TB) (HP StorageWorks
Modular SAN Array 1000用ゼロダウンタイムバックアップ使用権
(1TB)(B7036AA))

• HP StorageWorks P6000 EVAディスクアレイファミリ用ZDB使用権(1TB) (汎用ゼ
ロダウンタイムバックアップ使用権(1TB) (B7025CA))

• HP StorageWorks P9000 XPディスクアレイファミリ用ZDB使用権(1TB) (HP
StorageWorks XP用ゼロダウンタイムバックアップ使用権(1TB)(B7023CA))

• EMC Symmetrix/DMX用ZDB使用権(1TB) (EMC Symmetrix/DMX用ゼロダウン
タイムバックアップ使用権(1TB) (B6959CA))

すべてのディスクアレイ固有のライセンスは、ライセンスチェッカーによって、汎用ゼロ
ダウンタイムバックアップ使用権(1TB) (B7025CA) 1ライセンス分としてレポートされま
す。インストールされている汎用ライセンスの容量は、すべての特定のアレイの種類
のライセンスごとに増加します。使用中のライセンス容量は、すべてのアレイ上で使用
されているデータの合計です。たとえば、各ディスクアレイに固有のライセンスカテゴ
リが1つずつ、合計4つのZDBライセンスがインストールされていて、EMC Symmetrixに
2TB、P9000 XPアレイに2TB、P6000 EVAアレイに6TBのバックアップを行うものとしま
す。この場合、10ライセンスが必要となりますが、4ライセンスしかないため、ライセンス
確認では、ゼロダウンタイムバックアップ使用権(1 TB) 6ライセンス(10必要で、4つイ
ンストール済み)の追加が必要であるとレポートされます。

#omnicc –check_licenses -detail
-----------------------------------------------------------
ライセンスカテゴリ :ゼロダウンタイムバックアップ使用権(1TB)
インストールされたライセンス容量 :4TB 使用されているライセンス容量
:10.0TB 必要な追加のライセンス容量:6TB

サマリー ------- 説明
必要なライセンス ゼロダウンタイムバックアップ使用権(1
TB) 6

ライセンスがカバーされていません。

以前のEMC SymmetrixおよびP9000 XPアレイ用の無制限ZDBライセンスは、以下の
ようにレポートされます。

• EMC Split Mirror使用権(B6959AA)は、EMC Symmetrix/DMX用ゼロダウンタイ
ムバックアップ使用権(1TB) (B6959CA) 3ライセンス分としてレポートされます。

• HP XP Split Mirror使用権(B7023AA)は、HP StorageWorks XP用ゼロダウンタイ
ムバックアップ使用権(1TB) (B7023CA) 3ライセンス分としてレポートされます。

• EMC Symmetrix用ゼロダウンタイムバックアップ使用権(1台) (B6959BA)は、EMC
Symmetrix/DMX用ゼロダウンタイムバックアップ使用権(1TB) (B6959CA) 3ライセ
ンス分としてレポートされます。
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• HP StorageWorks XP用ゼロダウンタイムバックアップ使用権(1台) (B7023BA)は、
HP StorageWorks XP用ゼロダウンタイムバックアップ使用権(1TB) (B7023CA) 3
ライセンス分としてレポートされます。

これは、以前のEMC SymmetrixおよびP9000 XPアレイ用のライセンスも同様に、ゼロ
ダウンタイムバックアップ使用権(1TB) 3ライセンス分としてレポートされることを意味し
ます。

たとえば、システム上に各ライセンスカテゴリから1つのZDBライセンスがインストール
されていて、ライセンス確認でゼロダウンタイムバックアップ使用権(1TB)が16
(1+1+1+1+3+3+3+3)ライセンス分インストールされているものとします。

• インスタントリカバリ使用権(1TB) (B7028AA)は、以前のData Protectorリリースのディ
スクアレイ固有のインスタントリカバリ使用権を置き換えます。

• HP StorageWorks Modular SAN Array 1000用IR使用権(1TB) (HP StorageWorks
Modular SAN Array 1000用インスタントリカバリ使用権(1TB)(B7037AA))

• HP StorageWorks P6000 EVAディスクアレイファミリ用IR使用権(1TB) (汎用イン
スタントリカバリ使用権(1TB) (B7028AA))

• HP StorageWorks P9000 XPディスクアレイファミリ用IR使用権(1TB) (HP
StorageWorks XP用インスタントリカバリ使用権(1TB)(B7026CA))

すべてのディスクアレイ固有のライセンスは、ライセンスチェッカーによって、汎用イン
スタントリカバリ使用権(1TB) 1ライセンス分としてレポートされます。インストールされ
ている汎用ライセンスの容量は、すべてのディスクアレイ固有のライセンスごとに増加
します。ライセンス容量は、すべてのアレイ上で使用されているデータの合計です。

#omnicc –check_licenses -detail
-------------------------------------------------------
ライセンスカテゴリ
:インストールされているインスタントリカバリ使用権(1TB) :3TB
使用されているライセンス容量 :5.0TB 必要な追加のライセンス容量:2TB

サマリー ------- 説明
必要なライセンス
インスタントリカバリ使用権(1TB) 2

ライセンスがカバーされていません。

ライセンスの履行はライセンスのチェックよりも強力になります。ZDBバックアップ中は、ラ
イセンス確認で十分な数のZDBおよびIR使用権がレポートされていても、特定のストレー
ジアレイのライセンスが足りないためにバックアップが実行できない場合があります。
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Data Protectorパスワード
Data Protector製品のインストール後は、60日間製品を利用できます。この期間が過ぎる
と、Cell Managerに恒久パスワードをインストールしてソフトウェアを有効にする必要があ
ります。恒久パスワードがなくてもData Protector Cell Managerでソフトウェアを起動する
ことはできますが、特定のData Protector機能に必要なライセンスにはパスワードが必要
なため、構成作業を行うことはできません。

Data Protectorのライセンスには、以下のパスワードのいずれか1つが必要です。

• 一時パスワード

一時パスワードは、インストール時に製品に組み込まれています。インストール後は、
Data Protectorによってサポートされている任意のシステム上で、60日間ソフトウェア
を使用できます。この期間内にHP Password Delivery Center (PDC)に恒久パス
ワードを請求し、インストールする必要があります。

• 恒久パスワード

Data Protector製品は、購入者が恒久パスワードを取得する権利を与える権利保証
書 (Entitlement Certificate)とともに出荷されます。必要なライセンスをすべて購入
した場合、恒久パスワードを使用して、ユーザーのバックアップ方針に合ったData
Protectorセルを構成できます。恒久パスワードを請求する前に、Cell Managerシステ
ムを決定し、セル構成条件を理解しておくことが重要です。

• 緊急用パスワード

緊急事態が発生して、インストールされているパスワードが現行のシステム構成と一
致しなくなった場合に、緊急用または予備パスワードを使用することができます。これ
らのパスワードを使用すると、任意のシステムを120日間操作できます。

緊急用パスワードは、サポートサービスによって発行されます。緊急用パスワードは、
HPサポート担当者によって請求され、HPサポート担当者に対して発行されます。サ
ポートに問い合わせるか、HPのライセンスサイト(http://webware.hp.com)を参照して
ください。

緊急用パスワードの目的は、元のシステムを再構成する間、または新しい恒久的なイ
ンストール先に移るまでの間、バックアップ操作を可能にすることです。ライセンスを
移動する場合は、License Move Formに必要事項を入力し、HPPassword Delivery
Center (PDC)に送るか、パスワードの生成や移動が可能なWebサイト(http://
webware.hp.com)を利用します。

パスワードの入手には、HP AutoPassユーティリティを使用することをお勧めします。この
ユーティリティは、Cell Managerのインストール処理中にインストールできます。Cell Manager
のインストール処理中にHP AutoPassユーティリティをインストールし、インストール後にこ
のユーティリティを使用してパスワードを取得する手順は、「HP AutoPassユーティリティを
使用した恒久パスワードの取得とインストール」（328ページ）を参照してください。
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HP AutoPassユーティリティ以外の方法でパスワードを取得してインストールする手順は、
「恒久パスワードの取得とインストールのためのその他の方法」（330ページ）を参照してく
ださい。

HP AutoPassユーティリティを使用した恒久パスワードの取得とインストー
ル

HP AutoPassユーティリティを使用すると、HP製品の購入済みライセンスのパスワードを
インターネット経由で直接HPのPassword Delivery Center Webサーバーからインストール
できます。HP AutoPassユーティリティの詳細は、HP AutoPassのオンラインヘルプを参照
してください。

前提条件

HP AutoPassユーティリティを使用して恒久パスワードの取得とインストールを行うには、
以下の条件を満たす必要があります。

• Cell ManagerでHP AutoPassユーティリティをインストールします。Data Protectorをイ
ンストールする前にこのユーティリティをシステムにインストールしなかった場合は、
omnisetup.shスクリプト(UNIXシステム)を使用するか、Cell Managerのインストール中
にインストール(Windowsシステム)することができます。

• Java Runtime Environment (JRE) 1.5.0_06または最新の更新をCell Managerにインス
トールします。

• MC/ServiceGuardでは、HP AutoPassユーティリティをすべてのノードにインストール
する必要があります。

• 恒久ライセンス権利証書が必要です。

• 購入済みライセンスのHP注文番号が必要です。

• Cell ManagerまたはManager-of-ManagersのIPアドレスが必要です。

• AutoPassをHP-UX 11.23 (Itanium)にインストールするには、以下のパッチをインストー
ルしてください。

• PHSS_36343 1.0 aC++ Runtime (IA:A.06.15, PA:A.0376)

• PHSS_37039 1.0 Integrity Unwind Library

制限事項

HP AutoPassには、以下の制限事項があります。

• Windows 2003 x64、Windows Vista x64、Windows Server 2008 x64、Linuxの各オペ
レーティングシステムでは、HP AutoPassユーティリティはインストールされません。
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• HP AutoPassは、すべてのノードではなく1つのノードにのみインストールされるため、
HP AutoPassユーティリティをMicrosoft Clusterにインストールすることはお勧めしま
せん。

• omniinstlicコマンドは、JRE 1.5.0_06以上がCell Managerにインストールされている
場合にのみ動作します。

その他の前提条件および制限事項については、HP AutoPassのオンラインヘルプを参照
してください。

パスワードはCell Managerにインストールされ、セル全体に対して有効です。

手順

恒久パスワードを取得し、インストールするには、以下の手順に従ってください。

1. 恒久パスワードを取得するために必要な情報を集めます。必要な情報については
HP AutoPassのオンラインヘルプを参照してください。

2. HP AutoPassユーティリティを使用してオンラインでパスワードを注文します。HP
AutoPassユーティリティを開始するには、以下のコマンドをCell Managerで実行しま
す。

注記：

Manager-of-Managers (MoM)環境では、MoMシステム上(Data Protectorの
集中型ライセンスを使用する場合)、またはパスワードが注文されインストー
ルされるCell Manager上(Data Protectorの集中型ライセンスを使用しない
場合)で、omniinstlicコマンドを実行する必要があります。

opt/omni/sbin/omniinstlic (UNIX用Cell Managerの場合)、または

Data_Protector_home\bin\omniinstlic (Windows用Cell Managerの場合)

詳細は、omniinstlicのマンページまたは『HP Data Protector Command Line
Interface Reference』を参照してください。
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3. HP AutoPassユーティリティウィザードに従い、必要な情報を入力します。

図 52 HP AutoPassウィザード

ウィザードの手順の最後で[Get password]をクリックすると、HPPassword Delivery
CenterからCell Managerに、購入したライセンスの恒久パスワードが転送されます。

[Finish]をクリックすると、購入したライセンスの恒久パスワードが、Cell Managerにイ
ンストールされます。

4. Installされているパスワードを確認する手順は、「パスワードの検証」（333ページ）を
参照してください。

恒久パスワードの取得とインストールのためのその他の方法

取得

恒久パスワードを取得するには、以下の手順に従ってください。

1. Permanent Password Request Formに記入する情報を収集します。このフォームの
場所とフォームの入力方法は、「Data Protectorライセンスフォーム」（340ページ）を
参照してください。

2. 製品構成の詳細は、「Data Protector 6.20の製品構成とライセンス」（336ページ）を
参照してください。請求フォームを送るときと同じ方法で、HP Password Delivery
Centerから恒久パスワードが届きます。たとえば、請求フォームを電子メールで送信
した場合は、恒久パスワードは電子メールで送信されます。
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3. 次のいずれかの作業を行います。

• オンラインのHPPassword Delivery Centerサイト(http://www.webware.hp.com)
にアクセスします。

• Permanent Password Request Formに必要事項を記入して、以下のいずれか
の方法でHP Password Delivery Centerに送信します。デリバリセンターの
ファックス番号、電話番号、電子メールアドレス、営業時間については、製品に
付属する権利保証書(Entitlement Certificate)を参照してください。

• フォームをHP Password Delivery Centerにファックスで送付します。

• HP Password Delivery Centerに電子メールで送信します。

以下の名前のファイルにデータとして含まれているライセンスフォームも使用
できます。ファイルは、Cell Managerまたは配布メディアに含まれています。

• Windows Cell Managerの場合: Data_Protector_home\Docs\
license_forms.txt

• UNIX Cell Managerの場合: /opt/omni/doc/C/license_forms_UNIX

• Windows用のインストールDVD-ROMの場合: Disk_Label:\Docs\
license_forms.txt

上記のフォームを使用して、 Password Delivery Center (HP PDC)への
メッセージをコピーして貼り付けることもできます。

通常は、Permanent Password Request Formをお送りいただいてから24時
間以内に、恒久パスワードをお届けします。

インストール

この項では、HP Password Delivery Center (HP PDC)から通知された恒久パスワー
ドをインストールする手順を説明します。

前提条件

HPPasswordDeliveryCenterから恒久パスワードが届き、Cell ManagerにData Protector
ユーザーインタフェースがインストールされている必要があります。パスワードはCell
Managerにインストールされ、セル全体に対して有効です。

GUIを使用する場合

Data Protector GUIを使用して恒久パスワードをインストールするには、以下の手順に
従ってください。

1. コンテキストリストで[クライアント]をクリックします。

2. Scopingペインで[Data Protectorセル]を右クリックし、[ライセンスの追加]をクリックし
ます。
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3. パスワードは、パスワード証明書に記載されているとおりに入力します。

パスワードは、4文字ごとのグループをスペースで区切った8つのグループと、それに
続く文字列で構成されます。パスワードの中に行送り文字や改行文字を含めること
はできません。パスワードの例を次に示します。

2VFF 9WZ2 C34W 43L7 RYY7 HBYZ S9MQ 1LZA JUUQ TA48 EPNB QFRN MR9F 2A2A
7UEG 9QR3 Y3QW LZA9 AZA9 EQ97 "Product; Cell Manager for UNIX"

パスワードを入力し終えたら、以下のチェックを行ってください。

• 画面上のパスワードが正しいことを確認します。

• パスワードの前後にスペースがなく、また余分な文字が含まれていないことを確
認します。

• 数字の“1”と小文字の"l"を混同していないことを確認します。

• 大文字の"O"と数字の"0"を混同していないことを確認します。

• 大文字と小文字を正しく入力していることを確認します。パスワードでは、大文字
と小文字が区別されます。

[OK]をクリックします。

Cell Manager上の以下のファイルにパスワードが書き込まれます。

• Windows Server 2008の場合: Data_Protector_program_data\Config\server\
Cell\lic.dat

• その他のWindowsシステムの場合: Data_Protector_home\Config\server\Cell\
lic.dat

• UNIXシステムの場合: /etc/opt/omni/server/cell/lic.dat

CLIを使用する場合

Data Protector CLIを使用して恒久パスワードをインストールするには、以下の手順に従っ
てください。

1. Cell Managerにログオンします。
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2. 以下ののコマンドを実行します。

• Windowsの場合:

Data_Protector_home\bin\omnicc -install_license password

• UNIXの場合: /opt/omni/bin/omnicc -install_license password

passwordには、パスワードを入力します。Password Certificateに記載されている
とおりに入力する必要があります。パスワードは1行で、組み込み改行が含まれない
ようにしてください。パスワードは引用符で囲まれている必要があります。パスワード
に引用符に囲まれた説明が含まれる場合は、説明を示す引用符の直前にバックス
ラッシュが必要です。例および詳細は、omniccのマンページまたは『HP Data
Protector Command Line Interface Reference』を参照してください。

パスワードをCell Manager上の以下のファイルに追加することもできます。

• Windows Server 2008の場合: Data_Protector_program_data\config\server\
cell\lic.dat

• その他のWindowsシステムの場合: Data_Protector_home\config\server\cell\
lic.dat

• UNIXシステムの場合: /etc/opt/omni/server/cell/lic.dat

ファイルが存在しない場合は、viやメモ帳などのエディターを使用して作成します。パス
ワードの例は、グラフィカルユーザーインタフェース用の手順ステップ 3（332ページ）を参
照してください。

パスワードの検証

GUIを使用する場合

Installしたライセンスのパスワードが正しいかどうかを検証するには、Data Protector GUI
で以下の手順に従います。

1. [ヘルプ]メニューで[情報]をクリックします。

2. [ライセンス]タブをクリックします。インストールされているすべてのライセンスが表示
されます。入力したパスワードが間違っている場合は、「パスワードをデコードで
きませんでした。」という注釈が付きます。

CLIを使用する場合

Installしたライセンスのパスワードが正しいかどうかを検証するには、以下の手順に従い
ます。

• Windowsの場合:

Data_Protector_home\bin\omnicc -password_info
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• UNIXの場合: /opt/omni/bin/omnicc -password_info

このコマンドを実行すると、インストールされているすべてのライセンスが表示されます。
入力したパスワードが間違っている場合は、「パスワードをデコードできませんでし
た。」という注釈が付きます。

インストール済みライセンスの数を調べる

GUIを使用する場合

恒久パスワードのインストール後、Cell Manager上に現在インストールされているライセン
スの数を確認できます。

1. Data Protector Managerを起動します。

2. メニューバーで、[ヘルプ]、[情報...]の順にクリックします。[Managerについて]ウィン
ドウが開き、インストールされているライセンスが表示されます。

CLIを使用する場合

コマンドラインを使用する場合は、以下の手順に従ってください。

1. Cell Managerにログオンします。

2. 次のコマンドを実行します。

• Windowsの場合: Data_Protector_home\bin\omnicc -query

• UNIXの場合: /opt/omni/bin/omnicc -query

現在インストールされているライセンスのリストが表示されます。

他のCell Managerシステムへのライセンスの移動

以下の場合は、HP Password Delivery Centerにご連絡ください。

• Cell Managerを他のシステムに移動する場合。

• Cell Managerにインストールされているライセンスのうち、セル内で現在使用していな
いライセンスを他のData Protectorセルに移動する場合。

Data Protectorライセンス334



注記：

UNIXライセンスを別のUNIX用Cell ManagerまたはWindows用Cell Managerに移動す
ることは可能ですが、WindowsライセンスをUNIX用Cell Managerに移動することはで
きません。

ライセンスをCell Manager間で移動するには、以下の手順に従います。

1. 新しいCell Managerごとにライセンス移動フォーム(License Move Form)を1つ作
成し、HP Password Delivery Centerに送付します。現在は購入できない製品の
ライセンスを移動する場合は、以前のバージョンに付属しているLicense Move
Formsを使用してください。「Data Protectorライセンスフォーム」（340ページ）を参照
してください。

フォームでは、既存のCell Managerから移動するライセンスの数を明記する必要が
あります。

2. 以下のファイルを削除します。

• Windows Server 2008の場合: Data_Protector_program_data\config\server\
cell\lic.dat

• その他のWindowsシステムの場合: Data_Protector_home\config\server\
cell\lic.dat

• UNIXシステムの場合:/etc/opt/omni/server/cell/lic.dat

3. ライセンス移動フォーム(LicenseMove Form)に必要事項を記入し、HPPassword
Delivery Center (PDC)に送付した後は、移動元のCell ManagerからData Protector
のパスワードをすべて削除してください。

4. 新しいパスワードをインストールします。パスワードは、新しいCell Managerごとに配
布されます。ライセンスが現在のCell Managerに残される場合は、現在のCell Manager
にも新しいパスワードが配布されます。現在のCell Managerのパスワードエントリー
は、新しいパスワードによって置き換えられます。

集中型ライセンス

Data Protectorでは、マルチセル環境全体を対象とする集中型ライセンスを構成できま
す。これにより、ライセンスを簡単に管理できるようになります。すべてのライセンスは、
Manager-of-Managers (MoM) Managerシステムに保管されます。ライセンスは、MoM
Manager上で構成された状態で、特定のセルに割り当てられます。

ライセンスの構成方法の詳細は、Data Protectorオンラインヘルプを参照してください。
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注記：

UNIXライセンスを別のUNIX用Cell ManagerまたはWindows用Cell Managerに割り当
てることは可能ですが、WindowsライセンスをUNIX用Cell Managerに割り当てること
はできません。

MoM機能を使用すると、MoMセル間でライセンスを移動(再割り当て)することができます。
詳細は、オンラインヘルプの索引「MoM環境」を参照してください。

新しいData Protectorライセンスをインストールする場合は、ライセンスを請求する前に
MoM機能を確認してください。集中型ライセンスを後から適用する場合は、適用時に移
動の手順を実行する必要があります。

注記：

MoM機能によって、集中型ライセンスが実現されます。これは、すべてのライセンス
をMoM Managerにインストールしてから、MoMセルに属するCell Managerにライセン
スを配布できることを意味します。後からMoMセル間でライセンスを移動(再配布)す
ることもできます。詳細は、オンラインヘルプの索引「MoM環境」を参照してください。

Data Protector 6.20の製品構成とライセンス
この項では、Data Protector製品構成の使用方法について説明しており、購入する必要
がある製品番号を簡単に特定できます。

製品構成は、図53（337ページ）に示すように、いくつかのセクションに分かれています。
Data Protectorソリューションは、これらセクションに沿って、以下の手順でご注文くださ
い。

1. スターターパックを選択します。適切な製品番号は、Cell Managerシステムのオペ
レーティングシステムによって異なります。

2. 環境内に構成されているドライブの数と、使用するテープライブラリを確定します。

3. 必要となるその他の機能を特定します。推奨される機能は、オンラインバックアップ
からインスタントリカバリまでさまざまです。

スターターパックライセンスとメディアは最低1つ必要です。
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注記：

UNIX製品用に提供されるライセンスは、すべてのオペレーティングシステムに適用
できます。

図 53 HP Data Protector製品構成

注記：

このマニュアルの製品構成は、例示のみを目的として記載されています。最新
の製品構成は、次のWebサイト
http://h18006.www1.hp.com/products/quickspecs/Division/Division.html#12647 で
入手可能です。
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Data Protectorでは、以前のData Protectorバージョンの製品番号が利用されます。その
ために、既存のData Protectorライセンスは移行後も有効です。

パスワードについて

以下の項目を参照して、適切な数のパスワードを取得してください。

• 一時パスワードは任意のCell Manager候補で使用できます。ただし、その他のすべて
のパスワードには、関連するプラットフォームを指定する必要があります。この場合は、
中心的なData Protector管理システムとなるCell Managerも指定する必要があります。
恒久パスワードを取得する前に、一時パスワードを使用してセル構成条件を完全に
理解しておくことが重要です。

• 恒久パスワードは、別のCell Managerに移動できます。ただし、ライセンス移動フォー
ム(License Move Form)をHP Password Delivery Center (PDC)に送る必要があり
ます。

• パスワードはCell Managerにインストールされ、セル全体に対して有効です。

• Manager-of-Managers (MoM)機能の一部として集中型ライセンスが提供されます。複
数のセル用に複数のライセンスを購入した場合は、MoMシステムにすべてのライセン
スをインストールしておくことができます。

• 各セルごとに、Cell Managerライセンスが1つ必要です。

注記：

Data Protectorのライセンス(一時ライセンスおよび緊急用パスワードを除く、期
間限定または恒久の、IPまたはサブネットにバインドされたIPベースのライセンス)
では、Cell ManagerにIPv4アドレスが必要です。IPv6環境で実行する場合は、Cell
Managerがデュアルスタックモードで構成され、IPｖ4とIPv6の両方が有効になって
いる必要があります。ライセンスの目的には、Cell ManagerのIPv4アドレスが使用
されます。

複数のIPアドレスを持つシステム(複数アドレスを持つシステム、RASサーバー、
クラスター)にCell Managerがインストールされている場合は、ライセンスをこれら
のIPアドレスのいずれにもバインドさせることができます。

• Data Protectorの構成作業やバックアップセッションを開始するたびに、ソフトウェア
によってライセンスが定期的にチェックされます。

• 一時パスワードは任意のシステムで使用できますが、評価用パスワードと恒久パス
ワードは、ライセンス請求時に指定したCell Managerに対してのみ使用できます。
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注記：

Cell ManagerのIPアドレスを変更する場合、Cell Managerを別のシステムに移動する
場合、セル間でライセンスを移動する場合(MoM機能を使用しない場合)は、HP
Password Delivery Center (PDC)に連絡し、ライセンスを更新する必要がありま
す。HP Password Delivery Centerへの連絡については、「恒久パスワードの取得と
インストールのためのその他の方法」（330ページ）を参照してください。

Data Protector 6.20へのライセンス移行
Data Protector 6.20に直接移行します。Data Protectorの以前のリリースのライセンスは、
自動的に移行されます。

Data Protector A.06.00、A.06.10、またはA.06.11のサポート契約を結んでいるお客様
は、Data Protector 6.20を無料で受け取ることができます。環境をData Protector 6.20に
アップグレードすると、A.06.00、A.06.10、またはA.06.11で使用していた機能は追加費用
なしでData Protector 6.20で使用できるようになります。新しい機能拡張が必要な場合
は、新しいライセンスを購入するだけで入手できます。

Data Protector Order Tool
Data Protectorでは、使用環境で必要とされるData Protector製品番号のリストを自動的
に生成するシンプルなツールを提供しています。Data Protector Order Toolの手順に
従って、システム構成や用途についての簡単な質問に答えると、質問への回答を基にし
たセル構成が表示されます。

すべての質問に答えると、お客様の環境に必要な製品番号の一覧がOrder Toolに表示
されます。図54（340ページ）に例を示します。

Order ToolはData Protector インストールDVD-ROMに収録されています。
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図 54 Data Protector Order Toolの例

Data Protectorライセンスフォーム
この章では、Data Protectorライセンスフォームについて説明します。以下のいずれかの
方法で恒久パスワードを注文するには、これらのフォームに記入してください。

• 恒久パスワードをインターネット経由で直接HPのPassword Delivery Center Webサー
バーからダウンロードしてインストールするには、HP AutoPassユーティリティを使用し
ます。詳細は、「HP AutoPassユーティリティを使用した恒久パスワードの取得とインス
トール」（328ページ）を参照してください。この方法をお勧めします。

• オンラインのPassword Delivery Centerサイト(http://www.webware.hp.com)から恒
久パスワードを注文することも可能です。

• 以下の名前のファイルにデータとして含まれているライセンスフォームを印刷すること
もできます。このファイルはCell Managerシステムまたは配布メディアに含まれていま
す。

• HP-UX、Solaris、Linux:/opt/omni/doc/C/license_forms_UNIX

• Windows DVD-ROM:Disk_Label:Docs\license_forms.txt
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または、電子的なファイルを使用して、メッセージをPassword Delivery Center
(PDC)に「コピー」して「貼り付け」ます。

重要：

情報は正確に記入してください。必要事項に漏れがないように注意してください。

ライセンスフォームで記入が必要な共通のフィールドについて、以下に説明します。

ユーザー情報(Personal Data) 新しいパスワードの送付先となるユー
ザーに関する情報を記入してくださ
い。

ライセンスデータ(Licensing Data) Data Protectorセルに関するライセン
ス情報を記入します。

現在の Cell Manager 現在のCell Managerに関して必要な
情報を記入します。

新しい Cell Manager 新しいCell Managerに関して必要な
情報を記入します。

注文番号(Order Number) 権利保証書(Entitlement
Certificate)に記載されているOrder
Numberを記入します。このOrder
Numberは、恒久パスワードを請求す
る際に必要です。

IPアドレス(IP Address) このフィールドでは、Password
DeliveryCenterがパスワードを生成
するシステムのIPアドレスが定義され
ます。集中型ライセンスを使用する場
合(MoM環境のみ)、このシステムは
MoM Managerシステムにする必要が
あります。

Cell Managerに複数のLANカードが
ある場合、どのIPアドレスでも入力で
きます。プライマリIPアドレスを入力す
ることをお勧めします。
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MC/ServiceGuard環境または
Microsoft Cluster環境内でData
Protectorをお使いの場合、仮想サー
バーのIPアドレスを入力します。クラ
スターの詳細については、オンライン
ヘルプを参照してください。

Password Delivery Centerファックス番号 連絡先は、製品に付属する権利保証
書(Entitlement Certificate)でご確
認ください。

製品ライセンスの種類 Product Numbersの横のフィールド
に、このCell Managerにインストール
するライセンスの数量を入力します。
この数量は、Order Numberで購入
する全ライセンスでも一部でもかまい
ません。
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6 インストール時のトラブルシューティ
ング

この章の内容
この章では、インストール関連の問題に関する情報を提供します。トラブルシューティング
全般については、『HPData Protectorトラブルシューティングガイド』を参照してくださ
い。

この章には、以下に関する情報が記載されています。

• 「Windows用Cell Managerインストール時の名前解決に関する問題」（343ページ）

• 「Data Protectorセル内のDNS接続の確認」（344ページ）

• 「インストールのトラブルシューティングとData Protectorのアップグレード」（347ページ）

• 「Solaris上でのData Protector Cell Managerのインストールに関する問題のトラブル
シューティング」（349ページ）

• 「UNIXクライアントのインストールに関する問題のトラブルシューティング」（349ページ）

• 「Windows XPクライアントのインストールに関する問題のトラブルシューティング」（351
ページ）

• 「Windows VistaおよびWindows Server 2008クライアントのインストールに関する問題
のトラブルシューティング」（352ページ）

• 「Data Protectorクライアントのインストール結果の確認 」（352ページ）

• 「アップグレードのトラブルシューティング」（353ページ）

• 「ログファイルの使用」（357ページ）

• 「インストール実行トレースの作成」（359ページ）

Windows用Cell Managerインストール時の名前解決に
関する問題

WindowsでのData Protector Cell Managerのインストール時に、必要とされるDNSまたは
LMHOSTSファイルがセットアップされていないことが検出され、警告メッセージが表示さ
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れます。また、TCP/IPプロトコルがシステムにインストールされていない場合にも通知さ
れます。

問題

DNSまたはLMHOSTSの使用時に名前解決に失敗する

名前の解決に失敗すると、“error expanding hostname”というメッセージが表示さ
れ、インストールが中止されます。

• DNSの使用時に名前解決の問題が発生した場合は、現在のDNS構成についての警
告メッセージが表示されます。

• LMHOSTSファイルの使用時に名前解決の問題が発生した場合は、LMHOSTSファイ
ルの構成をチェックするように指示する警告メッセージが表示されます。

• DNSとLMHOSTSのどちらも構成していない場合は、DNSまたはLMHOSTSによる名前
解決をTCP/IPのプロパティダイアログで有効にするように指示する警告メッセージが
表示されます。

操作

DNSまたはLMHOSTSファイルの構成をチェックするか、構成を有効にします。「Data
Protectorセル内のDNS接続の確認」（344ページ）を参照してください。

問題

TCP/IPプロトコルがシステム上にインストールおよび構成されていない

Data Protectorでは、TCP/IPプロトコルを使ってネットワーク通信が行われます。したがっ
て、セル内の各クライアントにTCP/IPプロトコルをインストールし、正しく構成しておく必要
があります。そうでない場合、インストールは中止されます。

操作

TCP/IPの設定を確認します。詳細は、「Data Protectorのデフォルトのポート番号の変更」
（388ページ）を参照してください。

Data Protectorセル内のDNS接続の確認
DNS(ドメインネームシステム)は、TCP/IPホスト用のネームサービスです。DNSは、ホスト
名およびIPアドレスのリストで構成されます。これにより、ユーザーは、IPアドレスではなく
ホスト名でリモートシステムを指定できます。DNSは、Data Protectorセルのメンバー間で
適切な通信が行われることを保証します。

DNSが正しく構成されていないと、Data Protectorセル内で名前解決に関する問題が発
生し、メンバー相互の通信ができなくなります。
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Data Protectorでは、Data Protectorセルのメンバー間のDNS接続を確認するための
omnicheckが提供されています。このコマンドを使用すると、セル内のすべての接続が
チェックされますが、Data Protectorセルで最も重要な以下の接続を確認できれば十分
です。

• Cell Managerからその他すべてのセルメンバーへの接続、およびその逆。

• Media Agentからその他すべてのセルメンバーへの接続、およびその逆。

omnicheckコマンドの使用

制限事項

• コマンドは、セルのメンバー間の接続のみを検証します。通常、DNSの接続は検証さ
れません。

omnicheckコマンドは、Cell Manager上の以下のディレクトリにあります。

Windowsの場合: Data_Protector_home\bin

UNIXの場合: /opt/omni/bin

omnicheckコマンドの使用方法は以下のとおりです。

omnicheck -dns [-host Client | -full] [-verbose]

さまざまなオプションを使用して、Data Protectorセル内で以下に示すDNS接続を確認で
きます。

• Cell Managerやセル内の各Media Agentから、セル内の各Data Protectorクライアント
へのDNS接続(またはその逆)が正しく名前解決されているかを確認するには、次のコ
マンドを実行します。

omnicheck -dns [-verbose]

• 特定のData Protectorクライアントからセル内の各Data ProtectorクライアントへのDNS
接続(またはその逆)が正しく名前解決されているかを確認するには、次のコマンドを
実行します。

omnicheck -dns -host client [-verbose]

clientには、確認対象のData Protectorクライアントの名前を指定します。

• セル内のすべてのDNS接続をチェックするには、次のコマンドを実行します。

omnicheck -dns -full [-verbose]

[-verbose]オプションが指定されると、すべてのメッセージが返されます。このオプション
を設定しなければ(デフォルト)、チェック失敗に関するメッセージだけが返されます。

詳細は、omnicheckマンページを参照してください。
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omnicheckコマンドの出力メッセージの一覧は、表12（346ページ）を参照してください。出
力メッセージでDNSの名前解決の問題が通知された場合は、HP Data Protectorトラブル
シューティングガイドの「ネットワークおよび通信のトラブルシューティング」の章を参照し
てください。

表 12 出力メッセージ

意味出力メッセージ

client_2への接続がタイムアウトしました。client_1がclient_2に接続できません。

client_1の%SystemRoot%\System32\
drivers\etc\hosts/etc/hosts (UNIXシス
テム)ファイルが正しく構成されていないか、
client_2のホスト名がDNS名に一致しませ
ん。

client_1はclient_2に接続していますが接
続先のシステムはclient_3として存在してい
ます。

client_2がアクセス不能(接続されていない
など)か、client_1の%SystemRoot%\
System32\drivers\etc\hostsファイル
(Windowsシステムの場合)または/etc/hosts
ファイル(UNIXシステムの場合)が正しく構成
されていません。

client_1からclient_2に接続できません。

client_1とclient_2の接続をチェック中

すべてのチェックが正常に完了しました。

number_of_failed_checksのチェックが失敗
しました。

clientはこのセルのメンバーではありませ
ん。

clientに接続しましたが、旧バージョンの
ようです。Hostnameは検証されません。
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インストールのトラブルシューティングとData Protector
のアップグレード

問題

以下のいずれかのエラーメッセージが表示されることがあります。

• Windows Installerサービスにアクセスできませんでした。

• このアプリケーションを実行するには、インストールを行ってください。

• パッチパッケージをオープンできませんでした。

• システムが、指定されたデバイスまたはファイルをオープンできません。

Data Protector 6.20のインストールまたはアップグレード後、Windowsが、一部のアプリ
ケーションについて、インストールされていない、または再インストールが必要だというメッ
セージを出力することがあります。

原因は、Microsoft Installerのアップグレード手順における エラーです。Microsoft Installer
バージョン1.xのデータ情報がData Protectorによってコンピュータにインストールされる
Microsoft Installerバージョン2.xに移行されないために発生します。

対処方法

この問題の解決方法については、Microsoft Knowledge BaseのアーティクルQ324906を
参照してください。

問題

Cell Manager いずれのWindowsドメインにも所属していないWindowsシステムへのCell
Managerのインストールに失敗する

以下のエラーメッセージが表示されます。

Setup is unable to match the password with the given account name. (入力
されたアカウント名とパスワードが一致しません。)

対処方法

以下の2通りの対応策があります。

• Cell ManagerをインストールしようとしているWindowsシステムをドメインに参加させま
す。

• CRSサービス用のローカル管理者アカウントを使用します。
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問題

以下のエラーメッセージが表示されます。

msvcr90.dll file is not found (msvcr90ファイルが見つかりません)

ネットワーク共有ではmsvcr90.dll (小文字)のみが使用可能になっているため、
MSVCR90.dllライブラリ(大文字)が見つかりません。MSVCR90.dllとmsvcr90.dllが同じ
ファイルとして取り扱われていないため、setup.exeが適切なdllを見つけることができま
せん。

対処方法

ファイル名をmsvcr90.dll(小文字)からMSCVCR90.dll(大文字)に変更するか、または、大
文字と小文字を区別しないようにネットワーク共有を構成し直します。

問題

インストールをキャンセルしても、すでにインストールされたコンポーネントがアンインス
トールされない

コンポーネントの一部がすでにインストールされている状態でData Protectorのインストー
ルをキャンセルすると、それらのコンポーネントはアンインストールされません。インストー
ルは終了し、エラーメッセージが表示されます。

対処方法

Installのキャンセル後に、すでにインストールされているコンポーネントを手動でアンイン
ストールします。

Windowsクライアントのリモートインストールに関する問題

問題

セットアッププロセスの起動エラー

Data Protectorのリモートインストール機能でWindowsクライアントをアップグレードしようと
したときに、次のようなエラーが表示されることがあります。

Error starting setup process, err=[1326] Logon failure:unknown user name
or bad password.

これは、インストールサーバーコンピュータ上のOmniBack共有へのアクセス権を持たな
いユーザーアカウントでリモートコンピュータ上のData ProtectorInetサービスが実行さ
れていることを示します。多くの場合は、ローカルユーザーが使用されています。

インストール時のトラブルシューティング348



対処方法

Data Protector InetサービスのユーザーをData Protector共有へのアクセス権がある
ユーザーに変更します。

Solaris上でのData Protector Cell Managerのインストー
ルに関する問題のトラブルシューティング

問題

一時ディレクトリを作成できない

SolarisシステムへのCell Managerのインストール中に一時ディレクトリが作成できないと、
以下のメッセージが出力されてインストールに失敗することがあります。

Processing package instance OB2-CORE from /tmp/DP_A0611_SUN8.pkg

pkgadd:ERROR:unable to make temporary directory //tmp/old//installR.aOj3

対処方法

エラーメッセージで示された位置に手作業で一時ディレクトリを作成し、インストール手順
を初めからやり直してください。

たとえば、上記のエラーメッセージが表示された場合は、次のディレクトリを作成してくだ
さい。//tmp/old//installR.aOj3

UNIXクライアントのインストールに関する問題のトラブル
シューティング

問題

UNIXクライアントのリモートインストールに失敗する

UNIXクライアントのリモートインストールまたはリモートアップグレードが、以下のエラーメッ
セージで失敗することがあります。

Installation/Upgrade session finished with errors.

UNIXクライアントをリモートにインストールまたはアップグレードするときは、インストール
するパッケージのうち、最大のパッケージを十分格納できるだけの空き領域がクライアン
トシステムの/tmpフォルダ内に存在しなければなりません。Solarisクライアントシステムで
は、/var/tmpフォルダ内にも同じ量の空き領域が必要です。
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対処方法

上記のディレクトリ下に十分なディスクスペースがあるか確認して、インストールまたはアッ
プグレード手順を初めからやり直してください。

ディスクスペース要件は、『HP Data Protector製品案内、ソフトウェアノート、リファレ
ンス』を参照してください。

問題

HP-UXクライアントのインストールに関する問題

Data Protectorセルに新しいHP-UXクライアントを追加した場合に、以下のエラーメッセー
ジが表示されることがあります。

/tmp/omni_tmp/packet:you do not have the required permissions to perform
this SD function.....

Access denied to root at to start agent on registered depot /tmp/omni_tmp/
packet.No insert permission on host.

対処方法

swagentswagentデーモンインストールのトラブルシューティングswagentデーモ
ンデーモンを一度停止し、再起動します。このためには一度プロセスを終了してから/
opt/omni/sbin/swagentdコマンドを実行するか、または/opt/omni/sbin/swagentd -r
コマンドを実行します。

hostsファイル(/etc/hosts)にローカルホストとloopbackのエントリがあることを確認してく
ださい。

問題

Mac OS Xクライアントのインストールに関する問題

Mac OS XクライアントをData Protectorセルに追加するときに、com.hp.omniプロセスが
開始されません。

対処方法

Mac OS Xでは、com.hp.omniプロセスを開始するためにlaunchdが使用されます。

サービスを開始するには、次のディレクトリに移動します。

cd /usr/omni/newconfig/System/Library/LaunchDaemons

以下のコマンドを実行します。

launchctl load com.hp.omni
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問題

UNIX用のインストール後にInetプロセスを開始できない Cell Manager

Cell Managerの開始時に、以下のエラーメッセージが表示されることがあります。

ERROR: Cannot start "omniinet" service, system error:[1053] Unknown error
1053. ("omniinet"サービスを起動できません。システムエラー: [1053] 不明なエラー
1053。)

対処方法

以下のコマンドにより、inetdまたはxinetdサービスが動作しているかどうかチェックしま
す。

HP-UXおよびSolarisの場合: ps -ef | grep inetd

Linuxの場合: ps -ef | grep xinetd

サービスを開始するには、以下のコマンドを実行します。

HP-UXの場合: /usr/sbin/inetd

Solaris:/usr/sbin/inetd -s

Linuxの場合: rcxinetd start

Windows XPクライアントのインストールに関する問題の
トラブルシューティング

問題

Windowsクライアントのリモートインストールに失敗する

Windows XPシステムがワークグループのメンバーで、簡易ファイルの共有セキュリティポ
リシーが有効になっていると、ネットワーク経由でこのシステムにアクセスするユーザーは、
Guestアカウントしか使用できません。リモートインストールには管理者権限が必要なた
め、Data Protectorは、Data Protectorクライアントのリモートインストール中に有効なユー
ザー名とパスワードを繰り返し要求します。

対処方法

簡易ファイルの共有を無効にします。Windows XPで[Windowsエクスプローラ]または[マ
イコンピュータ]を開き、[ツール]メニューをクリックして[フォルダオプション]をクリックしま
す。[表示]タブを開いて、[簡易ファイルの共有を使用する(推奨)]チェックボックスをオフ
にします。
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以下の場合は、簡易ファイルの共有ポリシーは無視されます。

• コンピュータがドメインのメンバーである場合

• ネットワークアクセス: ローカルアカウントの共有とセキュリティモデルのセ
キュリティポリシー設定がクラシック: ローカルユーザーがローカルユーザーと
して認証するに設定されている場合

Windows VistaおよびWindows Server 2008クライアント
のインストールに関する問題のトラブルシューティング

問題

Windowsクライアントのリモートインストールに失敗する

Data ProtectorクライアントのWindows VistaまたはWindows Server 2008システムへのリ
モートインストールに失敗し、以下のエラーメッセージが報告されました。

[正常域]クライアントcomputer.company.comに接続中...

[正常域] 実行されました。

[正常域]クライアントcomputer.company.comにData Protectorブートストラップ
サービスをインストール中...

[危険域]クライアントcomputer.company.comのSCM (Service Control Manager)
に接続できません:[5]アクセスが拒否されました。

対処方法

1. インストールサーバーシステムの場合、次のコマンドを実行して、リモートインストー
ル中にインストールサーバーで使用するローカルオペレーティングシステムの管理
者ユーザーグループからユーザーアカウントをマークします。

omniinetpasswd –inst_srv_user User@Domain

このユーザーアカウントは、ローカルInet構成にあらかじめ追加されている必要があ
ります。詳細は、HP Data Protector Command Line Interface Referenceの
omniinetpasswdコマンドの説明を参照してください。

2. Data Protectorクライアントのリモートインストールを再度開始します。

Data Protectorクライアントのインストール結果の確認
Data Protectorクライアントのインストール結果の確認では、以下のチェック作業を行いま
す。
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• Cell Managerシステムとクライアントシステム上のDNS構成をチェックし、Cell Manager
およびクライアントシステム上で実行したomnicheck -dnsコマンドの出力結果がそれ
ぞれのシステムと一致することを確認します。

• ソフトウェアコンポーネントがクライアントにインストールされているかをチェックします。

• Installするソフトウェアコンポーネントに必要なファイルのリストと、クライアントにインス
トール済みのファイルとを比較します。

• ソフトウェアコンポーネントに必要なすべての読み取り専用ファイルのチェックサムを
確認します。

前提条件

選択したクライアントシステムの種類(UNIXまたはWindows)に合ったインストールサーバー
が必要です。

制限事項

この確認手順は、Novell NetWareクライアントには適用できません。

Data Protector GUIを使ってData Protectorのインストール結果を確認する場合は、以下
の操作を実行します。

1. コンテキストリストで[クライアント]をクリックします。

2. Scopingペインの[クライアント]を展開し、Cell Managerシステムを右クリックします。次
に、[インストールの検証]をクリックしてウィザードを起動します。

3. ウィザードに従って、セル内のシステムのインストール結果を確認します。[インストー
ルの検証]ウィンドウが開き、インストールの結果が表示されます。

詳細は、オンラインヘルプを参照してください。

Installが正常に完了しなかった場合は、「ログファイルの使用」（357ページ）を参照してく
ださい。

UNIXシステム上のインストール結果をData Protector CLIで確認する方法については、
ob2installのマンページを参照してください。

アップグレードのトラブルシューティング

問題

アップグレード後にIDBおよび構成ファイルを使用できない
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Cell Managerを以前のリリースバージョンからアップグレードすると、IDBおよびすべての
構成ファイルが使用できなくなります。この問題は、アップグレード手順が何らかの理由
で中断された場合に発生します。

対処方法

アップグレード前に作成しておいたバックアップからData Protectorを復元し、処理の中
断となった原因を解消してから、アップグレードを再開してください。

問題

アップグレード後に古いData Protectorパッチが削除されない

Data Protectorのアップグレード終了後にswlistコマンドを実行すると、古いData Protector
パッチがインストールされたプログラムとともにリストされます。パッチは、アップグレード中
にシステムから削除されますが、swデータベースには残ります。

どのData Protectorパッチがインストールされているかを確認する方法は、「どのData
Protectorパッチがインストールされているかを確認する」（240ページ）を参照してください。

対処方法

swデータベースから古いパッチを削除するには、次のコマンドを実行します。

swmodify -u patch.\* patch

たとえば、“PHSS_30143”パッチをswデータベースから削除するには、以下のコマンドを実
行します。

swmodify -u PHSS_30143.\* PHSS_30143

問題

データベースファイルの最大サイズが2 GBを超えてしまいます。

HP-UX 11.23および11.31 (Itanium)およびSuSE Linux (x86-64)でデータベースファイル
(dirs.dat、fnames.dat、fn?.ext、およびこれらの拡張ファイル)の最大サイズがデフォ
ルトの最大サイズの2 GBを超える場合があります。その結果、Data Protector 6.20への
アップグレード時に、データベースファイルの最大サイズを調整するように勧める警告メッ
セージが表示されます。

Please run omnidbutil —modifytblspace to adjust maximum size of database
files.(データベースファイルの最大サイズに合わせるためにomnidbutil —modifytblspace
を実行してください)
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対処方法

データベースファイルの最大サイズの調整手順にはデータベースのサイズによっては時
間もかかりスペースも消費されるため、この調整はアップグレードの後に行ってください。
Data Protector 6.20では、サイズの調整が行われるまでA.06.00と同様に正しくない表領
域サイズを報告します。ただし、バックアップおよび復元を行うことは可能です。

注記：

調整を行う前に、十分なディスクスペースがあることを確認してください。ディスクス
ペースには、少なくともエクスポートする現在のデータベースのサイズと同じサイズの
スペースが必要になります。

すべての操作に十分な時間を確保してください。データベースのエクスポートおよび
インポートには、かなりの時間がかかります(データベースの複雑さとサイズによって
は、最長7日間)。また、データベースのエクスポートおよびインポート処理中はバック
アップや復元を行うことはできません。

以下の手順で問題を解決してください。

1. IDB全体のバックアップを実行します。

2. IDBを既存の一時ディレクトリにエクスポートします。

omnidbutil –writedb –mmdb MMDBDirectory –cdb CDBDirectory

ここで、CDBDirectoryおよびMMDBDirectoryは、CDBおよびMMDBをエクスポー
トする一時ディレクトリです。

3. IDBを初期化します。

omnidbinit

4. 表領域ファイルの拡張ファイルを必要に応じて追加します。

omnidbutil –extendtblspace TablespaceFileName Pathname –maxsize Size_MB

たとえば、fnames.datのファイルサイズが7 GBであった場合、同じコマンドを3回実
行して、最大サイズが2047 MBの拡張ファイルを3つ追加する必要があります。

omnidbutil –extendtblspace fnames.dat /var/opt/omni/server/db40/
datafiles/cdb –maxsize 2047

omnidbutil –extendtblspace fnames.dat /var/opt/omni/server/db40/
datafiles/cdb –maxsize 2047

omnidbutil –extendtblspace fnames.dat /var/opt/omni/server/db40/
datafiles/cdb –maxsize 2047

これで、fnames.dat1、fnames.dat2、およびfnames.dat3の3つの拡張ファイルが
作成されます。

5. 既存のデータベースファイルの最大サイズを調整します。
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omnidbutil –modifytblspace

上記の例に従うと、前に7GBに達したfnames.datのサイズが2 GBに制限されます。

6. IDBをインポートします。

omnidbutil –readdb –mmdb MMDBDirectory –cdb CDBDirectory

十分な拡張ファイルを作成していなかった場合、omnidbutilが終了し、以下のメッ
セージが表示されます。

表領域TableSpaceNameのディスクスペースがいっぱいになりました。

必要な拡張ファイルを追加し、インポート操作を再開します。

7. 調整が正常に完了したら、一時ファイルを削除してください。

問題

StorageTekライブラリを使用するMedia Agentクライアントをアップグレードすると、接続
に問題が発生する

StorageTekライブラリを使用するシステム上でData Protector Media Agentコンポーネン
トをアップグレードすると、ライブラリに接続できなくなり、ライブラリを使用するDataProtector
セッションの応答停止または異常終了が発生します。

対処方法

StorageTekライブラリをサポートするサービスやデーモンを再起動すると、問題が解消す
ることがあります。

Windowsシステムの場合: [管理ツール]の[サービス]を選択し、LibAttachサービスを再
起動します。

HP-UXおよびSolarisシステムの場合: /opt/omni/acs/ssi.sh stopコマンドと/opt/
omni/acs/ssi.sh start ACSLS_hostnameコマンドを実行します。ACSLS_hostnameに
は、Automated Cartridge Systemライブラリソフトウェアがインストールされているシステム
の名前を指定します。

AIXシステムの場合: /usr/omni/acs/ssi.sh stopコマンドと/usr/omni/acs/ssi.sh
start ACSLS_hostnameコマンドを実行します。ACSLS_hostnameには、Automated
Cartridge Systemライブラリソフトウェアがインストールされているシステムの名前を指定し
ます。

手動でのアップグレード手順

通常、UNIX インストールサーバーおよびインストールサーバー上のData Protector
A.06.00、A.06.10、またはA.06.10は、自動アップグレード手順を実行するomnisetup.sh
コマンドを実行してアップグレードします。ただし、手動でアップグレードすることもできま
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す。詳細は、「ネイティブツールを使用したHP-UX、Solaris、およびLinuxシステムでのアッ
プグレード」（380ページ）を参照してください。

ログファイルの使用
Data Protectorのインストール時に問題が発生した場合は、以下の各ログファイルの内容
をチェックして、どのような問題が発生したかを 判断することができます。

• セットアップログファイル(Windows)

• システムログファイル(UNIX)

• Data Protectorログファイル

問題発生時にチェックすべきログファイルは、インストールの種類(ローカルまたはリモー
ト)とオペレーティングシステムによって異なります。

ローカルインストール

ローカルインストールに関する問題が発生した場合は、以下のログファイルをチェックしま
す。

HP-UX Cell Manager:

• /var/adm/sw/swinstall.log

• /var/adm/sw/swagent.log(詳細情報)

Solaris用またはLinux用Cell Managerの場合:

/var/opt/omni/log/debug.log

Windowsクライアントの場合(セットアップが稼動しているシステム):

• Temp\SetupLog.log

• Temp\OB2DBG_did__setup_HostName_DebugNo_setup.txt(詳細情報)

内容は以下のとおりです。

• did(デバッグID)は、デバッグパラメータを受け付ける最初のプロセスのプロセスID
です。このIDは、デバッグセッションのIDとして使用されます。このIDは、以降のす
べてのプロセスで使用されます。

• HostNameは、トレースファイルが作成されたシステムの名前です。

• DebugNoは、Data Protectorによって生成された番号です。

• Temp\CLUS_DBG_DebugNo.TXT(クラスター環境)

Tempディレクトリの場所は、TEMP環境変数で指定されます。この変数の値を確認するに
は、setコマンドを実行します。
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リモートインストール

リモートインストールの実行時に問題が発生した場合は、以下のログファイルをチェックし
ます。

UNIX インストールサーバーの場合:

/var/opt/omni/log/IS_install.log

Windowsクライアント(コンポーネントのインストール先のリモートシステム):

• SystemRoot\TEMP\OB2DBG_did_INSTALL_SERVICE_DebugNo_debug.txt

• SystemRoot\TEMP\CLUS_DBG_DebugNo.TXT

Tempディレクトリの場所は、TEMP環境変数で指定されます。また、SystemRootは、
SystemRoot環境変数で指定されたパスです。

セッアップログファイルが作成されない場合は、debugオプションを指定してリモートインス
トールを実行してください。詳細は、「インストール実行トレースの作成」（359ページ）を参
照してください。

Data Protectorログファイル

下記のData Protectorログファイルは、以下の場所に保存されています。

Windows Vista、Windows Server 2008の場合Data_Protector_program_data\log

その他のWindowsシステムの場合:Data_Protector_home\log

HP-UX、Solaris、およびLinuxの場合:/var/opt/omni/log and /var/opt/omni/
server/log

その他のUNIXシステムおよびMac OS Xシステムの場合: /usr/omni/log

Novell NetWareの場合: SYS:\USR\OMNI\LOG

Installのトラブルシューティングに役立つログファイルを以下に示します。

debug.log 予期しない状況が記録されます。ユーザーにとって
役立つものもありますが、主に当社サポートサービ
スが使用します。

inet.log Data Protector inetサービスに対する要求が含ま
れます。クライアント上でのData Protectorの最近の
アクティビティを確認するために役立ちます。
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IS_install.log リモートインスタンスのトレース情報が記録されます。
このファイルは、インストールサーバー上に置かれま
す。

omnisv.log Data Protectorサービスが開始および停止された日
時に関する情報が記録されます。

upgrade.log このログは、アップグレード処理中に作成されます。
UCP(アップグレードコアパート)とUDP(アップグレー
ド詳細パート)のメッセージが記録されます。

OB2_Upgrade.log このログは、アップグレード処理中に作成されます。
アップグレード処理のトレース情報が記録されます。

その他のログファイルについては、『HPData Protectorトラブルシューティングガイド』
を参照してください。

インストール実行トレースの作成
HPカスタマサポートサービスに要求された場合は、debugオプションを使用して、 インス
トールを実行します。以下のdebugオプションなどのデバッグの詳細およびHPカスタマサ
ポートサービスに送信するデータの準備に関する詳細は、『HPData Protectorトラブル
シューティングガイド』を参照してください。

Windowsの場合:

Windowsシステム上のリモートインストールをデバッグするには、以下に示すように、debug
オプション付きでData Protector GUIを実行します。

Manager -debug 1-99 DebugPostfix

セッションを終了または中止した後で、以下のパスからデバッグ出力を収集します。

• インストールサーバーシステムの場合:

Data_Protector_program_data\tmp\OB2DBG_did__BM_
Hostname_DebugNo_DebugPostfix (Windows Server 2008の場合)

Data_Protector_home\tmp\OB2DBG_did__BM_ Hostname_DebugNo_DebugPostfix(そ
の他のWindowsシステムの場合)

• リモートシステムの場合:

SystemRoot:\Temp\
OB2DBG_did__INSTALL_SERVICE_Hostname_DebugNo_DebugPostfix

UNIXの場合:
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UNIXシステムでインストールをデバッグする場合は、 以下に示すように、debugオプショ
ン付きでData Protector GUIを実行します。

xomni -debug 1-99 DebugPostfix

または

xomniadmin -debug 1-99 Debug_postfix

セッションを終了または中止した後で、インストールサーバーシステムのtmpディレクトリか
らデバッグ出力を収集します。
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A UNIXネイティブツールを使用した
Data Protectorのインストールとアップ
グレード

この付録の内容
この付録では、HP-UXのswinstall、Solarisのpkgadd、Linuxのrpmなど、ネイティブイン
ストールツールを使用してUNIXシステム上でData Protectorをインストールおよびアップ
グレードする方法について説明します。

注記：

Data Protectorのインストールまたはアップグレードには、omnisetup.shスクリプトを
使用することをお勧めします。「UNIX用Cell Managerのインストール」（45ページ）およ
び「UNIX用Cell Managerとインストールサーバーのアップグレード」（266ページ）を参
照してください。

ネイティブツールを使用した、HP-UX、Solaris、および
Linuxシステムへのインストール

注記：

パッケージの限定セットを使用してインストールサーバーをインストールする場合、
HP-UX、Solaris、およびLinuxへのネイティブインストール手順のみが示されていま
す。Data Protectorは、omnisetup.shを使用してインストールすることをお勧めしま
す。
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swinstallを使用したHP-UXシステムへのCell Managerのインストール

UNIX Cell ManagerをHP-UXシステムにインストールするには、以下の操作を行います。

1. HP-UX用インストールDVD-ROMをドライブに挿入してマウントし、/usr/sbin/
swinstallユーティリティを実行します。

2. [Specify Source]ウィンドウで[Network Directory/CDROM]を選択し、[Source Depot
Path]にMountpoint/hpux/DP_DEPOTと入力します。[OK]をクリックして[SD Install -
Software Selection]ウィンドウを開きます。

3. Install可能なソフトウェアパッケージのリスト内で、B6960MAという名前の下にData
Protectorが表示されます。
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4. [DATA-PROTECTOR]をマウスの右ボタンでクリックし、[Mark for Install]をクリックし
て、ソフトウェア全体をインストール対象に含めます。

サブプロダクトごとにインストールするかどうかを指定したい場合には、
[DATA-PROTECTOR]をダブルクリックし、各項目をマウスの右ボタンでクリックしま
す。インストールしないパッケージには[Unmark for Install]をクリックし、インストール
するパッケージには[Mark for Install]をクリックして選択します。

以下のサブプロダクトが含まれています。

OB2-CM Cell Managerソフトウェア

OB2-DOCS Data Protectorドキュメントサブプロダクト(PDF形式のData
Protectorのガイド、およびオンラインヘルプ(WebHelp)を収録)。

OB2-IS Data Protector インストールサーバーでは、以下の操作を行い
ます。

UNIX用のCell Managerをシステムにインストールしているときは、[Marked?]ステー
タスの値(OB2-CMパッケージの横)が[Yes]になっていることを確認してください。詳細
は、図55（364ページ） を参照してください。

注記：

32ビットより長いユーザーIDを使用しているときは、Cell Managerのコアソフ
トウェアコンポーネントをインストールした後で、そのCell Managerにリモート
でユーザーインタフェースコンポーネント(OMNI-CS)をインストールする必要
があります。
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図 55 [SD install - software selection]ウィンドウ

5. [Actions]メニューの[Install (analysis)]をクリックし、[OK]をクリックして次に進みます。
[Install (analysis)]で解析が失敗し、エラーメッセージが表示された場合は、
[Logfile]をクリックしてログファイルを確認してください。

注記：

テープデバイスからネットワークを介してソフトウェアをインストールする場合は、ま
ず、コンピュータでソースディレクトリをマウントする必要があります。

pkgaddを使用したSolarisシステムへのCell Managerのインストール

Cell ManagerをSolarisシステムにインストールするには、以下の操作を行います。

1. Solaris/Linux用インストールDVD-ROMをドライブに挿入します。

2. メインのpackage_sourceディレクトリ、つまりインストールデポファイルが格納されて
いるディレクトリ(この場合はMount_point/solaris/DP_DEPOT)に移動します。
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3. Data Protectorのパッケージをインストールするには、pkgaddツールを使用します。

pkgadd -d Mount_point/solaris/DP_DEPOT

プロダクト内にはCell Managerのインストールに関連する以下のサブプロダクトパッ
ケージが含まれています。

OB2-CORE Data Protectorのコアソフトウェア。

OB2-CC Cell Consoleソフトウェア。これには、コマンド
ラインインタフェースが含まれます。

OB2-CS Cell Managerソフトウェア

OB2-DA Disk Agentソフトウェア。このソフトウェアは必
須です。このソフトウェアがない場合は、IDB
のバックアップを実行できません。

オプションソフトウェア

OB2-MA General Media Agentソフトウェア。このコン
ポーネントは、バックアップデバイスをCell
Managerに接続する場合に必要になります。

OB2-DOCS Data Protectorドキュメントサブプロダクト(PDF
形式のData Protectorのガイド、およびオン
ラインヘルプ(WebHelp)を収録)。

OB2-JAVAGUI Javaベースのグラフィカルユーザーインタ
フェース。これには、Cell Managerのグラフィ
カルユーザーインタフェースおよびManager-
of-Managers(MoM)のグラフィカルユーザー
インタフェースが含まれます。Java GUIが存
在するクライアントにコマンドラインインタ
フェースをインストールする場合は、OB2 –
CCパッケージをインストールする必要があり
ます。

重要：

Solaris上のサブプロダクトパッケージは、互いに依存しています。これらの
パッケージは、上記の順序でインストールしなければなりません。
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4. Data Protectorサービスを再起動します。

/opt/omni/sbin/omnisv stop

/opt/omni/sbin/omnisv start

注記：

Cell ManagerをSolaris 9またはSolaris 10にインストールした場合、インストールサー
バーを使用してCell ManagerにDisk Agentをリモートインストールします。これにより、
汎用のSolaris Disk AgentがSolaris 9 Disk AgentまたはSolaris 10 Disk Agentに置き
換えられます。Solaris 10では、Cell Manager上でのMedia Agentのリモートインストー
ルも必要です。「Data Protectorクライアントのリモートインストール」（82ページ）を参
照するか、またはob2installのマンページを参照してください。

rpmを使用したLinuxシステムへのCell Managerのインストール

Cell ManagerをLinuxシステムにインストールするには、以下の操作を行います。

1. SolarisおよびLinuxインストールDVD-ROMをドライブに挿入してマウントします。

2. linux_x86_64/DP_DEPOTディレクトリへ移動します。
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3. 次のコマンドを実行して、パッケージをインストールします。

rpm -i package_name-A.06.20-1.x86_64.rpm

package_nameには、サブプロダクトパッケージの名前を指定します。

以下のパッケージは必ずインストールしてください。

OB2-CORE Data Protectorのコアソフトウェア。

OB2-CC Cell Consoleソフトウェア。これに
は、コマンドラインインタフェースが
含まれます。

OB2-CS Cell Managerソフトウェア。

OB2-DA Disk Agentソフトウェア。このソフト
ウェアは必須です。このソフトウェ
アがない場合は、IDBのバックアッ
プを実行できません。

OB2-MA General Media Agentソフトウェア。
このコンポーネントは、バックアップ
デバイスをCell Managerに接続す
る場合に必要になります。

OB2-DOCS Data Protectorドキュメントサブプロ
ダクト(PDF形式のData Protector
のガイド、およびオンラインヘルプ
(WebHelp)を収録)。

OB2-JAVAGUI Javaベースのグラフィカルユーザー
インタフェース。これには、Cell
Managerのグラフィカルユーザーイ
ンタフェースおよびManager-of-
Managers(MoM)のグラフィカルユー
ザーインタフェースが含まれます。
Java GUIが存在するクライアントに
コマンドラインインタフェースをイン
ストールする場合は、OB2 – CC
パッケージをインストールする必要
があります。
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重要：

Linuxのサブプロダクトパッケージは互いに依存しています。これらのパッ
ケージは、上記の順序でインストールしなければなりません。

4. Data Protectorサービスを再起動します。

/opt/omni/sbin/omnisv stop

/opt/omni/sbin/omnisv start

swinstallを使用したHP-UXシステムへのインストールサーバーのインス
トール

1. HP-UX用インストールDVD-ROMをドライブに挿入してマウントし、/usr/sbin/
swinstallユーティリティを実行します。

2. [Specify Source]ウィンドウで[Network Directory/CDROM]を選択し、[Source Depot
Path]にMountpoint/hpux/DP_DEPOTと入力します。[OK]をクリックして[SD Install -
Software Selection]ウィンドウを開きます。

3. Install可能なソフトウェアパッケージのリスト内で、B6960MAという名前の下にData
Protectorが表示されます。これをダブルクリックすると、UNIX用の
DATA-PROTECTOR製品が表示されます。さらにこれをダブルクリックすると、内容
が表示されます。

以下のサブプロダクトが含まれています。

OB2-CM Cell Managerソフトウェア

OB2-DOCS Data Protectorドキュメントサブプロダクト(PDF形式のData
Protectorのガイド、およびオンラインヘルプ(WebHelp)を収録)。

OB2-IS Data Protector インストールサーバーでは、以下の操作を行い
ます。

4. [SD Install - Software Selection]ウィンドウで、[DATA-PROTECTOR]をダブルクリッ
クすると、インストール可能なソフトウェアが表示されます。OB2-ISをマウスの右ボタ
ンでクリックし、[Mark for Install]をクリックします。

5. [Actions]メニューの[Install (analysis)]をクリックします。[OK]をクリックして次に進み
ます。
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Installが終了すると、UNIX用のソフトウェアデポは、/opt/omni/databases/vendorディ
レクトリに配置されます。

重要：

ネットワーク上にUNIX用のインストールサーバーをインストールしない場合は、HP-UX
インストールDVD-ROMを使用して、すべてのUNIXクライアントをローカルにインストー
ルする必要があります。

pkgaddを使用したSolarisシステムへのインストールサーバーのインストー
ル

Solarisへのローカルインストール

UNIX用のインストールサーバーをSolarisシステムにインストールするには、以下の操作を
行います。

1. Solaris/Linux用インストールDVD-ROMをドライブに挿入します。
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2. メインのpackage_sourceディレクトリ、つまりインストールデポファイルが格納されて
いるディレクトリに移動します(この場合はMount_point/solaris/DP_DEPOT)。

プロダクト内にはインストールサーバーのインストールに関連する以下のサブプロダ
クトパッケージが含まれています。

OB2-CORE Data Protectorのコアソフトウェア。インストールサーバーをCell
Managerシステムにインストールする場合は、コアソフトウェア
はすでにインストールされています。

OB2-C-IS インストールサーバーのコアソフトウェア

OB2-CFP すべてのUNIXプラットフォームに共通のインストールサーバー
コアインストールパケット

OB2-CCP すべてのUNIXプラットフォーム用のCell Consoleリモートイン
ストールパケット

OB2-DAP すべてのUNIXプラットフォーム用のDisk Agentリモートインス
トールパケット

OB2-MAP すべてのUNIXプラットフォーム用のMedia Agentリモートイン
ストールパケット

さらに、(Cell Managerとは別のシステムに)独立した形でインストールサーバーをセッ
トアップし、ユーザーインタフェースを使用したい場合は、次のコンポーネントが必要
です。

OB2-CC Cell Consoleソフトウェア。これには、コマンドラインインタフェースが含
まれます。

OB2-
JAVAGUI

Java GUIソフトウェア。これには、Cell Managerのグラフィカルユーザー
インタフェースおよびManager-of-Managers(MoM)のグラフィカルユー
ザーインタフェースが含まれます。

UNIXネイティブツールを使用したData Protectorのインストールとアップグレード370



3. 上記のパッケージをインストールするには、pkgadd 機能を使用します。

重要：

Solaris上のサブプロダクトパッケージは、互いに依存しています。これらの
パッケージは、上記の順序でインストールしなければなりません。

各パッケージをインストールするには、以下のコマンドを実行します。

pkgadd -d package_name

注記：

pkgadd 機能はリモートでは使用できず、ローカルな形でのみ実行可能で
す。
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4. これらのコンポーネントのインストールが終了したら、次にpkgaddコマンドを使用し
て、リモートインストールする各統合パッケージに必要なリモートインストールパケット
をインストールします。以下に例を示します。

OB2-INTGP Data Protectorの統合コアソフトウェア。このコンポーネ
ントは、統合ソフトウェアをインストールする場合に必要
です。

OB2-JGUIP Java GUIリモートインストールパケットこれには、Cell
Managerのグラフィカルユーザーインタフェースおよび
Manager-of-Managers(MoM)のグラフィカルユーザー
インタフェースが含まれます。Java GUIが存在するクラ
イアントにコマンドラインインタフェースをインストール
する場合は、OB2-CCパッケージをインストールする必
要があります。

OB2-SAPP SAP用統合ソフトウェアコンポーネント

OB2-VMWP VMware用統合ソフトウェアコンポーネント

OB2-SAPDBP SAP DB用統合ソフトウェアコンポーネント

OB2-INFP Informix用統合ソフトウェアコンポーネント

OB2-LOTP Lotus Notes/Domino用統合ソフトウェアコンポーネン
ト

OB2-SYBP Sybase用統合ソフトウェアコンポーネント

OB2-OR8P Oracle用統合ソフトウェアコンポーネント

OB2-DB2P DB2用統合ソフトウェアコンポーネント

OB2-EMCP EMC Symmetrix用統合ソフトウェアコンポーネント

OB2-SMISP HP StorageWorks P6000 EVA SMI-S Agentコンポー
ネント

OB2-SSEAP HP StorageWorks P9000 XP Agentコンポーネント

OB2-NDMPP NDMP Media Agentソフトウェア
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OB2-OVP HP NNM用統合ソフトウェアコンポーネント

OB2-FRAP フランス語版マニュアル(ガイド、ヘルプ)パッケージ

OB2-JPNP 日本語版マニュアル(ガイド、ヘルプ)パッケージ

OB2-CHSP 簡体字中国語版マニュアル(ガイド、ヘルプ)パッケー
ジ

OB2-PEGP PEGASUSパッケージ

OB2-VLSAMP VLS-AMパッケージ

全コンポーネントのリストおよびインストールの依存関係については、表9（259ペー
ジ）を参照してください。

Installが終了すると、UNIX用のソフトウェアデポは、/opt/omni/databases/vendor
ディレクトリに配置されます。

重要：

ネットワーク上にUNIX用のインストールサーバーをインストールしない場合は、Solaris
およびLinuxインストールDVD-ROMを使用して、すべてのUNIXクライアントをローカ
ルにインストールする必要があります。

重要：

Data Protectorは、たとえば次のようなリンクディレクトリにインストールすることがで
きます。

/opt/omni/ -> /prefix/opt/omni/

/etc/opt/omni/ -> /prefix/etc/opt/omni/

/var/opt/omni/ -> /prefix/var/opt/omni/

このようにする場合は、インストール前にリンクを作成しておき、インストール先ディレ
クトリが存在することを確認しておかなければなりません。
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注記：

ユーザーインタフェースコンポーネント(グラフィカルユーザーインタフェースまたはコ
マンドラインインタフェース)をインストールする場合は、使用前に環境変数を更新す
る必要があります。詳細は、「環境変数の設定」（53ページ）を参照してください。

複数プラットフォームにわたるバックアップや復元をData Protectorユーザーインタ
フェースを使用して実行するよう計画している場合は、『HP Data Protector製品案
内、ソフトウェアノート、リファレンス』を参照して制限事項を確認してください。

この次に行う作業

この時点で、UNIX用のインストールサーバーがネットワーク上にすでにインストールされ
ていなければなりません。準備が整ったら、以下の作業を実施します。

1. 独立した形で(Cell Managerとは別のシステムに)インストールサーバーをセットアップ
した場合は、このシステムをData Protectorセルに手動で追加(インポート)する必要
があります。「セルへのインストールサーバーのインポート 」（216ページ）を参照して
ください。

注記：

インストールサーバーをインポートすると、Cell Manager上の/etc/opt/omni/
server/cell/installation_serversファイルが更新されて、リモートイン
ストールパケットがリストに表示されます。CLIからこのファイルを使用して、
使用可能なリモートインストールパケットを確認できます。このファイルを最
新状態に保つために、リモートインストールパケットをインストールまたは削
除したときは、インストールサーバーのエクスポートと再インポートを必ず実
行してください。これは、インストールサーバーをCell Managerと同じシステ
ムにインストールしてある場合も同様です。

2. Data ProtectorセルにWindowsシステムが含まれている場合は、Windows用のインス
トールサーバーをインストールする必要があります。前提条件（68ページ）を参照し
てください。

3. ソフトウェアをクライアントに配布します。「Data Protectorクライアントのインストール」
（72ページ）を参照してください。
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rpmを使用したLinuxシステムへのインストールサーバーのインストール

Linuxへのローカルインストール

UNIX用のインストールサーバーをLinuxシステムにインストールするには、以下の操作を
行います。

1. Solaris/Linux用インストールDVD-ROMをドライブに挿入します。

2. Installアーカイブが格納されているディレクトリ(この場合はMount_point/
linux_x86_64/DP_DEPOT)に移動します。
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3. 個々のパッケージについて、次のコマンドを実行します。

rpm -i package_name-A.06.20-1.x86_64.rpm

プロダクト内にはインストールサーバーのインストールに関連する以下のサブプロダ
クトパッケージ(package_name)が含まれています。

OB2-CORE Data Protectorのコアソフトウェア。インストールサー
バーをCell Managerシステムにインストールする場合
は、コアソフトウェアはすでにインストールされていま
す。

OB2-CORE-IS インストールサーバーのコアソフトウェア

OB2-CFP すべてのUNIXプラットフォームに共通のインストール
サーバーコアソフトウェア

OB2-CCP すべてのUNIXプラットフォーム用のCell Consoleリモー
トインストールパケット

OB2-DAP すべてのUNIXプラットフォーム用のDisk Agentリモー
トインストールパケット

OB2-MAP すべてのUNIXプラットフォーム用のMedia Agentリモー
トインストールパケット

さらに、(Cell Managerとは別のシステムに)独立した形でインストールサーバーをセッ
トアップし、ユーザーインタフェースを使用したい場合は、次のコンポーネントが必要
です。

OB2-CC Cell Consoleソフトウェア。これには、コマンドラインインタフェースが含
まれます。

OB2-
JAVAGUI

Java GUIソフトウェア。これには、Cell Managerのグラフィカルユーザー
インタフェースおよびManager-of-Managers(MoM)のグラフィカルユー
ザーインタフェースが含まれます。
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4. これらのコンポーネントのインストールが終了したら、次にrpmコマンドを使用して、リ
モートインストールする各統合パッケージに必要なリモートインストールパケットをイ
ンストールします。以下に例を示します。

OB2-INTGP Data Protectorの統合コアソフトウェア。このコンポーネ
ントは、統合ソフトウェアをインストールする場合に必要
です。

OB2-JGUIP Java GUIリモートインストールパケットこれには、Cell
Managerのグラフィカルユーザーインタフェースおよび
Manager-of-Managers(MoM)のグラフィカルユーザー
インタフェースが含まれます。Java GUIが存在するクラ
イアントにコマンドラインインタフェースをインストール
する場合は、OB2-CCパッケージをインストールする必
要があります。

OB2-SAPP SAP用統合ソフトウェアコンポーネント

OB2-VMWP VMware用統合ソフトウェアコンポーネント

OB2-SAPDBP SAP DB用統合ソフトウェアコンポーネント

OB2-INFP Informix用統合ソフトウェアコンポーネント

OB2-LOTP Lotus Notes/Domino用統合ソフトウェアコンポーネン
ト

OB2-SYBP Sybase用統合ソフトウェアコンポーネント

OB2-OR8P Oracle用統合ソフトウェアコンポーネント

OB2-DB2P DB2用統合ソフトウェアコンポーネント

OB2-EMCP EMC Symmetrix用統合ソフトウェアコンポーネント

OB2-SMISAP HP StorageWorks P6000 EVA SMI-S Agentコンポー
ネント

OB2-SSEAP HP StorageWorks P9000 XP Agentコンポーネント

OB2-NDMPP NDMP Media Agentソフトウェア

インストールおよびライセンスガイド 377



OB2-OVP HP NNM用統合ソフトウェアコンポーネント

OB2-FRAP フランス語版マニュアル(ガイド、ヘルプ)パッケージ

OB2-JPNP 日本語版マニュアル(ガイド、ヘルプ)パッケージ

OB2-CHSP 簡体字中国語版マニュアル(ガイド、ヘルプ)パッケー
ジ

OB2-DOCSP 英語版マニュアル(ガイド、ヘルプ)パッケージ

OB2-PEGP PEGASUSパッケージ

OB2-VLSAMP VLS-AMパッケージ

全インストールパッケージのリストおよび依存関係については、表10（260ページ）を
参照してください。

Installが終了すると、UNIX用のソフトウェアデポは、/opt/omni/databases/vendor
ディレクトリに配置されます。

重要：

ネットワーク上にUNIX用のインストールサーバーをインストールしない場合
は、SolarisおよびLinuxインストールDVD-ROMを使用して、すべてのUNIXク
ライアントをローカルにインストールする必要があります。

重要：

Data Protectorは、たとえば次のようなリンクディレクトリにインストールすることがで
きます。

/opt/omni/ -> /prefix/opt/omni/

/etc/opt/omni/ -> /prefix/etc/opt/omni/

/var/opt/omni/ -> /prefix/var/opt/omni/

このようにする場合は、インストール前にリンクを作成しておき、インストール先ディレ
クトリが存在することを確認しておかなければなりません。
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この次に行う作業

この時点で、UNIX用のインストールサーバーがネットワーク上にすでにインストールされ
ていなければなりません。準備が整ったら、以下の作業を実施します。

1. 独立した形で(Cell Managerとは別のシステムに)インストールサーバーをセットアップ
した場合は、このシステムをData Protectorセルに手動で追加(インポート)する必要
があります。「セルへのインストールサーバーのインポート 」（216ページ）を参照して
ください。

注記：

インストールサーバーをインポートすると、Cell Manager上の/etc/opt/omni/
server/cell/installation_serversファイルが更新され、インストールさ
れているリモートインストールパケットがリストに表示されます。CLIからこの
ファイルを使用して、使用可能なリモートインストールパケットを確認できま
す。このファイルを最新状態に保つために、リモートインストールパケットを
インストールまたは削除したときは、インストールサーバーのエクスポートと
再インポートを必ず実行してください。これは、インストールサーバーをCell
Managerと同じシステムにインストールしてある場合も同様です。

2. Data ProtectorセルにWindowsシステムが含まれている場合は、Windows用のインス
トールサーバーをインストールする必要があります。前提条件（68ページ）を参照し
てください。

3. ソフトウェアをクライアントに配布します。「Data Protectorクライアントのインストール」
（72ページ）を参照してください。

クライアントのインストール

Cell Managerやインストールサーバーのインストール中には、クライアントはインストールさ
れません。omnisetup.shを使用するか、Data Protector GUIからコンポーネントをリモー
トでインストールして、クライアントをインストールする必要があります。クライアントのインス
トール方法の詳細については、「Data Protectorクライアントのインストール」（72ページ）
を参照してください。
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ネイティブツールを使用したHP-UX、Solaris、および
Linuxシステムでのアップグレード

swinstallを使用したHP-UXシステムでのData Protectorのアップグレー
ド

Cell Managerのアップグレードは、HP-UXインストールDVD-ROMから実行する必要があ
ります。

インストールサーバーもインストールされているCell Managerをアップグレードする場合に
は、最初にCell Managerをアップグレードし、次にインストールサーバーをアップグレード
する必要があります。

Cell Managerシステムにインストールされているクライアントコンポーネントは、Cell Manager
のアップグレード中にはアップグレードされません。omnisetup.shを使用するか、インス
トールサーバーからコンポーネントをリモートでインストールして、アップグレードする必要
があります。詳細は、「UNIXおよびMac OS Xクライアントのローカルインストール」（146ペー
ジ）または「Data Protectorクライアントのリモートインストール」（82ページ）を参照してくだ
さい。

アップグレード手順

Data Protector A.06.00、A.06.10、またはA.06.11をData Protector 6.20にアップグレー
ドするには、swinstallを使用し、以下の手順に従ってください。

1. rootでログインし、/opt/omni/sbin/omnisv -stopコマンドを実行して、Cell Manager
上のData Protectorサービスをシャットダウンします。

ps -ef | grep omniコマンドを実行して、すべてのサービスがシャットダウンされて
いるかどうかを確認します。ps -ef | grep omniコマンドの出力結果には、Data
Protectorサービスは表示されないはずです。

2. Cell Managerやインストールサーバーをアップグレードする場合には、「swinstallを使
用したHP-UXシステムへのCell Managerのインストール」（362ページ）や「swinstallを
使用したHP-UXシステムへのインストールサーバーのインストール」（368ページ）で
説明されている手順に従います。

Install手順では、旧バージョンが自動的に検出され、選択されたコンポーネントのみが
アップグレードされます。旧バージョンのData Protectorにインストールされていたコンポー
ネントが選択されなかった場合、そのコンポーネントのアップグレードは実行されません。
そのため、アップグレードの必要のあるすべてのコンポーネントを選択しなければなりま
せん。
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注記：

同じシステム上でCell Managerとインストールサーバーの両方をアップグレードする
場合、[Match what target has]オプションはサポートされません。

pkgaddを使用したSolarisシステムでのData Protectorのアップグレード

Solaris用Cell Managerまたはインストールサーバーをアップグレードする場合は、製品の
旧バージョンをアンインストールしてから、新しいバージョンをインストールします。

Cell Managerシステムにインストールされているクライアントコンポーネントは、Cell Manager
のアップグレード中にはアップグレードされません。omnisetup.shを使用するか、インス
トールサーバーからコンポーネントをリモートでインストールして、アップグレードする必要
があります。詳細は、「UNIXおよびMac OS Xクライアントのローカルインストール」（146ペー
ジ）または「Data Protectorクライアントのリモートインストール」（82ページ）を参照してくだ
さい。

アップグレード手順

Data Protector A.06.00 、A.06.10またはA.06.11をData Protector 6.20にアップグレード
するには、pkgaddを使用し、以下の手順に従ってください。

1. rootでログインし、/opt/omni/sbin/omnisv -stopコマンドを実行して、Cell Manager
上のData Protectorサービスをシャットダウンします。

ps -ef | grep omniコマンドを実行して、すべてのサービスがシャットダウンされて
いるかどうかを確認します。ps -ef | grep omniコマンドの出力結果には、Data
Protectorサービスは表示されないはずです。

2. pkgrmを使用してData Protectorをアンインストールします。

このユーティリティでは、構成ファイルおよびデータベースは、現在の状態のまま維
持されます。

3. pkginfoコマンドを実行し、旧バージョンのData Protectorのアンインストールが完了
していることを確認します。Data Protectorの旧バージョンは表示されないはずです。

データベースと構成ファイルが存在していることを確認します。以下のディレクトリが
存在し、バイナリが含まれているはずです。

• /opt/omni

• /var/opt/omni

• /etc/opt/omni
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4. Cell Managerをアップグレードする場合、SolarisおよびLinuxインストールDVD-ROM
をドライブに挿入してマウントします。次に、pkgaddを使用して、Cell Managerをイン
ストールします。詳細な手順については、「pkgaddを使用したSolarisシステムへのCell
Managerのインストール」（364ページ）を参照してください。

インストールサーバーをアップグレードする場合、Solaris/Linux用インストール
DVD-ROMを挿入してマウントし、インストールサーバーをインストールします。詳細
な手順については、「pkgaddを使用したSolarisシステムへのインストールサーバーの
インストール」（369ページ）を参照してください。

注記：

Solaris 9またはSolaris 10上でCell Managerをアップグレードした場合は、アップグレー
ド完了後にインストールサーバーを使用してCell Manager上にDisk Agentをリモート
インストールします。これにより、汎用のSolaris Disk AgentがSolaris 9 Disk Agentま
たはSolaris 10 Disk Agentに置き換えられます。Solaris 10では、Cell Manager上での
Media Agentのリモートインストールも必要です。「Data Protectorクライアントのリモー
トインストール」（82ページ）を参照するか、またはob2installのマンページを参照し
てください。

rpmを使用したLinuxシステムでのData Protectorのアップグレード

Linux用Cell Managerまたはインストールサーバーをアップグレードする場合は、製品の
旧バージョンをアンインストールしてから、新しいバージョンをインストールします。

Cell Managerシステムにインストールされているクライアントコンポーネントは、Cell Manager
のアップグレード中にはアップグレードされません。omnisetup.shを使用するか、インス
トールサーバーからコンポーネントをリモートでインストールして、アップグレードする必要
があります。詳細は、「UNIXおよびMac OS Xクライアントのローカルインストール」（146ペー
ジ）または「Data Protectorクライアントのリモートインストール」（82ページ）を参照してくだ
さい。

アップグレード手順

Data Protector A.06.00、A.06.10、またはA.06.11をData Protector 6.20にアップグレー
ドするには、rpmを使用し、以下の手順に従ってください。

1. rootでログインし、/opt/omni/sbin/omnisv -stopコマンドを実行して、Cell Manager
上のData Protectorサービスをシャットダウンします。

ps -ef | grep omniコマンドを実行して、すべてのサービスがシャットダウンされて
いるかどうかを確認します。ps -ef | grep omniコマンドの出力結果には、Data
Protectorサービスは表示されないはずです。
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2. rpmを使用してData Protectorをアンインストールします。

このユーティリティでは、構成ファイルおよびデータベースは、現在の状態のまま維
持されます。

3. rpm —qコマンドを実行し、旧バージョンのData Protectorのアンインストールが完了
していることを確認します。Data Protectorの旧バージョンは表示されないはずです。

データベースと構成ファイルが存在していることを確認します。以下のディレクトリが
存在し、バイナリが含まれているはずです。

• /opt/omni

• /var/opt/omni

• /etc/opt/omni

4. Cell Managerをアップグレードする場合、SolarisおよびLinuxインストールDVD-ROM
をドライブに挿入してマウントします。次に、rpmを使用して、Cell Managerをインス
トールします。詳細な手順については、rpmを使用したLinuxシステムへのCell Manager
のインストールを参照してください。

インストールサーバーをアップグレードする場合、Solaris/Linux用インストール
DVD-ROMを挿入してマウントし、インストールサーバーをインストールします。詳細
な手順については、rpmを使用したLinuxシステムへのインストールサーバーのイン
ストールを参照してください。
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B システムの準備と保守作業

この付録の内容
この付録では、本来は本書の範囲外ながらも、インストール手順に特に関係のある作業
についての情報を説明します。これらの作業には、システムの準備と保守作業が含まれ
ます。

UNIXシステムでのネットワーク構成
UNIXシステムにData Protectorをインストールする際、Data Protector Inetがネットワー
クサービスとして登録されます。これには通常、次の手順が含まれます。

• Data Protector Inetがリスンするポートを登録するための/etc/servicesファイルの
変更。

• システムのinetdデーモンまたはそれに相当するデーモン(xinetd、launchd)のData
Protector Inetの登録。

ネットワーク構成を変更すると、初期のData Protector Inet構成が不完全または無効に
なることがあります。これは、特にインターネットプロトコルバージョン6 (IPv6)ネットワークイ
ンタフェースを追加または削除する場合に、IPv6サポートをネットワークサービスに追加
するためのシステム固有の設定が原因で発生します。

Data Protector Inet構成を更新するために、dpsvcsetup.shユーティリティが使用できま
す。このユーティリティは(インストールでも使用され、必要な情報を収集し、それに応じて
システム構成を更新します)、オペレーティングシステムによって、/opt/omni/sbinまた
は/usr/omni/binディレクトリにあります。

• Data Protector Inetの構成を更新するには、次のコマンドを実行します。

dpsvcsetup.sh -update

• Data Protector Inetをネットワークサービスとして登録するには、次のコマンドを実行
します。

dpsvcsetup.sh -install

• Data Protector Inetのネットワークサービスとしての登録を解除するには、次のコマ
ンドを実行します。
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dpsvcsetup.sh -uninstall

TCP/IP設定をチェックする
TCP/IP プロトコルは、ホスト名を正しく解決できるようにセットアップする必要があります。
ネットワーク内の各システムは、Cell Managerのアドレス、およびMedia Agentと物理メディ
アデバイスが接続されたすべてのクライアントのアドレスを解決できなければなりません。
Cell Managerは、セル内のすべてのクライアントの名前を解決できる必要があります。

TCP/IPプロトコルのインストール後、pingコマンドおよびipconfig/ifconfigコマンドを
使ってTCP/IP構成を確認できます。

一部のシステムでは、pingコマンドはIPv6アドレスに使用できません。その場合は、代わ
りにping6コマンドを使用します。

1. コマンドラインで、次のコマンドを実行します。

Windowsシステムの場合:ipconfig /all

UNIXシステムの場合:ifconfig interface、ifconfig -a、nestat -iのいずれか
(システムによって異なります)

TCP/IP構成に関する詳細情報、およびネットワークアダプタに設定されているアド
レスが表示されます。IPアドレスとサブネットマスクが正しく設定されていることを確認
してください。

2. ping your_IP_addressと入力して、ソフトウェアのインストールおよび構成を確認
します。デフォルトでは、4つのエコーパケットが表示されます。

3. ping default_gatewayと入力します。

サブネット上ではゲートウェイが動作している必要があります。ゲートウェイへのping
に失敗した場合は、ゲートウェイのIPアドレスが正しいかどうか、およびゲートウェイ
が動作しているかどうかを確認してください。
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4. 上記の各チェックで問題がなければ、名前の解決メカニズムをテストします。システ
ム名を指定してpingコマンドを実行し、hostsファイルとDNSの一方または両方をテス
トしてください。マシン名がcomputer、ドメイン名がcompany.comの場合は、次のよう
に入力します。ping computer.company.com.

このコマンドが動作しない場合は、TCP/IPプロパティのウィンドウでドメイン名が正し
いかどうかを確認します。hostsファイルとDNSもチェックする必要があります。Cell
Managerとなるシステムおよびクライアントとなるシステムに対して、以下の2つの方法
で、名前が正しく解決されることを確認してください。

• Cell Managerから各クライアントに対して、pingコマンドを実行します。

• 各クライアントから、Cell Manager と、Media Agentがインストールされている他の
クライアントに対して、pingコマンドを実行します。

注記：

名前の解決にhostsファイルを使用する場合、前述のテストでは、名前の解
決が正しく動作しているかどうかは保証されません。このような場合は、Data
Protectorのインストール後にDNSチェックツールを使用する方法がありま
す。

重要：

前述の方法で名前が解決されなかった場合は、Data Protectorが適切にイ
ンストールされていない可能性があります。

また、Windowsのコンピュータ名がホスト名と同じである必要があります。同
じ名前でない場合は、Data Protectorをセットアップする際、警告が表示さ
れます。

5. Data Protectorをインストールし、Data Protectorセルを作成した後、DNSチェックツー
ルを使用して、Cell Manager、およびMedia Agentがインストールされている各クライ
アントから、同じセル内の他のすべてのクライアントへのDNS接続、およびその逆の
DNS接続が解決されるかどうかを確認できます。この確認を行うには、
Data_Protector_home\binディレクトリからomnicheck -dnsコマンドを実行します。
失敗したチェックとその合計数が表示されます。

omnicheckコマンドの詳細については、『HP Data Protector Command Line
Interface Reference』を参照してください。
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デフォルトのポート番号の変更

Data Protectorのデフォルトのポート番号の変更

Data Protector Inetサービス(プロセス)は、バックアップと復元に必要な他のプロセスを
起動するサービスですが、セル内の各システムで同じポート番号を使用する必要があり
ます。

デフォルトでは、Data Protectorはポート番号5555を使用します。このポート番号が別の
プログラムに使用されていないことを確認するには、/etc/servicesを参照してくださ
い。servicesファイルファイルservices ファイルの内容を調べるか(UNIXの場合)、
または、netstat -anetstatコマンドコマンドnetstat コマンド(Windowsシステムの
場合)を実行する必要があります。ポート番号 5555が他のプログラムに使用されている場
合は、他の未使用のポート番号に変更する必要があります。このポート番号がクライアン
トシステム上でのみ使用不能な場合は、Cell Managerをインストールした後でポート番号
を変更できます。Cell Managerのインストール先となるシステムでこのポート番号が使用
不能な場合は、インストール前にポート番号を変更する必要があります。

UNIXの場合

UNIXシステムでポート番号を変更するには、以下の手順に従ってください。

• Cell Managerをインストールする前に、以下の手順を実行します。

必要なポート番号で、/tmp/omni_tmp/socket.datファイルを作成します。

• Cell Managerをインストールした後で、以下の手順を実行します。

1. /etc/servicesファイルを編集します。このファイルには、デフォルトで次のエン
トリが含まれています。

omni 5555/tcp # DATA-PROTECTOR

番号 5555を未使用のポート番号に変更します。

2. /etc/opt/omni/client/customize/socketファイルと/opt/omni/newconfig/
etc/opt/omni/client/customize/socketファイルがシステム上に存在する場
合は、その内容を必要なポート番号に更新します。

3. kill -HUP inetd_pidコマンドを使用して関連プロセスを終了することによっ
て、Inetサービスを再起動します。プロセスID (inetd_pid)を特定するには、ps
-efと入力します。

4. グローバルオプションファイルで、Port変数に新しい値を設定します。
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5. Data Protectorサービスを再起動します。

/opt/omni/sbin/omnisv stop

/opt/omni/sbin/omnisv start

Windowsの場合

Windowsシステムでポート番号を変更するには、以下の手順に従ってください。

• Cell Managerをインストールする前に、以下の手順を実行します。

1. コマンドラインからregeditを実行して、レジストリエディタを開きます。

2. レジストリエントリInetPortを、HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\
Hewlett-Packard\ OpenView\OmniBackII\Commonのキーで作成します。

レジストリエントリの名前:InetPort

レジストリエントリの種類:REG_SZ(文字列)

レジストリエントリの値:port_number

• Cell Managerをインストールした後で、以下の手順を実行します。

1. コマンドラインからregeditを実行して、レジストリエディタを開きます。

2. [HKEY_LOCAL_MACHINE]、[SOFTWARE]、[Hewlett-Packard]、[OpenView]、
[OmniBack]の順に展開し、[Common]を選択します。

3. [InetPort]をダブルクリックして、[文字列の編集]ダイアログボックスを開きます。
[値のデータ]テキストボックスに未使用のポート番号を入力します。Commonフォル
ダのParametersサブフォルダについても同様の手順を繰り返します。

4. Windows コントロールパネルの[管理ツール] - [サービス]から、[Data Protector
Inet]サービスを選択し、サービスを再起動します(ツールバーの[サービスの再
起動]アイコンをクリックします)。

Novell NetWare

Novell NetWareシステムでポート番号を変更するには、以下の手順に従ってください。

1. セル内でData Protectorセッションが実行していないことを確認してください。

2. Novell NetWareコンソールから、コマンドUNLOAD HPINETを実行します。

3. AUTOEXEC.NCFファイルを開き、次の行を探します。

LOAD HPINET.NLM -PORT 5555

エントリ5555を未使用のポート番号に変更します。
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4. SYS:\ETC\SERVICESファイルを開き、次の行を追加します。

omni PortNumber/tcp

PortNumberは、手順3で使用したポート番号と同じでなければなりません。

5. Novell NetWareコンソールから、コマンドWS2_32 RELOAD SERVICESを実行し、もう一
度ファイルSYS:\ETC\SERVICESが読み取られるようにします。

6. コマンドLOAD HPINETを実行してHPINETを再ロードします。

Java GUIのデフォルトのポート番号の変更

Java GUI Serverのポート番号（デフォルトで、5556）を変更するには、 以下の手順に従っ
てください。

1. JGUI_BBC_SERVER_PORT変数をomnircファイルにコピーし、その変数の値を使用さ
れていないポート番号に設定します。

例:

JGUI_BBC_SERVER_PORT=5557

2. Data Protectorサービスを再起動します。

omnisv -stop

omnisv -start

Java GUI Clientは、 UIProxyサービスに接続するため、同じポートを使用する必要があり
ます。

Cell Managerに接続するときは、[Cell Managerに接続する]ダイアログボックスに
CellManagerName:PortNumberを入力し、[接続]をクリックします。

例:

mycellmanager:5557

Data ProtectorインストールのためのWindows Server
2008上で実行するMicrosoftサーバークラスターの準備

Windows Server 2008上でMicrosoft Cluster Service (MSCS)が実行されているサーバー
クラスターに、クラスター対応のData Protector Cell ManagerまたはData Protectorクライ
アントをインストールできるようにするには、事前にクラスターを準備する必要があります。
クラスターの準備をしていない場合、ディザスタリカバリの準備でバックアップが必要な
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ローカルのCONFIGURATIONオブジェクトのバックアップセッションに失敗し、データの損失
が発生する可能性があります。

前提条件

• ドメインのユーザーアカウントでシステムにログオンしていることを確認します。このドメ
インユーザーアカウントは、ローカルのAdministratorsグループのメンバーでなけれ
ばなりません。

準備の手順

Data Protectorインストールのためにクラスターを適切に準備するには、以下の手順を実
行します。

1. 両方のクラスターノードで、Windowsファイアウォールを開始し、ファイルとプリン
タの共有の例外を有効にします。

2. アクティブなクラスターノード上で、[フェールオーバークラスターの管理]を開始し、
クォーラムリソース内の監視ディスクがオンラインになっていることを確認します。リ
ソースがオフラインになっている場合はオンラインにします。

以下の手順を、アクティブなクラスターノード上のみで実行します。

3. マジョリティノードセット(MNS)が構成されていないクラスターを準備する場合は、
Windowsエクスプローラを起動して、WitnessDiskLetter:\Clusterフォルダの所有
者をローカルのAdministratorsグループに変更します。[Clusterのセキュリティの
詳細設定]ウィンドウで所有者を変更する際は、必ず[サブコンテナとオブジェクトの
所有者を置き換える]オプションをオンにしてください。[Windowsセキュリティ]ダイア
ログボックスで、操作を確認して[はい]をクリックし、その後に表示される通知を確認
して[はい]をクリックします。

4. MNSが構成されていないクラスターを準備する場合は、Windowsエクスプローラで
WitnessDiskLetter:\Clusterフォルダのアクセス許可を変更して、SYSTEMおよび
ローカルのAdministratorsグループのフルコントロールを許可します。両方のグ
ループのアクセス許可設定が、図56（392ページ）で示す設定と一致することを確認
してください。
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図 56 ClusterフォルダおよびAdministratorsローカルユーザーグループのアクセス
許可エントリの修正

5. Data Protector Cell Managerとして使用するクラスターを準備する場合は、[フェー
ルオーバークラスターの管理]で[クラスターアクセスポイント]リソースを追加し
ます。[リソースの追加]を選択し、[1クライアントアクセスポイント]をクリックして,新し
いリソースウィザードを開始します。

a. [クライアントアクセスポイント]ペインで、[名前]テキストボックスに仮想サーバー
のネットワーク名を入力します。

b. [アドレス]テキストボックスに仮想サーバーのIPアドレスを入力します。

6. Data Protector Cell Managerとして使用するクラスターを準備する場合は、[フェー
ルオーバークラスターの管理]でクラスターに共有フォルダを追加します。[共有フォ
ルダの追加]をクリックして共有フォルダの準備ウィザードを開始します。
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a. [共有フォルダの場所]ペインで、[場所]テキストボックスにディレクトリパスを入
力します。選択したディレクトリに、Data Protectorインストールで作成されるデー
タを保存するための十分な空き領域があることを確認してください。［次へ］をク
リックします。

b. [NTFSアクセス許可]、[共有プロトコル]、[SMB設定]の各ペインで、オプション
の値をデフォルトのまま変更しないでおきます。［次へ］をクリックして次のペイ
ンに進みます。

c. [SMBアクセス許可]ペインで、[Administratorsがフルコントロールを持ち、他の
すべてのユーザーとグループは読み取りと書き込みのみのアクセス権を持つ]
オプションを選択します。［次へ］をクリックします。

d. [DFS名前空間への発行]で、オプションの値をデフォルトのままにします。［次
へ］をクリックします。

e. [設定の確認と共有の作成]ペインで、[作成]をクリックします。

Veritas Volume ManagerがインストールされたMicrosoft
Cluster ServerへのData Protectorのインストール

Veritas Volume ManagerがインストールされたMicrosoft Cluster Server (MSCS)にData
Protectorをインストールするには、まずMSCSにData Protectorをインストールする一般的
手順を実行します。「Microsoft Cluster ServerへのData Protectorのインストール」（195
ページ）を参照してください。

Installが完了したら、Data Protector Inetサービスを有効にして、Microsoftのリソース
ドライバではなく専用のリソースドライバを使用しているローカルおよびクラスターディスク
リソースと、そうではないディスクリソースを区別するために、追加作業がいくつか必要と
なります。

1. Cell Manager上で、omnisv -stopコマンドを実行して、Data Protectorサービスおよ
びプロセスを停止します。

Data_Protector_home\bin\omnisv -stop
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2. 新しいシステム環境変数OB2CLUSTERDISKTYPESの値をVolume Manager Disk Group
として定義するか、両方のクラスターノード上でomnirc変数を以下のように設定しま
す。

OB2CLUSTERDISKTYPES=Volume Manager Disk Group

NetRAID4ディスクなど、独自のディスクリソースを追加指定する場合は、単純に、リ
ソースの種類の名前をOB2CLUSTERDISKTYPES環境変数の値に追加します。

OB2CLUSTERDISKTYPES=Volume Manager Disk Group;NETRaid4M Diskset

omnircファイル変数の使用に関する詳細は、『HP Data Protectorトラブルシュー
ティングガイドトラブルシューティングガイド』を参照してください。

3. omnisv -startコマンドを実行して、サービス/プロセスを起動します。

Data_Protector_home\bin\omnisv -start

NISサーバーの準備
ここでは、NISサーバーにData Protector Cell Managerを認識させるための手順を説明し
ます。

NISサーバーにData Protectorの情報を追加するには、以下の手順に従ってください。

1. NISサーバーにrootとしてログインします。

2. /etc/servicesファイルをNIS経由で管理する場合は、/etc/servicesファイルに次
の行を追加します。

omni 5555/tcp # Data Protector for Data Protector inet server

ポート5555を使用できない場合は、5555を別の値に置き換えてください。「Data
Protectorのデフォルトのポート番号の変更」（388ページ）を参照してください。

/etc/inetd.confファイルをNIS経由で管理する場合は、/etc/inetd.confファイル
に次の行を追加します。

#Data Protector

omni stream tcp nowait root /opt/omni/lbin/inet -log /var/opt/omni/
log/inet.log

3. 以下のコマンドを実行します。これによりNISサーバーがファイルを読み込み、構成
を更新します。

cd /var/yp; make
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注記：

NIS環境では、複数の異なる構成ファイルを使用する順序を、nsswitch.conf ファイ
ルで定義します。たとえば、/etc/inetd.conf構成ファイルinet.confinet.conf
ファイル ファイルをローカルマシン上で使用するか、それともNISサーバーから使
用するかを定義できます。また、名前の保持場所をnsswitch.confで制御するように
指定するステートメントをファイルに挿入することもできます。詳細は、マンページを
参照してください。

Data Protectorをすでにインストールしている場合は、まずNISサーバーを準備し、次
にData ProtectorクライアントでもあるすべてのNISクライアント上でkill -HUP pid
コマンドを実行して関連プロセスを停止することにより、inetサービスを再起動しま
す。

トラブルシューティング

• NIS環境にData ProtectorをインストールしてもData Protector Inetサービスを開始
できない場合は、/etc/nsswitch.confファイルをチェックします。

次の行が含まれていないか確認してください。

services:nis [NOTFOUND=RETURN] files

この行が含まれている場合は、以下のように変更します。

services:nis [NOTFOUND=CONTINUE] files

Cell Manager名の変更
Data Protectorのインストール時には、Cell Manager名として現在のホスト名が使用されま
す。Cell Managerのホスト名を変更する場合は、Data Protectorファイルを手作業で更新
する必要があります。

重要：

Cell Manager名に関するクライアント情報を更新する必要があります。Cell Manager
のホスト名を変更する前に、クライアントをセルからエクスポートしてください。作業手
順は、「セルからのクライアントのエクスポート」（220ページ）を参照してください。ホス
ト名を変更したら、クライアントを再びセルにインポートします。手順の詳細は、「セル
へのクライアントのインポート 」（213ページ）を参照してください。
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注記：

元のCell Manager名を使用して構成されたデバイスやバックアップ仕様には、現在の
名前を反映させる必要があります。

UNIXの場合

UNIX用Cell Managerでは、以下の操作を行ってください。

1. 以下のファイルにあるCell Managerのホスト名のエントリを変更します。

/etc/opt/omni/client/cell_server

/etc/opt/omni/server/cell/cell_info

/etc/opt/omni/server/users/UserList

2. Data Protectorセルのメンバー間で、名前の解決が適切に行われるかどうかを確認
します。

3. 以下のコマンドを実行してIDBのCell Manager名を変更します。

/opt/omni/sbin/omnidbutil -change_cell_name [old_host]

Windowsの場合

Windows用Cell Managerで、以下の操作を行ってください。

1. 以下のファイルにあるCell Managerのホスト名のエントリを変更します。

Data_Protector_home\config\server\cell\cell_info Data_Protector_home\
config\server\users\userlist

2. 次のレジストリキーでCell Manager名を変更します。HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\
Hewlett-Packard\ OpenView\OmniBack\Site\CellServer
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C デバイスとメディア関連タスク

この付録の内容
この付録では、本来は本書の範囲外となる作業についてのData Protector固有の情報を
説明します。これらの作業には、デバイスドライバ構成、SCSIロボティクスの管理、SCSI環
境類の保持が含まれます。

Windowsでのテープドライバおよびロボティクスドライバ
の使用

Data Protectorでは、Windowsシステムに接続された有効なテープドライブ用として、デ
フォルトでロードされるネイティブテープドライバをサポートしています。ただし、(ロボティ
クス)デバイス用としてロードされるWindowsのネイティブドライバは、Data Protectorでは
サポートされていません。

以下の例では、WindowsシステムにHP 4mm DDSテープデバイスが接続されている場合
を想定しています。HP 4mm DDSテープデバイスをWindowsシステムに接続してData
Protectorで使用できるように構成する場合は、デバイス用にロードされるネイティブドライ
バを無効化する必要があります。ここでは、関連する手順について説明します。

テープドライバ

Windowsには、ハードウェア互換性リスト(HCL)に記載されているデバイスが、ドライバとし
て含まれています。HCLとはWindowsでサポートされるデバイスのリストです。詳細は以下
のサイトを参照してください。

http://www.microsoft.com/whdc/hcl/default.mspx

コンピュータが起動すると、デバイスドライバは使用可能なデバイスすべてに自動的に
ロードされます。更新はこれで完了です。ネイティブテープドライバを個別にロードする必
要はありません。Windowsシステム上でネイティブテープドライバを更新するか置き換える
場合は、以下の手順に従ってください。

1. Windowsのコントロールパネルで、[管理ツール]をダブルクリックします。
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2. [管理ツール]ウィンドウで[コンピュータの管理]をダブルクリックします。[デバイスマ
ネージャ]をクリックします。

3. [テープドライブ]を展開します。現在デバイスに接続されているドライバを確認する
には、テープドライブ名をマウスの右ボタンでクリックし、[プロパティ]をクリックします。

4. [ドライバ] タブを選択し、[ドライバの更新]をクリックします。現在インストールされて
いるネイティブテープドライバを更新するか、別のドライバに置き換えるかを、ウィザー
ドで指定できます。

5. システムを再起動して変更を適用します。

重要：

ドライバがネイティブテープドライバを使用しないでData Protector用として構成され
ている場合は、そのテープドライブを参照しているすべての構成済みData Protector
バックアップデバイス名を変更する必要があります。たとえば、scsi1:0:4:0から
tape3:0:4:0のような変更が必要になります。

詳細は、「Windows上でのデバイスファイル(SCSIアドレス)の作成」（400ページ）を参
照してください。

ロボティクスドライバ

Windowsでは、使用可能なテープライブラリに対するロボディクスドライバが 自動的にロー
ドされます。Data Protectorでライブラリロボティクスを使用するには、対応するドライバを
無効化する必要があります。

ここでは、4mm DDSテープを使用するHP 1557Aテープライブラリを例に取り上げます。
Windowsシステムで自動的にロードされるロボティクスドライバ(ddsmc.sys)を無効にする
には、以下の手順に従ってください。

1. Windowsのコントロールパネルで、[管理ツール]をダブルクリックします。

2. [管理ツール]ウィンドウで[コンピュータの管理]をダブルクリックします。[デバイスマ
ネージャ]をクリックします。

3. [デバイスマネージャ]ウィンドウの結果エリアで、[メディアチェンジャ]を展開します。
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4. 現在ロードされているドライバを確認するには、[4mm DDSメディアチェンジャ] マウ
スの右ボタンでクリックし、[プロパティ]をクリックします。

[ドライバ] タブを選択し、[ドライバの詳細]をクリックします。以下のウィンドウが表示
されます。

図 57 メディアチェンジャのプロパティ

ネイティブロボティクスドライバを無効にするには、[4mm DDSメディアチェンジャ]を
マウスの右ボタンでクリックし、[無効]を選択してください。
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図 58 ロボティクスドライバの無効化

5. システムを再起動して変更を適用します。これで、ロボティクスをData Protector用に
構成できるようになります。

Windows上でのデバイスファイル(SCSIアドレス)の作成

テープデバイスファイル名の構文は、ネイティブテープドライバをテープドライブに対して
ロード(tapeN:B:T:L)またはアンロード (scsiP:B:T:L) するかによって異なります。

ネイティブテープドライバを使用するWindows

Windowsシステムに接続され、ネイティブテープドライバを使用するテープドライブに対し
てデバイスファイルを作成するには、以下の手順に従ってください。

1. Windowsのコントロールパネルで、[管理ツール]をダブルクリックします。

2. [管理ツール]ウィンドウで[コンピュータの管理]をダブルクリックします。[リムーバブ
ル記憶域]と[物理的な場所]を順に展開します。テープドライブを右クリックし、[プロ
パティ]を選択します。

3. ネイティブテープドライバがロードされていれば、[一般]プロパティページにデバイス
ファイル名が表示されます。または、プロパティページの[デバイス情報]で関連する
情報を確認することができます。図59（401ページ）を参照してください。

デバイスとメディア関連タスク400



図 59 テープドライブプロパティ

図59（401ページ）のテープドライブのファイル名は、以下のように作成されます。

ネイティブテープドライバを使用している場合 Tape0または
Tape0:0:5:0

ネイティブテープドライバを使用していない場合 scsii1:0:5:0

光磁気デバイス

Windowsシステムに光磁気デバイスを接続する場合、ドライブ名は、システムを再起動し
た後でデバイスに割り当てられます。デバイスファイルを作成した際は、このドライブ名が
使用されます。たとえば、E:は、ドライブ文字Eに割り当てられている磁気光デバイス用に
作成されたデバイスファイルです。

HP-UX上のSCSIロボティクス構成
HP-UXシステムでは、SCSIパススルードライバを使ってテープライブラリデバイス(HP
StorageWorks 12000e など)のSCSIコントローラと制御デバイスの両方を管理します (なお
制御デバイスは「ロボティクス」または「ピッカー」とも呼ばれます)。ライブラリの制御デバイ
スは、ライブラリ内の個々のドライブに対するメディアのロードとアンロード、および、ライブ
ラリデバイスに対するメディアのインポートとエクスポートを制御します。
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図 60 SCSI 制御デバイス

図 61 デバイスの管理

使用されるSCSIロボティクスドライバの種類は、ハードウェアに応じて使い分けます。GSC/
HSCまたはPCIバスを搭載しているシステムの場合は、SCSIオートチェンジャドライバschgr
が、EISAを搭載しているシステムの場合はSCSIパススルードライバsctlが、それぞれ事
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前にカーネルに組み込まれています。ただし、NIOバスを搭載したHPサーバーの場合
は、sptという名前のSCSIパススルードライバを使用します。このドライバは、デフォルトで
システムにインストールされていますが、カーネルには組み込まれていません。

SCSIロボティクスドライバがカレントカーネルにまだリンクされていない場合は、手作業で
追加して、接続されているテープライブラリのロボティクスに割り当てる必要があります。

SCSIロボティクスドライバを手作業でカーネルに追加して再ビルドするには、以下の手順
に従ってください。

ヒント：

HP-UXプラットフォームでは、HP System Administration Manager (SAM)ユー
ティリティを使用してカーネルをビルドすることもできます。第2章の「HP-UXクライア
ントのインストール」（99ページ）を参照してください。

目的のライブラリにSCSIロボティクスドライバがすでに割り当てられているかどうかをチェッ
クするには、/opt/omni/sbin/ioscan -fコマンドを 使います。

図 62 SCSIパススルードライバ(sctl)のステータス

図62（403ページ）では、SCSIパススルードライバsctlがExabyteテープデバイスの制御デ
バイスに割り当てられています。対応するハードウェアパス(H/W Path)は8/12.2.0です。
(SCSI=2, LUN=0)

同じSCSIバスに接続されているテープドライブがありますが、このテープドライブを制御し
ているドライバはstapeです。対応するハードウェアパス(H/W Path)は8/12.1.0です。
(SCSI=0, LUN=0)
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重要：

SCSIアドレス7はSCSIコントローラが常時使用しています。ただし、ioscan -fコマン
ドによる出力には、それを示す行は表示されません。上記の例では、SCSIコントロー
ラはsctlによって管理されています。

図 63 SCSIパススルードライバsptのステータス

図63（404ページ）に示す例では、ロボティクス付きのテープデバイスが接続されており、
SCSIパススルードライバsptによって制御されています。このデバイスは、HP StorageWorks
12000eテープライブラリで、SCSIアドレス4を割り当てられており、ハードウェアパス52で
SCSIバスに接続されています。対応するハードウェアパスは52.4.1です。ロボティクスに
は、SCSIパススルードライバsptが正しく割り当てられています。

sctl、spt、またはschgrのドライバがロボティクスに割り当てられていない場合は、ロボ
ティクスのH/W Pathをsystemファイルのドライバステートメントに追加し、カーネルを再ビ
ルドする必要があります。以下の手順に従ってください。

以下は、SCSIロボティクスドライバを手作業でカーネルに追加してロボティクスに割り当
て、カーネルを手作業で再ビルドする手順を説明したものです。

1. rootユーザーとしてログインし、以下のディレクトリに移動します。

cd /stand/build

2. 次のコマンドを実行して、既存のカーネルから新しいシステムファイルを作成します。

/usr/lbin/sysadm/system_prep -s system
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3. どのSCSIロボティクスドライバが、カレントカーネルに組み込まれているかをチェック
します。/standディレクトリから、以下のコマンドを入力してください。

grep SCSI Robotic Driversystem

ここで、SCSI Robotic Driverにはspt、sctl、またはschgrを指定します。ドライバ
がカレントカーネルにすでに組み込まれている場合は、対応する行が表示されます。

4. エディタを使って、/stand/build/systemファイルに以下のドライバステートメントを
追加します。

driver H/W Path spt

/stand/build/systemファイルに追加するステートメントのH/W Pathには、デバイス
の完全なハードウェアパスを指定します。

HP StorageWorks 12000eテープライブラリの場合には、以下のように入力します。

driver 52.4.1 spt

同じシステムに複数のライブラリが接続されている場合は、それぞれのライブラリロボ
ティクスについて、適切なハードウェアパスを指定するドライバ行を追加する必要が
あります。

schgrドライバを構成する場合は、ドライバステートメントに次の行を追加します。

schgr

5. mk_kernel -s./systemコマンドを入力して、新しいカーネルをビルドします。

6. 元のシステムファイルを別の名前で保存し、新しいシステムファイルを元のシステム
ファイルにコピーして上書きします。これにより、新しいシステムファイルの内容が適
用されます。

mv /stand/system /stand/system.prev

mv /stand/build/system /stand/system

7. 元のカーネルを別の名前で保存し、新しいカーネルを元のカーネルにコピーして上
書きします。これにより、新しいカーネルの内容が適用されます。

mv /stand/vmunix /stand/vmunix.prev

mv /stand/vmunix_test /stand/vmunix

8. 新しいカーネルから以下のコマンドを入力して、システムを再起動します。

shutdown -r 0

9. システムを再起動したら、もう一度/usr/sbin/ioscan -fコマンドを実行して、変更内
容が適用されていることを確認します。
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HP-UX上のデバイスファイルの作成

前提条件

デバイスファイルを作成する前に、バックアップデバイスをシステムに接続しておく必要が
あります。デバイスが正しく接続されているかどうかをチェックするには、/usr/sbin/ioscan
-fコマンドを 使用します。バックアップデバイスに対するデバイスファイルを自動的に作
成するには、/usr/sbin/infs -eコマンドを 使用します。

特定のバックアップデバイスに対応するデバイスファイルが、システムの初期化処理(ブー
ト処理)中またはinfs -eコマンドの実行後に作成されていない場合は、そのデバイスファ
イルを手作業で作成する必要があります。ライブラリ制御デバイス(ライブラリロボティクス)
の管理に必要なデバイスファイルがこれに該当します。

ここでは、HP-UXシステムに接続されたHP StorageWorks 12000eライブラリデバイス(ライ
ブラリロボティクス)のデバイスファイルを作成する例を示します。このテープドライブのデ
バイスファイルは、システムの再ブート後に自動作成されますが、制御デバイスのデバイ
スファイルは手作業で作成する必要があります。

図63（404ページ）は、HP-UXシステム上でioscan -fコマンドを実行したときに表示され
るリストの例を示したものです。

図 64 接続済みデバイスのリスト

この例のSCSIバスインタフェースは、scsi1システムドライバによって制御されています。
これは、SCSI NIOインタフェースです。SCSI NIOバス上のライブラリロボティクスにアクセ
スするには、SCSIパススルードライバsptを使用する必要があります。このドライバはすで
にインストールされており、HP StorageWorks 12000eテープデバイスのロボティクスに割
り当てられています。ハードウェアパスは52.4.1です。
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注記：

SCSI NIOベースのバスインタフェースを使用しない場合は、sptドライバではなく、
sctlドライバが必要になります。

デバイスファイルを作成するには、SCSIパススルードライバのメジャー番号とマイナー番
号を取得しておく必要があります(なお、マイナー番号は、どちらのドライバの場合も共通
です)。

sptのメジャー番号を取得するには、以下のシステムコマンドを実行します。

lsdev -d spt

図64（406ページ）の例の場合、このコマンドを実行すると、メジャー番号 75が返されます。

sctlのメジャー番号を取得するには、以下のシステムコマンドを実行します。

lsdev -d sctl

この場合は、コマンドを実行すると、メジャー番号 203が返されます。

どちらのSCSIパススルードライバの場合も、共通のマイナー番号は以下の形式をとりま
す。

0xIITL00

II -> ioscan -fの出力に示されるSCSIバスインタフェースのインスタンス番号(デバイ
スそのものの番号ではない)は、リストの二番目の列(Iの列)に表示されます。この例では、
インスタンス番号は0なので、2桁の16進数00を入力する必要があります。

T ->ライブラリロボティクスのSCSIアドレス。この例では、SCSIアドレスは4なので、4を入力
します。

L ->ライブラリロボティクスのLUN 番号。この例では、LUN番号は1 なので、 1と入力しま
す。

00 -> 2桁の16進値ゼロ。

デバイスファイルの作成

デバイスファイルは、以下のコマンドで作成します。

mknod /dev/spt/devfile_name c Major # Minor #

通常、sptのデバイスファイルは/dev/sptまたは/dev/scsiディレクトリに保存します。こ
の例の場合、制御デバイスファイルを/dev/spt/SS12000eという名前で保存します。

/dev/sptディレクトリにSS12000eという名前のデバイスファイルを作成するには、以下の
ように入力します。
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mknod /dev/spt/SS12000e c 75 0x004100

sctlのデバイスファイルを作成してSS12000eという名前で/dev/scsiディレクトリに保存す
るには、以下のように入力します。

mknod /dev/scsi/SS12000e c 203 0x004100

SCSIコントローラのパラメータの設定
Data Protectorでは、デバイスのブロックサイズを変更できますが、一部のSCSIコントロー
ラで64KBを超えるブロックサイズの書き込みを可能にするには、パラメータ設定の変更が
必要になる場合があります。

WindowsシステムでAdaptec SCSIコントローラやAdaptecチップセット搭載のSCSIコントロー
ラのパラメータを設定するには、そのコントローラのレジストリ値を編集します。

1. 次のレジストリ値を設定します。HKEY_LOCAL_MACHINE\SYSTEM\CurrentControlSet\
Services\ aic78xx\Parameters\Device0\MaximumSGList

2. 4KBサイズのブロックの数に1を加えたDWORD値を入力します。

MaximumSGList = (OBBlockSize in kB / 4) + 1

たとえば、260KBまでのブロックサイズを有効にするには、MaximumSGListの値を少
なくとも(260 / 4) + 1 = 66に設定します。

3. システムを再起動します。

注記：

このレジストリ値では、ブロックサイズの上限を設定します。デバイスで実際に使用
するブロックサイズは、デバイス構成用のData Protector GUIを使って設定する必要
があります。

HP-UX上の未使用のSCSIアドレスの取得
HP-UXシステムに接続したバックアップデバイスのアクセスと制御は、デバイスファイルを
通じて行い、各物理デバイスに対応するデバイスファイルが必要です。デバイスファイル
を作成する前に、新しいデバイスに割り当てることのできる未使用のSCSIアドレス(ポート)
を見つける必要があります。

HP-UXでは、/usr/sbin/ioscan -fシステムコマンドを実行して、 すでに使用されてい
るSCSIアドレスのリストを表示することができます。/usr/sbin/ioscan -fコマンドの出力
リストに含まれていないアドレスは、未使用のアドレスとみなすことができます。
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図65（409ページ）は、HP-UX 11.xシステム上で/usr/sbin/ioscan -fコマンドを実行し
たときに表示されるリストの例を示しています。

図 65 HP-UXシステム上で実行したioscan -fコマンドの出力

利用可能なSCSIアドレスは、このリストの3番目の列(H/W Path)と5番目の列(S/W State)
の値に基づいて調べることができます。3番目の列(H/W Path)の値は、以下の形式で示
されます。

SCSI_bus_H/W_Path.SCSI_address.LUN_number

この例の場合、ハードウェアパス52を使用するSCSIバスが1つだけ存在します。このバス
上のアドレスのうち、リストに表示されていない0および3が、利用可能なアドレスとなりま
す。

図65（409ページ）に示す例では、SCSIバス上のSCSIアドレスのうち、以下のアドレスがす
でに使用されています。

• SCSIアドレス1は、SCSIディスクに使用されています。

• SCSIアドレス2は、CD-ROMに使用されています。

• SCSIアドレス4、LUN 0は、テープドライブに使用されています。

• SCSIアドレス4、LUN 1は、テープライブラリロボティクスに使用されています。

• SCSIアドレス5は、SCSIディスクに使用されています。

• SCSIアドレス6は、SCSIディスクに使用されています。

• SCSIアドレス7は、SCSIコントローラに使用されています。

注記：

リストには、SCSIアドレス7は示されていませんが、これはSCSIコントローラにデフォ
ルトで割り当てられるアドレスです。
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どのデバイスについても、S/W State 列にはCLAIMEDと示されており、またH/W Type列に
はH/W DEVICEと示されていますが、これはデバイスが現在接続されていることを意味して
います。システムからアクセスできないデバイスがある場合は、そのデバイスのS/W State
列の値がUNCLAIMEDになり、H/W Type列の値がNO-HWになります。

SCSIアドレス4は、テープライブラリに使用されています。このアドレスのLUN 0はテープド
ライブに、LUN 1はロボティクスに、それぞれ割り当てられています。このドライブはtape2
ドライバによって制御されており、ロボティクスはSCSIパススルードライバsptによって制御
されています。説明を見ると、デバイスがHP StorageWorks 12000eライブラリであることが
確認できます。このライブラリはテープドライブとロボティックスと同じSCSIアドレスを使用
しますが、異なるLUNを使用するため、SCSIライブラリから簡単に見つけることができま
す。

SCSIバス全体は、scsi1インタフェースモジュールによって制御されています。

Solarisシステム上の未使用のSCSIターゲットIDの取得
Solarisシステムに接続されたバックアップデバイスのアクセスおよび制御は、デバイスファ
イルを通じて行われます。このデバイスファイルは、バックアップデバイスを接続してクラ
イアントシステムとバックアップデバイスの電源を投入した時点で、Solaris オペレーティン
グシステムにより/dev/rmtディレクトリに自動的に作成されます。

ただしバックアップデバイスを接続する前に、使用可能なSCSIアドレスを確認し、未割り
当てのアドレスをバックアップデバイスに設定するよう注意してください。

Solarisシステム上で使用可能なSCSIアドレスを調べるには、以下の操作を行います。

1. Stop + Aを押して、システムを停止します。

2. okプロンプトからprobe-scsi-allコマンドを実行します。

probe-scsi-all

ここで、probe-scsi-allコマンドを実行する前に、reset-allコマンドを実行するよ
う、システムから求められる場合があります。

3. 通常操作に戻るには、ok プロンプトにgoと入力します。

go

使用可能なアドレスを調べてバックアップデバイス用のアドレスを選択したら、デバイスを
接続して起動する前に、関連する構成ファイルを更新しなければなりません。構成ファイ
ルの更新方法は、次の項を参照してください。
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Solarisシステム上でのデバイスおよびドライバ構成の更
新

構成ファイルの更新

デバイスおよびドライバの構成には、次の構成ファイルが使用されます。接続されたデバ
イスを使用する前に、これらのファイルを確認し、必要に応じて編集してください。

• st.conf

• sst.conf

st.conf:すべてのデバイス

このファイル は、テープデバイスが接続された各Data Protector Solarisクライアント上に
必要です。ファイル内には、そのクライアントに接続されているすべてのバックアップデバ
イスに関するデバイス情報とSCSIアドレスが記述されていなければなりません。シングル
ドライブデバイスについては単一のSCSIエントリが必要で、マルチドライブライブラリデバ
イスについては複数のSCSIエントリが必要です。

1. 前の項の説明に従ってクライアント上で使われていないSCSIアドレスを調べ、接続
するデバイス用のアドレスを選択してください。

2. 選択したSCSIアドレスをバックアップデバイス上で設定します。

3. クライアントシステムの電源を切ります。

4. バックアップデバイスを接続します。

5. 最初にデバイスの電源を投入し、次にクライアントシステムの電源を投入します。

6. Stop + Aを押して、システムを停止します。

7. ok プロンプトからprobe-scsi-allコマンドを実行します。

probe-scsi-all

これにより、接続したSCSIデバイスに関する情報(新たに接続したバックアップデバイ
スの正しいデバイスID文字列など)が取得されます。

8. 通常操作に戻るには、次のように入力します。

go
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9. /kernel/drv/st.confファイルを編集します。このファイルはSolaris st (SCSIテー
プ)ドライバで使用されます。ファイル内には、Solarisが正式にサポートするデバイス
の一覧と、サードパーティデバイス用の構成エントリが記述されています。サポート
対象のデバイスを使用する場合は、デバイスを接続するだけで、追加の構成作業を
行わなくても使用できるはずです。サポート対象外のデバイスについては、次の種
類のエントリをst.confファイルに追加しなければなりません。

• テープ構成リストエントリ(およびテープデータの変数定義)。ファイル内には、コ
メントアウトされた形でエントリ例が記述されています。いずれかのエントリをその
まま使用するか(該当する場合)、必要に応じて変更してください。

このエントリは、ファイル内の最初のname=エントリよりも前に、次の形式で記述し
なければなりません。

tape-config-list= "Tape unit", "Tape reference name", "Tape data";

各部分の説明:

Tape unit テープデバイスのベンダーおよび製
品IDを指定します。この文字列は、
デバイス製造元のドキュメントに記載
されているとおりに正確に指定しな
ければなりません。

Tape reference name 各自が選択した名前を指定します。
システムはこの名前でテープデバイ
スを識別します。指定した名前によ
りテープ製品IDが変更されることは
ありませんが、システムのブート時に
は、システムにより認識された周辺
デバイスの一覧に、この参照名
(reference name)が示されます。

Tape data 追加されるテープデバイスの一連の
構成項目を参照する変数です。変
数定義も、デバイス製造元のドキュ
メントに記載されているとおりに正確
に指定しなければなりません。

例:

tape-config-list= “Quantum DLT4000”, “Quantum DLT4000”, “DLT-data”;

DLT-data = 1,0x38,0,0xD639,4,0x80,0x81,0x82,0x83,2;

デバイスとメディア関連タスク412



2番目のパラメータである0x38は、テープタイプDLTtapeを「その他SCSIドライブ」
として指定しています。ここに指定する値は/usr/include/sys/mtio.h内に定
義されていなければなりません。

注記：

テープ構成リスト内の最後のエントリの後ろには、必ずセミコロン (;)を付け
てください。

• マルチドライブデバイスの場合は、ターゲットエントリは次のようになります。

name="st" class="scsi"

target=X lun=Y;

各部分の説明:

X データドライブ(またはロボティクス機構)に割り当てるSCSIポートです。

Y 論理ユニット番号です。

例:

name="st" class="scsi"

target=1 lun=0;

name="st" class="scsi"

target=2 lun=0

通常 st.confファイルには、ドライブ用のターゲットエントリのみを指定する必要
があり、別のターゲット上にあるロボティクス機構用のエントリは必要ありません。
ロボティクス機構用のエントリは、通常sst.confファイルに指定します(詳細は以
下を参照)。ただしHP StorageWorks 24x6などの一部のデバイスでは、ロボティ
クス機構が他のドライブと同様に取り扱われます。この場合は、同一のターゲット
と異なるLUNを指定した2つのエントリ(ドライブ用とロボティクス用に１つずつ)が
必要です。

例:

name="st" class="scsi"

target=1 lun=0;

name="st" class="scsi"

target=1 lun=1
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sst.conf:ライブラリデバイス

このファイル は、マルチドライブライブラリデバイスが接続された各Data Protector Solaris
クライアント上に必要です。通常このファイルには、クライアントに接続された各ライブラリ
デバイスのロボティクス機構のSCSIアドレス用エントリを指定する必要があります。ただし、
前の項で説明したように、HP StorageWorks 24x6などの一部の例外もあります。

1. sstドライバ(モジュール)と構成ファイルsst.confを、次のディレクトリにコピーします。

• 32ビットオペレーティングシステムの場合

$cp /opt/omni/spt/sst /usr/kernel/drv/sst

$cp /opt/omni/spt/sst.conf /usr/kernel/drv/sst.conf

• 64ビットオペレーティングシステムの場合

$cp /opt/omni/spt/sst.64bit /usr/kernel/drv/sparcv9/sst

$cp /opt/omni/spt/sst.conf /usr/kernel/drv/sst.conf

2. sst.confファイルを開いて、次のエントリを追加します。

name="sst" class="scsi" target=X lun=Y;

各部分の説明:

X ロボティクス機構のSCSIアドレスを指定します。

Y 論理ユニットを指定します。

例:

name="sst" class="scsi" target=6 lun=0;

3. ドライバをSolarisカーネルに追加します。

add_drv sst

デバイスファイルの作成とチェック

構成ファイルの設定とドライバのインストールが終了したら、次の手順に従って新しいデ
バイスファイルを作成してください。

1. /dev/rmtディレクトリから、既存のデバイスファイルをすべて削除します。次のコマン
ドを入力してください。

cd /dev/rmt rm *

2. 次のコマンドを入力してシステムをシャットダウンします。

shutdown -i0 -g0
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3. 次のコマンドを入力してシステムを再起動します。

boot -rv

bootコマンドにrスイッチを指定すると、カーネルのコンパイルが実行され、テープデ
バイスとの通信に使われる専用のデバイスファイルが作成されます。またvスイッチを
指定することで、システム起動の詳細モード表示が有効化されます。詳細モードを
指定した場合は、起動処理の/devicesディレクトリ構成段階で、デバイスが接続さ
れたことを示すために、ユーザーが選択したTape reference name(テープ参照
名)文字列が表示されます。

4. 次のコマンドを入力してインストール結果を確認します。

mt -t /dev/rmt/0 status

このコマンドの出力は、構成されたドライブにより異なります。およそ以下のようにな
ります。

Quantum DLT7000 tape drive:sense key(0x6)= Unit Attention residual=
0 retries= 0 file no= 0 block no= 0

5. 再起動が完了したら、コマンドls -allを使用して、作成されたデバイスファイ
ルを確認できます。ライブラリデバイスの場合、このコマンドの出力は次のようにな
ります。

/dev/rmt/0hb 1番目のテープドライブ用

/dev/rmt/1hb 2番目のテープドライブ用

/dev/rsst6 ロボティクスドライブ用

Windowsシステム上の未使用のSCSIターゲットIDの取得
Windowsシステム上で未使用のSCSIターゲットID(アドレス)を調べるには、以下の手順に
従ってください。

1. Windowsの[コントロールパネル]で、[SCSIアダプタ]をクリックします。

2. SCSIアダプタに接続されているデバイスのリストで、各デバイスのプロパティをチェッ
クします。デバイスの名前をダブルクリックし、[設定]をクリックして、プロパティページ
を開きます。図66（416ページ）を参照してください。

このページに示されるSCSIターゲットIDとLUN (論理ユニット番号)を確認してく
ださい。この方法で、どのSCSIターゲットIDとLUNがすでに使用されているかを調
べることができます。
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図 66 デバイスの設定

HP StorageWorks 330fxライブラリ上のSCSI IDの設定
ロボティクスおよびドライブに割り当てることのできる未使用のSCSI IDを選択し、ライブラ
リデバイスのコントロールパネルを使って、ロボティクスとドライブをチェックおよび構成す
ることができます。

例:HP StorageWorks 330fxライブラリを使用する場合は、SCSI IDの構成を以下の手順で
チェックできます。

1. READY 状態から[NEXT]を押します。 ADMIN*が表示されます。

2. [ENTER]を押し、パスワードプロンプトに対してパスワードを入力します。

3. TEST*が表示されたら、SCSI ID*が表示されるまで[NEXT]を押します。

4. [ENTER]を押します。VIEW IDs*が表示されます。

5. [ENTER]を押します。JKBX ID 6 LUN 0が表示されます。

6. [NEXT]を押します。DRV 1 ID 5 LUN 0が表示されます。

7. [NEXT]を押します。DRV 2 ID 4 LUN 0が表示されます。以下同様に続きます。

READY 状態に戻るには、[CANCEL]を数回押してください。
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バックアップデバイスの接続
ここでは、HP-UXシステム、Solarisシステム、Linuxシステム、またはWindowsシステムに
バックアップデバイスを接続する際の一般的な手順を示します。

1. バックアップデバイスを接続するクライアントを選択します。

2. 選択したシステムにMedia Agentをインストールします。「Data Protectorクライアント
のリモートインストール」（82ページ）を参照してください。

3. デバイスに割り当て可能な未使用のSCSIアドレスを調べます。HP-UXシステムにつ
いては、「HP-UX上の未使用のSCSIアドレスの取得」（408ページ）を参照してくださ
い。Solarisシステムについては、「Solarisシステム上の未使用のSCSIターゲットIDの
取得」（410ページ）を参照してください。Windowsシステムについては、「Windowsシ
ステム上の未使用のSCSIターゲットIDの取得」（415ページ）を参照してください。

• HP-UXシステムにデバイスを接続する場合は、必要なドライバがすでにインス
トールされており、現在のカーネルに組み込まれていることをチェックします。
「HP-UXのカーネル構成のチェック」（100ページ）を参照してください。

SCSIパススルードライバを構成する必要がある場合は、「HP-UX上のSCSIロボ
ティクス構成」（401ページ）を参照してください。

• Solarisシステムに接続する場合は、必要なドライバがインストールされており、イ
ンストールするデバイスにあわせて構成ファイルが更新されていることを確認し
てください。「Solarisシステム上でのデバイスおよびドライバ構成の更新」（411ペー
ジ）を参照してください。ここでは、 sst.confファイルの更新方法についても説
明しています。SCSIパススルードライバを構成する場合は、このファイルを更新
する必要があります。

• Windowsクライアントに接続する場合は、Windowsシステムのバージョンにより、
ネイティブテープドライバをロードまたは無効化します。「Windowsでのテープド
ライバおよびロボティクスドライバの使用」（397ページ）を参照してください。

Data Protector用としてすでに構成されており、ネイティブテープドライバを使用
していないデバイスについて、そのデバイスのネイティブテープドライバをロード
する場合は、そのデバイスを参照しているすべての構成済み Data Protector 論
理デバイスのデバイスファイル名を変更する必要があります。たとえば、
scsi1:0:4:0からtape3:0:4:0のような変更が必要です。

適切なデバイスファイル名の詳細は、「Windows上でのデバイスファイル(SCSIア
ドレス)の作成」（400ページ）を参照してください。
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4. デバイスのSCSIアドレス(ID)を設定します。デバイスの種類にもよりますが、通常は
SCSIアドレスをデバイス上のスイッチを使用して設定できます。詳細は、使用するデ
バイスのマニュアルを参照してください。

設定例は、「HP StorageWorks 330fxライブラリ上のSCSI IDの設定」（416ページ）を
参照してください。

サポート対象デバイスの詳細は、http://www.hp.com/support/manualsを参照してく
ださい。

注記：

AdaptecSCSIアダプタがインストールされており、SCSIデバイスが接続されてい
るWindowsシステムの場合は、システムが正常にSCSIコマンドを実行できるよう
にHost Adapter BIOSオプションを設定する必要があります。

Host Adapter BIOSオプションを設定するには、システムのブート中にCtrl+Aを押
してSCSIアダプタメニューを表示
し、[Configure/View Host Adapter Settings]、[Advanced Configuration Options]
を選択して、[Host Adapter BIOS]オプションを有効にします。
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5. デバイス、コンピュータの順に電源を投入します。ブート処理が完了するまで待ちま
す。新しいバックアップデバイスがシステムによって正しく認識されていることを確認
します。

• HP-UXシステムの場合は、ioscanユーティリティを以下のコマンドで実行してく
ださい。

/usr/sbin/ioscan -fn

このコマンドを実行すると、接続済みのデバイスをハードウェアパスおよびデバ
イスファイルとともに示すリストが出力されます。このリストを調べて、新しいデバイ
スに正しいSCSIアドレスが割り当てられていることを確認してください。

デバイスファイルがブート処理中に自動生成されない場合は、手作業で作成す
る必要があります。「HP-UX上のデバイスファイルの作成」（406ページ）を参照し
てください。

• Solarisシステム上の/dev/rmtディレクトリで、ls -allコマンドを実行すると、接
続済みのデバイスをハードウェアパスおよびデバイスファイルとともに示すリスト
が出力されます。このリストを調べて、新しいデバイスに正しいSCSIアドレスが割
り当てられていることを確認してください。

• Linuxシステム上の/dev/rmtディレクトリで、ls -allコマンドを実行すると、接続
済みのデバイスをハードウェアパスおよびデバイスファイルとともに示すリストが
出力されます。このリストを調べて、新しいデバイスに正しいSCSIアドレスが割り
当てられていることを確認してください。

• Windowsシステムの場合、devbraユーティリティを使用すると、新しいバックアッ
プデバイスが正しく認識されたかどうかを確認できます。Data_Protector_home\
binディレクトリに移動して、次のコマンドを実行します。

devbra -dev

devbraコマンドの出力リストでは、接続済みで正しく構成されている各デバイス
について、以下の行が表示されます。

backup device specification

hardware_path

media_type

...........

たとえば、以下のようなリストが出力されます。

HP:C1533A

tape3:0:4:0

DDS

...

...
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この例の場合、ドライブインスタンス番号3のHP DDSテープデバイス(ネイティブ
テープドライバがロードされている状態)がSCSIバス0に接続されており、SCSIター
ゲットID 4およびLUN番号0が割り当てられています。

以下のようなリストが出力される場合もあります。

HP:C1533A

scsi1:0:4:0

DDS

...

...

この例の場合、HP DDSテープドライブ(ネイティブテープドライバがアンロードさ
れた状態)がSCSIバス0上のSCSIポート1に接続されており、テープドライブにSCSI
ターゲットID 4およびLUN 番号 0が割り当てられています。

• AIXシステムの場合は、lsdevユーティリティを以下のコマンドで実行してくださ
い。

lsdev -C

接続されているデバイスと、対応するデバイスファイルについて、リストが表示さ
れます。

ハードウェア圧縮

最近のバックアップデバイスは、ハードウェア圧縮機能が組み込まれているものが大半で
す。ハードウェア圧縮は、デバイス構成手順でデバイスファイルまたはSCSIアドレスを作
成するときに有効化できます。詳細な手順については、オンラインヘルプを参照してくだ
さい。

ハードウェア圧縮は、Media Agentクライアントから元のデータを受信したデバイスによっ
て行われ、デバイスは圧縮モードでデータをテープに書き込みます。ハードウェア圧縮を
使うと、テープに書き込まれるデータのサイズが小さくなるため、テープドライブがデータ
を受信する速度が向上します。

ソフトウェア圧縮が使用されハードウェア圧縮が無効になっている場合、データはDisk
Agentにより圧縮され、圧縮された形でMedia Agentに送信されます。ソフトウェア圧縮を
使用した場合は、圧縮アルゴリズムによりDisk Agentシステムのリソースが大量に消費さ
れますが、ネットワークの負荷は軽減されます。

ハードウェア圧縮をWindows上で有効化するには、デバイスやドライブのSCSIアドレスの
最後に“C”を追加してください。(例:scsi:0:3:0C [テープドライバがロードされている場合
はtape2:0:1:0C])。デバイスがハードウェア圧縮をサポートしている場合は、ハードウェア
圧縮が使用されます。サポートしていない場合、Cオプションは無視されます。

ハードウェア圧縮をWindows上で無効化するには、デバイスやドライブのSCSIアドレスの
末尾に“N”を追加してください(例:scsi:0:3:0:N)。
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ハードウェア圧縮をUNIX上で有効化/無効化するには、適切なデバイスファイルを選択
してください。詳細は、デバイスやオペレーティングシステムのマニュアルを参照してくだ
さい。

この次に行う作業

ここまでの段階で、バックアップデバイスを正しく接続できたら、次にバックアップデバイス
およびメディアプールを構成します。その他の構成タスクの詳細は、オンラインヘルプの
索引「構成、バックアップデバイス」を参照してください。

システム上には、Media Agentをインストールしておく必要があります。手順の詳細は、
「Data Protectorクライアントのリモートインストール」（82ページ）を参照してください。

この後の項では、HP StorageWorks Standalone 24テープデバイス、HP StorageWorks
12000eライブラリ、およびHP StorageWorks DLTライブラリ28/48スロットを、それぞれ
HP-UXシステムまたはWindowsシステムに接続する場合の手順を説明します。

StorageWorks 24スタンドアロンデバイスの接続

StorageWorks 24 DDSバックアップデバイスは、DDS3テクノロジーに基づくスタンドアロン
テープドライブです。

HP-UXシステムに接続する場合

HP StorageWorks 24スタンドアロンデバイスをHP-UXシステムに接続するには、以下の
手順に従ってください。

1. 必要なドライバ(stapeまたはtape2)がすでにインストールされており、カレントカー
ネルに組み込まれていることをチェックします。「HP-UXのカーネル構成のチェック」
（100ページ）を参照してください。

2. テープドライブに割り当て可能な未使用のSCSIアドレスを探します。「HP-UX上の未
使用のSCSIアドレスの取得」（408ページ）を参照してください。

3. デバイスのSCSIアドレス(ID)を設定します。デバイス背面のスイッチを使用してくださ
い。

詳細は、使用するデバイスのマニュアルを参照してください。

4. デバイス、コンピュータの順に電源を投入し、ブート処理が完了するまで待ちます。

インストールおよびライセンスガイド 421



5. 新しいテープドライブがシステムによって正しく認識されていることを確認します。
ioscanユーティリティを以下のコマンドで実行してください。

/usr/sbin/ioscan -fn

このコマンドを実行すると、接続済みのデバイスをハードウェアパスおよびデバイス
ファイルとともに示すリストが出力されます。このリストを調べて、新たに接続したテー
プドライブに正しいSCSIアドレスが割り当てられていることを確認してください。なお、
このドライブのデバイスファイルは、ブート処理中に自動生成されます。

この次に行う作業

デバイスを正しく接続したら、オンラインヘルプの索引「構成、バックアップデバイス」を参
照して、新しく接続したデバイスのData Protectorバックアップデバイスを構成する手順を
確認してください。

Windowsシステムに接続する場合

HP StorageWorks 24スタンドアロンデバイスをWindowsシステムに接続するには、以下の
手順に従ってください。

1. テープドライブに割り当て可能な未使用のSCSIアドレス(ターゲットID)を探します。
「Windowsシステム上の未使用のSCSIターゲットIDの取得」（415ページ）を参照してく
ださい。

2. デバイスのSCSIアドレス(ID)を設定します。デバイス背面のスイッチを使用してくださ
い。詳細は、使用するデバイスのマニュアルを参照してください。

3. デバイス、コンピュータの順に電源を投入します。ブート処理が完了するまで待ちま
す。

4. 新しいテープドライブがシステムによって正しく認識されていることを確認します。
devbraコマンドを Data_Protector_home\binディレクトリから実行します。以下のよ
うに入力してください。

devbra -dev

devbraコマンドの出力リストに、HP StorageWorks 24スタンドアロンデバイスのテー
プドライブが含まれていることを確認してください。

この次に行う作業

デバイスを正しく接続したら、オンラインヘルプの索引「構成、バックアップデバイス」を参
照して、新しく接続したデバイスのData Protectorバックアップデバイスを構成する手順を
確認してください。
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HP StorageWorks DATオートローダーの接続

HP StorageWorks 12000eとStorageWorks DAT24x6の各ライブラリは、6つのカートリッジ
を格納できるライブラリです。ドライブとロボティクスアームを１つずつ備えています。アー
ムによって、ドライブ上のカートリッジが交換されます。また、ダーティテープ検出機能も
組み込まれています。

HP-UXシステムに接続する場合

HP StorageWorks 12000eライブラリデバイスをHP-UXシステムに接続するには、以下の
手順に従ってください。

1. オートローダーの裏側のモードスイッチを6に設定してください。

2. 必要なドライバ(stapeまたはtape2)がすでにインストールされており、カレントカー
ネルに組み込まれていることをチェックします。「HP-UXのカーネル構成のチェック」
（100ページ）を参照してください。

3. 必要なSCSIパススルードライバ(sctlまたはspt)がインストールされており、カレン
トカーネルに組み込まれていることを確認します。「HP-UX上のSCSIロボティクス構
成」（401ページ）を参照してください。

4. テープドライブとロボティクスに割り当て可能な未使用のSCSIアドレスを探します。
「HP-UX上の未使用のSCSIアドレスの取得」（408ページ）を参照してください。

注記：

HP StorageWorks 12000eライブラリは、テープドライブとロボティクスに同じ
SCSIアドレス上の異なるLUNを割り当てるように設計されています。

5. デバイスのSCSIアドレス(ID)を設定します。詳細は、使用するデバイスのマニュアル
を参照してください。

6. デバイス、コンピュータの順に電源を投入します。ブート処理が完了するまで待ちま
す。

7. 新しいテープドライブがシステムによって正しく認識されていることを確認します。以
下のコマンドでioscanユーティリティを実行してください。

/usr/sbin/ioscan -fn

このコマンドを実行すると、接続済みのデバイスをハードウェアパスおよびデバイス
ファイルとともに示すリストが出力されます。このリストを調べて、新たに接続したテー
プドライブに正しいSCSIアドレスが割り当てられていることを確認してください。
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8. ドライブのデバイスファイルはブート処理中に自動生成されますが、ロボティクスのデ
バイスファイルは手作業で作成する必要があります。「HP-UX上のデバイスファイル
の作成」（406ページ）を参照してください。

9. 新たに作成したライブラリロボティクスのデバイスファイルが、システムによって正しく
認識されていることを確認します。以下のコマンドでioscanユーティリティをもう一度
実行してください。

/usr/sbin/ioscan -fn

コマンドの出力リストに新しいデバイスファイルが含まれていることを確認します。

この次に行う作業

ライブラリデバイスを正しく接続したら、オンラインヘルプの索引「構成、バックアップデバ
イス」を参照して、新しく接続したデバイスのData Protectorバックアップデバイスを構成
する手順を確認してください。

Windowsシステムに接続する場合

HP StorageWorks 12000eライブラリデバイスをWindowsシステムに接続するには、以下の
手順に従ってください。

1. オートローダーの裏側のモードスイッチを6に設定してください。

2. テープドライブとロボティクスに割り当て可能な未使用のSCSIアドレスを探します。
「Windowsシステム上の未使用のSCSIターゲットIDの取得」（415ページ）を参照してく
ださい。

3. デバイスのSCSIアドレス(ID)を設定します。詳細は、使用するデバイスのマニュアル
を参照してください。

注記：

HP StorageWorks 12000eライブラリは、テープドライブとロボティクスに同じ
SCSIアドレス上の異なるLUNを割り当てるように設計されています。

4. デバイス、コンピュータの順に電源を投入し、ブート処理が完了するまで待ちます。

5. 新たに接続したテープドライブとロボティクスが、システムによって正しく認識されて
いることを確認します。Data_Protector_home\binディレクトリに移動して、次のコマ
ンドを実行します。

devbra -dev

devbraコマンドの出力リストに、HP StorageWorks 12000eライブラリデバイスのテー
プドライブとロボティクスが含まれていることを確認してください。
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この次に行う作業

ライブラリデバイスを正しく接続したら、オンラインヘルプの索引「構成、バックアップデバ
イス」を参照して、新しく接続したデバイスのData Protectorバックアップデバイスを構成
する手順を確認してください。

HP StorageWorks DLTライブラリ28/48 スロットの接続

HP StorageWorks DLTライブラリ28/48 スロットは、エンタープライズ環境用のマルチドラ
イブライブラリです。80～600 GBのバックアップ容量を提供します。複数のデータチャネ
ル、1つのメールスロット、1つのバーコードリーダーを備えたDLT 4000またはDLT 7000
のドライブが4つあります。

HP-UXシステムに接続する場合

HP-UXシステムにHP StorageWorks DLTライブラリ28/48スロットを接続するには、以下
の手順に従ってください。

1. 必要なドライバ(stapeまたはtape2)がすでにインストールされており、カレントカー
ネルに組み込まれていることをチェックします。「HP-UXのカーネル構成のチェック」
（100ページ）を参照してください。

2. 必要なSCSIパススルードライバ(sctlまたはspt)がインストールされており、カレン
トカーネルに組み込まれていることを確認します。「HP-UX上のSCSIロボティクス構
成」（401ページ）を参照してください。

3. テープドライブとロボティクスに割り当て可能な未使用のSCSIアドレスを探します。
「HP-UX上の未使用のSCSIアドレスの取得」（408ページ）を参照してください。

注記：

HP StorageWorks DLTライブラリ28/48スロットには、4つのテープドライブと
ロボティクスを搭載しているため、すべてのテープドライブを使用するには
合計5つの未使用のSCSIアドレスが必要です。テープドライブとロボティクス
ごとに異なるSCSIアドレスを割り当てる必要があります。

4. デバイスのSCSIアドレス(ID)を設定します。詳細は、使用するデバイスのマニュアル
を参照してください。

5. デバイス、コンピュータの順に電源を投入し、ブート処理が完了するまで待ちます。
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6. 新しいテープドライブがシステムによって正しく認識されていることを確認します。以
下のコマンドでioscanユーティリティを実行してください。

/usr/sbin/ioscan -fn

このコマンドを実行すると、接続済みのデバイスをハードウェアパスおよびデバイス
ファイルとともに示すリストが出力されます。このリストを調べて、新たに接続したテー
プドライブに正しいSCSIアドレスが割り当てられていることを確認してください。

7. ドライブのデバイスファイルはブート処理中に自動生成されますが、ロボティクスのデ
バイスファイルは手作業で作成する必要があります。「HP-UX上のデバイスファイル
の作成」（406ページ）を参照してください。

8. 新たに作成したライブラリロボティクスのデバイスファイルが、システムによって正しく
認識されていることを確認します。ioscanユーティリティを以下のコマンドで実行して
ください。

/usr/sbin/ioscan -fn

コマンドの出力リストに新しいデバイスファイルが含まれていることを確認します。

この次に行う作業

HP StorageWorks DLTライブラリ28/48スロットライブラリデバイスを正しく接続したら、オ
ンラインヘルプの索引「構成、バックアップデバイス」を参照して、新しく接続したデバイス
のData Protectorバックアップデバイスを構成する手順を確認してください。

Solarisシステムに接続する場合

Solarisシステム上でHP C5173-7000ライブラリデバイスを構成するには、以下の手順に
従ってください。この例では、2つのドライブをData Protectorに接続するものと想定しま
す。

1. sstドライバ(モジュール)と構成ファイルsst.confを、次のディレクトリにコピーします。

• 32ビットオペレーティングシステムの場合

$cp /opt/omni/spt/sst /usr/kernel/drv/sst

$cp /opt/omni/spt/sst.conf /usr/kernel/drv/sst.conf

• 64ビットオペレーティングシステムの場合

$cp /opt/omni/spt/sst.64 /usr/kernel/drv/sparcv9/sst

$cp /opt/omni/spt/sst.conf /usr/kernel/drv/sparcv9/sst.conf

2. ドライバをSolarisカーネルに追加します。

add_drv sst
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3. /dev/rmtディレクトリから、既存のデバイスファイルをすべて削除します。次のコマン
ドを入力してください。

cd /dev/rmt rm *

4. Stop + Aを押して、システムを停止します。

5. okプロンプトからprobe-scsi-allコマンドを実行して、使用可能なSCSIアドレスを調
べます。

ok probe-scsi-all

ここで、probe-scsi-allコマンドを実行する前に、reset-allコマンドを実行するよ
う、システムから求められる場合があります。

ここでは、SCSIコントロールデバイスにポート6、最初のドライブにポート2、2番目のド
ライブにポート1を使用します。LUNは0です。

6. 通常操作に戻るには、次のように入力します。

ok go

7. 構成ファイルst.confを次のディレクトリにコピーします。

$cp /opt/omni/spt/st.conf /kernel/drv/st.conf

st.confファイルは各Solaris Data Protectorクライアント上に存在し、そのクライアン
トに接続されているすべてのバックアップデバイスのSCSIアドレスが記述されていま
す。

8. /kernel/drv/st.confファイルを開いて、以下の行を追加します。

tape-config-list="QUANTUM DLT7000", "Digital DLT7000", "DLT-data3";

DLT-data3 = 1,0x77,0,0x8639,4,0x82,0x83,0x84,0x85,3;

name="st" class="scsi"

target=1 lun=0;

name="st" class="scsi"

target=2 lun=0;

name="st" class="scsi"

target=6 lun=0;

これらのエントリにより、ドライブ1、ドライブ2、およびロボティクスドライブのSCSIアドレ
スが、それぞれ定義されます。
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9. 手順ステップ 1（426ページ）でコピーしたsst.confファイルを開いて、次の行を追加
します。

name="sst" class="scsi" target=6 lun=0;

注記：

このエントリは、st.confファイル内のロボティクスドライブ用のエントリと一
致していなければなりません。上の手順ステップ8（427ページ）を参照してく
ださい。

10. クライアントシステムの電源を切ってから、ライブラリデバイスを接続します。

11. 最初にライブラリデバイスの電源を投入し、次にクライアントシステムの電源を投入し
ます。

システムがブートし、ロボティクスドライブとテープドライブ用のデバイスファイルが自
動的に作成されます。これらのファイルは、ls -allコマンドを使用して一覧表示
できます。ここでは、以下のようになります。

/dev/rmt/0hb 1番目のテープドライブ用

/dev/rmt/1hb 2番目のテープドライブ用

/dev/rsst6 ロボティクスドライブ用

この次に行う作業

HP StorageWorks DLTライブラリ28/48スロットライブラリデバイスを正しく接続したら、オ
ンラインヘルプの索引「構成、バックアップデバイス」を参照して、新しく接続したデバイス
のData Protectorバックアップデバイスを構成する手順を確認してください。

Windowsシステムに接続する場合

WindowsシステムにHP StorageWorks DLTライブラリ28/48スロットを接続するには、以下
の手順に従ってください。

1. テープドライブとロボティクスに割り当て可能な未使用のSCSIアドレス(ターゲットID)
を探します。「Windowsシステム上の未使用のSCSIターゲットIDの取得」（415ページ）
を参照してください。
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2. デバイスのSCSIアドレス(ターゲットID)を設定します。詳細は、使用するデバイスのマ
ニュアルを参照してください。

注記：

HP StorageWorks DLTライブラリ28/48スロットには、4つのテープドライブと
ロボティクスを搭載しているため、すべてのテープドライブを使用するには
合計5つの未使用のSCSIアドレスが必要です。テープドライブとロボティクス
ごとに、異なるSCSIターゲットIDを割り当てる必要があります。

3. デバイス、コンピュータの順に電源を投入し、ブート処理が完了するまで待ちます。

4. 新たに接続したテープドライブとロボティクスが、システムによって正しく認識されて
いることを確認します。Data_Protector_home\binディレクトリに移動して、次のコマ
ンドを実行します。

devbra -dev

devbraコマンドの出力リストに、HP StorageWorks DLTライブラリ28/48スロットのテー
プドライブとロボティクスが含まれていることを確認してください。

この次に行う作業

HP StorageWorks DLTライブラリ28/48スロットライブラリデバイスを正しく接続したら、オ
ンラインヘルプの索引「構成、バックアップデバイス」を参照して、新しく接続したライブラ
リデバイスのData Protectorバックアップデバイスを構成する手順を確認してください。

Seagate Viper 200 LTO Ultriumテープドライブの接続

Seagate Viper 200 LTO Ultriumテープドライブは、エンタープライズ環境用のスタンドア
ロンデバイスです。100～200 GBのバックアップ容量を提供します。

Solarisシステムに接続する場合

Solarisシステム上でSeagate Viper 200 LTO Ultriumテープドライブを構成するには、以
下の手順に従ってください。
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1. このテープドライブに割り当て可能な未使用のSCSIアドレスを探します。modinfoコ
マンドまたはdmesgコマンドを使用すると、使用されているSCSIコントローラとインス
トールされているSCSIターゲットデバイスを確認できます。

dmesg | egrep “target” | sort | uniq

次のような内容が出力されます。

sd32 at ithps0:target 2 lun 0

sd34 at ithps0:target 4 lun 0

st21 at ithps1:target 0 lun 0

st22 at ithps1:target 1 lun 0

注記：

Viper 200 LTOデバイスをSolarisシステムに接続する場合は、glmまたはisp
SCSIコントローラを使用することをお勧めします。また、Ultra2 SCSIコント
ローラまたはUltra3 SCSIコントローラの使用もお勧めします。

2. /kernel/drv/st.confファイルを開いて、以下の行を追加します。

tape-config-list =

“SEAGATE ULTRIUM06242-XXX” , “SEAGATE LTO” , \

“SEAGATE_LTO”;

SEAGATE_LTO = 1, 0x7a, 0, 0x1d679, 4, 0x00, 0x00, 0x00, \

0x00, 1;

3. クライアントシステムの電源を切ってから、デバイスを接続します。

4. 最初にデバイスの電源を投入し、次にクライアントシステムの電源を投入します。

システムがブートし、テープドライブ用のデバイスファイルが自動的に作成されます。
これらのファイル一覧を出力するには、ls -allコマンドを使用します。

この次に行う作業

Seagate Viper 200 LTO Ultriumテープドライブを正しく接続したら、オンラインヘルプの
索引「構成、バックアップデバイス」を参照して、新しく接続したデバイスのData Protector
バックアップデバイスを構成する手順を確認してください。
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Windowsシステムに接続する場合

WindowsシステムにSeagate Viper 200 LTO Ultriumテープドライブを接続するには、以
下の手順に従ってください。

1. テープドライブに割り当て可能な未使用のSCSIアドレス(ターゲットID)を探します。
「Windowsシステム上の未使用のSCSIターゲットIDの取得」（415ページ）を参照してく
ださい。

2. デバイスのSCSIアドレス(ターゲットID)を設定します。詳細は、使用するデバイスのマ
ニュアルを参照してください。

1. デバイス、コンピュータの順に電源を投入し、ブート処理が完了するまで待ちます。

2. 新たに接続したテープドライブとロボティクスが、システムによって正しく認識されて
いることを確認します。Data_Protector_home\binディレクトリに移動して、次のコマ
ンドを実行します。

devbra -dev

devbraコマンドの出力リストに、新しく接続したSeagate Viper 200 LTO Ultriumテー
プドライブが含まれていることを確認してください。

この次に行う作業

Seagate Viper 200 LTO Ultriumテープドライブを正しく接続したら、オンラインヘルプの
索引「構成、バックアップデバイス」を参照して、新しく接続したデバイスのData Protector
バックアップデバイスを構成する手順を確認してください。

注記：

Seagate Viper 200 LTO UltriumテープドライブをData Protector 向けに構成する場
合は、圧縮モードが設定されていることを確認してください。このためには、次に示す
ように、ドライブのSCSIアドレスの後にCパラメータを指定します。

scsi2:0:0:0C

Novell NetWare上にインストールしたGeneral Media
Agentのチェック

Novell NetWareプラットフォームにインストールしたGeneral Media Agentを確認するには、
以下の作業を行います。

• 記憶デバイスを識別します。
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• Novell NetWareサーバーのコンソールで、General Media Agentの起動をテストしま
す。

• Novell NetWareサーバーのコンソールで、HPUMA.NLMおよびHPDEVBRA.NLMの起動を
テストします。

記憶デバイスの識別

Novell NetWare環境では、以下の形式で記憶デバイスを識別します。

adapter identification number:target identification number :logical
unit numbercompression

たとえば、“0:2:0N”という文字列は、アダプタID 0、ターゲットID 2、論理ユニット番号
(LUN)0、および圧縮なしの記憶デバイスを示します。

また、“1:1:0C”という文字列は、アダプタID 1、ターゲットID 1、論理ユニット番号(LUN)0、
および圧縮ありの記憶デバイスを示します。

General Media Agentの起動テスト

Novell NetWareシステムにGeneral Media Agentをインストールしたら、Novell NetWare
サーバーのコンソールからBackup Media Agent (HPBMA.NLM)の起動をテストできます。

ここでは、AdaptecホストバスアダプタAHA-2940を経由して、エクスチェンジャテープデバ
イスHP StorageWorks Tape 12000eにアクセスする場合の例を示します。

Data Protector *.NLMコンポーネントを起動する前に、以下の条件が満たされていること
を確認してください。

• HPINETが実行されていること。

• Adaptec SCSIホストアダプタが実行されていること。

• General Media Agentソフトウェアが、SYS:USR\OMNI\BINディレクトリにインストールさ
れていること。

• 記憶デバイスが正しく接続されていること。

• AdaptecホストバスアダプタおよびTCP/IP通信プロトコルが正しくインストールされて
おり、実行中であること。

上記の条件が満たされていれば、以下の手順に従ってください。
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1. 以下のコマンドを入力して、HPBMA.NLMをロードします。

LOAD HPBMA -name testbma -type type_number -policy policy_number
-ioctl control_device -dev data_device -tty tty_number

type type_numberオプションでは、Data Protectorのデバイスの種類を指定します。
type_numberに指定可能な値は、以下に示すとおりです。

• 1=DAT/DDS

• 2 = 1/4インチカートリッジ(QIC)

• 3 = 8mm - Exabyte

• 9 = 汎用磁気テープドライブ

• 10 =デジタルリニアテープ(DLT)

policy policy_numberオプションでは、Data Protectorでデバイスをどのように扱
うかを指定します。指定可能な値は、以下に示すとおりです。

• 1=スタンドアロンデバイス

• 10= SCSI - IIライブラリ

ioctl control_deviceオプションでは、ロボティクスのSCSIアドレスを定義します。
以下の形式で指定する必要があります。

adapter_identification_number:target_identification_number:

logical_unit_number

例:

• 0:1:1 =>制御デバイス(ロボティクス)がSCSIアダプタ0を使用し、SCSIアドレス1、
LUN 1が割り当てられていることを意味します。

dev data_deviceオプションでは、ロボティクスのSCSIアドレスを定義します。以下
の形式で指定する必要があります。

adapter_identification_number:target_identification_number:logical_unit_number

圧縮

例:

• 0:1:1C =>制御デバイス(ロボティクス)がSCSIアダプタ0を使用し、SCSIアドレス1、
LUN 1が割り当てられていることを意味します。さらに、データ圧縮が有効に設
定されていることを示します。

-tty tty_numberオプションでは、TCP/IP通信プロトコルのポート番号を定義しま
す。

Console Media Agent HPCONMA.NLMが起動し、以下のようなプロンプト画面が表示さ
れます。
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*** MA listening on port:number

SLOT:[Load(2), Peek(2), Stop(0), Abort(0)]

SLOT: _

現在のリリースでは、以下に示すコマンドを使用できます。

Load(2) - テープをドライブにロードするコマンド。引数を2つ指定する必要があり
ます。

Load Slot numberflipping flag

flipping flagは0または1に設定できます。0の場合はメディアのフリップが行われず、
1の場合はフリップが行われます。

Stop(0) - 現在のセッションを正常に終了します。

Abort(0) - 現在のセッションを中止します。

この例では、メディアのフリップなしで、SLOT 3からテープをロードします。

2. メディアのフリップなしで、SLOT 3からテープをロードするには、以下のコマンドを入
力します。

SLOT:LOAD 3 0

ドライブにテープがロードされると、以下のメッセージが表示されます。

CHECK:[Deny(0), Init(1), Seek(2), Abort(0)]

CHECK: _

以下に示すコマンドを使用できます。

Deny(0)-現在のアクションを拒否します。

Init(1)- ロードしたテープを初期化します。以下のようにメディアIDを指定する必
要があります。

Init(1) medium_id

Seek(2)-指定した位置まで移動します。以下のように引数を指定します。

Seek segment_numberblock number

Abort(0) - 現在のセッションを中止します。

3. テープを初期化するには、以下のコマンドを入力します。

CHECK:Init test
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4. Backup Media Agentの画面をNovell Netwareコンソールに切り替えた後、General
Media Agentのアクションコマンドや要求コマンドを実行して、バックアップセッション
を開始します。

注記：

Data Protector Disk Agentは、load -ma ホスト ポートを使用して、選択
されたホストで開始する必要があります。これは、HPCONMA.NLMが開始され
たら、適切なGeneral Media AgentおよびDisk Agentの通信を有効にして、
正しいバックアップセッション操作のポート番号を表示するためです。バック
アップセッションが正常に終了すると、メッセージが表示されます。

5. Backup Media Agentを正常に終了するには、Backup Media Agent画面でCTRL-C
キーを押します。しばらくすると、Console Attention Requestプロンプトが表示さ
れます。

ATT: [Stop(0), Abort(0), Disconnect(1)] ここでStopコマンドを実行して、セッ
ションを終了します。

HPUMA.NLMおよびHPDEVBRA.NLMの起動テスト

HPUMA.NLMをサーバーのコンソールからロードすると、SCSIコマンドを手作業でテストでき
ます。

HPUMA.NLMをロードするには、以下のコマンドを入力します。

LOAD HPUMA.NLM -ioctl control_device -dev data_device

-tty

ioctl control_deviceオプションでは、ロボティクスのSCSIアドレスを定義します。以下
の形式で指定する必要があります。

adapter_identification_number:target_identification_number:

logical_unit_number

例:

• 0:1:1 =>制御デバイス(ロボティクス)がSCSIアダプタ0を使用し、SCSIアドレス1、LUN
1が割り当てられていることを意味します。

dev data_deviceオプションでは、ロボティクスのSCSIアドレスを定義します。以下の形式
で指定する必要があります。

adapter_identification_number:target_identification_number:logical_unit_number:

圧縮
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例:

• 0:1:1C =>制御デバイス(ロボティクス)がSCSIアダプタ0を使用し、SCSIアドレス1、LUN
1が割り当てられていることを意味します。さらに、データ圧縮が有効に設定されてい
ることを示します。

Novell NetWareサーバーコンソールからDEVBRA.NLMを操作するには、-ttyオプション
を指定する必要があります。

HPUMAが起動し、以下のプロンプト画面が表示されます。

prompt

プロンプトは以下の形式で表示されます。
adapter_identification_number:target_identification_
number:logical_unit_number 以下に例を示します。

0:2:1

使用可能なコマンドを調べるには、HPUMA画面でHELPコマンドを入力します。たとえば、
未使用のスロットとドライブがあるかどうかを確認するには、プロンプトでSTATと入力しま
す。

確認が完了したら、BYE と入力して、HPUMA画面を閉じます。

HPDEVBRA.NLMをローカルにロードすると、Novell NetWareサーバー上にインストールされ
ているデバイスのうち、Novell NetWareサーバーによって検出されたデバイスに関する情
報を取得できるようになります。

HPDEVBRA.NLMをロードするには、サーバーコンソールで以下のコマンドを入力します。

LOAD HPDEVBRA.NLM -dev

上記で、-devオプションは、Novell NetWareサーバーに接続されているすべてのデバイ
スを表示するのに必要です。

現在使用可能なコマンドを調べるには、以下に示すとおり、HELPオプション付きで
HPDEVBRA.NLMをロードしてください。

LOAD HPDEVBRA -HELP
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D Data Protector 6.20へのアップグ
レード後のコマンドラインの変更

ここでは、Data Protector 6.20の新しいオプションに関連して変更または機能拡張された
コマンドを紹介します。スクリプトに古いコマンドが使用されていないかどうかチェックの
上、必要に応じて修正してください。使用法については、HPData Protector Command
Line Interface Referenceまたは該当するマンページを参照してください。

アップグレード前のCell Managerのバージョンに応じて、対応する表を参照してください。

• Data Protector A.06.00からアップグレードした場合は、表13（437ページ）を参照して
ください。

• Data Protector A.06.10からアップグレードした場合は、表14（448ページ）を参照して
ください。

• Data Protector A.06.11からアップグレードした場合は、表15（455ページ）を参照して
ください。

• Application Recovery Manager A.06.00からアップグレードした場合は、表16（458ペー
ジ）を参照してください。

表 13 Data Protector A.06.00からのアップグレード

状態影響を受けるオプションまたは引数、注意
事項

コマンド

新しいコマンド
Data Protector Disk Agentコンポーネントがイ
ンストールされたシステム上で使用可能です。

cjutil

新しいソフトウェアコ
ンポーネント

chs_ls

ob2install

veagent

vmware

vls_am
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状態影響を受けるオプションまたは引数、注意
事項

コマンド

削除されるソフト
ウェアコンポーネン
ト

momgui

snapa

新しい統合ソフト
ウェア

-mssps_list

omnib

-vmware_list

-veagent_list

-mssharepoint_list

-e2010_list

新しいオプション

-async

-encode aes256

-clp

-resume

-ndmp_bkptype

新しいオプション/
変更されるオプショ
ン

-[no_]vss

新しいオプション

-encryption

omnicc

-enable

-cert

-key

-trust

-all
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状態影響を受けるオプションまたは引数、注意
事項

コマンド

-add_exception

-remove_exception

-list_exceptions

-status

-add_certificate

-get_certificate

-list_certificates

-import_vls

-impersonation

-create_userrestrictions_tmpl

変更されるオプショ
ン

-port

-user

-passwd

新しいコマンド
Data Protector Cell Manager上で使用可能で
す。

omnicjutil

削除されるオプショ
ン

-va

omnicreatedl

-lun_security

新しい統合ソフト
ウェア

-mssps

omnidb -vmware

-veagent
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状態影響を受けるオプションまたは引数、注意
事項

コマンド

-e2010

-mssharepoint

新しいオプション

-auditing

-timeframe

–type verification

–encryptioninfo

変更されるオプショ
ン

–detail

新しいオプション

-keystore

omnidbcheck

-summary

新しいコマンド
このコマンドは、Data Protectorのユーザーイ
ンタフェースコンポーネントがインストールさ
れたWindowsシステムで使用できます。

omnidbp4000

新しいオプション–keyfileomnidbrestore

新しいオプションの
組み合わせ

-ompasswd -delete

omnidbsmis
新しいオプション

-reference

-sync_check

-exclude

-include

削除されるオプショ
ン

-namespace

-sync
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状態影響を受けるオプションまたは引数、注意
事項

コマンド

新しいオプション

-free_cell_resources

omnidbutil

-list_large_directories

-list_large_mpos

-list_mpos_without_overs

削除されるコマンドomnidbva

再設計されたコマン
ド

omnidbvss

新しいオプション

-add_info

omnidlc

-pack

-no_config

–any

-del_tracelog

移動されたコマンド

Windowsプラットフォームの場合、コマンドは
User InterfaceコンポーネントからCell
Managerインストールパッケージに移動されまし
た。

omnihealthcheck

新しいコマンド
Data Protectorコンポーネントがインストールさ
れたシステム上で使用可能です。

omniinetpasswd

新しいコマンド
Data Protector User Interfaceコンポーネン
トがインストールされたシステム上で使用可能
です。

omniintconfig.pl

新しいオプション

–autoinject

omniiso -waik

-inject_drivers
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状態影響を受けるオプションまたは引数、注意
事項

コマンド

新しいコマンド
Data Protector Cell Manager上で使用可能で
す。

omnikeymigrate

新しいコマンド
Data Protector Cell Manager上で使用可能で
す。

omnikeytool

新しいオプション

–encrypt

omnimcopy

-ams

変更されるオプショ
ン

-copy

-from

-pool

新しいオプション—ams

omniminit
変更されるオプショ
ン

–init

–pool

–slot

新しいオプション

-copy_to_mcf

omnimm

-import_from_mcf

-output_directory

-pool_prefix

-no_pool_prefix

-orig_pool

-no_orig_pool

–encryptioninfo
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状態影響を受けるオプションまたは引数、注意
事項

コマンド

–ams

新しいオプション–encryptomniobjconsolidate

新しい統合ソフト
ウェア

–mssps

omniobjcopy

–vmware

-veagent

-e2010

-mssharepoint

新しいオプション

–encrypt

–restart

—sourceprotect

—targetprotect

–no_auto_device _selection

削除されるオプショ
ン

—protect

—recycle

—no_recycle

新しいコマンド
Data Protector User Interfaceコンポーネン
トがインストールされたシステム上で使用可能
です。

omniobjverify

新しい統合ソフト
ウェア

-mssps

omnir -vmware

-veagent
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状態影響を受けるオプションまたは引数、注意
事項

コマンド

-e2010

-mssharepoint

新しいオプション

–no_auto_device _selection

-omit_unrequired_object_versions

-resume

-[no_]resumable

削除されるオプショ
ン

次に置き換え

-omit_unrequired
_object_versions

-omit_unrequired_incrementals

新しいオプション

Lotus
Notes/Domino
Server復元の新し
いオプション。

-appname

新しいオプション

VSS復元の新しい
オプション。

-instant_restore

-conf_check

-no_recovery

-use_vds

—no_copy_back

-copy_back

-diskarray_wait

-delete_replica
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状態影響を受けるオプションまたは引数、注意
事項

コマンド

-no_diskarray_wait

-no_retain_source

–exch_check

-exch_throttle

-appsrv

-target_tree

–exch_RSG

-target_dir

削除されるオプショ
ン

-delete_current

新しいオプション

Microsoft SQL
Server復元の新し
いオプション。

-stopat

変更されるオプショ
ン

NDMP Server復元
の変更されるオプ
ション。

-target Client

新しいオプション

HP StorageWorks
P6000 EVAディスク
アレイファミリの新し
いオプション

-copyback

-switch

-leave_source

-no_leave_source

-no_check_config
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状態影響を受けるオプションまたは引数、注意
事項

コマンド

新しいオプション

-copylist_sch

omnirpt

-copylist_post

-conslist_sch

-conslist_post

-num_copies

-verificationlist_sch

-verificationlist_post

-no_verificationlist

削除されるオプショ
ン

-copylist

-conslist

新しいレポート

obj_copies

session_objcopies

session_errors

session_statistics

削除されるレポート

backup_errors

backup_statistics

新しいソフトウェアコ
ンポーネント

veagent

omnisetup.sh

chs_ls

docs

javagui
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状態影響を受けるオプションまたは引数、注意
事項

コマンド

vls_am

vmware

削除されるソフト
ウェアコンポーネン
ト

momgui

snapa

削除されるオプショ
ン

-IS1

-IS2

新しいコマンド
Data Protector Cell Manager上で使用可能で
す。

omnistoreapputil

新しいコマンド
Data Protector Automatic Disaster
Recoveryコンポーネントがインストールされた
システム上で使用可能です。

omniusb

新しいオプション-momsanconf

新しいオプション

-vls_address

uma

-vls_port

-vls_username

-vls_password

新しい統合ソフト
ウェア

veagent

util_cmd

vmware
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状態影響を受けるオプションまたは引数、注意
事項

コマンド

新しいオプション–encode

表 14 Data Protector A.06.10からのアップグレード

状態影響を受けるオプションまたは引数、注意
事項

コマンド

新しいソフトウェアコ
ンポーネント

veagent

ob2install

vmware

chs_ls

削除されるソフト
ウェアコンポーネン
ト

snapa

新しいオプション

–resume

omnib

-ndmp_bkptype

新しいオプション/
変更されるオプショ
ン

-[no_]vss

新しい統合ソフト
ウェア

-veagent_list

-e2010_list

-mssharepoint_list

新しいオプションの
組み合わせ

-clp

新しいオプション

-encryption

omnicc -enable

-cert
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状態影響を受けるオプションまたは引数、注意
事項

コマンド

-key

-trust

-all

-add_exception

-remove_exception

-list_exceptions

-status

-add_certificate

-get_certificate

-list_certificates

-impersonation

-create_userrestrictions_tmpl

削除されるオプショ
ン

-va

omnicreatedl

-lun_security

新しい統合ソフト
ウェア

-veagent

omnidb

-e2010

-mssharepoint

変更されるオプショ
ン

–detail

新しいオプション–encryptioninfo
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状態影響を受けるオプションまたは引数、注意
事項

コマンド

–type verification

新しいコマンド
このコマンドは、Data Protectorのユーザーイ
ンタフェースコンポーネントがインストールさ
れたWindowsシステムで使用できます。

omnidbp4000

新しいオプションの
組み合わせ

-ompasswd -delete

omnidbsmis
新しいオプション

-reference

-sync_check

-exclude

-include

削除されるオプショ
ン

-namespace

-sync

削除されるコマンドomnidbva

新しいオプション

–get session_persistent

omnidbvss

-all

-details

-save_metadata

-disable session

–enable session

–mnttarget

–readwrite
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状態影響を受けるオプションまたは引数、注意
事項

コマンド

–no_session_id

–backhost

–resolve

削除されるオプショ
ン

–get disk

–list disk

–purge

–export_metadata

移動されたコマンド

Windowsプラットフォームの場合、コマンドは
User InterfaceコンポーネントからCell
Managerインストールパッケージに移動されま
した。

omnihealthcheck

新しいコマンド
Data Protector User Interfaceコンポーネン
トがインストールされたシステム上で使用可能
です。

omniintconfig.pl

新しいオプション–ams

omniminit
変更されるオプショ
ン

–init

–pool

–slot

新しいオプション

-copy_to_mcf

omnimm

-import_from_mcf

-output_directory

-pool_prefix

-no_pool_prefix
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状態影響を受けるオプションまたは引数、注意
事項

コマンド

-orig_pool

-no_orig_pool

–encryptioninfo

–ams

–show_locked_devs

新しい統合ソフト
ウェア

-veagent

omniobjcopy

-e2010

-mssharepoint

新しいオプション

–restart

–sourceprotect

–targetprotect

–no_auto_device _selection

廃止予定のオプ
ション

–protect

–recycle

–no_recycle

新しいコマンド
Data Protector User Interfaceコンポーネン
トがインストールされたシステム上で使用可能
です。

omniobjverify

新しい統合ソフト
ウェア

-veagent

omnir -e2010

-mssharepoint
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状態影響を受けるオプションまたは引数、注意
事項

コマンド

新しいオプション

Lotus
Notes/Domino
Server復元の新し
いオプション。

–appname

新しいオプション

–resume

–no_auto_device _selection

新しいオプションの
値

Data Protector
VMware(レガシー)
用統合ソフトウェア
の新しいオプション
値。

–newinstance "None"

削除されるオプショ
ン

次に置き換え

–no_auto_device
_selection

–no_auto_dev

新しいオプション

Microsoft SQL
Server復元の新し
いオプション。

-stopat

新しいオプション

HP StorageWorks
P6000 EVAディスク
アレイファミリの新し
いオプション

-copyback

-switch

-leave_source

-no_leave_source

-no_check_config
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状態影響を受けるオプションまたは引数、注意
事項

コマンド

変更されるオプショ
ン

NDMP Server復元
の変更されるオプ
ション。

-target Client

新しいオプション

-verificationlist_sch

omnirpt -verificationlist_post

-no_verificationlist

新しいソフトウェアコ
ンポーネント

veagent

omnisetup.sh

vmware

chs_ls

削除されるソフト
ウェアコンポーネン
ト

snapa

新しいコマンド
Data Protector Automatic Disaster
Recoveryコンポーネントがインストールされた
システム上で使用可能です。

omniusb

新しいオプション—momsanconf

新しい統合ソフト
ウェア

veagent

util_cmd

vmware
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状態影響を受けるオプションまたは引数、注意
事項

コマンド

新しいオプション–encode

表 15 Data Protector A.06.11からのアップグレード

状態影響を受けるオプションまたは引数、注意
事項

コマンド

新しいソフトウェアコ
ンポーネント

veagent

ob2install
chs_ls

削除されるソフト
ウェアコンポーネン
ト

snapa

新しいオプションの
組み合わせ

-clp

omnib

新しい統合ソフト
ウェア

-veagent_list

-e2010_list

-mssharepoint_list

新しいオプション

-encryption

omnicc

-enable

-cert

-key

-trust

-all

-add_exception

-remove_exception
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状態影響を受けるオプションまたは引数、注意
事項

コマンド

-list_exceptions

-status

-add_certificate

-get_certificate

-list_certificates

-impersonation

-create_userrestrictions_tmpl

削除されるオプショ
ン

-va

omnicreatedl

-lun_security

新しい統合ソフト
ウェア

-veagent

omnidb -e2010

-mssharepoint

新しいコマンド
このコマンドは、Data Protectorのユーザーイ
ンタフェースコンポーネントがインストールさ
れたWindowsシステムで使用できます。

omnidbp4000

新しいオプションの
組み合わせ

-ompasswd -delete

omnidbsmis

新しいオプション

-reference

-sync_check

-exclude

-include
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状態影響を受けるオプションまたは引数、注意
事項

コマンド

削除されるオプショ
ン

-namespace

-sync

削除されるコマンドomnidbva

新しいオプション

-show_locked_devs

omnimm

-all

新しい統合ソフト
ウェア

-veagent

omniobjcopy -e2010

-mssharepoint

新しい統合ソフト
ウェア

-veagent

omniobjverify -e2010

-mssharepoint

新しい統合ソフト
ウェア

-veagent

omnir

-e2010

-mssharepoint

新しいオプション

HP StorageWorks
P6000 EVAディスク
アレイファミリの新し
いオプション

-copyback

-switch

-leave_source

-no_leave_source

-no_check_config

新しいコマンド-addomnirsh
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状態影響を受けるオプションまたは引数、注意
事項

コマンド

-modify

新しいソフトウェアコ
ンポーネント

veagent

omnisetup.sh
chs_ls

削除されるソフト
ウェアコンポーネン
ト

snapa

新しいコマンド
Data Protector Automatic Disaster
Recoveryコンポーネントがインストールされた
システム上で使用可能です。

omniusb

新しい統合ソフト
ウェア

veagentutil_cmd

表 16 Application Recovery Manager A.06.00からのアップグレード

状態影響を受けるオプションまたは引数、注意
事項

コマンド

新しいオプション

ディスクへのZDBの新
しいオプション。

-disk_only

omnib

新しいオプション
統合およびファイルシステム用の新しいオプ
ション。

新しいオプション
メディアの管理およびその他の新しいData
Protectorの機能に関連する新しいオプション。

omnidb

新しいコマンド
このコマンドは、Data Protectorのユーザーイ
ンタフェースコンポーネントがインストールさ
れたWindowsシステムで使用できます。

omnidbp4000

新しいオプション

-host

omnidbsmis

-dgrules
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状態影響を受けるオプションまたは引数、注意
事項

コマンド

-init

-put

-get

-caconf

-session

-ir

-excluded

-original

-datalist

-show

-purge

-force

-delete

-preview

-sync

-reference

-sync_check

-exclude

-include
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状態影響を受けるオプションまたは引数、注意
事項

コマンド

新しいオプションの組
み合わせ

-ompasswd -delete

削除されるオプション

-namespace

-sync

新しいオプション
メディアの管理およびその他の新しいData
Protectorの機能に関連する新しいオプション。

omnidbutil

新しいオプション

–get session_persistent

omnidbvss

–list session_persistent

–remove session_persistent

-all

-details

-save_metadata

-disable session

–enable session

–mnttarget

–readwrite

–no_session_id

–backhost

–resolve

削除されるオプション

–get disk

–list disk
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状態影響を受けるオプションまたは引数、注意
事項

コマンド

–remove disk

–purge

–export_metadata

移動されたコマンド
コマンドはUser InterfaceコンポーネントからCell
Managerインストールパッケージに移動されま
した。

omnihealthcheck

再設計されたコマンド
の使用法

統合およびファイルシステム用の新しいオプ
ション。Application Recovery Manager A.06.00
のオプションを使用できます。

詳細は、『HPData Protector Command Line
Interface Reference』を参照してください。

omnir

削除されるコマンド
コマンドの機能が内部データベースバックアッ
プに置き換えられました。

dbtool.pl

注記：

表の最初の部分には、Application Recovery Manager A.06.00ですでに使用可能に
なっていて、スクリプトに影響する可能性のあるコマンドの変更のみが挙げられてい
ます。Data Protectorに導入されたすべてのコマンドは、新しいコマンドとして以下に
挙げられています。

新しいコマンド
Data Protector Disk Agentコンポーネントがイ
ンストールされたシステム上で使用可能です。

cjutil

新しいコマンド
Data Protector HP Network Node Manager
Integrationコンポーネントがインストールされ
たシステム上で使用可能です。

NNMpost.ovpl

新しいコマンド
Data Protector HP Network Node Manager
Integrationコンポーネントがインストールされ
たシステム上で使用可能です。

NNMpre.ovpl

新しいコマンド
Data Protector HP Network Node Manager
Integrationコンポーネントがインストールされ
たシステム上で使用可能です。

NNMScript.exe
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状態影響を受けるオプションまたは引数、注意
事項

コマンド

新しいコマンド
Data Protector インストールサーバー上で使
用可能です。

ob2install

新しいコマンド
Data Protector Cell Manager上で使用可能で
す。

omniamo

新しいコマンド
Data Protector Cell Manager上で使用可能で
す。

omnicjutil

新しいコマンド
Data Protector User Interfaceコンポーネン
トがインストールされたシステム上で使用可能
です。

omnicreatedl

新しいコマンド
Data Protector Cell Manager上で使用可能で
す。

omnidbrestore

新しいコマンド
Data Protector Cell Manager上で使用可能で
す。

omnidbupgrade

新しいコマンド
Data Protector User Interfaceコンポーネン
トがインストールされたシステム上で使用可能
です。

omnidbxp

新しいコマンド
Data Protector User Interfaceコンポーネン
トがインストールされたシステム上で使用可能
です。

omnidownload

新しいコマンド
Data Protector User Interfaceコンポーネン
トがインストールされたシステム上で使用可能
です。

omnidr

新しいコマンド
Data Protectorコンポーネントがインストールさ
れたシステム上で使用可能です。

omniinetpasswd

新しいコマンド
Data Protector User Interfaceコンポーネン
トがインストールされたシステム上で使用可能
です。

omniintconfig.pl

新しいコマンド
Data Protector Automatic Disaster
Recoveryコンポーネントがインストールされた
システム上で使用可能です。

omniiso
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状態影響を受けるオプションまたは引数、注意
事項

コマンド

新しいコマンド
Data Protector Cell Manager上で使用可能で
す。

omnikeymigrate

新しいコマンド
Data Protector Cell Manager上で使用可能で
す。

omnikeytool

新しいコマンド
Data Protector User Interfaceコンポーネン
トがインストールされたシステム上で使用可能
です。

omnimcopy

新しいコマンド
Data Protector Cell Manager上で使用可能で
す。

omnimigrate.pl

新しいコマンド
Data Protector User Interfaceコンポーネン
トがインストールされたシステム上で使用可能
です。

omniminit

新しいコマンド
Data Protector User Interfaceコンポーネン
トがインストールされたシステム上で使用可能
です。

omnimlist

新しいコマンド
Data Protector User Interfaceコンポーネン
トがインストールされたシステム上で使用可能
です。

omnimm

新しいコマンド
Data Protector User Interfaceコンポーネン
トがインストールされたシステム上で使用可能
です。

omnimnt

新しいコマンド
Data Protector User Interfaceコンポーネン
トがインストールされたシステム上で使用可能
です。

omnimver

新しいコマンド
Data Protector User Interfaceコンポーネン
トがインストールされたシステム上で使用可能
です。

omniobjconsolidate

新しいコマンド
Data Protector User Interfaceコンポーネン
トがインストールされたシステム上で使用可能
です。

omniobjcopy
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状態影響を受けるオプションまたは引数、注意
事項

コマンド

新しいコマンド
Data Protector User Interfaceコンポーネン
トがインストールされたシステム上で使用可能
です。

omniobjverify

新しいコマンド
Data Protector User Interfaceコンポーネン
トがインストールされたシステム上で使用可能
です。

omniofflr

新しいコマンド
Data Protector統合コンポーネントがインストー
ルされたシステム上で使用可能です。

omniresolve

新しいコマンド
Data Protector User Interfaceコンポーネン
トがインストールされたシステム上で使用可能
です。

omnirpt

新しいコマンド
Data Protector Cell Manager上で使用可能で
す。

omnirsh

新しいコマンド
UNIXシステム用のData Protectorインストール
DVD-ROMに収録されています。

omnisetup.sh

新しいコマンド
Data Protector User Interfaceコンポーネン
トがインストールされたシステム上で使用可能
です。

omnisrdupdate

新しいコマンド
Data Protector User Interfaceコンポーネン
トがインストールされたシステム上で使用可能
です。

omniupload

新しいコマンド
Data Protector Automatic Disaster
Recoveryコンポーネントがインストールされた
システム上で使用可能です。

omniusb

新しいコマンド
Data Protector User Interfaceコンポーネン
トがインストールされたシステム上で使用可能
です。

omniusers

新しいコマンド
Data Protector User Interfaceコンポーネン
トがインストールされたシステム上で使用可能
です。

sanconf
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状態影響を受けるオプションまたは引数、注意
事項

コマンド

新しいコマンド
Data Protector User Interfaceコンポーネン
トがインストールされたシステム上で使用可能
です。

syb_tool

新しいコマンド

Data Protector General Media Agentコンポー
ネントまたはNDMP Media Agentコンポーネント
がインストールされたシステム上で使用可能で
す。

uma

新しいコマンド
Data Protector Cell Manager上で使用可能で
す。

upgrade_cm_from
_evaa

新しいコマンド
Data Protectorコンポーネントがインストールさ
れたシステム上で使用可能です。

util_cmd

新しいコマンド
Data Protector Oracle Integrationコンポー
ネントがインストールされたシステム上で使用
可能です。

util_oracle8.pl

新しいコマンド
Data Protector VMware Integrationコンポー
ネントがインストールされたシステム上で使用
可能です。

util_vmware.exe
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用語集

ACSLS (StorageTek固有の用語)Automated Cartridge System Library
Server の略語。ACS(Automated Cartridge System: 自動カートリッ
ジシステム)を管理するソフトウェア。

Active Directory (Windows固有の用語)Windowsネットワークで使用されるディレク
トリサービス。 ネットワーク上のリソースに関する情報を格納し、ユー
ザーやアプリケーションからアクセスできるように維持します。この
ディレクトリサービスでは、サービスが実際に稼動している物理シス
テムの違いに関係なく、リソースに対する名前や説明の付加、検
索、アクセス、および管理を一貫した方法で実行できます。

AES 256ビット暗号
化

256ビット長のランダムキーを使用するAES-CTR(Advanced
Encryption Standard in Counter Mode)暗号化アルゴリズムを基に
したData Protectorソフトウェア暗号化。 暗号化と復号化の両方で
同じキーが使用されます。 データはネットワークを介して転送され
る前およびメディアに書き込まれる前に、AES256ビット暗号化機能
によって暗号化されます。

AML (ADIC/GRAU固有の用語)Automated Mixed-Media library(自
動混合メディアライブラリ)の略。

AMU (ADIC/GRAU固有の用語)Archive Management Unit(アーカイ
ブ管理単位)の略。

ASRセット フロッピーディスク上に保存されたファイルのコレクション。交換用
ディスクの適切な再構成(ディスクパーティション化と論理ボリューム
の構成)およびフルクライアントバックアップでバックアップされたオ
リジナルシステム構成とユーザーデータの自動復旧に必要となりま
す。これらのファイルは、バックアップメディア上に保存されると共
に、Cell Manager上のData_Protector_program_data\Config\
Server\dr\asrディレクトリ(Windows Server 2008の場合)、
Data_Protector_home\Config\Server\dr\asrディレクトリ(その
他のWindowsシステムの場合)、または/etc/opt/omni/server/dr/
asrディレクトリ(UNIXシステムの場合)に保存されます。障害が発生
すると、ASRアーカイブファイルは複数のフロッピーディスクに展開
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されます。これらのフロッピーディスクは、ASRの実行時に必要とな
ります。

BACKINT (SAP R/3固有の用語)SAP R/3バックアッププログラムが、オー
プンインタフェースへの呼び出しを通じてData Protector backintイ
ンタフェースソフトウェアを呼び出し、Data Protectorソフトウェアと
通信できるようにします。バックアップ時および復元時には、SAP
R/3プログラムがData Protectorbackintインタフェースを通じてコマ
ンドを発行します。

BC (EMC Symmetrix固有の用語)Business Continuanceの略。BC
は、EMC Symmetrix標準デバイスのインスタントコピーに対するア
クセスおよび管理を可能にするプロセスです。
「BCV」を参照。

BC Process (EMC Symmetrix固有の用語)保護されたストレージ環境のソ
リューション。特別に構成されたEMC Symmetrixデバイスを、EMC
Symmetrix標準デバイス上でデータを保護するために、ミラーとし
て、つまりBusiness Continuance Volumesとして規定します。
「BCV」を参照。

BCV (EMC Symmetrix固有の用語)Business Continuance Volumes
の略。BCVデバイスはICDA内であらかじめ構成された専用のSLD
です。ビジネスの継続運用を可能にするために使用されます。BCV
デバイスには、これらのデバイスによりミラー化されるSLDのアドレ
スとは異なる、個別のSCSIアドレスが割り当てられます。 BCVデバ
イスは、保護を必要とする一次EMC Symmetrix SLDの分割可能な
ミラーとして使用されます。
「BCおよびBC Process」を参照。

BRARCHIVE (SAP R/3固有の用語)SAP R/3バックアップツールの1つ。アー
カイブREDOログファイルをバックアップできます。BRARCHIVEで
は、アーカイブプロセスのすべてのログとプロファイルも保存されま
す。
「BRBACKUPおよびBRRESTORE」を参照。

BRBACKUP (SAP R/3固有の用語)SAP R/3バックアップツールの1つ。制御
ファイル、個々のデータファイル、またはすべての表領域をオンラ
インでもオフラインでもバックアップできます。また、必要に応じて、
オンラインREDOログファイルをバックアップすることもできます。
「BRARCHIVEおよびBRRESTORE」を参照。

BRRESTORE (SAP R/3固有の用語)SAP R/3のツール。以下の種類のファイ
ルを復元するために使います。
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BRBACKUPで保存されたデータベースデータファイル、制御
ファイル、オンラインREDOログファイル

•

• BRARCHIVEでアーカイブされたREDOログファイル

• BRBACKUPで保存された非データベースファイル

ファイル、テーブルスペース、バックアップ全体、REDOログファイ
ルのログシーケンス番号、またはバックアップのセッションIDを指定
することができます。
「BRBACKUPおよびBRARCHIVE」を参照。

BSM Data Protector Backup Session Managerの略。バックアップセッショ
ンを制御します。このプロセスは、常にCell Managerシステム上で
稼動します。

CAP (StorageTek固有の用語)Cartridge Access Portの略。ライブラリ
のドアパネルに組み込まれたポートです。メディアの出し入れに使
用されます。

CDB Catalog Database(カタログデータベース)の略。CDBはIDBの一部
で、バックアップ、復元、オブジェクトコピー、オブジェクト統合、オ
ブジェクト検証、メディア管理の各セッションに関する情報が格納さ
れます。選択したロギングレベルによっては、ファイル名とファイル
バージョンも格納されます。CDBは、常にセルに対してローカルと
なります。
「MMDB」を参照。

CDFファイル (UNIX固有の用語)Context Dependent File(コンテキスト依存ファ
イル)の略。CDFファイルは、同じパス名でグループ化された複数
のファイルからなるファイルです。通常、プロセスのコンテキストに
基づいて、これらのファイルのいずれかがシステムによって選択さ
れます。このメカニズムにより、クラスター内のすべてホストから同じ
パス名を使って、マシンに依存する実行可能ファイル、システム
データ、およびデバイスファイルを正しく動作させることができます。

Cell Manager セル内のメインシステム。Data Protectorの運用に不可欠なソフト
ウェアがインストールされ、すべてのバックアップおよび復元作業
がここから管理されます。管理タスク用のGUIは、異なるシステムに
インストールできます。各セルにはCell Managerシステムが1つあり
ます。

Change Journal (Windows固有の用語)ローカルNTFSボリューム上のファイルや
ディレクトリへの変更が発生するたび、それに関するレコードをログ
に記録するWindowsファイルシステム機能。
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Change Log
Provider

(Windows固有の用語)ファイルシステム上のどのオブジェクトが
作成、変更、または削除されたかを判断するために照会できるモ
ジュール。

CMMDB Data ProtectorのCMMDB(Centralized Media Management
Database: メディア集中管理データベース)は、MoMセル内で、複
数セルのMMDBをマージすることにより生成されます。この機能を
使用することで、MoM環境内の複数のセルの間でハイエンドデバ
イスやメディアを共有することが可能になります。いずれかのセル
からロボティクスを使用して、他のセルに接続されているデバイスを
制御することもできます。CMMDBはManager-of-Manager上に置く
必要があります。MoMセルとその他のData Protectorセルの間に
は、できるだけ信頼性の高いネットワーク接続を用意してください。
「MoM」を参照。

COM+クラス登録
データベース

(Windows固有の用語)COM+クラス登録データベースとWindows
レジストリには、アプリケーションの属性、クラスの属性、およびコン
ピュータレベルの属性が格納されます。これにより、これらの属性
間の整合性を確保でき、これらの属性を共通の方法で操作できま
す。

Command View
VLS

(VLS固有の用語)LAN経由でVLSを構成、管理、モニターするの
に使用するWebブラウザベースのGUI。
「仮想ライブラリシステム(VLS)」を参照。

CRS Data Protector Cell Manager上で実行され、バックアップと復元セッ
ションを開始、制御する、Cell Request Serverのプロセス(サービス)。
このサービスは、Data ProtectorがCell Manager上にインストールさ
れるとすぐに開始されます。Windowsシステムでは、CRSはインス
トール時に使用したユーザーアカウントで実行されます。UNIXシス
テムでは、CRSはアカウントルートで実行されます。

CSM Data Protectorコピーおよび集約セッションマネージャ(Copy and
Consolidation Session Manager)の略。このプロセスは、オブジェク
トコピーセッションとオブジェクト集約セッションを制御し、Cell
Managerシステム上で動作します。

Data_Protector_
home

Windows Vista、Windows 7、およびWindows Server 2008では、
Data Protectorのプログラムファイルを含むディレクトリ。その他の
Windowsオペレーティングシステムでは、Data Protectorのプログラ
ムファイルとデータファイルを含むディレクトリ。デフォルトのパス
は、%ProgramFiles%\OmniBackですが、パスはインストール時に
Data Protectorセットアップウィザードで変更できます。
「Data_Protector_program_data」を参照。
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Data_Protector_
program_data

Windows Vista、Windows 7、およびWindows Server 2008では、
Data Protectorのデータファイルを含むディレクトリ。デフォルトのパ
スは、%ProgramData%\OmniBackですが、パスはインストール時に
Data Protectorセットアップウィザードで変更できます。
「Data_Protector_home」を参照。

Dbobject (Informix Server固有の用語)Informix Server物理データベース
オブジェクト。blobspace、dbspace、または論理ログファイルなどが
それにあたります。

DCBF DCBF(Detail Catalog Binary Files: 詳細カタログバイナリファイル)
ディレクトリは、IDBの一部です。IDBの約80%を占めるファイルバー
ジョンと属性に関する情報を格納します。バックアップに使用され
るData Protectorメディアごとに1つのDCバイナリファイルが作成さ
れます。サイズの最大値は、ファイルシステムの設定による制限を
受けます。

DCディレクトリ 詳細カタログ(DC)ディレクトリには、詳細カタログバイナリファイル
(DCBF)が含まれており、そのファイルの中にはファイルバージョン
についての情報が保管されています。これは、IDBのDCBF部分を
表し、IDB全体の約80%の容量を占めます。デフォルトのDCディレ
クトリはdcbfと呼ばれ、Data_Protector_program_data\db40ディレク
トリ(Windows Server 2008の場合)、Data_Protector_home\db40
ディレクトリ(その他のWindowsシステムの場合)、または/var/opt/
omni/server/db40ディレクトリ(UNIXシステム)のCell Managerに置
かれます。他のDCディレクトリを作成し、独自に指定した場所を使
用することができます。1つのセルでサポートされるDCディレクトリ
は50個までです。DCディレクトリのデフォルト最大サイズは16GBで
す。

DHCPサーバー Dynamic Host Configuration Protocol(DHCP)を通じて、DHCPクラ
イアントにIPアドレスの動的割り当て機能とネットワークの動的構成
機能を提供するシステム。

Disk Agent クライアントのバックアップと復元を実行するためにクライアントシス
テム上にインストールする必要があるコンポーネントの1つ。Disk
Agentは、ディスクに対するデータの読み書きを制御します。バック
アップセッション中には、Disk Agentがディスクからデータを読み
取って、Media Agentに送信してデータをデバイスに移動させます。
復元セッション中には、Disk AgentがMedia Agentからデータを受
信して、ディスクに書き込みます。オブジェクト検証セッション中に、
Disk AgentはMedia Agentからデータを取得し、確認処理を実行し
ますが、データはディスクには書き込まれません。

インストールおよびライセンスガイド 471



Disk Agentの同時
処理数

1つのMedia Agentに対して同時にデータを送信できるDisk Agent
の数。

DMZ DMZ(Demilitarized Zone)は、企業のプライベートネットワーク(イン
トラネット)と外部のパブリックネットワーク(インターネット)の間に「中
立地帯」として挿入されたネットワークです。DMZにより、外部のユー
ザーが企業のイントラネット内のサーバーに直接アクセスすることを
防ぐことができます。

DNSサーバー DNSクライアント/サーバーモデルでは、DNSサーバーにインター
ネット全体で名前解決を行うのに必要なDNSデータベースに含ま
れている情報の一部を保持します。DNSサーバーは、このデータ
ベースを使用して名前解決を要求するクライアントに対してコン
ピュータ名を提供します。

DR OS ディザスタリカバリを実行するオペレーティングシステム環境。Data
Protectorに対して基本的な実行時環境(ディスク、ネットワーク、
テープ、およびファイルシステムへのアクセス)を提供します。Data
Protectorディザスタリカバリを実行する前に、DR OSをディスクにイ
ンストールするかメモリーにロードして、構成しておく必要がありま
す。DR OSには、一時DR OSとアクティブDR OSがあります。一時
DR OSは、他のオペレーティングシステムの復元用ホスト環境とし
て排他的に使用されます。このホスト環境には、ターゲットとなるオ
ペレーティングシステムの構成データも置かれます。ターゲットシス
テムを元のシステム構成に復元し終えた後、一時DR OSは削除さ
れます。アクティブDR OSは、Data Protectorディザスタリカバリプロ
セスのホストとして機能するだけでなく、復元後のシステムの一部
にもなります。その場合、DR OSの構成データは元の構成データ
に置き換わります。

DRイメージ 一時ディザスタリカバリオペレーティングシステム(DR OS)のインス
トールおよび構成に必要なデータ。

EMC Symmetrix
Agent

EMC Symmetrix環境でのバックアップ操作と復元操作を可能にす
るData Protectorソフトウェアモジュール。

Event Log(Data
Protector: イベント
ログ)

イベントログには、Data Protector関連のすべての通知が書き込ま
れます。デフォルトの送信方法では、すべての通知がイベントログ
に送信されます。イベントはCell Managerで記録され、
Data_Protector_program_data\log\server\Ob2EventLog.txt
(Windows Server 2008の場合)、Data_Protector_home\log\
server\Ob2EventLog.txt (その他のWindowsシステムの場合)、/
var/opt/omni/server/log/Ob2EventLog.txt (UNIXシステムの
場合)に書き込まれます。このイベントログにアクセスできるのは、
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Data ProtectorのAdminユーザーグループに所属しているユーザー
か、Data Protectorの「レポートと通知」ユーザー権限が付与さ
れているユーザーのみです。イベントログに書き込まれているイベ
ントは、いずれも表示と削除が可能です。

Exchange
Replication Service

(Microsoft Exchange Server固有の用語)ローカル連続レプリ
ケーション(LCR)か、クラスター連続レプリケーション(CCR)テクノロ
ジのいずれかを使用して複製されたストレージグループを表す
Microsoft Exchange Serverのサービス。
「クラスター連続レプリケーションおよびローカル連続レプリケーショ
ン」を参照。

FCブリッジ 「Fibre Channelブリッジ」を参照。

Fibre Channelブリッ
ジ

Fibre Channelブリッジ(マルチプレクサ)は、RAIDアレイ、ソリッドス
テートディスク(SSD)、テープライブラリなどの既存のパラレルSCSI
デバイスをファイバーチャネル環境に移行できるようにします。ブ
リッジ(マルチプレクサ)の片側にはFibre Channelインタフェースが
あり、その反対側にはパラレルSCSIポートがあります。このブリッジ
(マルチプレクサ)を通じて、SCSIパケットをFibre Channelとパラレル
SCSIデバイスの間で移動することができます。

fnames.dat IDBのfnames.datファイルには、バックアップしたファイルの名前に
関する情報が格納されます。一般に、ファイル名が保存されている
場合、それらのファイルはIDBの20%を占めます。

GUI Data Protectorには、構成、管理、および操作に関するあらゆるタ
スクに簡単にアクセスできる、グラフィカルユーザーインタフェース
が用意されています。Windows用のオリジナルのData Protector
GUIの他に、Data Protectorには、さまざまなプラットフォームで実
行できる、外観も操作も変わらないJavaベースのGUIも用意されて
います。

Holidaysファイル 休日に関する情報を格納するファイル。このファイルは、
Data_Protector_program_data\Config\Server\holidaysディレクトリ
(Windows Server 2008の場合)、Data_Protector_home\Config\
Server\holidaysディレクトリ(その他のWindowsシステムの場合)、
または/etc/opt/omni/server/Holidaysディレクトリ(UNIXシステ
ムの場合)のCell ManagerのHolidaysファイルを編集することで、各
種の休日を設定できます。

HP Operations
Manager

ネットワーク内の多数のシステムとアプリケーションの運用管理を強
力な機能でサポートするHP Operations Manager。Data Protector
には、この管理製品を使用するための統合ソフトウェアが用意され
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ています。この統合ソフトウェアは、Windows、HP-UX、Solarisおよ
びLinux上のHP Operations Manager管理サーバー用のSMART
Plug-Inとして実装されています。以前のバージョンのHP Operations
Managerは、IT/Operation、Operations Center、およびVantage
Point Operations、OpenView Operationsと呼ばれていました。

HP Operations
Manager SMART
Plug-In(SPI)

ドメイン監視機能を強化する完全に統合されたソリューションで、
HP Operations Managerに追加するだけですぐに使えます。
HP Operations Manager SMART Plug-Inとして実装されるData
Protector用統合ソフトウェアを使用して、ユーザーはHP Operations
Managerの拡張機能として任意の数のData Protector Cell Manager
を監視できます。

HP Continuous
Access (CA) P9000
XP

(HP P9000 XPアレイファミリ固有の用語) HP StorageWorks
P9000 XPディスクアレイファミリ構成の1つで、データ複製やバック
アップ、ディザスタリカバリなどのためにLDEVのリモートコピーの作
成および保守を可能にします。HP CA P9000 XPを使用するには、
メイン(プライマリ)ディスクアレイユニットとリモート(セカンダリ)ディス
クアレイユニットが必要です。メインディスクアレイユニットはアプリ
ケーションシステムに接続され、オリジナルのデータを格納してい
るプライマリボリューム(P-VOL)を格納します。リモートディスクアレ
イはバックアップシステムに接続され、セカンダリボリューム(S-VOL)
を格納します。
「HP Business Copy (BC) P9000 XP、Main Control Unit、および
LDEV」を参照。

HP Continuous
Access + Business

(HP P6000 EVAアレイファミリ固有の用語) HP StorageWorks
P6000 EVAディスクアレイファミリ構成の1つで、リモートHP P6000

Copy (CA+BC)
P6000 EVA

EVAアレイファミリ上にソースボリュームのコピー(複製)を作成およ
び保守し、このリモートアレイでローカル複製を行うときにソースとし
てこのコピーを使用できます。
「HP Business Copy (BC) P6000 EVA、複製、およびソースボリュー
ム」を参照。

HP StorageWorks
P6000 EVA SMI-S
Agent

HP StorageWorks P6000 EVAディスクアレイファミリ統合に必要な
すべてのタスクを実行するData Protectorのソフトウェアモジュー
ル。P6000 EVA SMI-S Agentを使用すると、受信した要求とHP
StorageWorks CV EVA間のやり取りを制御するHP StorageWorks
SMI-S P6000 EVAアレイプロバイダを通じてアレイを制御できます。
「HP StorageWorksCommand View (CV) EVAおよびHP
StorageWorks SMI-S P6000 EVAアレイプロバイダ」を参照。

HP StorageWorks
P9000 XP Agent

Data Protector HP StorageWorks P9000 XPディスクアレイファミリ
統合に必要なすべてのタスクを実行するHP StorageWorks P9000

用語集474



XPディスクアレイファミリソフトウェアコンポーネント。RAID Manager
P9000 XPユーティリティ(WindowsシステムおよびHP-UXシステム
の場合)またはRAID Managerライブラリ(Solarisシステムの場合)を介
してP9000 XPアレイのストレージシステムと通信します。

HP StorageWorks
Command View
(CV) EVA

(HP P6000 EVAアレイファミリ固有の用語) P6000 EVAストレー
ジシステムを構成、管理、モニターするためのユーザーインタフェー
ス。さまざまなストレージ管理作業を行うために使用されます。たと
えば、仮想ディスクファミリの作成、ストレージシステムハードウェア
の管理、仮想ディスクのスナップショットやスナップクローン、ミラー
クローンの作成などに使用されます。HP StorageWorks Command
View EVAソフトウェアはHPストレージマネジメントアプライアンス上
で動作し、Webブラウザからアクセスできます。
「HP StorageWorks P6000 EVA SMI-S AgentおよびHP
StorageWorks SMI-S P6000 EVAアレイプロバイダ」を参照。

HP StorageWorks
SMI-S P6000 EVA
アレイプロバイダ

HP StorageWorks P6000 EVAディスクアレイファミリを制御するた
めに使用するインタフェース。SMI-S P6000 EVAアレイプロバイダ
はHPストレージマネジメントアプライアンスシステム上で個別のサー
ビスとして動作し、受信した要求とHP StorageWorks Command View
EVA間のゲートウェイとして機能します。Data Protector HP P6000
EVAファミリ統合を使用すると、SMI-S P6000 EVAアレイプロバイダ
はP6000 EVA SMI-S Agentからの標準化された要求を受け入れ、
HP Command View EVAと通信して情報の取得またはメソッドの起
動を行って、標準化された応答を返します。
「HP StorageWorks P6000 EVA SMI-S AgentおよびHP
StorageWorks Command View (CV) EVA」を参照。

HP Business Copy
(BC) P6000 EVA

(HP P6000 EVAアレイファミリ固有の用語) ローカル複製ソフ
トウェアソリューションの1つで、P6000 EVAファームウェアのスナッ
プショット機能およびクローン機能を使用して、ソースボリュームの
特定時点のコピー(複製)を作成できます。
「複製、ソースボリューム、スナップショット、およびHP Continuous
Access + Business Copy (CA+BC) P6000 EVA」を参照。

HP Business Copy
(BC) P9000 XP

(HP P9000 XPアレイファミリ固有の用語) HP StorageWorks
P9000 XPディスクアレイファミリ構成の1つで、データ複製やバック
アップなどのさまざまな目的のためにLDEVの内部コピーの作成お
よび保守を可能にします。これらのコピー(セカンダリボリューム：
S-VOL)は、プライマリボリューム(P-VOL)から分離して、別のシス
テムに接続することができます。Data Protectorゼロダウンタイムバッ
クアップを目的とする場合、アプリケーションシステムでP-VOLを使
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用可能にし、S-VOLセットのいずれかをバックアップシステムで使
用可能にする必要があります。
「 LDEV、HP Continuous Access (CA) P9000 XP、Main Control
Unit、アプリケーションシステム、およびバックアップシステム」を参
照。

ICDA (EMC Symmetrix固有の用語)EMCのSymmetrixの統合キャッ
シュディスクアレイ(ICDA)は、複数の物理ディスク、複数のFWD
SCSIチャンネル、内部キャッシュメモリ、およびマイクロコードと呼ば
れる制御/診断ソフトウェアを備えたディスクアレイデバイスです。

IDB Data Protectorの内部データベース。IDBは、Cell Manager上に維
持される埋込み型データベースです。どのデータがどのメディアに
バックアップされたか、バックアップ、復元などのセッションがどのよ
うに実行されたか、どのデバイス、ライブラリ、ディスクアレイが構成
されているかなどに関する情報が格納されます。

IDB復旧ファイル IDBバックアップ、メディア、バックアップ用デバイスに関する情報を
含むIDBファイル(obrindex.dat)。この情報により、IDBの復旧を大
幅に簡素化できます。IDBトランザクションログと共にこのファイルを
他のIDBディレクトリとは別の物理ディスクに移動し、さらにこのファ
イルのコピーを作成することをお勧めします。

Inet Data Protectorセル内の各UNIXシステムまたはWindowsシステム
上で動作するプロセス。このプロセスは、セル内のシステム間の通
信と、バックアップおよび復元に必要なその他のプロセスの起動を
受け持ちます。システムにData Protectorをインストールすると、Inet
サービスが即座に起動されます。Inetプロセスは、inetdデーモンに
より開始されます。

Informix Server (Informix Server固有の用語)Informix Dynamic Serverのことで
す。

Informix Server用
のCMDスクリプト

(Informix Server固有の用語)Informix Serverデータベースの構
成時にINFORMIXDIR内に作成されるWindows CMDスクリプト。環
境変数をInformix Serverにエクスポートするコマンド一式が含まれ
ています。

インストールサー
バー

特定のアーキテクチャ用のData Protectorソフトウェアパッケージの
レポジトリを保持するコンピュータシステム。インストールサーバー
からData Protectorクライアントのリモートインストールが行われま
す。混在環境では、少なくとも2台のインストールサーバーが必要
です。1台はUNIXシステム用で、1台はWindowsシステム用です。
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ISQL (Sybase固有の用語)Sybaseのユーティリティの1つ。Sybase SQL
Serverに対してシステム管理作業を実行できます。

Java GUIクライアン
ト

Java GUIクライアントはJava GUIコンポーネントの1つで、ユーザー
インタフェース関連の機能(Cell Managerグラフィカルユーザーイン
タフェースおよびManager-of-Managers(MoM)のグラフィカルユー
ザーインタフェース)のみで構成されており、機能するためにはJava
GUIサーバーと接続する必要があります。

Java GUIサーバー Java GUIコンポーネントの1つ。Data Protector Cell Managerシステ
ムにインストールされています。Java GUIサーバーは、Java GUIク
ライアントからの要求を受け取って処理し、応答をJava GUIクライア
ントに戻します。通信には、HTTP (Hypertext Transfer Protocol)と
ポート5556を使用します。

keychain パスフレーズを手動で入力しなくても秘密キーを復号化できるよう
にするツールです。セキュアシェルを使用してリモートインストール
を実行する場合、このツールをインストールサーバーにインストー
ルして構成する必要があります。

KMS キー管理サーバー(KMS)はData Protectorの暗号化機能のための
キー管理を提供する、Cell Managerで実行する集中サービス。この
サービスは、Data ProtectorがCell Manager上にインストールされる
とすぐに開始されます。

LBO (EMC Symmetrix固有の用語)Logical Backup Object(論理バッ
クアップオブジェクト)の略。LBOは、EMC Symmetrix/Fastrax環境
内で保存/取得されるデータオブジェクトです。LBOはEMC
Symmetrixによって1つのエンティティとして保存/取得され、部分的
には復元できません。

LDEV (HP P9000 XPアレイファミリ固有の用語) HP StorageWorks
P9000 XPディスクアレイファミリのディスクアレイの物理ディスクの論
理パーティション。LDEVは、このようなディスクアレイのスプリットミ
ラー機能やスナップショット機能を使用して複製可能なエンティティ
です。
「HP Business Copy (BC) P9000 XP、HP Continuous Access (CA)
P9000 XP、および複製」を参照。

LISTENER.ORA (Oracle固有の用語)Oracleの構成ファイルの1つ。サーバー上の
1つまたは複数のTNSリスナを定義します。

log_fullシェルスクリ
プト

(Informix Server UNIX固有の用語)ON-Barに用意されている
スクリプトの1つで、Informix Serverでlogfullイベント警告が発行され
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た際に、論理ログファイルのバックアップを開始するために使用で
きます。Informix ServerのALARMPROGRAM構成パラメータは、デフォ
ルトで、INFORMIXDIR/etc/log_full.shに設定されます。ここで、
INFORMIXDIRは、Informix Serverホームディレクトリです。論理ログ
ファイルを継続的にバックアップしたくない場合は、ALARMPROGRAM
構成パラメータをINFORMIXDIR/etc/no_log.shに設定してくださ
い。

Lotus C API (Lotus Domino Server固有の用語)Lotus Domino ServerとData
Protectorなどのバックアップソリューションの間でバックアップ情報
および復元情報を交換するためのインタフェース。

LVM LVM (Logical Volume Manager: 論理ボリュームマネージャ)は、
HP-UXシステム上で物理ディスクスペースを構造化し、論理ボリュー
ムにマッピングするためのサブシステムです。LVMシステムは、複
数のボリュームグループで構成されます。各ボリュームグループに
は、複数のボリュームが含まれます。

Main Control Unit
(MCU)

(HP P9000 XPアレイファミリ固有の用語) HP CA P9000 XPま
たはHP CA+BC P9000 XP構成のプライマリボリューム(P-VOL)を
含み、マスターデバイスとして機能するHP StorageWorks P9000
XPディスクアレイファミリのユニット。
「 HP Business Copy (BC) P9000 XP、HP Continuous Access (CA)
P9000 XP、およびLDEV」を参照。

make_net_ recovery make_net_recoveryは、Ignite-UXのコマンドの1つ。Ignite-UXサー
バーまたはその他の指定システム上にネットワーク経由で復旧アー
カイブを作成できます。ターゲットシステムは、Ignite-UXの
make_boot_tapeコマンドで作成したブート可能なテープからブー
トするか、またはIgnite-UXサーバーから直接ブートした後、サブ
ネットを通じて復旧することができます。Ignite-UXサーバーからの
直接ブートは、Ignite-UXのbootsysコマンドで自動的に行うか、ま
たはブートコンソールから対話的に指定して行うことができます。

make_tape_
recovery

make_tape_recoveryは、Ignite-UXのコマンドの1つ。システムに
応じてカスタマイズしたブート可能テープ(インストールテープ)を作
成できます。ターゲットシステムにバックアップデバイスを直接接続
し、ブート可能な復旧テープからターゲットシステムをブートするこ
とにより、無人ディザスタリカバリを実行できます。アーカイブ作成
時とクライアント復旧時は、バックアップデバイスをクライアントにロー
カル接続しておく必要があります。

Manager-of-Managers
(MoM)

「MoM」を参照。
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MAPI (Microsoft Exchange Server固有の用語)MAPI (Messaging
Application Programming Interface)は、アプリケーションおよびメッ
セージングクライアントがメッセージングシステムおよび情報システ
ムと対話するためのプログラミングインタフェースです。

MCU 「Main Control Unit (MCU)」を参照。

Media Agent デバイスに対する読み込み/書き込みを制御するプロセス。制御対
象のデバイスはテープなどのメディアに対して読み込み/書き込み
を行います。復元またはオブジェクト検証セッション中、Media Agent
はバックアップ メディア上のデータを探して、処理するためにDisk
Agentに送信します。復元セッションの場合、続いてDisk Agentは
データをディスクに書き込みます。Media Agentは、ライブラリのロ
ボティクス制御も管理します。

Microsoft Exchange
Server

多様な通信システムへの透過的接続を提供するクライアント/サー
バー型のメッセージング/ワークグループシステム。電子メールシス
テムの他、個人とグループのスケジュール、オンラインフォーム、
ワークフロー自動化ツールなどをユーザーに提供します。また、開
発者に対しては、情報共有およびメッセージング サービス用のカ
スタムアプリケーション開発プラットフォームを提供します。

Microsoft SQL
Server

分散型"クライアント/サーバー"コンピューティングのニーズを満た
すように設計されたデータベース管理システム。

Microsoftボリュー
ムシャドウコピー
サービス(VSS)

VSS対応アプリケーションのバックアップと復元をそのアプリケーショ
ンの機能に関係なく統合管理する統一通信インタフェースを提供
するソフトウェアサービスです。このサービスは、バックアップアプリ
ケーション、ライター、シャドウコピープロバイダ、およびオペレー
ティングシステムカーネルと連携して、ボリュームシャドウコピーお
よびシャドウコピーセットの管理を実現します。
「シャドウコピー、シャドウコピープロバイダ、複製およびライター」を
参照。

Microsoft管理コン
ソール（MMC）

(Windows固有の用語)Windows環境における管理モデル。シン
プルで一貫した統合型管理ユーザーインタフェースを提供します。
同じGUIを通じて、さまざまなMMC対応アプリケーションを管理で
きます。

MMD Media Management Daemon (メディア管理デーモン)の略。MMDプ
ロセス(サービス)は、Data Protector Cell Manager上で稼動し、メ
ディア管理操作およびデバイス操作を制御します。このプロセス
は、Data ProtectorをCell Managerにインストールしたときに開始さ
れます。
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MMDB Media Management Database(メディア管理データベース)の略。
MMDBは、IDBの一部です。セル内で構成されているメディア、メ
ディアプール、デバイス、ライブラリ、ライブラリデバイス、スロットに
関する情報と、バックアップに使用されているData Protectorメディ
アに関する情報を格納します。エンタープライズバックアップ環境
では、データベースをすべてのセル間で共有できます。
「CMMDBおよびCDB」を参照。

MoM 複数のセルをグループ化して、1つのセルから集中管理することが
できます。集中管理用セルの管理システムが、
MoM(Manager-of-Managers)です。他のセルはMoMクライアントと
呼ばれます。MoMを介して、複数のセルを一元的に構成および管
理することができます。

MSM Data Protector Media Session Manager(メディアセッションマネー
ジャ)の略。MSMは、Cell Manager上で稼動し、メディアセッション(メ
ディアのコピーなど)を制御します。

obdrindex.dat 「IDB復旧ファイル」を参照。

OBDR対応デバイス ブート可能ディスクを装填したCD-ROMドライブをエミュレートでき
るデバイス。バックアップデバイスとしてだけでなく、ディザスタリカ
バリ用のブートデバイスとしても使用可能です。

ON-Bar (Informix Server固有の用語)Informix Serverのためのバックアッ
プと復元のシステム。ON-Barにより、Informix Serverデータのコピー
を作成し、後でそのデータを復元することが可能になります。ON-Bar
のバックアップと復元のシステムには、以下のコンポーネントが含ま
れます。

• onbarコマンド

• バックアップソリューションとしてのData Protector

• XBSAインタフェース

• ON-Barカタログテーブル。これは、dbobjectをバックアップし、
複数のバックアップを通してdbobjectのインスタンスをトラッキン
グするために使われます。

ONCONFIG (Informix Server固有の用語)アクティブなONCONFIG構成ファ
イルの名前を指定する環境変数。ONCONFIG環境変数が存在し
ない場合、Informix ServerがINFORMIXDIR\etc(Windowsの場合)、
またはINFORMIXDIR/etc/(UNIXの場合)ディレクトリのONCONFIGファ
イルにある構成値を使います。
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Oracle Data Guard (Oracle固有の用語)Oracle Data GuardはOracleの主要なディザ
スタリカバリソリューションです。プロダクション(一次)データベース
のリアルタイムコピーであるスタンバイデータベースを最大9個まで
保持することにより、破損、データ障害、人為ミス、および災害から
の保護を提供します。プロダクション(一次)データベースに障害が
発生すると、フェイルオーバーによりスタンバイデータベースの1つ
を新しい一次データベースにすることができます。また、プロダク
ション処理を現在の一次データベースからスタンバイデータベース
に迅速に切り替えたり、元に戻したりできるため、保守作業のため
の計画ダウンタイムを縮小することができます。

ORACLE_SID (Oracle固有の用語)Oracle Serverインスタンスの一意な名前。
別のOracle Serverに切り替えるには、目的のORACLE_SIDを指定し
ます。ORACLE_SIDは、TNSNAMES.ORAファイル内の接続記述子の
CONNECT DATA部分とLISTENER.ORAファイル内のTNSリスナの
定義に含まれています。

Oracleインスタンス (Oracle固有の用語)1つまたは複数のシステムにインストールさ
れた個々のOracleデータベース。1つのコンピュータシステム上で、
複数のデータベースインスタンスを同時に稼動させることができま
す。

Oracleターゲット
データベースへの
ログイン情報

(OracleおよびSAP R/3固有の用語)ログイン情報の形式は、
<user_name>/<password>@<service>です。

この場合、user_nameは、Oracle Serverおよびその他のユー
ザーに対して公開されるユーザー名です。各ユーザーがOracle

•

ターゲットデータベースに接続するには、ユーザー名とパスワー
ドの両方を入力しなければなりません。ここでは、Oracleの
SYSDBA権限またはSYSOPER権限が付与されているユーザー
を指定する必要があります。

• passwordには、Oracleパスワードファイル(orapwd)内に指定し
たのと同じパスワードを指定しなければなりません。パスワード
は、データベースを管理するユーザーの認証に使用されます。

• serviceには、ターゲットデータベースのためのSQL*Netサー
バー プロセスの識別に使用される名前を指定します。

P1Sファイル P1Sファイルには、システムにインストールされているすべてのディ
スクを拡張自動ディザスタリカバリ(EADR)中にどのようにフォーマッ
トするかに関する情報が格納されます。 このファイルはフルバック
アップ中に作成され、バックアップメディアとCell Managerに保存さ
れます。保存場所は、Data_Protector_program_data\Config\
Server\dr\p1sディレクトリ(Windows Server 2008の場合)、
Data_Protector_home\Config\Server\dr\p1sディレクトリ(その
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他のWindowsシステムの場合)、/etc/opt/omni/server/dr/p1s
ディレクトリ(UNIXシステムの場合)です。ファイル名は以下のとおり
です。 recovery.p1s.

RAID Redundant Array of Independent Disksの略。

RAID Manager
P9000 XP (RM)

(HP P9000 XPアレイファミリ固有の用語) RAID Manager P9000
XPアプリケーションには、HP CA P9000 XPアプリケーションおよび
HP BC P9000 XPアプリケーションのステータスを報告/制御するコ
マンドが豊富に用意されています。これらのコマンドは、RAID
Manager P9000 XPインスタンスを通じて、HP StorageWorks P9000
XPディスクアレイファミリ Disk Control Unitと通信します。このイン
スタンスは、コマンドを一連の低レベルSCSIコマンドに変換します。

RAID Managerライ
ブラリ

(HP P9000 XPアレイファミリ固有の用語) Solarisシステム上の
Data Protectorでは、RAID Managerライブラリを内部的に使用し
て、HP StorageWorks P9000 XPディスクアレイファミリの構成デー
タ、ステータスデータ、およびパフォーマンスデータにアクセスしま
す。さらに、一連の低レベルSCSIコマンドに変換される関数呼び出
しを通じて、HP StorageWorks P9000 XPディスクアレイファミリの主
要な機能にアクセスします。

rawディスクバック
アップ

「ディスクイメージバックアップ」を参照。

RCU 「Remote Control Unit (RCU)」を参照。

RCU Remote
Control Unit (RCU)

(HP P9000 XPアレイファミリ固有の用語) HP CA P9000 XPま
たはHP StorageWorks P9000 XPディスクアレイファミリ CA+BC HP
構成におけるメインコントロールユニット(MCU)に対するスレーブデ
バイスとして機能するHP StorageWorks P9000 XPディスクアレイ
ファミリユニット。双方向の構成の中では、RCUはMCUとしての役
割も果たします。

RDBMS Relational Database Management System (リレーショナルデータ
ベース管理システム)の略。

RDF1/RDF2 (EMCSymmetrix固有の用語)SRDFデバイスグループの一種。
RDFグループにはRDFデバイスだけを割り当てることができます。
RDF1グループタイプにはソースデバイス(R1)が格納され、RDF2グ
ループタイプにはターゲットデバイス(R2)が格納されます。
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RDS Raima Database Serverの略。RDS(サービス)は、Data Protectorの
Cell Manager上で稼動し、IDBを管理します。このプロセスは、Data
ProtectorをCell Managerにインストールしたときに開始されます。

Recovery Manager
(RMAN)

(Oracle固有の用語)Oracleコマンドラインインタフェース。これに
より、Oracle Serverプロセスに接続されているデータベースをバッ
クアップ、復元、および復旧するための指示がOracle Serverプロセ
スに出されます。RMANでは、バックアップについての情報を格納
するために、リカバリカタログまたは制御ファイルのいずれかが使用
されます。この情報は、後の復元セッションで使うことができます。

RecoveryInfo Windows構成ファイルのバックアップ時、Data Protectorは、現在の
システム構成に関する情報(ディスクレイアウト、ボリューム、および
ネットワークの構成に関する情報)を収集します。この情報は、ディ
ザスタリカバリ時に必要になります。

REDOログ (Oracle固有の用語)各Oracleデータベースには、複数のREDO
ログファイルがあります。データベース用のREDOログファイルのセッ
トをデータベースのREDOログと呼びます。Oracleでは、REDOログ
を使ってデータに対するすべての変更を記録します。

RMAN (Oracle固
有の用語)

「Recovery Manager」を参照。

RSM Data Protector Restore Session Managerの略。復元セッションおよ
びオブジェクト検証セッションを制御します。このプロセスは、常に
Cell Managerシステム上で稼動します。

RSM (Windows固有の用語)Removable Storage Managerの略。RSM
は、アプリケーション、ロボティクスチェンジャ、およびメディアライブ
ラリの間の通信を効率化するメディア管理サービスを提供します。
これにより、複数のアプリケーションがローカルロボティクスメディア
ライブラリとテープまたはディスクドライブを共有でき、リムーバブル
メディアを管理できます。

SAPDBA (SAP R/3固有の用語) BRBACKUPツール、BRARCHIVEツー
ル、BRRESTOREツールを統合したSAP R/3ユーザーインタフェー
ス。

SIBF サーバーレス統合バイナリファイル(SIBF)は、IDBのうち、NDMPの
rawメタデータが格納される部分です。これらのデータは、NDMPオ
ブジェクトの復元に必要です。

SMB 「スプリットミラーバックアップ」を参照。
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SMBF セッションメッセージバイナリファイル(SMBF)は、IDBのうち、バック
アップ、復元、オブジェクトコピー、オブジェクト統合、オブジェクト
検証、およびメディア管理のセッション中に生成されたセッションメッ
セージが格納される部分です。1つのセッションにつき1つのバイナ
リファイルが作成されます。ファイルは年毎や月毎に分類されます。

sqlhostsファイルま
たはレジストリ

(Informix Server固有の用語)Informix Serverの接続情報ファイ
ル(UNIX)またはレジストリ(Windows)。各データベースサーバーの
名前の他、ホストコンピュータ上のクライアントが接続できるエイリア
スが格納されます。

SRDF (EMC Symmetrix固有の用語)EMC Symmetrix Remote Data
Facilityの略。SRDFは、異なる位置にある複数の処理環境の間で
の効率的なリアルタイムデータ複製を実現するBusiness
Continuationプロセスです。同じルートコンピュータ環境内だけで
はなく、互いに遠距離にある環境も対象となります。

SRDファイル (ディザスタリカバリ固有の用語)Unicode (UTF-16)形式のテキ
ストファイルで、WindowsシステムのCONFIGURATIONバックアッ
プ中に生成されCell Managerに格納されます。このファイルには、
障害発生時にターゲットシステムにオペレーティングシステムをイ
ンストールおよび構成するために必要なシステム情報が含まれて
います。
「ターゲットシステム」を参照。

SSE Agent (SSEA)
(HP P9000 XPア

「HP StorageWorks P9000 XP Agent」を参照。

レイファミリ固有
の用語)

sst.confファイル /usr/kernel/drv/sst.confファイルは、マルチドライブライブラリ
デバイスが接続されているData Protector Sun Solarisクライアント
のそれぞれにインストールされていなければならないファイルです。
このファイルには、クライアントに接続されている各ライブラリデバイ
スのロボット機構のSCSIアドレスエントリが記述されていなければな
りません。

st.confファイル /kernel/drv/st.conf ファイルは、バックアップデバイスが接続さ
れているData Protector Solarisクライアントのそれぞれにインストー
ルされていなければならないファイルです。このファイルには、クラ
イアントに接続されている各バックアップドライブのデバイス情報と
SCSIアドレスが記述されていなければなりません。シングルドライブ
デバイスについては単一のSCSIエントリが、マルチドライブライブラ
リデバイスについては複数のSCSIエントリが、それぞれ必要です。
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StorageTek ACSラ
イブラリ

(StorageTek固有の用語)ACS (Automated Cartridge System)は、
1つのライブラリ管理ユニット(LMU)と、このユニットに接続された1
～24個のライブラリ記憶域モジュール(LSM)からなるライブラリシス
テム(サイロ)です。

Sybase Backup
Server API

(Sybase固有の用語)Sybase SQL ServerとData Protectorなどの
バックアップソリューションの間でのバックアップ情報および復旧情
報交換用に開発された業界標準インタフェース。

Sybase SQL Server (Sybase固有の用語)Sybaseの「クライアントサーバー」アーキテク
チャ内のサーバー。Sybase SQL Serverは、複数のデータベースと
複数のユーザーを管理し、ディスク上のデータの実位置を追跡し
ます。さらに、物理データストレージ域に対する論理データ記述の
マッピングを維持し、メモリ内のデータキャッシュとプロシージャキャッ
シュを維持します。

SYMA (EMC
Symmetrix固有の
用語)

「EMC Symmetrix Agent」を参照。

System Backup to
Tape

(Oracle固有の用語)Oracleがバックアップ要求または復元要求
を発行したときに正しいバックアップデバイスをロード、ラベリング、
およびアンロードするために必要なアクションを処理するOracleイ
ンタフェース。

SysVol (Windows固有の用語)ドメインのパブリックファイルのサーバー
コピーを保存する共有ディレクトリで、ドメイン内のすべてのドメイン
コントローラ間で複製されます。

TimeFinder (EMCSymmetrix固有の用語)単一または複数のEMC Symmetrix
論理デバイス(SLD)のインスタントコピーを作成するBusiness
Continuationプロセス。インスタントコピーは、BCVと呼ばれる専用
の事前構成SLD上に作成され、システムに対する別個のプロセス
を経由してアクセスできます。

TLU Tape Library Unit (テープライブラリユニット)の略。

TNSNAMES.ORA (OracleおよびSAP R/3固有の用語)サービス名にマッピングさ
れた接続記述子を格納するネットワーク構成ファイル。このファイル
は、1か所で集中的に管理してすべてのクライアントで使用すること
も、また、ローカルに管理して各クライアントで個別に使用すること
もできます。
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TSANDS.CFGファイ
ル

(Novell NetWare固有の用語)バックアップを開始するコンテナ
の名前を指定するファイル。このファイルはテキストファイルで、
TSANDS.NLMがロードされるサーバーのSYS:SYSTEM\TSAディレクトリ
にあります。

UIProxy Java GUI Server(UIProxyサービス)はData Protector Cell Manager
で実行されます。Java GUI Serverでは、Java GUI ClientとCell
Managerとの間の通信を行います。また、ビジネスロジック操作を実
行し、重要な情報のみをクライアントに送信する必要があります。こ
のサービスは、Data ProtectorがCell Manager上にインストールさ
れるとすぐに開始されます。

user_restrictions
ファイル

割り当てられているユーザー権限に応じてData Protectorのユー
ザーグループが使用できる特定のユーザーアクションを、Data
Protectorセルの特定のシステムでのみ実行されるように制限する
ファイル。このような制限は、AdminおよびOperator以外の Data
Protectorのユーザーグループにのみ適用されます。

VMware管理クライ
アント

(VMware用統合ソフトウェア固有の用語)Data Protectorを使用
してVMware Virtual Infrastructureと通信するクライアント。
VirtualCenter Serverシステム(VirtualCenter環境)、またはESX
Serverシステム(スタンドアロンESX Server環境)のどちらかです。

VOLSER (ADICおよびSTK固有の用語)ボリュームシリアル(VOLume
SERial)番号は、メディア上のラベルで、大容量ライブラリ内の物理
テープの識別に使用されます。VOLSERは、ADIC/GRAUデバイス
およびStorageTekデバイス固有の命名規則です。

VSS 「Microsoftボリュームシャドウコピーサービス(VSS)」を参照。

VSS準拠モード (HP P9000 XPアレイファミリVSSプロバイダ固有の用語) 2種
類あるP9000 XPアレイ VSSハードウェアプロバイダの操作モードの
1つ。P9000 XPアレイプロバイダがVSS準拠モードであると、ソース
ボリューム(P-VOL)とその複製(S-VOL)は、バックアップ後、単純非
対状態になります。したがって、ローテーションされる複製数(P-VOL
当たりのS-VOL数)に制限はありません。このような構成でのバック
アップからの復元は、ディスクの切り替えによってのみ可能となりま
す。
「resyncモード、ソースボリューム、プライマリボリューム(P-VOL)、複
製、セカンダリボリューム(S-VOL)、および複製セットローテーショ
ン」を参照。

VxFS Veritas Journal Filesystemの略。
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VxVM (Veritas
Volume Manager)

Veritas Volume Managerは、Solarisプラットフォーム上でディスクス
ペースを管理するためのシステムです。VxVMシステムは、論理ディ
スクグループに編成された1つまたは複数の物理ボリュームの任意
のグループからなります。

Wake ONLAN 節電モードで動作しているシステムを同じLAN上の他のシステムか
らのリモート操作により電源投入するためのサポート。

Webレポート Data Protectorの機能の1つ。バックアップステータス、オブジェクト
コピーステータスおよびオブジェクト集約ステータスとData Protector
構成に関するレポートをWebインタフェース経由で表示できます。

Windows 構成の
バックアップ

Data Protectorでは、Windows CONFIGURATION(構成データ)を
バックアップできます。Windowsレジストリ、ユーザープロファイル、
イベントログ、WINSサーバーデータおよびDHCPサーバーデータ
(システム上で構成されている場合)を1回の操作でバックアップで
きます。

Windowsレジストリ オペレーティングシステムやインストールされたアプリケーションの
構成情報を保存するため、Windowsにより使用される集中化された
データベース。

WINSサーバー Windowsネットワークのコンピュータ名をIPアドレスに解決する
Windowsインターネットネームサービスソフトウェアを実行している
システム。Data Protectorでは、WINSサーバーデータをWindowsの
構成データの一部としてバックアップできます。

XBSAインタフェー
ス

(Informix Server固有の用語)ON-BarとData Protectorの間の
相互通信には、X/Open Backup Services Application Programmer's
Interface (XBSA)が使用されます。

ZDB 「ゼロダウンタイムバックアップ(ZDB)」を参照。

ZDBデータベース (ZDB固有の用語)ソースボリューム、複製、セキュリティ情報など
のZDB関連情報を格納するIDBの一部。ZDBデータベースは、ゼ
ロダウンタイムバックアップ、インスタントリカバリ、スプリットミラー復
元の各セッションで使用されます。
「ゼロダウンタイムバックアップ(ZDB)」を参照。

アーカイブREDOロ
グ

(Oracle固有の用語)オフラインREDOログとも呼びます。Oracle
データベースがARCHIVELOGモードで動作している場合、各オン
ラインREDOログが最大サイズまで書き込まれると、アーカイブ先に
コピーされます。このコピーをアーカイブREDOログと呼びます。各
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データベースに対してアーカイブREDOログを作成するかどうかを
指定するには、以下の2つのモードのいずれかを指定します。

• ARCHIVELOG － 満杯になったオンラインREDOログファイル
は、再利用される前にアーカイブされます。そのため、インスタ
ンスやディスクにエラーが発生した場合に、データベースを復
旧することができます。「ホット」バックアップを実行できるのは、
データベースがこのモードで稼動しているときだけです。

• NOARCHIVELOG － オンラインREDOログファイルは、いっぱ
いになってもアーカイブされません。

「オンラインREDOログ」を参照。

アーカイブロギング (Lotus Domino Server固有の用語)Lotus Domino Serverのデー
タベースモードの1つ。トランザクションログファイルがバックアップ
されて初めて上書きされるモードです。

アクセス権限 「ユーザー権限」を参照。

アプリケーション
エージェント

クライアント上でオンラインデータベース統合ソフトウェアを復元お
よびバックアップするために必要なコンポーネント。
「[Disk Agent]」を参照。

アプリケーションシ
ステム

(ZDB固有の用語)このシステム上でアプリケーションやデータ
ベースが実行されます。 アプリケーションまたはデータベースデー
タは、ソースボリューム上に格納されています。
「バックアップシステムおよびソースボリューム」を参照。

暗号化
KeyID-StoreID

Data Protector Key Management Serverが､Data Protectorで使用
される暗号化キーの識別と管理に使用する複合識別子です｡KeyID
は、キーストア内のキーを識別します。StoreIDは、Cell Manager上
のキーストアを識別します。Data Protectorを暗号化機能付きの旧
バージョンからアップグレードした場合、同じCell Manager上で使
用されるStoreIDが複数存在する可能性があります。

暗号化キー 256ビットのランダムに生成された数値で、AES 256ビットソフトウェ
ア暗号化またはドライブベースの暗号化が指定されたバックアップ
の際に、Data Protectorの暗号化アルゴリズムが情報をエンコード
するために使用します。これに続く情報の復号化では、同じキーが
使用されます。Data Protectorセルの暗号化キーは、Cell Manager
上の中央キーストアに保存されます。

暗号化された制御
通信

Data Protectorセル内のクライアント間におけるData Protectorのセ
キュアな通信は、Secure Socket Layer (SSL)をベースにしており、
SSLv3アルゴリズムを使用して制御通信が暗号化されます。Data
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Protectorセル内の制御通信は、Disk Agent (および統合用ソフト
ウェア)からMedia Agentへのデータ転送とその逆方向のデータ転
送を除く、Data Protectorプロセス間のすべての通信です。

イベントログ (Windows固有の用語)サービスの開始または停止、ユーザーの
ログオンとログオフなど、Windowsがすべてのイベントを記録し
たファイル。 Data Protectorは、WindowsイベントログをWindows構
成バックアップの一部としてバックアップできます。

インスタントリカバリ (ZDB固有の用語)ディスクへのZDBセッションまたはディスク/テー
プへのZDBセッションで作成された複製を使用して、ソースボリュー
ムの内容を複製が作成された時点の状態に復元するプロセスで
す。これにより、テープからの復元を行う必要がなくなります。関連
するアプリケーションやデータベースによってはインスタントリカバ
リだけで十分な場合もあれば、完全に復旧するためにトランザクショ
ンログファイルを適用するなどその他にも手順が必要な場合もあり
ます。
「複製、ゼロダウンタイムバックアップ(ZDB)、ディスクへのZDB、お
よびディスク+テープへのZDB」を参照。

インターネットイン
フォメーションサー
ビス(IIS)

(Windows固有の用語)Microsoft Internet Information Services
は、ネットワーク用ファイル/アプリケーションサーバーで、複数のプ
ロトコルをサポートしています。IISでは、主に、HTTP (Hypertext
Transport Protocol)によりHTML (Hypertext Markup Language)ペー
ジとして情報が転送されます。

インフォメーションス
トア

(Microsoft Exchange Server固有の用語)ストレージ管理を行う
Microsoft Exchange Serverのサービス。Microsoft Exchange Server
のインフォメーションストアは、メールボックスストアとパブリックフォ
ルダストアという2種類のストアを管理します。メールボックスストア
は、個々のユーザーに属するメールボックスから成ります。パブリッ
クフォルダストアには、複数のユーザーで共有するパブリックフォル
ダおよびメッセージがあります。
「キーマネージメントサービスおよびサイト複製サービス」を参照。

上書き 復元中のファイル名競合を解決するモードの1つ。既存のファイル
の方が新しくても、すべてのファイルがバックアップから復元されま
す。
「マージ」を参照。

エクスチェンジャ SCSIエクスチェンジャとも呼ばれます。
「ライブラリ」を参照。
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エンタープライズ
バックアップ環境

複数のセルをグループ化して、1つのセルから集中管理することが
できます。エンタープライズバックアップ環境には、複数のData
Protectorセル内のすべてのクライアントが含まれます。これらのセ
ルは、Manager of Managers (MoM)のコンセプトにより集中管理用
のセルから管理されます。
「MoM」を参照。

オートチェンジャー 「ライブラリ」を参照。

オートマイグレー
ション

(VLS固有の用語)データのバックアップをまずVLSの仮想テープ
に作成し、それを物理テープ(1つの仮想テープが1つの物理テー
プをエミュレート)に移行する操作を、中間バックアップアプリケー
ションを使用せずに実行する機能。
「仮想ライブラリシステム(VLS)と仮想テープ」を参照。

オートローダ 「ライブラリ」を参照。

オブジェクト 「バックアップオブジェクト」を参照。

オブジェクトID (Windows固有の用語)オブジェクトID(OID)を使用すると、システ
ムのどこにファイルがあるかにかかわらず、NTFS 5ファイルにアク
セスできます。Data Protectorでは、ファイルの代替ストリームとして
OIDを扱います。

オブジェクトコピー 特定のオブジェクトバージョンのコピー。オブジェクトコピーセッショ
ン中またはオブジェクトミラーのバックアップセッション中に作成さ
れます。

オブジェクトコピー
セッション

異なるメディアセット上にバックアップデータの追加コピーを作成す
るプロセス。オブジェクトコピー セッション中に、選択されたバック
アップオブジェクトがソースからターゲットメディアへコピーされま
す。

オブジェクトのコ
ピー

選択されたオブジェクトバージョンを特定のメディアセットにコピー
するプロセス。1つまたは複数のバックアップセッションから、コピー
するオブジェクトバージョンを選択できます。

オブジェクトのミ
ラーリング

バックアップセッション中に、いくつかのメディアセットに同じデータ
を書き込むプロセス。Data Protectorを使用すると、1つまたは複数
のメディアセットに対し、すべてまたは一部のバックアップオブジェ
クトをミラーリングすることができます。

オブジェクトミラー オブジェクトのミラーリングを使用して作成されるバックアップオブ
ジェクトのコピー。オブジェクトのミラーは、通常、オブジェクトコピー
と呼ばれます。
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オブジェクト検証 Data Protectorの観点で見たバックアップオブジェクトのデータ整
合性と、それらを必要なあて先に送信するData Protectorの機能を
確認する処理です。処理は、バックアップ、オブジェクトコピー、ま
たはオブジェクト集約セッションによって作成されたオブジェクトバー
ジョンを復元する機能に信頼レベルを付与するために使用できま
す。

オブジェクト検証
セッション

指定のバックアップオブジェクトまたはオブジェクトバージョンのデー
タ整合性と、指定のホストにそれらを送信するための選択済みData
Protectorネットワークコンポーネントの機能を確認するプロセスで
す。オブジェクト検証セッションは、対話式に実行することも、自動
ポストバックアップまたはスケジュール仕様の指定通りに実行する
こともできます。

オブジェクト統合 1つのフルバックアップと1つ以上の増分バックアップで構成された
バックアップオブジェクトの復元チェーンを、新たな集約されたバー
ジョンのオブジェクトとしてマージするプロセス。このプロセスは、合
成バックアップの一部です。このプロセスの結果、指定のバックアッ
プオブジェクトの合成フルバックアップが出力されます。

オブジェクト統合
セッション

1つのフルバックアップと1つ以上の増分バックアップで構成された
バックアップオブジェクトの復元チェーンを、新たな統合されたバー
ジョンのオブジェクトとしてマージするプロセス。

オフラインREDOロ
グ

「アーカイブREDOログ」を参照。

オフラインバック
アップ

実行中はアプリケーションデータベースがアプリケーションから使
用できなくなるバックアップ。オフラインバックアップセッションでは、
一般にデータベースはデータ複製プロセス中に休止状態となり、
バックアップシステムからは使用できますが、アプリケーションシス
テムからは使用できません。たとえばテープへのバックアップの場
合、テープへのデータストリーミングが終わるまでの間となります。
残りのバックアッププロセスでは、データベースは通常の稼動を再
開できます。
「ゼロダウンタイムバックアップ(ZDB)およびオンラインバックアップ」
を参照。

オフライン復旧 オフライン復旧は、ネットワーク障害などによりCell Managerにアク
セスできない場合に行われます。オフライン復旧では、スタンドアロ
ンデバイスおよびSCSIライブラリデバイスのみが使用可能です。Cell
Managerの復旧は、常にオフラインで行われます。
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オリジナルシステム あるシステムに障害が発生する前にData Protectorによってバック
アップされたシステム構成データ。

オンラインREDOロ
グ

(Oracle固有の用語)まだアーカイブされていないが、インスタン
スでデータベースアクティビティを記録するために利用できるか、ま
たは満杯になっており、アーカイブまたは再使用されるまで待機し
ているREDOログ。
「アーカイブREDOログ」を参照。

オンラインバック
アップ

データベースアプリケーションを利用可能な状態に維持したまま行
われるバックアップ。データベースは、データ複製プロセスの間、
特別なバックアップモードで稼動します。たとえばテープへのバッ
クアップの場合、テープへのデータストリーミングが終わるまでの間
となります。この期間中、データベースは完全に機能しますが、パ
フォーマンスに多少影響が出たり、ログファイルのサイズが急速に
増大したりする場合もあります。残りのバックアッププロセスでは、
データベースは通常の稼動を再開できます。
場合によっては、データベースを整合性を保って復元するために、
トランザクションログもバックアップする必要があります。
「ゼロダウンタイムバックアップ(ZDB)およびオフラインバックアップ」
を参照。

オンライン復旧 オンライン復旧は、Cell Managerがアクセス可能な場合に行いま
す。この場合、Data Protectorのほとんどの機能(Cell Managerによ
るセッションの実行、復元セッションのIDBへの記録、GUIを使った
復元作業の進行状況の監視など)が使用可能です。

階層ストレージ管理
(HSM)

使用頻度の低いデータを低コストの光磁気プラッタに移動すること
で、コストの高いハードディスク記憶域を有効利用するための仕組
み。移動したデータが必要になった場合は、ハードディスク記憶域
に自動的に戻されます。これにより、ハードディスクからの高速読み
取りと光磁気プラッタの低コスト性のバランスが維持されます。

拡張増分バックアッ
プ

従来の増分バックアップでは、前回のバックアップより後に変更さ
れたファイルがバックアップされますが、変更検出機能に限界があ
ります。これに対し、拡張増分バックアップでは、名前が変更された
ファイルや移動されたファイルのほか、属性が変更されたファイル
についても、信頼性のある検出とバックアップが行われます。

確認 指定したメディア上のData Protectorデータが読み取り可能かどう
かをチェックする機能。また、CRC(巡回冗長検査)オプションをオン
にして実行したバックアップに対しては、各ブロック内の整合性も
チェックできます。
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仮想コントローラソ
フトウェア（VCS）

(HP P6000 EVAアレイファミリ固有の用語)HSVコントローラを
介したHP StorageWorks Command View EVAとの通信など、記憶
システムの処理すべてを管理するファームウェア。
「HP StorageWorksCommand View (CV) EVA」を参照。

仮想サーバー ネットワークIP名およびIPアドレスでドメイン内に定義されるクラス
ター環境の仮想マシンです。アドレスはクラスターソフトウェアによ
りキャッシュされ、仮想サーバーリソースを現在実行しているクラス
ターノードにマップされます。こうして、特定の仮想サーバーに対
するすべての要求が特定のクラスターノードにキャッシュされます。

仮想ディスク (HP P6000 EVAアレイファミリ固有の用語) HP StorageWorks
P6000 EVAディスクアレイファミリのディスクアレイのストレージプー
ルから割り当てられるストレージユニット。仮想ディスクは、このよう
なディスクアレイのスナップショット機能を使用して複製可能なエン
ティティです。
「ソースボリュームおよびターゲットボリューム」を参照。

仮想テープ (VLS固有の用語)テープに保存された場合と同様にディスクドラ
イブにデータをバックアップするアーカイブ式ストレージテクノロジ。
バックアップスピードおよびリカバリスピードの向上、運用コストの削
減など仮想テープシステムとしての利点がある。
「仮想ライブラリシステム(VLS)および仮想テープライブラリ(VTL)」
を参照。

仮想テープライブラ
リ(VTL)

(VLS固有の用語)従来のテープベースのストレージ機能を提供
する、エミュレートされるテープライブラリ。
「仮想ライブラリシステム(VLS)」を参照。

仮想デバイスインタ
フェース

(Microsoft SQL Server固有の用語)Microsoft SQL Serverのプ
ログラミングインタフェースの1つ。大容量のデータベースを高速で
バックアップおよび復元できます。

仮想フルバックアッ
プ

コピーするのではなくポインタを使用してデータが統合される、効
率の良い合成バックアップ。配布ファイルメディア形式を使用する
1つのファイルライブラリにすべてのバックアップ(フルバックアップ、
増分バックアップ、およびその結果である仮想フルバックアップ)が
書き込まれる場合に実行されます。

仮想ライブラリシス
テム(VLS)

1つまたは複数の仮想テープライブラリ(VTL)をホストする、ディスク
ベースのデータストレージデバイス。
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カタログ保護 バックアップデータに関する情報(ファイル名やファイルバージョン
など)をIDBに維持する期間を定義します。
「データ保護」を参照。

監査レポート 監査ログファイルに保存されたデータから作成される、ユーザーが
判読可能な形式の監査情報出力。

監査ログ 監査情報が保存されるデータファイル。

監査情報 Data Protectorセル全体に対し、ユーザーが定義した拡張期間に
わたって実施された、全バックアップセッションに関するデータ。

キーストア すべての暗号化キーは、Cell Managerのキーストアに集中的に格
納され、キー管理サーバー(KMS)により管理されます。

キーマネージメント
サービス

(Microsoft Exchange Server固有の用語)拡張セキュリティのた
めの暗号化機能を提供するMicrosoft Exchange Serverのサービ
ス。
「インフォメーションストアおよびサイト複製サービス」を参照。

共有ディスク あるシステム上に置かれたWindowsのディスクをネットワーク上の他
のシステムのユーザーが使用できるように構成したもの。共有ディ
スクを使用しているシステムは、Data Protector Disk Agentがイン
ストールされていなくてもバックアップ可能です。

緊急ブートファイル (Informix Server固有の用語)Informix Server構成ファイル
ixbar.server_id。このファイルは、INFORMIXDIR/etcディレクトリ
(Windowsの場合)、またはINFORMIXDIR\etcディレクトリ(UNIXの場
合)に置かれています。INFORMIXDIRはInformix Serverのホームディ
レクトリ、server_idはSERVERNUM構成パラメータの値です。緊急
ブートファイルの各行は、1つのバックアップオブジェクトに対応し
ます。

クライアントバック
アップ

Data Protectorクライアントにマウントされているすべてのボリューム
(ファイルシステム)のバックアップ。実際に何がバックアップされる
かは、バックアップ仕様でどのようにオブジェクトを選択するかによっ
て異なります。

• クライアントシステム名の隣のチェックボックスを選択した場合､
[クライアントシステム]の種類の1つのバックアップオブジェ
クトが作成されます｡その結果、バックアップ時にData Protector
は選択されたクライアントにマウントされているすべてのボリュー
ムを最初に検出してから、それらをバックアップします。Windows
クライアントの場合、CONFIGURATIONもバックアップされます。
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• クライアントシステムにマウントされているすべてのボリュームを
別々に選択する場合、Filesystemタイプの個別バックアップオ
ブジェクトがボリュームごとに作成されます。その結果、バック
アップ時に、選択されたボリュームのみがバックアップされます。
バックアップ仕様の作成後にクライアントにマウントされたボリュー
ムは、バックアップされません｡

クライアントまたは
クライアントシステ
ム

セル内でData Protectorの機能を使用できるように構成された任意
のシステム。

クラスター対応アプ
リケーション

クラスターアプリケーションプログラミングインタフェースをサポート
しているアプリケーション。クラスター対応アプリケーションごとに、
クリティカルリソースが宣言されます。これらのリソースには、ディス
クボリューム(Microsoft Cluster Serverの場合)、ボリュームグループ
(MC/ServiceGuardの場合)、アプリケーションサービス、IP名および
IPアドレスなどがあります。

クラスター連続レプ
リケーション

(Microsoft Exchange Server固有の用語)クラスター連続レプリ
ケーション(CCR)はクラスター管理とフェイルオーバーオプションを
使用して、ストレージグループの完全なコピー(CCRコピー)を作成
および維持する高可用性ソリューションです。ストレージグループ
は個別のサーバーに複製されます。CCRはExchangeバックエンド
サーバーで発生した単発箇所の障害を取り除きます。CCRコピー
が存在するパッシブExchange ServerノードでVSSを使用してバック
アップを実行すれば、アクティブノードの負荷が軽減されます。
CCRコピーへの切り替えは数秒で完了するため、CCRコピーはディ
ザスタリカバリに使用されます。複製されたストレージグループは、
Exchangeライターの新しいインスタンス(Exchange Replication
Service)として表示され、元のストレージグループと同様にVSSを使
用してバックアップできます。
「Exchange Replication Serviceおよびローカル連続レプリケーショ
ン」を参照。

グループ (Microsoft Cluster Server固有の用語)特定のクラスター対応
アプリケーションを実行するために必要なリソース(ディスクボリュー
ム、アプリケーションサービス、IP名およびIPアドレスなど)の集合。

グローバルオプショ
ンファイル

Data Protectorをカスタマイズするためのファイル。このファイルで
は、Data Protectorのさまざまな設定(特に、タイムアウトや制限)を
定義でき、その内容はData Protectorセル全体に適用されます。こ
のファイルは、Data_Protector_program_data\Config\Server\Options
ディレクトリ(Windows Server 2008の場合)、Data_Protector_home\
Config\Server\Optionsディレクトリ(その他のWindowsシステム)、
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または/etc/opt/omni/server/optionsディレクトリ(HP-UX、
Solaris、またはLinuxシステムの場合)のCell Managerに置かれてい
ます。

合成バックアップ データに関しては従来のフルバックアップと同じである合成フルバッ
クアップを、生産サーバーやネットワークに負担をかけずに出力す
るバックアップソリューション。合成フルバックアップは、前回のフル
バックアップと任意の数の増分バックアップを使用して作成されま
す。

合成フルバックアッ
プ

バックアップオブジェクトの復元チェーンが新たな合成フルバージョ
ンのオブジェクトにマージされる、オブジェクト集約処理の結果。合
成フルバックアップは、復元速度の面では従来のフルバックアップ
と同じです。

コピーセット (HPP6000 EVAアレイファミリ固有の用語)ローカルP6000 EVA
上にあるソースボリュームとリモートP6000 EVA上にあるその複製と
のペア。
「ソースボリューム、複製、およびHP Continuous Access + Business
Copy (CA+BC)P6000 EVA」を参照。

コマンドラインインタ
フェース(CLI)

CLIには、DOSコマンドやUNIXコマンドと同じようにシェルスクリプト
内で使用でできるコマンドが用意されています。これらを使用して、
Data Protectorの構成、バックアップ、復元、および管理の各タスク
を実行することができます。

コンテナ (HP P6000 EVAアレイファミリ固有の用語)ディスクアレイ上の
スペース。後で標準スナップショット、vsnap、またはスナップクロー
ンとして使用するために事前に割り当てられます。

再解析ポイント (Windows固有の用語)任意のディレクトリまたはファイルに関連
付けることができるシステム制御属性。再解析属性の値は、ユー
ザー制御データをとることができます。このデータの形式は、デー
タを保存したアプリケーションによって認識され、データの解釈用
にインストールされており、該当ファイルを処理するファイルシステ
ムフィルタによっても認識されます。ファイルシステムは、再解析ポ
イント付きのファイルを検出すると、そのデータ形式に関連付けら
れているファイルシステムフィルタを検索します。

再同期モード (HP P9000 XPアレイファミリVSSプロバイダ固有の用語) 2種
類あるP9000 XPアレイ VSSハードウェアプロバイダの操作モードの
1つ。P9000 XPアレイプロバイダが再同期モードであると、ソースボ
リューム(P-VOL)とその複製(S-VOL)は、バックアップ後、中断ミラー
関係になります。MU範囲が0-2(つまり、0、1、2)の場合、ローテー
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ションされる最大複製数(P-VOL当たりのS-VOL数)は3となります。
このような構成でのバックアップからの復元は、S-VOLをそのP-VOL
と再同期することによってのみ可能となります。
「VSS準拠モード、ソースボリューム、プライマリボリューム(P-VOL)、
複製、セカンダリボリューム(S-VOL)、ミラーユニット(MU)番号、お
よび複製セットローテーション」を参照。

サイト複製サービス (Microsoft Exchange Server固有の用語) Exchange Server 5.5
ディレクトリサービスをエミュレートすることで、Microsoft Exchange
Server 5.5と互換性のあるMicrosoft Exchange Server 2003のサー
ビス。
「インフォメーションストアおよびキーマネージメントサービス」を参
照。

差分バックアップ 前回のフルバックアップより後の変更をバックアップする増分バック
アップ。このバックアップを実行するには、増分1バックアップを指
定します。
「増分バックアップ」を参照。

差分バックアップ (Microsoft SQL Server固有の用語)前回のフルデータベース
バックアップ以降にデータベースに対して加えられた変更だけを記
録するデータベースバックアップ。
「バックアップの種類」を参照。

差分リストア (EMCSymmetrix固有の用語)BCVまたはSRDF制御操作。BCV
制御操作では、差分リストアにより、BCVデバイスがペア内の2番目
に利用可能な標準デバイスのミラーとして再割り当てされます。こ
れに対し、標準デバイスの更新時には、オリジナルのペアの分割
中にBCVデバイスに書き込まれたデータだけが反映され、分割中
に標準デバイスに書き込まれたデータはBCVミラーからのデータ
で上書きされます。SRDF制御操作では、差分リストアにより、ター
ゲットデバイス(R2)がペア内の2番目に利用可能なソースデバイス
(R1)のミラーとして再割り当てされます。これに対し、ソースデバイ
ス(R1)の更新時には、オリジナルのペアの分割中にターゲットデバ
イス(R2)に書き込まれたデータだけが反映され、分割中にソースデ
バイス(R1)に書き込まれたデータはターゲットミラー(R2)からのデー
タで上書きされます。

差分同期(再同期) (EMCSymmetrix固有の用語)BCVまたはSRDF制御操作。BCV
制御操作では、差分同期(Incremental Establish)により、BCVデバ
イスが増分的に同期化され、EMC Symmetrixミラー化メディアとし
て機能します。EMC Symmetrixデバイスは、事前にペアにしておく
必要があります。SRDF制御操作では、差分同期(Incremental
Establish)により、ターゲットデバイス(R2)が増分的に同期化され、
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EMC Symmetrixミラー化メディアとして機能します。EMC Symmetrix
デバイスは、事前にペアにしておく必要があります。

システムデータベー
ス

(Sybase固有の用語)Sybase SQL Server を新規インストールする
と、以下の4種類のデータベースが生成されます。

• マスターデータベース(master)

• 一時データベース(tempdb)

• システムプロシージャデータベース(sybsystemprocs)

• モデルデータベース(model)

システムボリュー
ム/ディスク/パー
ティション

オペレーティングシステムファイルが格納されているボリューム/ディ
スク/パーティション。ただし、Microsoftの用語では、ブートプロセス
の開始に必要なファイルが入っているボリューム/ディスク/パーティ
ションをシステムボリューム/システムディスク/システムパーティショ
ンと呼んでいます。

システム復旧デー
タファイル

「SRD file」を参照。

システム状態 (Windows固有の用語)システム状態データには、レジストリ、COM+
クラス登録データベース、システム起動ファイル、および証明書サー
ビスデータベース(証明書サーバーの場合)が含まれます。サーバー
がドメインコントローラの場合は、Active DirectoryサービスとSYSVOL
ディレクトリもシステム状態データに含まれます。サーバーがクラス
ターサービスを実行している場合、システム状態データにはリソー
スレジストリチェックポイントとクォーラムリソースリカバリ ログが含ま
れ、最新のクラスターデータ情報が格納されます。

シャドウコピー (Microsoft VSS固有の用語)特定の時点におけるオリジナルボ
リューム(元のボリューム)の複製を表すボリューム。オリジナルボ
リュームからではなく、シャドウコピーからデータがバックアップされ
ます。オリジナルボリュームはバックアップ処理中も更新が可能で
すが、ボリュームのシャドウコピーは同じ内容に維持されます。
「Microsoftボリュームシャドウコピーサービスおよび複製」を参照。

シャドウコピーセッ
ト

(Microsoft VSS固有の用語)同じ時点で作成されたシャドウコ
ピーのコレクション。
「シャドウコピーおよび複製セット」を参照。

シャドウコピープロ
バイダ

(Microsoft VSS固有の用語)ボリュームシャドウコピーの作成と
表現を行うエンティティ。プロバイダは、シャドウコピーデータを所
有して、シャドウコピーを公開します。プロバイダは、ソフトウェア(シ
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ステムプロバイダなど)で実装することも、ハードウェア(ローカルディ
スクやディスクアレイ)で実装することもできます。
「シャドウコピー」を参照。

ジュークボックス 「ライブラリ」を参照。

ジュークボックスデ
バイス

光磁気メディアまたはファイルメディアを格納するために使用する、
複数のスロットからなるデバイス。ファイルメディアの格納に使用す
る場合、ジュークボックスデバイスは「ファイルジュークボックスデバ
イス」と呼ばれます。

事前割り当てリスト メディアプール内のメディアのサブセットをバックアップに使用する
順に指定したリスト。

実行後 オブジェクトのバックアップ後、またはセッション全体の完了後にコ
マンドまたはスクリプトを実行するバックアップオプション。実行後コ
マンドは、Data Protectorで事前に用意されているものではありま
せん。ユーザーは、コマンドを独自に作成する必要があります。
Windows上で動作する実行可能ファイルまたはバッチファイル、
UNIX上で動作するシェルスクリプトなどを使用できます。
「実行前」を参照。

実行前 オブジェクトのバックアップ前、またはセッション全体の開始前にコ
マンドまたはスクリプトを実行するバックアップオプション。実行前コ
マンドおよび実行後コマンドは、Data Protectorで事前に用意され
ているものではありません。ユーザーは、コマンドを独自に作成す
る必要があります。Windows上で動作する実行可能ファイルまたは
バッチファイル、UNIX上で動作するシェルスクリプトなどを使用で
きます。
「実行後」を参照。

実行前コマンドと実
行後コマンド

実行前コマンドおよび実行後コマンドは、バックアップセッションま
たは復元セッションの前後に付加的な処理を実行する実行可能
ファイルまたはスクリプトです。実行前コマンドおよび実行後コマン
ドは、Data Protectorで事前に用意されているものではありません。
ユーザーは、コマンドを独自に作成する必要があります。Windows
上で動作する実行可能ファイルまたはバッチファイル、UNIX上で
動作するシェルスクリプトなどを使用できます。

自動ストレージ管理
(ASM)

(Oracle固有の用語) Oracleに統合されるファイルシステムおよ
びボリュームマネージャで、Oracleデータベースファイルを管理し
ます。データやディスクの管理が簡単になり、ストライピング機能や
ミラーリング機能によってパフォーマンスが最適化されます。
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集中型ライセンス Data Protectorでは、複数のセルからなるエンタープライズ環境全
体にわたってライセンスの集中管理を構成できます。すべてのData
Protectorライセンスは、エンタープライズCell Managerシステム上
にインストールされます。ライセンスは、実際のニーズに応じてエン
タープライズCell Managerシステムから特定のセルに割り当てるこ
とができます。
「MoM」を参照。

循環ログ (Microsoft Exchange ServerおよびLotus Domino Server固有
の用語)循環ログは、Microsoft Exchange Serverデータベースおよ
びLotus Domino Serverデータベースモードの1つ。このモードで
は、トランザクションログファイルのコンテンツは、対応するデータが
データベースにコミットされると、定期的に上書きされます。循環ロ
グにより、ディスク記憶領域の要件が軽減されます。

証明書サーバー Windows Certificate Serverをインストールして構成すると、クライア
ントに証明書を提供することができます。証明書サーバーは、エン
タープライズ用の証明書を発行および管理するためのカスタマイ
ズ可能なサービスを提供します。これらのサービスでは、公開キー
ベースの暗号化技術で使用されている証明書の発行、取り消し、
および管理が可能です。

初期化 「フォーマット」を参照。

所有権 バックアップ所有権は、データを表示および復元するユーザーの
機能に影響を与えます。各バックアップセッションとその中でバック
アップされたすべてのデータはオーナーに割り当てられます。所有
者は、対話型バックアップを開始するユーザー、CRSプロセスを実
行するときに使用するアカウント、またはバックアップ仕様オプショ
ンで所有者として指定されたユーザーです。
ユーザーが既存のバックアップ仕様を修正せずにそのまま起動し
た場合、そのバックアップセッションは対話型とみなされません。
ユーザーがバックアップ仕様を修正して起動すると、以下の条件が
成立しない限り、そのユーザーがオーナーになります。

• そのユーザーが[セッションの所有権を切り替え]ユーザー権限
を持っている。

• バックアップ仕様内でバックアップセッションオーナーを明示的
に定義するには、ユーザー名、グループ名またはドメイン名、
およびシステム名を指定します。

UNIXCell Manager上でスケジュールしたバックアップの場合、上記
の条件が成立しない限り、root: sysがセッションオーナーになりま
す。
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Windows Cell Manager上でスケジューリングしたバックアップの場
合は、上記の条件が成立していない限り、インストール時に指定さ
れたユーザーがセッションオーナーになります。
オブジェクトのコピーまたは統合を行う場合のオーナーは、コピー
仕様や統合仕様で別のオーナーが指定されていない限り、デフォ
ルトでは、その操作を開始するユーザーです。

スイッチオーバー 「フェイルオーバー」を参照。

スキャン デバイス内のメディアを識別する機能。これにより、MMDBを、選択
した位置(たとえば、ライブラリ内のスロット)に実際に存在するメディ
アと同期させることができます。デバイスに含まれる実際のメディア
をスキャンしてチェックすると、第三者がData Protectorを使用せず
にメディアを操作(挿入または取り出しなど)していないかどうかなど
を確認できます。

スケジューラ 自動バックアップの実行タイミングと頻度を制御する機能。スケジュー
ルを設定することで、バックアップの開始を自動化できます。

スタッカー メディア記憶用の複数のスロットを備えたデバイス。通常は、1ドライ
ブ構成です。スタッカーは、スタックからシーケンシャルにメディア
を選択します。これに対し、ライブラリはレポジトリからメディアをラン
ダムに選択します。

スタンドアロンファイ
ルデバイス

ファイルデバイスとは、ユーザーがデータのバックアップに指定し
たディレクトリにあるファイルのことです。

拡張可能ストレージ
エンジン(ESE)

(Microsoft Exchange Server固有の用語)Microsoft Exchange
Serverで情報交換用の記憶システムとして使用されているデータ
ベーステクノロジ。

ストレージグループ (Microsoft Exchange Server固有の用語)同じログファイルを共
有する複数のメールボックスストアとパブリックフォルダストアのコレ
クション。Exchange Serverでは、各ストレージグループを個別のサー
バープロセスで管理します。

ストレージボリュー
ム

(ZDB固有の用語)ボリューム管理システム、ファイルシステム、他
のオブジェクトなどが存在可能なオペレーティングシステムや他の
エンティティ(たとえば、仮想化機構など)に提示できるオブジェクト。
ボリューム管理システム、ファイルシステムはこの記憶域に構築さ
れます。これらは通常、ディスクアレイなどの記憶システム内に作成
または存在します。
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スナップショット (HP P6000 EVAアレイファミリ、HP P9000 XPアレイファミリ、
およびHP StorageWorks P4000 SANソリューション固有の用
語) 特定の複製方法で作成されたターゲットボリュームの種類の1
つ。ディスクアレイモデルと選択した複製方法に応じて、特性の異
なる、さまざまなスナップショットの種類が使用できます。基本的に、
各スナップショットは仮想コピー（ソースボリュームの内容に引き続
き依存します）、またはソースボリュームから独立した複製(クローン)
のどちらかです。
「複製およびスナップショット作成」を参照。

スナップショットバッ
クアップ

「テープへのZDB、ディスクへのZDB、およびディスク+テープへの
ZDB」を参照。

スナップショット作
成

(HP P6000 EVAアレイファミリ、HP P9000 XPアレイファミリ、
およびHP StorageWorks P4000 SANソリューション固有の用
語) 選択したソースボリュームのコピーをストレージ仮想化技術を
使用して作成する複製作成プロセス。スナップショットは、ある特定
の時点で作成されたとみなされる複製で、作成後すぐに使用でき
ます。ただし、スナップショットの種類によっては、複製作成後に
データコピープロセスがバックグランドで継続して実行されるものも
あります。
「スナップショット」を参照。

スパースファイル ブロックが空の部分を含むファイル。例として、データの一部または
大部分にゼロが含まれるマトリクス、イメージアプリケーションからの
ファイル、高速データベースなどがあります。スパースファイルの処
理を復元中に有効にしておかないと、スパースファイルを復元でき
なくなる可能性があります。

スプリットミラー (EMC Symmetrix Disk ArrayおよびHP P9000 XPアレイファ
ミリ固有の用語)特定の複製方法で作成されたターゲットボリュー
ムの種類の1つ。スプリットミラー複製により、ソースボリュームの独
立した複製(クローン)が作成されます。
「複製およびスプリットミラーの作成」を参照。

スプリットミラーの
作成

(EMCSymmetrixおよびHPP9000XPアレイファミリ固有の用
語) 事前構成したターゲットボリュームのセット(ミラー)を、ソースボ
リュームの内容の複製が必要になるまでソースボリュームのセットと
同期化し続ける複製技法。その後、同期を停止(ミラーを分割)する
と、分割時点でのソースボリュームのスプリットミラー複製はターゲッ
トボリュームに残ります。
「スプリットミラー」を参照。
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スプリットミラーバッ
クアップ(HP

「テープへのZDB、ディスクへのZDB、およびディスク+テープへの
ZDB」を参照。

P9000 XPアレイ
ファミリ固有の用
語）

スプリットミラーバッ
クアップ(EMC

「テープへのZDB」を参照。

Symmetrix固有の
用語)

スプリットミラー復
元

(EMCSymmetrixおよびHPP9000XPアレイファミリ固有の用
語)テープへのZDBセッションまたはディスク/テープへのZDBセッ
ションでバックアップされたデータを、最初にバックアップメディアか
ら複製に、その後に複製からソースボリュームにコピーするプロセ
ス。この方法では、完全なセッションを復元することも個々のバック
アップオブジェクトを復元することも可能です。
「テープへのZDB、ディスク/テープへのZDBおよび複製」を参照。

スマートコピー (VLS固有の用語)仮想テープから物理テープライブラリへ作成さ
れたバックアップデータのコピー。スマートコピーのプロセスによっ
て、Data Protectorではソースメディアとターゲットメディアを区別で
きるため、メディア管理が可能になります。
「仮想ライブラリシステム(VLS)」を参照。

スマートコピープー
ル

(VLS固有の用語)指定されたソース仮想ライブラリに対してどの
コピー先ライブラリスロットをスマートコピーターゲットとして使用で
きるかどうかを定義するプール。
「仮想ライブラリシステム(VLS)およびスマートコピー」を参照。

スレッド (Microsoft SQL Server固有の用語)1つのプロセスのみに属す
る実行可能なエンティティ。プログラムカウンタ、ユーザーモードス
タック、カーネルモードスタック、およびレジスタ値のセットからなり
ます。同じプロセス内で複数のスレッドを同時に実行できます。

スロット ライブラリ内の機械的位置。各スロットがDLTテープなどのメディア
を1つずつ格納できます。Data Protectorでは、各スロットを番号で
参照します。メディアを読み取るときには、ロボット機構がメディアを
スロットからドライブに移動します。

制御ファイル (OracleおよびSAP R/3固有の用語)データベースの物理構造
を指定するエントリが記述されたOracleデータファイル。復旧に使
用するデータベース情報の整合性を確保できます。
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セカンダリボリュー
ム(S-VOL)

(HP P9000 XPアレイファミリ固有の用語) HP StorageWorks
P9000 XPディスクアレイファミリのディスクアレイの内部ディスク
(LDEV)で、もう1つのLDEVであるプライマリボリューム(P-VOL)とペ
アとなっています。 プライマリボリューム(P-VOL)セカンダリボリュー
ムは、P-VOLのミラーとして、またP-VOLのスナップショットストレー
ジに使用されるボリュームとして機能することが可能です。S-VOL
はP-VOLに使用されるSCSIアドレスとは異なるアドレスに割り当て
られます。HP CA P9000 XP構成では、ミラーとして機能するS-VOL
をMetroCluster構成のフェイルオーバーデバイスとして使用するこ
とができます。
「プライマリボリューム(P-VOL)およびMain Control Unit(MCU)」を
参照。

セッション 「バックアップセッション、メディア管理セッションおよび復元セッショ
ン」を参照。

セッションID バックアップ、復元、オブジェクトコピー、オブジェクト統合、オブジェ
クト検証、またはメディア管理のセッションの識別子で、セッションを
実行した日付と一意の番号から構成されます。

セッションキー 実行前スクリプトおよび実行後スクリプト用の環境変数。Data
Protectorプレビューセッションを含めたセッションを一意に識別し
ます。セッションキーはデータベースに記録されず、omnimnt,
omnistatおよびomniabort コマンドのオプション指定に使用され
ます。

セル 1台のCell Managerに管理されているシステムの集合。セルは、通
常、同じLANまたはSANに接続されている、サイト上または組織エ
ンティティ上のシステムを表します。集中管理によるバックアップお
よび復元のポリシーやタスクの管理が可能です。

ゼロダウンタイム
バックアップ(ZDB)

ディスクアレイにより実現したデータ複製技術を用いて、アプリケー
ションシステムのバックアップ処理の影響を最小限に抑えるバック
アップアプローチ。バックアップされるデータの複製がまず作成さ
れます。その後のすべてのバックアップ処理は、元のデータではな
く複製データを使って実行し、アプリケーションシステムは通常の
処理に復帰します。
「ディスクへのZDB、テープへのZDB、ディスク/テープへのZDB、
およびインスタントリカバリ」を参照。

増分1メールボック
スバックアップ

増分1メールボックスバックアップでは、前回のフルバックアップ以
降にメールボックスに対して行われた変更をすべてバックアップし
ます。
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増分ZDB ファイルシステムZDBからテープへ、またはZDBからディスク+テー
プへのセッション。前回の保護されたフルバックアップまたは増分
バックアップからの変更のみがテープにストリーミングされます。
「フルZDB」を参照。

増分バックアップ 前回のバックアップ以降に変更があったファイルだけを選択する
バックアップ。増分バックアップには複数のレベルがあり、復元チェー
ンの長さを細かく制御できます。
「バックアップの種類」を参照。

増分バックアップ (Microsoft Exchange Server固有の用語)前回のフルバックアッ
プまたは増分バックアップ以降の変更だけをバックアップする
Microsoft Exchange Serverデータのバックアップ。増分バックアッ
プでは、バックアップ対象はトランザクションログだけです。
「バックアップの種類」を参照。

増分メールボックス
バックアップ

増分メールボックスバックアップでは、前回の各種バックアップ以降
にメールボックスに対して行われた変更をすべてバックアップしま
す。

ソースデバイス(R1) (EMCSymmetrix固有の用語)ターゲットデバイス(R2)とのSRDF
操作に参加するEMC Symmetrixデバイス。このデバイスに対する
すべての書き込みは、リモートEMC Symmetrixユニット内のターゲッ
トデバイス(R2)にミラー化されます。R1デバイスは、RDF1グループ
タイプに割り当てる必要があります。
「ターゲットデバイス(R2)」を参照。

ソースボリューム (ZDB固有の用語)複製されるデータを含むストレージボリューム。

ターゲットシステム (ディザスタリカバリ固有の用語)コンピュータの障害が発生した
後のシステム。ターゲットシステムは、ブート不能な状態になってい
ることが多く、そのような状態のシステムを元のシステム構成に戻す
ことがディザスタリカバリの目標となります。クラッシュしたシステムが
そのままターゲットシステムになるのではなく、正常に機能していな
いハードウェアをすべて交換することで、クラッシュしたシステムが
ターゲットシステムになります。

ターゲットデータ
ベース

(Oracle固有の用語)RMANでは、バックアップまたは復元対象の
データベースがターゲットデータベースとなります。

ターゲットデバイス
(R2)

(EMCSymmetrix固有の用語)ターゲットデバイス(R1)とのSRDF
操作に参加するEMC Symmetrixデバイス。リモートEMC Symmetrix
ユニット内に置かれます。ローカルEMC Symmetrixユニット内でソー
スデバイス(R1)とペアになり、ミラー化ペアから、すべての書き込み
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データを受け取ります。このデバイスは、通常のI/O操作ではユー
ザーアプリケーションからアクセスされません。R2デバイスは、RDF2
グループタイプに割り当てる必要があります。
「ソースデバイス(R1)」を参照。

ターゲットボリュー
ム

(ZDB固有の用語)複製されるデータを含むストレージボリューム。

ターミナルサービス (Windows固有の用語)Windowsのターミナルサービスは、サー
バー上で実行されている仮想Windowsデスクトップセッションと
Windowsベースのプログラムにクライアントからアクセスできるマル
チセッション環境を提供します。

チャンネル (Oracle固有の用語)Oracle Recovery Managerリソース割り当て。
チャンネルが割り当てられるごとに、新しいOracleプロセスが開始
され、そのプロセスを通じてバックアップ、復元、および復旧が行わ
れます。割り当てられるチャンネルの種類によって、使用するメディ
アの種類が決まります。

• diskタイプ

• sbt_tapeタイプ

OracleがData Protectorと統合されており、指定されたチャンネル
の種類がsbt_tapeタイプの場合は、上記のサーバー プロセスがData
Protectorに対してバックアップの読み取りとデータファイルの書き
込みを試行します。

ディザスタリカバリ クライアントのメインシステムディスクを(フル)バックアップの実行時
に近い状態に復元するためのプロセスです。

ディザスタリカバリ
オペレーティングシ
ステム

「DR OS」を参照。

ディザスタリカバリ
の段階0

ディザスタリカバリの準備(ディザスタリカバリを成功させるための必
須条件)。

ディザスタリカバリ
の段階1

DR OSのインストールと構成(以前の記憶領域構造の構築)。

ディザスタリカバリ
の段階2

オペレーティングシステム(環境を定義する各種の構成情報を含む)
とData Protectorの復元。

ディザスタリカバリ
の段階3

ユーザーデータとアプリケーションデータの復元。
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ディスク+テープへ
のZDB

(ZDB固有の用語)ゼロダウンタイムバックアップの1つの形式。
ディスクへのZDBと同様に、作成された複製が特定の時点でのソー
スボリュームのバックアップとしてディスクアレイに保持されます。た
だし、テープへのZDBと同様、複製データはバックアップメディアに
もストリーミングされます。このバックアップ方法を使用した場合、同
じセッションでバックアップしたデータは、インスタントリカバリプロセ
ス、Data Protector標準のテープからの復元を使用して復元できま
す。特定のディスクアレイファミリではスプリットミラー復元が可能で
す。
「ゼロダウンタイムバックアップ(ZDB)、ディスクへのZDB、テープへ
のZDB、インスタントリカバリ、複製、および複製セットローテーショ
ン」を参照。

ディスクイメージ
(rawディスク)のバッ
クアップ

ディスクイメージのバックアップでは、ファイルがビットマップイメー
ジとしてバックアップされるので、高速バックアップが実現します。
ディスクイメージ(rawディスク)バックアップでは、ディスク上のファイ
ルおよびディレクトリの構造はバックアップされませんが、ディスクイ
メージ構造がバイトレベルで保存されます。ディスクイメージバック
アップは、ディスク全体か、またはディスク上の特定のセクションを
対象にして実行できます。

ディスククォータ コンピュータシステム上のすべてのユーザーまたはユーザーのサ
ブセットに対してディスクスペースの消費を管理するためのコンセ
プト。このコンセプトは、いくつかのオペレーティングシステムプラッ
トフォームで採用されています。

ディスクグループ (Veritas Volume Manager固有の用語)VxVMシステムのデータ
ストレージの基本ユニット。ディスクグループは、1つまたは複数の
物理ボリュームから作成できます。同じシステム上に複数のディス
クグループを置くことができます。

ディスクステージン
グ

データをいくつかの段階に分けてバックアップする処理。これによ
り、バックアップと復元のパフォーマンスが向上し、バックアップデー
タの格納費用が節減され、データの可用性と復元時のアクセス性
が向上します。バックアップステージは、最初に1種類のメディア(た
とえば、ディスク)にデータをバックアップし、その後データを異なる
種類のメディア(たとえば、テープ)にコピーすることから構成されま
す。

ディスクへのZDB (ZDB固有の用語)ゼロダウンタイムバックアップの1つの形式。作
成された複製が、特定の時点でのソースボリュームのバックアップ
としてディスクアレイに保持されます。同じバックアップ仕様を使っ
て別の時点で作成された複数の複製を、複製セットに保持するこ
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とができます。テープにZDBした複製はインスタントリカバリプロセ
スで復元できます。
「ゼロダウンタイムバックアップ(ZDB)、テープへのZDB、ディスク/
テープへのZDB、インスタントリカバリ、および複製セットローテー
ション」を参照。

ディレクトリ接合 (Windows固有の用語)ディレクトリ接合は、Windowsの再解析ポ
イントのコンセプトに基づいています。NTFS 5ディレクトリ接合では、
ディレクトリ/ファイル要求を他の場所にリダイレクトできます。

データストリーム 通信チャンネルを通じて転送されるデータのシーケンス。

データファイル (OracleおよびSAPR/3固有の用語)Oracleによって作成される
物理ファイル。表や索引などのデータ構造を格納します。データ
ファイルは、1つのOracleデータベースにのみ所属できます。

データベースサー
バー

大規模なデータベース(SAP R/3データベースやMicrosoft SQL
データベースなど)が置かれているコンピュータ。サーバー上のデー
タベースへは、クライアントからアクセスできます。

データベースの並
列処理(数)

十分な台数のデバイスが利用可能で、並列バックアップを実行で
きる場合には、複数のデータベースが同時にバックアップされま
す。

データベースの差
分バックアップ

前回のフルデータベースバックアップ以降にデータベースに対し
て加えられた変更だけを記録するデータベースバックアップ。

データベースライブ
ラリ

Data Protectorのルーチンのセット。Oracle Serverのようなオンライ
ンデータベース統合ソフトウェアのサーバーとData Protectorの間
でのデータ転送を可能にします。

データ保護 メディア上のバックアップデータを保護する期間を定義します。この
期間中は、データが上書きされません。保護期限が切れると、それ
以降のバックアップセッションでメディアを再利用できるようになりま
す。
「カタログ保護」を参照。

データ複製(DR)グ
ループ

(HP P6000 EVAアレイファミリ固有の用語)HP P6000 EVAファ
ミリ仮想ディスクの論理グループ。共通の性質を持ち、同じHP CA
P6000 EVAログを共有していれば、最大8組のコピーセットを含め
ることができます。
「コピーセット」を参照。
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テープなしのバック
アップ(ZDB固有
の用語)

「ディスクへのZDB」を参照。

テープへのZDB (ZDB固有の用語)ゼロダウンタイムバックアップの1つの形式。作
成された複製が、バックアップメディア(通常はテープ)にストリーミン
グされます。このバックアップ形式ではインスタントリカバリはできま
せんが、バックアップ終了後にディスクアレイ上に複製を保持する
必要がありません。バックアップデータはData Protector標準のテー
プからの復元を使用して復元できます。特定のディスクアレイファミ
リでは、スプリットミラー復元が可能です。
「ゼロダウンタイムバックアップ(ZDB)、ディスクへのZDB、ディスク+
テープへのZDB、インスタントリカバリ、および複製」を参照。

デバイス ドライブまたはより複雑な装置(ライブラリなど)を格納する物理装置。

デバイスグループ (EMC Symmetrix固有の用語)複数のEMC Synnetrixデバイスを
表す論理ユニット。デバイスは1つのデバイスグループにしか所属
できません。デバイスグループのデバイスは、すべて同じEMC
Symmetrix装置に取り付けられている必要があります。デバイスグ
ループにより、利用可能なEMC Symmetrixデバイスのサブセットを
指定し、使用することができます。

デバイスストリーミ
ング

デバイスがメディアへ十分な量のデータを継続して送信できる場
合、デバイスはストリーミングを行います。そうでない場合は、デバ
イスはテープを止めてデータが到着するのを待ち、テープを少し巻
き戻した後、テープへの書込みを再開します。言い換えると、テー
プにデータを書き込む速度が、コンピュータシステムがデバイスへ
データを送信する速度以下の場合、デバイスはストリーミングを行
います。ストリーミングは、スペースの使用効率とデバイスのパフォー
マンスを大幅に向上します。

デバイスチェーン デバイスチェーンは、シーケンシャルに使用するように構成された
複数のスタンドアロンデバイスからなります。デバイスチェーンに含
まれるデバイスのメディアで空き容量がなくなると、自動的に次の
デバイスのメディアに切り替えて、バックアップを継続します。

デルタバックアップ 差分バックアップ(delta backup)では、前回の各種バックアップ以降
にデータベースに対して加えられたすべての変更がバックアップさ
れます。
「バックアップの種類」を参照。

統合ソフトウェアオ
ブジェクト

OracleまたはSAP DBなどのData Protector統合ソフトウェアのバッ
クアップオブジェクト。
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同時処理数 「Disk Agentの同時処理数」を参照。

ドメインコントローラ ユーザーのセキュリティを保護し、別のサーバーグループ内のパス
ワードを検証するネットワーク内のサーバー。

ドライブ コンピュータシステムからデータを受け取って、磁気メディア(テー
プなど)に書き込む物理装置。データをメディアから読み取って、コ
ンピュータシステムに送信することもできます。

ドライブのインデッ
クス

ライブラリデバイス内のドライブの機械的な位置を識別するための
数字。ロボット機構によるドライブアクセスは、この数に基づいて制
御されます。

ドライブベースの暗
号化

Data Protectorのドライブベースの暗号化では、ドライブの暗号化
機能が使用されます。バックアップの実行中、ドライブではメディア
に書き込まれるデータとメタデータの両方が暗号化されます。

トランザクション 一連のアクションを単一の作業単位として扱えるようにするための
メカニズム。データベースでは、トランザクションを通じて、データ
ベースの変更を追跡します。

トランザクションバッ
クアップ

トランザクションバックアップは、一般に、データベースのバックアッ
プよりも必要とするリソースが少ないため、データベースのバックアッ
プよりもより高い頻度で実行できます。トランザクションバックアップ
を適用することで、データベースを問題発生以前の特定の時点の
状態に復旧することができます。

トランザクションバッ
クアップ

(SybaseおよびSQL固有の用語)トランザクションログをバックアッ
プすること。トランザクションログには、前回のフルバックアップまた
はトランザクションバックアップ以降に発生した変更が記録されま
す。

トランザクションロ
グ

(Data Protector固有の用語)IDBに対する変更を記録します。
IDB復旧に必要なトランザクションログファイル(前回のIDBバックアッ
プ以降に作成されたトランザクションログ)が失われることがないよう
に、トランザクションログのアーカイブを有効化しておく必要があり
ます。

トランザクションロ
グテーブル

(Sybase固有の用語)データベースに対するすべての変更が自
動的に記録されるシステムテーブル。

トランザクションロ
グバックアップ

トランザクションログバックアップは、一般に、データベースのバック
アップよりも必要とするリソースが少ないため、データベースのバッ
クアップよりもより高い頻度で実行できます。トランザクションログバッ
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クアップを用いることにより、データベースを特定の時点の状態に
復旧できます。

トランザクションロ
グファイル

データベースを変更するトランザクションを記録するファイル。デー
タベースが破損した場合にフォールトトレランスを提供します。

トランスポータブル
スナップショット

(Microsoft VSS固有の用語)アプリケーションシステム上に作成
されるシャドウコピー。このシャドウコピーは、バックアップを実行す
るバックアップシステムに提供できます。
「Microsoftボリュームシャドウコピーサービス(VSS)」を参照。

ハートビート 特定のクラスターノードの動作ステータスに関する情報を伝達する
タイムスタンプ付きのクラスターデータセット。このデータセット(パ
ケット)は、すべてのクラスターノードに配布されます。

ハードリカバリ (Microsoft Exchange Server固有の用語)トランザクションログ
ファイルを使用し、データベースエンジンによる復元後に実行され
るMicrosoft Exchange Serverのデータベース復旧。

配布ファイルメディ
ア形式

ファイルライブラリで利用できるメディア形式。仮想フルバックアップ
と呼ばれる容量効率のいい合成バックアップをサポートしています。
この形式を使用することは、仮想フルバックアップにおける前提条
件です。
「仮想フルバックアップ」を参照。

バックアップAPI Oracleのバックアップ/復元ユーティリティとバックアップ/復元メディ
ア管理層の間にあるOracleインタフェース。このインタフェースに
よってルーチンのセットが定義され、バックアップメディアのデータ
の読み書き、バックアップファイルの作成や検索、削除が行えるよ
うになります。

バックアップID 統合ソフトウェアオブジェクトの識別子で、統合ソフトウェアオブジェ
クトのバックアップのセッションIDと一致します。バックアップIDは、
オブジェクトのコピー、エクスポート、またはインポート時に保存され
ます。

バックアップオー
ナー

IDBの各バックアップオブジェクトにはオーナーが定義されていま
す。デフォルトのオーナーは、バックアップセッションを開始したユー
ザーです。

バックアップオブ
ジェクト

1つのディスクボリューム(論理ディスクまたはマウントポイント)から
バックアップされた項目すべてを含むバックアップ単位。バックアッ
プ項目は、任意の数のファイル、ディレクトリ、ディスク全体またはマ
ウントポイントの場合が考えられます。また、バックアップオブジェク
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トはデータベース/アプリケーションエンティティまたはディスクイメー
ジ(rawディスク)の場合もあります。
バックアップオブジェクトは以下のように定義されます。

• クライアント名:バックアップオブジェクトが保存されるData
Protectorクライアントのホスト名

• マウントポイント:ファイルシステムオブジェクトを対象とする場合
—バックアップオブジェクトが存在するクライアント(Windowsでは
ドライブ、UNIXではマウントポイント)上のディレクトリ構造にお
けるアクセスポイント。統合オブジェクトを対象とする場合—バッ
クアップストリームID。バックアップされたデータベース項目/ア
プリケーション項目を示します。

• 説明:ファイルシステムオブジェクトを対象とする場合—同一のク
ライアント名とマウントポイントを持つオブジェクトを一意に定義
します。統合オブジェクトを対象とする場合—統合の種類を表
示します(例: SAPまたはLotus)。

• 種類:バックアップオブジェクトの種類。ファイルシステムオブジェ
クトを対象とする場合—ファイルシステムの種類(例: WinFS)。統
合オブジェクトを対象とする場合—「Bar」

バックアップシステ
ム

(ZDB固有の用語) 1つ以上のアプリケーションシステムとともに
ディスクアレイに接続されているシステム。ほとんどの場合、バック
アップシステムはターゲットボリューム(複製)を作成するためにディ
スクアレイに接続されるほか、ターゲットボリューム(複製)のマウント
処理に使用されます。
「アプリケーションシステム、ターゲットボリュームおよび複製」を参
照。

バックアップセッショ
ン

データのコピーを記憶メディア上に作成するプロセス。バックアップ
仕様に処理内容を指定することも、対話式に操作を行うこともでき
ます(対話式セッション)。1つのバックアップ仕様の中で複数のクラ
イアントが構成されている場合、すべてのクライアントが同じバック
アップの種類を使って、1回のバックアップセッションで同時にバッ
クアップされます。バックアップセッションの結果、1式のメディアに
バックアップデータが書き込まれます。これらのメディアは、バック
アップセットまたはメディアセットとも呼ばれます。
「バックアップ仕様、フルバックアップ、および増分バックアップ」を
参照。

バックアップセット バックアップに関連したすべての統合ソフトウェアオブジェクトのセッ
トです。
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バックアップセット (Oracle固有の用語)RMANバックアップコマンドを使用して作成
したバックアップファイルの論理グループ。バックアップセットは、
バックアップに関連したすべてのファイルのセットです。これらのファ
イルはパフォーマンスを向上するため多重化することができます。
バックアップセットにはデータファイルまたはアーカイブログのいず
れかを含めることができますが、両方同時に使用できません。

バックアップチェー
ン

「復元チェーン」を参照。

バックアップデバイ
ス

記憶メディアに対するデータの読み書きが可能な物理デバイスを
Data Protectorで使用できるように構成したもの。たとえば、スタン
ドアロンDDS/DATドライブやライブラリなどをバックアップデバイス
として使用できます。

バックアップの種類 「増分バックアップ、差分バックアップ、トランザクションバックアッ
プ、フルバックアップおよびデルタバックアップ」を参照。

バックアップビュー Data Protectorでは、バックアップ仕様のビューを切り替えることが
できます。
[種類別]を選択すると、バックアップ/テンプレートで利用できるデー
タの種類に基づいたビューが表示されます。(デフォルト)
[グループ別]を選択すると、バックアップ仕様/テンプレートの所属
先のグループに基づいたビューが表示されます。
[名前別]を選択すると、バックアップ仕様/テンプレートの名前に基
づいたビューが表示されます。
[Manager別](MoMの実行時のみ有効) を選択すると、バックアップ
仕様/テンプレートの所属先のCell Managerに基づいたビューが表
示されます。

バックアップ世代 1つのフルバックアップとそれに続く増分バックアップを意味します。
次のフルバックアップが行われると、世代が新しくなります。

バックアップ仕様 バックアップ対象オブジェクトを、使用するデバイスまたはドライブ
のセット、仕様内のすべてのオブジェクトに対するバックアップオプ
ション、およびバックアップを行いたい日時とともに指定したリスト。
オブジェクトとなるのは、ディスクやボリューム全体、またはその一
部、たとえばファイル、ディレクトリ、Windowsレジストリなどです。イ
ンクルードリストおよびエクスクルードリストを使用して、ファイルを選
択することもできます。

パッケージ (MC/ServiceGuardおよびVeritas Cluster固有の用語)特定の
クラスター対応アプリケーションを実行するために必要なリソース(ボ
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リュームグループ、アプリケーションサービス、IP名およびIPアドレ
スなど)の集合。

パブリック/プライ
ベートバックアップ
データ

バックアップを構成する際は、バックアップデータをパブリックまた
はプライベートのいずれにするかを選択できます。

パブリックデータ － すべてのData Protectorユーザーに対し
てアクセスと復元が許可されます。

•

• プライベートデータ － バックアップの所有者および管理者に
対してのみ表示と復元が許可されます。

パブリックフォルダ
ストア

(Microsoft Exchange Server固有の用語)インフォメーションス
トアのうち、パブリックフォルダ内の情報を維持する部分。パブリッ
クフォルダストアは、バイナリリッチテキスト.edbファイルと、ストリー
ミングネイティブインターネットコンテンツを格納する.stmファイルか
ら構成されます。

表領域 データベース構造の一部。各データベースは論理的に1つまたは
複数の表領域に分割されます。各表領域には、データファイルま
たはrawボリュームが排他的に関連付けられます。

ファーストレベルミ
ラー

(HP P9000 XPアレイファミリ固有の用語) HP StorageWorks
P9000 XPディスクアレイファミリのディスクアレイの内部ディスク
(LDEV)のミラーで、このミラーをさらにミラー化し、セカンドレベルの
ミラーを作成できます。Data Protectorゼロダウンタイムバックアップ
およびインスタントリカバリ目的には、ファーストレベルミラーのみを
使用できます。
「プライマリボリュームおよびミラーユニット(MU)番号」を参照。

ファイバーチャネル ファイバーチャネルは、高速のコンピュータ相互接続に関するANSI
標準です。光ケーブルまたは銅線ケーブルを使って、大容量デー
タファイルを高速で双方向送信でき、数km離れたサイト間を接続
できます。ファイバーチャネルは、ノード間を3種類の物理トポロジー
(ポイントツーポイント、ループ、スイッチ式)で接続できます。

ファイルシステム ハードディスク上に一定の形式で保存されたファイルの集まり。ファ
イルシステムは、ファイル属性とファイルの内容がバックアップメディ
アに保存されるようにバックアップされます。

ファイルジューク
ボックスデバイス

ファイルメディアを格納するために使用する、複数のスロットからな
るディスク上に存在するデバイス。

ファイルツリー
ウォーク

(Windows固有の用語)どのオブジェクトが作成、変更、または削
除されたかを判断するためにファイルシステムを巡回する処理。
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ファイルデポ バックアップからファイルライブラリデバイスまでのデータを含むファ
イル。

ファイルバージョン フルバックアップや増分バックアップでは、ファイルが変更されてい
る場合、同じファイルが複数回バックアップされます。バックアップ
のロギングレベルとして[すべてログに記録]を選択している場合は、
ファイル名自体に対応する1つのエントリとファイルの各バージョン
に対応する個別のエントリがIDB内に維持されます。

ファイルライブラリ
デバイス

複数のメディアからなるライブラリをエミュレートするディスク上に存
在するデバイス。ファイルデポと呼ばれる複数のファイルが格納さ
れます。

ファイル複製サービ
ス(FRS)

Windowsサービスの1つ。ドメインコントローラのストアログオンスクリ
プトとグループポリシーを複製します。また、分散ファイルシステム
(DFS)共有をシステム間で複製したり、任意のサーバーから複製作
業を実行することもできます。

ブートボリューム/
ディスク/パーティ
ション

ブートプロセスの開始に必要なファイルが入っているボリューム/
ディスク/パーティション。Microsoftの用語では、オペレーティング
システムファイルが入っているボリューム/ディスク/パーティション
をブートボリューム/ブートディスク/ブートパーティションと呼んでい
ます。

フェイルオーバー あるクラスターノードから別のクラスターノードに最も重要なクラス
ターデータ(Windowsの場合はグループ、UNIXの場合はパッケー
ジ)を転送すること。フェイルオーバーは、主に、プライマリノードの
ソフトウェア/ハードウェア障害発生時や保守時に発生します。

フェイルオーバー (HP P6000 EVAアレイファミリ固有の用語)HP Continuous
Access + Business Copy (CA+BC) P6000 EVA構成でソースとあて
先の役割を逆にする操作。
「HP Continuous Access + Business Copy (CA+BC) P6000 EVA」
を参照。

フォーマット メディアをData Protectorで使用できるように初期化するプロセス。
メディア上の既存データはすべて消去されます。メディアに関する
情報(メディアID、説明、場所)は、IDBおよび該当するメディア(メ
ディアヘッダ)に保存されます。Data Protectorのメディアは、保護
の期限が切れるか、またはメディアの保護が解除されるかメディア
がリサイクルされるまで、フォーマットされません。

復元セッション バックアップメディアからクライアントシステムにデータをコピーする
プロセス。
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復元チェーン 特定の時点までのバックアップオブジェクトの復元に必要なバック
アップすべて。復元チェーンは、オブジェクトのフルバックアップ1
つと、任意の数の増分バックアップで構成されます。

負荷調整 デフォルトでは、デバイスが均等に使用されるように、バックアップ
用に選択されたデバイスの負荷(使用率)が自動的に調整されま
す。負荷調整では、各デバイスに書き込まれるオブジェクトの個数
を調整することで、使用率を最適化します。負荷調整はバックアッ
プ時に自動的に実行されるので、データが実際にどのようにバック
アップされるかを管理する必要はありません。使用するデバイスを
指定する必要があるだけです。負荷調整機能を使用しない場合
は、バックアップ仕様に各オブジェクトに使用するデバイスを選択
できます。Data Protectorは、指定した順にデバイスにアクセスしま
す。

分散ファイルシステ
ム(DFS)

複数のファイル共有を単一の名前空間に接続するサービス。対象
となるファイル共有は、同じコンピュータに置かれていても、異なる
コンピュータに置かれていてもかまいません。DFSは、リソースの保
存場所の違いに関係なくクライアントがリソースにアクセスできるよ
うにします。

複製 (ZDB固有の用語)ユーザー指定のバックアップオブジェクトを含
む、特定の時点におけるソースボリュームのデータのイメージ。イ
メージは、作成するハードウェアまたはソフトウェアによって、物理
ディスクレベルでの記憶ブロックの独立した正確な複製(クローン)
になる(スプリットミラーやスナップクローンなど)場合もあれば、仮想
コピーになる(スナップショットなど)場合もあります。基本的なオペ
レーティングシステムの観点からすると、バックアップオブジェクトを
含む物理ディスク全体が複製されます。しかし、UNIXでボリューム
マネージャを使用するときは、バックアップオブジェクトを含むボ
リュームまたはディスクグループ全体が複製されます。Windowsで
パーティションを使用する場合、選択したパーティションを含む物
理ボリューム全体が複製されます。
「スナップショット、スナップショット作成、スプリットミラー、およびス
プリットミラーの作成」を参照。

複製セット (ZDB固有の用語)同じバックアップ仕様を使って作成される複製
のグループ。
「複製および複製セットローテーション」を参照。

複製セットローテー
ション

(ZDB固有の用語)通常のバックアップ作成のために継続的に複
製セットを使用すること。複製セットの使用を必要とする同一のバッ
クアップ仕様が実行されるたびに、新規の複製がセットの最大数に
なるまで作成され、セットに追加されます。その後、セット内の最も
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古い複製は置き換えられ、セット内の複製の最大数が維持されま
す。
「複製および複製セット」を参照。

物理デバイス ドライブまたはより複雑な装置(ライブラリなど)を格納する物理装置。

プライマリボリュー
ム(P-VOL)

(HP P9000 XPアレイファミリ固有の用語) HP StorageWorks
P9000 XPディスクアレイファミリのディスクアレイの内部ディスク
(LDEV)で、これに対して、そのミラー、またはスナップショットスト
レージに使用されるボリュームのいずれかのセカンダリボリューム
(S-VOL)が存在します。HP CA P9000 XPおよびHP CA+BC P9000
XP構成では、プライマリボリュームはメインコントロールユニット(MCU)
内に配置されています。
「セカンダリボリューム(S-VOL)およびMain Control Unit (MCU)」を
参照。

フラッシュリカバリ
領域

(Oracle固有の用語)Oracleによって管理されるディレクトリ、ファ
イルシステム、または自動ストレージ管理(ASM)ディスクグループで
あり、バックアップ、復元、およびデータベース復旧に関係するファ
イル(リカバリファイル)用の集中管理ストレージ領域として機能しま
す。
「リカバリファイル」を参照。

フリープール フリープールは、メディアプール内のすべてのメディアが使用中に
なっている場合にメディアのソースとして補助的に使用できるプー
ルです。ただし、メディアプールでフリープールを使用するには、
明示的にフリープールを使用するように構成する必要があります。

フルZDB 前回のバックアップから変更がない場合でも選択されたすべての
オブジェクトをテープにストリーミングする、テープへのZDBセッショ
ンまたはディスク+テープへのZDBセッション。
「増分ZDB」を参照。

フルデータベース
バックアップ

最後に(フルまたは増分)バックアップした後に変更されたデータだ
けではなく、データベース内のすべてのデータのバックアップ。フ
ルデータベースバックアップは、他のバックアップに依存しません。

フルバックアップ フルバックアップでは、最近変更されたかどうかに関係なく、選択さ
れたオブジェクトをすべてバックアップします。
「バックアップの種類」を参照。

フルメールボックス
バックアップ

フルメールボックスバックアップでは、メールボックス全体の内容を
バックアップします。
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ペアステータス (HP P9000 XPアレイファミリ固有の用語) HP StorageWorks
P9000 XPディスクアレイファミリのディスクアレイのディスクペア(セ
カンダリボリュームとそれに対応するプライマリボリューム)の状態。
状況によってペアのディスクはさまざまな状態になる可能性があり
ます。Data Protector HP StorageWorks P9000 XPエージェントの
操作において特に以下の状態が重要となります。

• ペア – セカンダリボリュームがゼロダウンタイムバックアップ用
に準備されています。セカンダリボリュームがミラーの場合、完
全に同期化されます。セカンダリボリュームがスナップショットス
トレージ用に使用されるボリュームの場合、空の状態です。

• 中断 – ディスク間のリンクは中断されています。ただし、ペアの
関係は維持されたままとなり、後で再度ゼロダウンタイムバック
アップを行うためにセカンダリディスクを準備できます。

• コピー – ディスクペアは現在使用中であり、ペア状態に移行中
です。セカンダリボリュームがミラーの場合、プライマリボリュー
ムで再同期されています。セカンダリボリュームがスナップショッ
トストレージに使用されるボリュームの場合、その内容はクリアさ
れています。

並列処理 1つのオンラインデータベースから複数のデータストリームを読み取
ること。

並行復元 単一のMedia Agentからデータを受信するDisk Agentを複数実行
して、バックアップされたデータを同時に複数のディスクに(並行し
て)復元すること。並行復元を行うには、複数のディスクまたは論理
ボリュームに置かれているデータを選択し、同時処理数を2以上に
設定してバックアップを開始し、異なるオブジェクトのデータを同じ
デバイスに送信する必要があります。並行復元中には、復元対象
として選択した複数のオブジェクトがメディアから同時に読み取ら
れるので、パフォーマンスが向上します。

保護 「データ保護およびカタログ保護」を参照。

補助ディスク 必要最小限のオペレーティングシステムファイル、ネットワークファ
イル、およびData Protector Disk Agentがインストールされたブー
ト可能ディスク。 ディスクデリバリーでUNIXクライアントを障害から
復旧するときの段階1では、補助ディスクをターゲットシステムのブー
トに使用することができます。

ホストシステム Data Protector Disk Agentがインストールされており、ディスクデリ
バリーによるディザスタリカバリに使用される稼動中のData Protector
クライアント。
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ボリュームグループ LVMシステムにおけるデータストレージ単位。ボリュームグループ
は、1つまたは複数の物理ボリュームから作成できます。同じシステ
ム上に複数のボリュームグループを置くことができます。

ボリュームシャドウ
コピーサービス
(VSS)

「Microsoftボリュームシャドウコピーサービス(VSS)」を参照。

ボリュームマウント
ポイント

(Windows固有の用語)ボリューム上の空のディレクトリを他のボ
リュームのマウントに使用できるように構成したもの。ボリュームマウ
ントポイントは、ターゲットボリュームへのゲートウェイとして機能しま
す。ボリュームがマウントされていれば、ユーザーやアプリケーショ
ンがそのボリューム上のデータをフル(マージ)ファイルシステムパス
で参照できます(両方のボリュームが一体化されている場合)。

マージ 復元中のファイル名競合を解決するモードの1つ。復元するファイ
ルと同じ名前のファイルが復元先に存在する場合、変更日時の新
しい方が維持されます。既存のファイルと名前が重複しないファイ
ルは、常に復元されます。
「上書き」を参照。

マウントポイント ディレクトリ構造内において、ディスクまたは論理ボリュームにアク
セスするためのアクセスポイント(/optやd:など)。UNIXでは、bdfコ
マンドまたはdfコマンドを使ってマウントポイントを表示できます。

マウント要求 マウント要求時には、デバイスにメディアを挿入するように促す画
面が表示されます。必要なメディアを挿入して確認することでマウ
ント要求に応答すると、セッションが続行されます。

マジックパケット 「Wake ONLAN」を参照。

マルチスナップ (HP P6000 EVAアレイファミリ固有の用語)個々のターゲットボ
リュームだけでなく、スナップショットを構成するすべてのボリューム
でバックアップデータの整合性が取れるように、複数のターゲットボ
リュームを同時に作成すること。
「スナップショット」を参照。

ミラー(EMC
Symmetrixおよび

「ターゲットボリューム」を参照。

HP P9000 XPア
レイファミリ固有
の用語)
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ミラークローン (HP P6000 EVAアレイファミリ固有の用語) ストレージボリュー
ムの動的な複製です。元のストレージボリュームに加えられた変更
は、ローカル複製リンクを介して、ミラークローンに反映されます。
元のストレージボリュームとそのミラークローン間の複製は中断でき
ます。各ストレージボリュームについてディスクアレイ上に1つのミ
ラークローンを作成できます。

ミラーユニット(MU)
番号

(HP P9000 XPアレイファミリ固有の用語) HP StorageWorks
P9000 XPディスクアレイファミリのディスクアレイ上にある内部ディ
スク(LDEV)のセカンダリボリューム(S-VOL)を特定する0以上の整
数。
「ファーストレベルミラー」を参照。

ミラーローテーショ
ン(HP P9000 XP

「複製セットローテーション」を参照。

アレイファミリ固有
の用語)

無人操作 「lights-out operation」を参照。

無人操作
(lights-out

オペレータの介在なしで、通常の営業時間外に実行されるバック
アップ操作または復元操作。オペレータが手動で操作することな

operationまたは く、バックアップアプリケーションやサービスのマウント要求などが自
動的に処理されます。unattended

operation)

メールボックス (Microsoft Exchange Server固有の用語)電子メールが配信さ
れる場所。管理者がユーザーごとに設定します。電子メールの配
信場所として複数の個人用フォルダが指定されている場合は、メー
ルボックスから個人用フォルダに電子メールがルーティングされま
す。

メールボックススト
ア

(Microsoft Exchange Server固有の用語)インフォメーションス
トアのうち、ユーザーメールボックス内の情報を維持する部分。メー
ルボックスストアは、バイナリデータを格納するリッチテキスト.edb
ファイルと、ストリーミングネイティブインターネットコンテンツを格納
する.stmファイルからなります。

メディアID Data Protectorがメディアに割り当てる一意な識別子。

メディア集中管理
データベース
(CMMDB)

「CMMDB」を参照。
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メディア管理セッ
ション

初期化、内容のスキャン、メディア上のデータの確認、メディアのコ
ピーなどのアクションをメディアに対して実行するセッション。

メディア状態要素 使用回数のしきい値と上書きのしきい値。メディアの状態の判定基
準となります。

メディアセット バックアップセッションでは、メディアセットと呼ばれるメディアのグ
ループにデータをバックアップします。メディアの使用法によって
は、複数のセッションで同じメディアを共有できます。

メディアの位置 バックアップメディアが物理的に収納されている場所を示すユー
ザー定義の識別子。"building 4"や"off-site storage"のような文字
列です。

メディアのインポー
ト

メディアに書き込まれているバックアップセッションデータをすべて
再読み込みして、IDBに取り込むプロセス。これにより、メディア上
のデータにすばやく、簡単にアクセスできるようになります。
「メディアのエクスポート」を参照。

メディアのエクス
ポート

メディアに格納されているすべてのバックアップセッション情報(シ
ステム、オブジェクト、ファイル名など)をIDBから削除するプロセス。
メディア自体に関する情報やメディアとプールの関係に関する情
報もIDBから削除されます。メディア上のデータは影響されません。
「メディアのインポート」を参照。

メディアの種類 メディアの物理的な種類(DDSやDLTなど)。

メディアの状態 メディア状態要素から求められるメディアの品質。テープメディアの
使用頻度が高く、使用時間が長ければ、読み書きエラーの発生率
が高くなります。状態が[不良]になったメディアは交換する必要が
あります。

メディアの使用法 メディアの使用法は、既に使用されているメディアに対してバック
アップをどのように追加するかを制御します。メディアの使用法は、
[追加可能]、[追加不可能]、[増分のみ追加可能]のいずれかに
設定できます。

メディアのボール
ティング

メディアを安全な別の場所に収納すること。メディアが復元に必要
になった場合や、今後のバックアップにメディアを再使用する場合
は、メディアをデータセンターに戻します。ボールティング手順は、
会社のバックアップ戦略やデータ保護/信頼性ポリシーに依存しま
す。
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メディアプール 同じ種類のメディア(DDSなど)のセット。グループとして追跡されま
す。フォーマットしたメディアは、メディアプールに割り当てられま
す。

メディアラベル メディアに割り当てられるユーザー定義の識別子。

メディア割り当てポ
リシー

メディアをバックアップに使用する順序を決定します。[厳格]メディ
ア割り当てポリシーでは、特定のメディアに限定されます。[緩和]ポ
リシーでは、任意の適切なメディアを使用できます。[フォーマットさ
れていないメディアを先に割り当てる]ポリシーでは、ライブラリ内に
利用可能な非保護メディアがある場合でも、不明なメディアが優先
されます。

ユーザーアカウント
(Data Protector

Data Protectorおよびバックアップデータに対する無許可のアクセ
スを制限するために、Data Protectorユーザーとして許可を受けた

ユーザーアカウン
ト)

ユーザーにしかData Protectorを使用できないようになっています。
Data Protector管理者がこのアカウントを作成するときには、ユー
ザーログオン名、ユーザーのログオン元として有効なシステム、お
よびData Protectorユーザーグループのメンバーシップを指定しま
す。ユーザーがData Protectorのユーザーインタフェースを起動す
るか、または特定のタスクを実行するときには、このアカウントが必
ずチェックされます。

ユーザーアカウント
制御(UAC)

Windows Vista、Windows 7およびWindows Server 2008のセキュリ
ティコンポーネント。管理者が権限レベルを上げるまで、アプリケー
ションソフトウェアを標準のユーザー権限に限定します。

ユーザーグループ 各Data Protectorユーザーは、ユーザーグループのメンバーです。
各ユーザーグループにはユーザー権限のセットがあり、それらの権
限がユーザーグループ内のすべてのユーザーに付与されます。
ユーザー権限を関連付けるユーザーグループの数は、必要に応
じて定義できます。 Data Protectorには、デフォルトでadmin、
operator、userという3つのユーザーグループが用意されています。

ユーザーディスク割
り当て

NTFSの容量管理サポートを使用すると、共有ストレージボリューム
に対して、拡張された追跡メカニズムの使用およびディスク容量に
対する制御が行えるようになります。Data Protectorでは、システム
全体にわたるユーザーディスク割り当てが、すべてのユーザーに
対して一度にバックアップされます。

ユーザープロファイ
ル

(Windows固有の用語)ユーザー別に維持される構成情報。この
情報には、デスクトップ設定、画面表示色、ネットワーク接続などが
含まれます。ユーザーがログオンすると、そのユーザーのプロファ
イルがロードされ、Windows環境がそれに応じて設定されます。
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ユーザー権限 特定のData Protectorタスクの実行に必要なパーミッションをユー
ザー権限またはアクセス権限と呼びます。主なユーザー権限には、
バックアップの構成、バックアップセッションの開始、復元セッション
の開始などがあります。ユーザーには、そのユーザーの所属先ユー
ザーグループに関連付けられているアクセス権限が割り当てられ
ます。

ライター (Microsoft VSS固有の用語)オリジナルボリューム上のデータの
変更を開始するプロセス。主に、永続的なデータをボリューム上に
書き込むアプリケーションまたはシステムサービスがライターとなり
ます。ライターは、シャドウコピーの同期化プロセスにも参加し、デー
タの整合性を保証します。

ライブラリ オートチェンジャー、ジュークボックス、オートローダー、またはエク
スチェンジャとも呼ばれます。ライブラリには、複数のレポジトリスロッ
トがあり、それらにメディアが格納されます。各スロットがメディア
(DDS/DATなど)を1つずつ格納します。スロット/ドライブ間でのメ
ディアの移動は、ロボット機構によって制御され、メディアへのラン
ダムアクセスが可能です。ライブラリには、複数のドライブを格納で
きます。

リカバリカタログ (Oracle固有の用語)Recovery ManagerがOracleデータベースに
ついての情報を格納するために使用するOracleの表とビューのセッ
ト。この情報は、Recovery ManagerがOracleデータベースのバック
アップ、復元、および復旧を管理するために使用されます。リカバ
リカタログには、以下の情報が含まれます。

• Oracleターゲットデータベースの物理スキーマ

• データファイルおよびアーカイブログのバックアップセット

• データファイルのコピー

• アーカイブREDOログ

• ストアドスクリプト

リカバリカタログ
データベース

(Oracle固有の用語)リカバリカタログスキーマを格納するOracle
データベース。リカバリカタログはターゲットデータベースに保存し
ないでください。

リカバリカタログ
データベースへの
ログイン情報

(Oracle固有の用語)リカバリカタログデータベース(Oracle)への
ログイン情報の形式は<user_name>/<password>@<service>
で、ユーザー名、パスワード、サービス名の説明は、Oracleターゲッ
トデータベースへのOracle SQL*Net V2ログイン情報と同じです。
ただし、この場合のserviceはOracleターゲットデータベースでは
なく、リカバリカタログデータベースに対するサービス名となります。
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ここで指定するOracleユーザーは、Oracleのリカバリカタログのオー
ナーでなければならないことに注意してください。

リカバリファイル (Oracle固有の用語)リカバリファイルはフラッシュリカバリ領域に
存在するOracle固有のファイルで、現在の制御ファイル、オンライ
ンREDOログ、アーカイブREDOログ、フラッシュバックログ、制御ファ
イル自動バックアップ、データファイルコピー、およびバックアップ
ピースがこれにあたります。
「フラッシュリカバリ領域」を参照。

リサイクルまたは保
護解除

メディア上のすべてのバックアップデータのデータ保護を解除して、
以降のバックアップで上書きできるようにするプロセス。同じセッショ
ンに所属しているデータのうち、他のメディアに置かれているデー
タも保護解除されます。リサイクルを行っても、メディア上のデータ
自体は変更されません。

リムーバブル記憶
域の管理データ
ベース

(Windows固有の用語)Windowsサービスの1つ。リムーバブルメ
ディア(テープやディスクなど)と記憶デバイス(ライブラリ)の管理に
使用されます。リムーバブル記憶域により、複数のアプリケーション
が同じメディアリソースを共有できます。

ローカル復旧とリ
モート復旧

リモート復旧は、SRDファイルで指定されているMedia Agentホスト
がすべてアクセス可能な場合にのみ実行されます。いずれかのホ
ストがアクセス不能になっていると、ディザスタリカバリプロセスが
ローカルモードにフェイルオーバーされます。これは、ターゲットシ
ステムにローカルに接続しているデバイスが検索されることを意味
します。デバイスが1台しか見つからない場合は、そのデバイスが
自動的に使用されます。複数のデバイスが見つかった場合は、デ
バイスが選択できるプロンプトが表示され、ユーザーが選択したデ
バイスが復元に使用されます。

ローカル連続レプリ
ケーション

(Microsoft Exchange Server固有の用語)ローカル連続レプリ
ケーション(LCR)はストレージグループの完全コピー(LCRコピー)を
作成および維持するシングルサーバー ソリューション。LCRコピー
は元のストレージグループと同じサーバーに配置されます。LCRコ
ピーが作成されると、変更伝播(ログリプレイ)テクノロジで最新に保
たれます。LCRの複製機能では未複製のログが削除されません。
この動作の影響により、ログを削除するモードでバックアップを実行
しても、コピー中のログと複製に十分な余裕がある場合、実際には
ディスクの空き容量が解放されない場合があります。
LCRコピーへの切り替えは数秒で完了するため、LCRコピーはディ
ザスタリカバリに使用されます。元のデータとは異なるディスクに存
在するLCRコピーをバックアップに使用すると、プロダクションデー
タベースの入出力の負荷が最小になります。
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複製されたストレージグループは、Exchangeライターの新しいイン
スタンス(Exchange Replication Service)として表示され、通常のスト
レージグループのようにVSSを使用してバックアップできます。
「クラスター連続レプリケーションおよびExchange Replication
Service」を参照。

ロギングレベル ロギングレベルは、バックアップ、オブジェクトのコピー、またはオブ
ジェクトの集約時にファイルとディレクトリに関する情報をどの程度
まで詳細にIDBに記録するかを示します。バックアップ時のロギン
グレベルに関係なく、データの復元は常に可能です。DataProtector
には、[すべてログに記録]、[ディレクトリレベルまでログに記録]、
[ファイルレベルまでログに記録]、および[ログなし]の4つのロギン
グレベルがあります。ロギングレベル設定によって、IDBのサイズ増
加、バックアップ速度、および復元データのブラウザのしやすさが
影響を受けます。

ログインID (Microsoft SQL Server固有の用語)Microsoft SQL Serverにロ
グインするためにユーザーが使用する名前。Microsoft SQL Server
のsysloginシステムテーブル内のエントリに対応するログインIDが有
効なログインIDとなります。

ロック名 別のデバイス名を使うことで同じ物理デバイスを違う特性で何度も
構成することができます。そのようなデバイス(デバイス名)が複数同
時に使用された場合に重複を防ぐ目的で、デバイス構成をロックす
るためにロック名が使用されます。ロック名はユーザーが指定する
文字列です。同一の物理デバイスを使用するデバイス定義には、
すべて同じロック名を使用します。

論理ログファイル 論理ログファイルは、オンラインデータベースバックアップの場合に
使用されます。変更されたデータがディスクにフラッシュされる前に
書き込まれるファイルです。障害発生時には、これらの論理ログファ
イルを使用することで、コミット済みのトランザクションをすべてロー
ルフォワードするとともに、コミットされていないトランザクションをロー
ルバックすることができます。

論理演算子 オンラインヘルプシステムの全文検索には、AND、OR、NOT、NEAR
の各ブール演算子を使用できます。複数の検索条件をブール演
算子で組み合わせて指定することで、検索対象をより正確に絞り
込むことができます。複数単語の検索に演算子を指定しなければ、
ANDを指定したものとみなされます。たとえば、「manual disaster
recovery」という検索条件は、「manual AND disaster AND recovery」
と同じ結果になります。
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ワイルドカード文字 1文字または複数文字を表すために使用できるキーボード文字。
たとえば、通常、アスタリスク(*)は1文字以上の文字を表し、疑問符
(?)は1文字を示します。ワイルドカード文字は、名前により複数の
ファイルを指定するための手段としてオペレーティングシステムで
頻繁に使用されます。
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